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概要概要

本ガイドでは、Apache Camel で Red Hat Fuse アプリケーションを開発する方法を説明します。こ
こでは、基本的なビルディングブロック、エンタープライズ統合パターン、ルーティング式および
述語言語の基本的な構文、Apache CXF コンポーネントを使った Web サービスの作成、Apache
Camel API の使用、Java API をラップする Camel コンポーネントの作成方法について説明しま
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パート I. エンタープライズ統合パターンの実装
ここでは、Apache Camel を使用してルートを構築する方法を説明します。基本的なビルディングブ
ロックおよび EIP コンポーネントをカバーします。

パートパート I. エンタープライズ統合パターンの実装エンタープライズ統合パターンの実装
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第1章 ルート定義のためのビルディングブロック

概要概要

Apache Camel はルートを定義するために、Java DSL と Spring XML DSL の 2 つの ドメイン固有言語ドメイン固有言語
(DSL) をサポートします。ルートを定義するための基本的なビルディングブロックは エンドポイントエンドポイント
および プロセッサープロセッサー で、プロセッサーの動作は通常 式式 または論理 述語述語 によって変更されます。
Apache Camel は、さまざまな言語を使用して式や述語を定義できます。

1.1. ROUTEBUILDER クラスの実装

概要

ドメイン固有言語ドメイン固有言語 (DSL) を使用するには、RouteBuilder クラスを拡張し、その configure() メソッド
(ここにルーティングルールを定義します) を上書きします。

必要な数だけ RouteBuilder クラスを定義できます。各クラスは一度インスタンス化さ
れ、CamelContext オブジェクトに登録されます。通常、各 RouteBuilder オブジェクトのライフサイ
クルは、ルーターをデプロイするコンテナーによって自動的に管理されます。

RouteBuilder クラス

ルート開発者の主なロールは、1 つ以上の RouteBuilder クラスを実装することです。以下の 2 つの代
替 RouteBuilder クラスを継承できます。

org.apache.camel.builder.RouteBuilder: これは、あらゆるあらゆる コンテナータイプへのデプロイに
適した汎用の RouteBuilder ベースクラスです。camel-core アーティファクトで提供されま
す。

org.apache.camel.spring.SpringRouteBuilder: このベースクラスは、Spring コンテナーに特
別に適合されています。特に、以下の Spring 固有の機能に対する追加サポートが提供されま
す。追加サポートの対象となる機能は、Spring レジストリーでの Bean 検索 (beanRef() Java
DSL コマンドを使用) およびトランザクション (詳細は トランザクションガイドトランザクションガイド を参照) で
す。camel-spring アーティファクトで提供されます。

RouteBuilder クラスは、ルーティングルールの開始に使用されるメソッドを定義します (例: 
from()、intercept()、および exception())。

RouteBuilder の実装

例1.1「RouteBuilder クラスの実装」  は、最小限の RouteBuilder 実装を示しています。configure() メ
ソッド本文にはルーティングルールが含まれ、各ルールは単一の Java ステートメントです。

例例1.1 RouteBuilder クラスの実装クラスの実装

import org.apache.camel.builder.RouteBuilder;

public class MyRouteBuilder extends RouteBuilder {

public void configure() {
  // Define routing rules here:
  from("file:src/data?noop=true").to("file:target/messages");

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド
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  // More rules can be included, in you like.
  // ...
}
}

from(URL1).to(URL2) ルールの形式は、src/data ディレクトリーからファイルを読み込み、それを 
target/messages ディレクトリーに送信するようルーターに指示します。?noop=true オプション
は、src/data ディレクトリー内のソースファイルを (削除ではなく) 保持するようにルーターに指示し
ます。

注記注記

Spring または Blueprint で contextScan を使用して RouteBuilder クラスをフィルター
する場合、Apache Camel はデフォルトでシングルトン Bean を検索します。ただし、以
前の動作をオンにして、新しいオプション includeNonSingletons でスコープされたプ
ロトタイプを含めることができます。

1.2. 基本的な JAVA DSL 構文

DSL とは

ドメイン固有言語 (DSL) は、特別な目的のために設計されたミニ言語です。DSL は論理的に完全であ
る必要はありませんが、選択したドメインで適切に問題を記述するのに十分な表現力が必要になりま
す。通常、DSL には専用のパーサー、インタープリター、またはコンパイラーは 必要ありません必要ありません。
DSL コンストラクトがホスト言語 API のコンストラクトに適切にマッピングされていれば、DSL は既
存のオブジェクト指向ホスト言語の上に便乗できます。

架空の DSL で以下の一連のコマンドについて考えてみましょう。

command01;
command02;
command03;

これらのコマンドは、以下のような Java メソッド呼び出しにマップできます。

command01().command02().command03()

ブロックを Java メソッド呼び出しにマップすることもできます。以下に例を示します。

command01().startBlock().command02().command03().endBlock()

DSL 構文は、ホスト言語 API のデータ型によって暗黙的に定義されます。たとえば、Java メソッドの
戻り値の型によって、次 (DSL の次のコマンドと同等) をアクティブに呼び出すことのできるメソッド
が決定します。

ルータールール構文

Apache Camel は、ルーティングルールを定義する ルータールーター DSL を定義します。この DSL を使用し
て、RouteBuilder.configure() 実装のボディーにルールを定義できます。図1.1「ローカルルーティング
ルール」 は、ローカルルーティングルールを定義する基本的な構文の概要を示しています。

図図1.1 ローカルルーティングルールローカルルーティングルール
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図図1.1 ローカルルーティングルールローカルルーティングルール

ローカルルールは、常に from("EndpointURL") メソッドで開始します。このメソッドは、ルーティン
グルールのメッセージのソース (コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント) を指定します。その後、ルールに任意
の長いプロセッサーチェーンを追加できます (例: filter())。通常、to("EndpointURL") メソッドでルー
ルを終了します。このメソッドは、ルールを通過するメッセージのターゲット (producer endpoint) を
指定します。ただし、常に to() でルールを終了する必要はありません。メッセージのターゲットをルー
ルに指定する別の方法もあります。

注記注記

特別なプロセッサータイプ (intercept()、exception()、または errorHandler() など) で
ルールを開始することで、グローバルルーティングルールを定義することもできます。
グローバルルールは本ガイドの対象範囲外です。

コンシューマーおよびプロデューサー

ローカルルールは、常に from("EndpointURL") を使用してコンシューマーエンドポイントを定義して
開始します。そして (常にではありませんが) 通常は、to("EndpointURL") を使用してプロデューサー
エンドポイントを定義して終了します。エンドポイント URL である EndpointURL は、デプロイ時に設
定された任意のコンポーネントを使用できます。たとえば、ファイルエンドポイント 
file:MyMessageDirectory、Apache CXF エンドポイント cxf:MyServiceName、または Apache
ActiveMQ エンドポイント activemq:queue:MyQName を使用できます。全てのコンポーネント型を網
羅するリストは、Apache Camel Component Reference  を参照してください。

エクスチェンジ

エクスチェンジエクスチェンジ オブジェクトは、メタデータで拡張されたメッセージで設定されます。エクスチェンジ
はメッセージがルーティングルールを介して伝搬される際に使われる標準形式であるため、 Apache
Camel において最も重要です。エクスチェンジの主な設定要素は次のとおりです。

Inメッセージ - エクスチェンジによってカプセル化された現在のメッセージです。エクスチェ
ンジがルートを通過するにつれて、このメッセージは変更される場合があります。そのため、
ルート開始時の In メッセージは、通常ルート終了時の Inメッセージとは 異なりま異なりま
すす。org.apache.camel.Message タイプは、以下の部分を含むメッセージの汎用モデルを提供
します。

ボディー

ヘッダー

アタッチメント

これはメッセージの 汎用汎用 モデルであることを理解することが重要です。Apache Camel は、さ

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

12

{topics/eip/building_blocks.adoc}


まざまなプロトコルおよびエンドポイントをサポートします。したがって、メッセージのボ
ディーまたはヘッダーの形式を標準化することは できませんできません。たとえば、JMS メッセージのボ
ディー形式は、HTTP メッセージまたは Web サービスメッセージのボディーとは全く異なりま
す。このため、ボディーとヘッダーは Object タイプと宣言されます。ボディーとヘッダーの元
のコンテンツは、エクスチェンジインスタンスを作成するエンドポイントによって決定されま
す (つまり、from() コマンドに指定されたエンドポイント)。

out メッセージ - 返信メッセージまたは変換されたメッセージの一時的な保持領域です。特定
の処理ノード (特に to() コマンド) は、In メッセージをリクエストとして処理し、これをプロ
デューサーエンドポイントに送信し、そのエンドポイントからのリプライを受信することで、
現在のメッセージを変更できます。リプライメッセージは、エクスチェンジの Out メッセージ
スロットに挿入されます。
通常、現在のノードで Out メッセージが設定された場合、Apache Camel はエクスチェンジを
次のように変更してからルートの次のノードに渡します: In メッセージを破棄し、Out メッセー
ジを In メッセージのスロットに移動します。そのため、リプライは最新のメッセージになりま
す。Apache Camel がノード同士をルート内で接続する方法の詳細は、「パイプライン処理」
を参照してください。

ただし、Out メッセージが異なる方法で扱われる特殊なケースが 1 つあります。ルート開始時
のコンシューマーエンドポイントがリプライメッセージを期待している場合、ルートの最終端
にある Out メッセージはコンシューマーエンドポイントのリプライメッセージとみなされます
(さらに、この場合、最終ノードが Out メッセージを作成 しなければならずしなければならず、さもなくばコン
シューマーエンドポイントはハングしてしまいます)。

メッセージ交換パターン (MEP) - 以下のように、ルート内でのエクスチェンジとエンドポイン
ト間のやり取りに影響を与えます。

コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント - 元となるエクスチェンジを作成するコンシューマーエン
ドポイントは、MEP の初期値を設定します。初期値は、コンシューマーエンドポイントが
リプライするか (例: InOut MEP)、リプライしないか (例: InOnly MEP) を示します。

プロデューサーエンドポイントプロデューサーエンドポイント - MEP は、エクスチェンジがルートで通過するプロデュー
サーエンドポイントに影響します (例: エクスチェンジが to() ノードを通過する場合)。たと
えば、現在の MEP が InOnly の場合、to() ノードはエンドポイントからのリプライを受け
取ることを期待しません。場合によっては、エクスチェンジのプロデューサーエンドポイ
ントとのやり取りをカスタマイズするために、現在の MEP を変更する必要があります。詳
細は、「エンドポイント」 を参照してください。

エクスチェンジプロパティー - 現在のメッセージのメタデータが含まれる名前付きプロパ
ティーのリスト。

メッセージ交換パターン

Exchange オブジェクトを使用すると、メッセージ処理を異なる メッセージ交換パターンメッセージ交換パターン に簡単に一
般化することができます。たとえば、非同期プロトコルは、コンシューマーエンドポイントからプロ
デューサーエンドポイントに流れる単一のメッセージで設定される MEP を定義する場合があります
(InOnly MEP)。一方、RPC プロトコルは、リクエストメッセージとリプライメッセージで設定される
MEP を定義する場合があります (InOut MEP)。現在、Apache Camel は以下の MEP をサポートしま
す。

InOnly

RobustInOnly

InOut

InOptionalOut
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OutOnly

RobustOutOnly

OutIn

OutOptionalIn

これらのメッセージ交換パターンは、列挙型の定数 org.apache.camel.ExchangePattern によって表
されます。

グループ化されたエクスチェンジ

複数のエクスチェンジインスタンスをカプセル化した 1 つのエクスチェンジがあると便利な場合もあり
ます。これに対応する為、グループ化されたエクスチェンジグループ化されたエクスチェンジ を使用できます。グループ化されたエクス
チェンジは、基本的 Exchange.GROUPED_EXCHANGE エクスチェンジプロパティーに格納されてい
る Exchange オブジェクトの java.util.List が含まれるエクスチェンジインスタンスです。グループ化
されたエクスチェンジの使用例は、「Aggregator」 を参照してください。

プロセッサー

プロセッサープロセッサー は、ルートを通過するエクスチェンジのストリームにアクセスして変更することができる
ルート内のノードです。プロセッサーは、動作を変更する 式式 や 述語述語 の引数を取ることができます。た
とえば、図1.1「ローカルルーティングルール」 で示されたルールには、xpath() 述語を引数とする 
filter() プロセッサーが含まれます。

式および述語

式 (文字列またはその他のデータ型への評価) および述語 (true または false への評価) は、組み込みプロ
セッサー型の引数として頻繁に発生します。たとえば、以下のフィルタールールは、ヘッダー foo の値
が bar と等しい場合にのみ In メッセージを伝播します。

from("seda:a").filter(header("foo").isEqualTo("bar")).to("seda:b");

header("foo").isEqualTo("bar") ではフィルターが述語によって修飾されます。メッセージの内容に基
づいてより高度な述語や式を作成するために、式言語および述語言語のいずれかを使用できます (パー
トII「ルーティング式と述語言語」 を参照)。

1.3. SPRING XML ファイルのルータースキーマ

名前空間

ルータースキーマは XML DSL を定義し、以下の XML スキーマ名前空間に属します。

http://camel.apache.org/schema/spring

スキーマの場所の指定

ルータースキーマの場所は通常、Apache Web サイトにある最新バージョンのスキーマを参照する 
http://camel.apache.org/schema/spring/camel-spring.xsd に指定されます。たとえば、Apache
Camel Spring ファイルのルート beans 要素は、通常 例1.2「ルータースキーマの場所の指定」 のよう
に設定されます。
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例例1.2 ルータースキーマの場所の指定ルータースキーマの場所の指定

<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:camel="http://camel.apache.org/schema/spring"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xsi:schemaLocation="
       http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd
       http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-
spring.xsd">

  <camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <!-- Define your routing rules here -->
  </camelContext>
</beans>

ランタイムスキーマの場所

実行時に、Apache Camel は Spring ファイルで指定されたスキーマの場所からルータースキーマをダウ
ンロードしませんしません。代わりに、Apache Camel は camel-spring JAR ファイルの root ディレクトリーか
らスキーマのコピーを自動的に取得します。これにより、Spring ファイルの解析に使用されるスキーマ
のバージョンが、常に現在のランタイムバージョンと一致するようになります。これは、Apache Web
サイトに公開されているスキーマの最新バージョンが、現在使用しているランタイムのバージョンと一
致しない場合があるため、重要になります。

XML エディターの使用

通常、フル機能の XML エディターを使用して Spring ファイルを編集することが推奨されます。XML
エディターの自動補完機能により、ルータースキーマに準拠する XML の作成がはるかに容易になり、
XML の形式が不適切な場合はエディターが即座に警告します。

通常、XML エディターは、xsi:schemaLocation 属性で指定した場所からスキーマをダウンロードする
ことに 依存しています依存しています。編集中に正しいスキーマバージョンを使用するようにするため、通常は 
camel-spring.xsd ファイルの特定のバージョンを選択することが推奨されます。たとえば、Apache
Camel バージョン 2.3 用の Spring ファイルを編集するには、以下のように beans 要素を修正します。

<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:camel="http://camel.apache.org/schema/spring"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xsi:schemaLocation="
       http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd
       http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-spring-
2.3.0.xsd">
...

編集が完了したら、デフォルトの camel-spring.xsd に戻します。現在ダウンロードできるスキーマの
バージョンを確認するには、Web ページ http://camel.apache.org/schema/spring に移動します。

1.4. エンドポイント

概要
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Apache Camel エンドポイントは、ルートにおけるメッセージの水源 (蛇口) とシンク (流し台) です。エ
ンドポイントは一般的なビルディングブロックと言えます。満たす必要がある唯一の要件は、メッセー
ジの水源 (プロデューサーエンドポイント) またはメッセージのシンク (コンシューマーエンドポイント)
のいずれかとして機能することです。そのため、Apache Camel でサポートされるエンドポイント型に
は、HTTP などのプロトコルをサポートするエンドポイントから、定期的な間隔でダミーメッセージを
生成する Quartz などの単純なタイマーエンドポイントまで、非常に多様な種類があります。Apache
Camel の大きな強みの 1 つは、新しいエンドポイント型を実装するカスタムコンポーネントを、比較的
簡単に追加できることです。

エンドポイント URI

エンドポイントは、以下の一般的な形式を持つ エンドポイントエンドポイント URI で識別されます。

scheme:contextPath[?queryOptions]

URI スキームはスキームは は、http などのプロトコルを識別し、contextPath はプロトコルによって解釈される
URI の詳細を提供します。さらに、ほとんどのスキームでは、以下の形式で指定される queryOptions
(クエリーオプション) を定義できます。

?option01=value01&option02=value02&...

たとえば、以下の HTTP URI を使用して Google 検索エンジンページに接続できます。

http://www.google.com

以下のファイル URI を使用して、C:\temp\src\data ディレクトリー配下に表示されるすべてのファイル
を読み取ることができます。

file://C:/temp/src/data

すべての スキームスキーム がプロトコルを表しているわけではありません。スキームスキーム は、タイマーなどの有用
なユーティリティーへのアクセスのみを提供することもあります。たとえば、以下の Timer エンドポイ
ント URI は、1 秒毎 (=1000 ミリ秒) にエクスチェンジを生成します。これを使用して、ルートでアク
ティビティーをスケジュールできます。

timer://tickTock?period=1000

長いエンドポイント URI の使用

エンドポイント URI は、提供される設定情報がすべて付随することで、かなり長くなることがありま
す。Red Hat Fuse 6.2 以降では、長い URI での作業をより管理しやすくする方法が 2 つあります。

エンドポイントの個別設定エンドポイントの個別設定

エンドポイントは個別に設定でき、ルートから短縮 ID を使用してエンドポイントを参照できます。

<camelContext ...>

  <endpoint id="foo" uri="ftp://foo@myserver">
    <property name="password" value="secret"/>
    <property name="recursive" value="true"/>
    <property name="ftpClient.dataTimeout" value="30000"/>
    <property name="ftpClient.serverLanguageCode" value="fr"/>
  </endpoint>
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  <route>
    <from uri="ref:foo"/>
    ...
  </route>
</camelContext>

URI 内でオプションをいくつか設定し、property 属性を使用して追加オプションを指定することも
できます (または URI からオプションを上書きすることもできます)。

<endpoint id="foo" uri="ftp://foo@myserver?recursive=true">
  <property name="password" value="secret"/>
  <property name="ftpClient.dataTimeout" value="30000"/>
  <property name="ftpClient.serverLanguageCode" value="fr"/>
</endpoint>

複数行にまたがるエンドポイント設定の分割複数行にまたがるエンドポイント設定の分割

改行を使用して URI 属性を分割できます。

<route>
  <from uri="ftp://foo@myserver?password=secret&amp;
           recursive=true&amp;ftpClient.dataTimeout=30000&amp;
           ftpClientConfig.serverLanguageCode=fr"/>
  <to uri="bean:doSomething"/>
</route>

注記注記

&amp; で区切って、各行に 1 つ以上のオプションを指定できます。

URI での期間指定

Apache Camel コンポーネントの多くは、期間を指定するオプション (タイムアウト値など) を持ちま
す。デフォルトでは、このような期間を指定するオプションは通常、数値で指定され、ミリ秒単位とし
て解釈されます。ただし、Apache Camel は期間のより読みやすい構文もサポートしており、時、分、
秒で期間を表現できます。以下の構文に準拠する文字列を使用すると、人間が読みやすい期間を指定で
きます。

[NHour(h|hour)][NMin(m|minute)][NSec(s|second)]

角括弧 [] に囲まれた各項は任意であり、表記法 (A|B) は、A および B のどちらかであることを示しま
す。

たとえば、以下のように timer エンドポイントを 45 分間隔に設定できます。

from("timer:foo?period=45m")
  .to("log:foo");

また、以下のように、時、分、秒の単位を任意に組み合わせて使用することもできます。

from("timer:foo?period=1h15m")
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  .to("log:foo");
from("timer:bar?period=2h30s")
  .to("log:bar");
from("timer:bar?period=3h45m58s")
  .to("log:bar");

URI オプションへの raw 値の指定

デフォルトでは、URI に指定するオプションの値は自動的に URI エンコードされます。場合によって
は、これは望ましくない動作である場合があります。たとえば、password オプションを設定する場合
は、URI エンコーディング なしなし で raw 文字列を送信することが推奨されます。

構文 RAW(RawValue) でオプションの値を指定して、URI エンコーディングをオフにすることができま
す。以下に例を示します。

from("SourceURI")
 .to("ftp:joe@myftpserver.com?password=RAW(se+re?t&23)&binary=true")

この例では、パスワードの値はリテラル値 se+re?t&23 として送信されます。

大文字と小文字を区別しない列挙オプション

一部のエンドポイント URI オプションは、Java enum 定数にマッピングされます。たとえば、Log コ
ンポーネントの level オプションは、INFO、WARN、ERROR などの enum 値を取ることができます。
この型変換は大文字と小文字を区別しないため、以下ののいずれかのオプションを使用して Log プロ
デューサーエンドポイントのログレベルを設定できます。

<to uri="log:foo?level=info"/>
<to uri="log:foo?level=INfo"/>
<to uri="log:foo?level=InFo"/>

URI リソースの指定

Camel 2.17 以降、XSLT や Velocity などのリソースベースのコンポーネントは、ref: を接頭辞として使
用して、レジストリーからリソースファイルをロードできます。

たとえば、レジストリーに格納された 2 つの Bean それぞれの ID である ifmyvelocityscriptbean およ
び mysimplescriptbean は、以下のように参照することで、Bean の内容を使うことができます。

Velocity endpoint:
------------------
from("velocity:ref:myvelocityscriptbean").<rest_of_route>.

Language endpoint (for invoking a scripting language):
-----------------------------------------------------
from("direct:start")
  .to("language:simple:ref:mysimplescriptbean")
 Where Camel implicitly converts the bean to a String.

Apache Camel コンポーネント

各 URI スキームスキーム は本質的にエンドポイントファクトリーとなる Apache Camel コンポーネントコンポーネント にマッ
プされます。つまり、特定のタイプのエンドポイントを使用するには、対応する Apache Camel コン
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ポーネントをランタイムコンテナーにデプロイする必要があります。たとえば、JMS エンドポイント
を使用するには、コンテナーに JMS コンポーネントをデプロイします。

Apache Camel は、アプリケーションをさまざまなトランスポートプロトコルおよびサードパーティー
製品と統合できる、多種多様なコンポーネントを提供します。たとえば、より一般的に使用されるコン
ポーネントには、File、JMS、CXF (Web サービス) 、HTTP、Jetty、Direct、および Mock などがあり
ます。サポートされるコンポーネントの完全なリストは、Apache Camel コンポーネントのドキュメン
ト を参照してください。

Apache Camel コンポーネントの大半は、Camel コアとは別にパッケージ化されています。Maven を使
用してアプリケーションをビルドする場合、関連するコンポーネントアーティファクトの依存関係を追
加するだけで、コンポーネント (およびサードパーティーの依存関係) を簡単にアプリケーションへ追加
できます。たとえば、HTTP コンポーネントを含めるには、以下の Maven 依存関係をプロジェクトの
POM ファイルに追加します。

<!-- Maven POM File -->
  <properties>
    <camel-version>{camelFullVersion}</camel-version>
    ...
  </properties>

  <dependencies>
    ...
    <dependency>
      <groupId>org.apache.camel</groupId>
      <artifactId>camel-http</artifactId>
      <version>${camel-version}</version>
    </dependency>
    ...
  </dependencies>

以下のコンポーネントは Camel コア (camel-core アーティファクト内) に組み込まれているので、いつ
でも利用できます。

Bean

Browse

Dataset

Direct

File

Log

Mock

Properties

Ref

SEDA

Timer

VM
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コンシューマーエンドポイント

コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント は、ルートの 先頭先頭 に (つまり from() DSL コマンドで) 表示されるエン
ドポイントです。言い換えると、コンシューマーエンドポイントはルート内の処理を開始するロールが
あります。新しいエクスチェンジインスタンス (通常は受信または取得したメッセージを基に) を作成
し、ルートの残りの部分でエクスチェンジを処理するためのスレッドを提供します。

たとえば、以下の JMS コンシューマーエンドポイントは payments キューからメッセージをプルし、
ルートでメッセージを処理します。

from("jms:queue:payments")
  .process(SomeProcessor)
  .to("TargetURI");

または、Spring XML で同等のものを記述するとこのようになります。

コンポーネントには、 コンシューマー専用コンシューマー専用 のものもあります。つまり、それらはコンシューマーエン
ドポイントの定義のみに使用できます。たとえば、Quartz コンポーネントは、コンシューマーエンド
ポイントを定義するためにのみ使用されます。以下の Quartz エンドポイントは、1 秒ごと (1000 ミリ
秒) にイベントを生成します。

from("quartz://secondTimer?trigger.repeatInterval=1000")
  .process(SomeProcessor)
  .to("TargetURI");

必要に応じて、fromF() Java DSL コマンドを使用して、エンドポイント URI をフォーマットされた文
字列として指定できます。たとえば、ユーザー名とパスワードを FTP エンドポイントの URI に指定す
るには、以下のように Java でルートを記述します。

fromF("ftp:%s@fusesource.com?password=%s", username, password)
  .process(SomeProcessor)
  .to("TargetURI");

最初の %s は文字列 username の値に置き換えられ、2 番目の %s は文字列 password の値に置き換え
られます。この文字列のフォーマットメカニズムは String.format() で実装されており、C 言語の 
printf() 関数によって提供されるフォーマットに似ています。詳細は java.util.Formatter を参照してくだ
さい。

プロデューサーエンドポイント

プロデューサーエンドポイントプロデューサーエンドポイント は、ルートの 途中途中 またはルートの 末尾末尾 で表示されるエンドポイント
です (例: to() DSL コマンド)。つまり、プロデューサーエンドポイントは既存のエクスチェンジオブ
ジェクトを受け取り、エクスチェンジの内容を指定されたエンドポイントに送信します。

たとえば、以下の JMS プロデューサーエンドポイントは、現在のエクスチェンジの内容を指定の JMS

<camelContext id="CamelContextID"
              xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="jms:queue:payments"/>
    <process ref="someProcessorId"/>
    <to uri="TargetURI"/>
  </route>
</camelContext>
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たとえば、以下の JMS プロデューサーエンドポイントは、現在のエクスチェンジの内容を指定の JMS
キューにプッシュします。

from("SourceURI")
  .process(SomeProcessor)
  .to("jms:queue:orderForms");

または、Spring XML で同等のものを記述すると、このようになります。

一部のコンポーネントは プロデューサー専用プロデューサー専用 で、プロデューサーエンドポイントを定義するためにの
み使用できます。たとえば、HTTP エンドポイントはプロデューサーエンドポイントを定義するために
のみ使用されます。

from("SourceURI")
  .process(SomeProcessor)
  .to("http://www.google.com/search?hl=en&q=camel+router");

必要に応じて、toF() Java DSL コマンドを使用して、エンドポイント URI をフォーマットされた文字列
として指定できます。たとえば、カスタム Google クエリーを HTTP URI に置き換えるには、以下のよ
うに Java でルートを記述します。

from("SourceURI")
  .process(SomeProcessor)
  .toF("http://www.google.com/search?hl=en&q=%s", myGoogleQuery);

%s と書かれた箇所が、カスタムクエリー文字列 myGoogleQuery に置き換えられます。詳細は
java.util.Formatter を参照してください。

1.5. プロセッサー

概要

ルーターが単にコンシューマーエンドポイントをプロデューサーエンドポイントに接続するだけでな
く、より複雑なことを実行できるようにするため、プロセッサープロセッサー をルートに追加することができます。
プロセッサーは、ルーティングルールに挿入して、ルールを通過するメッセージの任意処理を実行する
コマンドです。Apache Camel は、表1.1「Apache Camel プロセッサー」  に示されるように、さまざま
なプロセッサーを提供します。

表表1.1 Apache Camel プロセッサープロセッサー

Java DSL XML DSL 説明説明

<camelContext id="CamelContextID" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURI"/>
    <process ref="someProcessorId"/>
    <to uri="jms:queue:orderForms"/>
  </route>
</camelContext>
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aggregate() aggregate 「Aggregator」: 複数の受信エク
スチェンジを単一のエクスチェン
ジに組み合わせるアグリゲーター
を作成します。

aop() aop アスペクト指向プログラミング
(AOP) を使用して、指定されたサ
ブルートの前後で作業を行いま
す。

bean()、beanRef() bean Java オブジェクト (または Bean)
でメソッドを呼び出して、現在の
エクスチェンジを処理しま
す。「Bean インテグレーショ
ン」を参照してください。

choice() choice 「Content-Based Router」: 
when および otherwise 句を使
い、エクスチェンジの内容に基づ
いて特定のサブルートを選択しま
す。

convertBodyTo() convertBodyTo In メッセージボディーを、指定さ
れた型に変換します。

delay() delay 「Delayer」: ルートの後続へエク
スチェンジを伝搬するのを遅延し
ます。

doTry() doTry doCatch、doFinally、および 
end 句を使い、例外を処理するた
めの try/catch ブロックを作成し
ます。

end() 該当なし該当なし 現在のコマンドブロックを終了し
ます。

enrich(),enrichRef() enrich 「Content Enricher」: 現在のエク
スチェンジと、指定された プロプロ
デューサーデューサー エンドポイント URI か
らリクエストされたデータを統合
します。

filter() filter 「Message Filter」: 述語式を使用
して受信エクスチェンジをフィル
タリングします。

Java DSL XML DSL 説明説明
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idempotentConsumer() idempotentConsumer 「Idempotent Consumer」: 重複
メッセージを抑制するストラテ
ジーを実装します。

inheritErrorHandler() @inheritErrorHandler 特定のルートノードで継承された
エラーハンドラーを無効にするた
めに使用できるブール値オプショ
ン (Java DSL でサブ句として定義
され、XML DSL の属性として定
義) 。

inOnly() inOnly 現在のエクスチェンジの MEP を
InOnly (引数がない場合) に設定す
るか、指定されたエンドポイント
へエクスチェンジを InOnly とし
て送信します。

inOut() inOut 現在のエクスチェンジの MEP を
InOut (引数がない場合) に設定す
るか、指定されたエンドポイント
へエクスチェンジを InOut として
送信します。

loadBalance() loadBalance 「Load Balancer」: エンドポイン
トのコレクションに対する負荷分
散を実装します。

log() log コンソールにメッセージを記録し
ます。

loop() loop 「Loop」: 各エクスチェンジを
ルートの後続に繰り返し再送信し
ます。

markRollbackOnly() @markRollbackOnly (トランザクショントランザクション) 現在のトラン
ザクションをロールバックオン
リーにマークします (例外は発生
しません)。XML DSL では、この
オプションは rollback 要素に
ブール値属性として設定されま
す。Apache Karaf トランザクショ
ンガイド を参照してください。

Java DSL XML DSL 説明説明
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markRollbackOnlyLast() @markRollbackOnlyLast (トランザクショントランザクション) 1 つ以上のト
ランザクションがこのスレッドに
関連付けられてから一時停止され
ている場合、このコマンドは最新
のトランザクションをロールバッ
クオンリーにマークします (例外
は発生しません)。XML DSL で
は、このオプションは rollback
要素にブール値属性として設定さ
れます。Apache Karaf トランザク
ションガイド を参照してくださ
い。

marshal() marshal 指定されたデータフォーマットを
使用して低レベルまたはバイナ
リーフォーマットに変換し、特定
のトランスポートプロトコルで送
信できるようにします。

multicast() multicast 「Multicast」: 現在のエクスチェ
ンジを複数の宛先にマルチキャス
トし、各宛先がエクスチェンジの
独自のコピーを取得します。

onCompletion() onCompletion メインルートの完了後に実行され
るサブルート (Java DSL end() で
終了) を定義しま
す。「OnCompletion」も併せて
参照してください。

onException() onException 指定された例外が発生するたびに
実行されるサブルート (Java DSL 
end() で終了) を定義します。通
常、ルート内ではなく、専用の行
で定義されます。

pipeline() パイプラインパイプライン 「パイプとフィルター」: あるエ
ンドポイントの出力が次のエンド
ポイントの入力となるように、一
連のエンドポイントにエクスチェ
ンジを送ります。「パイプライン
処理」も併せて参照してくださ
い。

policy() policy 現在のルートにポリシーを適用し
ます（現時点では、トランザク
ションポリシーにのみ使用されま
すが、Apache Karaf Transaction
Guide を参照）。

Java DSL XML DSL 説明説明
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pollEnrich()、pollEnrichRef() pollEnrich 「Content Enricher」: 現在のエク
スチェンジと、指定された コンコン
シューマーシューマー エンドポイント URI か
らポーリングされたデータを統合
します。

process()、processRef process 現在のエクスチェンジでカスタム
プロセッサーを実行します。「カ
スタムプロセッサー」 および
パートIII「高度な Camel プログラ
ミング」 を参照してください。

recipientList() recipientList 「受信者リスト」: エクスチェン
ジを、実行時に算出される (たと
えば、ヘッダーの内容に基づい
て) 受信者のリストに送信しま
す。

removeHeader() removeHeader 指定したヘッダーをエクスチェン
ジの In メッセージから削除しま
す。

removeHeaders() removeHeaders 指定したパターンに一致するヘッ
ダーをエクスチェンジの In メッ
セージから削除します。パターン
にはフォームを持たせることがで
きます。prefix\* を使用した場
合、接頭辞で始まるすべての名前
と一致します。それ以外の場合、
正規表現として解釈されます。

removeProperty() removeProperty エクスチェンジから、指定したエ
クスチェンジプロパティーを削除
します。

Java DSL XML DSL 説明説明
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removeProperties() removeProperties 指定したパターンに一致するプロ
パティーをエクスチェンジから削
除します。コンマで区切られた 1
つ以上の文字列のリストを引数と
して取ります。最初の文字列はパ
ターンです (上記の 
removeHeaders() を参照)。後
続の文字列は例外を指定します。
これらのプロパティーは削除され
ません。

resequence() resequence 「Resequencer」: 指定されたコ
ンパレータの動作に基づき、受信
エクスチェンジの順序を変更しま
す。バッチバッチ モードと ストリームストリーム
モードをサポートします。

rollback() rollback (トランザクショントランザクション) 現在のトラン
ザクションをロールバックオン
リーにマークします (デフォルト
では例外も発生)。Apache Karaf
トランザクションガイド を参照し
てください。

routingSlip() routingSlip 「Routing Slip」: 任意のヘッダー
から抽出したエンドポイント URI
のリストに基づいて動的に構築さ
れたパイプラインで、エクスチェ
ンジをルーティングします。

sample() sample サンプリングスロットラーを作成
し、ルート上のトラフィックから
エクスチェンジのサンプルを抽出
できるようにします。

setBody() setBody エクスチェンジの In メッセージ
のメッセージボディーを設定しま
す。

setExchangePattern() setExchangePattern 現在のエクスチェンジの MEP を
指定された値に設定しま
す。「メッセージ交換パター
ン」を参照してください。

setHeader() setHeader エクスチェンジの In メッセージ
に指定したヘッダーを設定しま
す。

Java DSL XML DSL 説明説明
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setOutHeader() setOutHeader エクスチェンジの Out メッセージ
に指定したヘッダーを設定しま
す。

setProperty() setProperty() 指定したエクスチェンジプロパ
ティーを設定します。

sort() sort In メッセージボディーの内容を並
べ替えます (カスタムコンパレー
ターをオプションで指定できま
す) 。

split() split 「Splitter」: 現在のエクスチェン
ジを一連のエクスチェンジに分割
します。分割された各エクスチェ
ンジには元のメッセージボディー
の断片が含まれます。

stop() stop 現在のエクスチェンジのルーティ
ングを停止し、完了したとマーク
します。

threads() threads ルートの後続部分を並列に処理す
るためにスレッドプールを作成し
ます。

throttle() throttle 「Throttler」: フローレートを指
定レベルに制限します (1 秒あたり
のエクスチェンジ数) 。

throwException() throwException 指定された Java 例外を出力しま
す。

to() 変更後変更後 エクスチェンジを 1 つ以上のエン
ドポイントに送信します。「パイ
プライン処理」を参照してくださ
い。

toF() 該当なし該当なし 文字列フォーマットを使用して、
エクスチェンジをエンドポイント
に送信します。つまり、エンドポ
イント URI 文字列は C 言語の 
printf() 関数の形式に置換し、埋
め込むことができます。

Java DSL XML DSL 説明説明
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transacted() transacted ルートの後続部分を囲む Spring
トランザクションスコープを作成
します。Apache Karaf トランザク
ションガイド を参照してくださ
い。

transform() transform 「メッセージトランスレーター」:
In メッセージヘッダーを Out
メッセージヘッダーにコピー
し、Out メッセージボディーを指
定された値に設定します。

unmarshal() unmarshal 指定したデータフォーマットを使
用して、In メッセージボディーを
低レベルまたはバイナリー形式か
ら高レベル形式に変換します。

validate() validate 述語式を取り、現在のメッセージ
が有効かどうかを検証します。述
語が false を返す場合
は、PredicateValidationExce
ption 例外を出力します。

wireTap() wireTap 「Wire Tap」: 
ExchangePattern.InOnly MEP
を使用して、現在のエクスチェン
ジのコピーを指定された Wire tap
URI に送信します。

Java DSL XML DSL 説明説明

サンプルプロセッサー

ルートでプロセッサーを使用する方法をある程度理解するには、以下の例を参照してください。

Choice

Filter

Throttler

Custom

Choice

choice() プロセッサーは、受信メッセージを別のプロデューサーエンドポイントにルーティングするた
めに使用される条件文です。代替となる各プロデューサーエンドポイントの前には、述語の引数を取る 
when() メソッドがあります。述語が true の場合、後続のターゲットが選択されます。そうでない場
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合、ルール内の次の when() メソッドに処理が進みます。たとえば、以下の choice() プロセッサーは
Predicate1 および Predicate2 の値に応じて、受信メッセージを Target1、Target2、または Target3
のいずれかに転送します。

from("SourceURL")
    .choice()
        .when(Predicate1).to("Target1")
        .when(Predicate2).to("Target2")
        .otherwise().to("Target3");

または、Spring XML で同等のものを記述すると、このようになります。

Java DSL には、endChoice() コマンドを使用する必要がある可能性がある特殊なケースがあります。
標準の Apache Camel プロセッサーの中には、特殊なサブ句を使用して追加のパラメーターを指定で
き、通常は end() コマンドで終了する追加レベルのネストを効果的に展開します。たとえば、ロードバ
ランサー句を loadBalance().roundRobin().to("mock:foo").to("mock:bar").end() として指定できま
す。これにより、mock:foo と mock:bar エンドポイント間でメッセージの負荷分散が行われます。た
だし、ロードバランサー句が choice の条件に組み込まれている場合は、以下のように endChoice() コ
マンドを使用して句を終了する必要があります。

from("direct:start")
    .choice()
        .when(bodyAs(String.class).contains("Camel"))
            .loadBalance().roundRobin().to("mock:foo").to("mock:bar").endChoice()
        .otherwise()
            .to("mock:result");

フィルター

filter() プロセッサーを使用すると、必要のないメッセージがプロデューサーエンドポイントに到達しな
いようにすることができます。述語の引数を 1 つ取ります。述語が true の場合、メッセージエクスチェ
ンジはプロデューサーに対して許可されます。述語が false の場合、メッセージエクスチェンジはブ

<camelContext id="buildSimpleRouteWithChoice" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <choice>
      <when>
        <!-- First predicate -->
        <simple>header.foo = 'bar'</simple>
        <to uri="Target1"/>
      </when>
      <when>
        <!-- Second predicate -->
        <simple>header.foo = 'manchu'</simple>
        <to uri="Target2"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="Target3"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>
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ロックされます。たとえば、以下のフィルターは、受信メッセージに bar の値を持つヘッダー foo が含
まれない限り、メッセージエクスチェンジをブロックします。

from("SourceURL").filter(header("foo").isEqualTo("bar")).to("TargetURL");

または、Spring XML で同等のものを記述すると、このようになります。

Throttler

throttle() プロセッサーは、プロデューサーエンドポイントがオーバーロードしないようにします。ス
ロットラーは、1 秒間に通過できるメッセージの数を制限することで機能します。受信メッセージが指
定されたレートを超える場合、スロットラーは超過したメッセージをバッファーに蓄積し、ゆっくりと
プロデューサーエンドポイントに送信します。たとえば、スループットのレートを毎秒 100 メッセージ
に制限するには、以下のルールを定義します。

from("SourceURL").throttle(100).to("TargetURL");

または、Spring XML で同等のものを記述すると、このようになります。

カスタムプロセッサー

ここに記載されている標準プロセッサーがいずれも必要な機能を提供しない場合は、いつでも独自のカ
スタムプロセッサーを定義できます。カスタムプロセッサーを作成するに
は、org.apache.camel.Processor インターフェイスを実装し、process() メソッドを上書きするクラ
スを定義します。以下のカスタムプロセッサー MyProcessor は、受信メッセージから、ヘッダー foo
を削除します。

例例1.3 カスタムプロセッサークラスの実装カスタムプロセッサークラスの実装

public class MyProcessor implements org.apache.camel.Processor {
public void process(org.apache.camel.Exchange exchange) {
  inMessage = exchange.getIn();
  if (inMessage != null) {
      inMessage.removeHeader("foo");

<camelContext id="filterRoute" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <filter>
      <simple>header.foo = 'bar'</simple>
      <to uri="TargetURL"/>
    </filter>
  </route>
</camelContext>

<camelContext id="throttleRoute" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <throttle maximumRequestsPerPeriod="100" timePeriodMillis="1000">
      <to uri="TargetURL"/>
    </throttle>
  </route>
</camelContext>
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  }
}
};

カスタムプロセッサーをルータールールに挿入するには、process() メソッドを呼び出します。このメ
ソッドは、ルールにプロセッサーを挿入するための一般的なメカニズムを提供します。たとえば、以下
のルールは、例1.3「カスタムプロセッサークラスの実装」 で定義されたプロセッサーを呼び出しま
す。

org.apache.camel.Processor myProc = new MyProcessor();

from("SourceURL").process(myProc).to("TargetURL");
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第2章 ルート構築の基本原則

概要概要

Apache Camel は、ルートの中で繋ぎ合わせられる複数のプロセッサーおよびコンポーネントを提供し
ます。本章では、提供されるビルディングブロックを使用してルートを構築する原則を説明します。

2.1. パイプライン処理

概要

Apache Camel では、パイプライン処理はルート定義でノードを接続するための主要なパラダイムで
す。パイプラインの概念は、おそらく UNIX オペレーティングシステムのユーザーには最も馴染のある
ものでしょう。オペレーティングシステムのコマンドを結合するために使用しているからです。たとえ
ば、ls | more はディレクトリー一覧 ls をページスクロールのユーティリティー more にパイプするコ
マンドの例です。パイプラインの基本的な概念は、あるコマンドの 出力出力 が次の 入力入力 に読み込まれるこ
とです。ルートにおいては、あるプロセッサーからの Out メッセージが次のプロセッサーの In メッ
セージにコピーされることに相当します。

プロセッサーノード

最初のエンドポイントを除き、ルートのすべてのノードは プロセッサープロセッサー
で、org.apache.camel.Processor インターフェイスを継承します。つまり、プロセッサーが DSL
ルートの基本ビルディングブロックを設定します。たとえ
ば、filter()、delayer()、setBody()、setHeader()、および to() などの DSL コマンドはすべてプロセッ
サーを表します。プロセッサーがどのように接続しあってルートを設定するかを考えるときに、2 つの
異なる処理アプローチを区別することが重要になります。

最初のアプローチは、図2.1「In メッセージを変更するプロセッサー」  にあるように、プロセッサーが
単純にエクスチェンジの In メッセージを変更する方法です 。この場合、エクスチェンジの Out メッ
セージは null のままになります。

図図2.1 In メッセージを変更するプロセッサーメッセージを変更するプロセッサー

以下のルートは、BillingSystem ヘッダーを追加 (または変更) して現在の In メッセージを修正する 
setHeader() コマンドを示しています。

from("activemq:orderQueue")
    .setHeader("BillingSystem", xpath("/order/billingSystem"))
    .to("activemq:billingQueue");

2 つ目のアプローチは、図2.2「Out メッセージを作成するプロセッサー」  にあるように、プロセッ
サーが処理の結果として Out メッセージを作成する方法です。

図図2.2 Out メッセージを作成するプロセッサーメッセージを作成するプロセッサー
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図図2.2 Out メッセージを作成するプロセッサーメッセージを作成するプロセッサー

以下のルートは、文字列 DummyBody が含まれるメッセージボディーを持った Out メッセージを作成
する transform() コマンドを示しています。

from("activemq:orderQueue")
    .transform(constant("DummyBody"))
    .to("activemq:billingQueue");

constant("DummyBody") は定数式を表します。transform() の引数の型は式である必要があるため、
文字列 DummyBody を直接渡すことはできません。

InOnly エクスチェンジのパイプライン

図2.3「InOnly エクスチェンジのサンプルパイプライン」  は、 InOnly エクスチェンジのプロセッサーパ
イプラインの例を示しています。プロセッサー A は In メッセージを変更し、プロセッサー B および C
は Out メッセージを作成します。ルートビルダーが、図に示されているようにプロセッサー同士を繋
ぎ合わせます。特にプロセッサー B と C は パイプラインパイプライン の形式で繋がれています。つまり、エクス
チェンジをプロセッサー C に読み込ませる前にプロセッサー B の Out メッセージが In メッセージに移
動され、エクスチェンジをプロデューサーエンドポイントに読み込ませる前にプロセッサー C の Out
メッセージが In メッセージに移動されています。したがって、図2.3「InOnly エクスチェンジのサンプ
ルパイプライン」 に示されるようにプロセッサーの出力と入力は連続したパイプラインに結合されてい
ます。

図図2.3 InOnly エクスチェンジのサンプルパイプラインエクスチェンジのサンプルパイプライン

Apache Camel はデフォルトでパイプラインパターンを使用するため、特別な構文を使用してルートに
パイプラインを作成する必要はありません。たとえば、以下のルートは userdataQueue キューから
メッセージを取り出し、(テキスト形式で顧客アドレスを生成するために) Velocity テンプレートを通し
てメッセージをパイプ処理し、生成されたテキストアドレスをキュー envelopeAddresses に送信しま
す。
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from("activemq:userdataQueue")
    .to(ExchangePattern.InOut, "velocity:file:AdressTemplate.vm")
    .to("activemq:envelopeAddresses");

Velocity エンドポイントである velocity:file:AddressTemplate.vm は、ファイルシステム内の Velocity
テンプレートファイルの file:AddressTemplate.vm の場所を指定します。この to() コマンドは、エク
スチェンジを Velocity エンドポイントに送信する前に、エクスチェンジパターンをInOut に変更し、そ
の後 InOnly に戻します。Velocity エンドポイントの詳細は、Apache Camel Component Reference
GuideのVelocityを参照してください。

InOut エクスチェンジのパイプライン

図2.4「InOut エクスチェンジのサンプルパイプライン」 は、通常リモートプロシージャーコール
(RPC) のセマンティクスをサポートするときに使用する、 InOut エクスチェンジ用のプロセッサーパイ
プラインの例を示しています。プロセッサー A、B、および C はパイプライン形式で結合され、各プロ
セッサーの出力が次の入力に読み込まれます。プロデューサーエンドポイントによって生成された最後
の Out メッセージは、コンシューマーエンドポイントまで遡って、元のリクエストへの返信として提
供されます。

図図2.4 InOut エクスチェンジのサンプルパイプラインエクスチェンジのサンプルパイプライン

InOut 交換パターンをサポートするには、ルートの最後のノード (プロデューサーエンドポイントかそ
の他の種類のプロセッサーかに限らず) が Out メッセージを作成することが 必須必須 です。そうでない場
合は、コンシューマーエンドポイントに接続するクライアントがハングし、リプライメッセージを無期
限に待ち続けることになります。すべてのプロデューサーエンドポイントが Out メッセージを作成す
るわけではないことに注意してください。

受信 HTTP リクエストを処理し、支払い要求を処理する以下のルートを見てみましょう。

from("jetty:http://localhost:8080/foo")
    .to("cxf:bean:addAccountDetails")
    .to("cxf:bean:getCreditRating")
    .to("cxf:bean:processTransaction");

受信支払い要求は、Web サービスのパイプライ
ン、cxf:bean:addAccountDetails、cxf:bean:getCreditRating、および 
cxf:bean:processTransaction を介して渡すことで処理されます。最後の Web サービス 
processTransaction が生成する応答 (Out メッセージ) は、Jetty エンドポイント経由で返信されま
す。

パイプラインがエンドポイントのシーケンスで設定される場合は、以下の代替構文を使用することもで
きます。

from("jetty:http://localhost:8080/foo")
    .pipeline("cxf:bean:addAccountDetails", "cxf:bean:getCreditRating", 
"cxf:bean:processTransaction");

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

34

https://access.redhat.com/documentation/ja-JP/Red_Hat_JBoss_Fuse/6.2/html/Apache_Camel_Component_Reference/IDU-Velocity.html


InOptionalOut エクスチェンジのパイプライン

InOptionalOut エクスチェンジのパイプラインは、図2.4「InOut エクスチェンジのサンプルパイプライ
ン」 のパイプラインと基本的に同じです。InOut と InOptionalOut の相違点は、 InOptionalOut 交換
パターンのエクスチェンジが応答として null Out メッセージを使用することが可能であることです。つ
まり、InOptionalOut エクスチェンジの場合、nullOut メッセージが、パイプラインの次のノードの In
メッセージにコピーされます。一方、InOut エクスチェンジの場合、nullOut メッセージは破棄され、
代わりに現在のノードの元の In メッセージが、次のノードの In メッセージにコピーされます。

2.2. 複数の入力

概要

標準的なルートは、Java DSL の from(EndpointURL) 構文を使用して、1 つのエンドポイントから入力
を受け取ります。しかし、ルートに複数の入力を定義する必要がある場合はどうすればよいでしょう
か。Apache Camel では、ルートに複数の入力を指定する複数の方法があります。選択肢は、エクス
チェンジを独立して処理するか、または異なる入力からのエクスチェンジを何らかの方法で組み合わせ
るか (この場合は、「Content Enricher パターン」  を使います) によって異なります。

複数の独立した入力

複数の入力を指定する最も簡単な方法は、from() DSL コマンドのマルチ引数形式を使用することで
す。以下に例を示します。

from("URI1", "URI2", "URI3").to("DestinationUri");

または、以下の同等の構文を使用できます。

from("URI1").from("URI2").from("URI3").to("DestinationUri");

これらの両方の例で、各入力エンドポイント URI1 、URI2 、および URI3 からのエクスチェンジは、相
互に独立に、別個のスレッドで処理されます。実際、上記のルートは以下の 3 つに分かれたルートと同
等であると考えることができます。

from("URI1").to("DestinationUri");
from("URI2").to("DestinationUri");
from("URI3").to("DestinationUri");

セグメント化されたルート

たとえば、2 つの異なるメッセージングシステムからの受信メッセージをマージし、同じルートを使用
して処理する場合があります。ほとんどの場合、図2.5「セグメント化されたルートによる複数入力の
処理」 に示されるように、ルートをセグメントに分割して複数の入力に対応できます。

図図2.5 セグメント化されたルートによる複数入力の処理セグメント化されたルートによる複数入力の処理
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ルートの最初のセグメントは、たとえば activemq:Nyse や activemq:Nasdaq といったいくつかの外
部キューから入力を取得し、その受信エクスチェンジを内部エンドポイント InternalUrl に送信しま
す。2 つ目のルートセグメントは、受信エクスチェンジを内部エンドポイントから取得し、宛先キュー 
activemq:USTxn に送信することで、受信エクスチェンジをマージします。InternalUrl は、ルーター
のアプリケーション 内内 でのみ使用することが意図されたエンドポイントの URL です。以下のタイプの
エンドポイントが内部使用に適しています。

Direct エンドポイント

SEDA エンドポイント

VM エンドポイント

これらのエンドポイントの主な目的は、ルートの異なるセグメントをまとめることにあります。これら
はすべて、複数の入力を単一のルートにマージする効果的な方法を提供します。

Direct エンドポイント

direct コンポーネントは、複数のルートを繋ぎ合わせる最も簡単なメカニズムを提供します。direct コ
ンポーネントのイベントモデルは 同期型同期型 であり、ルートの後続のセグメントは最初のセグメントと同
じスレッドで実行されます。direct URL の一般的な形式は direct:EndpointID です。エンドポイント ID
である EndpointID は、エンドポイントのインスタンスを識別する一意の英数字の文字列です。

たとえば、2 つのメッセージキュー activemq:Nyse と activemq:Nasdaq から入力を受け取り、それら
を単一のメッセージキュー activemq:USTxn にマージする場合、以下のルートセットを定義すること
で実行できます。

from("activemq:Nyse").to("direct:mergeTxns");
from("activemq:Nasdaq").to("direct:mergeTxns");

from("direct:mergeTxns").to("activemq:USTxn");

最初の 2 つのルートはメッセージキュー Nyse と Nasdaq から入力を受け取り、それらをエンドポイン
ト direct:mergeTxns に送信します。最後のキューは、前の 2 つのキューからの入力を組み合わせ、組
み合わせたメッセージストリームを activemq:USTxn キューに送信します。

direct エンドポイントの実装は、以下のように動作します。エクスチェンジがプロデューサーエンドポ
イント (例: to("direct:mergeTxns")) に到達するたびに、direct エンドポイントは、同じエンドポイン
ト ID (例: from("direct:mergeTxns")) を持つすべてのコンシューマーエンドポイントに直接エクスチェ
ンジを渡します。direct エンドポイントは、同じ Java 仮想マシン (JVM) インスタンス内の同じ 
CamelContext に属するルート間の通信にのみ使用できます。

SEDA エンドポイント

SEDA コンポーネントは、複数のルートを繋ぎ合わせるもう 1 つのメカニズムを提供します。これは
direct コンポーネントと同様の使い方ができますが、以下のように基盤となるイベントとスレッドのモ
デルが異なります。

SEDA エンドポイントの処理は同期されませんません。つまり、エクスチェンジを SEDA プロデュー
サーエンドポイントに送信すると、ルート内の前のプロセッサーに制御がすぐに戻されます。

SEDA エンドポイントはキューバッファー (java.util.concurrent.BlockingQueue 型) を持ち、
次のルートセグメントによって処理される前の受信エクスチェンジをすべて格納しています。

各 SEDA コンシューマーエンドポイントは、ブロッキングキューからのエクスチェンジオブ
ジェクトを処理するためにスレッドプール (デフォルトのサイズは 5) を作成します。
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SEDA コンポーネントは、競合コンシューマー競合コンシューマー (competing consumers) パターンをサポートし
ます。これは、特定のエンドポイントに複数のコンシューマーが接続している場合でも、各受
信エクスチェンジが 1 度だけ処理されることを保証するものです。

SEDA エンドポイントを使用する主な利点の 1 つは、組み込みのコンシューマースレッドプールによ
り、ルートの応答性が向上することです。株式取引の例は、以下のように、direct エンドポイントの代
わりに SEDA エンドポイントを使用するように書き換えられます。

from("activemq:Nyse").to("seda:mergeTxns");
from("activemq:Nasdaq").to("seda:mergeTxns");

from("seda:mergeTxns").to("activemq:USTxn");

この例と direct の例の主な相違点は、SEDA を使用する場合、2 番目のルートセグメント
(seda:mergeTxns から activemq:USTxn) が 5 つのスレッドのプールで処理される点です。

注記注記

SEDA は単にルートセグメントを繋ぎ合わせるだけではありません。段階的イベント駆
動型アーキテクチャー (staged event-driven architecture、SEDA) は、より管理しやすい
マルチスレッドアプリケーションを構築するための設計哲学を含んでいます。Apache
Camel の SEDA コンポーネントの目的は、この設計哲学をアプリケーションに適用でき
るようにすることです。SEDA の詳細
は、http://www.eecs.harvard.edu/~mdw/proj/seda/ を参照してください。

VM エンドポイント

VM コンポーネントは SEDA エンドポイントと非常に似ています。唯一の違いは、SEDA コンポーネン
トが同じ CamelContext 内のルートセグメントの繋ぎ合わせに限定されるのに対し、VM コンポーネン
トでは、同じ Java 仮想マシン内で実行されている限り、異なる Apache Camel アプリケーションから
のルートを繋ぎ合わせられることです。

株式取引の例は、以下のように、 SEDA エンドポイントの代わりに VM エンドポイントを使用するよう
に書き換えられます。

from("activemq:Nyse").to("vm:mergeTxns");
from("activemq:Nasdaq").to("vm:mergeTxns");

そして、別のルーターアプリケーション (同じ Java 仮想マシンで実行されている) において、以下のよ
うにルートの 2 つ目のセグメントを定義できます。

from("vm:mergeTxns").to("activemq:USTxn");

Content Enricher パターン

Content Enricher パターンは、これまでと根本的に異なる方法でルートへの複数入力の処理を定義しま
す。エクスチェンジが Enricher プロセッサーに入ると、Enricher は外部リソースにアクセスして情報を
取得し、その情報を元のメッセージに追加します。このパターンでは、外部リソースが実質的にメッ
セージへの 2 つ目の入力を表しています。

たとえば、信用リクエストを処理するアプリケーションを作成している場合に、信用リクエストを処理
する前に、それを顧客に対して信用格付けを割り当てるデータ (格付けデータはディレクトリー 
src/data/ratings のファイルに格納されている) で拡張する必要があります。以下のよう
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に、pollEnrich() パターンと GroupedExchangeAggregationStrategy 集約ストラテジーを使用して、
受信信用リクエストと格付けファイルのデータを組み合わせることができます。

from("jms:queue:creditRequests")
    .pollEnrich("file:src/data/ratings?noop=true", new GroupedExchangeAggregationStrategy())
    .bean(new MergeCreditRequestAndRatings(), "merge")
    .to("jms:queue:reformattedRequests");

GroupedExchangeAggregationStrategy クラスは、org.apache.camel.processor.aggregate パッ
ケージの標準集約ストラテジーで、各新しいエクスチェンジを java.util.List インスタンスに追加し、生
成されるリストを Exchange.GROUPED_EXCHANGE エクスチェンジプロパティーに保存します。こ
の場合、リストには、(creditRequests JMS キューからの) 元のエクスチェンジと (file エンドポイント
からの) Enricher エクスチェンジの 2 つの要素が含まれます。

グループ化されたエクスチェンジにアクセスするには、以下のようなコードを使用します。

public class MergeCreditRequestAndRatings {
    public void merge(Exchange ex) {
        // Obtain the grouped exchange
        List<Exchange> list = ex.getProperty(Exchange.GROUPED_EXCHANGE, List.class);

        // Get the exchanges from the grouped exchange
        Exchange originalEx = list.get(0);
        Exchange ratingsEx  = list.get(1);

        // Merge the exchanges
        ...
    }
}

このアプリケーションへの別のアプローチとしては、データをマージするコードをカスタム集約ストラ
テジークラスに直接実装することが考えられます。

Content Enricher パターンの詳細は、「Content Enricher」  を参照してください。

2.3. 例外処理

概要概要

Apache Camel はいくつかの異なるメカニズムを提供しており、異なるレベルの粒度で例外を処理する
ことができます。まず、doTry、doCatch、および doFinally を使用してルート内で例外を処理できま
す。また、onException を使用して、各例外型に対して実行するアクションを指定し、RouteBuilder
内のすべてのルートにそのルールを適用することもできます。または、errorHandler を使用して、すす
べてのべての 例外型に対して実行するアクションを指定し、そのルールを RouteBuilder 内のすべてのルート
に適用することもできます。

例外処理の詳細は、「Dead Letter Channel」  を参照してください。

2.3.1. onException 句

概要概要

onException 句は、1 つ以上のルートで発生する例外をトラップするための強力なメカニズムです。こ
れは型固有のもので、異なる例外型を処理するための個別のアクションを定義することができます。基
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本的にルートと同じ (実際には、若干拡張された) 構文でアクションを定義できるため、例外を処理する
方法にかなりの柔軟性が得られます。また、トラップモデルをベースにしていることにより、1 つの 
onException 句で任意のルート内の任意のノードで発生した例外を処理できます。

onException を使用した例外のトラップを使用した例外のトラップ

onException 句は、例外をキャッチするのではなく、トラップトラップ するメカニズムです。つまり、一度 
onException 句を定義すると、ルート内の任意の地点で発生する例外がトラップされます。これは、特
定のコードフラグメントが try ブロックで 明示的明示的 に囲まれている場合にのみ例外がキャッチされる、
Java の try/catch メカニズムとは対照的です。

onException 句を定義すると、Apache Camel ランタイムが各ルートノードを暗黙的に try ブロックで
囲んでしまいます。このため、onException 句はルートの任意の地点で例外をトラップすることができ
ます。ただし、このラッピングは自動的に行われ、ルート定義には表示されません。

Java DSL の例の例

以下の Java DSL の例では、onException 句は RouteBuilder クラスで定義されているすべてのルート
に適用されます。いずれかのルート (from("seda:inputA") または from("seda:inputB")) の処理中に 
ValidationException 例外が発生すると、onException 句はその例外をトラップし、現在のエクスチェ
ンジを validationFailed JMS キュー (デッドレターキューとして機能する) にリダイレクトします。

// Java
public class MyRouteBuilder extends RouteBuilder {

  public void configure() {
    onException(ValidationException.class)
      .to("activemq:validationFailed");

    from("seda:inputA")
      .to("validation:foo/bar.xsd", "activemq:someQueue");

    from("seda:inputB").to("direct:foo")
      .to("rnc:mySchema.rnc", "activemq:anotherQueue");
  }
}

XML DSL の例の例

上記の例は、exception 句を定義する onException 要素を使用して、以下のように XML DSL で表すこ
ともできます。

<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
    xmlns:camel="http://camel.apache.org/schema/spring"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
    xsi:schemaLocation="
    http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd
    http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-spring.xsd">

    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
        <onException>
            <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
            <to uri="activemq:validationFailed"/>
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        </onException>
        <route>
            <from uri="seda:inputA"/>
            <to uri="validation:foo/bar.xsd"/>
            <to uri="activemq:someQueue"/>
        </route>
        <route>
            <from uri="seda:inputB"/>
            <to uri="rnc:mySchema.rnc"/>
            <to uri="activemq:anotherQueue"/>
        </route>
    </camelContext>

</beans>

複数の例外のトラップ複数の例外のトラップ

複数の onException 句を定義して、RouteBuilder スコープ内で例外をトラップすることができます。
これにより、例外に応じて異なるアクションを実行できます。たとえば、以下の Java DSL で定義され
た一連の onException 句は、ValidationException、IOException、および Exception の異なるデッド
レター宛先を定義します。

onException(ValidationException.class).to("activemq:validationFailed");
onException(java.io.IOException.class).to("activemq:ioExceptions");
onException(Exception.class).to("activemq:exceptions");

以下のように、XML DSL で同じ一連の onException 句を定義することができます。

<onException>
    <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
    <to uri="activemq:validationFailed"/>
</onException>
<onException>
    <exception>java.io.IOException</exception>
    <to uri="activemq:ioExceptions"/>
</onException>
<onException>
    <exception>java.lang.Exception</exception>
    <to uri="activemq:exceptions"/>
</onException>

また、複数の例外をグループ化して、同じ onException 句でトラップすることもできます。Java DSL
では、以下のように複数の例外をグループ化できます。

onException(ValidationException.class, BuesinessException.class)
  .to("activemq:validationFailed");

XML DSL では、以下のように onException 要素内に複数の exception 要素を定義することで、複数の
例外をグループ化できます。

<onException>
    <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
    <exception>com.mycompany.BuesinessException</exception>
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    <to uri="activemq:validationFailed"/>
</onException>

複数の例外をトラップする場合、onException 句の順序は重要です。Apache Camel はまず、発生した
例外を最初最初の句に対して一致しようと試みます。最初の句が一致しない場合、次の onException 句が
試行され、一致するものが見つかるまで続きます。各々の一致するかどうかの試行は、以下のアルゴリ
ズムで制御されます。

1. 発生する例外が チェーン例外 (例外がキャッチされて別の例外として出力されたもの) である場
合、最もネストされた例外型が最初に一致の基準となります。この例外は、以下のようにテス
トされます。

a. テスト対象例外が正確に onException 句で指定された型を持っている場合 (instanceof に
よってテストされる) は、一致が起こります。

b. テスト対象例外が onException 句で指定された型のサブタイプである場合、一致が起こり
ます。

2. 最もネストされた例外が一致しなかった場合、チェーンの次の例外 (ラップしている例外) がテ
ストされます。このテストは、一致が起こるかチェーンの最後に到達するまで継続します。

注記注記

throwException EIP を使用すると、Simple 言語の式から新しい例外インスタンスを生成
できます。現在のエクスチェンジから利用可能な情報に基づいて、動的に生成すること
ができます。以下に例を示します。

<throwException exceptionType="java.lang.IllegalArgumentException" 
message="${body}"/>

デッドレターチャネルデッドレターチャネル

これまでの基本的な onException の使用例は、すべて デッドレターチャネルデッドレターチャネル パターンを利用していま
した。つまり、onException 句が例外をトラップすると、現在のエクスチェンジは特別な宛先 (デッド
レターチャネル) にルーティングされます。デッドレターチャネルは、処理されて いないいない 失敗したメッ
セージの保持領域として機能します。管理者は後でメッセージを検査し、どのようなアクションを取る
必要があるかを決定できます。

チャネルパターンの詳細は、「Dead Letter Channel」  を参照してください。

元のメッセージの使用元のメッセージの使用

ルートの途中で例外が発生した時点では、エクスチェンジ内のメッセージが大幅に変更されている可能
性があります (人間には判読できなくなっている場合もあります) 。多くの場合、管理者にとっては、
デッドレターキューに表示されるメッセージがルートの開始時に受信したままの 元元 のメッセージであ
れば、どのような修正アクションをとるべきか決定するのが簡単になります。useOriginalMessage オ
プションはデフォルトでは false に設定されますが、エラーハンドラーに設定されている場合には自動
的に有効になります。

注記注記

useOriginalMessage オプションは、メッセージを複数のエンドポイントに送信する
Camel ルートに適用したり、メッセージを分割したりすると、予期せぬ動作をすること
があります。中間処理ステップが元のメッセージを変更する Multicast、Splitter、または
RecipientList のルートでは、元のメッセージは保持されない場合があります。

Java DSL では、エクスチェンジのメッセージを元のメッセージで置き換えることができま
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Java DSL では、エクスチェンジのメッセージを元のメッセージで置き換えることができま
す。setAllowUseOriginalMessage() を true に設定し、以下のように useOriginalMessage() DSL コ
マンドを使用します。

onException(ValidationException.class)
  .useOriginalMessage()
  .to("activemq:validationFailed");

XML DSL では、以下のように onException 要素の useOriginalMessage 属性を設定することで、元
のメッセージを取得できます。

<onException useOriginalMessage="true">
    <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
    <to uri="activemq:validationFailed"/>
</onException>

注記注記

setAllowUseOriginalMessage() オプションが true に設定されている場合、Camel は
ルートの開始時に元のメッセージのコピーを作成します。これによ
り、useOriginalMessage() の呼び出し時に元のメッセージが利用できることを保証しま
す。しかし、setAllowUseOriginalMessage() オプションが Camel コンテキストで 
false (デフォルト) に設定されている場合、元のメッセージにはアクセス できでき
ずず、useOriginalMessage() を呼び出すことができません。

デフォルトの動作がこうなっている理由は、大きなメッセージを処理する際にパフォー
マンスを最適化するためです。

2.18 より前の Camel バージョンでは、allowUseOriginalMessage のデフォルト設定は
true です。

再配信ポリシー再配信ポリシー

例外が発生したらすぐにメッセージの処理を中断して諦める代わりに、Apache Camel では例外が発生
した時点でメッセージを 再送再送 するオプションを利用できます。タイムアウトが発生したり、一時的な
障害が発生したりするネットワークシステムでは、元の例外が発生してからすぐに再送することで、失
敗したメッセージが正常に処理されることがよくあります。

Apache Camel の再配信は、例外の発生後にメッセージを再送するさまざまなストラテジーをサポート
します。再配信を設定する際に最も重要なオプションには、以下のものがあります。

maximumRedeliveries()

再配信を試行できる最大回数を指定します (デフォルトは 0)。負の値は、再配信がいつまでも試行さ
れることを意味します (無限の値と同等です) 。

retryWhile()

Apache Camel が再配信を続行すべきかどうかを決定する述語 (Predicate 型) を指定します。述語が
現在のエクスチェンジ上で true と評価されると、再配信が試行されます。そうでない場合は再配信
が停止され、それ以上の再配信の試みは行われません。
このオプションは maximumRedeliveries() オプションよりも優先されます。

Java DSL では、再配信ポリシーのオプションは、onException 句内の DSL コマンドを使用して指定
します。たとえば、以下のように、エクスチェンジが validationFailed デッドレターキューに送信され
る前に、最大 6 回の再配信を指定できます。
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onException(ValidationException.class)
  .maximumRedeliveries(6)
  .retryAttemptedLogLevel(org.apache.camel.LogginLevel.WARN)
  .to("activemq:validationFailed");

XML DSL では、redeliveryPolicy 要素に属性を設定することで再配信ポリシーオプションを指定しま
す。たとえば、上記のルートは以下のように XML DSL で表現できます。

<onException useOriginalMessage="true">
    <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
    <redeliveryPolicy maximumRedeliveries="6"/>
    <to uri="activemq:validationFailed"/>
</onException>

再配信オプションが設定された後のルートの後半部分は、最後の再配信の試みが失敗するまで処理され
ません。すべての再配信オプションの詳細については、「Dead Letter Channel」  を参照してくださ
い。

もう 1 つの方法として、redeliveryPolicyProfile インスタンスで再配信ポリシーオプションを指定する
こともできます。その後、onException 要素の redeliverPolicyRef 属性を使用し
て、redeliveryPolicyProfile インスタンスを参照できます。たとえば、上記のルートは以下のように表
現できます。

<redeliveryPolicyProfile id="redelivPolicy" maximumRedeliveries="6" 
retryAttemptedLogLevel="WARN"/>

<onException useOriginalMessage="true" redeliveryPolicyRef="redelivPolicy">
    <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
    <to uri="activemq:validationFailed"/>
</onException>

注記注記

複数の onException 句で同じ再配信ポリシーを再利用する場合
は、redeliveryPolicyProfile を使用するアプローチが便利です。

条件付きトラップ条件付きトラップ

onWhen オプションを指定することで、onException による例外のトラップを条件付きにすることが
できます。onException 句で onWhen オプションを指定すると、発生した例外が句と一致し、かか
つつ、onWhen 述語が現在のエクスチェンジで true に評価された場合にのみ一致が起こります。

たとえば、以下の Java DSL フラグメントでは、発生する例外が MyUserException に一致し、user
ヘッダーが現在のエクスチェンジで null でない場合にのみ、最初の onException 句が実行されます。

// Java

// Here we define onException() to catch MyUserException when
// there is a header[user] on the exchange that is not null
onException(MyUserException.class)
    .onWhen(header("user").isNotNull())
    .maximumRedeliveries(2)
    .to(ERROR_USER_QUEUE);
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// Here we define onException to catch MyUserException as a kind
// of fallback when the above did not match.
// Noitce: The order how we have defined these onException is
// important as Camel will resolve in the same order as they
// have been defined
onException(MyUserException.class)
    .maximumRedeliveries(2)
    .to(ERROR_QUEUE);

上記の onException 句は、以下のように XML DSL で表現できます。

<redeliveryPolicyProfile id="twoRedeliveries" maximumRedeliveries="2"/>

<onException redeliveryPolicyRef="twoRedeliveries">
    <exception>com.mycompany.MyUserException</exception>
    <onWhen>
        <simple>${header.user} != null</simple>
    </onWhen>
    <to uri="activemq:error_user_queue"/>
</onException>

<onException redeliveryPolicyRef="twoRedeliveries">
    <exception>com.mycompany.MyUserException</exception>
    <to uri="activemq:error_queue"/>
</onException>

例外の処理例外の処理

デフォルトでは、ルートの途中で例外が発生すると、現在のエクスチェンジの処理が中断され、発生し
た例外がルート先頭のコンシューマーエンドポイントに伝播されます。onException 句がトリガーされ
ても、発生した例外が伝播される前に onException 句がいくつかの処理を実行することを除き、この
動作は基本的に同じです。

しかし、このデフォルトの動作が例外を処理する唯一の方法ではありませんありません。以下のよう
に、onException には例外処理の動作を変更するさまざまなオプションが用意されています。

例外再出力の抑制  - onException 句が完了した後に、再出力された例外を抑制するオプション
があります。つまり、この場合、例外はルート先頭のコンシューマーエンドポイントまで伝
播しませんしません。

継続的な処理 - 例外が発生した時点からエクスチェンジの通常の処理を再開するオプションが
あります。このアプローチでは、暗黙的に例外の再出力も抑制されます。

レスポンスの送信 - ルート先頭にあるコンシューマーエンドポイントがリプライを期待する (つ
まり InOut MEP を持つ) 特別なケースでは、例外をコンシューマーエンドポイントに伝播する
のではなく、カスタムのフォールトリプライメッセージを作成する場合があります。

注記注記

新しい onExceptionOccurred オプションを使用すると、例外が発生した直後に Camel
の onException 句およびエラーハンドラーにおいてカスタムプロセッサーを呼び出すこ
とができます。

例外再出力の抑制例外再出力の抑制
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現在の例外が再出力され、コンシューマーエンドポイントに伝播されないようにするには、以下のよう
に Java DSL で handled() オプションを true に設定します。

onException(ValidationException.class)
  .handled(true)
  .to("activemq:validationFailed");

Java DSL では、handled() オプションの引数はブール型、Predicate 型、または Expression 型のいず
れかを取ります (非ブール型の式は、それが非 null 値として評価された場合には true と解釈されま
す)。

以下のように handled 要素を使用して、XML DSL で同じルートを設定して再出力した例外を抑制でき
ます。

<onException>
    <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
    <handled>
        <constant>true</constant>
    </handled>
    <to uri="activemq:validationFailed"/>
</onException>

処理の継続処理の継続

例外が最初に発生したルート内のポイントから現在のメッセージの処理を続行するには、以下のように
Java DSL で continued オプションを true に設定します。

onException(ValidationException.class)
  .continued(true);

Java DSL では、continued() オプションの引数はブール型、Predicate 型、または Expression 型のい
ずれかを取ります (非ブール型の式は、それが非 null 値として評価された場合には true と解釈されま
す)。

以下のように continued 要素を使用して、XML DSL で同じルートを設定できます。

<onException>
    <exception>com.mycompany.ValidationException</exception>
    <continued>
        <constant>true</constant>
    </continued>
</onException>

レスポンスの送信レスポンスの送信

ルートを開始するコンシューマーエンドポイントがリプライを期待している場合、単に発生した例外を
コンシューマーに伝播するのではなく、カスタムのフォールトリプライメッセージを作成する場合があ
ります。この場合、2 つのステップが必要になります。まず、handled オプションを使用して再出力例
外を抑制し、次にエクスチェンジの Out メッセージスロットにカスタムのフォールトメッセージを設
定します。

たとえば、以下の Java DSL フラグメントは、MyFunctionalException 例外が発生するたびに、テキス
ト文字列 Sorry を含むリプライメッセージを送信する方法を示しています。
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// we catch MyFunctionalException and want to mark it as handled (= no failure returned to client)
// but we want to return a fixed text response, so we transform OUT body as Sorry.
onException(MyFunctionalException.class)
    .handled(true)
    .transform().constant("Sorry");

クライアントにフォールトレスポンスを送信する場合、例外メッセージのテキストをレスポンスに組み
込みたいことがよくあります。exceptionMessage() ビルダーメソッドを使用して、現在の例外メッ
セージのテキストにアクセスできます。たとえば、以下のように MyFunctionalException 例外が発生
するたびに、例外メッセージのテキストのみを含むリプライを送信できます。

// we catch MyFunctionalException and want to mark it as handled (= no failure returned to client)
// but we want to return a fixed text response, so we transform OUT body and return the exception 
message
onException(MyFunctionalException.class)
    .handled(true)
    .transform(exceptionMessage());

例外メッセージのテキストは、Simple 言語からも exception.message 変数を介してアクセスできま
す。たとえば、以下のように現在の例外のテキストをリプライメッセージに埋め込むことができます。

// we catch MyFunctionalException and want to mark it as handled (= no failure returned to client)
// but we want to return a fixed text response, so we transform OUT body and return a nice message
// using the simple language where we want insert the exception message
onException(MyFunctionalException.class)
    .handled(true)
    .transform().simple("Error reported: ${exception.message} - cannot process this message.");

上記の onException 句は、以下のように XML DSL で表現できます。

<onException>
    <exception>com.mycompany.MyFunctionalException</exception>
    <handled>
        <constant>true</constant>
    </handled>
    <transform>
        <simple>Error reported: ${exception.message} - cannot process this message.</simple>
    </transform>
</onException>

例外処理中に発生した例外例外処理中に発生した例外

既存の例外の処理中に発生した例外 (つまり、onException 句の処理中に発生した例外) は、特別な方
法で処理されます。このような例外は、特別なフォールバック例外ハンドラーによって処理されます。
例外は以下のように処理されます。

既存の例外ハンドラーはすべて無視され、処理は直ちに失敗します。

新しい例外がログに記録されます。

新しい例外がエクスチェンジオブジェクトに設定されます。

このシンプルな戦略は、onException 句が無限ループに閉じ込められるような複雑な障害のシナリオを
回避します。
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スコープスコープ

OnException 句は、以下のスコープのいずれかで有効になります。

RouteBuilder scope: RouteBuilder.configure() メソッド内で独立した文として定義された 
onException 句は、その RouteBuilder インスタンスで定義されたすべてのルートに影響しま
す。一方、これらの onException 句は他の RouteBuilder インスタンス内で定義されたルート
に対する 影響はありません影響はありません。onException 句は、ルート定義の前に表示する 必要がありま必要がありま
すす。
この時点までのすべての例は、RouteBuilder スコープを使用して定義されます。

Route スコープスコープ - onException 句をルート内に直接埋め込むこともできます。onException 句
は、それらが定義されているルートに のみのみ 影響します。

Route スコープスコープ

ルート定義内のどこにでも onException 句を埋め込むことができますが、end() DSL コマンドを使用
して埋め込んだ onException 句を終了する必要があります。

たとえば、以下のように Java DSL で埋め込み onException 句を定義できます。

// Java
from("direct:start")
  .onException(OrderFailedException.class)
    .maximumRedeliveries(1)
    .handled(true)
    .beanRef("orderService", "orderFailed")
    .to("mock:error")
  .end()
  .beanRef("orderService", "handleOrder")
  .to("mock:result");

XML DSL では、埋め込み onException 句を以下のように定義できます。

<route errorHandlerRef="deadLetter">
    <from uri="direct:start"/>
    <onException>
        <exception>com.mycompany.OrderFailedException</exception>
        <redeliveryPolicy maximumRedeliveries="1"/>
        <handled>
            <constant>true</constant>
        </handled>
        <bean ref="orderService" method="orderFailed"/>
        <to uri="mock:error"/>
    </onException>
    <bean ref="orderService" method="handleOrder"/>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

2.3.2. エラーハンドラー

概要概要

errorHandler() 句は、このメカニズムが異なる例外型を識別 できないできない 点を除いて、onException 句と
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errorHandler() 句は、このメカニズムが異なる例外型を識別 できないできない 点を除いて、onException 句と
同様の機能を提供します。errorHandler() 句は、Apache Camel が提供する元々の例外処理メカニズム
で、onException 句が実装される前から利用可能でした。

Java DSL の例の例

errorHandler() 句は RouteBuilder クラスで定義され、その RouteBuilder クラスのすべてのルートに
適用されます。これは、該当するルートのいずれかで例外が その種類に関わらずその種類に関わらず 発生するたびに実行
されます。たとえば、失敗したすべてのエクスチェンジを ActiveMQ の deadLetter キューにルーティ
ングするエラーハンドラーを定義するには、以下のように RouteBuilder を定義します。

public class MyRouteBuilder extends RouteBuilder {

    public void configure() {
        errorHandler(deadLetterChannel("activemq:deadLetter"));

        // The preceding error handler applies
        // to all of the following routes:
        from("activemq:orderQueue")
          .to("pop3://fulfillment@acme.com");
        from("file:src/data?noop=true")
          .to("file:target/messages");
        // ...
    }
}

ただし、デッドレターチャネルへのリダイレクトは、再配信の試行が終了するまで発生しません。

XML DSL の例の例

XML DSL では、errorHandler 要素を使用して、camelContext スコープ内にエラーハンドラーを定義
します。たとえば、失敗したすべてのエクスチェンジを ActiveMQ deadLetter キューにルーティング
するエラーハンドラーを定義するには、以下のように errorHandler 要素を定義します。

<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
    xmlns:camel="http://camel.apache.org/schema/spring"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
    xsi:schemaLocation="
    http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd
    http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-spring.xsd">

    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
        <errorHandler type="DeadLetterChannel"
                      deadLetterUri="activemq:deadLetter"/>
        <route>
            <from uri="activemq:orderQueue"/>
            <to uri="pop3://fulfillment@acme.com"/>
        </route>
        <route>
            <from uri="file:src/data?noop=true"/>
            <to uri="file:target/messages"/>
        </route>
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    </camelContext>

</beans>

エラーハンドラーの種類エラーハンドラーの種類

表2.1「エラーハンドラーの種類」 では、定義可能なさまざまな種類のエラーハンドラーの概要を説明
します。

表表2.1 エラーハンドラーの種類エラーハンドラーの種類

Java DSL ビルダービルダー XML DSL Type 属性属性 説明説明

defaultErrorHandler() DefaultErrorHandler 例外を呼び出し元に戻し、再配信
ポリシーをサポートしますが、
デッドレターキューはサポートさ
れません。

deadLetterChannel() DeadLetterChannel デフォルトのエラーハンドラーと
同じ機能をサポートし、さらに
デッドレターキューもサポートし
ます。

loggingErrorChannel() LoggingErrorChannel 例外が発生するたびに例外テキス
トをログに記録します。

noErrorHandler() NoErrorHandler エラーハンドラーを無効にするた
めに使用できるダミーのハンド
ラー実装。

 TransactionErrorHandler トランザクションが有効化された
ルートのエラーハンドラー。トラ
ンザクションが有効化されたルー
トでは、デフォルトのトランザク
ションエラーハンドラーインスタ
ンスが自動的に使用されます。

2.3.3. doTry、doCatch、および doFinally

概要概要

ルート内で例外を処理するには、Java の try、catch、および finally ブロックと同様の方法で例外を処
理する、doTry、doCatch、および doFinally 句の組み合わせを使用できます。

doCatch とと Java におけるにおける catch の類似点の類似点

通常、ルート定義内の doCatch() 句は、Java コードの catch() 文と同様の動作をします。具体的に
は、以下の機能が doCatch() 句でサポートされています。

複数の複数の doCatch 句句 -  1 つの doTry ブロック内に複数の doCatch 句を持たせることができま
す。この doCatch 句は、Java の catch() 文と同様に、表示される順序でテストされます。
Apache Camel は、出力された例外に一致する最初の doCatch 句を実行します。
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注記注記

このアルゴリズムは、onException 句で使用される例外一致アルゴリズムとは
異なります。詳細は 「onException 句」 を参照してください。

例外の再出力例外の再出力  - handled サブ句を使用すると、doCatch 句から現在の例外を再出力できます
(「doCatch での例外の再出力」 を参照)。

doCatch の特別機能の特別機能

ただし、doCatch() 句には Java の catch() 文に類似するものがない特別な機能がいくつかあります。
以下の機能は、doCatch （）（） に固有のものです。

複数の例外複数の例外 をキャッチすると、DoCatch 句を使用すると、1 つの例外のみをキャッチする Java
catch （）ステートメントとは対照的に、キャッチする例外のリストを指定できます( 「例」を
参照)。 
       

        条件キャッチ条件キャッチ - doCatch 句に句に onWhen サブ句を追加することで、例外を条件付きでサブ句を追加することで、例外を条件付きで
キャッチできますキャッチできます (「「onWhen による条件付き例外キャッチ」による条件付き例外キャッチ」 を参照を参照)。。
       

例例

      以下の例は、以下の例は、Java DSL でで doTry ブロックを書く方法を示しています。ブロックを書く方法を示しています。doCatch() 句句
は、は、IOException 例外または例外または IllegalStateException 例外のいずれかが発生した場合に実行さ例外のいずれかが発生した場合に実行さ
れ、れ、doFinally() 句は例外が発生したかどうかに関係なく、句は例外が発生したかどうかに関係なく、常に常に 実行されます。実行されます。
     

from("direct:start")
    .doTry()
        .process(new ProcessorFail())
        .to("mock:result")
    .doCatch(IOException.class, IllegalStateException.class)
        .to("mock:catch")
    .doFinally()
        .to("mock:finally")
    .end();

      または、または、Spring XML で同等のものを記述するとこのようになります。で同等のものを記述するとこのようになります。
     

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <!-- here the try starts. its a try .. catch .. finally just as regular java code -->
    <doTry>
        <process ref="processorFail"/>
        <to uri="mock:result"/>
        <doCatch>
            <!-- catch multiple exceptions -->
            <exception>java.io.IOException</exception>
            <exception>java.lang.IllegalStateException</exception>
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            <to uri="mock:catch"/>
        </doCatch>
        <doFinally>
            <to uri="mock:finally"/>
        </doFinally>
    </doTry>
</route>

doCatch での例外の再出力での例外の再出力

      以下のように、引数を以下のように、引数を false に設定してに設定して handled() サブ句の呼び出すことにより、サブ句の呼び出すことにより、doCatch() 句で句で
例外を再出力することができます。例外を再出力することができます。
     

from("direct:start")
    .doTry()
        .process(new ProcessorFail())
        .to("mock:result")
    .doCatch(IOException.class)
        // mark this as NOT handled, eg the caller will also get the exception
        .handled(false)
        .to("mock:io")
    .doCatch(Exception.class)
        // and catch all other exceptions
        .to("mock:error")
    .end();

      上記の例では、上記の例では、IOException がが doCatch() にキャッチされると、現在のエクスチェンジがにキャッチされると、現在のエクスチェンジが mock:io 
エンドポイントに送信され、その後にエンドポイントに送信され、その後に IOException が再出力されます。これにより、ルートの先頭が再出力されます。これにより、ルートの先頭 
(from() コマンドコマンド) にあるコンシューマーエンドポイントにも例外を処理する機会が与えられます。にあるコンシューマーエンドポイントにも例外を処理する機会が与えられます。
     

      以下の例では、以下の例では、Spring XML で同じルートを定義する方法を示しています。で同じルートを定義する方法を示しています。
     

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <doTry>
        <process ref="processorFail"/>
        <to uri="mock:result"/>
        <doCatch>
            <exception>java.io.IOException</exception>
            <!-- mark this as NOT handled, eg the caller will also get the exception -->
            <handled>
                <constant>false</constant>
            </handled>
            <to uri="mock:io"/>
        </doCatch>
        <doCatch>
            <!-- and catch all other exceptions they are handled by default (ie handled = true) -->
            <exception>java.lang.Exception</exception>
            <to uri="mock:error"/>
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        </doCatch>
    </doTry>
</route>

onWhen による条件付き例外キャッチによる条件付き例外キャッチ

      Apache Camel のの doCatch() 句の特別な機能として、実行時に評価される式に基づいて例外の句の特別な機能として、実行時に評価される式に基づいて例外の
キャッチを条件付けすることができます。つまり、キャッチを条件付けすることができます。つまり、doCatch(ExceptionList).doWhen(Expression) のの
形式の句を使用して例外をキャッチした場合、述語の式形式の句を使用して例外をキャッチした場合、述語の式 Expression が実行時にが実行時に true に評価された場に評価された場
合にのみ例外がキャッチされます。合にのみ例外がキャッチされます。
     

      たとえば、以下のたとえば、以下の doTry ブロックは、例外メッセージが単語ブロックは、例外メッセージが単語 Severe を含む場合にのみ、例外を含む場合にのみ、例外 
IOException とと IllegalStateException をキャッチします。をキャッチします。
     

from("direct:start")
    .doTry()
        .process(new ProcessorFail())
        .to("mock:result")
    .doCatch(IOException.class, IllegalStateException.class)
        .onWhen(exceptionMessage().contains("Severe"))
        .to("mock:catch")
    .doCatch(CamelExchangeException.class)
        .to("mock:catchCamel")
    .doFinally()
        .to("mock:finally")
    .end();

      または、または、Spring XML で同等のものを記述するとこのようになります。で同等のものを記述するとこのようになります。
     

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <doTry>
        <process ref="processorFail"/>
        <to uri="mock:result"/>
        <doCatch>
            <exception>java.io.IOException</exception>
            <exception>java.lang.IllegalStateException</exception>
            <onWhen>
                <simple>${exception.message} contains 'Severe'</simple>
            </onWhen>
            <to uri="mock:catch"/>
        </doCatch>
        <doCatch>
            <exception>org.apache.camel.CamelExchangeException</exception>
            <to uri="mock:catchCamel"/>
        </doCatch>
        <doFinally>
            <to uri="mock:finally"/>
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        </doFinally>
    </doTry>
</route>

doTry のネストされた条件のネストされた条件

      Camel の例外処理をの例外処理を JavaDSL ルートに追加するためのオプションは複数あります。ルートに追加するためのオプションは複数あります。dotry() は例外は例外
を処理するためのを処理するための try またはまたは catch ブロックを作成します。これはルート固有のエラー処理に役立ちまブロックを作成します。これはルート固有のエラー処理に役立ちま
す。す。
     

      ChoiceDefinition 内部で例外をキャッチする場合は、以下のように内部で例外をキャッチする場合は、以下のように doTry ブロックを使用できまブロックを使用できま
す。す。
     

from("direct:wayne-get-token").setExchangePattern(ExchangePattern.InOut)
           .doTry()
              .to("https4://wayne-token-service")
              .choice()
                  .when().simple("${header.CamelHttpResponseCode} == '200'")
                     .convertBodyTo(String.class)
.setHeader("wayne-token").groovy("body.replaceAll('\"','')")
                     .log(">> Wayne Token : ${header.wayne-token}")
                .endChoice()

doCatch(java.lang.Class (java.lang.Exception>)
              .log(">> Exception")
           .endDoTry();

from("direct:wayne-get-token").setExchangePattern(ExchangePattern.InOut)
           .doTry()
              .to("https4://wayne-token-service")
           .doCatch(Exception.class)
              .log(">> Exception")
           .endDoTry();

2.3.4. SOAP 例外の伝播例外の伝播

概要概要

      Camel CXF コンポーネントはコンポーネントは Apache CXF とのインテグレーションを提供し、とのインテグレーションを提供し、Apache Camel のの
エンドポイントからエンドポイントから SOAP メッセージを送受信できます。メッセージを送受信できます。XML でで Apache Camel のエンドポイントをのエンドポイントを
簡単に定義でき、それをエンドポイントの簡単に定義でき、それをエンドポイントの Bean ID を使用してルート内で参照できます。詳細を使用してルート内で参照できます。詳細
は、は、Apache Camel Component Reference GuideののCXFを参照してください。を参照してください。
     

スタックトレース情報を伝播させる方法スタックトレース情報を伝播させる方法

      Java の例外がサーバー側で発生したときに、例外のスタックトレースがフォールトメッセージにの例外がサーバー側で発生したときに、例外のスタックトレースがフォールトメッセージに
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マーシャリングされてクライアントに返されるように、マーシャリングされてクライアントに返されるように、CXF エンドポイントを設定することができまエンドポイントを設定することができま
す。この機能を有効にするには、以下のようにす。この機能を有効にするには、以下のように cxfEndpoint 要素で、要素で、dataFormat をを PAYLOAD に設に設
定し、定し、faultStackTraceEnabled プロパティーをプロパティーを true に設定します。に設定します。
     

<cxf:cxfEndpoint id="router" address="http://localhost:9002/TestMessage"
    wsdlURL="ship.wsdl"
    endpointName="s:TestSoapEndpoint"
    serviceName="s:TestService"
    xmlns:s="http://test">
  <cxf:properties>
    <!-- enable sending the stack trace back to client; the default value is false-->
    <entry key="faultStackTraceEnabled" value="true" />
    <entry key="dataFormat" value="PAYLOAD" />
  </cxf:properties>
</cxf:cxfEndpoint>

      セキュリティー上の理由から、スタックトレースには原因となる例外セキュリティー上の理由から、スタックトレースには原因となる例外 (つまりスタックトレースのつまりスタックトレースの 
Caused by 以降の部分以降の部分) は含まれません。スタックトレースに原因となる例外を含めたい場合は、以下は含まれません。スタックトレースに原因となる例外を含めたい場合は、以下
のようにのように cxfEndpoint 要素の要素の exceptionMessageCauseEnabled プロパティーをプロパティーを true に設定します。に設定します。
     

<cxf:cxfEndpoint id="router" address="http://localhost:9002/TestMessage"
    wsdlURL="ship.wsdl"
    endpointName="s:TestSoapEndpoint"
    serviceName="s:TestService"
    xmlns:s="http://test">
  <cxf:properties>
    <!-- enable to show the cause exception message and the default value is false -->
    <entry key="exceptionMessageCauseEnabled" value="true" />
    <!-- enable to send the stack trace back to client,  the default value is false-->
    <entry key="faultStackTraceEnabled" value="true" />
    <entry key="dataFormat" value="PAYLOAD" />
  </cxf:properties>
</cxf:cxfEndpoint>

警告警告

       exceptionMessageCauseEnabled フラグは、テストおよび診断目的でのみ有フラグは、テストおよび診断目的でのみ有
効にしてください。サーバーにおいて例外の元の原因を隠すことで、敵対的なユー効にしてください。サーバーにおいて例外の元の原因を隠すことで、敵対的なユー
ザーがサーバーを調査しにくくするのが、通常の実践的なやり方です。ザーがサーバーを調査しにくくするのが、通常の実践的なやり方です。
      

2.4. BEAN インテグレーションインテグレーション

概要概要
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     Bean インテグレーションは、任意のインテグレーションは、任意の Java オブジェクトを使用してメッセージを処理するための汎オブジェクトを使用してメッセージを処理するための汎
用のメカニズムを提供します。用のメカニズムを提供します。Bean の参照をルートに挿入すると、の参照をルートに挿入すると、Java オブジェクトの任意のメソッオブジェクトの任意のメソッ
ドを呼び出して、受信エクスチェンジにアクセスしたり変更したりすることができます。エクスチェンドを呼び出して、受信エクスチェンジにアクセスしたり変更したりすることができます。エクスチェン
ジの内容をジの内容を Bean メソッドのパラメーターと戻り値にマッピングするメカニズムは、メソッドのパラメーターと戻り値にマッピングするメカニズムは、パラメーターバイパラメーターバイ
ンディングンディング と呼ばれます。パラメーターバインディングは、メソッドのパラメーターを初期化するためと呼ばれます。パラメーターバインディングは、メソッドのパラメーターを初期化するため
に、以下のアプローチの任意の組み合わせを使用することができます。に、以下のアプローチの任意の組み合わせを使用することができます。
    

       規約に従ったメソッドシグネチャー規約に従ったメソッドシグネチャー - メソッドシグネチャーが特定の規約に準拠しているメソッドシグネチャーが特定の規約に準拠している
場合、パラメーターバインディングは場合、パラメーターバインディングは Java リフレクションを使用して、どのパラメーターをリフレクションを使用して、どのパラメーターを
渡すかを決定できます。渡すかを決定できます。
      

       アノテーションと依存性注入アノテーションと依存性注入 - より柔軟なバインディングメカニズムが必要な場合は、より柔軟なバインディングメカニズムが必要な場合は、
Java アノテーションを使用してメソッドの引数に何を注入するかを指定します。この依存性注アノテーションを使用してメソッドの引数に何を注入するかを指定します。この依存性注
入メカニズムは、入メカニズムは、Spring 2.5 のコンポーネントスキャンに基づきます。通常、のコンポーネントスキャンに基づきます。通常、Apache Camel 
アプリケーションをアプリケーションを Spring コンテナーにデプロイする場合、依存性注入メカニズムは自動的コンテナーにデプロイする場合、依存性注入メカニズムは自動的
に機能します。に機能します。
      

       明示的に指定したパラメーター明示的に指定したパラメーター - Bean が呼び出される段階で、パラメーターを明示的にが呼び出される段階で、パラメーターを明示的に  
(定数として、または定数として、または Simple 言語を使用して言語を使用して) 指定できます。指定できます。
      

Bean レジストリーレジストリー

     Bean はは Bean レジストリーレジストリー を介してアクセスできます。を介してアクセスできます。Bean レジストリーは、クラス名またはレジストリーは、クラス名または 
Bean ID のいずれかをキーとしてのいずれかをキーとして Bean を検索できるサービスです。を検索できるサービスです。Bean レジストリーにエントリーレジストリーにエントリー
を作成する方法は、基盤となるフレームワークを作成する方法は、基盤となるフレームワーク (たとえばプレーンなたとえばプレーンな Java、、Spring、、Guice、または、または  
Blueprint などなど) によって異なります。レジストリーのエントリーは通常暗黙的に作成されますによって異なります。レジストリーのエントリーは通常暗黙的に作成されます (例例: 
Spring XML ファイルでファイルで Spring Bean をインスタンス化するときなどをインスタンス化するときなど)。。
    

レジストリープラグインストラテジーレジストリープラグインストラテジー

     Apache Camel はは Bean レジストリーのプラグインストラテジーを実装しており、基盤となるレジレジストリーのプラグインストラテジーを実装しており、基盤となるレジ
ストリー実装から透過的にストリー実装から透過的に Bean にアクセスするためのインテグレーション層を定義しています。そのにアクセスするためのインテグレーション層を定義しています。その
ため、ため、表表2.2「レジストリープラグイン」「レジストリープラグイン」 に示されるように、に示されるように、Apache Camel アプリケーションをさまアプリケーションをさま
ざまなざまな Bean レジストリーと統合させることが可能です。レジストリーと統合させることが可能です。
    

表表2.2 レジストリープラグインレジストリープラグイン

レジストリー実装レジストリー実装 レジストリープラグインのあるレジストリープラグインのある Camel コンポーネンコンポーネン
トト

Spring Bean レジストリー camel-spring
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Guice Bean レジストリー camel-guice

Blueprint Bean レジストリー camel-blueprint

OSGi サービスレジストリー OSGi コンテナーコンテナーにデプロイされている

JNDI レジストリー  

レジストリー実装レジストリー実装 レジストリープラグインのあるレジストリープラグインのある Camel コンポーネンコンポーネン
トト

     通常、関連する通常、関連する Bean レジストリーが自動的にインストールされるため、レジストリーが自動的にインストールされるため、Bean レジストリーの設定レジストリーの設定
を自ら行なう必要はありません。たとえば、を自ら行なう必要はありません。たとえば、Spring フレームワークを使用してルートを定義する場フレームワークを使用してルートを定義する場
合、合、Spring ApplicationContextRegistry プラグインは現在のプラグインは現在の CamelContext インスタンスに自動的にインスタンスに自動的に
インストールされます。インストールされます。
    

     OSGi コンテナーへのデプロイは特別なケースになります。コンテナーへのデプロイは特別なケースになります。Apache Camel ルートがルートが OSGi コンテコンテ
ナーにデプロイされると、ナーにデプロイされると、CamelContext がが Bean インスタンスの解決のためにレジストリーチェーンインスタンスの解決のためにレジストリーチェーン
を自動的に設定します。レジストリーチェーンはを自動的に設定します。レジストリーチェーンは OSGi レジストリーと、それに続くレジストリーと、それに続く Blueprint (またまた
はは Spring) レジストリーで設定されます。レジストリーで設定されます。
    

Java で作成されたで作成された Bean へのアクセスへのアクセス

     Java Bean (Plain Old Java Object またはまたは POJO) を使用してエクスチェンジオブジェクトを処理すを使用してエクスチェンジオブジェクトを処理す
るには、インバウンドエクスチェンジをるには、インバウンドエクスチェンジを Java オブジェクトのメソッドにバインドするオブジェクトのメソッドにバインドする bean() プロセップロセッ
サーを使用します。たとえば、サーを使用します。たとえば、MyBeanProcessor クラスを使用してインバウンドエクスチェンジを処クラスを使用してインバウンドエクスチェンジを処
理するには、以下のようにルートを定義します。理するには、以下のようにルートを定義します。
    

from("file:data/inbound")
    .bean(MyBeanProcessor.class, "processBody")
    .to("file:data/outbound");

     bean() プロセッサーはプロセッサーは MyBeanProcessor 型のインスタンスを作成し、型のインスタンスを作成し、processBody() メソッドをメソッドを
呼び出してインバウンドエクスチェンジを処理します。単一のルートからのみ呼び出してインバウンドエクスチェンジを処理します。単一のルートからのみ MyBeanProcessor インイン
スタンスにアクセスする場合には、この方法が適切です。しかし、複数のルートから同じスタンスにアクセスする場合には、この方法が適切です。しかし、複数のルートから同じ 
MyBeanProcessor インスタンスにアクセスする場合は、インスタンスにアクセスする場合は、Object 型を最初の引数として取る型を最初の引数として取る bean() のの
バリアントを使用します。以下に例を示します。バリアントを使用します。以下に例を示します。
    

MyBeanProcessor myBean = new MyBeanProcessor();

from("file:data/inbound")
    .bean(myBean, "processBody")
    .to("file:data/outbound");
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from("activemq:inboundData")
    .bean(myBean, "processBody")
    .to("activemq:outboundData");

オーバーロードされたオーバーロードされた Bean メソッドへのアクセスメソッドへのアクセス

     Bean がオーバーロードされた複数のメソッドを定義する場合、メソッド名とそのパラメーター型をがオーバーロードされた複数のメソッドを定義する場合、メソッド名とそのパラメーター型を
指定して、どのオーバーロードされたメソッドを呼び出すかを選択できます。たとえ指定して、どのオーバーロードされたメソッドを呼び出すかを選択できます。たとえ
ば、ば、MyBeanBrocessor クラスにクラスに 2 つのオーバーロードされたメソッドつのオーバーロードされたメソッド processBody(String) およびおよび 
processBody(String,String) がある場合、後者のオーバーロードされたメソッドを以下のように呼び出がある場合、後者のオーバーロードされたメソッドを以下のように呼び出
すことができます。すことができます。
    

from("file:data/inbound")
  .bean(MyBeanProcessor.class, "processBody(String,String)")
  .to("file:data/outbound");

     または、各パラメーターの型を明示的に指定するのではなく、取得するパラメーターの数でメソッまたは、各パラメーターの型を明示的に指定するのではなく、取得するパラメーターの数でメソッ
ドを識別する場合は、ワイルドカード文字ドを識別する場合は、ワイルドカード文字 \* を使用できます。たとえば、パラメーターの正確な型に関を使用できます。たとえば、パラメーターの正確な型に関
係なく、係なく、2 つのパラメーターを取る名前がつのパラメーターを取る名前が processBody のメソッドを呼び出すには、以下のようにのメソッドを呼び出すには、以下のように 
bean() プロセッサーを呼び出します。プロセッサーを呼び出します。
    

from("file:data/inbound")
.bean(MyBeanProcessor.class, "processBody(*,*)")
.to("file:data/outbound");

     メソッドを指定する場合、単純な修飾なしの型名メソッドを指定する場合、単純な修飾なしの型名 (例例: processBody(Exchange)) または完全修飾型または完全修飾型
名名 (例例: processBody(org.apache.camel.Exchange)) のいずれかを使用できます。のいずれかを使用できます。
    

注記注記

      現在の実装では、指定された型名はパラメーター型に完全に一致する必要がありま現在の実装では、指定された型名はパラメーター型に完全に一致する必要がありま
す。型の継承は考慮されません。す。型の継承は考慮されません。
     

パラメーターの明示的な指定パラメーターの明示的な指定

     Bean メソッドを呼び出す際に、パラメーター値を明示的に指定できます。以下の単純な型の値を渡メソッドを呼び出す際に、パラメーター値を明示的に指定できます。以下の単純な型の値を渡
すことができます。すことができます。
    

       ブール値ブール値: true またはまたは false
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       数値数値: 123、、7 などなど
      

       文字列文字列: 'In single quotes' またはまたは "In double quotes"
      

       Null オブジェクトオブジェクト: null
      

     以下の例は、同じメソッド呼び出しの中で明示的なパラメーター値と型指定子を混在させる方法を以下の例は、同じメソッド呼び出しの中で明示的なパラメーター値と型指定子を混在させる方法を
示しています。示しています。
    

from("file:data/inbound")
  .bean(MyBeanProcessor.class, "processBody(String, 'Sample string value', true, 7)")
  .to("file:data/outbound");

     上記の例では、最初のパラメーターの値はパラメーターバインディングアノテーションによって決上記の例では、最初のパラメーターの値はパラメーターバインディングアノテーションによって決
定されます定されます (「基本アノテーション」「基本アノテーション」 を参照を参照)。。
    

     単純な型の値の他に、単純な型の値の他に、Simple 言語言語 (30章章Simple 言語言語) を使用してパラメーター値を指定することもを使用してパラメーター値を指定することも
できます。これは、パラメーター値を指定する際にできます。これは、パラメーター値を指定する際に Simple 言語の完全な機能が利用可能である言語の完全な機能が利用可能である ことをことを
意味します。たとえば、メッセージボディーと意味します。たとえば、メッセージボディーと title ヘッダーの値をヘッダーの値を Bean メソッドに渡すには、以下メソッドに渡すには、以下
のようにします。のようにします。
    

from("file:data/inbound")
  .bean(MyBeanProcessor.class, "processBodyAndHeader(${body},${header.title})")
  .to("file:data/outbound");

     ヘッダーのハッシュマップ全体をパラメーターとして渡すこともできます。たとえば、以下の例でヘッダーのハッシュマップ全体をパラメーターとして渡すこともできます。たとえば、以下の例で
は、は、2 つ目のメソッドパラメーターはつ目のメソッドパラメーターは java.util.Map 型として宣言する必要があります。型として宣言する必要があります。
    

from("file:data/inbound")
  .bean(MyBeanProcessor.class, "processBodyAndAllHeaders(${body},${header})")
  .to("file:data/outbound");

注記注記

      Apache Camel 2.19 のリリースから、のリリースから、Bean メソッド呼び出しからメソッド呼び出しから null を返すことを返すこと
で、常にメッセージボディーがで、常にメッセージボディーが null 値として設定されるようになりました。値として設定されるようになりました。
     

基本的なメソッドシグネチャー基本的なメソッドシグネチャー
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     エクスチェンジをエクスチェンジを Bean メソッドにバインドするには、特定の規約に準拠するメソッドシグネメソッドにバインドするには、特定の規約に準拠するメソッドシグネ
チャーを定義します。特に、メソッドシグネチャーにはチャーを定義します。特に、メソッドシグネチャーには 2 つの基本的な規約があります。つの基本的な規約があります。
    

       メッセージボディーを処理するメソッドシグネチャーメッセージボディーを処理するメソッドシグネチャー
      

       エクスチェンジを処理するメソッドシグネチャーエクスチェンジを処理するメソッドシグネチャー
      

メッセージボディーを処理するメソッドシグネチャーメッセージボディーを処理するメソッドシグネチャー

     受信メッセージボディーにアクセスしたり、これを変更したりする受信メッセージボディーにアクセスしたり、これを変更したりする Bean メソッドを実装する場合メソッドを実装する場合
は、単一のは、単一の String 引数を取り、引数を取り、String 値を返すメソッドシグネチャーを定義する必要があります。以値を返すメソッドシグネチャーを定義する必要があります。以
下に例を示します。下に例を示します。
    

// Java
package com.acme;

public class MyBeanProcessor {
    public String processBody(String body) {
        // Do whatever you like to 'body'...
        return newBody;
    }
}

エクスチェンジを処理するメソッドシグネチャーエクスチェンジを処理するメソッドシグネチャー

     より柔軟性を高めるために、受信エクスチェンジにアクセスするより柔軟性を高めるために、受信エクスチェンジにアクセスする Bean メソッドを実装できます。メソッドを実装できます。
これにより、すべてのヘッダー、ボディー、エクスチェンジプロパティーにアクセスしたり、変更したこれにより、すべてのヘッダー、ボディー、エクスチェンジプロパティーにアクセスしたり、変更した
りすることができます。エクスチェンジの処理には、メソッドシグネチャーは単一のりすることができます。エクスチェンジの処理には、メソッドシグネチャーは単一の 
org.apache.camel.Exchange パラメーターを取り、パラメーターを取り、void を返します。以下に例を示します。を返します。以下に例を示します。
    

// Java
package com.acme;

public class MyBeanProcessor {
    public void processExchange(Exchange exchange) {
        // Do whatever you like to 'exchange'...
        exchange.getIn().setBody("Here is a new message body!");
    }
}

Spring XML からから Spring Bean へのアクセスへのアクセス
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     Java でで Bean インスタンスを作成する代わりに、インスタンスを作成する代わりに、Spring XML を使用してインスタンスを作成できを使用してインスタンスを作成でき
ます。実際、ルートをます。実際、ルートを XML で定義している場合には、これが唯一の実行可能な方法です。で定義している場合には、これが唯一の実行可能な方法です。XML でで  
Bean を定義するには、標準のを定義するには、標準の Spring bean 要素を使用します。以下の例は、要素を使用します。以下の例は、MyBeanProcessor のイのイ
ンスタンスを作成する方法を示しています。ンスタンスを作成する方法を示しています。
    

<beans ...>
    ...
    <bean id="myBeanId" class="com.acme.MyBeanProcessor"/>
</beans>

     Spring 構文を使用して、データを構文を使用して、データを Bean のコンストラクター引数に渡すこともできます。のコンストラクター引数に渡すこともできます。Spring 
bean 要素の使用方法に関する詳細は、要素の使用方法に関する詳細は、Spring リファレンスガイドのリファレンスガイドの The IoC Container を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
    

     beanRef() プロセッサーは、指定されたプロセッサーは、指定された Bean インスタンスでインスタンスで MyBeanProcessor.processBody() 
メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。Spring XML ルート内から、ルート内から、Camel スキーマのスキーマの bean 要素を使用して要素を使用して Bean 
を呼び出すこともできます。以下に例を示します。を呼び出すこともできます。以下に例を示します。
    

<camelContext id="CamelContextID" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="file:data/inbound"/>
    <bean ref="myBeanId" method="processBody"/>
    <to uri="file:data/outbound"/>
  </route>
</camelContext>

     効率を若干向上させるために、効率を若干向上させるために、cache オプションをオプションを true に設定して、に設定して、Bean が使用されるたびにレが使用されるたびにレ
ジストリーを検索しないようにすることもできます。たとえば、キャッシュを有効にするには、以下のジストリーを検索しないようにすることもできます。たとえば、キャッシュを有効にするには、以下の
ようにように bean 要素の要素の cache 属性を設定します。属性を設定します。
    

<bean ref="myBeanId" method="processBody" cache="true"/>

Java からのからの Spring Bean へのアクセスへのアクセス

     Spring bean 要素を使用してオブジェクトインスタンスを作成する場合、要素を使用してオブジェクトインスタンスを作成する場合、Bean のの ID (bean 要素の要素の 
id 属性の値属性の値) を使用してを使用して Java からオブジェクトインスタンスを参照できます。たとえば、からオブジェクトインスタンスを参照できます。たとえば、ID がが 
myBeanId と同じと同じ bean 要素がある場合は、以下のように要素がある場合は、以下のように beanRef() プロセッサーを使用してプロセッサーを使用して Java 
DSL ルート内でルート内で Bean を参照できます。を参照できます。
    

from("file:data/inbound").beanRef("myBeanId", "processBody").to("file:data/outbound");

     または、以下のようにまたは、以下のように @BeanInject アノテーションを使用して、依存性注入によってアノテーションを使用して、依存性注入によって Spring Bean 
を参照することもできます。を参照することもできます。
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// Java
import org.apache.camel.@BeanInject;
...
public class MyRouteBuilder extends RouteBuilder {

   @BeanInject("myBeanId")
   com.acme.MyBeanProcessor bean;

   public void configure() throws Exception {
     ..
   }
}

     @BeanInject アノテーションからアノテーションから Bean ID を省略した場合、を省略した場合、Camel は型別にレジストリーを検索しは型別にレジストリーを検索し
ますが、これは指定された型のますが、これは指定された型の Bean がが 1 つだけの場合にのみ機能します。たとえつだけの場合にのみ機能します。たとえ
ば、ば、com.acme.MyBeanProcessor 型の型の Bean を検索して依存性注入するには、以下を実行します。を検索して依存性注入するには、以下を実行します。
    

@BeanInject
com.acme.MyBeanProcessor bean;

Spring XML におけるにおける Bean のシャットダウン順序のシャットダウン順序

     Camel コンテキストで使用されるコンテキストで使用される Bean の場合、通常、正しいシャットダウンの順序は次のようにの場合、通常、正しいシャットダウンの順序は次のように
なります。なります。
    

1. 
       camelContext インスタンスをシャットダウンします。インスタンスをシャットダウンします。
      

2. 
       使用された使用された Bean をシャットダウンします。をシャットダウンします。
      

     このシャットダウン順序が逆の場合、このシャットダウン順序が逆の場合、Camel コンテキストがすでに破棄されたコンテキストがすでに破棄された Bean にアクセスしにアクセスし
ようとすることがありますようとすることがあります (直接エラーになるか、または直接エラーになるか、または Camel コンテキストが破棄されている間に見コンテキストが破棄されている間に見
つからなかったつからなかった Bean を作成しようして、結局エラーになるかのどちらかですを作成しようして、結局エラーになるかのどちらかです)。。Spring XML のデフォのデフォ
ルトのシャットダウン順序は、ルトのシャットダウン順序は、Bean とと camelContext がが Spring XML ファイルの中で出現する順序にファイルの中で出現する順序に
よって異なります。誤ったシャットダウン順序によるランダムなエラーを回避するたよって異なります。誤ったシャットダウン順序によるランダムなエラーを回避するた
め、め、camelContext はは Spring XML ファイルの他のファイルの他の Bean よりもよりも 前に前に シャットダウンするように設定シャットダウンするように設定
されています。これはされています。これは Apache Camel 2.13.0 以降のデフォルトの動作です。以降のデフォルトの動作です。
    

     この動作を変更この動作を変更 (Camel コンテキストが他のコンテキストが他の Bean の前に強制的にシャットダウンの前に強制的にシャットダウン されないされない ようにように) 
する必要がある場合は、する必要がある場合は、camelContext 要素の要素の shutdownEager 属性を属性を false に設定します。この場に設定します。この場
合、合、Spring のの depends-on 属性を使用して、シャットダウンの順序をより詳細に制御することもでき属性を使用して、シャットダウンの順序をより詳細に制御することもでき
ます。ます。
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パラメーターバインディングアノテーションパラメーターバインディングアノテーション

     「基本的なメソッドシグネチャー」「基本的なメソッドシグネチャー」 で説明されている基本的なパラメーターバインディングは、必で説明されている基本的なパラメーターバインディングは、必
ずしも便利に使えるとは限りません。たとえば、何らかのデータ操作を行うレガシーなずしも便利に使えるとは限りません。たとえば、何らかのデータ操作を行うレガシーな Java クラスがクラスが
ある場合、インバウンドエクスチェンジからデータを抽出し、既存のメソッドシグネチャーの引数にある場合、インバウンドエクスチェンジからデータを抽出し、既存のメソッドシグネチャーの引数に
マップする必要があるかもしれません。このようなパラメーターバインディングには、マップする必要があるかもしれません。このようなパラメーターバインディングには、Apache Camel 
は以下のようなは以下のような Java アノテーションを提供します。アノテーションを提供します。
    

       基本アノテーション基本アノテーション
      

       言語アノテーション言語アノテーション
      

       継承されたアノテーション継承されたアノテーション
      

基本アノテーション基本アノテーション

     表表2.3「基本の「基本の Bean アノテーション」アノテーション」 は、は、Bean メソッドの引数にメッセージデータを依存性注入メソッドの引数にメッセージデータを依存性注入
するために使用できるするために使用できる org.apache.camel Java パッケージのアノテーションを示しています。パッケージのアノテーションを示しています。
    

表表2.3 基本の基本の Bean アノテーションアノテーション

アノテーションアノテーション 意味意味 パラメーターパラメーター

@Attachments アタッチメントのリストにバイン
ドします。

 

@Body インバウンドメッセージのボ
ディーにバインドします。

 

@Header インバウンドメッセージのヘッ
ダーにバインドします。

ヘッダーの文字列名。

@Headers インバウンドメッセージヘッダー
の java.util.Map にバインドしま
す。

 

@OutHeaders アウトバウンドメッセージヘッ
ダーの java.util.Map にバインド
します。

 

@Property 名前のあるエクスチェンジプロパ
ティーにバインドします。

プロパティーの文字列名。
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@Properties エクスチェンジプロパティーの 
java.util.Map にバインドしま
す。

 

アノテーションアノテーション 意味意味 パラメーターパラメーター

     たとえば、以下のクラスは基本アノテーションを使用してメッセージデータをたとえば、以下のクラスは基本アノテーションを使用してメッセージデータを processExchange() 
メソッド引数に依存性注入する方法を示しています。メソッド引数に依存性注入する方法を示しています。
    

// Java
import org.apache.camel.*;

public class MyBeanProcessor {
    public void processExchange(
        @Header(name="user") String user,
        @Body String body,
        Exchange exchange
    ) {
        // Do whatever you like to 'exchange'...
        exchange.getIn().setBody(body + "UserName = " + user);
    }
}

     アノテーションがどのようにデフォルトの規約と混在できるかに注目してください。パラメーターアノテーションがどのようにデフォルトの規約と混在できるかに注目してください。パラメーター
バインディングは、アノテーションが付けられた引数を依存性注入するだけでなく、エクスチェンジオバインディングは、アノテーションが付けられた引数を依存性注入するだけでなく、エクスチェンジオ
ブジェクトもブジェクトも org.apache.camel.Exchange 引数に自動的に依存性注入します。引数に自動的に依存性注入します。
    

式言語アノテーション式言語アノテーション

     式言語アノテーションは、メッセージデータを式言語アノテーションは、メッセージデータを Bean メソッドの引数に依存性注入する強力なメカメソッドの引数に依存性注入する強力なメカ
ニズムを提供します。これらのアノテーションを使用すると、任意のスクリプト言語で書かれた任意のニズムを提供します。これらのアノテーションを使用すると、任意のスクリプト言語で書かれた任意の
スクリプトを呼び出して、インバウンドエクスチェンジからデータを抽出し、メソッド引数に注入するスクリプトを呼び出して、インバウンドエクスチェンジからデータを抽出し、メソッド引数に注入する
ことができます。ことができます。表表2.4「式言語アノテーション」「式言語アノテーション」 は、は、Bean メソッドの引数にメッセージデータを依メソッドの引数にメッセージデータを依
存性注入するために使用できる存性注入するために使用できる org.apache.camel.language パッケージパッケージ (およびコア以外のアノテーおよびコア以外のアノテー
ションのサブパッケージションのサブパッケージ) のアノテーションを示しています。のアノテーションを示しています。
    

表表2.4 式言語アノテーション式言語アノテーション

アノテーションアノテーション 説明説明

@Bean Bean 式を注入します。

@Constant Constant 式を注入します。
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@EL EL 式を注入します。

@Groovy Groovy 式を注入します。

@Header ヘッダー式を注入します。

@JavaScript JavaScript 式を注入します。

@OGNL OGNL 式を注入します。

@PHP PHP 式を注入します。

@Python Python 式を注入します。

@Ruby Ruby 式を注入します。

@Simple Simple 式を注入します。

@XPath XPath 式を注入します。

@XQuery XQuery 式を注入します。

アノテーションアノテーション 説明説明

     たとえば、以下のクラスは、たとえば、以下のクラスは、XML 形式の受信メッセージのボディーからユーザー名とパスワードを形式の受信メッセージのボディーからユーザー名とパスワードを
抽出するために抽出するために @XPath アノテーションを使用する方法を示しています。アノテーションを使用する方法を示しています。
    

// Java
import org.apache.camel.language.*;

public class MyBeanProcessor {
    public void checkCredentials(
        @XPath("/credentials/username/text()") String user,
        @XPath("/credentials/password/text()") String pass
    ) {
        // Check the user/pass credentials...
        ...
    }
}

     @Bean アノテーションは、特殊なケースになります。登録されたアノテーションは、特殊なケースになります。登録された Bean の呼び出し結果を依存性注の呼び出し結果を依存性注
入できるためです。たとえば、相関入できるためです。たとえば、相関 ID をメソッド引数に依存性注入するには、以下のようにをメソッド引数に依存性注入するには、以下のように @Bean 
アノテーションを使用してアノテーションを使用して ID 生成クラスを呼び出します。生成クラスを呼び出します。
    

// Java
import org.apache.camel.language.*;
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public class MyBeanProcessor {
    public void processCorrelatedMsg(
        @Bean("myCorrIdGenerator") String corrId,
        @Body String body
    ) {
        // Check the user/pass credentials...
        ...
    }
}

     文字列文字列 myCorrIdGenerator はは ID 生成インスタンスの生成インスタンスの Bean ID です。です。ID 生成クラスは、以下のよう生成クラスは、以下のよう
にに Spring のの bean 要素を使用してインスタンス化できます。要素を使用してインスタンス化できます。
    

<beans ...>
    ...
    <bean id="myCorrIdGenerator" class="com.acme.MyIdGenerator"/>
</beans>

     MyIdGenerator クラスは以下のように定義することができます。クラスは以下のように定義することができます。
    

// Java
package com.acme;

public class MyIdGenerator {

    private UserManager userManager;

    public String generate(
        @Header(name = "user") String user,
        @Body String payload
    ) throws Exception {
       User user = userManager.lookupUser(user);
       String userId = user.getPrimaryId();
       String id = userId + generateHashCodeForPayload(payload);
       return id;
   }
}

     参照された参照された Bean クラスクラス MyIdGenerator でアノテーションを使用することもできます。でアノテーションを使用することもできます。generate() 
メソッドシグネチャーに対する唯一の制限は、メソッドシグネチャーに対する唯一の制限は、@Bean アノテーションが付けられた引数に依存性注入アノテーションが付けられた引数に依存性注入
するために正しい型を返す必要があることです。するために正しい型を返す必要があることです。@Bean アノテーションではメソッド名を指定できなアノテーションではメソッド名を指定できな
いため、依存性注入メカニズムは単純に参照されたいため、依存性注入メカニズムは単純に参照された Bean の戻り値型が一致する最初のメソッドを呼びの戻り値型が一致する最初のメソッドを呼び
出します。出します。
    

注記注記
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注記注記

      言語アノテーションのいくつかはコアコンポーネントで利用できます言語アノテーションのいくつかはコアコンポーネントで利用できます 
(@Bean、、@Constant、、@Simple、および、および @XPath)。しかし、コア以外のコンポーネ。しかし、コア以外のコンポーネ
ントの場合、該当するコンポーネントをロードしておく必要があります。たとえば、ントの場合、該当するコンポーネントをロードしておく必要があります。たとえば、
OGNL スクリプトを使用するには、スクリプトを使用するには、camel-ognl コンポーネントをロードする必要がありコンポーネントをロードする必要があり
ます。ます。
     

継承されたアノテーション継承されたアノテーション

     パラメーターバインディングアノテーションは、インターフェイスまたはスーパークラスから継承パラメーターバインディングアノテーションは、インターフェイスまたはスーパークラスから継承
できます。たとえば、以下のようにできます。たとえば、以下のように Header アノテーションとアノテーションと Body アノテーションの付いたアノテーションの付いた Java イイ
ンターフェイスを定義したとします。ンターフェイスを定義したとします。
    

// Java
import org.apache.camel.*;

public interface MyBeanProcessorIntf {
    void processExchange(
        @Header(name="user") String user,
        @Body String body,
        Exchange exchange
    );
}

     実装クラス実装クラス MyBeanProcessor で定義されたオーバーロードされたメソッドは、以下のように基本で定義されたオーバーロードされたメソッドは、以下のように基本
インターフェイスに定義されたアノテーションを継承します。インターフェイスに定義されたアノテーションを継承します。
    

// Java
import org.apache.camel.*;

public class MyBeanProcessor implements MyBeanProcessorIntf {
    public void processExchange(
        String user,  // Inherits Header annotation
        String body,  // Inherits Body annotation
        Exchange exchange
    ) {
        ...
    }
}

インターフェイスの実装インターフェイスの実装

     Java インターフェイスを実装するクラスは、多くの場合、インターフェイスを実装するクラスは、多くの場合、protected、、private、または、または package-
only の範囲となります。このように制限された実装クラスのメソッドを呼び出す場合、の範囲となります。このように制限された実装クラスのメソッドを呼び出す場合、Bean バインバイン
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ディングはフォールバックして、公開アクセス可能な対応するインターフェイスメソッドを呼び出しまディングはフォールバックして、公開アクセス可能な対応するインターフェイスメソッドを呼び出しま
す。す。
    

     たとえば、以下のパブリックたとえば、以下のパブリック BeanIntf インターフェイスについて考えてみましょう。インターフェイスについて考えてみましょう。
    

// Java
public interface BeanIntf {
    void processBodyAndHeader(String body, String title);
}

     BeanIntf インターフェイスは、以下のインターフェイスは、以下の protected なな BeanIntfImpl クラスによって実装されます。クラスによって実装されます。
    

// Java
protected class BeanIntfImpl implements BeanIntf {
    void processBodyAndHeader(String body, String title) {
        ...
    }
}

     以下の以下の Bean 呼び出しは、フォールバックして呼び出しは、フォールバックして public なな BeanIntf.processBodyAndHeader メソッメソッ
ドを呼び出します。ドを呼び出します。
    

from("file:data/inbound")
  .bean(BeanIntfImpl.class, "processBodyAndHeader(${body}, ${header.title})")
  .to("file:data/outbound");

static メソッドの呼び出しメソッドの呼び出し

     Bean インテグレーションには、関連付けられたクラスのインスタンスを作成インテグレーションには、関連付けられたクラスのインスタンスを作成 せずにせずに static メソッメソッ
ドを呼び出す機能があります。たとえば、ドを呼び出す機能があります。たとえば、static メソッドメソッド changeSomething() を定義した以下のを定義した以下の Java 
クラスについて考えてみましょう。クラスについて考えてみましょう。
    

// Java
...
public final class MyStaticClass {
    private MyStaticClass() {
    }

    public static String changeSomething(String s) {
        if ("Hello World".equals(s)) {
            return "Bye World";
        }
        return null;
    }
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    public void doSomething() {
        // noop
    }
}

     以下のように、以下のように、Bean インテグレーションを使用してインテグレーションを使用して static changeSomething メソッドを呼び出すメソッドを呼び出す
ことができます。ことができます。
    

from("direct:a")
  *.bean(MyStaticClass.class, "changeSomething")*
  .to("mock:a");

     この構文は、通常の関数の呼び出しと同じように見えますが、この構文は、通常の関数の呼び出しと同じように見えますが、Bean インテグレーションはインテグレーションは Java のの
リフレクションを利用してこのメソッドをリフレクションを利用してこのメソッドを static と識別し、と識別し、MyStaticClass をインスタンス化をインスタンス化 せずにせずに 
メソッドの呼び出しに進むことに留意してください。メソッドの呼び出しに進むことに留意してください。
    

OSGi サービスの呼び出しサービスの呼び出し

     ルートがルートが Red Hat Fuse コンテナーにデプロイされた特別なケースでは、コンテナーにデプロイされた特別なケースでは、Bean インテグレーションインテグレーション
を使用してを使用して OSGi サービスを直接呼び出すことができます。たとえば、サービスを直接呼び出すことができます。たとえば、OSGi コンテナーのバンドルのコンテナーのバンドルの
いずれかがサービスいずれかがサービス org.fusesource.example.HelloWorldOsgiService をエクスポートしているとすをエクスポートしているとす
ると、以下のようなると、以下のような Bean インテグレーションのコードを使用してインテグレーションのコードを使用して sayHello メソッドを呼び出すことメソッドを呼び出すこと
ができます。ができます。
    

from("file:data/inbound")
  .bean(org.fusesource.example.HelloWorldOsgiService.class, "sayHello")
  .to("file:data/outbound");

     以下のように以下のように Bean コンポーネントを使用して、コンポーネントを使用して、Spring またはまたは Blueprint XML ファイル内からファイル内から  
OSGi サービスを呼び出すこともできます。サービスを呼び出すこともできます。
    

<to uri="bean:org.fusesource.example.HelloWorldOsgiService?method=sayHello"/>

     これが動作する仕組みは、これが動作する仕組みは、Apache Camel がが OSGi コンテナーにデプロイされる際にレジストリーコンテナーにデプロイされる際にレジストリー
のチェーンを設定することによります。まず、のチェーンを設定することによります。まず、OSGi サービスレジストリーで指定のクラス名を検索しサービスレジストリーで指定のクラス名を検索し
ます。検索に失敗した場合、ローカルのます。検索に失敗した場合、ローカルの Spring DM またはまたは Blueprint レジストリーにフォールバックレジストリーにフォールバック
します。します。
    

2.5. エクスチェンジインスタンスの作成エクスチェンジインスタンスの作成

概要概要
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     Java コードコード (たとえばたとえば Bean クラスやプロセッサークラスクラスやプロセッサークラス) でメッセージを処理している際に、新しでメッセージを処理している際に、新し
いエクスチェンジインスタンスの生成が必要になることがあります。いエクスチェンジインスタンスの生成が必要になることがあります。Exchange オブジェクトを作成すオブジェクトを作成す
る必要がある場合は、ここで説明するようにる必要がある場合は、ここで説明するように ExchangeBuilder クラスのメソッドを呼び出すことが最クラスのメソッドを呼び出すことが最
も簡単な方法になります。も簡単な方法になります。
    

ExchangeBuilder クラスクラス

     ExchangeBuilder クラスの完全修飾名は以下の通りです。クラスの完全修飾名は以下の通りです。
    

org.apache.camel.builder.ExchangeBuilder

     ExchangeBuilder は、エクスチェンジオブジェクトの構築を開始するために使用できるは、エクスチェンジオブジェクトの構築を開始するために使用できる static メメ
ソッドソッド anExchange を公開しています。を公開しています。
    

例例

     たとえば、以下のコードは、メッセージボディーに文字列たとえば、以下のコードは、メッセージボディーに文字列 Hello World! を持ち、ヘッダーにユーを持ち、ヘッダーにユー
ザー名とパスワードのクレデンシャルを含んだ新しいエクスチェンジオブジェクトを作成します。ザー名とパスワードのクレデンシャルを含んだ新しいエクスチェンジオブジェクトを作成します。
    

// Java
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.builder.ExchangeBuilder;
...
Exchange exch = ExchangeBuilder.anExchange(camelCtx)
                    .withBody("Hello World!")
                    .withHeader("username", "jdoe")
                    .withHeader("password", "pass")
                    .build();

ExchangeBuilder のメソッドのメソッド

     ExchangeBuilder クラスは以下のメソッドをサポートします。クラスは以下のメソッドをサポートします。
    

ExchangeBuilder anExchange(CamelContext context)

        (static メソッドメソッド) エクスチェンジオブジェクトの構築を開始します。エクスチェンジオブジェクトの構築を開始します。
       

Exchange build()

        エクスチェンジを構築します。エクスチェンジを構築します。
       

ExchangeBuilder withBody(Object body)
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        エクスチェンジにメッセージボディーを設定しますエクスチェンジにメッセージボディーを設定します (つまり、エクスチェンジのつまり、エクスチェンジの In メッセージメッセージ
ボディーを設定しますボディーを設定します) 。。
       

ExchangeBuilder withHeader(String key, Object value)

        エクスチェンジにヘッダーを設定しますエクスチェンジにヘッダーを設定します (つまり、エクスチェンジのつまり、エクスチェンジの In メッセージにヘッダーメッセージにヘッダー
を設定しますを設定します) 。。
       

ExchangeBuilder withPattern(ExchangePattern pattern)

        エクスチェンジに交換パターンを設定します。エクスチェンジに交換パターンを設定します。
       

ExchangeBuilder withProperty(String key, Object value)

        エクスチェンジにプロパティーを設定します。エクスチェンジにプロパティーを設定します。
       

2.6. メッセージコンテンツの変換メッセージコンテンツの変換

概要概要

      Apache Camel は、メッセージコンテンツを変換するためのさまざまなアプローチをサポートしては、メッセージコンテンツを変換するためのさまざまなアプローチをサポートして
います。います。Apache Camel は、メッセージコンテンツを変更するためのシンプルなネイティブは、メッセージコンテンツを変更するためのシンプルなネイティブ API に加に加
えて、いくつかの異なるサードパーティーライブラリーや変換のための標準とのインテグレーションをえて、いくつかの異なるサードパーティーライブラリーや変換のための標準とのインテグレーションを
サポートしています。サポートしています。
     

2.6.1. シンプルなメッセージ変換シンプルなメッセージ変換

概要概要

      Java DSL にはビルトインのにはビルトインの API があり、送受信メッセージのシンプルな変換を実行できます。たがあり、送受信メッセージのシンプルな変換を実行できます。た
とえば、とえば、例例2.1「受信メッセージのシンプルな変換」「受信メッセージのシンプルな変換」 に示すルールは、受信メッセージのボディー部のに示すルールは、受信メッセージのボディー部の
末尾にテキスト末尾にテキスト World! を追加します。を追加します。
     

例例2.1 受信メッセージのシンプルな変換受信メッセージのシンプルな変換

from("SourceURL").setBody(body().append(" World!")).to("TargetURL");

      ここで、ここで、setBody() コマンドは受信メッセージボディーのコンテンツを置き換えます。コマンドは受信メッセージボディーのコンテンツを置き換えます。
     

シンプルな変換のシンプルな変換の API
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      以下の以下の API クラスを使用して、ルーターのルールによってメッセージコンテンツのシンプルな変換クラスを使用して、ルーターのルールによってメッセージコンテンツのシンプルな変換
を実行できます。を実行できます。
     

        org.apache.camel.model.ProcessorDefinition
       

        org.apache.camel.builder.Builder
       

        org.apache.camel.builder.ValueBuilder
       

ProcessorDefinition クラスクラス

      org.apache.camel.model.ProcessorDefinition クラスは、ルーターのルールに直接挿入できるクラスは、ルーターのルールに直接挿入できる 
DSL コマンドを定義していますコマンドを定義しています (例例: 例例2.1「受信メッセージのシンプルな変換」「受信メッセージのシンプルな変換」 のの setBody() コマンコマン
ドド)。。表表2.5「「ProcessorDefinition クラスの変換メソッド」クラスの変換メソッド」 は、メッセージコンテンツの変換に関係のは、メッセージコンテンツの変換に関係の
あるある ProcessorDefinition のメソッドを示しています。のメソッドを示しています。
     

表表2.5 ProcessorDefinition クラスの変換メソッドクラスの変換メソッド

メソッドメソッド 説明説明

Type convertBodyTo(Class type) IN メッセージのボディーを指定の型に変換します。

Type removeFaultHeader(String name) FAULT メッセージのヘッダーを削除するプロセッ
サーを追加します。

Type removeHeader(String name) IN メッセージ上のヘッダーを削除するプロセッサー
を追加します。

Type removeProperty(String name) エクスチェンジプロパティーを削除するプロセッ
サーを追加します。

ExpressionClause<ProcessorDefinition<Typ
e>> setBody()

IN メッセージのボディーをセットするプロセッサー
を追加します。

Type setFaultBody(Expression expression) FAULT メッセージのボディーをセットするプロセッ
サーを追加します。

Type setFaultHeader(String name, 
Expression expression)

FAULT メッセージにヘッダーをセットするプロセッ
サーを追加します。

ExpressionClause<ProcessorDefinition<Typ
e>> setHeader(String name)

IN メッセージにヘッダーをセットするプロセッサー
を追加します。

第第2章章 ルート構築の基本原則ルート構築の基本原則

71



Type setHeader(String name, Expression 
expression)

IN メッセージにヘッダーをセットするプロセッサー
を追加します。

ExpressionClause<ProcessorDefinition<Typ
e>> setOutHeader(String name)

OUT メッセージにヘッダーをセットするプロセッ
サーを追加します。

Type setOutHeader(String name, Expression 
expression)

OUT メッセージにヘッダーをセットするプロセッ
サーを追加します。

ExpressionClause<ProcessorDefinition<Typ
e>> setProperty(String name)

エクスチェンジプロパティーをセットするプロセッ
サーを追加します。

Type setProperty(String name, Expression 
expression)

エクスチェンジプロパティーをセットするプロセッ
サーを追加します。

ExpressionClause<ProcessorDefinition<Typ
e>> transform()

OUT メッセージのボディーをセットするプロセッ
サーを追加します。

Type transform(Expression expression) OUT メッセージのボディーをセットするプロセッ
サーを追加します。

メソッドメソッド 説明説明

Builder クラスクラス

      org.apache.camel.builder.Builder クラスは、式または述語が想定される文脈でのメッセージコンクラスは、式または述語が想定される文脈でのメッセージコン
テンツへのアクセスを提供します。つまり、テンツへのアクセスを提供します。つまり、Builder のメソッドは通常のメソッドは通常 DSL コマンドのコマンドの 引数引数 の中で呼の中で呼
び出されますび出されます (例例: 例例2.1「受信メッセージのシンプルな変換」「受信メッセージのシンプルな変換」 のの body() コマンドコマンド)。。表表2.6「「Builder クク
ラスのメソッド」ラスのメソッド」 では、では、Builder クラスで利用可能なクラスで利用可能な static メソッドをまとめています。メソッドをまとめています。
     

表表2.6 Builder クラスのメソッドクラスのメソッド

メソッドメソッド 説明説明

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> body()

エクスチェンジのインバウンドボディーに対する述
語および値ビルダーを返します。

static <E extends Exchange,T> 
ValueBuilder<E> bodyAs(Class<T> type)

インバウンドメッセージのボディーを特定の型とし
て、それに対する述語および値ビルダーを返しま
す。

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> constant(Object value)

定数式を返します。

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> faultBody()

エクスチェンジのフォールトボディーに対する述語
および値ビルダーを返します。
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static <E extends Exchange,T> 
ValueBuilder<E> faultBodyAs(Class<T> type)

フォールトメッセージのボディーを特定の型とし
て、それに対する述語および値ビルダーを返しま
す。

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> header(String name)

エクスチェンジのヘッダーに対する述語および値ビ
ルダーを返します。

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> outBody()

エクスチェンジのアウトバウンドボディーに対する
述語および値ビルダーを返します。

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> outBodyAs(Class<T> type)

アウトバウンドメッセージのボディーを特定の型と
して、それに対する述語および値ビルダーを返しま
す。

static ValueBuilder property(String name) エクスチェンジのプロパティーに対する述語および
値ビルダーを返します。

static ValueBuilder 
regexReplaceAll(Expression content, String 
regex, Expression replacement)

正規表現のすべての出現箇所を、指定した置換文字
列で置き換える式を返します。

static ValueBuilder 
regexReplaceAll(Expression content, String 
regex, String replacement)

正規表現のすべての出現箇所を、指定した置換文字
列で置き換える式を返します。

static ValueBuilder sendTo(String uri) 指定したエンドポイント URI にエクスチェンジを処
理する式を返します。

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> systemProperty(String 
name)

指定のシステムプロパティーの式を返します。

static <E extends Exchange> 
ValueBuilder<E> systemProperty(String 
name, String defaultValue)

指定のシステムプロパティーの式を返します。

メソッドメソッド 説明説明

ValueBuilder クラスクラス

      org.apache.camel.builder.ValueBuilder クラスを使用すると、クラスを使用すると、Builder メソッドによって返されるメソッドによって返される
値を変更できます。つまり、値を変更できます。つまり、 ValueBuilder のメソッドは、メッセージコンテンツを変更するシンプルのメソッドは、メッセージコンテンツを変更するシンプル
な方法を提供します。な方法を提供します。表表2.7「「ValueBuilder クラスの変更メソッド」クラスの変更メソッド」 では、では、ValueBuilder クラスで利クラスで利
用可能なメソッドをまとめています。この表では、呼び出された値を変更するために使用されるメソッ用可能なメソッドをまとめています。この表では、呼び出された値を変更するために使用されるメソッ
ドのみが示されていますドのみが示されています (詳細は詳細は API Reference ドキュメントを参照してくださいドキュメントを参照してください) 。。
     

表表2.7 ValueBuilder クラスの変更メソッドクラスの変更メソッド
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メソッドメソッド 説明説明

ValueBuilder<E> append(Object value) 指定された値をこの式の文字列評価に追加します。

Predicate contains(Object value) 左辺の式に右辺の式の値が含まれた述語を作成しま
す。

ValueBuilder<E> convertTo(Class type) 登録された型コンバーターを使用して、現在の値を
指定の型に変換します。

ValueBuilder<E> convertToString() 登録された型コンバーターを使用して、現在の値を
String に変換します。

Predicate endsWith(Object value)  

<T> T evaluate(Exchange exchange, 
Class<T> type)

 

Predicate in(Object…  values)  

Predicate in(Predicate…  predicates)  

Predicate isEqualTo(Object value) 現在の値が指定の value 引数と等しい場合、true を
返します。

Predicate isGreaterThan(Object value) 現在の値が指定の value 引数よりも大きい場合、
true を返します。

Predicate isGreaterThanOrEqualTo(Object 
value)

現在の値が指定の value 引数より大きい場合、true
を返します。

Predicate isInstanceOf(Class type) 現在の値が指定の型のインスタンスである場合、
true を返します。

Predicate isLessThan(Object value) 現在の値が指定の value 引数未満の場合、true を返
します。

Predicate isLessThanOrEqualTo(Object 
value)

現在の値が指定の value 引数以下である場合、true
を返します。

Predicate isNotEqualTo(Object value) 現在の値が指定の value 引数と等しくない場合、
true を返します。

Predicate isNotNull() 現在の値が null でない場合、true を返します。

Predicate isNull() 現在の値が null の場合、true を返します。

Predicate matches(Expression expression)  
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Predicate not(Predicate predicate) 述語の引数を否定にします。

ValueBuilder prepend(Object value) この式の文字列評価を指定された値に追加します。

Predicate regex(String regex)  

ValueBuilder<E> regexReplaceAll(String 
regex, Expression<E> replacement)

正規表現のすべての出現箇所を、指定した置換文字
列で置き換えます。

ValueBuilder<E> regexReplaceAll(String 
regex, String replacement)

正規表現のすべての出現箇所を、指定した置換文字
列で置き換えます。

ValueBuilder<E> regexTokenize(String 
regex)

指定の正規表現を使用してこの式の文字列変換を
トークン化します。

ValueBuilder sort(Comparator comparator) 指定されたコンパレーターを使用して現在の値を
ソートします。

Predicate startsWith(Object value) 現在の値が value 引数の文字列値と一致する場合、
true を返します。

ValueBuilder<E> tokenize() コンマのトークン区切り文字を使用してこの式の文
字列変換をトークン化します。

ValueBuilder<E> tokenize(String token) 指定のトークン区切り文字を使用してこの式の文字
列変換をトークン化します。

メソッドメソッド 説明説明

2.6.2. マーシャリングとアンマーシャリングマーシャリングとアンマーシャリング

Java DSL コマンドコマンド

      以下のコマンドを使用して、低レベルのメッセージ形式と高レベルのメッセージ形式の間で変換を以下のコマンドを使用して、低レベルのメッセージ形式と高レベルのメッセージ形式の間で変換を
行うことができます。行うことができます。
     

        marshal()  - 高レベルのデータフォーマットを低レベルのデータフォーマットに変換しま高レベルのデータフォーマットを低レベルのデータフォーマットに変換しま
す。す。
       

        Unmarshal（）（）EOF-dh は、低レベルのデータフォーマットを高レベルのデータフォーは、低レベルのデータフォーマットを高レベルのデータフォー
マットに変換します。マットに変換します。
       

データ形式データ形式
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      Apache Camel は、以下のデータフォーマットのマーシャリングおよびアンマーシャリングをサは、以下のデータフォーマットのマーシャリングおよびアンマーシャリングをサ
ポートします。ポートします。
     

        Java シリアライゼーションシリアライゼーション
       

        JAXB
       

        XMLBeans
       

        XStream
       

Java シリアライゼーションシリアライゼーション

      Java オブジェクトをバイナリーデータのオブジェクトをバイナリーデータの Blob に変換できるようにします。このデータフォーマッに変換できるようにします。このデータフォーマッ
トでは、アンマーシャリングはバイナリートでは、アンマーシャリングはバイナリー Blob をを Java オブジェクトに変換し、マーシャリングはオブジェクトに変換し、マーシャリングは 
Java オブジェクトをバイナリーオブジェクトをバイナリー Blob に変換します。たとえば、エンドポイントに変換します。たとえば、エンドポイント SourceURL からシリからシリ
アライズされたアライズされた Java オブジェクトを読み込み、これをオブジェクトを読み込み、これを Java オブジェクトに変換するには、以下のよオブジェクトに変換するには、以下のよ
うなルールを使用します。うなルールを使用します。
     

from("SourceURL").unmarshal().serialization()
.<FurtherProcessing>.to("TargetURL");

      または、または、Spring XML では以下の通りです。では以下の通りです。
     

<camelContext id="serialization" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <unmarshal>
      <serialization/>
    </unmarshal>
    <to uri="TargetURL"/>
  </route>
</camelContext>

JAXB

      XML スキーマ型とスキーマ型と Java 型間のマッピングを提供します型間のマッピングを提供します (https://jaxb.dev.java.net/ を参照してくだを参照してくだ
さいさい)。。JAXB では、アンマーシャリングはでは、アンマーシャリングは XML データ型をデータ型を Java オブジェクトに変換し、マーシャリオブジェクトに変換し、マーシャリ
ングはングは Java オブジェクトをオブジェクトを XML データ型に変換します。データ型に変換します。JAXB データフォーマットを使用する前に、データフォーマットを使用する前に、
JAXB コンパイラーを使用してコンパイラーを使用して XML スキーマをコンパイルし、スキーマのスキーマをコンパイルし、スキーマの XML データ型を表すデータ型を表す Java 
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クラスを生成する必要があります。これはスキーマのクラスを生成する必要があります。これはスキーマの バインディングバインディング と呼ばれます。スキーマをバイと呼ばれます。スキーマをバイ
ンドした後に、以下のようなコードを使用してンドした後に、以下のようなコードを使用して XML データをデータを Java オブジェクトにアンマーシャリンオブジェクトにアンマーシャリン
グするルールを定義します。グするルールを定義します。
     

org.apache.camel.spi.DataFormat jaxb = new 
org.apache.camel.model.dataformat.JaxbDataFormat("GeneratedPackageName");

from("SourceURL").unmarshal(jaxb)
.<FurtherProcessing>.to("TargetURL");

      GeneratedPackagename はは JAXB コンパイラーによって生成されたコンパイラーによって生成された Java パッケージの名前で、パッケージの名前で、
XML スキーマを表すスキーマを表す Java クラスが含まれます。クラスが含まれます。
     

      または、または、Spring XML では以下の通りです。では以下の通りです。
     

<camelContext id="jaxb" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <unmarshal>
      <jaxb prettyPrint="true" contextPath="GeneratedPackageName"/>
    </unmarshal>
    <to uri="TargetURL"/>
  </route>
</camelContext>

XMLBeans

      XML スキーマ型とスキーマ型と Java 型間の代替的なマッピングを提供します型間の代替的なマッピングを提供します (http://xmlbeans.apache.org/ をを
参照してください参照してください) 。。XMLBean では、アンマーシャリングはでは、アンマーシャリングは XML データ型をデータ型を Java オブジェクトに変オブジェクトに変
換し、マーシャリングは換し、マーシャリングは Java オブジェクトをオブジェクトを XML データ型に変換します。たとえば、データ型に変換します。たとえば、XMLBean を使を使
用して用して XML データをデータを Java オブジェクトにアンマーシャリングするには、以下のようなコードを使用オブジェクトにアンマーシャリングするには、以下のようなコードを使用
します。します。
     

from("SourceURL").unmarshal().xmlBeans()
.<FurtherProcessing>.to("TargetURL");

      または、または、Spring XML では以下の通りです。では以下の通りです。
     

<camelContext id="xmlBeans" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <unmarshal>
      <xmlBeans prettyPrint="true"/>
    </unmarshal>
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    <to uri="TargetURL"/>
  </route>
</camelContext>

XStream

      XML 型と型と Java 型間のもう型間のもう 1 つのマッピングを提供しますつのマッピングを提供します 
(http://www.xml.com/pub/a/2004/08/18/xstream.html を参照してくださいを参照してください) 。。XStream はシリアライはシリアライ
ゼーションライブラリーゼーションライブラリー (Java シリアライゼーションなどシリアライゼーションなど) で、で、Java オブジェクトをオブジェクトを XML に変換できに変換でき
るものです。るものです。XStream では、アンマーシャリングはでは、アンマーシャリングは XML データ型をデータ型を Java オブジェクトに変換し、オブジェクトに変換し、
マーシャリングはマーシャリングは Java オブジェクトをオブジェクトを XML データ型に変換します。データ型に変換します。
     

from("SourceURL").unmarshal().xstream()
.<FurtherProcessing>.to("TargetURL");

注記注記

       XStream データフォーマットは現在データフォーマットは現在 Spring XML ではサポートではサポート されませんされません。。
      

2.6.3. エンドポイントバインディングエンドポイントバインディング

バインディングの概要バインディングの概要

      Apache Camel において、において、バインディングバインディング とは、エンドポイントにコントラクトを結び付ける方法とは、エンドポイントにコントラクトを結び付ける方法
です。たとえばです。たとえば Data Format、、Content Enricher、または検証ステップを適用することでコントラクト、または検証ステップを適用することでコントラクト
を結び付けます。入力メッセージには条件または変換が適用され、出力メッセージには補完的な条件まを結び付けます。入力メッセージには条件または変換が適用され、出力メッセージには補完的な条件ま
たは変換が適用されます。たは変換が適用されます。
     

DataFormatBinding

      DataFormatBinding クラスは、特定のデータフォーマットをマーシャリングしたりアンマーシャリクラスは、特定のデータフォーマットをマーシャリングしたりアンマーシャリ
ングしたりするバインディングを定義する場合に有効ですングしたりするバインディングを定義する場合に有効です (「マーシャリングとアンマーシャリング」「マーシャリングとアンマーシャリング」 
を参照を参照)。この場合、バインディングの作成に必要なのは、コンストラクターに必要なデータフォー。この場合、バインディングの作成に必要なのは、コンストラクターに必要なデータフォー
マットへの参照を渡してマットへの参照を渡して DataFormatBinding インスタンスを作成することだけです。インスタンスを作成することだけです。
     

      たとえば、たとえば、例例2.2「「JAXB バインディング」バインディング」  のの XML DSL スニペットは、スニペットは、Apache Camel エンドポエンドポ
イントに関連付けられたときに、イントに関連付けられたときに、JAXB データフォーマットをマーシャリングおよびアンマーシャリンデータフォーマットをマーシャリングおよびアンマーシャリン
グできるバインディンググできるバインディング (ID はは jaxb) を示しています。を示しています。
     

例例2.2 JAXB バインディングバインディング

<beans ... >
    ...
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    <bean id="jaxb" class="org.apache.camel.processor.binding.DataFormatBinding">
        <constructor-arg ref="jaxbformat"/>
    </bean>

    <bean id="jaxbformat" class="org.apache.camel.model.dataformat.JaxbDataFormat">
        <property name="prettyPrint" value="true"/>
        <property name="contextPath" value="org.apache.camel.example"/>
    </bean>

</beans>

バインディングとエンドポイントの関連付けバインディングとエンドポイントの関連付け

      エンドポイントとバインディングを関連付けるには、以下の方法を使用できます。エンドポイントとバインディングを関連付けるには、以下の方法を使用できます。
     

        Binding URI
       

        コンポーネントコンポーネント
       

Binding URI

      バインディングをエンドポイントに関連付けるには、エンドポイントバインディングをエンドポイントに関連付けるには、エンドポイント URI にに 
binding:NameOfBinding を接頭辞として付けます。ここでを接頭辞として付けます。ここで NameOfBinding は、バインディングのは、バインディングの 
Bean ID になりますになります (例例: Spring XML で作成されたバインディングで作成されたバインディング Bean のの ID)。。
     

      たとえば、以下の例では、たとえば、以下の例では、ActiveMQ エンドポイントをエンドポイントを 例例2.2「「JAXB バインディング」バインディング」  で定義さで定義さ
れたれた JAXB バインディングに関連付ける方法を示しています。バインディングに関連付ける方法を示しています。
     

<beans ...>
    ...
    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
        <route>
            <from uri="binding:jaxb:activemq:orderQueue"/>
            <to uri="binding:jaxb:activemq:otherQueue"/>
        </route>
    </camelContext>
    ...
</beans>

BindingComponent

      接頭辞を使用してバインディングをエンドポイントに関連付ける代わりに、関連付けを暗黙的に行接頭辞を使用してバインディングをエンドポイントに関連付ける代わりに、関連付けを暗黙的に行
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い、バインディングがい、バインディングが URI に表示されないようにすることもできます。暗黙的なバインディングを持たに表示されないようにすることもできます。暗黙的なバインディングを持た
ない既存のエンドポイントの場合、最も簡単な方法はない既存のエンドポイントの場合、最も簡単な方法は BindingComponent クラスを使用してエンドポクラスを使用してエンドポ
イントをラップすることです。イントをラップすることです。
     

      たとえば、たとえば、jaxb バインディングをバインディングを activemq エンドポイントに関連付けるには、以下のように新しエンドポイントに関連付けるには、以下のように新し
いい BindingComponent インスタンスを定義します。インスタンスを定義します。
     

<beans ... >
    ...
    <bean id="jaxbmq" class="org.apache.camel.component.binding.BindingComponent">
        <constructor-arg ref="jaxb"/>
        <constructor-arg value="activemq:foo."/>
    </bean>

    <bean id="jaxb" class="org.apache.camel.processor.binding.DataFormatBinding">
        <constructor-arg ref="jaxbformat"/>
    </bean>

    <bean id="jaxbformat" class="org.apache.camel.model.dataformat.JaxbDataFormat">
        <property name="prettyPrint" value="true"/>
        <property name="contextPath" value="org.apache.camel.example"/>
    </bean>

</beans>

      jaxbmq のの 2 つ目のコンストラクター引数つ目のコンストラクター引数 (オプションオプション) でで URI 接頭辞を定義します。これで、この接頭辞を定義します。これで、この  
jaxbmq ID をエンドポイントをエンドポイント URI のスキームとして使用できるようになりました。たとえば、このバイのスキームとして使用できるようになりました。たとえば、このバイ
ンディングコンポーネントを使用して以下のルートを定義できます。ンディングコンポーネントを使用して以下のルートを定義できます。
     

<beans ...>
    ...
    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
        <route>
            <from uri="jaxbmq:firstQueue"/>
            <to uri="jaxbmq:otherQueue"/>
        </route>
    </camelContext>
    ...
</beans>

      上記のルートは、上記のルートは、Binding URI のアプローチを使用する以下のルートと同じです。のアプローチを使用する以下のルートと同じです。
     

<beans ...>
    ...
    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
        <route>
            <from uri="binding:jaxb:activemq:foo.firstQueue"/>
            <to uri="binding:jaxb:activemq:foo.otherQueue"/>
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        </route>
    </camelContext>
    ...
</beans>

注記注記

       カスタムのカスタムの Apache Camel コンポーネントを実装する開発者コンポーネントを実装する開発者
は、は、org.apache.camel.spi.HasBinding インターフェイスを継承するエンドポイントクインターフェイスを継承するエンドポイントク
ラスを実装することで、これを実現できます。ラスを実装することで、これを実現できます。
      

BindingComponent コンストラクターコンストラクター

      BindingComponent クラスは以下のコンストラクターをサポートします。クラスは以下のコンストラクターをサポートします。
     

public BindingComponent()

         無引数の形式です。プロパティー注入を使用してバインディングコンポーネントインスタンス無引数の形式です。プロパティー注入を使用してバインディングコンポーネントインスタンス
を設定します。を設定します。
        

public BindingComponent(Binding binding)

         このバインディングコンポーネントを指定されたこのバインディングコンポーネントを指定された Binding オブジェクトのオブジェクトの binding に関連付に関連付
けます。けます。
        

public BindingComponent(Binding binding, String uriPrefix)

         このバインディングコンポーネントを指定されたこのバインディングコンポーネントを指定された Binding オブジェクトのオブジェクトの binding、および、および 
URI 接頭辞接頭辞 uriPrefix に関連付けます。これが、最も一般的に使用されるコンストラクターです。に関連付けます。これが、最も一般的に使用されるコンストラクターです。
        

public BindingComponent(Binding binding, String uriPrefix, String uriPostfix)

         このコンストラクターは、追加のこのコンストラクターは、追加の URI ポストフィックスポストフィックス uriPostfix 引数をサポートします。引数をサポートします。
これは、このバインディングコンポーネントを使用して定義されたこれは、このバインディングコンポーネントを使用して定義された URI に自動的に追加されます。に自動的に追加されます。
        

カスタムバインディングの実装カスタムバインディングの実装

      マーシャリングおよびアンマーシャリングのデータフォーマットに使用されるマーシャリングおよびアンマーシャリングのデータフォーマットに使用される DataFormatBinding 
に加えて、独自のカスタムバインディングを実装することができます。カスタムバインディングを以下に加えて、独自のカスタムバインディングを実装することができます。カスタムバインディングを以下
のように定義します。のように定義します。
     

1. 
        org.apache.camel.Processor クラスを実装して、クラスを実装して、(from 要素に登場要素に登場) コンシューマーエンコンシューマーエン
ドポイントで受信するメッセージに対して変換を行います。ドポイントで受信するメッセージに対して変換を行います。
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2. 
        補完関係となる補完関係となる org.apache.camel.Processor クラスを実装して、プロデューサーエンドクラスを実装して、プロデューサーエンド
ポイントポイント (to 要素に登場要素に登場) から送信されるメッセージに対して逆変換を行います。から送信されるメッセージに対して逆変換を行います。
       

3. 
        org.apache.camel.spi.Binding インターフェイスを実装します。これは上記のプロセッインターフェイスを実装します。これは上記のプロセッ
サーインスタンスのファクトリーとして機能します。サーインスタンスのファクトリーとして機能します。
       

Binding インターフェイスインターフェイス

      例例2.3「「org.apache.camel.spi.Binding インターフェイス」インターフェイス」 はは org.apache.camel.spi.Binding イイ
ンターフェイスの定義を示しています。このインタフェースは、カスタムバインディングを定義するたンターフェイスの定義を示しています。このインタフェースは、カスタムバインディングを定義するた
めに実装する必要があります。めに実装する必要があります。
     

例例2.3 org.apache.camel.spi.Binding インターフェイスインターフェイス

// Java
package org.apache.camel.spi;

import org.apache.camel.Processor;

/**
 * Represents a <a href="http://camel.apache.org/binding.html">Binding</a> or contract
 * which can be applied to an Endpoint; such as ensuring that a particular
 * <a href="http://camel.apache.org/data-format.html">Data Format</a> is used on messages in 
and out of an endpoint.
 */
public interface Binding {

    /**
     * Returns a new {@link Processor} which is used by a producer on an endpoint to implement
     * the producer side binding before the message is sent to the underlying endpoint.
     */
    Processor createProduceProcessor();

    /**
     * Returns a new {@link Processor} which is used by a consumer on an endpoint to process the
     * message with the binding before its passed to the endpoint consumer producer.
     */
    Processor createConsumeProcessor();
}

バインディングを使うタイミングバインディングを使うタイミング

      バインディングは、多くの異なるエンドポイントに同じ種類の変換を適用する必要がある場合に有バインディングは、多くの異なるエンドポイントに同じ種類の変換を適用する必要がある場合に有
効です。効です。
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2.7. プロパティープレースホルダープロパティープレースホルダー

概要概要

     プロパティープレースホルダー機能は、さまざまなコンテキストプロパティープレースホルダー機能は、さまざまなコンテキスト (エンドポイントエンドポイント URI やや XML DSL 
要素の属性など要素の属性など) で文字列を置き換えるために使用できます。プレースホルダーの設定はで文字列を置き換えるために使用できます。プレースホルダーの設定は Java プロパプロパ
ティーファイルに格納されます。この機能は、異なるティーファイルに格納されます。この機能は、異なる Apache Camel アプリケーション間で設定を共アプリケーション間で設定を共
有する場合や、特定の設定を一元管理する場合に役立ちます。有する場合や、特定の設定を一元管理する場合に役立ちます。
    

     たとえば、以下のルートはリクエストをたとえば、以下のルートはリクエストを Web サーバーに送信します。このサーバーに送信します。この Web サーバーのホストサーバーのホスト
とポートは、プレースホルダーのとポートは、プレースホルダーの {{remote.host}} とと {{remote.port}} に置き換えられます。に置き換えられます。
    

from("direct:start").to("http://{{remote.host}}:{{remote.port}}");

     プレースホルダーの値は、以下のようにプレースホルダーの値は、以下のように Java プロパティーファイルに定義されています。プロパティーファイルに定義されています。
    

# Java properties file
remote.host=myserver.com
remote.port=8080

注記注記

      プロパティープレースホルダーはエンコーディングオプションをサポートし、プロパティープレースホルダーはエンコーディングオプションをサポートし、UTF-8 
などの特定の文字セットを使用して、などの特定の文字セットを使用して、.properties ファイルの読み取りを可能にします。ファイルの読み取りを可能にします。
ただし、デフォルトではただし、デフォルトでは ISO-8859-1 文字セットによる実装になります。文字セットによる実装になります。
     

     PropertyPlaceholders を使用したを使用した Apache Camel では、以下がサポートされます。では、以下がサポートされます。
    

       検索するキーと共にデフォルト値を指定する。検索するキーと共にデフォルト値を指定する。
      

       すべてのプレースホルダーキーがデフォルト値で設定されていて、それらが使用される場すべてのプレースホルダーキーがデフォルト値で設定されていて、それらが使用される場
合、合、PropertiesComponent を定義する必要がない。を定義する必要がない。
      

       サードパーティー関数を使用してプロパティー値を検索する。これにより、独自のロジッサードパーティー関数を使用してプロパティー値を検索する。これにより、独自のロジッ
クを実装できます。クを実装できます。
      

注記注記
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注記注記

        プロパティー値を検索する関数として、標準でプロパティー値を検索する関数として、標準で OS 環境変数、環境変数、JVM システシステ
ムプロパティー、サービス名イディオムのムプロパティー、サービス名イディオムの 3 つを提供します。つを提供します。
       

プロパティーファイルプロパティーファイル

     プロパティー設定はプロパティー設定は 1 つ以上のつ以上の Java プロパティーファイルに格納され、標準のプロパティーファイルに格納され、標準の Java プロパティープロパティー
ファイル形式に準拠する必要があります。各プロパティー設定は、それぞれ独立した行にファイル形式に準拠する必要があります。各プロパティー設定は、それぞれ独立した行に Key=Value 
の形式で表示されます。空白以外の最初の文字がの形式で表示されます。空白以外の最初の文字が # またはまたは ! から始まる行は、コメントとして扱われまから始まる行は、コメントとして扱われま
す。す。
    

     たとえば、プロパティーファイルはたとえば、プロパティーファイルは 例例2.4「プロパティーファイルの例」「プロパティーファイルの例」 のような内容になります。のような内容になります。
    

例例2.4 プロパティーファイルの例プロパティーファイルの例

# Property placeholder settings
# (in Java properties file format)
cool.end=mock:result
cool.result=result
cool.concat=mock:{{cool.result}}
cool.start=direct:cool
cool.showid=true

cheese.end=mock:cheese
cheese.quote=Camel rocks
cheese.type=Gouda

bean.foo=foo
bean.bar=bar

プロパティーの解決プロパティーの解決

     Properties コンポーネントは、ルート定義の中で使用を開始する前に、コンポーネントは、ルート定義の中で使用を開始する前に、1 つ以上のプロパティーつ以上のプロパティー
ファイルのロケーションを指定して設定しておく必要があります。以下のいずれかのリゾルバーを使用ファイルのロケーションを指定して設定しておく必要があります。以下のいずれかのリゾルバーを使用
して、プロパティー値を提供する必要があります。して、プロパティー値を提供する必要があります。
    

classpath:PathName,PathName,… 

        (デフォルトデフォルト) クラスパス上のロケーションを指定します。クラスパス上のロケーションを指定します。PathName は、フォワードスラッは、フォワードスラッ
シュを使用して区切られたファイルパス名です。シュを使用して区切られたファイルパス名です。
       

file:PathName,PathName,… 
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        ファイルシステムのロケーションを指定します。ファイルシステムのロケーションを指定します。PathName はフォワードスラッシュを使用しはフォワードスラッシュを使用し
て区切られたファイルパス名です。て区切られたファイルパス名です。
       

ref:BeanID

        レジストリーのレジストリーの java.util.Properties オブジェクトのオブジェクトの ID を指定します。を指定します。
       

blueprint:BeanID

        cm:property-placeholder Bean のの ID を指定します。このを指定します。この Bean は、は、OSGi Blueprint ファイファイ
ルのコンテキスト内で、ルのコンテキスト内で、OSGi Configuration Admin サービスで定義されたプロパティーにアクセサービスで定義されたプロパティーにアクセ
スするために使用されます。詳細は、スするために使用されます。詳細は、「「OSGi Blueprint プロパティープレースホルダーとの統合」プロパティープレースホルダーとの統合」 
を参照してください。を参照してください。
       

     たとえば、クラスパス上にあるたとえば、クラスパス上にある com/fusesource/cheese.properties プロパティーファイルとプロパティーファイルと 
com/fusesource/bar.properties プロパティーファイルを指定するには、以下のようなロケーション文プロパティーファイルを指定するには、以下のようなロケーション文
字列を使用します。字列を使用します。
    

com/fusesource/cheese.properties,com/fusesource/bar.properties

注記注記

      クラスパスリゾルバーはデフォルトで使用されるため、この例ではクラスパスリゾルバーはデフォルトで使用されるため、この例では classpath: 接頭接頭
辞は省略できます。辞は省略できます。
     

システムプロパティーと環境変数を使用したロケーションの指定システムプロパティーと環境変数を使用したロケーションの指定

     ロケーションロケーション PathName にに Java システムプロパティーおよびシステムプロパティーおよび O/S 環境変数を埋め込むことができ環境変数を埋め込むことができ
ます。ます。
    

     Java システムプロパティーは、システムプロパティーは、${PropertyName} 構文を使用してロケーションリゾルバーに埋め込構文を使用してロケーションリゾルバーに埋め込
むことができます。たとえば、むことができます。たとえば、 Red Hat JBoss Fuse のルートディレクトリーがのルートディレクトリーが Java システムプロパシステムプロパ
ティーティー karaf.home に保存されている場合、以下のようにそのディレクトリーの値をファイルロケーに保存されている場合、以下のようにそのディレクトリーの値をファイルロケー
ションに埋め込むことができます。ションに埋め込むことができます。
    

file:${karaf.home}/etc/foo.properties

     O/S 環境変数は、環境変数は、${env:VarName} 構文を使用してロケーションリゾルバーに埋め込むことができ構文を使用してロケーションリゾルバーに埋め込むことができ
ます。たとえば、ます。たとえば、Fuse のルートディレクトリーが環境変数のルートディレクトリーが環境変数 SMX_HOME に保存されている場合、以下に保存されている場合、以下
のようにそのディレクトリーの値をファイルロケーションに埋め込むことができます。のようにそのディレクトリーの値をファイルロケーションに埋め込むことができます。
    

file:${env:SMX_HOME}/etc/foo.properties
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Properties コンポーネントの設定コンポーネントの設定

     プロパティープレースホルダーの使用を開始する前に、プロパティープレースホルダーの使用を開始する前に、1 つ以上のプロパティーファイルのロケーつ以上のプロパティーファイルのロケー
ションを指定して、ションを指定して、Properties コンポーネントを設定する必要があります。コンポーネントを設定する必要があります。
    

     Java DSL では、以下のようにでは、以下のように Properties コンポーネントにプロパティーファイルのロケーションコンポーネントにプロパティーファイルのロケーション
を設定できます。を設定できます。
    

// Java
import org.apache.camel.component.properties.PropertiesComponent;
...
PropertiesComponent pc = new PropertiesComponent();
pc.setLocation("com/fusesource/cheese.properties,com/fusesource/bar.properties");
context.addComponent("properties", pc);

     addComponent() の呼び出しに示されているように、の呼び出しに示されているように、Properties コンポーネントの名前をコンポーネントの名前を 
properties に設定するに設定する 必要があります必要があります。。
    

     XML DSL では、以下のように専用のでは、以下のように専用の propertyPlacholder 要素を使用して要素を使用して Properties コンポーネンコンポーネン
トを設定できます。トを設定できます。
    

<camelContext ...>
   <propertyPlaceholder
      id="properties"
      location="com/fusesource/cheese.properties,com/fusesource/bar.properties"
   />
</camelContext>

     Properties コンポーネントの初期化時に見つからないコンポーネントの初期化時に見つからない .properties ファイルを、ファイルを、Properties コンコン
ポーネントに無視させる場合は、ポーネントに無視させる場合は、ignoreMissingLocation オプションをオプションを true に設定しますに設定します (通通
常、常、.properties ファイルが見つからない場合はエラーが発生しますファイルが見つからない場合はエラーが発生します)。。
    

     また、また、Java システムプロパティーまたはシステムプロパティーまたは O/S 環境変数を使用して、指定されたロケーションが見つ環境変数を使用して、指定されたロケーションが見つ
からないときにからないときに Properties コンポーネントが無視するようにする場合も、コンポーネントが無視するようにする場合も、ignoreMissingLocation オオ
プションをプションを true に設定することができます。に設定することができます。
    

プレースホルダー構文プレースホルダー構文

     Properties コンポーネントは、設定後はコンポーネントは、設定後は (適切なコンテキストで適切なコンテキストで) プレースホルダーを自動的に置きプレースホルダーを自動的に置き
換えます。プレースホルダーの構文は、以下のようにコンテキストによって異なります。換えます。プレースホルダーの構文は、以下のようにコンテキストによって異なります。
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       エンドポイントエンドポイント URI およびおよび Spring XML ファイルファイル: プレースホルダーはプレースホルダーは {{Key}} のようにのように
指定します。指定します。
      

       XML DSL の属性設定時の属性設定時: xs:string 属性は以下の構文で設定します。属性は以下の構文で設定します。
      

AttributeName="{{Key}}"

       その他の属性タイプその他の属性タイプ (xs:int またはまたは xs:boolean などなど) は、以下の構文を使用して設定するは、以下の構文を使用して設定する
必要があります。必要があります。
      

prop:AttributeName="Key"

       prop は、は、http://camel.apache.org/schema/placeholder 名前空間に関連付けられていま名前空間に関連付けられていま
す。す。
      

       Java DSL のの EIP オプション設定時オプション設定時: Java DSL でエンタープライズ統合パターンでエンタープライズ統合パターン (EIP) ココ
マンドにオプションを設定するには、流れるようなマンドにオプションを設定するには、流れるような DSL に以下のに以下の placeholder() 句を追加しま句を追加しま
す。す。
      

.placeholder("OptionName", "Key")

       Simple 言語式言語式: プレースホルダーはプレースホルダーは ${properties:Key}. のように指定します。のように指定します。
      

エンドポイントエンドポイント URI 内での置換内での置換

     ルートの中でエンドポイントルートの中でエンドポイント URI 文字列が現れると、そのエンドポイント文字列が現れると、そのエンドポイント URI を構文解析する最初を構文解析する最初
のステップは、常にプロパティープレースホルダーパーサーを適用することです。プレースホルダーのステップは、常にプロパティープレースホルダーパーサーを適用することです。プレースホルダー
パーサーは、二重かっこパーサーは、二重かっこ {{Key}} の間に表示されるプロパティー名を自動的に置換します。たとえの間に表示されるプロパティー名を自動的に置換します。たとえ
ば、ば、例例2.4「プロパティーファイルの例」「プロパティーファイルの例」 にあるプロパティー設定では、以下のようにルートを定義でにあるプロパティー設定では、以下のようにルートを定義で
きます。きます。
    

from("{{cool.start}}")
    .to("log:{{cool.start}}?showBodyType=false&showExchangeId={{cool.showid}}")
    .to("mock:{{cool.result}}");

     デフォルトでは、プレースホルダーパーサーはレジストリーからデフォルトでは、プレースホルダーパーサーはレジストリーから properties Bean ID を検索し、を検索し、
property コンポーネントを検索します。必要であれば、エンドポイントコンポーネントを検索します。必要であれば、エンドポイント URI でスキーマを明示的に指でスキーマを明示的に指
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定できます。たとえば、各エンドポイント定できます。たとえば、各エンドポイント URI に接頭辞に接頭辞 properties: を付けて、以下のように同等のを付けて、以下のように同等の
ルートを定義できます。ルートを定義できます。
    

from("properties:{{cool.start}}")
    .to("properties:log:{{cool.start}}?showBodyType=false&showExchangeId={{cool.showid}}")
    .to("properties:mock:{{cool.result}}");

     スキーマを明示的に指定する場合、スキーマを明示的に指定する場合、Properties コンポーネントにオプションを指定することもできコンポーネントにオプションを指定することもでき
ます。たとえば、プロパティーファイルのロケーションを上書きするために、以下のようにます。たとえば、プロパティーファイルのロケーションを上書きするために、以下のように location 
オプションを設定できます。オプションを設定できます。
    

from("direct:start").to("properties:{{bar.end}}?location=com/mycompany/bar.properties");

Spring XML ファイル内での置換ファイル内での置換

     XML DSL でで DSL 要素のさまざまな属性を設定するために、プロパティープレースホルダーを使用要素のさまざまな属性を設定するために、プロパティープレースホルダーを使用
することもできます。このコンテキストにおいても、プレースホルダー構文には二重かっこすることもできます。このコンテキストにおいても、プレースホルダー構文には二重かっこ {{Key}} をを
使用します。たとえば、以下のようにプロパティープレースホルダーを使用して使用します。たとえば、以下のようにプロパティープレースホルダーを使用して jmxAgent 要素を定義要素を定義
できます。できます。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <propertyPlaceholder id="properties" location="org/apache/camel/spring/jmx.properties"/>

    <!-- we can use property placeholders when we define the JMX agent -->
    <jmxAgent id="agent" registryPort="{{myjmx.port}}"
              usePlatformMBeanServer="{{myjmx.usePlatform}}"
              createConnector="true"
              statisticsLevel="RoutesOnly"
            />

    <route>
        <from uri="seda:start"/>
        <to uri="mock:result"/>
    </route>
</camelContext>

XML DSL 属性値の置換属性値の置換

     xs:string 型の属性値を指定するには、通常のプレースホルダー構文を使用できます型の属性値を指定するには、通常のプレースホルダー構文を使用できます (例例: <jmxAgent 
registryPort="{{myjmx.port}}" … >)。しかし、他の型の属性。しかし、他の型の属性 (例例: xs:int やや xs:boolean) については、については、
特別な構文特別な構文 prop:AttributeName="Key" を使用する必要があります。を使用する必要があります。
    

     たとえば、プロパティーファイルでたとえば、プロパティーファイルで stop.flag プロパティーの値がプロパティーの値が true に定義されている場合、こに定義されている場合、こ
のプロパティーを使用して以下のようにのプロパティーを使用して以下のように stopOnException ブール値属性を設定できます。ブール値属性を設定できます。
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<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xmlns:prop="http://camel.apache.org/schema/placeholder"
       ... >

    <bean id="illegal" class="java.lang.IllegalArgumentException">
        <constructor-arg index="0" value="Good grief!"/>
    </bean>

    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">

        <propertyPlaceholder id="properties"
                             location="classpath:org/apache/camel/component/properties/myprop.properties"
                             xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring"/>

        <route>
            <from uri="direct:start"/>
            <multicast prop:stopOnException="stop.flag">
                <to uri="mock:a"/>
                <throwException ref="damn"/>
                <to uri="mock:b"/>
            </multicast>
        </route>

    </camelContext>

</beans>

重要重要

      prop 接頭辞は、前述の例の接頭辞は、前述の例の beans 要素に示されるように、要素に示されるように、Spring ファイルのファイルの 
http://camel.apache.org/schema/placeholder 名前空間に明示的に割り当てられている名前空間に明示的に割り当てられている
必要があります。必要があります。
     

Java DSL におけるにおける EIP オプションの置換オプションの置換

     Java DSL でで EIP コマンドを呼び出す場合は、コマンドを呼び出す場合は、placeholder("OptionName", "Key") の形式のサブ句の形式のサブ句
を追加することで、プロパティープレースホルダーの値を使用したを追加することで、プロパティープレースホルダーの値を使用した EIP オプションの設定ができます。オプションの設定ができます。
    

     たとえば、プロパティーファイルでたとえば、プロパティーファイルで stop.flag プロパティーの値がプロパティーの値が true に定義されている場合、こに定義されている場合、こ
のプロパティーを使用して以下のようにのプロパティーを使用して以下のように Multicast EIP のの stopOnException オプションを設定できまオプションを設定できま
す。す。
    

from("direct:start")
    .multicast().placeholder("stopOnException", "stop.flag")
        .to("mock:a").throwException(new IllegalAccessException("Damn")).to("mock:b");
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Simple 言語式内での置換言語式内での置換

     Simple 言語の式の中でプロパティープレースホルダーを置換することもできますが、この場合プ言語の式の中でプロパティープレースホルダーを置換することもできますが、この場合プ
レースホルダーの構文はレースホルダーの構文は ${properties:Key} になります。たとえば、以下のようにしてになります。たとえば、以下のようにして Simple 式内の式内の 
cheese.quote プレースホルダーを置換できます。プレースホルダーを置換できます。
    

from("direct:start")
    .transform().simple("Hi ${body} do you think ${properties:cheese.quote}?");

     構文構文 ${properties:Key:DefaultVal} を使用すると、プロパティーのデフォルト値を指定できます。を使用すると、プロパティーのデフォルト値を指定できます。
以下に例を示します。以下に例を示します。
    

from("direct:start")
    .transform().simple("Hi ${body} do you think ${properties:cheese.quote:cheese is good}?");

     構文構文 ${properties-location:Location:Key} を使用して、プロパティーファイルのロケーションをを使用して、プロパティーファイルのロケーションを
オーバーライドすることもできます。たとえば、オーバーライドすることもできます。たとえば、com/mycompany/bar.properties プロパティーファプロパティーファ
イルの設定を使用して、イルの設定を使用して、bar.quote プレースホルダーを置き換えるには、以下のようにプレースホルダーを置き換えるには、以下のように Simple 式を定式を定
義します。義します。
    

from("direct:start")
    .transform().simple("Hi ${body}. ${properties-location:com/mycompany/bar.properties:bar.quote}.");

XML DSL 内でのプロパティープレースホルダーの使用内でのプロパティープレースホルダーの使用

     以前のリリースでは、以前のリリースでは、 XML DSL のプレースホルダーをサポートするためにのプレースホルダーをサポートするために xs:string 型の属性が使型の属性が使
用されていました。たとえば、用されていました。たとえば、timeout 属性は属性は xs:int 型になります。したがって、文字列の値をプレー型になります。したがって、文字列の値をプレー
スホルダーキーとして設定することはできませんでした。スホルダーキーとして設定することはできませんでした。
    

     Apache Camel 2.7 以降、特別なプレースホルダーの名前空間を使用することでそれが可能になりま以降、特別なプレースホルダーの名前空間を使用することでそれが可能になりま
した。以下の例は、その名前空間を使うためのした。以下の例は、その名前空間を使うための prop 接頭辞を示しています。これにより、接頭辞を示しています。これにより、XML DSL 
の属性にの属性に prop 接頭辞を付けて使用できます。接頭辞を付けて使用できます。
    

注記注記

      Multicast において、キーにおいて、キー stop を使用してプレースホルダーの値をオプションを使用してプレースホルダーの値をオプション 
stopOnException に設定しています。また、プロパティーファイルの中で以下の値を定に設定しています。また、プロパティーファイルの中で以下の値を定
義しています。義しています。
     

stop=true
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<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xmlns:prop="http://camel.apache.org/schema/placeholder"
       xsi:schemaLocation="
       http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans.xsd
       http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-spring.xsd
    ">

    <!-- Notice in the declaration above, we have defined the prop prefix as the Camel placeholder 
namespace -->

    <bean id="damn" class="java.lang.IllegalArgumentException">
        <constructor-arg index="0" value="Damn"/>
    </bean>

    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">

        <propertyPlaceholder id="properties"
                             location="classpath:org/apache/camel/component/properties/myprop.properties"
                             xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring"/>

        <route>
            <from uri="direct:start"/>
            <!-- use prop namespace, to define a property placeholder, which maps to
                 option stopOnException={{stop}} -->
            <multicast prop:stopOnException="stop">
                <to uri="mock:a"/>
                <throwException ref="damn"/>
                <to uri="mock:b"/>
            </multicast>
        </route>

    </camelContext>

</beans>

OSGi Blueprint プロパティープレースホルダーとの統合プロパティープレースホルダーとの統合

     Red Hat Fuse のの OSGi コンテナーにルートをデプロイする場合、コンテナーにルートをデプロイする場合、Apache Camel プロパティーププロパティープ
レースホルダーのメカニズムをレースホルダーのメカニズムを Fuse が持つが持つ Blueprint プロパティープレースホルダーのメカニズムとプロパティープレースホルダーのメカニズムと
統合できます統合できます (実際には、この統合はデフォルトで有効になっています実際には、この統合はデフォルトで有効になっています) 。統合のセットアップには、基。統合のセットアップには、基
本的に以下の本的に以下の 2 つの方法があります。つの方法があります。
    

       暗黙的な暗黙的な Blueprint の統合の統合
      

       明示的な明示的な Blueprint の統合の統合
      

暗黙的な暗黙的な Blueprint の統合の統合
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     OSGi Blueprint ファイル内でファイル内で camelContext 要素を定義すると、要素を定義すると、Apache Camel プロパティーププロパティープ
レースホルダーのメカニズムは自動的にレースホルダーのメカニズムは自動的に Blueprint プロパティープレースホルダーのメカニズムと統合プロパティープレースホルダーのメカニズムと統合
します。つまり、します。つまり、camelContext のスコープ内に現れるのスコープ内に現れる Apache Camel 構文に従ったプレースホルダー構文に従ったプレースホルダー 
(例例: {{cool.end}}) は、暗黙的には、暗黙的に blueprint property placeholder のメカニズムを検索することで解決さのメカニズムを検索することで解決さ
れます。れます。
    

     たとえば、たとえば、OSGi Blueprint ファイルで定義された以下のようなルートがあるとします。ルートの最ファイルで定義された以下のようなルートがあるとします。ルートの最
後のエンドポイントは、プロパティープレースホルダー後のエンドポイントは、プロパティープレースホルダー {{result}} で定義されています。で定義されています。
    

<blueprint xmlns="http://www.osgi.org/xmlns/blueprint/v1.0.0"
           xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
           xmlns:cm="http://aries.apache.org/blueprint/xmlns/blueprint-cm/v1.0.0"
           xsi:schemaLocation="
           http://www.osgi.org/xmlns/blueprint/v1.0.0 
https://www.osgi.org/xmlns/blueprint/v1.0.0/blueprint.xsd">

    <!-- OSGI blueprint property placeholder -->
    <cm:property-placeholder id="myblueprint.placeholder" persistent-id="camel.blueprint">
        <!-- list some properties for this test -->
        <cm:default-properties>
            <cm:property name="result" value="mock:result"/>
        </cm:default-properties>
    </cm:property-placeholder>

    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">
        <!-- in the route we can use {{ }} placeholders which will look up in blueprint,
             as Camel will auto detect the OSGi blueprint property placeholder and use it -->
        <route>
            <from uri="direct:start"/>
            <to uri="mock:foo"/>
            <to uri="{{result}}"/>
        </route>
    </camelContext>

</blueprint>

     Blueprint プロパティープレースホルダーのメカニズムは、プロパティープレースホルダーのメカニズムは、cm:property-placeholder Bean を作成を作成
することで初期化されます。上記の例では、することで初期化されます。上記の例では、cm:property-placeholder Bean はは camel.blueprint 永続永続
化化 ID に関連付けられています。永続化に関連付けられています。永続化 ID は、は、OSGi Configuration Admin サービスから関連するプロサービスから関連するプロ
パティーのグループを参照する標準的な方法です。つまり、パティーのグループを参照する標準的な方法です。つまり、cm:property-placeholder Bean 
は、は、camel.blueprint 永続化永続化 ID の下で定義されたすべてのプロパティーへのアクセスを提供します。一の下で定義されたすべてのプロパティーへのアクセスを提供します。一
部のプロパティーにデフォルト値を指定することもできます部のプロパティーにデフォルト値を指定することもできます (ネストされたネストされた cm:property 要素を使用し要素を使用し
ますます)。。
    

     Blueprint のコンテキストでは、のコンテキストでは、Apache Camel プレースホルダーのメカニズムはプレースホルダーのメカニズムは Bean レジストレジスト
リー内のリー内の cm:property-placeholder インスタンスを検索します。このインスタンスが見つかると、インスタンスを検索します。このインスタンスが見つかると、
Apache Camel プレースホルダーのメカニズムと自動的に統合され、プレースホルダーのメカニズムと自動的に統合され、{{result}} のようなプレースホルのようなプレースホル
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ダーはダーは Blueprint プロパティープレースホルダーのメカニズムに対してプロパティープレースホルダーのメカニズムに対して (この例ではこの例では 
myblueprint.placeholder Bean を通してを通して) キーを検索することで解決されます。キーを検索することで解決されます。
    

注記注記

      デフォルトのデフォルトの Blueprint プレースホルダー構文プレースホルダー構文 (Blueprint プロパティーに直接アクプロパティーに直接アク
セスするセスする) はは ${Key} です。そのため、です。そのため、camelContext 要素の要素の 範囲外範囲外 では、使用しなけれでは、使用しなけれ
ばならないプレースホルダー構文はばならないプレースホルダー構文は ${Key} になります。しかし、になります。しかし、camelContext 要素の要素の 
範囲内範囲内 では、使用しなければならないプレースホルダー構文はでは、使用しなければならないプレースホルダー構文は {{Key}} になります。になります。
     

明示的な明示的な Blueprint の統合の統合

     Apache Camel プロパティープレースホルダーのメカニズムがプロパティーを探す場所をさらに制プロパティープレースホルダーのメカニズムがプロパティーを探す場所をさらに制
御する場合は、御する場合は、propertyPlaceholder 要素を定義してリゾルバーのロケーションを明示的に指定できま要素を定義してリゾルバーのロケーションを明示的に指定できま
す。す。
    

     たとえば、以下のたとえば、以下の Blueprint の設定について考えるとします。この例は、明示的にの設定について考えるとします。この例は、明示的に  
propertyPlaceholder インスタンスを作成している点が前述の例とは異なっています。インスタンスを作成している点が前述の例とは異なっています。
    

<blueprint xmlns="http://www.osgi.org/xmlns/blueprint/v1.0.0"
           xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
           xmlns:cm="http://aries.apache.org/blueprint/xmlns/blueprint-cm/v1.0.0"
           xsi:schemaLocation="
           http://www.osgi.org/xmlns/blueprint/v1.0.0 
">https://www.osgi.org/xmlns/blueprint/v1.0.0/blueprint.xsd">

    <!-- OSGI blueprint property placeholder -->
    <cm:property-placeholder id="myblueprint.placeholder" persistent-id="camel.blueprint">
        <!-- list some properties for this test -->
        <cm:default-properties>
            <cm:property name="result" value="mock:result"/>
        </cm:default-properties>
    </cm:property-placeholder>

    <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">

        <!-- using Camel properties component and refer to the blueprint property placeholder by its id --
>
        <propertyPlaceholder id="properties" location="blueprint:myblueprint.placeholder"/>

        <!-- in the route we can use {{ }} placeholders which will lookup in blueprint -->
        <route>
            <from uri="direct:start"/>
            <to uri="mock:foo"/>
            <to uri="{{result}}"/>
        </route>
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    </camelContext>

</blueprint>

     前述の例では、前述の例では、propertyPlaceholder 要素は、場所を要素は、場所を blueprint:myblueprint.placeholder に設定すに設定す
ることにより、使用するることにより、使用する cm:property-placeholder Bean を明示的に指定します。つまり、を明示的に指定します。つまり、blueprint: 
リゾルバーは、リゾルバーは、cm:property-placeholder Bean のの ID myblueprint.placeholder を明示的に参照しまを明示的に参照しま
す。す。
    

     このスタイルによる設定は、このスタイルによる設定は、Blueprint ファイルに複数のファイルに複数の cm:property-placeholder Bean が定義さが定義さ
れていて、どれを使用すべきかを指定する必要がある場合に有効です。また、ロケーションをコンマ区れていて、どれを使用すべきかを指定する必要がある場合に有効です。また、ロケーションをコンマ区
切りのリストで指定することで、複数のロケーションからプロパティーを取得することも可能になりま切りのリストで指定することで、複数のロケーションからプロパティーを取得することも可能になりま
す。たとえば、す。たとえば、cm:property-placeholder Bean とクラスパス上のプロパティーファイルとクラスパス上のプロパティーファイル 
myproperties.properties の両方からプロパティーを検索する場合、以下のようにの両方からプロパティーを検索する場合、以下のように 
propertyPlaceholder 要素を定義します。要素を定義します。
    

<propertyPlaceholder id="properties"
  location="blueprint:myblueprint.placeholder,classpath:myproperties.properties"/>

Spring プロパティープレースホルダーとの統合プロパティープレースホルダーとの統合

     Spring XML ファイルのファイルの XML DSL を使用してを使用して Apache Camel アプリケーションを定義している場アプリケーションを定義している場
合、合、org.apache.camel.spring.spi.BridgePropertyPlaceholderConfigurer 型の型の Spring Bean を宣言を宣言
することで、することで、Apache Camel プロパティープレースホルダーのメカニズムをプロパティープレースホルダーのメカニズムを Spring プロパティーププロパティープ
レースホルダーのメカニズムと統合できます。レースホルダーのメカニズムと統合できます。
    

     BridgePropertyPlaceholderConfigurer を定義します。これは、を定義します。これは、Spring XML ファイルのファイルの Apache 
Camel のの propertyPlaceholder 要素と要素と Spring のの ctx:property-placeholder 要素の両方を置き換えま要素の両方を置き換えま
す。その後、す。その後、Spring のの ${PropName} 構文または構文または Apache Camel のの {{PropName}} 構文のいずれかを構文のいずれかを
使用して、設定したプロパティーを参照できます。使用して、設定したプロパティーを参照できます。
    

     たとえば、たとえば、cheese.properties ファイルからプロパティー設定を読み取るブリッジプロパティープファイルからプロパティー設定を読み取るブリッジプロパティープ
レースホルダーを定義するとします。レースホルダーを定義するとします。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
    xmlns:ctx="http://www.springframework.org/schema/context"
    xsi:schemaLocation="
        http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans.xsd
        http://www.springframework.org/schema/context 
http://www.springframework.org/schema/context/spring-context.xsd">

  <!-- Bridge Spring property placeholder with Camel -->
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  <!-- Do not use <ctx:property-placeholder ... > at the same time -->
  <bean id="bridgePropertyPlaceholder"
        class="org.apache.camel.spring.spi.BridgePropertyPlaceholderConfigurer">
    <property name="location"
              value="classpath:org/apache/camel/component/properties/cheese.properties"/>
  </bean>

  <!-- A bean that uses Spring property placeholder -->
  <!-- The ${hi} is a spring property placeholder -->
  <bean id="hello" class="org.apache.camel.component.properties.HelloBean">
    <property name="greeting" value="${hi}"/>
  </bean>

  <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <!-- Use Camel's property placeholder {{ }} style -->
    <route>
      <from uri="direct:{{cool.bar}}"/>
      <bean ref="hello"/>
      <to uri="{{cool.end}}"/>
    </route>
  </camelContext>

</beans>

注記注記

      または、または、Spring プロパティーファイルを指すようプロパティーファイルを指すよう
に、に、BridgePropertyPlaceholderConfigurer のの location 属性を設定することもできま属性を設定することもできま
す。す。Spring プロパティーファイルの構文は完全にサポートされます。プロパティーファイルの構文は完全にサポートされます。
     

2.8. スレッドモデルスレッドモデル

Java スレッドプールスレッドプール API

     Apache Camel のスレッドモデルは、強力なのスレッドモデルは、強力な Java 並行処理並行処理 API パッケージパッケージ java.util.concurrent にに
基づいています。この基づいています。この API は、は、Sun のの JDK 1.5 で初めて利用可能になったものです。こので初めて利用可能になったものです。この API の主要の主要
なインターフェイスは、スレッドプールを表すなインターフェイスは、スレッドプールを表す ExecutorService インターフェイスです。並行処理インターフェイスです。並行処理 API 
を使用すると、幅広いシナリオに対応する、さまざまな種類のスレッドプールを作成できます。を使用すると、幅広いシナリオに対応する、さまざまな種類のスレッドプールを作成できます。
    

Apache Camel スレッドプールスレッドプール API

     Apache Camel スレッドプールスレッドプール API はは Java 並行処理並行処理 API 上で構築されており、上で構築されており、Apache Camel アア
プリケーションのすべてのスレッドプールに対して中心的なファクトリープリケーションのすべてのスレッドプールに対して中心的なファクトリー 
(org.apache.camel.spi.ExecutorServiceManager 型型) が提供されます。このような方法でスレッドが提供されます。このような方法でスレッド
プールの作成を一元化することには、以下のようにいくつかの利点があります。プールの作成を一元化することには、以下のようにいくつかの利点があります。
    

第第2章章 ルート構築の基本原則ルート構築の基本原則

95

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/api/java/util/concurrent/package-summary.html


       ユーティリティークラスを使用することで、スレッドプールの作成を簡素化できる。ユーティリティークラスを使用することで、スレッドプールの作成を簡素化できる。
      

       スレッドプールを正常なシャットダウンに統合できる。スレッドプールを正常なシャットダウンに統合できる。
      

       スレッドに有益な名前を自動的に付与できる。これは、ロギングと管理に役立ちます。スレッドに有益な名前を自動的に付与できる。これは、ロギングと管理に役立ちます。
      

コンポーネントのスレッドモデルコンポーネントのスレッドモデル

     SEDA、、JMS、、Jetty など、など、Apache Camel コンポーネントには本質的にマルチスレッドなものがあコンポーネントには本質的にマルチスレッドなものがあ
ります。こうしたコンポーネントはすべてります。こうしたコンポーネントはすべて Apache Camel のスレッドモデルとスレッドプールのスレッドモデルとスレッドプール API をを
使用して実装されています。使用して実装されています。
    

     独自の独自の Apache Camel コンポーネントを実装しようとしている場合、マルチスレッドなコードはコンポーネントを実装しようとしている場合、マルチスレッドなコードは 
Apache Camel のスレッドモデルと統合することが推奨されます。たとえば、コンポーネントにスレッのスレッドモデルと統合することが推奨されます。たとえば、コンポーネントにスレッ
ドプールが必要な場合は、ドプールが必要な場合は、CamelContext のの ExecutorServiceManager オブジェクトを使用して作成オブジェクトを使用して作成
することが推奨されます。することが推奨されます。
    

プロセッサーのスレッドモデルプロセッサーのスレッドモデル

     Apache Camel の標準プロセッサーの中には、デフォルトで独自のスレッドプールを作成するものの標準プロセッサーの中には、デフォルトで独自のスレッドプールを作成するもの
があります。これらのスレッド対応プロセッサーもがあります。これらのスレッド対応プロセッサーも Apache Camel のスレッドモデルと統合されておのスレッドモデルと統合されてお
り、使用するスレッドプールのカスタマイズを可能にするさまざまなオプションを提供しています。り、使用するスレッドプールのカスタマイズを可能にするさまざまなオプションを提供しています。
    

     表表2.8「プロセッサーのマルチスレッドオプション」「プロセッサーのマルチスレッドオプション」 では、では、Apache Camel に組み込まれているスに組み込まれているス
レッド対応のプロセッサーでスレッドプールを制御および設定するためのさまざまなオプションをまとレッド対応のプロセッサーでスレッドプールを制御および設定するためのさまざまなオプションをまと
めています。めています。
    

表表2.8 プロセッサーのマルチスレッドオプションプロセッサーのマルチスレッドオプション

プロセッサープロセッサー Java DSL XML DSL

aggregate
parallelProcessing()
executorService()
executorServiceRef()

@parallelProcessing
@executorServiceRef
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multicast
parallelProcessing()
executorService()
executorServiceRef()

@parallelProcessing
@executorServiceRef

recipientList
parallelProcessing()
executorService()
executorServiceRef()

@parallelProcessing
@executorServiceRef

split
parallelProcessing()
executorService()
executorServiceRef()

@parallelProcessing
@executorServiceRef

threads
executorService()
executorServiceRef()
poolSize()
maxPoolSize()
keepAliveTime()
timeUnit()
maxQueueSize()
rejectedPolicy()

@executorServiceRef
@poolSize
@maxPoolSize
@keepAliveTime
@timeUnit
@maxQueueSize
@rejectedPolicy

wireTap
wireTap(String uri, 
ExecutorService 
executorService)
wireTap(String uri, String 
executorServiceRef)

@executorServiceRef

プロセッサープロセッサー Java DSL XML DSL

threads DSL オプションオプション

     threads プロセッサーは汎用のプロセッサーは汎用の DSL コマンドであり、ルートにスレッドプールを導入するために使コマンドであり、ルートにスレッドプールを導入するために使
用できます。スレッドプールをカスタマイズするために、以下のオプションをサポートしています。用できます。スレッドプールをカスタマイズするために、以下のオプションをサポートしています。
    

poolSize()

        プールの最小スレッド数プールの最小スレッド数 (および初期プールサイズおよび初期プールサイズ)。。
       

maxPoolSize()

        プールの最大スレッド数。プールの最大スレッド数。
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keepAliveTime()

        スレッドがこの期間スレッドがこの期間 (秒単位で指定秒単位で指定) よりも長い間アイドル状態になっている場合、スレッドをよりも長い間アイドル状態になっている場合、スレッドを
終了させる。終了させる。
       

timeUnit()

        keep alive の時間単位。の時間単位。java.util.concurrent.TimeUnit タイプを使用して指定します。タイプを使用して指定します。
       

maxQueueSize()

        このスレッドプールが受信タスクキューに保持できる保留中の最大タスク数。このスレッドプールが受信タスクキューに保持できる保留中の最大タスク数。
       

rejectedPolicy()

        受信タスクキューが満杯の場合に実行すべきアクションを指定する。受信タスクキューが満杯の場合に実行すべきアクションを指定する。表表2.10「スレッドプール「スレッドプール
ビルダーのオプション」ビルダーのオプション」 を参照してください。を参照してください。
       

注記注記

      前述のスレッドプールのオプションは、前述のスレッドプールのオプションは、executorServiceRef オプションと互換性がオプションと互換性が 
ありませんありません (たとえば、これらのオプションを使用して、たとえば、これらのオプションを使用して、executorServiceRef オプショオプショ
ンで参照されるスレッドプールの設定を上書きすることはできませんンで参照されるスレッドプールの設定を上書きすることはできません)。この。この DSL の制の制
約は約は Apache Camel が検証することで強制されます。が検証することで強制されます。
     

デフォルトのスレッドプールの作成デフォルトのスレッドプールの作成

     スレッド対応プロセッサーに対してデフォルトのスレッドプールを作成するにスレッド対応プロセッサーに対してデフォルトのスレッドプールを作成するに
は、は、parallelProcessing オプションを有効にします。オプションを有効にします。Java DSL ではでは parallelProcessing() サブ句を、サブ句を、
XML DSL ではでは parallelProcessing 属性を使用します。属性を使用します。
    

     たとえば、たとえば、Java DSL では、以下のようにデフォルトのスレッドプールを使用してでは、以下のようにデフォルトのスレッドプールを使用して multicast プロプロ
セッサーを呼び出すことができますセッサーを呼び出すことができます (スレッドプールはマルチキャストの宛先を同時に処理するためにスレッドプールはマルチキャストの宛先を同時に処理するために
使用されます使用されます)。。
    

from("direct:start")
  .multicast().parallelProcessing()
    .to("mock:first")
    .to("mock:second")
    .to("mock:third");

     以下のように以下のように XML DSL で同じルートを定義できます。で同じルートを定義できます。
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<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <multicast parallelProcessing="true">
            <to uri="mock:first"/>
            <to uri="mock:second"/>
            <to uri="mock:third"/>
        </multicast>
    </route>
</camelContext>

デフォルトスレッドプールプロファイルの設定デフォルトスレッドプールプロファイルの設定

     デフォルトのスレッドプールは、スレッドファクトリーがデフォルトのスレッドプールは、スレッドファクトリーがデフォルトスレッドプールプロファイルデフォルトスレッドプールプロファイル 
から設定を取得することによって自動的に作成されます。デフォルトスレッドプールプロファイルが持から設定を取得することによって自動的に作成されます。デフォルトスレッドプールプロファイルが持
つ設定は、つ設定は、 表表2.9「デフォルトスレッドプールプロファイルの設定」「デフォルトスレッドプールプロファイルの設定」 に示す通りですに示す通りです (これらの設定はこれらの設定は
アプリケーションコードによって変更されていないことを前提としますアプリケーションコードによって変更されていないことを前提とします)。。
    

表表2.9 デフォルトスレッドプールプロファイルの設定デフォルトスレッドプールプロファイルの設定

スレッドオプションスレッドオプション デフォルト値デフォルト値

maxQueueSize 1000

poolSize 10

maxPoolSize 20

keepAliveTime 60 (秒秒)

rejectedPolicy CallerRuns

デフォルトスレッドプールプロファイルの変更デフォルトスレッドプールプロファイルの変更

     デフォルトスレッドプールプロファイルの設定を変更することで、後続のすべてのデフォルトスデフォルトスレッドプールプロファイルの設定を変更することで、後続のすべてのデフォルトス
レッドプールをカスタムの設定で作成することができます。プロファイルはレッドプールをカスタムの設定で作成することができます。プロファイルは Java またはまたは Spring XML 
のどちらでも変更できます。のどちらでも変更できます。
    

     たとえば、たとえば、Java DSL では、以下のようにデフォルトスレッドプールプロファイルのでは、以下のようにデフォルトスレッドプールプロファイルの poolSize オプオプ
ションとションと maxQueueSize オプションをカスタマイズできます。オプションをカスタマイズできます。
    

// Java
import org.apache.camel.spi.ExecutorServiceManager;
import org.apache.camel.spi.ThreadPoolProfile;
...
ExecutorServiceManager manager = context.getExecutorServiceManager();
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ThreadPoolProfile defaultProfile = manager.getDefaultThreadPoolProfile();

// Now, customize the profile settings.
defaultProfile.setPoolSize(3);
defaultProfile.setMaxQueueSize(100);
...

     XML DSL では、以下のようにデフォルトスレッドプールプロファイルをカスタマイズできます。では、以下のようにデフォルトスレッドプールプロファイルをカスタマイズできます。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <threadPoolProfile
        id="changedProfile"
        defaultProfile="true"
        poolSize="3"
        maxQueueSize="100"/>
    ...
</camelContext>

     前述の前述の XML DSL の例ではの例では defaultProfile 属性を属性を true に設定することが不可欠です。そうしないに設定することが不可欠です。そうしない
と、そのスレッドプールプロファイルはデフォルトスレッドプールプロファイルを置き換えるのではなと、そのスレッドプールプロファイルはデフォルトスレッドプールプロファイルを置き換えるのではな
く、カスタムのスレッドプールプロファイルとして扱われてしまいますく、カスタムのスレッドプールプロファイルとして扱われてしまいます (「カスタムスレッドプールプ「カスタムスレッドプールプ
ロファイルの作成」ロファイルの作成」 を参照を参照)。。
    

プロセッサーのスレッドプールのカスタマイズプロセッサーのスレッドプールのカスタマイズ

     executorService またはまたは executorServiceRef オプションのいずれかを使用オプションのいずれかを使用 (parallelProcessing オオ
プションの代わりにこれらのオプションを使用プションの代わりにこれらのオプションを使用) することで、スレッド対応のプロセッサーにスレッドすることで、スレッド対応のプロセッサーにスレッド
プールを直接指定することもできます。以下のように、プロセッサーのスレッドプールをカスタマイズプールを直接指定することもできます。以下のように、プロセッサーのスレッドプールをカスタマイズ
するにはするには 2 つの方法があります。つの方法があります。
    

       カスタムスレッドプールの値の指定カスタムスレッドプールの値の指定 - ExecutorService (スレッドプールスレッドプール) インスタンスをインスタンスを
明示的に作成し、これを明示的に作成し、これを executorService オプションに渡します。オプションに渡します。
      

       カスタムスレッドプールプロファイルの指定カスタムスレッドプールプロファイルの指定 - カスタムスレッドプールファクトリーを作カスタムスレッドプールファクトリーを作
成して登録します。成して登録します。executorServiceRef オプションを使用してこのファクトリーを参照するオプションを使用してこのファクトリーを参照する
と、プロセッサーは自動的にそのファクトリーを使用して、カスタムスレッドプールインスタと、プロセッサーは自動的にそのファクトリーを使用して、カスタムスレッドプールインスタ
ンスを作成します。ンスを作成します。
      

     Bean ID をを executorServiceRef オプションに渡すと、スレッド対応のプロセッサーはまずそのオプションに渡すと、スレッド対応のプロセッサーはまずその ID 
を持つカスタムスレッドプールをレジストリーの中から検索します。そのを持つカスタムスレッドプールをレジストリーの中から検索します。その ID でスレッドプールが登録でスレッドプールが登録
されていない場合、プロセッサーはレジストリーの中からカスタムスレッドプールプロファイルを検索されていない場合、プロセッサーはレジストリーの中からカスタムスレッドプールプロファイルを検索
し、そのカスタムスレッドプールプロファイルを使用してカスタムスレッドプールをインスタンス化しし、そのカスタムスレッドプールプロファイルを使用してカスタムスレッドプールをインスタンス化し
ます。ます。
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カスタムスレッドプールの作成カスタムスレッドプールの作成

     カスタムスレッドプールは、カスタムスレッドプールは、java.util.concurrent.ExecutorService 型の任意のスレッドプールで型の任意のスレッドプールで
す。す。Apache Camel では、スレッドプールインスタンスを作成する上で以下の方法が推奨されていまでは、スレッドプールインスタンスを作成する上で以下の方法が推奨されていま
す。す。
    

       org.apache.camel.builder.ThreadPoolBuilder ユーティリティーを使用して、スレッドユーティリティーを使用して、スレッド
プールクラスをビルドします。プールクラスをビルドします。
      

       現在の現在の CamelContext からから org.apache.camel.spi.ExecutorServiceManager インスタンインスタン
スを使用して、スレッドプールクラスを作成します。スを使用して、スレッドプールクラスを作成します。
      

     ThreadPoolBuilder は実際にはは実際には ExecutorServiceManager インスタンスを使用して定義されているインスタンスを使用して定義されている
ため、究極的にはため、究極的には 2 つのアプローチには大きな違いはありません。通常、つのアプローチには大きな違いはありません。通常、ThreadPoolBuilder が推奨さが推奨さ
れます。これは、より単純なアプローチを提供するためです。ただし、れます。これは、より単純なアプローチを提供するためです。ただし、ExecutorServiceManager インイン
スタンスディレクトリーにアクセスするだけで作成できるスレッドスタンスディレクトリーにアクセスするだけで作成できるスレッド( ScheduledExecutorService)が少が少
なくともなくとも 1 つあります。つあります。
    

     表表2.10「スレッドプールビルダーのオプション」「スレッドプールビルダーのオプション」 は、は、ThreadPoolBuilder クラスがサポートするオクラスがサポートするオ
プションを示します。これらのオプションは、新しいカスタムスレッドプールを定義する際に設定できプションを示します。これらのオプションは、新しいカスタムスレッドプールを定義する際に設定でき
ます。ます。
    

表表2.10 スレッドプールビルダーのオプションスレッドプールビルダーのオプション

Builder オプションオプション 説明説明

maxQueueSize() このスレッドプールが受信タスクキューに保持でき
る保留中の最大タスク数を設定します。-1 の値は上
限なしキューを指定します。デフォルト値はデフォ
ルトスレッドプールプロファイルから取得されま
す。

poolSize() プールの最小スレッド数を設定します (これは初期
プールサイズにもなります)。デフォルト値はデフォ
ルトスレッドプールプロファイルから取得されま
す。

maxPoolSize() プールで使用できる最大スレッド数を設定します。
デフォルト値はデフォルトスレッドプールプロファ
イルから取得されます。
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keepAliveTime() スレッドがこの期間 (秒単位で指定) よりも長い間ア
イドル状態になっている場合、スレッドを終了させ
る。これにより、負荷が軽くなるとスレッドプール
が縮小されます。デフォルト値はデフォルトスレッ
ドプールプロファイルから取得されます。

rejectedPolicy() 受信タスクキューが満杯の場合に実行すべきアク
ションを指定する。以下の 4 つの値から指定できま
す。

CallerRuns
(デフォルト値デフォルト値) 呼び出し元のスレッドを使用し
て、最後に受信したタスクを実行します。しか
し、このオプションでは最後に受信したタスクの
処理が完了するまで、呼び出し元のスレッドがそ
れ以上のタスク受信をブロックします。

Abort
例外を発生させて、最後に受信したタスクを中断
します。

Discard
例外を発生させずに、最後に受信したタスクを破
棄します。

DiscardOldest
最も古い未処理のタスクを破棄して、最後に受信
したタスクをタスクキューに入れようと試みま
す。

build() カスタムスレッドプールの構築を終了し、build() に
引数として指定された ID の下に新しいスレッドプー
ルを登録します。

Builder オプションオプション 説明説明

     Java DSL では、以下のようにでは、以下のように ThreadPoolBuilder を使用してカスタムスレッドプールを定義できを使用してカスタムスレッドプールを定義でき
ます。ます。
    

// Java
import org.apache.camel.builder.ThreadPoolBuilder;
import java.util.concurrent.ExecutorService;
...
ThreadPoolBuilder poolBuilder = new ThreadPoolBuilder(context);
ExecutorService customPool = 
poolBuilder.poolSize(5).maxPoolSize(5).maxQueueSize(100).build("customPool");
...

from("direct:start")
  .multicast().executorService(customPool)
    .to("mock:first")
    .to("mock:second")
    .to("mock:third");
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     オブジェクト参照オブジェクト参照 customPool を直接を直接 executorService() オプションに渡す代わりに、以下のようオプションに渡す代わりに、以下のよう
にに Bean ID をを executorServiceRef() オプションに渡すことで、レジストリーの中からスレッドプールオプションに渡すことで、レジストリーの中からスレッドプール
を検索できます。を検索できます。
    

// Java
from("direct:start")
  .multicast().executorServiceRef("customPool")
    .to("mock:first")
    .to("mock:second")
    .to("mock:third");

     XML DSL では、では、threadPool 要素を使用して要素を使用して ThreadPoolBuilder にアクセスします。その後、以下にアクセスします。その後、以下
のようにのように executorServiceRef 属性を使用して属性を使用して Spring レジストリーでスレッドプールをレジストリーでスレッドプールを ID で検索するで検索する
ことで、カスタムスレッドプールを参照できます。ことで、カスタムスレッドプールを参照できます。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <threadPool id="customPool"
                poolSize="5"
                maxPoolSize="5"
                maxQueueSize="100" />

    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <multicast executorServiceRef="customPool">
            <to uri="mock:first"/>
            <to uri="mock:second"/>
            <to uri="mock:third"/>
        </multicast>
    </route>
</camelContext>

カスタムスレッドプールプロファイルの作成カスタムスレッドプールプロファイルの作成

     多くのカスタムスレッドプールインスタンスを作成する場合は、スレッドプールのファクトリーと多くのカスタムスレッドプールインスタンスを作成する場合は、スレッドプールのファクトリーと
して機能するカスタムスレッドプールプロファイルを定義しておくと便利です。スレッド対応プロセッして機能するカスタムスレッドプールプロファイルを定義しておくと便利です。スレッド対応プロセッ
サーからスレッドプールプロファイルを参照するだけで、プロセッサーは自動的にそのプロファイルをサーからスレッドプールプロファイルを参照するだけで、プロセッサーは自動的にそのプロファイルを
使用して新しいスレッドプールインスタンスを作成します。カスタムスレッドプールプロファイルは、使用して新しいスレッドプールインスタンスを作成します。カスタムスレッドプールプロファイルは、
Java DSL またはまたは XML DSL のどちらでも定義できます。のどちらでも定義できます。
    

     たとえば、たとえば、Java DSL では、以下のようにしてでは、以下のようにして Bean ID customProfile を持つカスタムスレッドプーを持つカスタムスレッドプー
ルプロファイルを作成し、ルート内でそのプロファイルを参照できます。ルプロファイルを作成し、ルート内でそのプロファイルを参照できます。
    

// Java
import org.apache.camel.spi.ThreadPoolProfile;
import org.apache.camel.impl.ThreadPoolProfileSupport;
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...
// Create the custom thread pool profile
ThreadPoolProfile customProfile = new ThreadPoolProfileSupport("customProfile");
customProfile.setPoolSize(5);
customProfile.setMaxPoolSize(5);
customProfile.setMaxQueueSize(100);
context.getExecutorServiceManager().registerThreadPoolProfile(customProfile);
...
// Reference the custom thread pool profile in a route
from("direct:start")
  .multicast().executorServiceRef("customProfile")
    .to("mock:first")
    .to("mock:second")
    .to("mock:third");

     XML DSL では、では、threadPoolProfile 要素を使用してカスタムプールプロファイルを作成します要素を使用してカスタムプールプロファイルを作成します (これこれ
はデフォルトスレッドプールプロファイルはデフォルトスレッドプールプロファイル ではないではない ため、ここではため、ここでは defaultProfile オプションをデオプションをデ
フォルトでフォルトで false に設定しますに設定します)。以下のようにして、。以下のようにして、Bean ID customProfile を持つカスタムスレッドを持つカスタムスレッド
プールプロファイルを作成し、ルート内でそのプロファイルを参照できます。プールプロファイルを作成し、ルート内でそのプロファイルを参照できます。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <threadPoolProfile
                id="customProfile"
                poolSize="5"
                maxPoolSize="5"
                maxQueueSize="100" />

    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <multicast executorServiceRef="customProfile">
            <to uri="mock:first"/>
            <to uri="mock:second"/>
            <to uri="mock:third"/>
        </multicast>
    </route>
</camelContext>

コンポーネント間でのスレッドプールの共有コンポーネント間でのスレッドプールの共有

     File やや FTP など、標準のポーリングベースのコンポーネントの中には、使用するスレッドプールをなど、標準のポーリングベースのコンポーネントの中には、使用するスレッドプールを
指定できるものがあります。これにより、異なるコンポーネントが同じスレッドプールを共有すること指定できるものがあります。これにより、異なるコンポーネントが同じスレッドプールを共有すること
が可能となり、が可能となり、JVM 内のスレッド総数を削減することができます。内のスレッド総数を削減することができます。
    

     たとえば、たとえば、Apache Camel Component Reference Guide のの File2 とと Apache Camel Component 
Reference Guide のの Ftp2 はどちらもはどちらも scheduledExecutorService プロパティーを公開しており、コンプロパティーを公開しており、コン
ポーネントのポーネントの ExecutorService オブジェクトを指定するために使用できます。オブジェクトを指定するために使用できます。
    

スレッド名のカスタマイズスレッド名のカスタマイズ
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     アプリケーションのログをより読みやすくするために、スレッド名アプリケーションのログをより読みやすくするために、スレッド名 (ログ内でスレッドを識別するたログ内でスレッドを識別するた
めに使用されるものめに使用されるもの) をカスタマイズすることが推奨されます。スレッド名をカスタマイズするにをカスタマイズすることが推奨されます。スレッド名をカスタマイズするに
は、は、ExecutorServiceStrategy クラスまたはクラスまたは ExecutorServiceManager クラスのクラスの 
setThreadNamePattern メソッドを呼び出すことで、メソッドを呼び出すことで、スレッド名パターンスレッド名パターン を設定します。または、スを設定します。または、ス
レッド名パターンを設定するより簡単な方法として、レッド名パターンを設定するより簡単な方法として、CamelContext オブジェクトにオブジェクトに 
threadNamePattern プロパティーを設定する方法もあります。プロパティーを設定する方法もあります。
    

     スレッド名パターンでは、以下のプレースホルダーが使用できます。スレッド名パターンでは、以下のプレースホルダーが使用できます。
    

#camelId#

        現在の現在の CamelContext の名前。の名前。
       

#counter#

        インクリメントカウンターとして実装された一意のスレッドインクリメントカウンターとして実装された一意のスレッド ID。。
       

#name#

        通常の通常の Camel スレッド名。スレッド名。
       

#longName#

        長いスレッド名。エンドポイントパラメーターなどを含めることができる。長いスレッド名。エンドポイントパラメーターなどを含めることができる。
       

     以下は、スレッド名パターンの典型的な例です。以下は、スレッド名パターンの典型的な例です。
    

Camel (#camelId#) thread #counter# - #name#

     以下の例は、以下の例は、XML DSL を使用してを使用して Camel コンテキストにコンテキストに threadNamePattern 属性を設定する方法属性を設定する方法
を示しています。を示しています。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring"
              threadNamePattern="Riding the thread #counter#" >
  <route>
    <from uri="seda:start"/>
    <to uri="log:result"/>
    <to uri="mock:result"/>
  </route>
</camelContext>

2.9. ルートの起動およびシャットダウンの制御ルートの起動およびシャットダウンの制御
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概要概要

     デフォルトでは、デフォルトでは、Apache Camel アプリケーションアプリケーション (CamelContext インスタンスで表されるインスタンスで表される) の起の起
動時にルートが自動的に起動し、動時にルートが自動的に起動し、Apache Camel アプリケーションのシャットダウン時にルートは自動アプリケーションのシャットダウン時にルートは自動
的にシャットダウンします。クリティカルでないデプロイメントについては、シャットダウン順序の詳的にシャットダウンします。クリティカルでないデプロイメントについては、シャットダウン順序の詳
細は通常それほど重要ではありません。しかし、本番環境では、データ損失を回避するために、シャッ細は通常それほど重要ではありません。しかし、本番環境では、データ損失を回避するために、シャッ
トダウン時に残っているタスクを完了させることが重要になります。また、通常、依存関係の順序違反トダウン時に残っているタスクを完了させることが重要になります。また、通常、依存関係の順序違反 
(実行中のタスクが完了できなくなる実行中のタスクが完了できなくなる) を防止するために、ルートがシャットダウンする順番を制御したを防止するために、ルートがシャットダウンする順番を制御した
くなることもあります。くなることもあります。
    

     このため、このため、Apache Camel はアプリケーションのはアプリケーションの 正常なシャットダウン正常なシャットダウン をサポートする機能を提供をサポートする機能を提供
しています。正常なシャットダウンにより、ルートの停止と起動を完全に制御し、ルートのシャットダしています。正常なシャットダウンにより、ルートの停止と起動を完全に制御し、ルートのシャットダ
ウン順序を制御し、現在実行中のタスクを完了まで実行できるようになります。ウン順序を制御し、現在実行中のタスクを完了まで実行できるようになります。
    

ルートルート ID の設定の設定

     ルートルート ID を各ルートに割り当てるのが良いプラクティスです。ルートを各ルートに割り当てるのが良いプラクティスです。ルート ID を設定すると、ロギングを設定すると、ロギング
メッセージや管理機能がよりわかりやすくなるだけでなく、ルートの停止と起動の制御がより行いやすメッセージや管理機能がよりわかりやすくなるだけでなく、ルートの停止と起動の制御がより行いやす
くなります。くなります。
    

     たとえば、たとえば、Java DSL では、以下のようにでは、以下のように routeId() コマンドを実行して、ルートコマンドを実行して、ルート ID 
myCustomerRouteId をルートに割り当てることができます。をルートに割り当てることができます。
    

from("SourceURI").routeId("myCustomRouteId").process(...).to(TargetURI);

     XML DSL では、以下のようにでは、以下のように route 要素の要素の id 属性を設定します。属性を設定します。
    

<camelContext id="CamelContextID" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route id="myCustomRouteId" >
    <from uri="SourceURI"/>
    <process ref="someProcessorId"/>
    <to uri="TargetURI"/>
  </route>
</camelContext>

ルートの自動起動の無効化ルートの自動起動の無効化

     デフォルトでは、起動時にデフォルトでは、起動時に CamelContext が認識しているすべてのルートは自動的に起動されまが認識しているすべてのルートは自動的に起動されま
す。しかし、特定のルートの起動を手動で制御する場合は、そのルートの自動起動を無効にできます。す。しかし、特定のルートの起動を手動で制御する場合は、そのルートの自動起動を無効にできます。
    

     Java DSL ルートが自動的に起動するかどうかを制御するには、ルートが自動的に起動するかどうかを制御するには、boolean 引数引数 (true またはまたは false) 
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か、か、String 引数引数 (true またはまたは false) のいずれかで、のいずれかで、autoStartup コマンドを呼び出します。たとえば、コマンドを呼び出します。たとえば、
以下のように以下のように Java DSL でルートの自動起動を無効にできます。でルートの自動起動を無効にできます。
    

from("SourceURI")
  .routeId("nonAuto")
  .autoStartup(false)
  .to(TargetURI);

     XML DSL では、以下のようにでは、以下のように route 要素の要素の autoStartup 属性を属性を false に設定して、ルートの自動起に設定して、ルートの自動起
動を無効にできます。動を無効にできます。
    

<camelContext id="CamelContextID" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route id="nonAuto" autoStartup="false">
    <from uri="SourceURI"/>
    <to uri="TargetURI"/>
  </route>
</camelContext>

手動によるルートの起動および停止手動によるルートの起動および停止

     Java において、において、CamelContext インスタンスのインスタンスの startRoute() およびおよび stopRoute() メソッドを呼び出メソッドを呼び出
すことにより、ルートを手動でいつでも起動または停止できます。たとえば、ルートすことにより、ルートを手動でいつでも起動または停止できます。たとえば、ルート ID nonAuto を持を持
つルートを開始するには、以下のようにつルートを開始するには、以下のように CamelContext インスタンスインスタンス context でで startRoute() メソッメソッ
ドを呼び出します。ドを呼び出します。
    

// Java
context.startRoute("nonAuto");

     ルートルート ID nonAuto を持つルートを停止するには、以下のようにを持つルートを停止するには、以下のように CamelContext インスタンスインスタンス 
context でで stopRoute() メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
    

// Java
context.stopRoute("nonAuto");

ルートの起動順序ルートの起動順序

     デフォルトでは、デフォルトでは、Apache Camel はルートを非決定論的な順序で起動します。しかし、アプリケーはルートを非決定論的な順序で起動します。しかし、アプリケー
ションによっては、起動順序を制御することが重要になる場合があります。ションによっては、起動順序を制御することが重要になる場合があります。Java DSL で起動順序を制で起動順序を制
御するには、御するには、startupOrder() コマンドを使用します。このコマンドは、正の整数値を引数として取りまコマンドを使用します。このコマンドは、正の整数値を引数として取りま
す。整数値が最も小さいルートが最初に起動し、それ以降、起動順序の値が小さいものから順番にルーす。整数値が最も小さいルートが最初に起動し、それ以降、起動順序の値が小さいものから順番にルー
トが起動します。トが起動します。
    

     たとえば、以下の例では最初のたとえば、以下の例では最初の 2 つのルートがつのルートが seda:buffer エンドポイントを通して繋ぎ合わされエンドポイントを通して繋ぎ合わされ
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ています。以下のように起動順序ています。以下のように起動順序 (それぞれそれぞれ 2 とと 1) を割り当てることで、最初のルートセグメントをを割り当てることで、最初のルートセグメントを 2 
つ目のルートセグメントのつ目のルートセグメントの 後に後に 起動させることができます。起動させることができます。
    

例例2.5 Java DSL の起動順序の起動順序

from("jetty:http://fooserver:8080")
    .routeId("first")
    .startupOrder(2)
    .to("seda:buffer");

from("seda:buffer")
    .routeId("second")
    .startupOrder(1)
    .to("mock:result");

// This route's startup order is unspecified
from("jms:queue:foo").to("jms:queue:bar");

     または、または、Spring XML では、以下のようにでは、以下のように route 要素の要素の startupOrder 属性を設定することで、同様属性を設定することで、同様
の効果を得ることができます。の効果を得ることができます。
    

例例2.6 XML DSL の起動順序の起動順序

<route id="first" startupOrder="2">
    <from uri="jetty:http://fooserver:8080"/>
    <to uri="seda:buffer"/>
</route>

<route id="second" startupOrder="1">
    <from uri="seda:buffer"/>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

<!-- This route's startup order is unspecified -->
<route>
    <from uri="jms:queue:foo"/>
    <to uri="jms:queue:bar"/>
</route>

     各ルートには、各ルートには、一意の一意の 起動順序の値を割り当てる必要があります。値は起動順序の値を割り当てる必要があります。値は 1000 未満の正の整数から未満の正の整数から
選択できます。選択できます。1000 以上の値は以上の値は Apache Camel 用に予約されており、明示的な起動値を持たないルー用に予約されており、明示的な起動値を持たないルー
トにこれらの値が自動的に割り当てられます。たとえば、前述の例の最後のルートは自動的に起動値トにこれらの値が自動的に割り当てられます。たとえば、前述の例の最後のルートは自動的に起動値 
1000 が割り当てられますが割り当てられます (これにより最初のこれにより最初の 2 つのルートの後に起動することになりますつのルートの後に起動することになります)。。
    

シャットダウンシーケンスシャットダウンシーケンス
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     CamelContext インスタンスがシャットダウンしているとき、インスタンスがシャットダウンしているとき、Apache Camel はプラグ可能なはプラグ可能な 
シャットダウンストラテジーシャットダウンストラテジー を使用してシャットダウンシーケンスを制御します。デフォルトのシャッを使用してシャットダウンシーケンスを制御します。デフォルトのシャッ
トダウンストラテジーは、以下のシャットダウンシーケンスを実装します。トダウンストラテジーは、以下のシャットダウンシーケンスを実装します。
    

1. 
       ルートが起動順序のルートが起動順序の 逆順逆順 でシャットダウンされる。でシャットダウンされる。
      

2. 
       通常、シャットダウンストラテジーは、現在アクティブなエクスチェンジの処理が終了す通常、シャットダウンストラテジーは、現在アクティブなエクスチェンジの処理が終了す
るまで待機する。ただし、実行中タスクの取り扱いは設定可能。るまで待機する。ただし、実行中タスクの取り扱いは設定可能。
      

3. 
       全体的なシャットダウンシーケンスには、タイムアウトの上限がある全体的なシャットダウンシーケンスには、タイムアウトの上限がある (デフォルトはデフォルトは 300 
秒秒)。シャットダウンシーケンスがこのタイムアウトを超えると、シャットダウンストラテジー。シャットダウンシーケンスがこのタイムアウトを超えると、シャットダウンストラテジー
は、一部のタスクが実行中であっても強制的にシャットダウンを実行する。は、一部のタスクが実行中であっても強制的にシャットダウンを実行する。
      

ルートのシャットダウン順序ルートのシャットダウン順序

     ルートは起動順序の逆順でシャットダウンされます。つまり、起動順序がルートは起動順序の逆順でシャットダウンされます。つまり、起動順序が startupOrder() コマンドコマンド 
(Java DSL) またはまたは startupOrder 属性属性 (XML DSL) を使用して定義されている場合、最初にシャットダを使用して定義されている場合、最初にシャットダ
ウンするルートは、起動順として割り当てられたウンするルートは、起動順として割り当てられた 最大の最大の 整数値を持つルートであり、最後にシャット整数値を持つルートであり、最後にシャット
ダウンするルートは、起動順として割り当てられたダウンするルートは、起動順として割り当てられた 最小の最小の 整数値を持つルートになります。整数値を持つルートになります。
    

     たとえば、たとえば、例例2.5「「Java DSL の起動順序」の起動順序」 では、最初にシャットダウンするルートセグメントはでは、最初にシャットダウンするルートセグメントは ID 
first のルートで、のルートで、2 番目にシャットダウンするルートセグメントは番目にシャットダウンするルートセグメントは ID second のルートになります。このルートになります。こ
の例は、ルートをシャットダウンする際に守るべき一般的なルールを示しています。つまり、の例は、ルートをシャットダウンする際に守るべき一般的なルールを示しています。つまり、外部から外部から
アクセス可能なコンシューマーエンドポイントを公開するルートは最初にシャットダウンする必要があアクセス可能なコンシューマーエンドポイントを公開するルートは最初にシャットダウンする必要があ
るる、ということです。これは、残りのルートグラフを流通するメッセージのフローを調整するスロット、ということです。これは、残りのルートグラフを流通するメッセージのフローを調整するスロット
ルとなるためです。ルとなるためです。
    

注記注記

      Apache Camel は、オプションは、オプション shutdownRoute(Defer) も提供しています。これにも提供しています。これに
より、ルートをより、ルートを (起動順の値を上書きして起動順の値を上書きして) 最後にシャットダウンするように指定できま最後にシャットダウンするように指定できま
す。ただし、このオプションが必要になることはほとんどありません。このオプションす。ただし、このオプションが必要になることはほとんどありません。このオプション
は主に、ルートが起動順序とは主に、ルートが起動順序と 同じ同じ 順序でシャットダウンしていた順序でシャットダウンしていた Apache Camel の以の以
前のバージョン前のバージョン (2.3 以前以前) への回避策として必要だったものです。への回避策として必要だったものです。
     

ルート内で実行中のタスクのシャットダウンルート内で実行中のタスクのシャットダウン

     シャットダウンの開始時にルートが依然としてメッセージを処理している場合、シャットダウンスシャットダウンの開始時にルートが依然としてメッセージを処理している場合、シャットダウンス
トラテジーは通常、現在アクティブなエクスチェンジの処理が終了するまで待機してからルートをトラテジーは通常、現在アクティブなエクスチェンジの処理が終了するまで待機してからルートを
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シャットダウンします。この動作は、ルート毎にシャットダウンします。この動作は、ルート毎に shutdownRunningTask オプションを使用することオプションを使用すること
で設定できます。このオプションは以下のいずれかの値を取ります。で設定できます。このオプションは以下のいずれかの値を取ります。
    

ShutdownRunningTask.CompleteCurrentTaskOnly

        (デフォルトデフォルト) 通常、ルートは一度に通常、ルートは一度に 1 つのメッセージのみを処理するため、現在のタスクが完つのメッセージのみを処理するため、現在のタスクが完
了した後にルートを安全にシャットダウンできます。了した後にルートを安全にシャットダウンできます。
       

ShutdownRunningTask.CompleteAllTasks

        バッチコンシューマーバッチコンシューマー を正常にシャットダウンするには、このオプションを指定します。一部を正常にシャットダウンするには、このオプションを指定します。一部
のコンシューマーエンドポイントのコンシューマーエンドポイント (File、、FTP、、Mail、、iBATIS、、JPA などなど) は一度に複数のメッセーは一度に複数のメッセー
ジを一括して処理します。これらのエンドポイントでは、現在のバッチのすべてのメッセージが完ジを一括して処理します。これらのエンドポイントでは、現在のバッチのすべてのメッセージが完
了するまで待機することが推奨されます。了するまで待機することが推奨されます。
       

     たとえば、たとえば、File コンシューマーエンドポイントを正常にシャットダウンするには、以下のコンシューマーエンドポイントを正常にシャットダウンするには、以下の Java DSL 
フラグメントのようにフラグメントのように CompleteAllTasks オプションを指定する必要があります。オプションを指定する必要があります。
    

// Java
public void configure() throws Exception {
    from("file:target/pending")
        .routeId("first").startupOrder(2)
        .shutdownRunningTask(ShutdownRunningTask.CompleteAllTasks)
        .delay(1000).to("seda:foo");

    from("seda:foo")
        .routeId("second").startupOrder(1)
        .to("mock:bar");
}

     同じルートを同じルートを XML DSL では以下のように定義できます。では以下のように定義できます。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <!-- let this route complete all its pending messages when asked to shut down -->
    <route id="first"
           startupOrder="2"
           shutdownRunningTask="CompleteAllTasks">
        <from uri="file:target/pending"/>
        <delay><constant>1000</constant></delay>
        <to uri="seda:foo"/>
    </route>

    <route id="second" startupOrder="1">
        <from uri="seda:foo"/>
        <to uri="mock:bar"/>
    </route>
</camelContext>
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シャットダウンのタイムアウトシャットダウンのタイムアウト

     シャットダウンタイムアウトのデフォルト値はシャットダウンタイムアウトのデフォルト値は 300 秒です。シャットダウンストラテジーの秒です。シャットダウンストラテジーの  
setTimeout() メソッドを呼び出すことで、タイムアウトの値を変更できます。たとえば、以下のようにメソッドを呼び出すことで、タイムアウトの値を変更できます。たとえば、以下のように
タイムアウト値をタイムアウト値を 600 秒に変更できます。秒に変更できます。
    

// Java
// context = CamelContext instance
context.getShutdownStrategy().setTimeout(600);

カスタムコンポーネントとの統合カスタムコンポーネントとの統合

     カスタムのカスタムの Apache Camel コンポーネントコンポーネント (同じく同じく org.apache.camel.Service インターフェイスかインターフェイスか
ら継承するら継承する) を実装している場合、を実装している場合、org.apache.camel.spi.ShutdownPrepared インターフェイスを実インターフェイスを実
装することで、カスタムコードがシャットダウン通知を受け取るようにすることができます。これによ装することで、カスタムコードがシャットダウン通知を受け取るようにすることができます。これによ
り、コンポーネントはシャットダウンに備えてカスタムコードを実行できるようになります。り、コンポーネントはシャットダウンに備えてカスタムコードを実行できるようになります。
    

2.9.1. RouteIdFactory

      コンシューマーエンドポイントに基づいて、ルートコンシューマーエンドポイントに基づいて、ルート ID に論理名を割り当てられるに論理名を割り当てられる RouteIdFactory 
を追加することができます。を追加することができます。
     

      たとえば、たとえば、seda またはまたは direct コンポーネントをルートの入力として持つルートを使用するとき、コンポーネントをルートの入力として持つルートを使用するとき、
以下のようにそれらの名前をルート以下のようにそれらの名前をルート ID として使用する場合があります。として使用する場合があります。
     

        direct:foo - foo
       

        seda:bar - bar
       

        jms:orders - orders
       

      自動的に割り当てられた名前を使用する代わりに、自動的に割り当てられた名前を使用する代わりに、NodeIdFactory を用いてルートに論理名を割りを用いてルートに論理名を割り
当てることができます。また、ルート当てることができます。また、ルート URL のの context-path を名前として使用することもできます。たを名前として使用することもできます。た
とえば、以下を実行してとえば、以下を実行して RouteIDFactory を使用します。を使用します。
     

context.setNodeIdFactory(new RouteIdFactory());

注記注記
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注記注記

       REST エンドポイントからカスタムルートエンドポイントからカスタムルート ID を取得することもできます。を取得することもできます。
      

2.10. 定期実行ルートポリシー定期実行ルートポリシー

2.10.1. 定期実行ルートポリシーの概要定期実行ルートポリシーの概要

概要概要

      定期実行ルートポリシーは、実行時にルートに影響するイベントをトリガーすることができます。定期実行ルートポリシーは、実行時にルートに影響するイベントをトリガーすることができます。
特に、現在利用可能な実装では、ポリシーで指定された任意の時刻特に、現在利用可能な実装では、ポリシーで指定された任意の時刻 (または複数時刻または複数時刻) にルートを開始、にルートを開始、
停止、中断、または再開することができます。停止、中断、または再開することができます。
     

タスクのスケジューリングタスクのスケジューリング

      定時実行ルートポリシーは、次のようなイベントを発生させることができます。定時実行ルートポリシーは、次のようなイベントを発生させることができます。
     

        ルートの開始ルートの開始: 指定した時刻指定した時刻 (または複数時刻または複数時刻) でルートを開始します。このイベントは、でルートを開始します。このイベントは、
ルートが現在停止状態にあり、起動を待っている場合にのみ有効になります。ルートが現在停止状態にあり、起動を待っている場合にのみ有効になります。
       

        ルートの停止ルートの停止: 指定した時刻指定した時刻 (または複数時刻または複数時刻) でルートを停止します。このイベントは、でルートを停止します。このイベントは、
ルートが現在アクティブの場合にのみ有効になります。ルートが現在アクティブの場合にのみ有効になります。
       

        ルートの一時停止ルートの一時停止: ルートの先頭にあるコンシューマーエンドポイントをルートの先頭にあるコンシューマーエンドポイントを (from() で指定しで指定し
たようにたように) 一時的に非アクティブにします。ルートの残りの部分はアクティブですが、クライア一時的に非アクティブにします。ルートの残りの部分はアクティブですが、クライア
ントはルートに新しいメッセージを送信することはできません。ントはルートに新しいメッセージを送信することはできません。
       

        ルートの再開ルートの再開 : ルートの先頭にあるコンシューマーエンドポイントを再アクティブにし、ルートの先頭にあるコンシューマーエンドポイントを再アクティブにし、
ルートを完全にアクティブな状態に戻します。ルートを完全にアクティブな状態に戻します。
       

Quartz コンポーネントコンポーネント

      Quartz コンポーネントは、ジョブスケジューラーのオープンソース実装であるコンポーネントは、ジョブスケジューラーのオープンソース実装である Terratania のの 
Quartz をベースにしたをベースにした Timer コンポーネントです。コンポーネントです。Quartz コンポーネントは、単純な定期実行ルートコンポーネントは、単純な定期実行ルート
ポリシーとポリシーと cron 定期実行ルートポリシーの両方の基礎となる実装を提供しています。定期実行ルートポリシーの両方の基礎となる実装を提供しています。
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2.10.2. 単純な定期実行ルートポリシー単純な定期実行ルートポリシー

概要概要

      定期実行ルートポリシーは、ルートの開始、停止、一時停止、および再開を可能にするルートポリ定期実行ルートポリシーは、ルートの開始、停止、一時停止、および再開を可能にするルートポリ
シーで、これらのイベントのタイミングは、初回イベントの発生時刻で指定し、シーで、これらのイベントのタイミングは、初回イベントの発生時刻で指定し、(オプションでオプションで) その後その後
の繰り返し回数も指定できます。単純な定期実行ルートポリシーを定義するには、以下のクラスのインの繰り返し回数も指定できます。単純な定期実行ルートポリシーを定義するには、以下のクラスのイン
スタンスを作成します。スタンスを作成します。
     

org.apache.camel.routepolicy.quartz.SimpleScheduledRoutePolicy

依存関係依存関係

      単純な定期実行ルートポリシーは、単純な定期実行ルートポリシーは、Quartz コンポーネントコンポーネント camel-quartz に依存しています。たとに依存しています。たと
えば、えば、Maven をビルドシステムとして使用する場合は、アーティファクトをビルドシステムとして使用する場合は、アーティファクト camel-quartz の依存関係をの依存関係を
追加してください。追加してください。
     

Java DSL の例の例

      例例2.7「単純な定期実行ルートの「単純な定期実行ルートの Java DSL の例」の例」 は、は、Java DSL を使用して起動するルートをスケを使用して起動するルートをスケ
ジュールする方法を示しています。初回の起動時刻ジュールする方法を示しています。初回の起動時刻 startTime は、現在時刻からは、現在時刻から 3 秒後に設定されてい秒後に設定されてい
ます。また、このポリシーは、初期起動時刻のます。また、このポリシーは、初期起動時刻の 3 秒後に、秒後に、2 回目のルートを開始するように設定されて回目のルートを開始するように設定されて
います。これは、います。これは、routeStartRepeatCount をを 1 に設定し、に設定し、routeStartRepeatInterval をを 3000 ミリ秒にミリ秒に
設定することで設定されます。設定することで設定されます。
     

      Java DSL では、ルート内ででは、ルート内で routePolicy() DSL コマンドを呼び出して、ルートポリシーをルートにコマンドを呼び出して、ルートポリシーをルートに
アタッチします。アタッチします。
     

例例2.7 単純な定期実行ルートの単純な定期実行ルートの Java DSL の例の例

// Java
SimpleScheduledRoutePolicy policy = new SimpleScheduledRoutePolicy();
long startTime = System.currentTimeMillis() + 3000L;
policy.setRouteStartDate(new Date(startTime));
policy.setRouteStartRepeatCount(1);
policy.setRouteStartRepeatInterval(3000);

from("direct:start")
   .routeId("test")
   .routePolicy(policy)
   .to("mock:success");

注記注記
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注記注記

       複数の引数を指定して複数の引数を指定して routePolicy() を呼び出すことで、ルート上に複数のポリシーを呼び出すことで、ルート上に複数のポリシー
を指定することができます。を指定することができます。
      

XML DSL の例の例

      例例2.8「単純な定期実行ルートの「単純な定期実行ルートの XML DSL の例」の例」  は、は、XML DSL を使用して起動するルートをスケを使用して起動するルートをスケ
ジュールする方法を示しています。ジュールする方法を示しています。
     

      XML DSL では、では、route 要素に要素に routePolicyRef 属性を設定して、ルートポリシーをルートにアタッ属性を設定して、ルートポリシーをルートにアタッ
チします。チします。
     

例例2.8 単純な定期実行ルートの単純な定期実行ルートの XML DSL の例の例

<bean id="date" class="java.util.Data"/>

<bean id="startPolicy" 
class="org.apache.camel.routepolicy.quartz.SimpleScheduledRoutePolicy">
    <property name="routeStartDate" ref="date"/>
    <property name="routeStartRepeatCount" value="1"/>
    <property name="routeStartRepeatInterval" value="3000"/>
</bean>

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route id="myroute" routePolicyRef="startPolicy">
        <from uri="direct:start"/>
        <to uri="mock:success"/>
    </route>
</camelContext>

注記注記

       routePolicyRef の値をコンマ区切りのの値をコンマ区切りの Bean ID リストとして設定することで、ルーリストとして設定することで、ルー
ト上に複数のポリシーを指定できます。ト上に複数のポリシーを指定できます。
      

日付と時刻の定義日付と時刻の定義

      単純な定期実行ルートポリシーで使用されるトリガーの初動時刻は、単純な定期実行ルートポリシーで使用されるトリガーの初動時刻は、java.util.Date タイプを使用しタイプを使用し
て指定します。て指定します。Date インスタンスを定義する最も柔軟な方法は、インスタンスを定義する最も柔軟な方法は、java.util.GregorianCalendar クラスクラス
を使用することです。を使用することです。GregorianCalendar クラスの便利なコンストラクターとメソッドを使用して日クラスの便利なコンストラクターとメソッドを使用して日
付を定義し、付を定義し、GregorianCalendar.getTime() を呼び出してを呼び出して Date インスタンスを取得します。インスタンスを取得します。
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      たとえば、たとえば、2011 年年 1 月月 1 日正午の日時を定義するには、以下のように日正午の日時を定義するには、以下のように GregorianCalendar コンスコンス
トラクターを呼び出します。トラクターを呼び出します。
     

// Java
import java.util.GregorianCalendar;
import java.util.Calendar;
...
GregorianCalendar gc = new GregorianCalendar(
    2011,
    Calendar.JANUARY,
    1,
    12,  // hourOfDay
    0,   // minutes
    0    // seconds
);

java.util.Date triggerDate = gc.getTime();

      GregorianCalendar クラスは、異なるタイムゾーンの時間の定義もサポートします。デフォルトでクラスは、異なるタイムゾーンの時間の定義もサポートします。デフォルトで
は、コンピューターのローカルタイムゾーンを使用します。は、コンピューターのローカルタイムゾーンを使用します。
     

正常シャットダウン正常シャットダウン

      単純な定期実行ルートポリシーを設定してルートを停止すると、ルートの停止アルゴリズムが自動単純な定期実行ルートポリシーを設定してルートを停止すると、ルートの停止アルゴリズムが自動
的に正常シャットダウンの手順に統合されます的に正常シャットダウンの手順に統合されます (「ルートの起動およびシャットダウンの制御」「ルートの起動およびシャットダウンの制御」 を参を参
照照)。よって、タスクは現在のエクスチェンジが処理を完了するまで待機してから、ルートをシャット。よって、タスクは現在のエクスチェンジが処理を完了するまで待機してから、ルートをシャット
ダウンします。ただし、タイムアウトを設定することで、ルートがエクスチェンジの処理を終了したかダウンします。ただし、タイムアウトを設定することで、ルートがエクスチェンジの処理を終了したか
どうかにかかわらず、指定した時間後にルートを強制的に停止することができます。どうかにかかわらず、指定した時間後にルートを強制的に停止することができます。
     

タイムアウト時の処理中エクスチェンジのロギングタイムアウト時の処理中エクスチェンジのロギング

      指定のタイムアウト期間内に正常シャットダウンが適切に行われなかった場合、指定のタイムアウト期間内に正常シャットダウンが適切に行われなかった場合、Apache Camel はは
より強行なシャットダウンを実行します。ルートやスレッドプールなどを強制的にシャットダウンしまより強行なシャットダウンを実行します。ルートやスレッドプールなどを強制的にシャットダウンしま
す。す。
     

      タイムアウト後、タイムアウト後、Apache Camel は現在処理中のエクスチェンジの情報をログに記録します。エクは現在処理中のエクスチェンジの情報をログに記録します。エク
スチェンジの元および現在のルートをログに記録します。スチェンジの元および現在のルートをログに記録します。
     

      たとえば、以下のログは、たとえば、以下のログは、1 つの処理中のエクスチェンジがあり、その元のルートはつの処理中のエクスチェンジがあり、その元のルートは route1 で、現で、現
在在 delay1 ノードの同じノードの同じ route1 にあることを表しています。にあることを表しています。
     

      正常なシャットダウン中に、正常なシャットダウン中に、org.apache.camel.impl.DefaultShutdownStrategy でで DEBUG ロギロギ
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ングレベルを有効にすると、同じインフライトエクスチェンジ情報がログに記録されます。ングレベルを有効にすると、同じインフライトエクスチェンジ情報がログに記録されます。
     

2015-01-12 13:23:23,656 [- ShutdownTask] INFO DefaultShutdownStrategy - There are 1 inflight 
exchanges:
InflightExchange: [exchangeId=ID-davsclaus-air-62213-1421065401253-0-3, fromRouteId=route1, 
routeId=route1, nodeId=delay1, elapsed=2007, duration=2017]

      これらのログを表示したくない場合は、これらのログを表示したくない場合は、logInflightExchangesOnTimeout オプションをオプションを false に設に設
定してこれをオフにできます。定してこれをオフにできます。
     

  context.getShutdownStrategegy().setLogInflightExchangesOnTimeout(false);

タスクのスケジューリングタスクのスケジューリング

      単純な定期実行ルートポリシーを使用して、以下のスケジュールタスクのいずれかを定義すること単純な定期実行ルートポリシーを使用して、以下のスケジュールタスクのいずれかを定義すること
ができます。ができます。
     

        ルートの開始ルートの開始
       

        ルートの停止ルートの停止
       

        ルートの一時停止ルートの一時停止
       

        ルートの再開ルートの再開
       

ルートの開始ルートの開始

      次の表は、ルートの開始を次の表は、ルートの開始を 1 回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeStartDate java.util.Date なしなし ルートの初回起動日時を
指定します。

routeStartRepeatCo
unt

int 0 0 以外の値に設定する
と、ルートの開始回数が
指定されます。
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routeStartRepeatInte
rval

long 0 開始の間隔 (ミリ秒単位)
を指定します。

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

ルートの停止ルートの停止

      次の表は、ルートの停止を次の表は、ルートの停止を 1 回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeStopDate java.util.Date なしなし ルートの初回停止日時を
指定します。

routeStopRepeatCou
nt

int 0 0 以外の値に設定する
と、ルートの停止回数が
指定されます。

routeStopRepeatInte
rval

long 0 停止の間隔 (ミリ秒単位)
を指定します。

routeStopGracePeri
od

int 10000 ルートを強制停止する前
に、現在のエクスチェン
ジの処理が終了するまで
待つ時間 (猶予期間) を
指定します。猶予期間が
無限の場合は 0 に設定
します。

routeStopTimeUnit long TimeUnit.MILLISECO
NDS

猶予期間の時間単位を指
定します。

ルートの一時停止ルートの一時停止

      次の表は、ルートの一時停止を次の表は、ルートの一時停止を 1 回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeSuspendDate java.util.Date なしなし ルートが初めて一時停止
される日時を指定しま
す。
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routeSuspendRepea
tCount

int 0 0 以外の値に設定する
と、ルートが一時停止さ
れる回数が指定されま
す。

routeSuspendRepea
tInterval

long 0 一時停止の間隔 (ミリ秒
単位) を指定します。

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

ルートの再開ルートの再開

      次の表は、ルートの再開を次の表は、ルートの再開を 1 回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeResumeDate java.util.Date なしなし ルートの初回再開日時を
指定します。

routeResumeRepeat
Count

int 0 0 以外の値に設定する
と、ルートの再開回数が
指定されます。

routeResumeRepeatI
nterval

long 0 再開の間隔をミリ秒単位
で指定します。

2.10.3. cron 定期実行ルートポリシー定期実行ルートポリシー

概要概要

      cron 定期実行ルートポリシーは、定期実行ルートポリシーは、cron 式で指定することで、ルートの開始、停止、一時停止、お式で指定することで、ルートの開始、停止、一時停止、お
よび再開を可能にするルートポリシーです。よび再開を可能にするルートポリシーです。cron 定期実行ルートポリシーを定義するには、以下のク定期実行ルートポリシーを定義するには、以下のク
ラスのインスタンスを作成します。ラスのインスタンスを作成します。
     

org.apache.camel.routepolicy.quartz.CronScheduledRoutePolicy

依存関係依存関係

      単純な定期実行ルートポリシーは、単純な定期実行ルートポリシーは、Quartz コンポーネントコンポーネント camel-quartz に依存しています。たとに依存しています。たと
えば、えば、Maven をビルドシステムとして使用する場合は、アーティファクトをビルドシステムとして使用する場合は、アーティファクト camel-quartz の依存関係をの依存関係を
追加してください。追加してください。
     

Java DSL の例の例
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      例例2.9「「cron 定期実行ルートの定期実行ルートの Java DSL の例」の例」 は、は、Java DSL を使用して起動するルートをスケを使用して起動するルートをスケ
ジュールする方法を示しています。このポリシーは、ジュールする方法を示しています。このポリシーは、3 秒ごとに開始イベントをトリガーする秒ごとに開始イベントをトリガーする cron 式式 
\*/3 * * * * ? で設定されています。で設定されています。
     

      Java DSL では、ルート内ででは、ルート内で routePolicy() DSL コマンドを呼び出して、ルートポリシーをルートにコマンドを呼び出して、ルートポリシーをルートに
アタッチします。アタッチします。
     

例例2.9 cron 定期実行ルートの定期実行ルートの Java DSL の例の例

// Java
CronScheduledRoutePolicy policy = new CronScheduledRoutePolicy();
policy.setRouteStartTime("*/3 * * * * ?");

from("direct:start")
    .routeId("test")
    .routePolicy(policy)
    .to("mock:success");;

注記注記

       複数の引数を指定して複数の引数を指定して routePolicy() を呼び出すことで、ルート上に複数のポリシーを呼び出すことで、ルート上に複数のポリシー
を指定することができます。を指定することができます。
      

XML DSL の例の例

      例例2.10「「cron 定期実行ルートの定期実行ルートの XML DSL の例」の例」  は、は、XML DSL を使用して起動するルートをスケを使用して起動するルートをスケ
ジュールする方法を示しています。ジュールする方法を示しています。
     

      XML DSL では、では、route 要素に要素に routePolicyRef 属性を設定して、ルートポリシーをルートにアタッ属性を設定して、ルートポリシーをルートにアタッ
チします。チします。
     

例例2.10 cron 定期実行ルートの定期実行ルートの XML DSL の例の例

<bean id="date" class="org.apache.camel.routepolicy.quartz.SimpleDate"/>

<bean id="startPolicy" class="org.apache.camel.routepolicy.quartz.CronScheduledRoutePolicy">
    <property name="routeStartTime" value="*/3 * * * * ?"/>
</bean>

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route id="testRoute" routePolicyRef="startPolicy">
        <from uri="direct:start"/>
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        <to uri="mock:success"/>
    </route>
</camelContext>

注記注記

       routePolicyRef の値をコンマ区切りのの値をコンマ区切りの Bean ID リストとして設定することで、ルーリストとして設定することで、ルー
ト上に複数のポリシーを指定できます。ト上に複数のポリシーを指定できます。
      

cron 式の定義式の定義

      cron 式式 の構文は、の構文は、UNIX システム上でバックグラウンドで実行するジョブをスケジュールするシステム上でバックグラウンドで実行するジョブをスケジュールする 
UNIX cron ユーティリティーに由来しています。ユーティリティーに由来しています。cron 式は、日付と時刻にワイルドカードを使用する式は、日付と時刻にワイルドカードを使用する
ことで、単一のイベントまたは定期的に繰り返される複数のイベントを効果的に指定することができることで、単一のイベントまたは定期的に繰り返される複数のイベントを効果的に指定することができる
構文です。構文です。
     

      cron 式は、以下の順序の式は、以下の順序の 6 またはまたは 7 個のフィールドで設定されます。個のフィールドで設定されます。
     

Seconds Minutes Hours DayOfMonth Month DayOfWeek [Year]

      Year フィールドは任意のフィールドで、一度だけ発生するイベントを定義する場合を除き、通常はフィールドは任意のフィールドで、一度だけ発生するイベントを定義する場合を除き、通常は
省略できます。各フィールドは、リテラルと特殊文字の組み合わせで設定されます。たとえば、以下の省略できます。各フィールドは、リテラルと特殊文字の組み合わせで設定されます。たとえば、以下の 
cron 式は、毎日式は、毎日 1 回夜回夜 12 時に発生するイベントを指定します。時に発生するイベントを指定します。
     

0 0 24 * * ?

      * 文字は、フィールドのすべての値にマッチするワイルドカードです。したがって、上記の式は毎月文字は、フィールドのすべての値にマッチするワイルドカードです。したがって、上記の式は毎月
の毎日を意味します。の毎日を意味します。? の文字は、フィールドの無視を意味するダミーのプレースホルダーでの文字は、フィールドの無視を意味するダミーのプレースホルダーで
す。す。DayOfMonth フィールドフィールド またはまたは DayOfWeek フィールドの両方を同時に指定するのは論理的ではフィールドの両方を同時に指定するのは論理的では
ないので、常にどちらかのフィールドにこの文字を指定します。たとえば、ないので、常にどちらかのフィールドにこの文字を指定します。たとえば、1 日日 1 回発生するイベント回発生するイベント
を、月曜日から金曜日までのみスケジュールする場合は、以下のを、月曜日から金曜日までのみスケジュールする場合は、以下の cron 式を使用します。式を使用します。
     

0 0 24 ? * MON-FRI

      MON-FRI は、ハイフン文字で範囲を指定しています。は、ハイフン文字で範囲を指定しています。/ (スラッシュスラッシュ) を使用してインクリメントをを使用してインクリメントを
指定することもできます。たとえば、指定することもできます。たとえば、5 分ごとにイベントが発生するように指定するには、以下の分ごとにイベントが発生するように指定するには、以下の cron 
式を使用します。式を使用します。
     

0 0/5 * * * ?
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      cron 式構文の完全な説明は、式構文の完全な説明は、Wikipedia のの CRON 式式 に関する記事を参照してください。に関する記事を参照してください。
     

タスクのスケジューリングタスクのスケジューリング

      cron 定期実行ルートポリシーを使用して、以下のスケジューリングタスクのいずれかを定義するこ定期実行ルートポリシーを使用して、以下のスケジューリングタスクのいずれかを定義するこ
とができます。とができます。
     

        ルートの開始ルートの開始
       

        ルートの停止ルートの停止
       

        ルートの一時停止ルートの一時停止
       

        ルートの再開ルートの再開
       

ルートの開始ルートの開始

      次の表は、ルートの開始を次の表は、ルートの開始を 1 回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeStartString String なしなし 1 つ以上のルート開始イ
ベントをトリガーする
cron 式を指定します。

ルートの停止ルートの停止

      次の表は、ルートの停止を次の表は、ルートの停止を 1 回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。回以上スケジューリングするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeStopTime String なしなし 1 つ以上のルート停止イ
ベントをトリガーする
cron 式を指定します。
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routeStopGracePeri
od

int 10000 ルートを強制停止する前
に、現在のエクスチェン
ジの処理が終了するまで
待つ時間 (猶予期間) を
指定します。猶予期間が
無限の場合は 0 に設定
します。

routeStopTimeUnit long TimeUnit.MILLISECO
NDS

猶予期間の時間単位を指
定します。

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

ルートの一時停止ルートの一時停止

      次の表は、ルートの一時停止を次の表は、ルートの一時停止を 1 回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeSuspendTime String なしなし 1 つ以上のルート一時停
止イベントをトリガーす
る cron 式を指定しま
す。

ルートの再開ルートの再開

      次の表は、ルートの再開を次の表は、ルートの再開を 1 回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。回以上スケジュールするためのパラメーターを示しています。
     

パラメーターパラメーター 型型 デフォルトデフォルト 説明説明

routeResumeTime String なしなし 1 つ以上のルート再開イ
ベントをトリガーする
cron 式を指定します。

2.10.4. ルートポリシーファクトリールートポリシーファクトリー

ルートポリシーファクトリーの使用ルートポリシーファクトリーの使用

      Camel 2.14 から利用可能から利用可能
     

      すべてのルートにルートポリシーを使用する場合は、すべてのルートにルートポリシーを使用する場合は、org.apache.camel.spi.RoutePolicyFactory 
をファクトリーとして使用して、個々のルートにをファクトリーとして使用して、個々のルートに RoutePolicy インスタンスを作成することができまインスタンスを作成することができま
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す。これは、すべてのルートに同じ種類のルートポリシーを使用する場合に使用することができます。す。これは、すべてのルートに同じ種類のルートポリシーを使用する場合に使用することができます。
そうすれば、ファクトリーの設定はそうすれば、ファクトリーの設定は 1 度だけで済み、作成されたすべてのルートにポリシーが割り当て度だけで済み、作成されたすべてのルートにポリシーが割り当て
られます。られます。
     

      CamelContext には、以下のようなファクトリーを追加するためのには、以下のようなファクトリーを追加するための API が用意されています。が用意されています。
     

context.addRoutePolicyFactory(new MyRoutePolicyFactory());

      XML DSL では、ファクトリーででは、ファクトリーで <bean> を定義するだけです。を定義するだけです。
     

<bean id="myRoutePolicyFactory" class="com.foo.MyRoutePolicyFactory"/>

      ファクトリーには、ルートポリシーを作成するためのファクトリーには、ルートポリシーを作成するための createRoutePolicy メソッドが含まれます。メソッドが含まれます。
     

/**
 * Creates a new {@link org.apache.camel.spi.RoutePolicy} which will be assigned to the given route.
 *
 * @param camelContext the camel context
 * @param routeId      the route id
 * @param route        the route definition
 * @return the created {@link org.apache.camel.spi.RoutePolicy}, or <tt>null</tt> to not use a policy 
for this route
 */
RoutePolicy createRoutePolicy(CamelContext camelContext, String routeId, RouteDefinition route);

      ルートポリシーファクトリーはいくつでも持つことができます。ルートポリシーファクトリーはいくつでも持つことができます。addRoutePolicyFactory を再度呼を再度呼
び出すか、他のファクトリーをび出すか、他のファクトリーを XML でで <bean> と宣言します。と宣言します。
     

2.11. CAMEL ルートのリロードルートのリロード

     Apache Camel 2.19 以降では、エディターから以降では、エディターから XML ファイルを保存したときに、ファイルを保存したときに、Camel のの XML 
ルートのライブリロードを有効にすることができます。この機能は、以下の実行方法で使用できます。ルートのライブリロードを有効にすることができます。この機能は、以下の実行方法で使用できます。
    

       Camel スタンドアロンスタンドアロン (Camel Main クラスで実行クラスで実行)
      

       Camel Spring Boot (Spring Boot で実行で実行)
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       camel:run (maven プラグインで実行プラグインで実行)
      

     これ以外に、これ以外に、CamelContext にに ReloadStrategy を設定したり、独自のカスタム戦略を設定したりすを設定したり、独自のカスタム戦略を設定したりす
ることで、手動で有効にすることもできます。ることで、手動で有効にすることもできます。
    

2.12. CAMEL MAVEN プラグインプラグイン

     Camel Maven プラグインは以下のゴールをサポートします。プラグインは以下のゴールをサポートします。
    

       camel:run - Camel アプリケーションを実行します。アプリケーションを実行します。
      

       camel:validate - ソースコードを検証し、無効なソースコードを検証し、無効な Camel エンドポイントエンドポイント URI を検査しまを検査しま
す。す。
      

       camel:route-coverage - ユニットテストの実行後、ユニットテストの実行後、Camel ルートのカバレッジを報告しまルートのカバレッジを報告しま
す。す。
      

2.12.1. camel:run

      Camel Maven プラグインのゴールプラグインのゴール camel:run は、は、Maven からフォークされたからフォークされた JVM でで Camel 
Spring 設定を実行するために使用されます。初めて使用する場合、アプリケーションサンプルとして設定を実行するために使用されます。初めて使用する場合、アプリケーションサンプルとして 
Spring サンプルを使用するとよいでしょう。サンプルを使用するとよいでしょう。
     

cd examples/camel-example-spring
mvn camel:run

      これにより、これにより、main(...) メソッドを書かなくても、ルーティングルールを起動してテストすることがメソッドを書かなくても、ルーティングルールを起動してテストすることが
非常に容易になります。また、複数の非常に容易になります。また、複数の jar を作成して、さまざまなルーティングルールのセットをホスを作成して、さまざまなルーティングルールのセットをホス
トし、それらを簡単に個別にテストすることもできます。トし、それらを簡単に個別にテストすることもできます。Camel Maven プラグインはプラグインは maven プロプロ
ジェクトのソースコードをコンパイルし、ジェクトのソースコードをコンパイルし、META-INF/spring/*.xml のクラスパスののクラスパスの XML 設定ファイル設定ファイル
を使用してを使用して Spring ApplicationContext を起動します。を起動します。Camel のルートをもう少し速く起動する場合のルートをもう少し速く起動する場合
は、代わりには、代わりに camel:embedded を試してみてください。を試してみてください。
     

2.12.1.1. オプションオプション

       Camel Maven プラグインのプラグインの run ゴールは、以下のオプションをサポートします。これらのオプゴールは、以下のオプションをサポートします。これらのオプ
ションは、コマンドラインから設定するかションは、コマンドラインから設定するか (-D 構文を使用構文を使用)、、<configuration> タグのタグの pom.xml ファイファイ
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ルで定義します。ルで定義します。
      

パラメーター デフォルト値 説明

duration -1 アプリケーションが終了する前に
実行される期間 (秒単位) を設定し
ます。0 以下の値を指定すると、
永久に実行されます。

durationIdle -1 アプリケーションが終了する前に
アイドル状態でいられる期間 (秒
単位) を設定します。0 以下の値
を指定すると、永久に実行されま
す。

durationMaxMessages -1 アプリケーションが終了する前に
アプリケーションが処理するメッ
セージ最大数の期間を設定しま
す。

logClasspath false 起動時にクラスパスをログに記録
するかどうか。

2.12.1.2. OSGi Blueprint の実行の実行

       camel:run プラグインは、プラグインは、Blueprint アプリケーションの実行もサポートします。デフォルトでアプリケーションの実行もサポートします。デフォルトで
は、は、OSGI-INF/blueprint/*.xml のの OSGi Blueprint ファイルがスキャンされます。以下のようにファイルがスキャンされます。以下のように 
useBlueprint をを true に設定して、に設定して、camel:run プラグインがプラグインが Blueprint を使用するように設定する必要を使用するように設定する必要
があります。があります。
      

       これにより、これにより、Camel 関連だけでなく、他の関連だけでなく、他の Blueprint サービスも起動することができまサービスも起動することができま
す。す。camel:run ゴールは、ゴールは、camel-blueeprint がクラスパス上にあるか、またはプロジェクト内にがクラスパス上にあるか、またはプロジェクト内に 
blueeprint XML ファイルがある場合は、自動検出することができるので、ファイルがある場合は、自動検出することができるので、useBlueprint オプションをオプションを
設定する必要がありません。設定する必要がありません。
      

2.12.1.3. 制限された制限された Blueprint コンテナーの使用コンテナーの使用

       Blueprint のコンテナーとしてのコンテナーとして Felix Connector プロジェクトを使用しています。プロジェクトを使用しています。Felix は完全なは完全な 

<plugin>
  <groupId>org.jboss.redhat-fuse</groupId>
  <artifactId>camel-maven-plugin</artifactId>
  <configuration>
    <useBlueprint>true</useBlueprint>
  </configuration>
</plugin>
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Blueprint コンテナーではありません。完全なコンテナーではありません。完全な Blueprint コンテナーで実行する場合は、コンテナーで実行する場合は、Apache Karaf 
またはまたは Apache ServiceMix を使用できます。を使用できます。applicationContextUri 設定を使用して、明示的な設定を使用して、明示的な 
Blueprint XML ファイルを指定できます。例を以下に示します。ファイルを指定できます。例を以下に示します。
      

       applicationContextUri はクラスパスからファイルをロードするので、上の例でははクラスパスからファイルをロードするので、上の例では 
myBlueprint.xml ファイルはクラスパスのルートになければなりません。ファイルはクラスパスのルートになければなりません。configAdminPid はは pid 名名
で、で、persistence プロパティーファイルを読み込む際に、設定管理サービスのプロパティーファイルを読み込む際に、設定管理サービスの pid 名として使用されま名として使用されま
す。す。configAdminFileName は、設定管理サービスのプロパティーファイルを読み込むために使用されは、設定管理サービスのプロパティーファイルを読み込むために使用され
るファイル名です。るファイル名です。
      

2.12.1.4. CDI の実行の実行

       camel:run プラグインは、プラグインは、CDI アプリケーションの実行もサポートします。これにより、アプリケーションの実行もサポートします。これにより、Camel 関関
連だけでなく、すべての連だけでなく、すべての CDI 対応サービスを起動できます。下記の例のように、対応サービスを起動できます。下記の例のように、CDI コンテナーコンテナー (Weld 
やや OpenWebBeans などなど) をを camel-maven-plugin の依存関係に追加する必要があります。の依存関係に追加する必要があります。Camel のの
ソースからは、以下のようにソースからは、以下のように CDI のサンプルを実行できます。のサンプルを実行できます。
      

cd examples/camel-example-cdi
mvn compile camel:run

2.12.1.5. クラスパスのロギングクラスパスのロギング

       camel:run の実行時に、クラスパスをログに記録するかどうかを設定できます。以下のコマンドをの実行時に、クラスパスをログに記録するかどうかを設定できます。以下のコマンドを
使用して、この設定を有効できます。使用して、この設定を有効できます。
      

2.12.1.6. XML ファイルのライブリロードの使用ファイルのライブリロードの使用

<plugin>
  <groupId>org.jboss.redhat-fuse</groupId>
  <artifactId>camel-maven-plugin</artifactId>
  <configuration>
    <useBlueprint>true</useBlueprint>
    <applicationContextUri>myBlueprint.xml</applicationContextUri>
    <!-- ConfigAdmin options which have been added since Camel 2.12.0 -->
    <configAdminPid>test</configAdminPid>
    <configAdminFileName>/user/test/etc/test.cfg</configAdminFileName>
  </configuration>
</plugin>

<plugin>
  <groupId>org.jboss.redhat-fuse</groupId>
  <artifactId>camel-maven-plugin</artifactId>
  <configuration>
    <logClasspath>true</logClasspath>
  </configuration>
</plugin>
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       XML ファイルの変更をスキャンし、それらのファイルの変更をスキャンし、それらの XML ファイルに含まれるファイルに含まれる Camel ルートのリロードルートのリロード
をトリガーするように、プラグインを設定できます。をトリガーするように、プラグインを設定できます。
      

       設定後、プラグインはこのディレクトリーの監視を開始します。エディターからソースコードを編設定後、プラグインはこのディレクトリーの監視を開始します。エディターからソースコードを編
集して保存すると、変更後の内容が実行中の集して保存すると、変更後の内容が実行中の Camel アプリケーションに適用されます。アプリケーションに適用されます。<routes> やや 
<route> などのなどの Camel ルートへの変更のみがサポートされることに注意してください。ルートへの変更のみがサポートされることに注意してください。Spring やや 
OSGi Blueprint のの <bean> 要素を変更することはできません。要素を変更することはできません。
      

2.12.2. camel:validate

      camel:validate ゴールは、ソースコード内の誤った設定内容を検出するために使用します。検出可ゴールは、ソースコード内の誤った設定内容を検出するために使用します。検出可
能な設定は、エンドポイントの能な設定は、エンドポイントの URI、、Simple 言語の式や述語、ルート言語の式や述語、ルート ID の重複です。の重複です。
     

      次に、コマンドラインまたは、次に、コマンドラインまたは、IDEA やや Eclipse などのなどの Java エディターから、エディターから、camel:validate ゴーゴー
ルを実行できます。ルを実行できます。
     

mvn camel:validate

      また、プラグインを有効にしてビルドの一部として自動的に実行し、エラーを検出することも可能また、プラグインを有効にしてビルドの一部として自動的に実行し、エラーを検出することも可能
です。です。
     

      フェーズは、プラグインがいつ実行されるかを決定します。上記の例では、メインのソースコードフェーズは、プラグインがいつ実行されるかを決定します。上記の例では、メインのソースコード

<plugin>
  <groupId>org.jboss.redhat-fuse</groupId>
  <artifactId>camel-maven-plugin</artifactId>
  <configuration>
    <fileWatcherDirectory>src/main/resources/META-INF/spring</fileWatcherDirectory>
  </configuration>
</plugin>

<plugin>
  <groupId>org.jboss.redhat-fuse</groupId>
  <artifactId>camel-maven-plugin</artifactId>
  <executions>
    <execution>
      <phase>process-classes</phase>
      <goals>
        <goal>validate</goal>
      </goals>
    </execution>
  </executions>
</plugin>
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のコンパイル後に実行されるのコンパイル後に実行される process-classes がフェーズになります。このがフェーズになります。この maven プラグインは、テプラグインは、テ
ストソースコードを検証するように設定することもできます。以下に示すように、フェーズをストソースコードを検証するように設定することもできます。以下に示すように、フェーズを 
process-test-classes に合わせて変更してください。に合わせて変更してください。
     

2.12.2.1. 任意の任意の Maven プロジェクトでのゴール実行プロジェクトでのゴール実行

       プラグインをプラグインを pom.xml ファイルに追加せずにファイルに追加せずに Maven プロジェクトでプロジェクトで validate ゴールを実行するゴールを実行する
こともできます。この場合、完全修飾名を使用してプラグインを指定する必要があります。たとえば、こともできます。この場合、完全修飾名を使用してプラグインを指定する必要があります。たとえば、
Apache Camel からから camel-example-cdi でゴールを実行するには、次のように実行します。でゴールを実行するには、次のように実行します。
      

$cd camel-example-cdi
$mvn org.apache.camel:camel-maven-plugin:2.20.0:validate

       このコマンドを実行すると以下が出力されます。このコマンドを実行すると以下が出力されます。
      

[INFO] ------------------------------------------------------------------------
[INFO] Building Camel :: Example :: CDI 2.20.0
[INFO] ------------------------------------------------------------------------
[INFO]
[INFO] --- camel-maven-plugin:2.20.0:validate (default-cli) @ camel-example-cdi ---
[INFO] Endpoint validation success: (4 = passed, 0 = invalid, 0 = incapable, 0 = unknown 
components)
[INFO] Simple validation success: (0 = passed, 0 = invalid)
[INFO] ------------------------------------------------------------------------
[INFO] BUILD SUCCESS
[INFO] ------------------------------------------------------------------------

       validate は成功し、は成功し、4 つのエンドポイントが検証されます。ここで、ソースコードのつのエンドポイントが検証されます。ここで、ソースコードの Camel エンドエンド
ポイントポイント URI のの 1 つに、以下のようなタイプミスがあったとします。つに、以下のようなタイプミスがあったとします。
      

<plugin>
  <groupId>org.jboss.redhat-fuse</groupId>
  <artifactId>camel-maven-plugin</artifactId>
  <executions>
    <execution>
      <configuration>
        <includeTest>true</includeTest>
      </configuration>
      <phase>process-test-classes</phase>
      <goals>
        <goal>validate</goal>
      </goals>
    </execution>
  </executions>
</plugin>

@Uri("timer:foo?period=5000")
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       period オプションを以下のように変更し、タイプミスが含まれるようにします。オプションを以下のように変更し、タイプミスが含まれるようにします。
      

       validate ゴールを再度実行すると、以下が報告されます。ゴールを再度実行すると、以下が報告されます。
      

[INFO] ------------------------------------------------------------------------
[INFO] Building Camel :: Example :: CDI 2.20.0
[INFO] ------------------------------------------------------------------------
[INFO]
[INFO] --- camel-maven-plugin:2.20.0:validate (default-cli) @ camel-example-cdi ---
[WARNING] Endpoint validation error at: 
org.apache.camel.example.cdi.MyRoutes(MyRoutes.java:32)

 timer:foo?perid=5000

                    perid    Unknown option. Did you mean: [period]

[WARNING] Endpoint validation error: (3 = passed, 1 = invalid, 0 = incapable, 0 = unknown 
components)
[INFO] Simple validation success: (0 = passed, 0 = invalid)
[INFO] ------------------------------------------------------------------------
[INFO] BUILD SUCCESS
[INFO] ------------------------------------------------------------------------

2.12.2.2. オプションオプション

       Camel Maven プラグインのプラグインの validate ゴールは、以下のオプションをサポートします。これらのオゴールは、以下のオプションをサポートします。これらのオ
プションは、コマンドラインから設定するかプションは、コマンドラインから設定するか (-D 構文を使用構文を使用)、、<configuration> タグのタグの pom.xml ファファ
イルで定義します。イルで定義します。
      

パラメーター デフォルト値 説明

downloadVersion true インターネットからの Camel カ
タログバージョンのダウンロード
を許可するかどうか。プロジェク
トが使用する Camel バージョン
と、このプラグインがデフォルト
で使用する Camel バージョンが
異なる場合にダウンロードが必要
です。

@Uri("timer:foo?perid=5000")
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failOnError false 無効な Camel エンドポイントが
見つかった場合に失敗するかどう
か。デフォルトでは、WARN レベ
ルでエラーがプラグインログに記
録されます。

logUnparseable false 解析不可のため検証できないエン
ドポイント URI をログに記録する
かどうか。

includeJava true 無効な Camel エンドポイントの
検証対象となる Java ファイルを
含めるかどうか。

includeXml true 無効な Camel エンドポイントの
検証対象となる XML ファイルを
含めるかどうか。

includeTest false テストソースコードを含めるかど
うか。

includes  Java および xml ファイルの名前
を絞り込み、指定されたパターン
のリスト (ワイルドカードおよび
正規表現) と一致するファイルの
みが含まれるようにします。複数
の値はコンマで区切ることができ
ます。

excludes  Java および xml ファイルの名前
を絞り込み、指定されたパターン
のリスト (ワイルドカードおよび
正規表現) と一致するファイルが
除外されるようにします。複数の
値はコンマで区切ることができま
す。

ignoreUnknownComponent true 不明なコンポーネントを無視する
かどうか。

ignoreIncapable true 解析不可なエンドポイント URI
や、Simple 式を無視するかどう
か。
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ignoreLenientProperties true lenient プロパティーを使用するコ
ンポーネントを無視するかどう
か。true の場合、URI の検証はよ
り厳密になりますが、lenient プロ
パティーを使用するため、URI に
あってもコンポーネントの一部で
ないプロパティーでは検証に失敗
することがあります。たとえば、
HTTP コンポーネントを使用し
て、エンドポイント URI でクエ
リーパラメーターを提供する場合
がこれに該当します。

ignoreDeprecated true Camel 2.23 の場合: エンドポイン
ト URI で使用される非推奨のオプ
ションを無視するかどうか。

duplicateRouteId true Camel 2.20 の場合: ルート ID の
重複を検証するかどうか。ルート
ID は一意である必要があります。
重複がある場合、Camel は起動に
失敗します。

directOrSedaPairCheck true Camel 2.23 の場合: direct/seda エ
ンドポイントが未定義コンシュー
マーに送信しているかを検証する
かどうか。

showAll false エンドポイントと Simple 式 (無効
と有効の両方) をすべて表示する
かどうか。

       たとえば、コマンドラインからたとえば、コマンドラインから ignoreDeprecated オプションを無効するには、以下を実行しまオプションを無効するには、以下を実行しま
す。す。
      

$mvn camel:validate -Dcamel.ignoreDeprecated=true

       オプション名として、オプション名として、-D コマンド引数の前にコマンド引数の前に camel. (例例: camel.ignoreDeprecated) を付ける必要を付ける必要
があります。があります。
      

2.12.2.3. include テストを使用したエンドポイントの検証テストを使用したエンドポイントの検証

       Maven プロジェクトの場合、プラグインを実行してユニットテストのソースコードで使用されるエプロジェクトの場合、プラグインを実行してユニットテストのソースコードで使用されるエ
ンドポイントを検証することもできます。以下のようにンドポイントを検証することもできます。以下のように -D スタイルを使用してオプションを渡すことスタイルを使用してオプションを渡すこと
ができます。ができます。
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$cd myproject
$mvn org.apache.camel:camel-maven-plugin:2.20.0:validate -DincludeTest=true

2.12.3. camel:route-coverage

      ユニットテストからユニットテストから Camel ルートのカバレッジのレポートを生成するために使用します。これを使ルートのカバレッジのレポートを生成するために使用します。これを使
用することによって、用することによって、Camel ルートのどの部分が使用されたかを把握することができます。ルートのどの部分が使用されたかを把握することができます。
     

2.12.3.1. route-coverage の有効化の有効化

       以下のいずれかの方法で、ユニットテスト実行時に以下のいずれかの方法で、ユニットテスト実行時に route-coverage を有効化できます。を有効化できます。
      

         グローバルグローバル JVM システムプロパティーを設定してすべてのテストクラスで有効。システムプロパティーを設定してすべてのテストクラスで有効。
        

         camel-test-spring モジュールを使用する場合、テストクラスごとのモジュールを使用する場合、テストクラスごとの 
@EnableRouteCoverage アノテーションの使用アノテーションの使用
        

         camel-test モジュールを使用する場合、テストクラスごとのモジュールを使用する場合、テストクラスごとの isDumpRouteCoverage メメ
ソッドの上書きソッドの上書き
        

2.12.3.2. JVM システムプロパティーを使用したシステムプロパティーを使用した route-coverage の有効化の有効化

       JVM システムプロパティーシステムプロパティー CamelTestRouteCoverage をオンにして、すべてのテストケースのをオンにして、すべてのテストケースの 
route-coverage を有効にできます。これは、を有効にできます。これは、maven-surefire-plugin 設定のいずれかで実行できます。設定のいずれかで実行できます。
      

       テストの実行中にコマンドラインから設定する場合は次のとおりです。テストの実行中にコマンドラインから設定する場合は次のとおりです。
      

mvn clean test -DCamelTestRouteCoverage=true

<plugin>
  <groupId>org.apache.maven.plugins</groupId>
  <artifactId>maven-surefire-plugin</artifactId>
  <configuration>
    <systemPropertyVariables>
      <CamelTestRouteCoverage>true</CamelTestRouteCoverage>
    </systemPropertyVariables>
  </configuration>
</plugin>
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2.12.3.3. @EnableRouteCoverage アノテーションでのアノテーションでの route-coverage の有効化の有効化

       camel-test-spring を使用してテストする場合は、を使用してテストする場合は、@EnableRouteCoverage アノテーションをテアノテーションをテ
ストクラスに追加することで、ユニットテストクラスでストクラスに追加することで、ユニットテストクラスで route-coverage を有効にすることができまを有効にすることができま
す。す。
      

2.12.3.4. isDumpRouteCoverage メソッドでのメソッドでの route-coverage の有効化の有効化

       camel-test を使っていて、ユニットテストがを使っていて、ユニットテストが CamelTestSupport を拡張している場合は、以下にを拡張している場合は、以下に
示すように示すように route-coverage を有効にすることができます。を有効にすることができます。
      

       RouteCoverage メソッドで対象指定できるルートには、固有のメソッドで対象指定できるルートには、固有の ID が割り当てられている必要があが割り当てられている必要があ
ります。つまり、匿名ルートは使用できません。ります。つまり、匿名ルートは使用できません。Java DSL でで routeId を使用して行います。を使用して行います。
      

       また、また、XML DSL でで id 属性を介してルート属性を介してルート ID を付与します。を付与します。
      

2.12.3.5. route-coverage レポートの生成レポートの生成

       route-coverage レポートを生成するには、以下のようにユニットテストを実行します。レポートを生成するには、以下のようにユニットテストを実行します。
      

mvn test

@RunWith(CamelSpringBootRunner.class)
@SpringBootTest(classes = SampleCamelApplication.class)
@EnableRouteCoverage
public class FooApplicationTest {

@Override
public boolean isDumpRouteCoverage() {
    return true;
}

from("jms:queue:cheese").routeId("cheesy")
  .to("log:foo")
  ...

<route id="cheesy">
  <from uri="jms:queue:cheese"/>
  <to uri="log:foo"/>
  ...
</route>
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       そして、そして、Maven ゴールを実行して、以下のようにゴールを実行して、以下のように route-coverage レポートを生成できます。レポートを生成できます。
      

mvn camel:route-coverage

       生成されるレポートでは、ソースコードの行番号でどのルートのルートのカバレッジがないかを確生成されるレポートでは、ソースコードの行番号でどのルートのルートのカバレッジがないかを確
認できます。認できます。
      

[INFO] --- camel-maven-plugin:2.21.0:route-coverage (default-cli) @ camel-example-spring-boot-xml 
---
[INFO] Discovered 1 routes
[INFO] Route coverage summary:

File: src/main/resources/my-camel.xml
RouteId: hello

  Line #      Count   Route
  ------      -----   -----
      28          1   from
      29          1     transform
      32          1     filter
      34          0       to
      36          1     to

Coverage: 4 out of 5 (80.0%)

       この例では、この例では、to のある最後からのある最後から 2 番目の行のカウント列が番目の行のカウント列が 0 であるため、カバレッジがないことがであるため、カバレッジがないことが
分かります。また、これはソースコードファイル分かります。また、これはソースコードファイル (XML ファイルファイル my-camel.xml) のの 34 行目であること行目であること
も分かります。も分かります。
      

2.12.3.6. オプションオプション

       Camel Maven プラグインのプラグインの coverage ゴールは、以下のオプションをサポートします。これらのゴールは、以下のオプションをサポートします。これらの
オプションは、コマンドラインから設定するかオプションは、コマンドラインから設定するか (-D 構文を使用構文を使用)、、<configuration> タグのタグの pom.xml 
ファイルで定義します。ファイルで定義します。
      

パラメーター デフォルト値 説明

failOnError false いずれかのルートのカバレッジが
100% でない場合に失敗するかど
うか。

includeTest false テストソースコードを含めるかど
うか。
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includes  Java および xml ファイルの名前
を絞り込み、指定されたパターン
のリスト (ワイルドカードおよび
正規表現) と一致するファイルの
みが含まれるようにします。複数
の値はコンマで区切ることができ
ます。

excludes  Java および xml ファイルの名前
を絞り込み、指定されたパターン
のリスト (ワイルドカードおよび
正規表現) と一致するファイルが
除外されるようにします。複数の
値はコンマで区切ることができま
す。

anonymousRoutes false 匿名ルート (ルート ID が割り当て
られていないルート) を許可する
かどうか。ルート ID を使用する
ことで、正確にルートカバレッジ
のデータをルートのソースコード
とマッチングさせることができま
す。匿名ルートは、テストされた
ルートがソースコードのどのルー
トに対応しているかを正確に知る
ことが難しくなるため、ルートカ
バレッジの結果の精度が低くなり
ます。

2.13. APACHE CAMEL スタンドアロンの実行スタンドアロンの実行

     スタンドアロンアプリケーションとしてスタンドアロンアプリケーションとして camel を実行する場合、アプリケーションを実行してを実行する場合、アプリケーションを実行して JVM 
が終了するまで実行を継続するために使用できるが終了するまで実行を継続するために使用できる Main クラスを提供します。クラスを提供します。MainListener クラスクラス
は、は、org.apache.camel.main Java パッケージ内にあります。パッケージ内にあります。
    

     以下は、以下は、Main クラスのコンポーネントです。クラスのコンポーネントです。
    

       org.apache.camel.Main クラスのクラスの camel-core JAR
      

       org.apache.camel.spring.Main クラスのクラスの camel-spring JAR
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     以下の例は、以下の例は、Camel からから Main クラスを作成して使用する方法を示しています。クラスを作成して使用する方法を示しています。
    

public class MainExample {

    private Main main;

    public static void main(String[] args) throws Exception {
        MainExample example = new MainExample();
        example.boot();
    }

    public void boot() throws Exception {
        // create a Main instance
        main = new Main();
        // bind MyBean into the registry
        main.bind("foo", new MyBean());
        // add routes
        main.addRouteBuilder(new MyRouteBuilder());
        // add event listener
        main.addMainListener(new Events());
        // set the properties from a file
        main.setPropertyPlaceholderLocations("example.properties");
        // run until you terminate the JVM
        System.out.println("Starting Camel. Use ctrl + c to terminate the JVM.\n");
        main.run();
    }

    private static class MyRouteBuilder extends RouteBuilder {
        @Override
        public void configure() throws Exception {
            from("timer:foo?delay={{millisecs}}")
                .process(new Processor() {
                    public void process(Exchange exchange) throws Exception {
                        System.out.println("Invoked timer at " + new Date());
                    }
                })
                .bean("foo");
        }
    }

    public static class MyBean {
        public void callMe() {
            System.out.println("MyBean.callMe method has been called");
        }
    }

    public static class Events extends MainListenerSupport {

        @Override
        public void afterStart(MainSupport main) {
            System.out.println("MainExample with Camel is now started!");
        }

        @Override
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        public void beforeStop(MainSupport main) {
            System.out.println("MainExample with Camel is now being stopped!");
        }
    }
}

2.14. ONCOMPLETION

概要概要

     OnCompletion DSL 名は、名は、Unit of Work の完了時に行うアクションを定義するために使用できまの完了時に行うアクションを定義するために使用できま
す。す。Unit of Work は、エクスチェンジ全体に対応するは、エクスチェンジ全体に対応する Camel の概念です。の概念です。「エクスチェンジ」「エクスチェンジ」 を参照を参照
してください。してください。onCompletion コマンドの機能は以下のとおりです。コマンドの機能は以下のとおりです。
    

       OnCompletion コマンドのスコープは、グローバルまたはルートごとに指定できます。コマンドのスコープは、グローバルまたはルートごとに指定できます。
ルートスコープはグローバルスコープよりも優先されます。ルートスコープはグローバルスコープよりも優先されます。
      

       OnCompletion は、失敗時または成功時にトリガーされるように設定することができまは、失敗時または成功時にトリガーされるように設定することができま
す。す。
      

       onWhen 述語は、特定の状況で述語は、特定の状況で onCompletion のみをトリガーするために使用できます。のみをトリガーするために使用できます。
      

       スレッドプールを使用するかどうかを設定できますが、デフォルトではスレッドプールはスレッドプールを使用するかどうかを設定できますが、デフォルトではスレッドプールは
使用しません。使用しません。
      

onCompletion のルート専用スコープのルート専用スコープ

     エクスチェンジにてエクスチェンジにて onCompletion DSL が指定されると、が指定されると、Camel は新しいスレッドを生成します。は新しいスレッドを生成します。
これにより、これにより、onCompletion タスクに干渉されることなく、元のスレッドを継続することができます。タスクに干渉されることなく、元のスレッドを継続することができます。
1 つのルートはつのルートは 1 つのつの onCompletion のみをサポートします。以下の例では、エクスチェンジが成功まのみをサポートします。以下の例では、エクスチェンジが成功ま
たは失敗で完了したかに関係なく、たは失敗で完了したかに関係なく、onCompletion がトリガーされます。これがデフォルト動作です。がトリガーされます。これがデフォルト動作です。
    

from("direct:start")
     .onCompletion()
         // This route is invoked when the original route is complete.
         // This is similar to a completion callback.
         .to("log:sync")
         .to("mock:sync")
     // Must use end to denote the end of the onCompletion route.
     .end()
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     // here the original route contiues
     .process(new MyProcessor())
     .to("mock:result");

     XML の場合、以下のようになります。の場合、以下のようになります。
    

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <!-- This onCompletion block is executed when the exchange is done being routed. -->
    <!-- This callback is always triggered even if the exchange fails. -->
    <onCompletion>
        <!-- This is similar to an after completion callback. -->
        <to uri="log:sync"/>
        <to uri="mock:sync"/>
    </onCompletion>
    <process ref="myProcessor"/>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

     失敗時に失敗時に onCompletion をトリガーするには、をトリガーするには、onFailureOnly パラメーターを使用することができパラメーターを使用することができ
ます。同様に、成功時にます。同様に、成功時に onCompletion をトリガーするには、をトリガーするには、onCompleteOnly パラメーターを使用パラメーターを使用
します。します。
    

from("direct:start")
     // Here onCompletion is qualified to invoke only when the exchange fails (exception or FAULT 
body).
     .onCompletion().onFailureOnly()
         .to("log:sync")
         .to("mock:sync")
     // Must use end to denote the end of the onCompletion route.
     .end()
     // here the original route continues
     .process(new MyProcessor())
     .to("mock:result");

     XML の場合、の場合、onFailureOnly およびおよび onCompleteOnly は、は、onCompletion タグのブール値として表タグのブール値として表
現されます。現されます。
    

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <!-- this onCompletion block will only be executed when the exchange is done being routed -->
    <!-- this callback is only triggered when the exchange failed, as we have onFailure=true -->
    <onCompletion onFailureOnly="true">
        <to uri="log:sync"/>
        <to uri="mock:sync"/>
    </onCompletion>
    <process ref="myProcessor"/>
    <to uri="mock:result"/>
</route>
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グローバルスコープのグローバルスコープの onCompletion

     onCompletion を複数のルートに対して定義するには、以下を実行します。を複数のルートに対して定義するには、以下を実行します。
    

// define a global on completion that is invoked when the exchange is complete
 onCompletion().to("log:global").to("mock:sync");

 from("direct:start")
     .process(new MyProcessor())
     .to("mock:result");

onWhen の使用の使用

     特定条件で特定条件で onCompletion を起動するには、を起動するには、onWhen 述語を使用します。次の例では、メッセージ述語を使用します。次の例では、メッセージ
のボディーにのボディーに Hello という単語が含まれている場合に、という単語が含まれている場合に、onCompletion がトリガーされます。がトリガーされます。
    

/from("direct:start")
     .onCompletion().onWhen(body().contains("Hello"))
         // this route is only invoked when the original route is complete as a kind
         // of completion callback. And also only if the onWhen predicate is true
         .to("log:sync")
         .to("mock:sync")
     // must use end to denote the end of the onCompletion route
     .end()
     // here the original route contiues
     .to("log:original")
     .to("mock:result");

onCompletion でのスレッドプールでのスレッドプール

     Camel 2.14 以降、以降、onCompletion はデフォルトでスレッドプールを使用しません。スレッドプールはデフォルトでスレッドプールを使用しません。スレッドプール
を強制的に使用するには、を強制的に使用するには、executorService を設定するか、を設定するか、parallelProcessing をを true に設定しまに設定しま
す。たとえば、す。たとえば、Java DSL では以下の形式を使用します。では以下の形式を使用します。
    

onCompletion().parallelProcessing()
     .to("mock:before")
     .delay(1000)
     .setBody(simple("OnComplete:${body}"));

     XML の場合は以下のようになります。の場合は以下のようになります。
    

<onCompletion parallelProcessing="true">
   <to uri="before"/>
   <delay><constant>1000</constant></delay>
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   <setBody><simple>OnComplete:${body}<simple></setBody>
 </onCompletion>

     特定のスレッドプールを参照するには特定のスレッドプールを参照するには executorServiceRef オプションを使用します。オプションを使用します。
    

<onCompletion executorServiceRef="myThreadPool"
   <to uri="before"/>
   <delay><constant>1000</constant></delay>
   <setBody><simple>OnComplete:${body}</simple></setBody>
 </onCompletion>>

コンシューマーの応答送信前にコンシューマーの応答送信前に onCompletion を実行を実行

     onCompletion はは 2 つのモードで実行できます。つのモードで実行できます。
    

       AfterConsumer: コンシューマーが終了した後に実行されるデフォルトのモードです。コンシューマーが終了した後に実行されるデフォルトのモードです。
      

       BeforeConsumer: コンシューマーが呼び出し元に応答を返信する前に実行されます。これコンシューマーが呼び出し元に応答を返信する前に実行されます。これ
により、により、onCompletion は、特別なヘッダーの追加などエクスチェンジを変更したり、応答ロは、特別なヘッダーの追加などエクスチェンジを変更したり、応答ロ
ガーとしてエクスチェンジをログに記録したりすることができます。ガーとしてエクスチェンジをログに記録したりすることができます。
      

     たとえば、たとえば、created by ヘッダーを応答に追加するには、次に示すようにヘッダーを応答に追加するには、次に示すように modeBeforeConsumer() 
を使用します。を使用します。
    

.onCompletion().modeBeforeConsumer()
     .setHeader("createdBy", constant("Someone"))
 .end()

     XML の場合、の場合、mode 属性を属性を BeforeConsumer に設定します。に設定します。
    

<onCompletion mode="BeforeConsumer">
   <setHeader headerName="createdBy">
     <constant>Someone</constant>
   </setHeader>
 </onCompletion>

2.15. METRICS

概要概要
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     Camel 2.14 から利用可能から利用可能
    

     Camel は既に多くのメトリクスを提供し、は既に多くのメトリクスを提供し、Codahale メトリクスとの統合がメトリクスとの統合が Camel ルートに追加さルートに追加さ
れています。これにより、エンドユーザーは、れています。これにより、エンドユーザーは、Codahale メトリクスを使用して収集されたメトリクスメトリクスを使用して収集されたメトリクス
データに、データに、Camel のルーティング情報を追加できます。のルーティング情報を追加できます。
    

     Codahale メトリクスを使用するには、以下が必要です。メトリクスを使用するには、以下が必要です。
    

1. 
       camel-metrics コンポーネントの追加コンポーネントの追加
      

2. 
       XML またはまたは Java コードでのルートメトリクスの有効化コードでのルートメトリクスの有効化
      

     パフォーマンスメトリクスは、それらを表示する方法がある場合にのみ使用可能であることに注意パフォーマンスメトリクスは、それらを表示する方法がある場合にのみ使用可能であることに注意
してください。メトリクスはしてください。メトリクスは JMX 上で利用できるため、上で利用できるため、JMX と統合できる監視ツールをすべて使用でと統合できる監視ツールをすべて使用で
きます。さらに、実際のデータはきます。さらに、実際のデータは 100% Codehale JSON です。です。
    

メトリクスルートポリシーメトリクスルートポリシー

     単一ルートの単一ルートの Codahale メトリクスを取得するには、ルートごとにメトリクスを取得するには、ルートごとに MetricsRoutePolicy を定義しまを定義しま
す。す。
    

     Java DSL の場合、ルートのポリシーとして割り当てるためのの場合、ルートのポリシーとして割り当てるための MetricsRoutePolicy のインスタンスのインスタンス
を作成します。以下に例を示します。を作成します。以下に例を示します。
    

from("file:src/data?noop=true").routePolicy(new MetricsRoutePolicy()).to("jms:incomingOrders");

     XML DSL の場合、ルートのポリシーとして指定されたの場合、ルートのポリシーとして指定された <bean> を定義します。以下に例を示しまを定義します。以下に例を示しま
す。す。
    

<bean id="policy" class="org.apache.camel.component.metrics.routepolicy.MetricsRoutePolicy"/>

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route routePolicyRef="policy">
    <from uri="file:src/data?noop=true"/>
[...]

メトリクスルートポリシーファクトリーメトリクスルートポリシーファクトリー
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     このファクトリーでは、このファクトリーでは、Codahale メトリクスを使用してルート使用状況の統計を公開するルートごメトリクスを使用してルート使用状況の統計を公開するルートご
とに、とに、RoutePolicy を追加することができます。このファクトリーは、以下の例のようにを追加することができます。このファクトリーは、以下の例のように Java およびおよび  
XML で使用できます。で使用できます。
    

     Java DSL の場合は、以下のようにファクトリーをの場合は、以下のようにファクトリーを CamelContext に追加します。に追加します。
    

context.addRoutePolicyFactory(new MetricsRoutePolicyFactory());

     XML DSL の場合は、の場合は、<bean> を以下のように定義します。を以下のように定義します。
    

<!-- use camel-metrics route policy to gather metrics for all routes -->
<bean id="metricsRoutePolicyFactory" 
class="org.apache.camel.component.metrics.routepolicy.MetricsRoutePolicyFactory"/>

     以下に示すように、以下に示すように、Java コードからコードから
は、は、org.apache.camel.component.metrics.routepolicy.MetricsRegistryService からから 
com.codahale.metrics.MetricRegistry を取得できます。を取得できます。
    

MetricRegistryService registryService = context.hasService(MetricsRegistryService.class);
if (registryService != null) {
  MetricsRegistry registry = registryService.getMetricsRegistry();
  ...
}

オプションオプション

     MetricsRoutePolicyFactory およびおよび MetricsRoutePolicy は、以下のオプションをサポートしまは、以下のオプションをサポートしま
す。す。
    

Name デフォルト 説明

durationUnit TimeUnit.MILLISECONDS メトリクスレポーターまたは統計
を json 出力するときの期間に使用
する単位。

jmxDomain org.apache.camel.metrics JXM ドメイン名。
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metricsRegistry  共有 
com.codahale.metrics.Metric
Registry の使用を許可します。
指定しない場合は、Camel はこの
CamelContext によって使用され
る共有インスタンスを作成しま
す。

prettyPrint false 統計情報を json 形式で出力する際
に pretty print を使用するかどう
か。

rateUnit TimeUnit.SECONDS メトリクスレポーターまたは統計
を json 出力するときのレートに使
用する単位。

useJmx false com.codahale.metrics.JmxR
eporter を使って、詳細な統計情
報を JMX に報告するかどうか。

CamelContext で JMX が有効に
なっている場合、JMX ツリーの
サービスタイプの下に 
MetricsRegistryService
mbean が登録されていることに
注意してください。この mbean
には、統計を JSON 出力する 1 つ
のオペレーションがあります。
useJmx を true に設定する必要が
あるのは、統計タイプごとに細か
い mbeans を生成する場合のみで
す。

2.16. JMX の命名の命名

概要概要

     Apache Camel では、では、management name pattern を定義することで、を定義することで、JMX で表示されるで表示される 
CamelContext Bean の名前をカスタマイズすることができます。たとえば、以下のように、の名前をカスタマイズすることができます。たとえば、以下のように、XML 
CamelContext インスタンスの名前パターンをカスタマイズすることができます。インスタンスの名前パターンをカスタマイズすることができます。
    

<camelContext id="myCamel" managementNamePattern="#name#">
    ...
</camelContext>

     CamelContext Bean の名前パターンを明示的に設定しないと、の名前パターンを明示的に設定しないと、Apache Camel はデフォルトの命名はデフォルトの命名
ストラテジーに戻ります。ストラテジーに戻ります。
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デフォルトの命名ストラテジーデフォルトの命名ストラテジー

     デフォルトでは、デフォルトでは、OSGi バンドルにデプロイされたバンドルにデプロイされた CamelContext Bean のの JMX 名は、バンドルの名は、バンドルの  
OSGi シンボリック名シンボリック名  と同じです。たとえば、と同じです。たとえば、OSGi のシンボリック名がのシンボリック名が MyCamelBundle の場合、の場合、
JMX の名前はの名前は MyCamelBundle となります。バンドル内に複数のとなります。バンドル内に複数の CamelContext が存在する場合、接が存在する場合、接
尾辞としてカウンター値を追加することにより、尾辞としてカウンター値を追加することにより、JMX 名が明確になります。たとえ名が明確になります。たとえ
ば、ば、MyCamelBundle バンドルに複数のバンドルに複数の Camel コンテキストがある場合、対応するコンテキストがある場合、対応する JMX MBeans の名の名
前は以下のようになります。前は以下のようになります。
    

MyCamelBundle-1
MyCamelBundle-2
MyCamelBundle-3
...

JMX 命名ストラテジーのカスタマイズ命名ストラテジーのカスタマイズ

     デフォルトの命名ストラテジーの欠点のデフォルトの命名ストラテジーの欠点の 1 つは、特定のつは、特定の CamelContext Bean が実行間で同じが実行間で同じ JMX 
名を持つことを保証できないことです。実行間の一貫性を高める場合は、名を持つことを保証できないことです。実行間の一貫性を高める場合は、CamelContext インスタンスインスタンス
のの JMX 名パターン名パターン  を定義することで、を定義することで、JMX 名をより正確に制御することができます。名をより正確に制御することができます。
    

Java DSL での名前パターンの指定での名前パターンの指定

     Java のの CamelContext で名前パターンを指定するには、以下のようにで名前パターンを指定するには、以下のように setNamePattern メソッドをメソッドを
呼び出します。呼び出します。
    

// Java
context.getManagementNameStrategy().setNamePattern("#name#");

XML での名前パターンの指定での名前パターンの指定

     XML のの CamelContext で名前パターンを指定するには、以下のようにで名前パターンを指定するには、以下のように camelContext 要素の要素の 
managementNamePattern 属性を設定します。属性を設定します。
    

<camelContext id="myCamel" managementNamePattern="#name#">

名前パターントークン名前パターントークン

     以下のいずれかのトークンにリテラルテキストを追加することで、以下のいずれかのトークンにリテラルテキストを追加することで、JMX 名前パターンを設定するこ名前パターンを設定するこ
とができます。とができます。
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表表2.11 JMX 名のパターントークン名のパターントークン

トークントークン 説明説明

#camelId# CamelContext Bean の id 属性の値

#name# #camelId# と同じです。

#counter# インクリメントカウンター ( 1 で開始)

#bundleId# デプロイされたバンドルの OSGi バンドル ID OSGi
のみのみ)

#symbolicName# OSGi シンボリック名 (OSGi のみのみ)

#version# OSGi バンドルバージョン (OSGi のみのみ)

例例

     以下は、サポートされるトークンを使用して定義できる以下は、サポートされるトークンを使用して定義できる JMX 名前パターンの例です。名前パターンの例です。
    

<camelContext id="fooContext" managementNamePattern="FooApplication-#name#">
    ...
</camelContext>
<camelContext id="myCamel" managementNamePattern="#bundleID#-#symbolicName#-#name#">
    ...
</camelContext>

あいまいな名前あいまいな名前

     カスタマイズされた命名パターンはデフォルトの命名ストラテジーを上書きするため、このアプカスタマイズされた命名パターンはデフォルトの命名ストラテジーを上書きするため、このアプ
ローチを使用してあいまいなローチを使用してあいまいな JMX MBean 名を定義することができます。以下に例を示します。名を定義することができます。以下に例を示します。
    

<camelContext id="foo" managementNamePattern="SameOldSameOld"> ... </camelContext>
...
<camelContext id="bar" managementNamePattern="SameOldSameOld"> ... </camelContext>

     この場合、この場合、Apache Camel は起動に失敗し、は起動に失敗し、MBean が既に存在するが既に存在することを示す例外が出力されまことを示す例外が出力されま
す。そのため、あいまいな名前のパターンを定義しないように細心の注意を払う必要があります。す。そのため、あいまいな名前のパターンを定義しないように細心の注意を払う必要があります。
    

2.17. パフォーマンスと最適化パフォーマンスと最適化

メッセージのコピーメッセージのコピー
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     allowUseOriginalMessage オプションのデフォルト設定はオプションのデフォルト設定は false です。これは、必要がない場合です。これは、必要がない場合
に、元のメッセージのコピー作成を削減します。に、元のメッセージのコピー作成を削減します。allowUseOriginalMessage オプションを有効にするオプションを有効にする
には、次のコマンドを使用します。には、次のコマンドを使用します。
    

       エラーハンドラーまたはエラーハンドラーまたは onException 要素に要素に useOriginalMessage=true を設定します。を設定します。
      

       Java アプリケーションコードでアプリケーションコードで AllowUseOriginalMessage=true を設定してかを設定してか
ら、ら、getOriginalMessage メソッドを使用します。メソッドを使用します。
      

注記注記

      2.18 より前のより前の Camel バージョンでは、バージョンでは、allowUseOriginalMessage のデフォルト設のデフォルト設
定は定は true です。です。
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第第3章章 エンタープライズ統合パターンの導入エンタープライズ統合パターンの導入

概要概要

     Apache Camel のの エンタープライズ統合パターンエンタープライズ統合パターン は、は、Gregor Hohpe およびおよび Bobby Woolf 両氏の両氏の
著書である同名の書籍著書である同名の書籍 Enterprise Integration Patterns の影響を受けています。両著者が説明するパの影響を受けています。両著者が説明するパ
ターンは、エンタープライズ統合プロジェクトを開発するための優れたツールボックスを提供します。ターンは、エンタープライズ統合プロジェクトを開発するための優れたツールボックスを提供します。
統合アーキテクチャーを説明するための共通の言語を提供する他に、統合アーキテクチャーを説明するための共通の言語を提供する他に、Apache Camel のプログラミングのプログラミング
インターフェイスとインターフェイスと XML 設定を使用して、多くのパターンを直接実装することができます。設定を使用して、多くのパターンを直接実装することができます。
    

3.1. パターンの概要パターンの概要

書籍書籍 Enterprise Integration Patterns

     Apache Camel は、は、Gregor Hohpe およびおよび Bobby Woolf 両氏の著書である両氏の著書である Enterprise Integration 
Patterns に記載されているほとんどのパータンをサポートします。に記載されているほとんどのパータンをサポートします。
    

メッセージングシステムメッセージングシステム

     表表3.1「メッセージングシステム」「メッセージングシステム」 に記載されているメッセージングシステムパターンは、メッセーに記載されているメッセージングシステムパターンは、メッセー
ジングシステムを構成する基本的な概念やコンポーネントを紹介します。ジングシステムを構成する基本的な概念やコンポーネントを紹介します。
    

表表3.1 メッセージングシステムメッセージングシステム

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

図5.1「Message パターン」 メッセージチャネルによって接続
された 2 つのアプリケーションは
どのように情報を交換するか。

図5.2「Message Channel パター
ン」

メッセージングを使用して単一の
アプリケーションが別のアプリ
ケーションと通信する方法。

図5.3「Message Endpoint パター
ン」

アプリケーションがメッセージン
グチャネルに接続してメッセージ
を送受信する方法。

図5.4「Pipes and Filters パター
ン」

独立性と柔軟性を維持しながら、
メッセージで複雑な処理を行う方
法。
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図5.7「Message Router パター
ン」

定義された条件のセットに応じて
メッセージを異なるフィルターに
渡すために、個々の処理ステップ
を切り離す方法。

図5.8「Message Translator パ
ターン」

メッセージングを使用して、異な
るデータフォーマットを使用する
システムの間で通信を行う方法。

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

メッセージングチャネルメッセージングチャネル

     メッセージングチャネルは、メッセージングシステムで参加者の接続に使用される基本的なコンメッセージングチャネルは、メッセージングシステムで参加者の接続に使用される基本的なコン
ポーネントです。ポーネントです。表表3.2「メッセージングチャネル」「メッセージングチャネル」 のパターンは、使用できる異なる種類のメッセーのパターンは、使用できる異なる種類のメッセー
ジングチャネルを説明しています。ジングチャネルを説明しています。
    

表表3.2 メッセージングチャネルメッセージングチャネル

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

図6.1「Point to Point Channel パ
ターン」

1 つの受信側のみがドキュメント
の受信や呼び出しを実行するよう
に、呼び出し側が確認する方法。

図6.2「Publish Subscribe Channel
パターン」

送信側が対象のすべての受信側に
ブロードキャストする方法。

図6.3「Dead Letter Channel パ
ターン」

メッセージングシステムが配信で
きないメッセージの処理方法。

図6.4「Guaranteed Delivery パ
ターン」

メッセージングシステムに障害が
発生しても、送信側がメッセージ
を確実に配信する方法。

図6.5「Message Bus パターン」 独立し、分離したアプリケーショ
ンを連携でき、他のアプリケー
ションに影響を与えることなく 1
つ以上のアプリケーションを追加
または削除できるアーキテク
チャーとは。
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メッセージの構築メッセージの構築

     表表3.3「メッセージの構築」「メッセージの構築」 のメッセージ構築パターンは、システムを通過するメッセージのさまざのメッセージ構築パターンは、システムを通過するメッセージのさまざ
まな形式と関数を表しています。まな形式と関数を表しています。
    

表表3.3 メッセージの構築メッセージの構築

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

「概要」 受信した応答を生成したリクエス
トを、要求側が識別する方法。

「返信先アドレス」 応答側が応答の送信先を認識する
方法。

メッセージルーティングメッセージルーティング

     表表3.4「メッセージのルーティング」「メッセージのルーティング」 のメッセージルーティングパターンは、メッセージチャネルをのメッセージルーティングパターンは、メッセージチャネルを
リンクするさまざまな方法を表しています。これには、メッセージのボディーを変更せずにメッセージリンクするさまざまな方法を表しています。これには、メッセージのボディーを変更せずにメッセージ
ストリームに適用できるさまざまなアルゴリズムが含まれます。ストリームに適用できるさまざまなアルゴリズムが含まれます。
    

表表3.4 メッセージのルーティングメッセージのルーティング

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

「Content-Based Router」 単一の論理関数 (在庫確認など) の
実装が複数の物理システムに分散
されている場合の処理方法。

「Message Filter」 コンポーネントが不必要なメッ
セージを受信しないようにする方
法。

「受信者リスト」 動的に指定された受信者のリスト
にメッセージをルーティングする
方法。

「Splitter」 各要素を異なる方法で処理しなけ
ればならない可能性がある、複数
の要素が含まれるメッセージの処
理方法。
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「Aggregator」 個別かつ関連するメッセージの結
果を組み合わせ、全体として処理
できるようにする方法。

「Resequencer」 順序どおりでない関連するメッ
セージのストリームを正しい順序
に戻す方法。

「Composed Message
Processor」

要素ごとに異なる処理が必要とな
る可能性がある複数の要素で設定
されるメッセージを処理する場合
に、メッセージフロー全体を維持
する方法。

 「Scatter-Gather」 複数の受信者にメッセージを送信
する必要があり、その各受信者が
応答を送信する可能性がある場合
に、メッセージフロー全体を維持
する方法。

「Routing Slip」 設計時にステップの順序が分から
ず、ステップの順序がメッセージ
ごとに異なる可能性がある場合
に、一連の処理ステップを通じて
メッセージを継続的にルーティン
グする方法。

 「Throttler」 メッセージのスロットリングに
よって、特定のエンドポイントが
オーバーロードされないようにす
る方法、または外部サービスと合
意した SLA を越えないようにす
る方法。

 「Delayer」 メッセージの送信を遅らせる方
法。

 「Load Balancer」 複数のエンドポイント間で負荷を
分散する方法。

 「Hystrix」 外部サービスの呼び出し時に、
Hystrix サーキットブレーカーを
使用する方法。Camel 2.18 の新機
能。

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース
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 「Service Call」 レジストリーでサービスを検索し
て、分散システムでリモートサー
ビスを呼び出す方法。Camel 2.18
の新機能。

 「Multicast」 メッセージを同時に複数のエンド
ポイントにルーティングする方
法。

 「Loop」 メッセージをループで繰り返し処
理する方法。

 「Sampling」 ダウンストリームルートをオー
バーロードを防ぐために一定の期
間で複数のメッセージから 1 つの
メッセージをサンプリングする方
法。

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

メッセージの変換メッセージの変換

     表表3.5「メッセージ変換」「メッセージ変換」 のメッセージ変換パターンは、さまざまな目的のためにメッセージの内容のメッセージ変換パターンは、さまざまな目的のためにメッセージの内容
を変更する方法を表しています。を変更する方法を表しています。
    

表表3.5 メッセージ変換メッセージ変換

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

「Content Enricher」 メッセージの送信元に必要なデー
タ項目がすべてない場合に他のシ
ステムと通信する方法。

「Content Filter」 数個のデータ項目のみが必要な場
合に大きなメッセージの処理を簡
単にする方法。

「Claim Check EIP」 情報の内容を減らさずにシステム
全体で送信されるメッセージの
データ量を減らす方法。
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「ノーマライザー」 意味的には同等で、受け取った形
式が異なるメッセージの処理方
法。

 「並び替え」 メッセージのボディーのソート方
法。

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

メッセージングエンドポイントメッセージングエンドポイント

     メッセージングエンドポイントは、メッセージングチャネルとアプリケーション間の接点を示しまメッセージングエンドポイントは、メッセージングチャネルとアプリケーション間の接点を示しま
す。す。表表3.6「「Messaging Endpoint」」 のメッセージングエンドポイントパターンは、エンドポイントにのメッセージングエンドポイントパターンは、エンドポイントに
設定できるサービスのさまざまな機能と特性を表しています。設定できるサービスのさまざまな機能と特性を表しています。
    

表表3.6 Messaging Endpoint

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

 「Messaging Mapper」 ドメインオブジェクトとメッセー
ジングインフラストラクチャーの
間でデータを移動し、お互いに独
立した状態を維持する方法。

「Event Driven Consumer」 メッセージが利用できるように
なったときにアプリケーションが
自動的にメッセージを消費する方
法。

「Polling Consumer」 アプリケーションの準備ができた
ときに、アプリケーションがメッ
セージを消費する方法。

「Competing Consumers」 メッセージングクライアントが複
数のメッセージを同時に処理する
方法。

「Message Dispatcher」 1 つのチャネルで複数のコン
シューマーがメッセージ処理を調
整する方法。

「Selective Consumer」 メッセージコンシューマーが受信
するメッセージを選択する方法
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「Durable Subscriber」 サブスクライバーがメッセージを
リッスンしていないときにメッ
セージの欠落を防ぐ方法。

 「Idempotent Consumer」 メッセージの受信側が重複メッ
セージを処理する方法。

「Transactional Client」 クライアントがメッセージングシ
ステムでトランザクションを制御
する方法。

「Messaging Gateway」 残りのアプリケーションからメッ
セージングシステムへのアクセス
をカプセル化する方法。

「Service Activator」 サービスがさまざまなメッセージ
ング技術や、メッセージング以外
の技術によって呼び出されるよう
に、アプリケーションで設計する
方法。

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

システム管理システム管理

     表表3.7「システム管理」「システム管理」 のシステム管理パターンは、メッセージングシステムを監視、テスト、およのシステム管理パターンは、メッセージングシステムを監視、テスト、およ
び管理する方法を表しています。び管理する方法を表しています。
    

表表3.7 システム管理システム管理

アイコンアイコン 名前名前 ユースケースユースケース

12章システム管理 ポイントツーポイントチャネルで
送信されるメッセージを検査する
方法。
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第第4章章 REST サービスの定義サービスの定義

概要概要

     Apache Camel は、は、REST サービスを定義するために複数のアプローチをサポートします。特に、サービスを定義するために複数のアプローチをサポートします。特に、
Apache Camel はは REST DSL (Domain Specific Language) を提供します。これは、を提供します。これは、REST コンポーネコンポーネ
ントを抽象化でき、ントを抽象化でき、Swagger とも統合できるシンプルながらも強力なとも統合できるシンプルながらも強力な Fluent API です。です。
    

4.1. CAMEL におけるにおける REST サービスの概要サービスの概要

概要概要

     Apache Camel は、は、Camel アプリケーションでアプリケーションで REST サービスを定義するためのさまざまなアプサービスを定義するためのさまざまなアプ
ローチやコンポーネントを提供します。本セクションでは、これらのアプローチとコンポーネントの概ローチやコンポーネントを提供します。本セクションでは、これらのアプローチとコンポーネントの概
要を紹介し、要件に最適な実装と要を紹介し、要件に最適な実装と API を判断できるようにします。を判断できるようにします。
    

REST とはとは

     Representational State Transfer (REST) は、は、4 つの基本的なつの基本的な HTTP 動詞動詞 (GET、、POST、、PUT、お、お
よびよび DELETE) のみを使用して、のみを使用して、HTTP 通信でデータ送信を中心とする分散アプリケーションのアーキ通信でデータ送信を中心とする分散アプリケーションのアーキ
テクチャーです。テクチャーです。
    

     REST アーキテクチャーはアーキテクチャーは HTTP を直接活用します。これは、を直接活用します。これは、SOAP のようなのような HTTP を単なるトラを単なるトラ
ンスポートプロトコルとして扱うプロトコルとは対象的です。重要なポイントは、ンスポートプロトコルとして扱うプロトコルとは対象的です。重要なポイントは、HTTP プロトコルプロトコル 自自
体体 が、既にいくつかの規約によって拡張され、分散アプリケーションのフレームワークとして機能するが、既にいくつかの規約によって拡張され、分散アプリケーションのフレームワークとして機能する
のに適していることです。のに適していることです。
    

REST 呼び出しのサンプル呼び出しのサンプル

     REST アーキテクチャーは標準のアーキテクチャーは標準の HTTP メソッドを中心に設定されているため、多くの場合、通常メソッドを中心に設定されているため、多くの場合、通常
のブラウザーをのブラウザーを REST クライアントとして使用することができます。たとえば、ホストとポートクライアントとして使用することができます。たとえば、ホストとポート 
localhost:9091 で実行されている単純なで実行されている単純な Hello World のの REST サービスを呼び出すには、ブラウザーサービスを呼び出すには、ブラウザー
で以下ので以下の URL にアクセスします。にアクセスします。
    

http://localhost:9091/say/hello/Garp

     仮に、仮に、Hello World REST サービスが、以下のようなレスポンスを返すとします。サービスが、以下のようなレスポンスを返すとします。
    

Hello Garp
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     このレスポンスは、ブラウザーのウィンドウに表示されます。通常のブラウザーこのレスポンスは、ブラウザーのウィンドウに表示されます。通常のブラウザー (またはまたは curl コマコマ
ンドラインユーティリティーンドラインユーティリティー) だけを使用して、だけを使用して、REST サービスを呼び出せる気軽さは、サービスを呼び出せる気軽さは、REST プロトプロト
コルが急速に人気を集めている多くの理由のコルが急速に人気を集めている多くの理由の 1 つです。つです。
    

REST ラッパーレイヤーラッパーレイヤー

     REST ラッパーレイヤーは、ラッパーレイヤーは、REST サービスを定義するための簡潔な構文を提供し、異なるサービスを定義するための簡潔な構文を提供し、異なる REST 
実装の上に重ねることができます。実装の上に重ねることができます。
    

REST DSL

        REST DSL (camel-core の一部の一部) は、は、REST サービスを定義するためのシンプルなビルダーサービスを定義するためのシンプルなビルダー API 
を提供するファサードまたはラッパーレイヤーです。を提供するファサードまたはラッパーレイヤーです。REST DSL 自体は自体は REST 実装を提供している実装を提供している
わけではわけではありませんありません。。REST DSL は、ベースとなるは、ベースとなる REST 実装と組み合わせる必要があります。た実装と組み合わせる必要があります。た
とえば、以下のとえば、以下の Java コードは、コードは、REST DSL を使用してシンプルなを使用してシンプルな Hello World のの REST サービスサービス
を定義する方法を示しています。を定義する方法を示しています。
       

rest("/say")
    .get("/hello/{name}").route().transform().simple("Hello ${header.name}");

        詳細は、詳細は、「「REST DSL を使用したを使用した REST サービスの定義」サービスの定義」 を参照してください。を参照してください。
       

REST コンポーネントコンポーネント

        REST コンポーネントコンポーネント (camel-core の一部の一部) は、は、URI 構文を使用して構文を使用して REST サービスの定義をサービスの定義を
可能にするラッパーレイヤーです。可能にするラッパーレイヤーです。REST DSL と同様に、と同様に、REST コンポーネント自体はコンポーネント自体は REST 実装実装
を提供しているわけではを提供しているわけではありませんありません。ベースとなる。ベースとなる REST 実装と組み合わせる必要があります。実装と組み合わせる必要があります。
       

        HTTP コンポーネントを明示的に指定しない場合、コンポーネントを明示的に指定しない場合、REST DSL はクラスパス上の利用可能なコはクラスパス上の利用可能なコ
ンポーネントをチェックすることで、どのンポーネントをチェックすることで、どの HTTP コンポーネントを使用するかを自動検出します。コンポーネントを使用するかを自動検出します。
REST DSL は、は、HTTP コンポーネントのデフォルト名を探し、最初に見つかったものを使用しまコンポーネントのデフォルト名を探し、最初に見つかったものを使用しま
す。クラスパス上にす。クラスパス上に HTTP コンポーネントがなく、かつコンポーネントがなく、かつ HTTP トランスポートが明示的に設定されトランスポートが明示的に設定され
ていない場合は、デフォルトのていない場合は、デフォルトの HTTP コンポーネントはコンポーネントは camel-http になります。になります。
       

注記注記

         HTTP コンポーネントの自動検出機能がコンポーネントの自動検出機能が Camel 2.18 で追加されました。で追加されました。Camel 
2.17 では利用できません。では利用できません。
        

        以下の以下の Java DSL は、は、camel-rest コンポーネントを使用してコンポーネントを使用して Hello World のサービスを定義すのサービスを定義す
る方法を示しています。る方法を示しています。
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from("rest:get:say:/hello/{name}").transform().simple("Hello ${header.name}");

REST 実装実装

     Apache Camel は、以下のコンポーネントを通じて、複数のは、以下のコンポーネントを通じて、複数の REST 実装を提供します。実装を提供します。
    

Spark-Rest コンポーネントコンポーネント

        Spark-Rest コンポーネントコンポーネント (camel-spark-rest) は、は、URI 構文を使用して構文を使用して REST サービスの定サービスの定
義を可能にする義を可能にする REST 実装です。実装です。Spark フレームワーク自体はフレームワーク自体は Java のの API で、で、Sinatra フレームフレーム
ワークワーク (Python のの API) を大まかにベースにしています。たとえば、以下のを大まかにベースにしています。たとえば、以下の Java コードでは、コードでは、
Spark-Rest コンポーネントを使用してコンポーネントを使用して Hello World のサービスを定義する方法を示しています。のサービスを定義する方法を示しています。
       

from("spark-rest:get:/say/hello/:name").transform().simple("Hello ${header.name}");

        Rest コンポーネントとは対照的に、コンポーネントとは対照的に、URI の変数の構文はの変数の構文は {name} ではなく、ではなく、:name であることであること
に注意してください。に注意してください。
       

注記注記

         Spark-Rest コンポーネントにはコンポーネントには Java 8 が必要です。が必要です。
        

Restlet コンポーネントコンポーネント

        Restlet コンポーネントコンポーネント (camel-restlet の一部の一部) は、原則として、異なるトランスポートプロトは、原則として、異なるトランスポートプロト
コルの上に重ねることができるコルの上に重ねることができる REST 実装です実装です (ただし、このコンポーネントはただし、このコンポーネントは HTTP プロトコルプロトコル
に対してのみテストされますに対してのみテストされます)。このコンポーネントは、。このコンポーネントは、Java でで REST サービスを開発する商用フサービスを開発する商用フ
レームワークであるレームワークである Restlet Framework との統合も提供します。たとえば、以下のとの統合も提供します。たとえば、以下の Java コードはコードは  
Restlet コンポーネントを使用してコンポーネントを使用して Hello World のサービスを定義する方法を示しています。のサービスを定義する方法を示しています。
       

from("restlet:http://0.0.0.0:9091/say/hello/{name}?restletMethod=get")
    .transform().simple("Hello ${header.name}");

        詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののRestletを参照してください。を参照してください。
       

Servlet コンポーネントコンポーネント

        Servlet コンポーネントコンポーネント (camel-servlet 内内) は、は、Java サーブレットをサーブレットを Camel ルートにバインドルートにバインド
するコンポーネントです。言い換えれば、するコンポーネントです。言い換えれば、Servlet コンポーネントを使用すると、標準のコンポーネントを使用すると、標準の Java サーサー
ブレットのようにブレットのように Camel ルートをパッケージ化してデプロイすることができます。したがって、ルートをパッケージ化してデプロイすることができます。したがって、
Servlet コンポーネントは、コンポーネントは、 サーブレットコンテナーサーブレットコンテナー内部に内部に Camel ルートをデプロイする必要があルートをデプロイする必要があ
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る場合る場合 (たとえば、たとえば、Apache Tomcat HTTP サーバーやサーバーや JBoss Enterprise Appication Platform コンコン
テナーなどテナーなど) にに Camel ルートをデプロイする場合に特に便利です。ルートをデプロイする場合に特に便利です。
       

        ただし、ただし、Servlet コンポーネントだけは、コンポーネントだけは、REST サービスの定義に便利なサービスの定義に便利な REST API を提供しまを提供しま
せん。そのため、せん。そのため、Servlet コンポーネントを使用する最も簡単な方法は、コンポーネントを使用する最も簡単な方法は、REST DSL と組み合わせると組み合わせる
ことです。これにより、ユーザーフレンドリーなことです。これにより、ユーザーフレンドリーな API でで REST サービスを定義できます。サービスを定義できます。
       

        詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののServletを参照してください。を参照してください。
       

JAX-RS REST 実装実装

     JAX-RS (Java API for RESTful Web Services) は、は、REST リクエストをリクエストを Java オブジェクトにバイオブジェクトにバイ
ンドするためのフレームワークです。バインドを定義するには、このンドするためのフレームワークです。バインドを定義するには、この Java クラスにクラスに JAX-RS のアノのアノ
テーションを記述する必要があります。テーションを記述する必要があります。JAX-RS フレームワークは比較的成熟しており、フレームワークは比較的成熟しており、REST サービサービ
スを開発するための洗練されたフレームワークも提供します。しかし、プログラムするのもやや複雑でスを開発するための洗練されたフレームワークも提供します。しかし、プログラムするのもやや複雑で
す。す。
    

     Apache Camel とと JAX-RS の統合は、の統合は、Apache CXF の上に重ねたの上に重ねた CXFRS コンポーネントによってコンポーネントによって
実装されます。簡単にいうと、実装されます。簡単にいうと、JAX-RS は以下のアノテーションを使用しては以下のアノテーションを使用して REST リクエストをリクエストを Java 
クラスにバインドしますクラスにバインドします (以下は多くのアノテーションの一部のみとなります以下は多くのアノテーションの一部のみとなります)。。
    

@Path

        コンテキストパスをコンテキストパスを Java クラスにマッピングしたり、サブパスを特定のクラスにマッピングしたり、サブパスを特定の Java メソッドにマッメソッドにマッ
ピングしたりできるアノテーション。ピングしたりできるアノテーション。
       

@GET、、@POST、、@PUT、、@DELETE

        HTTP メソッドをメソッドを Java メソッドにマッピングするアノテーション。メソッドにマッピングするアノテーション。
       

@PathParam

        URI パラメーターをパラメーターを Java メソッド引数にマッピングするか、メソッド引数にマッピングするか、URI パラメーターをフィールドパラメーターをフィールド
に注入するアノテーション。に注入するアノテーション。
       

@QueryParam

        クエリーパラメーターをクエリーパラメーターを Java メソッド引数にマッピングするか、クエリーパラメーターをメソッド引数にマッピングするか、クエリーパラメーターを
フィールドに注入するアノテーション。フィールドに注入するアノテーション。
       

     REST リクエストまたはリクエストまたは REST レスポンスのボディーは、通常、レスポンスのボディーは、通常、JAXB (XML) データフォーマットデータフォーマット
であることが期待されます。しかし、であることが期待されます。しかし、Apache CXF はは JSON 形式から形式から JAXB 形式への変換もサポート形式への変換もサポート
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しているため、しているため、JSON メッセージも解析することができます。メッセージも解析することができます。
    

     詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference Guide のの CXFRS およびおよび Apache CXF 
Development Guide を参照してください。を参照してください。
    

注記注記

      CXFRS コンポーネントはコンポーネントは REST DSL と統合されてと統合されていませんいません。。
     

4.2. REST DSL を使用したを使用した REST サービスの定義サービスの定義

REST DSL はファサードはファサード

     REST DSL は、は、Java DSL またはまたは XML DSL (Domain Specific Language) でで REST サービスを定義サービスを定義
するための簡略化された構文を提供するするための簡略化された構文を提供するファサードファサードです。です。REST DSL は実際のは実際の REST 実装を提供して実装を提供して
いるわけではなく、いるわけではなく、既存既存 のの REST 実装実装 (Apache Camel に複数あるに複数ある) のラッパーにすぎません。のラッパーにすぎません。
    

REST DSL の利点の利点

     REST DSL ラッパーレイヤーには、以下の利点があります。ラッパーレイヤーには、以下の利点があります。
    

       REST サービスを定義するためのモダンで使いやすい構文である。サービスを定義するためのモダンで使いやすい構文である。
      

       複数の複数の Apache Camel コンポーネントと互換性がある。コンポーネントと互換性がある。
      

       Swagger と統合と統合 (camel-swagger コンポーネント経由コンポーネント経由) している。している。
      

REST DSL と統合可能なコンポーネントと統合可能なコンポーネント

     REST DSL は実際のは実際の REST 実装ではないため、最初に、ベースとなる実装を提供する実装ではないため、最初に、ベースとなる実装を提供する Camel コンコン
ポーネントを選択する必要があります。現在、以下のポーネントを選択する必要があります。現在、以下の Camel コンポーネントがコンポーネントが REST DSL に統合されに統合され
ています。ています。
    

       Servlet コンポーネントコンポーネント(camel-servlet)
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       Spark REST コンポーネントコンポーネント(camel-spark-rest)
      

       Netty4 HTTP コンポーネントコンポーネント(camel-netty4-http)
      

       Jetty コンポーネントコンポーネント(camel-jetty)
      

       https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_fuse/7.5/html-
single/apache_camel_component_reference/index#restlet-component コンポーネントコンポーネント
(camel-restlet)
      

注記注記

      REST コンポーネントコンポーネント (camel-core の一部の一部) はは REST 実装ではありません。実装ではありません。REST 
DSL と同様に、と同様に、REST コンポーネントはファサードであり、コンポーネントはファサードであり、URI 構文を使用して構文を使用して REST 
サービスを定義するための簡潔な構文を提供します。サービスを定義するための簡潔な構文を提供します。REST コンポーネントには、ベーコンポーネントには、ベー
スとなるスとなる REST 実装も必要です。実装も必要です。
     

REST 実装を使用するように実装を使用するように REST DSL を設定を設定

     REST 実装を指定するには、実装を指定するには、restConfiguration() ビルダービルダー (Java DSL の場合の場合) またはまたは 
restConfiguration 要素要素 (XML DSL の場合の場合) を使用します。たとえば、を使用します。たとえば、Spark-Rest コンポーネントを使コンポーネントを使
用するように用するように REST DSL を設定するには、を設定するには、Java DSL で以下のようなビルダー式を使用します。で以下のようなビルダー式を使用します。
    

restConfiguration().component("spark-rest").port(9091);

     そして、そして、XML DSL では、以下のような要素では、以下のような要素 (camelContext の子としての子として) を使用します。を使用します。
    

<restConfiguration component="spark-rest" port="9091"/>

構文構文

     REST サービスを定義するためのサービスを定義するための Java DS L 構文は以下のとおりです。構文は以下のとおりです。
    

rest("BasePath").Option().
    .Verb("Path").Option().[to() | route().CamelRoute.endRest()]
    .Verb("Path").Option().[to() | route().CamelRoute.endRest()]
    ...
    .Verb("Path").Option().[to() | route().CamelRoute];
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     ここのここの CamelRoute は、オプションの組み込みは、オプションの組み込み Camel ルートですルートです (標準の標準の Java DSL 構文を使用し構文を使用し
て定義されていますて定義されています)。。
    

     REST サービスの定義はサービスの定義は rest() キーワードで始まり、その後に特定のキーワードで始まり、その後に特定の URL パスセグメントを処理すパスセグメントを処理す
るる 1 つ以上のつ以上の Verb 句が続きます。句が続きます。HTTP 動詞は、動詞は、get()、、head()、、put()、、post()、、delete()、、patch() まま
たはたは verb() のいずれかになります。のいずれかになります。Verb 句は以下の構文のいずれかを使用できます。句は以下の構文のいずれかを使用できます。
    

       to() キーワードで終わるキーワードで終わる Verb 句。以下に例を示します。句。以下に例を示します。
      

get("...").Option()+.to("...")

       キーワードキーワード route() で終わるで終わる Verb 句句 (Camel ルートの埋め込みの場合ルートの埋め込みの場合)。以下に例を示しま。以下に例を示しま
す。す。
      

get("...").Option()+.route("...").CamelRoute.endRest()

Java によるによる REST DSL

     Java でで REST DSL でサービスを定義するには、通常のでサービスを定義するには、通常の Apache Camel ルート定義と同様に、ルート定義と同様に、
REST 定義を定義を RouteBuilder.configure() メソッドのボディーに配置します。たとえば、メソッドのボディーに配置します。たとえば、REST DSL とと 
Spark-Rest コンポーネントの組み合わせを使用してコンポーネントの組み合わせを使用して Hello World のサービスを定義するには、以下ののサービスを定義するには、以下の 
Java コードを定義します。コードを定義します。
    

restConfiguration().component("spark-rest").port(9091);

rest("/say")
    .get("/hello").to("direct:hello")
    .get("/bye").to("direct:bye");

from("direct:hello")
    .transform().constant("Hello World");
from("direct:bye")
    .transform().constant("Bye World");

     前述の例では、前述の例では、3 種類のビルダーがあります。種類のビルダーがあります。
    

restConfiguration()

        特定の特定の REST 実装実装 (Spark-Rest) を使用するようにを使用するように REST DSL を設定します。を設定します。
       

rest()
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        REST DSL を使用してサービスを定義します。各を使用してサービスを定義します。各 Verb 句はキーワード句はキーワード to() で終了となりまで終了となりま
す。このキーワードは、受信メッセージをエンドポイントす。このキーワードは、受信メッセージをエンドポイント direct に転送しますに転送します (direct コンポーネコンポーネ
ントは、同じアプリケーション内でルートをつなぎ合わせますントは、同じアプリケーション内でルートをつなぎ合わせます)。。
       

from()

        通常の通常の Camel ルートを定義します。ルートを定義します。
       

XML を使用したを使用した REST DSL

     XML でで XML DSL でサービスを定義するには、でサービスを定義するには、rest 要素を要素を camelContext の子要素として定義しまの子要素として定義しま
す。たとえば、す。たとえば、Spark-Rest コンポーネントでコンポーネントで REST DSL を使用して単純なを使用して単純な Hello World サービスを定サービスを定
義するには、以下の義するには、以下の XML コードコード (Blueprint) を定義します。を定義します。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">
  <restConfiguration component="spark-rest" port="9091"/>

  <rest path="/say">
    <get uri="/hello">
      <to uri="direct:hello"/>
    </get>
    <get uri="/bye">
      <to uri="direct:bye"/>
    </get>
  </rest>

  <route>
    <from uri="direct:hello"/>
    <transform>
      <constant>Hello World</constant>
    </transform>
  </route>
  <route>
    <from uri="direct:bye"/>
    <transform>
      <constant>Bye World</constant>
    </transform>
  </route>
</camelContext>

ベースパスの指定ベースパスの指定

     rest() キーワードキーワード (Java DSL) またはまたは rest 要素の要素の path 属性属性 (XML DSL) を使用してベースパスを定を使用してベースパスを定
義できます。このパスはすべての義できます。このパスはすべての Verb 句のパスに接頭辞として付けられます。たとえば、以下は句のパスに接頭辞として付けられます。たとえば、以下は Java 
DSL のスニペットを示します。のスニペットを示します。
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rest("/say")
    .get("/hello").to("direct:hello")
    .get("/bye").to("direct:bye");

     または、以下はまたは、以下は XML DSL のスニペットを示します。のスニペットを示します。
    

<rest path="/say">
  <get uri="/hello">
    <to uri="direct:hello"/>
  </get>
  <get uri="/bye" consumes="application/json">
    <to uri="direct:bye"/>
  </get>
</rest>

     REST DSL ビルダーは、以下のビルダーは、以下の URL マッピングで公開します。マッピングで公開します。
    

/say/hello
/say/bye

     ベースパスはオプションです。必要であれば、各ベースパスはオプションです。必要であれば、各 Verb 句にフルパスを指定することもできます。句にフルパスを指定することもできます。
    

rest()
    .get("/say/hello").to("direct:hello")
    .get("/say/bye").to("direct:bye");

Dynamic To の使用の使用

     REST DSL では、では、toD 動的な動的な to パラメーターをサポートしています。動的なパラメーターをサポートしています。動的な to パラメーターを使パラメーターを使
用して動的な転送先用して動的な転送先 URI を指定できます。を指定できます。
    

     たとえば、動的エンドポイントたとえば、動的エンドポイント URI を使って動的なを使って動的な JMS キューへ送信するには以下のように定義でキューへ送信するには以下のように定義で
きます。きます。
    

public void configure() throws Exception {
   rest("/say")
     .get("/hello/{language}").toD("jms:queue:hello-${header.language}");
}

     XML DSL では、以下のようになります。では、以下のようになります。
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<rest uri="/say">
  <get uri="/hello//{language}">
    <toD uri="jms:queue:hello-${header.language}"/>
  </get>
<rest>

     toD パラメーターの詳細は、パラメーターの詳細は、「「Dynamic To」」 を参照してください。を参照してください。
    

URI テンプレートテンプレート

     Verb 句で利用する引数では、句で利用する引数では、URI テンプレートで指定できます。これにより、特定のパスセグメンテンプレートで指定できます。これにより、特定のパスセグメン
トを名前付きプロパティーとして取り込むことができますトを名前付きプロパティーとして取り込むことができます (これらはこれらは Camel メッセージヘッダーにマッメッセージヘッダーにマッ
ピングされますピングされます)。たとえば、。たとえば、Hello World アプリケーションをパーソナライズして、発信者の名前で挨アプリケーションをパーソナライズして、発信者の名前で挨
拶するようにする場合は、以下のような拶するようにする場合は、以下のような REST サービスを定義することができます。サービスを定義することができます。
    

rest("/say")
    .get("/hello/{name}").to("direct:hello")
    .get("/bye/{name}").to("direct:bye");

from("direct:hello")
    .transform().simple("Hello ${header.name}");
from("direct:bye")
    .transform().simple("Bye ${header.name}");

     URI テンプレートはテンプレートは {name} パスセグメントのテキストを取得し、このキャプチャーされたテキストパスセグメントのテキストを取得し、このキャプチャーされたテキスト
をを name メッセージヘッダーにコピーします。メッセージヘッダーにコピーします。URL がが /say/hello/Joe で終わるで終わる GET HTTP リクエストリクエスト
を送信してサービスを呼び出す場合、を送信してサービスを呼び出す場合、HTTP レスポンスはレスポンスは Hello Joe になります。になります。
    

組み込みルートの構文組み込みルートの構文

     to() キーワードキーワード (Java DSL) またはまたは to 要素要素 (XML DSL) でで Verb 句を終わらせる代わりに、句を終わらせる代わりに、route() 
キーワードキーワード (Java DSL) またはまたは route 要素要素 (XML DSL) を使用してを使用して Apache Camel ルートを直接ルートを直接 REST 
DSL に埋め込むことも可能です。に埋め込むことも可能です。route() キーワードを使用すると、以下の構文でルートをキーワードを使用すると、以下の構文でルートを Verb 句に句に
埋め込みできます。埋め込みできます。
    

RESTVerbClause.route("...").CamelRoute.endRest()

     endRest() キーワードキーワード (Java DSL のみのみ) は、は、(rest() ビルダーに複数のビルダーに複数の Verb 句がある場合に句がある場合に) Verb 句句
を区切ることができる必須の句読点です。を区切ることができる必須の句読点です。
    

     たとえば、たとえば、Hello World の例をの例を Java DSL のように組み込みのように組み込み Camel ルートを使用するようにリファルートを使用するようにリファ
クタリングできます。クタリングできます。
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rest("/say")
    .get("/hello").route().transform().constant("Hello World").endRest()
    .get("/bye").route().transform().constant("Bye World");

     XML DSL では以下のようになります。では以下のようになります。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">
  ...
  <rest path="/say">
    <get uri="/hello">
      <route>
        <transform>
          <constant>Hello World</constant>
        </transform>
      </route>
    </get>
    <get uri="/bye">
      <route>
        <transform>
          <constant>Bye World</constant>
        </transform>
      </route>
    </get>
  </rest>
</camelContext>

注記注記

      現在の現在の CamelContext 内で、例外句内で、例外句 (onException()) やインターセプターやインターセプター 
(intercept()) を定義した場合、これらの例外句とインターセプターは組み込みルートでを定義した場合、これらの例外句とインターセプターは組み込みルートで
もアクティブになります。もアクティブになります。
     

REST DSL とと HTTP トランスポートコンポーネントトランスポートコンポーネント

     HTTP コンポーネントを明示的に指定しない場合、コンポーネントを明示的に指定しない場合、REST DSL はクラスパス上の利用可能なコンはクラスパス上の利用可能なコン
ポーネントをチェックすることで、どのポーネントをチェックすることで、どの HTTP コンポーネントを使用するかを自動検出します。コンポーネントを使用するかを自動検出します。REST 
DSL は、は、HTTP コンポーネントのデフォルト名を探し、最初に見つかったものを使用します。クラスパコンポーネントのデフォルト名を探し、最初に見つかったものを使用します。クラスパ
ス上にス上に HTTP コンポーネントがなく、かつコンポーネントがなく、かつ HTTP トランスポートが明示的に設定されていない場合トランスポートが明示的に設定されていない場合
は、デフォルトのは、デフォルトの HTTP コンポーネントはコンポーネントは camel-http になります。になります。
    

リクエストとレスポンスのコンテンツタイプの指定リクエストとレスポンスのコンテンツタイプの指定

     Java のの consumes() とと produces() オプション、またはオプション、または XML のの consumes とと produces 属性を使属性を使
用して、用して、HTTP リクエストとレスポンスのリクエストとレスポンスのコンテンツタイプコンテンツタイプをフィルターリングすることができます。をフィルターリングすることができます。
たとえば、いくつかの一般的なコンテンツタイプたとえば、いくつかの一般的なコンテンツタイプ (正式には正式にはインターネットメディアタイプインターネットメディアタイプと呼ばれまと呼ばれま
すす) は以下のとおりです。は以下のとおりです。
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       text/plain
      

       text/html
      

       text/xml
      

       application/json
      

       application/xml
      

     コンテンツタイプはコンテンツタイプは REST DSL のの Verb 句のオプションとして指定されます。たとえば、句のオプションとして指定されます。たとえば、Verb 句を句を
制限して制限して text/plain のの HTTP リクエストのみを受け付け、リクエストのみを受け付け、text/html のの HTTP レスポンスのみを送信すレスポンスのみを送信す
るようにするには、以下のようなるようにするには、以下のような Java コードを使用します。コードを使用します。
    

rest("/email")
    .post("/to/{recipient}").consumes("text/plain").produces("text/html").to("direct:foo");

     XML では、以下のようにでは、以下のように consumes およびおよび produces 属性を設定できます。属性を設定できます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">
  ...
  <rest path="/email">
    <post uri="/to/{recipient}" consumes="text/plain" produces="text/html">
      <to "direct:foo"/>
    </get>
  </rest>
</camelContext>

     また、また、consumes() またはまたは produces() の引数をコンマ区切りのリストとして指定することもできまの引数をコンマ区切りのリストとして指定することもできま
す。たとえば、す。たとえば、consumes("text/plain, application/json") などです。などです。
    

追加の追加の HTTP メソッドメソッド

     HTTP サーバーの実装によっては、サーバーの実装によっては、REST DSL の標準動詞セットの標準動詞セット 
(get()、、head()、、put()、、post()、、delete()、、patch()) では提供されない追加のでは提供されない追加の HTTP メソッドをサポートメソッドをサポート
しているものもあります。追加のしているものもあります。追加の HTTP メソッドにアクセスするには、メソッドにアクセスするには、Java DSL の場合は汎用キーの場合は汎用キー
ワードワード verb()、、XML DSL の場合は汎用要素の場合は汎用要素 verb を使用できます。を使用できます。
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     たとえば、たとえば、Java DSL の場合、の場合、HTTP メソッドメソッド TRACE は以下のように実装します。は以下のように実装します。
    

rest("/say")
    .verb("TRACE", "/hello").route().transform();

     ここで、ここで、transform() はは IN メッセージのボディーをメッセージのボディーを OUT メッセージのボディーにコピーし、メッセージのボディーにコピーし、HTTP 
リクエストに返答させています。リクエストに返答させています。
    

     XML DSL の場合、の場合、HTTP メソッドメソッド TRACE は以下のように実装します。は以下のように実装します。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">
  ...
  <rest path="/say">
    <verb uri="/hello" method="TRACE">
      <route>
        <transform/>
      </route>
    </get>
</camelContext>

カスタムカスタム HTTP エラーメッセージの定義エラーメッセージの定義

     REST サービスがエラーメッセージを返答する必要がある場合、以下のようにカスタムサービスがエラーメッセージを返答する必要がある場合、以下のようにカスタム HTTP エエ
ラーメッセージを定義できます。ラーメッセージを定義できます。
    

1. 
       Exchange.HTTP_RESPONSE_CODE ヘッダーにエラーコードの値を設定して、ヘッダーにエラーコードの値を設定して、HTTP エエ
ラーコードを指定しますラーコードを指定します (例例: 400、、404 などなど)。この設定は、正常時のレスポンスではなく、エ。この設定は、正常時のレスポンスではなく、エ
ラーメッセージをレスポンスするラーメッセージをレスポンスする REST DSL を示します。を示します。
      

2. 
       メッセージのボディーにカスタムエラーメッセージを設定します。メッセージのボディーにカスタムエラーメッセージを設定します。
      

3. 
       必要に応じて必要に応じて Content-Type ヘッダーを設定します。ヘッダーを設定します。
      

4. 
       REST サービスがサービスが Java オブジェクトとの間でマーシャリングするように設定されている場オブジェクトとの間でマーシャリングするように設定されている場
合合 (bindingMode が有効になっている場合が有効になっている場合)、、skipBindingOnErrorCode オプションが有効にオプションが有効に
なっていることを確認する必要がありますなっていることを確認する必要があります (デフォルトは有効デフォルトは有効)。これは、。これは、REST DSL がレスポがレスポ
ンスを送信する際にメッセージボディーをアンマーシャリングしないようにするためです。ンスを送信する際にメッセージボディーをアンマーシャリングしないようにするためです。
      

       オブジェクトバインディングの詳細については、オブジェクトバインディングの詳細については、「「Java オブジェクトとの間のマーシャリオブジェクトとの間のマーシャリ
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ング」ング」 を参照してください。を参照してください。
      

     以下の以下の Java DSL の例は、カスタムエラーメッセージを定義する方法を示しています。の例は、カスタムエラーメッセージを定義する方法を示しています。
    

// Java
// Configure the REST DSL, with JSON binding mode
restConfiguration().component("restlet").host("localhost").port(portNum).bindingMode(RestBindingMod
e.json);

// Define the service with REST DSL
rest("/users/")
    .post("lives").type(UserPojo.class).outType(CountryPojo.class)
        .route()
            .choice()
                .when().simple("${body.id} < 100")
                    .bean(new UserErrorService(), "idTooLowError")
                .otherwise()
                    .bean(new UserService(), "livesWhere");

     この例では、入力この例では、入力 ID がが 100 未満の数値の場合、以下のように実装された未満の数値の場合、以下のように実装された UserErrorService Bean 
を使用してカスタムエラーメッセージを返します。を使用してカスタムエラーメッセージを返します。
    

// Java
public class UserErrorService {
    public void idTooLowError(Exchange exchange) {
        exchange.getIn().setBody("id value is too low");
        exchange.getIn().setHeader(Exchange.CONTENT_TYPE, "text/plain");
        exchange.getIn().setHeader(Exchange.HTTP_RESPONSE_CODE, 400);
    }
}

     UserErrorService Bean では、カスタムエラーメッセージを定義し、では、カスタムエラーメッセージを定義し、HTTP エラーコードをエラーコードを 400 にに
設定します。設定します。
    

パラメーターのデフォルト値パラメーターのデフォルト値

     受信する受信する Camel メッセージのヘッダーにデフォルト値を指定することができます。メッセージのヘッダーにデフォルト値を指定することができます。
    

     たとえば、クエリーパラメーターのたとえば、クエリーパラメーターの verbose などのキーワードを使用して、デフォルト値を指定すなどのキーワードを使用して、デフォルト値を指定す
ることができます。以下のコードではデフォルト値はることができます。以下のコードではデフォルト値は false となります。これは、となります。これは、verbose キーを持つキーを持つ
ヘッダーに他の値が提供されていない場合、デフォルトがヘッダーに他の値が提供されていない場合、デフォルトが false となります。となります。
    

rest("/customers/")
    .get("/{id}").to("direct:customerDetail")
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    .get("/{id}/orders")
      .param()
 .name("verbose")
 .type(RestParamType.query)
 .defaultValue("false")
 .description("Verbose order details")
      .endParam()
        .to("direct:customerOrders")
    .post("/neworder").to("direct:customerNewOrder");

カスタムカスタム HTTP エラーメッセージでのエラーメッセージでの JsonParserException のラッピングのラッピング

     カスタムのエラーメッセージを返する場合によくあるのは、カスタムのエラーメッセージを返する場合によくあるのは、JsonParserException 例外をラッピン例外をラッピン
グすることです。例として、以下のように、グすることです。例として、以下のように、Camel の例外処理メカニズムを利用して、の例外処理メカニズムを利用して、HTTP エラーエラー
コードコード 400 のカスタムのカスタム HTTP エラーメッセージを作成することができます。エラーメッセージを作成することができます。
    

// Java
onException(JsonParseException.class)
    .handled(true)
    .setHeader(Exchange.HTTP_RESPONSE_CODE, constant(400))
    .setHeader(Exchange.CONTENT_TYPE, constant("text/plain"))
    .setBody().constant("Invalid json data");

REST DSL の他のオプションの他のオプション

     一般的に、一般的に、REST DSL のオプションは、以下のようにサービス定義のベース部分のオプションは、以下のようにサービス定義のベース部分 (rest() の直後の直後) にに
直接適用することができます。直接適用することができます。
    

rest("/email").consumes("text/plain").produces("text/html")
    .post("/to/{recipient}").to("direct:foo")
    .get("/for/{username}").to("direct:bar");

     この場合、指定したオプションは下位のすべてのこの場合、指定したオプションは下位のすべての Verb 句に適用されます。または、以下のように、句に適用されます。または、以下のように、
個々の個々の Verb 句にオプションを適用することもできます。句にオプションを適用することもできます。
    

rest("/email")
    .post("/to/{recipient}").consumes("text/plain").produces("text/html").to("direct:foo")
    .get("/for/{username}").consumes("text/plain").produces("text/html").to("direct:bar");

     この場合、指定したオプションは関連するこの場合、指定したオプションは関連する Verb 句にのみ適用され、ベース部分の設定は上書きされ句にのみ適用され、ベース部分の設定は上書きされ
ます。ます。
    

     表表4.1「「REST DSL のオプション」のオプション」  は、は、REST DSL でサポートされているオプションをまとめたもでサポートされているオプションをまとめたも
のです。のです。

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

168



    

表表4.1 REST DSL のオプションのオプション

Java DSL XML DSL 説明説明

bindingMode() @bindingMode バインディングモードを指定しま
す。これを使用して、受信メッ
セージを Java オブジェクトに
マーシャリングすることができま
す (オプションで、Java オブジェ
クトを送信メッセージにアンマー
シャリングすることもできま
す)。値は off (デフォル
ト)、auto、json、xml、json_
xml です。

consumes() @consumes HTTP リクエストで指定されたイ
ンターネットメディアタイプ
(MIME タイプ) のみを受け入れる
ように Verb 句を制限します。代
表的な値
は、text/plain、text/http、text
/xml、application/json、appli
cation/xml です。

customId() @customId JMX Management のカスタム ID
を指定します。

description() description REST サービスまたは Verb 句の
説明文を記載します。JMX
Management やツールを使う場合
に便利です。

enableCORS() @enableCORS true の場合、HTTP レスポンスで
CORS (オリジン間リソース共有)
ヘッダーを有効にします。デフォ
ルトは false です。

id() @id RES T サービスの一意の ID を指
定します。これは、JMX
Management や他のツールを使用
する際に便利です。

method() @method この Verb 句で処理する HTTP メ
ソッドを指定します。通常は一般
的な verb() キーワードと組み合
わせて使用します。
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outType() @outType オブジェクトバインディングが有
効な場合 (bindingMode オプ
ションが有効な場合)、このオプ
ションは HTTP レスポンスレスポンス メッ
セージを表す Java 型を指定しま
す。

produces() produces HTTP レスポンスで指定されたイ
ンターネットメディアタイプ
(MIME タイプ) のみを生成するよ
うに Verb 句を制限します。代表
的な値
は、text/plain、text/http、text
/xml、application/json、appli
cation/xml です。

type() @type オブジェクトバインディングが有
効な場合 (bindingMode オプ
ションが有効な場合)、このオプ
ションは HTTP リクエストリクエスト メッ
セージを表す Java 型を指定しま
す。

VerbURIArgument @uri Verb 句の引数としてパスセグメ
ントまたは URI テンプレートを指
定します。たとえ
ば、get(VerbURIArgument) で
す。

BasePathArgument @path rest() キーワード (Java DSL) ま
たは rest 要素 (XML DSL) でベー
スパスを指定します。

Java DSL XML DSL 説明説明

4.3. JAVA オブジェクトとの間のマーシャリングオブジェクトとの間のマーシャリング

HTTP で送信するためので送信するための Java オブジェクトのマーシャリングオブジェクトのマーシャリング

     REST プロトコルを使用する最も一般的な方法のプロトコルを使用する最も一般的な方法の 1 つは、つは、Java Bean の内容をメッセージボディーの内容をメッセージボディー
で送信することです。これを実現させるには、で送信することです。これを実現させるには、Java オブジェクトを適切なデータフォーマットとの間オブジェクトを適切なデータフォーマットとの間
でマーシャリングするメカニズムが必要です。でマーシャリングするメカニズムが必要です。Java オブジェクトのエンコードに適した以下のデータオブジェクトのエンコードに適した以下のデータ
フォーマットがフォーマットが REST DSL でサポートされています。でサポートされています。
    

JSON

        JSON (JavaScript Object Notation) は、は、Java オブジェクトとの間で簡単にマッピングできるオブジェクトとの間で簡単にマッピングできる
軽量なデータフォーマットです。軽量なデータフォーマットです。JSON 構文はコンパクトで、緩く型指定され、人間が読み書きが構文はコンパクトで、緩く型指定され、人間が読み書きが
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しやすい構文です。これらの理由から、しやすい構文です。これらの理由から、JSON はは REST サービスのメッセージ形式として人気があサービスのメッセージ形式として人気があ
ります。ります。
       

        たとえば、以下のたとえば、以下の JSON コードは、コードは、id とと name のの 2 つのプロパティーフィールドを持つつのプロパティーフィールドを持つ User 
Bean を表現できます。を表現できます。
       

{
    "id" : 1234,
    "name" : "Jane Doe"
}

JAXB

        JAXB(Java Architecture for XML Binding) は、は、Java オブジェクトとオブジェクトと XML の間で簡単にマッの間で簡単にマッ
ピングできるデータフォーマットです。ピングできるデータフォーマットです。XML をを Java オブジェクトにマーシャリングするには、使オブジェクトにマーシャリングするには、使
用する用する Java クラスにアノテーションを付ける必要があります。クラスにアノテーションを付ける必要があります。
       

        たとえば、以下のたとえば、以下の JAXB コードは、コードは、id とと name のの 2 つのプロパティーフィールドを持つつのプロパティーフィールドを持つ User 
Bean を表現できます。を表現できます。
       

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<User>
  <Id>1234</Id>
  <Name>Jane Doe</Name>
</User>

注記注記

         Camel 2.17.0 以降、以降、JAXB データフォーマットと型コンバーターデータフォーマットと型コンバーター
は、は、XmlRootElement の代わりにの代わりに ObjectFactory を使用するクラスのを使用するクラスの XML からから 
POJO への変換をサポートします。また、への変換をサポートします。また、Camel コンテキストでは、値がコンテキストでは、値が true のの 
CamelJaxbObjectFactory プロパティーを含める必要があります。ただし、後方互換プロパティーを含める必要があります。ただし、後方互換
のためにデフォルトはのためにデフォルトは false になっています。になっています。
        

REST DSL によるによる JSON とと JAXB の統合の統合

     メッセージボディーをメッセージボディーを Java オブジェクトへ変換するために必要なコードを自分で書くこともできまオブジェクトへ変換するために必要なコードを自分で書くこともできま
す。しかし、す。しかし、REST DSL は、この変換を自動的に実行する利便性を提供します。特に、は、この変換を自動的に実行する利便性を提供します。特に、JSON とと JAXB 
をを REST DSL と統合すると、以下のようなメリットがあります。と統合すると、以下のようなメリットがあります。
    

       Java オブジェクトとの間のマーシャリングは自動的に実行されますオブジェクトとの間のマーシャリングは自動的に実行されます (適切な設定がある場適切な設定がある場
合合)。。
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       REST DSL は、データフォーマットは、データフォーマット (JSON またはまたは JAXB のいずれかのいずれか) を自動的に検出し、を自動的に検出し、
適切な変換を行うことができます。適切な変換を行うことができます。
      

       REST DSL はは 抽象化レイヤー抽象化レイヤー を提供するので、開発するコードはを提供するので、開発するコードは JSON またはまたは JAXB 実実
装に固有のものではありません。そのため、アプリケーションコードへの影響を最小限に抑え装に固有のものではありません。そのため、アプリケーションコードへの影響を最小限に抑え
ながら、後から実装を切り替えることができます。ながら、後から実装を切り替えることができます。
      

サポートされるデータフォーマットコンポーネントサポートされるデータフォーマットコンポーネント

     Apache Camel はは JSON とと JAXB データフォーマットの多くの実装を提供しています。現在、データフォーマットの多くの実装を提供しています。現在、
REST DSL では以下のデータフォーマットがサポートされています。では以下のデータフォーマットがサポートされています。
    

       JSON
      

         Jackson データフォーマットデータフォーマット (camel-jackson) (デフォルトデフォルト)
        

         gson データフォーマットデータフォーマット (camel-gson)
        

         XStream データフォーマットデータフォーマット (camel-xstream)
        

       JAXB
      

         JAXB データフォーマットデータフォーマット (camel-jaxb)
        

オブジェクトマーシャリングを有効にする方法オブジェクトマーシャリングを有効にする方法

     REST DSL でオブジェクトのマーシャリングを有効にする場合は、以下の点に注意してください。でオブジェクトのマーシャリングを有効にする場合は、以下の点に注意してください。
    

1. 
       bindingMode オプションを設定してバインディングモードを有効にしますオプションを設定してバインディングモードを有効にします (バインディンバインディン
グモードを設定できるレベルはいくつかあり、詳細はグモードを設定できるレベルはいくつかあり、詳細は 「バインディングモードの設定」「バインディングモードの設定」 を参照を参照
してくださいしてください)。。
      

2. 
       受信メッセージでは受信メッセージでは type オプションオプション (必須必須)、送信メッセージでは、送信メッセージでは outType オプションオプション (任任
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意意) を使用して、変換先を使用して、変換先 (または変換元または変換元) のの Java 型を指定します。型を指定します。
      

3. 
       Java オブジェクトをオブジェクトを JAXB データフォーマットとの間で変換する場合、データフォーマットとの間で変換する場合、Java クラスに適クラスに適
切な切な JAXB アノテーションを付ける必要があります。アノテーションを付ける必要があります。
      

4. 
       jsonDataFormat オプションやオプションや xmlDataFormat オプションオプション (restConfiguration ビルダービルダー
で指定可能で指定可能) を使用して、ベースとなるデータフォーマットの実装を指定します。を使用して、ベースとなるデータフォーマットの実装を指定します。
      

5. 
       ルートがルートが JAXB 形式の戻り値を提供する場合、通常、エクスチェンジボディーの形式の戻り値を提供する場合、通常、エクスチェンジボディーの Out メッメッ
セージをセージを JAXB アノテーションを持つクラスのインスタンスアノテーションを持つクラスのインスタンス (JAXB 要素要素) に設定することが期に設定することが期
待されます。ただし、待されます。ただし、JAXB の戻り値をの戻り値を XML 形式で直接提供する場合は、キー形式で直接提供する場合は、キー  
xml.out.mustBeJAXBElement でで dataFormatProperty をを false に設定しますに設定します 
(restConfiguration ビルダーで指定可能ビルダーで指定可能)。たとえば、。たとえば、XML DSL の構文では以下になります。の構文では以下になります。
      

<restConfiguration ...>
  <dataFormatProperty key="xml.out.mustBeJAXBElement"
                      value="false"/>
  ...
</restConfiguration>

6. 
       必要な依存関係をプロジェクトのビルドファイルに追加します。たとえば、必要な依存関係をプロジェクトのビルドファイルに追加します。たとえば、Maven ビルドビルド
システムを使用し、システムを使用し、Jackson データフォーマットを使用している場合、次の依存関係をデータフォーマットを使用している場合、次の依存関係を Maven 
POM ファイルに追加します。ファイルに追加します。
      

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project ...>
  ...
  <dependencies>
    ...
    <!-- use for json binding --> <dependency> <groupId>org.apache.camel</groupId> 
<artifactId>camel-jackson</artifactId> </dependency>
    ...
  </dependencies>
</project>

7. 
       アプリケーションをアプリケーションを OSGi コンテナーにデプロイする際には、必ず選択したデータフォーコンテナーにデプロイする際には、必ず選択したデータフォー
マットに必要な機能をインストールしてください。たとえば、マットに必要な機能をインストールしてください。たとえば、Jackson データフォーマットデータフォーマット 
(デフォルトデフォルト) を使用している場合、以下のを使用している場合、以下の Karaf コンソールコマンドを入力してコンソールコマンドを入力して camel-
jackson 機能をインストールします。機能をインストールします。
      

JBossFuse:karaf@root> features:install camel-jackson

       また、また、Fabric 環境にデプロイする場合は、環境にデプロイする場合は、Fabric プロファイルにその機能を追加します。プロファイルにその機能を追加します。
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たとえば、プロファイルたとえば、プロファイル MyRestProfile を使用している場合は、次のコンソールコマンドを入を使用している場合は、次のコンソールコマンドを入
力して機能を追加できます。力して機能を追加できます。
      

JBossFuse:karaf@root> fabric:profile-edit --features camel-jackson MyRestProfile

バインディングモードの設定バインディングモードの設定

     bindingMode オプションはデフォルトでオプションはデフォルトで off になっているため、になっているため、Java オブジェクトのマーシャリンオブジェクトのマーシャリン
グを有効にするには、明示的に設定する必要があります。表は、サポートされているバインディンググを有効にするには、明示的に設定する必要があります。表は、サポートされているバインディング
モードの一覧を示しています。モードの一覧を示しています。
    

注記注記

      Camel 2.16.3 以降では、以降では、POJO からから JSon/JAXB へのバインディングは、へのバインディングは、content-
type ヘッダーにヘッダーに json またはまたは xml が含まれている場合にのみ発生します。これにより、が含まれている場合にのみ発生します。これにより、
カスタムのコンテンツタイプを指定することで、メッセージボディーがバインディングカスタムのコンテンツタイプを指定することで、メッセージボディーがバインディング
を使用してマーシャリングしなくなります。これは、メッセージボディーがカスタムバを使用してマーシャリングしなくなります。これは、メッセージボディーがカスタムバ
イナリーのペイロードである場合などに便利です。イナリーのペイロードである場合などに便利です。
     

表表4.2 REST DSL のバインディングモードのバインディングモード

バインディングモードバインディングモード 説明説明

off バインディングはオフになります (デフォルトデフォルト)。

auto バインディングは JSON または XML に対して有効
になります。このモードでは、Camel は受信メッ
セージのフォーマットに基づいて JSON または XML
(JAXB) を自動選択します。必ずしも両方のデータ
フォーマットの実装を有効にする必要はありませありませ
んん。JSON の実装と XML の実装のどちらかまたは両
方をクラスパスで提供します。

json バインディングは JSON でのみ有効になります。ク
ラスパスに JSON の実装を用意 しなければなりませしなければなりませ
んん (デフォルトでは、Camel は camel-jackson の実
装を有効にしようとします)。

xml バインディングは XML でのみ有効です。クラスパス
に XML の実装を用意 しなければなりませんしなければなりません (デフォ
ルトでは、Camel は camel-jaxb の実装を有効にし
ようとします)。
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json_xml バインディングは JSON と XML の両方に対して有
効になります。このモードでは、Camel は受信メッ
セージのフォーマットに基づいて JSON または XML
(JAXB) を自動選択します。クラスパスに 両方両方 の
データフォーマットの実装を用意する必要がありま
す。

バインディングモードバインディングモード 説明説明

     Java では、これらのバインディングモード値は、以下のでは、これらのバインディングモード値は、以下の enum 型のインスタンスとして表されま型のインスタンスとして表されま
す。す。
    

org.apache.camel.model.rest.RestBindingMode

     bindingMode が設定できるレベルは、以下のように複数あります。が設定できるレベルは、以下のように複数あります。
    

REST DSL の設定の設定

        以下のように、以下のように、restConfiguration ビルダーからビルダーから bindingMode オプションを設定できます。オプションを設定できます。
       

restConfiguration().component("servlet").port(8181).bindingMode(RestBindingMode.json);

サービス定義のベースパートサービス定義のベースパート

        rest() キーワードの直後キーワードの直後 (Verb 句の前句の前) に、以下のようにに、以下のように bindingMode オプションを設定するオプションを設定する
ことができます。ことができます。
       

rest("/user").bindingMode(RestBindingMode.json).get("/{id}").VerbClause

Verb 句句

        Verb 句で句で bindingMode オプションを設定する場合は、以下のようになります。オプションを設定する場合は、以下のようになります。
       

rest("/user")
    .get("/{id}").bindingMode(RestBindingMode.json).to("...");

例例

     Servlet コンポーネントをコンポーネントを REST 実装として使用して、実装として使用して、REST DSL を使用する方法を示す完全なを使用する方法を示す完全な
コード例は、コード例は、Apache Camel のの camel-example-servlet-rest-blueprint の例を参照してください。このの例を参照してください。この
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例は、スタンドアロンの例は、スタンドアロンの Apache Camel ディストリビューションディストリビューション apache-camel-2.21.0.fuse-750033-
redhat-00001.zip をインストールすると、をインストールすると、Fuse インストールのインストールの extras/ サブディレクトリーにありまサブディレクトリーにありま
す。す。
    

     スタンドアロンスタンドアロン Apache Camel ディストリビューションのインストール後に、以下のディレクトディストリビューションのインストール後に、以下のディレクト
リーでサンプルコードを確認できます。リーでサンプルコードを確認できます。
    

ApacheCamelInstallDir/examples/camel-example-servlet-rest-blueprint

REST 実装として実装として Servlet コンポーネントを設定コンポーネントを設定

     camel-example-servlet-rest-blueprint の例では、の例では、REST DSL のベースとなる実装はのベースとなる実装は Servlet コンコン
ポーネントによって提供されます。ポーネントによって提供されます。Servlet コンポーネントは、コンポーネントは、例例4.1「「REST DSL のの Servlet コンポーコンポー
ネントの設定」ネントの設定」 に示されているように、に示されているように、Blueprint XML ファイルで設定されます。ファイルで設定されます。
    

例例4.1 REST DSL のの Servlet コンポーネントの設定コンポーネントの設定

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<blueprint ...>

  <!-- to setup camel servlet with OSGi HttpService -->
  <reference id="httpService" interface="org.osgi.service.http.HttpService"/>

  <bean class="org.apache.camel.component.servlet.osgi.OsgiServletRegisterer"
        init-method="register"
        destroy-method="unregister">
    <property name="alias" value="/camel-example-servlet-rest-blueprint/rest"/>
    <property name="httpService" ref="httpService"/>
    <property name="servlet" ref="camelServlet"/>
  </bean>

  <bean id="camelServlet" 
class="org.apache.camel.component.servlet.CamelHttpTransportServlet"/>
  ...
  <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">

    <restConfiguration component="servlet"
                       bindingMode="json"
                       contextPath="/camel-example-servlet-rest-blueprint/rest"
                       port="8181">
      <dataFormatProperty key="prettyPrint" value="true"/>
    </restConfiguration>
    ...
  </camelContext>

</blueprint>
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     Servlet コンポーネントをコンポーネントを REST DSL で設定するには、以下ので設定するには、以下の 3 つのレイヤーを設定する必要があつのレイヤーを設定する必要があ
ります。ります。
    

REST DSL レイヤーレイヤー

        REST DSL レイヤーはレイヤーは restConfiguration 要素によって設定され、要素によって設定され、component 属性を属性を servlet 
という値に設定することでという値に設定することで Servlet コンポーネントと統合されます。コンポーネントと統合されます。
       

Servlet コンポーネントレイヤーコンポーネントレイヤー

        Servlet コンポーネントレイヤーは、クラスコンポーネントレイヤーは、クラス CamelHttpTransportServlet のインスタンスとしのインスタンスとし
て実装され、このサンプルインスタンスにはて実装され、このサンプルインスタンスには Bean ID camelServlet があります。があります。
       

HTTP コンテナーレイヤーコンテナーレイヤー

        Servlet コンポーネントはコンポーネントは HTTP コンテナーにデプロイする必要があります。コンテナーにデプロイする必要があります。Karaf コンテナーコンテナー
には通常、ポートには通常、ポート 8181 のの HTTP リクエストをリッスンするデフォルトのリクエストをリッスンするデフォルトの HTTP コンテナーコンテナー (Jetty 
HTTP コンテナーコンテナー) が提供されています。が提供されています。Servlet コンポーネントをデフォルトのコンポーネントをデフォルトの Jetty HTTP コンコン
テナーにデプロイするには、以下を行います。テナーにデプロイするには、以下を行います。
       

a. 
          OSGi サービスサービス (org.osgi.service.http.HttpService) へのへの OSGi 参照を取得します。参照を取得します。
このサービスは、このサービスは、OSGi のデフォルトのデフォルト HTTP サーバーへのアクセスを提供する標準化されたサーバーへのアクセスを提供する標準化された 
OSGi インターフェイスです。インターフェイスです。
         

b. 
          ユーティリティークラスのインスタンスユーティリティークラスのインスタンス (OsgiServletRegisterer) を作成して、を作成して、HTTP 
コンテナーにコンテナーに Servlet コンポーネントを登録します。コンポーネントを登録します。OsgiServletRegisterer クラスは、クラスは、
Servlet コンポーネントのライフサイクル管理を簡素化するユーティリティーです。このクコンポーネントのライフサイクル管理を簡素化するユーティリティーです。このク
ラスのインスタンスが作成されると、ラスのインスタンスが作成されると、HttpService OSGi サービス上のサービス上の registerServlet メメ
ソッドが自動的に呼び出され、インスタンスが破棄されると、ソッドが自動的に呼び出され、インスタンスが破棄されると、unregister メソッドが自動的メソッドが自動的
に呼び出されます。に呼び出されます。
         

必要な依存関係必要な依存関係

     この例には、この例には、REST DSL にとって重要な以下のにとって重要な以下の 2 つの依存関係があります。つの依存関係があります。
    

Servlet コンポーネントコンポーネント

        REST DSL のベースとなる実装を提供します。以下のようにのベースとなる実装を提供します。以下のように Maven POM ファイルで指定しまファイルで指定しま
す。す。
       

<dependency>
  <groupId>org.apache.camel</groupId>
  <artifactId>camel-servlet</artifactId>
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  <version>${camel-version}</version>
</dependency>

        また、また、OSGi コンテナーにデプロイする場合、以下のようにコンテナーにデプロイする場合、以下のように Servlet コンポーネント機能をインコンポーネント機能をイン
ストールする必要があります。ストールする必要があります。
       

JBossFuse:karaf@root> features:install camel-servlet

Jackson データフォーマットデータフォーマット

        JSON データフォーマットの実装を提供します。以下のようにデータフォーマットの実装を提供します。以下のように Maven POM ファイルで指定しファイルで指定し
ます。ます。
       

<dependency>
  <groupId>org.apache.camel</groupId>
  <artifactId>camel-jackson</artifactId>
  <version>${camel-version}</version>
</dependency>

        また、また、OSGi コンテナーにデプロイする場合、以下のようにコンテナーにデプロイする場合、以下のように Jackson データフォーマット機能データフォーマット機能
をインストールする必要があります。をインストールする必要があります。
       

JBossFuse:karaf@root> features:install camel-jackson

レスポンス用レスポンス用 のの Java 型型

     サンプルアプリケーションは、サンプルアプリケーションは、HTTP リクエストメッセージとレスポンスメッセージでリクエストメッセージとレスポンスメッセージで User 型のオ型のオ
ブジェクトを渡し合います。ブジェクトを渡し合います。Java クラスクラス User は、は、例例4.2「「JSON レスポンス用ユーザークラス」レスポンス用ユーザークラス」 で示で示
すように定義されます。すように定義されます。
    

例例4.2 JSON レスポンス用ユーザークラスレスポンス用ユーザークラス

// Java
package org.apache.camel.example.rest;

public class User {

    private int id;
    private String name;

    public User() {
    }

    public User(int id, String name) {
        this.id = id;
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        this.name = name;
    }

    public int getId() {
        return id;
    }

    public void setId(int id) {
        this.id = id;
    }

    public String getName() {
        return name;
    }

    public void setName(String name) {
        this.name = name;
    }
}

     クラスクラス User は、は、JSON データ形式で比較的シンプルに表現されます。たとえば、データ形式で比較的シンプルに表現されます。たとえば、JSON 形式で表現形式で表現
されたこのクラスのインスタンスは次のようになります。されたこのクラスのインスタンスは次のようになります。
    

{
    "id" : 1234,
    "name" : "Jane Doe"
}

JSON バインディングを使用したバインディングを使用した REST DSL の例の例

     この例のこの例の REST DSL 設定と設定と REST サービス定義をサービス定義を 例例4.3「「JSON バインディングでのバインディングでの REST DSL のの
例」例」 に示します。に示します。
    

例例4.3 JSON バインディングでのバインディングでの REST DSL の例の例

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<blueprint xmlns="http://www.osgi.org/xmlns/blueprint/v1.0.0"
           xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
           ...>
  ...
  <!-- a bean for user services -->
  <bean id="userService" class="org.apache.camel.example.rest.UserService"/>

  <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">

    <restConfiguration component="servlet"
                       bindingMode="json"
                       contextPath="/camel-example-servlet-rest-blueprint/rest"
                       port="8181">
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      <dataFormatProperty key="prettyPrint" value="true"/>
    </restConfiguration>

    <!-- defines the REST services using the  base path, /user -->
    <rest path="/user" consumes="application/json" produces="application/json">
      <description>User rest service</description>

      <!-- this is a rest GET to view a user with the given id -->
      <get uri="/{id}" outType="org.apache.camel.example.rest.User">
        <description>Find user by id</description>
        <to uri="bean:userService?method=getUser(${header.id})"/>
      </get>

      <!-- this is a rest PUT to create/update a user -->
      <put type="org.apache.camel.example.rest.User">
        <description>Updates or create a user</description>
        <to uri="bean:userService?method=updateUser"/>
      </put>

      <!-- this is a rest GET to find all users -->
      <get uri="/findAll" outType="org.apache.camel.example.rest.User[]">
        <description>Find all users</description>
        <to uri="bean:userService?method=listUsers"/>
      </get>

    </rest>

  </camelContext>

</blueprint>

REST オペレーションオペレーション

     例例4.3「「JSON バインディングでのバインディングでの REST DSL の例」の例」  からのからの REST サービスは、以下のサービスは、以下の REST オペオペ
レーションを定義します。レーションを定義します。
    

GET /camel-example-servlet-rest-blueprint/rest/user/{id}

        {id} で識別されたユーザーの詳細を取得します。で識別されたユーザーの詳細を取得します。HTTP レスポンスはレスポンスは JSON 形式で返されま形式で返されま
す。す。
       

PUT /camel-example-servlet-rest-blueprint/rest/user

        新しいユーザーを作成します。ユーザーの詳細は新しいユーザーを作成します。ユーザーの詳細は PUT メッセージのボディーに含まれ、メッセージのボディーに含まれ、JSON 
形式でエンコードされます形式でエンコードされます (User オブジェクトタイプと一致するようにオブジェクトタイプと一致するように)。。
       

GET /camel-example-servlet-rest-blueprint/rest/user/findAll

        すべてのすべてのユーザーの詳細を取得します。ユーザーの詳細を取得します。HTTP レスポンスはユーザーの配列で、レスポンスはユーザーの配列で、JSON 形式で形式で
返されます。返されます。
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REST サービスを呼び出すためのサービスを呼び出すための URL

     例例4.3「「JSON バインディングでのバインディングでの REST DSL の例」の例」  からから REST DSL の定義を調べることで、各の定義を調べることで、各 
REST オペレーションを呼び出すのに必要なオペレーションを呼び出すのに必要な URL をまとめることができます。たとえば、指定したをまとめることができます。たとえば、指定した ID 
を持つユーザーの詳細を返す最初のを持つユーザーの詳細を返す最初の REST オペレーションを呼び出す場合、オペレーションを呼び出す場合、URL は以下になります。は以下になります。
    

http://localhost:8181

        restConfiguration では、プロトコルのデフォルトはでは、プロトコルのデフォルトは http で、ポートは明示的にで、ポートは明示的に 8181 に設定に設定
されます。されます。
       

/camel-example-servlet-rest-blueprint/rest

        restConfiguration 要素の要素の contextPath 属性によって指定されます。属性によって指定されます。
       

/user

        rest 要素の要素の path 属性によって指定されます。属性によって指定されます。
       

/{id}

        verb 要素要素 get のの uri 属性によって指定されます。属性によって指定されます。
       

     したがって、コマンドラインで以下のコマンドを入力することで、したがって、コマンドラインで以下のコマンドを入力することで、curl ユーティリティーでこのユーティリティーでこの 
REST 操作を呼び出すことができます。操作を呼び出すことができます。
    

curl -X GET -H "Accept: application/json" http://localhost:8181/camel-example-servlet-rest-
blueprint/rest/user/123

     同様に、残りの同様に、残りの REST オペレーションは、以下のサンプルコマンドを入力することにより、オペレーションは、以下のサンプルコマンドを入力することにより、curl でで
呼び出すことができます。呼び出すことができます。
    

curl -X GET -H "Accept: application/json" http://localhost:8181/camel-example-servlet-rest-
blueprint/rest/user/findAll

curl -X PUT -d "{ \"id\": 666, \"name\": \"The devil\"}" -H "Accept: application/json" 
http://localhost:8181/camel-example-servlet-rest-blueprint/rest/user

4.4. REST DSL の設定の設定

Java DSL を使用した設定を使用した設定
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     Java では、では、restConfiguration() builder API を使用してを使用して REST DSL を設定することができます。たを設定することができます。た
とえば、以下はとえば、以下は Servlet コンポーネントをベースの実装として使用するようにコンポーネントをベースの実装として使用するように REST DSL を設定するを設定する
場合になります。場合になります。
    

restConfiguration().component("servlet").bindingMode("json").port("8181")
    .contextPath("/camel-example-servlet-rest-blueprint/rest");

XML DSL を使用した設定を使用した設定

     XML では、では、restConfiguration 要素を使用して要素を使用して REST DSL を設定できます。たとえば、以下はを設定できます。たとえば、以下は 
Servlet コンポーネントをベースの実装として使用するようにコンポーネントをベースの実装として使用するように REST DSL を設定する場合になります。を設定する場合になります。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<blueprint ...>
  ...
  <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/blueprint">
    ...
    <restConfiguration component="servlet"
                       bindingMode="json"
                       contextPath="/camel-example-servlet-rest-blueprint/rest"
                       port="8181">
      <dataFormatProperty key="prettyPrint" value="true"/>
    </restConfiguration>
    ...
  </camelContext>

</blueprint>

設定オプション設定オプション

     表表4.3「「REST DSL の設定オプション」の設定オプション」  は、は、restConfiguration() ビルダービルダー (Java DSL) またはまたは 
restConfiguration 要素要素 (XML DSL) を使用して、を使用して、REST DSL を設定するオプションを示しています。を設定するオプションを示しています。
    

表表4.3 REST DSL の設定オプションの設定オプション

Java DSL XML DSL 説明説明
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component() @component REST トランスポートとして使用
する Camel コンポーネントを指
定します (例: 
servlet、restlet、spark-rest
など)。この値は、標準コンポー
ネント名またはカスタムインスタ
ンスの Bean ID のいずれかになり
ます。このオプションが指定され
ていない場合、Camel はクラスパ
ス上または Bean レジストリーで 
RestConsumerFactory のイン
スタンスを探します。

scheme() @scheme REST サービスの公開に使用する
プロトコル。ベースとなる REST
の実装に依存しますが、通常は 
http と https はサポートされま
す。デフォルトは http です。

host() @host REST サービスの公開に使用する
ホスト名。

port() @port REST サービスの公開に使用する
ポート番号。

注意注意: この設定は Servlet コンポー
ネントによって無視され無視され、代わり
にコンテナーの標準 HTTP ポート
が使用されます。Apache Karaf
OSGi コンテナーの場合、標準の
HTTP ポートは通常 8181 になりま
す。JMX などのツールのために
ポート値を明記するとよいでしょ
う。

contextPath() @contextPath REST サービスのリーディングコ
ンテキストパスを指定します。こ
れは Servlet などのコンポーネン
トで使用することができます。こ
れらのコンポーネントは、curl の
設定を使用してアプリケーション
をデプロイします。

Java DSL XML DSL 説明説明
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hostNameResolver() @hostNameResolver ホスト名が明示的に設定されてい
ない場合、このリゾルバーによっ
て REST サービスのホストが決定
されます。使用できる値は、ホス
ト名の形式に解決される 
RestHostNameResolver.loca
lHostName (Java DSL) または 
localHostName (XML DSL)、
およびドットの 10 進数の IP アド
レス形式に解決される 
RestHostNameResolver.loca
lIp (Java DSL) または localIp
(XML DSL) になります。Camel
2.17 以降で
は、RestHostNameResolver.
allLocalIp を使用して、すべて
のローカル IP アドレスに解決す
ることができます。

Camel 2.16 までのデフォルトは 
localHostName です。Camel
2.17 以降のデフォルトは 
allLocalIp です。

bindingMode() @bindingMode JSON または XML 形式のメッ
セージのバインディングモードを
有効にします。使用できる値は 
off、auto、json、xml、または 
json_xml です。デフォルトは 
off です。

skipBindingOnErrorCode() @skipBindingOnErrorCode HTTP エラーがある場合、出力の
バインディングをスキップするか
どうかを指定します。これによ
り、JSON や XML にバインドせ
ず、カスタムエラーメッセージを
作成することができます。デフォ
ルトは true です。

enableCORS() @enableCORS true の場合、HTTP レスポンスで
CORS (オリジン間リソース共有)
ヘッダーを有効にします。デフォ
ルトは false です。

jsonDataFormat() @jsonDataFormat Camel が JSON デ ータフォー
マットを変換するために使用する
コンポーネントを指定します。使
用できる値は、json-
jackson、json-gson、json-
xstream です。デフォルトは 
json-jackson です。

Java DSL XML DSL 説明説明
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xmlDataFormat() @xmlDataFormat Camel が XML データフォーマッ
トを変換するために使用するコン
ポーネントを指定します。使用で
きる値は jaxb です。デフォルト
は jaxb です。

componentProperty() componentProperty ベースにある REST 実装に対
し、コンポーネントレベルコンポーネントレベル の任意
のプロパティーを設定できるよう
にします。

endpointProperty() endpointProperty ベースにある REST 実装に対
し、エンドポイントレベルエンドポイントレベル の任意
のプロパティーを設定できるよう
にします。

consumerProperty() consumerProperty ベースにある REST 実装に対
し、コンシューマーエンドポインコンシューマーエンドポイン
トト の任意のプロパティーを設定で
きます。

dataFormatProperty() dataFormatProperty ベースにあるデータフォーマット
コンポーネント (Jackson や
JAXB など) に対し、任意のプロ
パティーを設定できます。Camel
2.14.1 以降では、以下の接頭辞を
プロパティーキーに割り当てるこ
とができます。

json.in

json.out

xml.in

xml.out

これによって、プロパティー設定
を特定の形式 (JSON または
XML) および特定のメッセージ方
向 (IN または OUT) だけに適用す
ることができます。

corsHeaderProperty() corsHeaders カスタム CORS ヘッダをキー/値
のペアで指定できるようにしま
す。

Java DSL XML DSL 説明説明

デフォルトのデフォルトの CORS ヘッダーヘッダー

     CORS (オリジン間リソース共有オリジン間リソース共有) を有効にすると、デフォルトで以下のヘッダーが設定されまを有効にすると、デフォルトで以下のヘッダーが設定されま
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す。す。corsHeaderProperty DSL コマンドコマンド を呼び出すことで、デフォルト設定を任意で上書きできまを呼び出すことで、デフォルト設定を任意で上書きできま
す。す。
    

表表4.4 デフォルトのデフォルトの CORS ヘッダーヘッダー

ヘッダーのキーヘッダーのキー ヘッダーの値ヘッダーの値

Access-Control-Allow-Origin \*

Access-Control-Allow-Methods GET、HEAD、POST、PUT、DELETE、TRACE
、OPTIONS、CONNECT、PATCH

Access-Control-Allow-Headers Origin、Accept、X-Requested-
With、Content-Type、Access-Control-
Request-Method、Access-Control-Request-
Headers

Access-Control-Max-Age 3600

Jackson JSON 機能の有効化または無効化機能の有効化または無効化

     dataFormatProperty オプションに以下のキーを設定すると、特定のオプションに以下のキーを設定すると、特定の Jackson JSON 機能を有効ま機能を有効ま
たは無効にできます。たは無効にできます。
    

       json.in.disableFeatures
      

       json.in.enableFeatures
      

     たとえば、たとえば、Jackson のの FAIL_ON_UNKNOWN_PROPERTIES 機能を無効にする場合は、以下のと機能を無効にする場合は、以下のと
おりですおりです (JSON 入力に入力に Java オブジェクトにマップできないプロパティーがある場合にオブジェクトにマップできないプロパティーがある場合に Jackson は失は失
敗します敗します)。。
    

restConfiguration().component("jetty")
    .host("localhost").port(getPort())
    .bindingMode(RestBindingMode.json)
    .dataFormatProperty("json.in.disableFeatures", "FAIL_ON_UNKNOWN_PROPERTIES");

     コンマ区切りにすると、コンマ区切りにすると、複数複数 の機能を無効にできます。以下に例を示します。の機能を無効にできます。以下に例を示します。
    

.dataFormatProperty("json.in.disableFeatures", 
"FAIL_ON_UNKNOWN_PROPERTIES,ADJUST_DATES_TO_CONTEXT_TIME_ZONE");

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

186



     以下の例は、以下の例は、Java DSL でで Jackson JSON 機能を有効および無効する方法を示しています。機能を有効および無効する方法を示しています。
    

restConfiguration().component("jetty")
    .host("localhost").port(getPort())
    .bindingMode(RestBindingMode.json)
    .dataFormatProperty("json.in.disableFeatures", 
"FAIL_ON_UNKNOWN_PROPERTIES,ADJUST_DATES_TO_CONTEXT_TIME_ZONE")
    .dataFormatProperty("json.in.enableFeatures", 
"FAIL_ON_NUMBERS_FOR_ENUMS,USE_BIG_DECIMAL_FOR_FLOATS");

     以下の例は、以下の例は、XML DSL でで Jackson JSON 機能を有効および無効する方法を示しています。機能を有効および無効する方法を示しています。
    

<restConfiguration component="jetty" host="localhost" port="9090" bindingMode="json">
  <dataFormatProperty key="json.in.disableFeatures" 
value="FAIL_ON_UNKNOWN_PROPERTIES,ADJUST_DATES_TO_CONTEXT_TIME_ZONE"/>
  <dataFormatProperty key="json.in.enableFeatures" 
value="FAIL_ON_NUMBERS_FOR_ENUMS,USE_BIG_DECIMAL_FOR_FLOATS"/>
</restConfiguration>

     有効化または無効化できる有効化または無効化できる Jackson 機能は、以下の機能は、以下の Jackson クラスのクラスの enum ID に対応していまに対応していま
す。す。
    

       com.fasterxml.jackson.databind.SerializationFeature
      

       com.fasterxml.jackson.databind.DeserializationFeature
      

       com.fasterxml.jackson.databind.MapperFeature
      

4.5. SWAGGER との統合との統合

概要概要

     Swagger サービスを使用して、サービスを使用して、CamelContext 内の内の REST 定義されたルートやエンドポイントの定義されたルートやエンドポイントの 
API ドキュメントを生成することができます。これを行うには、ドキュメントを生成することができます。これを行うには、camel-swagger-java モジュールモジュール (純粋純粋
なな Java ベースのモジュールベースのモジュール) でで Camel REST DSL を使用します。を使用します。camel-swagger-java モジュールはモジュールは 
CamelContext と統合したサーブレットを作成し、各と統合したサーブレットを作成し、各 REST エンドポイントから情報を取得してエンドポイントから情報を取得して JSON 
またはまたは YAML 形式の形式の API ドキュメントを生成します。ドキュメントを生成します。
    

     Maven を使用する場合は、を使用する場合は、pom.xml ファイルを編集してファイルを編集して camel-swagger-java コンポーネントに依コンポーネントに依
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存関係を追加します。存関係を追加します。
    

<dependency>
   <groupId>org.apache.camel</groupId>
   <artifactId>camel-swagger-java</artifactId>
   <version>x.x.x</version>
   <!-- Specify the version of your camel-core module. -->
</dependency>

CamelContext でのでの Swagger の有効化の有効化

     REST DSL でで Swagger API を使用できるようにするには、を使用できるようにするには、apiContextPath() を呼び出して、を呼び出して、
Swagger で生成されたで生成された API ドキュメントのコンテキストパスを設定します。以下に例を示します。ドキュメントのコンテキストパスを設定します。以下に例を示します。
    

public class UserRouteBuilder extends RouteBuilder {
    @Override
    public void configure() throws Exception {
        // Configure the Camel REST DSL to use the netty4-http component:
        restConfiguration().component("netty4-http").bindingMode(RestBindingMode.json)
            // Generate pretty print output:
            .dataFormatProperty("prettyPrint", "true")
            // Set the context path and port number that netty will use:
            .contextPath("/").port(8080)
            // Add the context path for the Swagger-generated API documentation:
            .apiContextPath("/api-doc")
                .apiProperty("api.title", "User API").apiProperty("api.version", "1.2.3")
                // Enable CORS:
                .apiProperty("cors", "true");

        // This user REST service handles only JSON files:
        rest("/user").description("User rest service")
            .consumes("application/json").produces("application/json")
            .get("/{id}").description("Find user by id").outType(User.class)
                .param().name("id").type(path).description("The id of the user to 
get").dataType("int").endParam()
                .to("bean:userService?method=getUser(${header.id})")
            .put().description("Updates or create a user").type(User.class)
                .param().name("body").type(body).description("The user to update or create").endParam()
                .to("bean:userService?method=updateUser")
            .get("/findAll").description("Find all users").outTypeList(User.class)
                .to("bean:userService?method=listUsers");
    }
}

Swagger モジュールの設定オプションモジュールの設定オプション

     下表のオプションを使用して、下表のオプションを使用して、Swagger モジュールを設定することができます。以下のようにオプモジュールを設定することができます。以下のようにオプ
ションを設定します。ションを設定します。
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       camel-swagger-java モジュールをサーブレットとして使用している場合は、モジュールをサーブレットとして使用している場合は、web.xml 
ファイルを編集し、設定する設定オプションごとにファイルを編集し、設定する設定オプションごとに init-param 要素を指定してオプションを設要素を指定してオプションを設
定します。定します。
      

       Camel REST コンポーネントからコンポーネントから camel-swagger-java モジュールを使用している場合モジュールを使用している場合
は、は、enableCORS()、、host()、または、または contextPath() などの適切ななどの適切な 
RestConfigurationDefinition メソッドを呼び出してオプションを設定します。メソッドを呼び出してオプションを設定します。api.xxx オプオプ
ションをションを RestConfigurationDefinition.apiProperty() メソッドで設定します。メソッドで設定します。
      

オプションオプション タイプタイプ 説明説明

api.contact.email String API 関連の連絡先に使用するメー
ルアドレス。

api.contact.name String API 関連の連絡先に使用する個人
または組織の名前。

api.contact.url String API 関連の問い合わせ先の Web
サイトへの URL。

apiContextIdListing ブール値 アプリケーションに複数の 
CamelContext オブジェクトを
使用している場合、デフォルトの
動作では、現在の 
CamelContext のみに REST エ
ンドポイントが一覧表示されま
す。REST サービスを実行してい
る JVM で、実行されている個々
の CamelContext の REST エン
ドポイントのリストが必要な場合
は、このオプションを true に設
定しま
す。apiContextIdListing が
true の場合、Swagger は 
CamelContext のルートパス (た
とえば /api-docs) で ID 一覧を
JSON 形式のリストとして公開し
ます。Swagger で生成されたド
キュメントにアクセスするには、
REST コンテキストパスに 
CamelContext ID を追加します
(たとえば api-
docs/myCamel)。apiContextI
dPattern オプションを使用し
て、この出力リストの名前をフィ
ルターリングできます。
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apiContextIdPattern String コンテキストリストに表示される
CamelContext ID のフィルターパ
ターン。正規表現を指定し、ワイ
ルドカードとして * を使用するこ
とができます。これは、Camel
Intercept 機能で使用されるのと
同じパターンマッチング機能で
す。

api.license.name String API に適用されるライセンス名。

api.license.url String API に適用されるライセンスの
URL。

api.path String ドキュメントを生成する REST
API が使用可能なパスを設定しま
す (例: /api-docs)。相対パスで
指定します。たとえば、http ま
たは https は指定しないでくださ
い。camel-swagger-java モ
ジュールは、ランタイム時に 
protocol://host:port/context-
path/api-path の形式で絶対パス
を計算します。

api.termsOfService String API の利用規約への URL。

api.title String アプリケーションの名前。

api.version String API のバージョン。デフォルトは
0.0.0 です。

base.path String 必須。REST サービスが利用でき
るパスを設定します。相対パスで
指定します。たとえば、http ま
たは https は指定しないでくださ
い。camel-swagger-java モ
ジュールは、ランタイム時に 
protocol://host:port/context-
path/base.path の形式で絶対パ
スを計算します。

オプションオプション タイプタイプ 説明説明
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cors ブール値 CORS (オリジン間リソース共有)
を有効にするかどうか。これによ
り、CORS は REST API ドキュメ
ントを閲覧する場合のみ有効にな
り、REST サービスにアクセスす
る場合には有効になりません。デ
フォルトは false です。この表の
後で説明するように、代わりに 
CorsFilter オプションを使用す
ることをお勧めします。

host String Swagger サービスが実行されてい
るホストの名前を指定します。デ
フォルトでは、localhost に基づ
いてホスト名が計算されます。

schemes String 使用するプロトコルスキーム。複
数の値はコンマで区切ります (例: 
"http,https".)。デフォルトは 
http です。

swagger.version String Swagger 仕様のバージョン。デ
フォルトは 2.0 です。

オプションオプション タイプタイプ 説明説明

CORS フィルターの使用したフィルターの使用した CORS サポートの有効化サポートの有効化

     Swagger ユーザーインターフェイスを使用してユーザーインターフェイスを使用して REST API ドキュメントを表示する場合は、ドキュメントを表示する場合は、CORS 
(オリジン間リソース共有オリジン間リソース共有) のサポートを有効にする必要があるでしょう。このサポートは、のサポートを有効にする必要があるでしょう。このサポートは、Swagger 
ユーザーインターフェイスがホストされていて、ユーザーインターフェイスがホストされていて、REST API が実行されているホスト名が実行されているホスト名/ポートとは異なポートとは異な
る場合に必要です。る場合に必要です。
    

     CORS のサポートを有効にするには、のサポートを有効にするには、RestSwaggerCorsFilter をを web.xml ファイルに追加します。ファイルに追加します。
CORS フィルターには、フィルターには、CORS を有効にするを有効にする HTTP ヘッダーを追加します。以下に例を示します。ヘッダーを追加します。以下に例を示します。
    

<!-- Enable CORS filter to allow use of Swagger UI for browsing and testing APIs. -->
<filter>
     <filter-name>RestSwaggerCorsFilter</filter-name>
     <filter-class>org.apache.camel.swagger.rest.RestSwaggerCorsFilter</filter-class>
</filter>
<filter-mapping>
     <filter-name>RestSwaggerCorsFilter</filter-name>
     <url-pattern>/api-docs/*</url-pattern>
     <url-pattern>/rest/*</url-pattern>
</filter-mapping>
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     RestSwaggerCorsFilter は、すべてのリクエストに対して以下のヘッダーを設定します。は、すべてのリクエストに対して以下のヘッダーを設定します。
    

       Access-Control-Allow-Origin= *
      

       access-Control-Allow-Methods = GET, HEAD, POST, PUT, DELETE, TRACE, 
OPTIONS, CONNECT, PATCH
      

       Access-Control-Max-Age = 3600'
      

       Access-Control-Allow-Headers = Origin, Accept, X-Requested-With, Content-Type, 
Access-Control-Request-Method, Access-Control-Request-Headers
      

     RestSwaggerCorsFilter は単純なフィルターです。特定のクライアントをブロックしたり、特定のは単純なフィルターです。特定のクライアントをブロックしたり、特定の
クライアントに対して異なるヘッダー値を設定したりする必要がある場合は、複雑なフィルターが必要クライアントに対して異なるヘッダー値を設定したりする必要がある場合は、複雑なフィルターが必要
になる可能性があります。になる可能性があります。
    

JSON またはまたは YAML 形式の出力形式の出力

     Camel 2.17 以降、以降、camel-swagger-java モジュールはモジュールは JSON とと YAML 形式の両方の出力をサポート形式の両方の出力をサポート
しています。必要な出力を指定するには、リクエストしています。必要な出力を指定するには、リクエスト URL にに /swagger.json またはまたは /swagger.yaml をを
追加します。リクエスト追加します。リクエスト URL に形式が指定されていない場合、に形式が指定されていない場合、camel-swagger-java モジュールはモジュールは 
HTTP Accept ヘッダーをチェックしてヘッダーをチェックして JSON またはまたは YAML を許可するかどうかを検出します。両方がを許可するかどうかを検出します。両方が
受け入れられるか、両方が受け入れられないと検知された場合は、デフォルトの受け入れられるか、両方が受け入れられないと検知された場合は、デフォルトの JSON 形式が出力され形式が出力され
ます。ます。
    

例例

     Apache Camel ディストリビューションで、ディストリビューションで、camel -example-swagger-cdi およびおよび camel-example-
swagger-java はは camel-swagger-java モジュールの使用方法を実証します。モジュールの使用方法を実証します。
    

Swagger で生成されたドキュメントの充実で生成されたドキュメントの充実

     Camel 2.16 以降では、名前、説明、データ型、パラメーター型などのパラメーター詳細を定義する以降では、名前、説明、データ型、パラメーター型などのパラメーター詳細を定義する
ことで、ことで、Swagger で生成されたドキュメントを充実することができます。で生成されたドキュメントを充実することができます。XML DSL を使用している場を使用している場
合は、合は、param 要素を指定してこれらの情報を追加します。以下の要素を指定してこれらの情報を追加します。以下の XML DSL の例は、の例は、ID パスパラメーパスパラメー
ターに関する情報を補足する方法を示しています。ターに関する情報を補足する方法を示しています。
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<!-- This is a REST GET request to view information for the user with the given ID: -->
<get uri="/{id}" outType="org.apache.camel.example.rest.User">
     <description>Find user by ID.</description>
     <param name="id" type="path" description="The ID of the user to get information about." 
dataType="int"/>
     <to uri="bean:userService?method=getUser(${header.id})"/>
</get>

     以下は以下は Java DSL の例です。の例です。
    

.get("/{id}").description("Find user by ID.").outType(User.class)
   .param().name("id").type(path).description("The ID of the user to get information 
about.").dataType("int").endParam()
   .to("bean:userService?method=getUser(${header.id})")

     名前が名前が body のパラメーターを定義する場合は、そのパラメーターの型としてのパラメーターを定義する場合は、そのパラメーターの型として body も指定する必要も指定する必要
があります。以下に例を示します。があります。以下に例を示します。
    

<!-- This is a REST PUT request to create/update information about a user. -->
<put type="org.apache.camel.example.rest.User">
     <description>Updates or creates a user.</description>
     <param name="body" type="body" description="The user to update or create."/>
     <to uri="bean:userService?method=updateUser"/>
</put>

     以下は以下は Java DSL の例です。の例です。
    

.put().description("Updates or create a user").type(User.class)
     .param().name("body").type(body).description("The user to update or create.").endParam()
     .to("bean:userService?method=updateUser")

     Apache Camel ディストリビューションのディストリビューションの examples/camel-example-servlet-rest-tomcat も参照も参照
してください。してください。
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第第5章章 メッセージングシステムメッセージングシステム

概要概要

     本章では、エンドポイント、メッセージングチャネル、メッセージルーターなどの、メッセージン本章では、エンドポイント、メッセージングチャネル、メッセージルーターなどの、メッセージン
グシステムの基本的な設定要素について紹介します。グシステムの基本的な設定要素について紹介します。
    

5.1. メッセージメッセージ

概要概要

     メッセージメッセージ とは、メッセージングシステムでデータを送信するための最小単位ですとは、メッセージングシステムでデータを送信するための最小単位です (以下の図では灰以下の図では灰
色の丸で表されています色の丸で表されています)。複数のパーツが含まれるメッセージなどの場合、メッセージ自体に内部構。複数のパーツが含まれるメッセージなどの場合、メッセージ自体に内部構
造がある場合があります。これは、造がある場合があります。これは、図図5.1「「Message パターン」パターン」 では灰色の丸とつながる図形で表されでは灰色の丸とつながる図形で表され
ています。ています。
    

図図5.1 Message パターンパターン

メッセージのタイプメッセージのタイプ

     Apache Camel は以下のメッセージタイプを定義します。は以下のメッセージタイプを定義します。
    

       In メッセージメッセージ: コンシューマーエンドポイントからプロデューサーエンドポイントへのコンシューマーエンドポイントからプロデューサーエンドポイントへの
ルートを通過するメッセージルートを通過するメッセージ (通常はメッセージのエクスチェンジを開始します通常はメッセージのエクスチェンジを開始します)。。
      

       out メッセージメッセージ: プロデューサーエンドポイントからコンシューマーエンドポイントに戻るプロデューサーエンドポイントからコンシューマーエンドポイントに戻る
ルートを通過するメッセージルートを通過するメッセージ (通常は通常は In メッセージの応答になりますメッセージの応答になります)。。
      

     これらのメッセージタイプはすべて、これらのメッセージタイプはすべて、org.apache.camel.Message インターフェイスによって内部インターフェイスによって内部
的に表されます。的に表されます。
    

メッセージの構造メッセージの構造
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     デフォルトでは、デフォルトでは、Apache Camel は以下の構造をすべてのメッセージタイプに適用します。は以下の構造をすべてのメッセージタイプに適用します。
    

       ヘッダーヘッダー: メッセージから抽出されたメタデータまたはヘッダーデータが含まれます。メッセージから抽出されたメタデータまたはヘッダーデータが含まれます。
      

       ボディーボディー: 通常、メッセージ全体が元の形式で含まれます。通常、メッセージ全体が元の形式で含まれます。
      

       アタッチメントアタッチメント: メッセージの添付メッセージの添付 (JBI などの特定のメッセージングシステムとの統合になどの特定のメッセージングシステムとの統合に
必要です必要です)。。
      

     ヘッダー、ボディー、およびアタッチメントに分割することはメッセージの抽象モデルであることヘッダー、ボディー、およびアタッチメントに分割することはメッセージの抽象モデルであること
を覚えておくことが重要です。を覚えておくことが重要です。Apache Camel は、さまざまなメッセージ形式を生成するさまざまなコは、さまざまなメッセージ形式を生成するさまざまなコ
ンポーネントをサポートします。最終的には、メッセージのヘッダーおよびボディーに何を配置するかンポーネントをサポートします。最終的には、メッセージのヘッダーおよびボディーに何を配置するか
を決定する基盤のコンポーネント実装です。を決定する基盤のコンポーネント実装です。
    

メッセージの関連付けメッセージの関連付け

     Apache Camel は内部的に、個別のメッセージの関連付けに使用されるメッセージは内部的に、個別のメッセージの関連付けに使用されるメッセージ ID を記憶しまを記憶しま
す。ただし、す。ただし、Apache Camel がメッセージを照合する最も重要な方法はがメッセージを照合する最も重要な方法は エクスチェンジエクスチェンジ オブジェクトオブジェクト
を介して行われます。を介して行われます。
    

エクスチェンジオブジェクトエクスチェンジオブジェクト

     エクスチェンジオブジェクトは、関連するメッセージのコレクションをカプセル化するエンティエクスチェンジオブジェクトは、関連するメッセージのコレクションをカプセル化するエンティ
ティーで、関連するメッセージのコレクションはティーで、関連するメッセージのコレクションは メッセージエクスチェンジメッセージエクスチェンジ と呼ばれ、メッセージのと呼ばれ、メッセージの
シーケンスを制御するルールはシーケンスを制御するルールは 交換パターン交換パターン と呼ばれます。たとえば、一般的な交換パターンには、と呼ばれます。たとえば、一般的な交換パターンには、
一方向イベントメッセージ一方向イベントメッセージ (In メッセージメッセージ 1 つで設定つで設定) と、リクエストと、リクエスト-リプライエクスチェンジリプライエクスチェンジ (In 
メッセージメッセージ 1 つと、それに続くつと、それに続く Out メッセージで設定メッセージで設定) のの 2 つがあります。つがあります。
    

メッセージへのアクセスメッセージへのアクセス

     Java DSL でルーティングルールを定義する場合、以下のでルーティングルールを定義する場合、以下の DSL ビルダーメソッドを使用してメッビルダーメソッドを使用してメッ
セージのヘッダーとボディーにアクセスできます。セージのヘッダーとボディーにアクセスできます。
    

       header(String name)、、body() - 現行の現行の In メッセージの名前付きヘッダーとボディーを返メッセージの名前付きヘッダーとボディーを返
します。します。
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       outBody(): 現在の現在の Out メッセージのボディーを返します。メッセージのボディーを返します。
      

     たとえば、たとえば、In メッセージのメッセージの username ヘッダーを設定するには、以下のヘッダーを設定するには、以下の Java DSL ルートを使用でルートを使用で
きます。きます。
    

from(SourceURL).setHeader("username", "John.Doe").to(TargetURL);

5.2. メッセージチャネルメッセージチャネル

概要概要

     メッセージチャネルメッセージチャネル は、メッセージングシステムの論理チャネルです。つまり、異なるメッセージは、メッセージングシステムの論理チャネルです。つまり、異なるメッセージ
チャネルにメッセージを送信することで、メッセージを異なるメッセージタイプに分類する初歩的な方チャネルにメッセージを送信することで、メッセージを異なるメッセージタイプに分類する初歩的な方
法を提供します。メッセージチャネルの例として、メッセージキューとメッセージトピックが挙げられ法を提供します。メッセージチャネルの例として、メッセージキューとメッセージトピックが挙げられ
ます。論理チャネルは物理チャネルと同じではます。論理チャネルは物理チャネルと同じでは ないない ことに注意してください。論理チャネルを物理的ことに注意してください。論理チャネルを物理的
に認識する方法はいくつかあります。に認識する方法はいくつかあります。
    

     Apache Camel では、メッセージチャネルはでは、メッセージチャネルは 図図5.2「「Message Channel パターン」パターン」 のとおり、メッのとおり、メッ
セージ指向コンポーネントのエンドポイントセージ指向コンポーネントのエンドポイント URI によって表されます。によって表されます。
    

図図5.2 Message Channel パターンパターン

メッセージ指向コンポーネントメッセージ指向コンポーネント

     Apache Camel の以下のメッセージ指向コンポーネントによって、メッセージチャネルの概念がサの以下のメッセージ指向コンポーネントによって、メッセージチャネルの概念がサ
ポートされます。ポートされます。
    

       ActiveMQ
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       JMS
      

       AMQP
      

ActiveMQ

     ActiveMQ では、メッセージチャネルはでは、メッセージチャネルは キューキュー またはまたは トピックトピック によって表されます。特定のによって表されます。特定の
キューのエンドポイントキューのエンドポイント URI であるである QueueName の形式は次のとおりです。の形式は次のとおりです。
    

activemq:QueueName

     特定のトピックのエンドポイント特定のトピックのエンドポイント URI であるである TopicName の形式は次のとおりです。の形式は次のとおりです。
    

activemq:topic:TopicName

     たとえば、たとえば、Foo.Bar キューにメッセージを送信するには、以下のエンドポイントキューにメッセージを送信するには、以下のエンドポイント URI を使用しまを使用しま
す。す。
    

activemq:Foo.Bar

     ActiveMQ コンポーネントの設定に関する詳細や手順は、コンポーネントの設定に関する詳細や手順は、Apache Camel Component Reference 
GuideののActiveMQを参照してください。を参照してください。
    

JMS

     Java Messaging Service (JMS) は、さまざまな種類のメッセージシステムにアクセスするために使は、さまざまな種類のメッセージシステムにアクセスするために使
用される汎用ラッパー層です用される汎用ラッパー層です (たとえば、たとえば、ActiveMQ、、MQSeries、、Tibco、、BEA、、Sonic などをラップなどをラップ
するために使用できますするために使用できます)。。JMS では、メッセージチャネルはキューまたはトピックによって表されまでは、メッセージチャネルはキューまたはトピックによって表されま
す。特定のキューのエンドポイントす。特定のキューのエンドポイント URI であるである QueueName の形式は次のとおりです。の形式は次のとおりです。
    

jms:QueueName

     特定のトピックのエンドポイント特定のトピックのエンドポイント URI であるである TopicName の形式は次のとおりです。の形式は次のとおりです。
    

jms:topic:TopicName
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     JMS コンポーネントの設定に関する詳細や手順は、コンポーネントの設定に関する詳細や手順は、Apache Camel Component Reference 
GuideののJmsを参照してください。を参照してください。
    

AMQP

     AMQP では、メッセージチャネルはキューまたはトピックで表されます。特定のキューのエンドポでは、メッセージチャネルはキューまたはトピックで表されます。特定のキューのエンドポ
イントイント URI であるである QueueName の形式は次のとおりです。の形式は次のとおりです。
    

amqp:QueueName

     特定のトピックのエンドポイント特定のトピックのエンドポイント URI であるである TopicName の形式は次のとおりです。の形式は次のとおりです。
    

amqp:topic:TopicName

     AMQP コンポーネントの設定に関する詳細や手順は、コンポーネントの設定に関する詳細や手順は、Apache Camel Component Reference 
GuideののAmqpを参照してください。を参照してください。
    

5.3. メッセージエンドポイントメッセージエンドポイント

概要概要

     メッセージエンドポイントメッセージエンドポイント は、アプリケーションとメッセージングシステム間のインターフェイスは、アプリケーションとメッセージングシステム間のインターフェイス
です。です。図図5.3「「Message Endpoint パターン」パターン」 のように、送信者のエンドポイントがあります。これのように、送信者のエンドポイントがあります。これ
は、プロキシーまたはサービスコンシューマーとも呼ばれ、は、プロキシーまたはサービスコンシューマーとも呼ばれ、In メッセージの送信を担当します。また、メッセージの送信を担当します。また、
受信者のエンドポイントもあります。これはエンドポイントまたはサービスとも呼ばれ、受信者のエンドポイントもあります。これはエンドポイントまたはサービスとも呼ばれ、In メッセージメッセージ
の受信を担当します。の受信を担当します。
    

図図5.3 Message Endpoint パターンパターン

エンドポイントのタイプエンドポイントのタイプ

     Apache Camel は、は、2 つの基本タイプのエンドポイントを定義します。つの基本タイプのエンドポイントを定義します。
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       コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント: Apache Camel ルートの最初にあり、受信チャネルからルートの最初にあり、受信チャネルから 
In messages を読み取りますを読み取ります (受信者受信者エンドポイントと同等ですエンドポイントと同等です)。。
      

       プロデューサーエンドポイントプロデューサーエンドポイント: Apache Camel ルートの最後にあり、ルートの最後にあり、 In メッセージを送メッセージを送
信チャネルに書き込みます信チャネルに書き込みます (送信者送信者 エンドポイントと同等ですエンドポイントと同等です)。複数のプロデューサーエンド。複数のプロデューサーエンド
ポイントでルートを定義できます。ポイントでルートを定義できます。
      

エンドポイントエンドポイント URI

     Apache Camel では、エンドポイントはエンドポイントでは、エンドポイントはエンドポイント URI で表され、通常は以下のようなデータで表され、通常は以下のようなデータ
をカプセル化します。をカプセル化します。
    

       コンシューマーエンドポイントのエンドポイントコンシューマーエンドポイントのエンドポイント URI: 特定の場所をアドバタイズします特定の場所をアドバタイズします 
(たとえば、送信者が接続できるサービスを公開する場合などたとえば、送信者が接続できるサービスを公開する場合など)。または、。または、URI でメッセージでメッセージ
キューなどのメッセージソースを指定できます。エンドポイントキューなどのメッセージソースを指定できます。エンドポイント URI には、エンドポイントのには、エンドポイントの
設定を含めることができます。設定を含めることができます。
      

       プロデューサーエンドポイントのエンドポイントプロデューサーエンドポイントのエンドポイント URI: メッセージの送信先の詳細と、エンメッセージの送信先の詳細と、エン
ドポイントの設定が含まれます。ドポイントの設定が含まれます。URI はリモートレシーバーエンドポイントの場所を指定するはリモートレシーバーエンドポイントの場所を指定する
場合があります。それ以外の場合には、宛先にはキュー名などの抽象的な形式を含むことがで場合があります。それ以外の場合には、宛先にはキュー名などの抽象的な形式を含むことがで
きます。きます。
      

     Apache Camel のエンドポイントのエンドポイント URI の一般的な形式は次のとおりです。の一般的な形式は次のとおりです。
    

ComponentPrefix:ComponentSpecificURI

     ComponentPrefix は、特定のは、特定の Apache Camel コンポーネントを識別するコンポーネントを識別する URI 接頭辞です（サポー接頭辞です（サポー
トされるすべてのコンポーネントの詳細はトされるすべてのコンポーネントの詳細は Apache Camel Component Reference を参照してくださを参照してくださ
い）。い）。URI であるである ComponentSpecificURI の残りの部分には特定のコンポーネントによって定義されの残りの部分には特定のコンポーネントによって定義され
た構文があります。たとえば、た構文があります。たとえば、JMS キューキュー Foo.Bar に接続するには、以下のようにエンドポイントに接続するには、以下のようにエンドポイント 
URI を定義できます。を定義できます。
    

jms:Foo.Bar

     コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント file://local/router/messages/foo を直接プロデューサーエンドポイを直接プロデューサーエンドポイ
ントント jms:Foo.Bar に接続するルートを定義するには、以下のに接続するルートを定義するには、以下の Java DSL フラグメントを使用できまフラグメントを使用できま
す。す。
    

from("file://local/router/messages/foo").to("jms:Foo.Bar");
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     または、以下のようにまたは、以下のように XML で同じルートを定義することもできます。で同じルートを定義することもできます。
    

<camelContext id="CamelContextID" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="file://local/router/messages/foo"/>
    <to uri="jms:Foo.Bar"/>
  </route>
</camelContext>

Dynamic To

     <toD> パラメーターにより、連結されたパラメーターにより、連結された 1 つ以上の式を使用して、動的に計算されたエンドポインつ以上の式を使用して、動的に計算されたエンドポイン
トにメッセージを送信することができます。トにメッセージを送信することができます。
    

     デフォルトでは、デフォルトでは、Simple 言語はエンドポイントの計算に使用されます。以下の例では、ヘッダーに言語はエンドポイントの計算に使用されます。以下の例では、ヘッダーに
よって定義されたエンドポイントにメッセージを送信します。よって定義されたエンドポイントにメッセージを送信します。
    

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <toD uri="${header.foo}"/>
</route>

     Java DSL では、同じコマンドの形式は以下のようになります。では、同じコマンドの形式は以下のようになります。
    

from("direct:start")
  .toD("${header.foo}");

     以下の例のように、以下の例のように、URI の前にリテラルを付けることもできます。の前にリテラルを付けることもできます。
    

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <toD uri="mock:${header.foo}"/>
</route>

     Java DSL では、同じコマンドの形式は以下のようになります。では、同じコマンドの形式は以下のようになります。
    

from("direct:start")
  .toD("mock:${header.foo}");
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     上記の例では、上記の例では、header.foo の値がの値が orange の場合、の場合、URI はは mock:orange として解決されます。として解決されます。
    

     Simple 以外の言語を使用するには、以外の言語を使用するには、language: パラメーターを定義する必要があります。パラメーターを定義する必要があります。パートパート
II「ルーティング式と述語言語」「ルーティング式と述語言語」を参照してください。を参照してください。
    

     異なる言語を使用する場合の形式では、異なる言語を使用する場合の形式では、URI でで language:languagename: を使用します。たとえを使用します。たとえ
ば、ば、Xpath を使用する場合は、以下の形式を使用します。を使用する場合は、以下の形式を使用します。
    

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <toD uri="language:xpath:/order/@uri/">
</route>

     Java DSL では同じ例が以下のようになります。では同じ例が以下のようになります。
    

from("direct:start")
  .toD("language:xpath:/order/@uri");

     language: を指定しない場合、エンドポイントはコンポーネント名になります。場合によっては、を指定しない場合、エンドポイントはコンポーネント名になります。場合によっては、
コンポーネントと言語の名前はコンポーネントと言語の名前は xquery のように同じになります。のように同じになります。
    

     + 記号を使用して複数の言語を連結できます。以下の例では、記号を使用して複数の言語を連結できます。以下の例では、URI はは Simple 言語と言語と Xpath 言語の言語の
組み合わせです。組み合わせです。Simple がデフォルトであるため、言語を定義する必要はありません。がデフォルトであるため、言語を定義する必要はありません。+ 記号の後記号の後
は、は、language:xpath で示されるで示される Xpath 命令があります。命令があります。
    

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <toD uri="jms:${header.base}+language:xpath:/order/@id"/>
</route>

     Java DSL では形式は以下のようになります。では形式は以下のようになります。
    

from("direct:start")
  .toD("jms:${header.base}+language:xpath:/order/@id");

     多くの言語を一度に連結できます。それぞれの言語を多くの言語を一度に連結できます。それぞれの言語を + で区切り、各言語をで区切り、各言語を 
language:languagename で指定します。で指定します。
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     toD で以下のオプションを設定することができます。で以下のオプションを設定することができます。
    

名前。 デフォルト値 説明

uri  必須のオプション: 使用する URI。

pattern  エンドポイントに送信する際に使
用する特定の交換パターンを設定
します。元の MEP は後で復元さ
れます。

cacheSize  再利用のためにプロデューサーを
キャッシュす
る、ProducerCache のキャッ
シュサイズを設定します。デフォ
ルトのキャッシュサイズは 1000
で、他の値が指定されていない場
合に使用されます。値を -1 に設定
すると、キャッシュを完全にオフ
にします。

ignoreInvalidEndpoint false 解決できないエンドポイント URI
を無視するかどうかを指定しま
す。無効にすると、Camel は無効
なエンドポイント URI を特定する
例外を出力します。

5.4. パイプとフィルターパイプとフィルター

概要概要

     図図5.4「「Pipes and Filters パターン」パターン」 に記載されているに記載されている Pipes and Filters パターンは、フィルターパターンは、フィルター
チェーンを作成してルートを構築する方法を表しています。フィルターの出力は、パイプラインの次のチェーンを作成してルートを構築する方法を表しています。フィルターの出力は、パイプラインの次の
フィルターの入力に取り込まれますフィルターの入力に取り込まれます (UNIX のの pipe コマンドに似ていますコマンドに似ています)。パイプラインアプローチの。パイプラインアプローチの
利点は、サービス利点は、サービス (Apache Camel アプリケーションの外部にあるものもありますアプリケーションの外部にあるものもあります) を作成して、よりを作成して、より
複雑な形式のメッセージ処理を作成できることです。複雑な形式のメッセージ処理を作成できることです。
    

図図5.4 Pipes and Filters パターンパターン

InOut 交換パターンのパイプライン交換パターンのパイプライン
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     通常、パイプラインのすべてのエンドポイントには、入力通常、パイプラインのすべてのエンドポイントには、入力 (In メッセージメッセージ) および出力および出力 (Out メッメッ
セージセージ) があります。これは、があります。これは、InOut メッセージ交換パターンと互換性があることを意味していまメッセージ交換パターンと互換性があることを意味していま
す。す。InOut パイプラインを経由する通常のメッセージフローをパイプラインを経由する通常のメッセージフローを 図図5.5「「InOut エクスチェンジのパイプエクスチェンジのパイプ
ライン」ライン」 に示します。に示します。
    

図図5.5 InOut エクスチェンジのパイプラインエクスチェンジのパイプライン

     パイプラインは、各エンドポイントの出力を次のエンドポイントの入力に接続します。最終的なエパイプラインは、各エンドポイントの出力を次のエンドポイントの入力に接続します。最終的なエ
ンドポイントからのンドポイントからの Out メッセージは、元の呼び出し元に返されます。以下のように、このパイプライメッセージは、元の呼び出し元に返されます。以下のように、このパイプライ
ンのルートを定義できます。ンのルートを定義できます。
    

from("jms:RawOrders").pipeline("cxf:bean:decrypt", "cxf:bean:authenticate", "cxf:bean:dedup", 
"jms:CleanOrders");

     以下のように以下のように XML で同じルートを設定できます。で同じルートを設定できます。
    

<camelContext id="buildPipeline" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="jms:RawOrders"/>
    <to uri="cxf:bean:decrypt"/>
    <to uri="cxf:bean:authenticate"/>
    <to uri="cxf:bean:dedup"/>
    <to uri="jms:CleanOrders"/>
  </route>
</camelContext>

     XML には専用のには専用の pipeline 要素がありません。前述の要素がありません。前述の from とと to 要素の組み合わせは、意味的にはパ要素の組み合わせは、意味的にはパ
イプラインと同等です。イプラインと同等です。「「pipeline() およびおよび to() DSL コマンドの比較」コマンドの比較」 を参照してください。を参照してください。
    

InOnly およびおよび RobustInOnly 交換パターンのパイプライン交換パターンのパイプライン

     パイプラインのエンドポイントから利用可能なパイプラインのエンドポイントから利用可能な Out メッセージがない場合メッセージがない場合 (InOnly およびおよび 
RobustInOnly 交換パターンの場合交換パターンの場合)、パイプラインは通常の方法で接続できません。この場合、パイプ、パイプラインは通常の方法で接続できません。この場合、パイプ
ラインはラインは 図図5.6「「InOnly エクスチェンジのパイプライン」エクスチェンジのパイプライン」  に示すように、元のに示すように、元の In メッセージのコピーメッセージのコピー
をパイプラインの各エンドポイントに渡して構築されます。このタイプのパイプラインは、固定の宛先をパイプラインの各エンドポイントに渡して構築されます。このタイプのパイプラインは、固定の宛先
を持つ受信者リストと同等ですを持つ受信者リストと同等です (「受信者リスト」「受信者リスト」 を参照を参照)。。
    

図図5.6 InOnly エクスチェンジのパイプラインエクスチェンジのパイプライン
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図図5.6 InOnly エクスチェンジのパイプラインエクスチェンジのパイプライン

     このパイプラインのルートは、このパイプラインのルートは、InOut パイプラインと同じ構文を使用して定義されますパイプラインと同じ構文を使用して定義されます (Java DSL 
またはまたは XML)。。
    

pipeline() およびおよび to() DSL コマンドの比較コマンドの比較

     Java DSL では、以下の構文のいずれかを使用してパイプラインルートを定義できます。では、以下の構文のいずれかを使用してパイプラインルートを定義できます。
    

       pipeline () プロセッサーコマンドの使用プロセッサーコマンドの使用: 以下のように、パイプラインプロセッサーを使用以下のように、パイプラインプロセッサーを使用
してパイプラインルートを構築します。してパイプラインルートを構築します。
      

from(SourceURI).pipeline(FilterA, FilterB, TargetURI);

       Using the to() command: 以下のように、以下のように、to() コマンドを使用してパイプラインルートをコマンドを使用してパイプラインルートを
構築します。構築します。
      

from(SourceURI).to(FilterA, FilterB, TargetURI);

       または、同等の構文を使用することもできます。または、同等の構文を使用することもできます。
      

from(SourceURI).to(FilterA).to(FilterB).to(TargetURI);

     to() コマンド構文を使用する場合は、パイプラインプロセッサーと常に同等ではコマンド構文を使用する場合は、パイプラインプロセッサーと常に同等では ないない ため注意が必ため注意が必
要です。要です。Java DSL では、ルートの直前のコマンドででは、ルートの直前のコマンドで to() の意味を変更できます。たとえば、の意味を変更できます。たとえば、to() コマコマ
ンドの前にンドの前に multicast() コマンドがある場合は、上記のエンドポイントをパイプラインパターンではなコマンドがある場合は、上記のエンドポイントをパイプラインパターンではな
くく Multicast パターンにバインドしますパターンにバインドします (「「Multicast」」  を参照を参照)。。
    

5.5. メッセージルーターメッセージルーター

概要概要
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     図図5.7「「Message Router パターン」パターン」 に示されているに示されている メッセージルーターメッセージルーター は、単一のコンシューは、単一のコンシュー
マーエンドポイントからメッセージを消費し、特定の決定基準に基づいて適切なターゲットエンドポイマーエンドポイントからメッセージを消費し、特定の決定基準に基づいて適切なターゲットエンドポイ
ントにリダイレクトするフィルターのタイプです。メッセージルーターはメッセージのリダイレクトのントにリダイレクトするフィルターのタイプです。メッセージルーターはメッセージのリダイレクトの
みに関与し、メッセージの内容は変更しません。みに関与し、メッセージの内容は変更しません。
    

     しかし、デフォルトでは、しかし、デフォルトでは、Camel がメッセージエクスチェンジを受信者のエンドポイントにルーがメッセージエクスチェンジを受信者のエンドポイントにルー
ティングするたびに、元のエクスチェンジオブジェクトのシャローコピーを送信します。シャローコティングするたびに、元のエクスチェンジオブジェクトのシャローコピーを送信します。シャローコ
ピーでは、メッセージボディー、ヘッダー、アタッチメントなどの元のエクスチェンジの要素は参照のピーでは、メッセージボディー、ヘッダー、アタッチメントなどの元のエクスチェンジの要素は参照の
みでコピーされます。リソースを再利用するシャローコピーを送信することで、みでコピーされます。リソースを再利用するシャローコピーを送信することで、Camel はパフォーマンはパフォーマン
スを最適化します。ただし、これらのシャローコピーはすべてリンクされるため、スを最適化します。ただし、これらのシャローコピーはすべてリンクされるため、Camel が複数のエンが複数のエン
ドポイントにメッセージをルーティングする場合は、異なる受信者にルーティングされるコピーにカスドポイントにメッセージをルーティングする場合は、異なる受信者にルーティングされるコピーにカス
タムロジックを適用できないことがトレードオフになります。タムロジックを適用できないことがトレードオフになります。Camel を有効にして一意なバージョンのを有効にして一意なバージョンの
メッセージを異なるエンドポイントにルーティングする方法は、メッセージを異なるエンドポイントにルーティングする方法は、送信メッセージへのカスタム処理の適送信メッセージへのカスタム処理の適
用用 を参照してください。を参照してください。
    

図図5.7 Message Router パターンパターン

     メッセージルーターはメッセージルーターは choice() プロセッサーを使用してプロセッサーを使用して Apache Camel に簡単に実装できます。こに簡単に実装できます。こ
のプロセッサーでは、のプロセッサーでは、when() を使用して、代替のターゲットエンドポイントをそれぞれ選択することを使用して、代替のターゲットエンドポイントをそれぞれ選択すること
ができますができます (choice プロセッサーの詳細は、プロセッサーの詳細は、「プロセッサー」「プロセッサー」 を参照してくださいを参照してください)。。
    

Java DSL の例の例

     以下の以下の Java DSL の例は、の例は、foo ヘッダーの内容に応じて、ヘッダーの内容に応じて、3 つの代替の宛先つの代替の宛先 (seda:a、、seda:b、また、また
はは seda:c) にメッセージをルーティングする方法を示しています。にメッセージをルーティングする方法を示しています。
    

from("seda:a").choice()
    .when(header("foo").isEqualTo("bar")).to("seda:b")
    .when(header("foo").isEqualTo("cheese")).to("seda:c")
    .otherwise().to("seda:d");

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
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<camelContext id="buildSimpleRouteWithChoice" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <choice>
      <when>
        <xpath>$foo = 'bar'</xpath>
        <to uri="seda:b"/>
      </when>
      <when>
        <xpath>$foo = 'cheese'</xpath>
        <to uri="seda:c"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="seda:d"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>

otherwise を使用しないを使用しない choice

     choice() をを otherwise() 句なしで使用すると、一致しないエクスチェンジはすべてデフォルトでド句なしで使用すると、一致しないエクスチェンジはすべてデフォルトでド
ロップされます。ロップされます。
    

5.6. メッセージトランスレーターメッセージトランスレーター

概要概要

     図図5.8「「Message Translator パターン」パターン」  で示されているで示されている Message Translatorパターンは、メッパターンは、メッ
セージの内容を変更し、異なる形式に変換するコンポーネントを記述します。セージの内容を変更し、異なる形式に変換するコンポーネントを記述します。Apache Camel のの Bean 
インテグレーション機能を使用して、メッセージの変換を実行できます。インテグレーション機能を使用して、メッセージの変換を実行できます。
    

図図5.8 Message Translator パターンパターン

Bean インテグレーションインテグレーション

     登録された登録された Bean でメソッドを呼び出し可能にするでメソッドを呼び出し可能にする Bean インテグレーションを使用して、メッインテグレーションを使用して、メッ
セージを変換できます。たとえば、セージを変換できます。たとえば、ID がが myTransformerBean のの Bean でメソッドでメソッド myMethodName() 
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を呼び出すには、以下を実行します。を呼び出すには、以下を実行します。
    

from("activemq:SomeQueue")
  .beanRef("myTransformerBean", "myMethodName")
  .to("mqseries:AnotherQueue");

     myTransformerBean Bean はは Spring XML ファイルまたはファイルまたは JNDI で定義されます。で定義されます。beanRef() でで 
method name パラメーターを省略すると、パラメーターを省略すると、Bean インテグレーションはメッセージエクスチェンジをインテグレーションはメッセージエクスチェンジを
確認して、呼び出すメソッド名を推測しようとします。確認して、呼び出すメソッド名を推測しようとします。
    

     また、独自の明示的なプロセッサーまた、独自の明示的なプロセッサー Processor を追加して、以下のように変換を実行することもでを追加して、以下のように変換を実行することもで
きます。きます。
    

from("direct:start").process(new Processor() {
    public void process(Exchange exchange) {
        Message in = exchange.getIn();
        in.setBody(in.getBody(String.class) + " World!");
    }
}).to("mock:result");

     または、または、DSL を使用して以下のように変換を明示的に設定できます。を使用して以下のように変換を明示的に設定できます。
    

from("direct:start").setBody(body().append(" World!")).to("mock:result");

     また、また、テンプレートテンプレート を使用して、ある宛先からのメッセージを消費し、を使用して、ある宛先からのメッセージを消費し、Velocity やや XQuery などのなどの
メッセージに変換してから、別の宛先に送信することもできます。メッセージに変換してから、別の宛先に送信することもできます。InOnly 交換パターン交換パターン (一方向メッ一方向メッ
セージングセージング ) を使用する例は次のとおりです。を使用する例は次のとおりです。
    

from("activemq:My.Queue").
  to("velocity:com/acme/MyResponse.vm").
  to("activemq:Another.Queue");

     InOut (request-reply) セマンティクスを使用して、テンプレート生成の応答でセマンティクスを使用して、テンプレート生成の応答で ActiveMQ のの 
My.Queue キューでリクエストを処理する場合、以下のようなルートを使用して応答をキューでリクエストを処理する場合、以下のようなルートを使用して応答を JMSReplyTo 
宛先に送り返すことができます。宛先に送り返すことができます。
    

from("activemq:My.Queue").
  to("velocity:com/acme/MyResponse.vm");

5.7. メッセージ履歴メッセージ履歴
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概要概要

     Message History パターンは、粗結合されたシステムで、メッセージのフローの分析およびデバッパターンは、粗結合されたシステムで、メッセージのフローの分析およびデバッ
グを可能にします。メッセージ履歴をメッセージに添付すると、メッセージが送信時以降に通過したすグを可能にします。メッセージ履歴をメッセージに添付すると、メッセージが送信時以降に通過したす
べてのアプリケーションの一覧が表示されます。べてのアプリケーションの一覧が表示されます。
    

     Apache Camel では、では、getTracedRouteNodes メソッドを使用すると、メソッドを使用すると、Tracer を使用してメッセーを使用してメッセー
ジフローを追跡するか、ジフローを追跡するか、UnitOfWork からのからの Java API を使用して情報にアクセスできます。を使用して情報にアクセスできます。
    

ログでの文字長の制限ログでの文字長の制限

     ロギングメカニズムを使用してロギングメカニズムを使用して Apache Camel を実行すると、メッセージとその内容を随時ログにを実行すると、メッセージとその内容を随時ログに
記録できます。記録できます。
    

     メッセージによっては、非常に大きなペイロードが含まれる場合があります。デフォルトでは、メッセージによっては、非常に大きなペイロードが含まれる場合があります。デフォルトでは、
Apache Camel はログメッセージの最初のはログメッセージの最初の 1000 文字のみを表示します。たとえば、以下のログが表示文字のみを表示します。たとえば、以下のログが表示
されます。されます。
    

[DEBUG ProducerCache  - >>>> Endpoint[direct:start] Exchange[Message: 
01234567890123456789... [Body clipped after 20 characters, total length is 1000]

     Apache Camel がログのボディーを切り取る際の制限をカスタマイズできます。また、ゼロやがログのボディーを切り取る際の制限をカスタマイズできます。また、ゼロや -1 なな
どの負の値を設定すると、メッセージボディーはログに記録されません。どの負の値を設定すると、メッセージボディーはログに記録されません。
    

Java DSL を使用した制限のカスタマイズを使用した制限のカスタマイズ

        Java DSL を使用して、を使用して、Camel プロパティーに制限を設定できます。以下に例を示します。プロパティーに制限を設定できます。以下に例を示します。
       

 context.getProperties().put(Exchange.LOG_DEBUG_BODY_MAX_CHARS, "500");

Spring DSL を使用した制限のカスタマイズを使用した制限のカスタマイズ

        Spring DSL を使用して、を使用して、Camel プロパティーに制限を設定できます。以下に例を示します。プロパティーに制限を設定できます。以下に例を示します。
       

<camelContext>
    <properties>
        <property key="CamelLogDebugBodyMaxChars" value="500"/>
   </properties>
</camelContext>
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第第6章章 メッセージングチャネルメッセージングチャネル

概要概要

     メッセージングチャネルは、メッセージングアプリケーションの組み込みを提供します。本章でメッセージングチャネルは、メッセージングアプリケーションの組み込みを提供します。本章で
は、メッセージングシステムで利用可能なメッセージングチャネルの種類と、それらのチャネルのローは、メッセージングシステムで利用可能なメッセージングチャネルの種類と、それらのチャネルのロー
ルについて説明します。ルについて説明します。
    

6.1. POINT-TO-POINT CHANNEL

概要概要

     図図6.1「「Point to Point Channel パターン」パターン」 に示されているに示されている Point-to-Point Channel は、は、1 つの受信つの受信
側のみが指定のメッセージを消費することを保証する側のみが指定のメッセージを消費することを保証するメッセージチャネルメッセージチャネル です。これは、複数の受信側です。これは、複数の受信側
が同じメッセージを消費できるが同じメッセージを消費できる Publish-Subscribe Channel とは対照的です。特に、とは対照的です。特に、Publish-
Subscribe Channel では、複数の受信側が同じチャネルにサブスクライブすることが可能です。複数のでは、複数の受信側が同じチャネルにサブスクライブすることが可能です。複数の
受信側がメッセージの消費で競合する場合、受信側がメッセージの消費で競合する場合、1 つの受信側のみがメッセージを消費するようにするのはつの受信側のみがメッセージを消費するようにするのは
メッセージチャネルのロールです。メッセージチャネルのロールです。
    

図図6.1 Point to Point Channel パターンパターン

Point to Point Channel をサポートするコンポーネントをサポートするコンポーネント

     以下の以下の Apache Camel コンポーネントは、コンポーネントは、Point to Point Channel パターンをサポートします。パターンをサポートします。
    

       JMS
      

       ActiveMQ
      

       SEDA
      

       JPA
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       XMPP
      

JMS

     JMS では、では、Point to Point Channel はは キューキュー で表されます。たとえば、で表されます。たとえば、Foo.Bar というという JMS 
キューのエンドポイントキューのエンドポイント URI を指定できます。を指定できます。
    

jms:queue:Foo.Bar

     JMS コンポーネントはデフォルトでキューエンドポイントを作成するため、修飾子コンポーネントはデフォルトでキューエンドポイントを作成するため、修飾子 queue: は任意は任意
です。そのため、以下の同等のエンドポイントです。そのため、以下の同等のエンドポイント URI を指定することもできます。を指定することもできます。
    

jms:Foo.Bar

     詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののJmsを参照してください。を参照してください。
    

ActiveMQ

     ActiveMQ では、では、Point to Point Channel はキューで表されます。たとえば、以下のようにはキューで表されます。たとえば、以下のように Foo.Bar 
というという ActiveMQ キューのエンドポイントキューのエンドポイント URI を指定できます。を指定できます。
    

activemq:queue:Foo.Bar

     詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののActiveMQを参照してください。を参照してください。
    

SEDA

     Apache Camel Staged Event-Driven Architecture (SEDA) コンポーネントは、ブロッキングコンポーネントは、ブロッキング
キューを使用して実装されます。キューを使用して実装されます。Apache Camel アプリケーションのアプリケーションの 内部内部 にある軽量のポイントツーにある軽量のポイントツー
ポイントチャネルを作成する場合は、ポイントチャネルを作成する場合は、SEDA コンポーネントを使用します。たとえば、以下のようにコンポーネントを使用します。たとえば、以下のように  
SedaQueue というという SEDA キューのエンドポイントキューのエンドポイント URI を指定できます。を指定できます。
    

seda:SedaQueue

JPA

     Java Persistence API (JPA) コンポーネントは、エンティティーコンポーネントは、エンティティー Bean をデータベースに書き出すをデータベースに書き出す
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ために使用されるために使用される EJB 3 永続化の規格です。詳細は、永続化の規格です。詳細は、Apache Camel Component Reference 
GuideののJPAを参照してください。を参照してください。
    

XMPP

     XMPP (Jabber) コンポーネントは、通信でパーソンツーパーソンコンポーネントは、通信でパーソンツーパーソン (Person-to-Person) モードが使用モードが使用
される場合に、される場合に、Point to Point Channel パターンをサポートします。詳細は、パターンをサポートします。詳細は、Apache Camel 
Component Reference GuideののXMPPを参照してください。を参照してください。
    

6.2. PUBLISH-SUBSCRIBE CHANNEL

概要概要

     図図6.2「「Publish Subscribe Channel パターン」パターン」  に示されているに示されているPublish-Subscribe Channel は、は、
複数のサブスクライバーが任意のメッセージを消費できるようにする複数のサブスクライバーが任意のメッセージを消費できるようにする 「メッセージチャネル」「メッセージチャネル」 です。です。
これは、これは、「「Point-to-Point Channel」」 とは対照的です。とは対照的です。Publish-Subscribe Channel は、複数のサブスは、複数のサブス
クライバーにイベントや通知をブロードキャストする方法として頻繁に使用されます。クライバーにイベントや通知をブロードキャストする方法として頻繁に使用されます。
    

図図6.2 Publish Subscribe Channel パターンパターン

Publish-Subscribe Channel をサポートするコンポーネントをサポートするコンポーネント

     以下の以下の Apache Camel コンポーネントは、コンポーネントは、Publish Subscribe Channel パターンをサポートしまパターンをサポートしま
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す。す。
    

       JMS
      

       ActiveMQ
      

       XMPP
      

       SEDA: pub-sub で機能する同じで機能する同じ CamelContext でで SEDA を操作するには、複数のコンを操作するには、複数のコン
シューマーを許可します。シューマーを許可します。
      

       Apache Camel Component Reference GuideののVMをを SEDA とし、同じとし、同じ JVM 内で使用し内で使用し
ます。ます。
      

JMS

     JMS では、パブリッシュサブスクライブチャネルはでは、パブリッシュサブスクライブチャネルは トピックトピック で表されます。たとえで表されます。たとえ
ば、ば、StockQuotes というという JMS トピックのエンドポイントトピックのエンドポイント URI を指定できます。を指定できます。
    

jms:topic:StockQuotes

     詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののJmsを参照してください。を参照してください。
    

ActiveMQ

     ActiveMQ では、では、Publish-Subscribe Channel はトピックで表されます。たとえば、以下のようにはトピックで表されます。たとえば、以下のように 
StockQuotes というという ActiveMQ トピックのエンドポイントトピックのエンドポイント URI を指定できます。を指定できます。
    

activemq:topic:StockQuotes

     詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののActiveMQを参照してください。を参照してください。
    

XMPP
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     XMPP (Jabber) コンポーネントは、グループ通信モードで使用される場合にコンポーネントは、グループ通信モードで使用される場合に Publish Subscribe 
Channel パターンをサポートします。詳細は、パターンをサポートします。詳細は、Apache Camel Component Reference 
GuideののXMPPを参照してください。を参照してください。
    

静的サブスクリプションリスト静的サブスクリプションリスト

     必要に応じて、必要に応じて、Apache Camel アプリケーション内にパブリッシュサブスクライブロジックを実装アプリケーション内にパブリッシュサブスクライブロジックを実装
することもできます。簡単な方法として、ルートの最後にターゲットのエンドポイントがすべて明示的することもできます。簡単な方法として、ルートの最後にターゲットのエンドポイントがすべて明示的
にリストされるにリストされる 静的サブスクリプションリスト静的サブスクリプションリスト を定義する方法があります。ただし、この方法はを定義する方法があります。ただし、この方法は JMS 
またはまたは ActiveMQ トピックほど柔軟ではありません。トピックほど柔軟ではありません。
    

Java DSL の例の例

     以下の以下の Java DSL 例は、例は、Publish-Subscribe Channel を単一のパブリッシャーを単一のパブリッシャー seda:a とと 3 つのサつのサ
ブスクライバーブスクライバー seda:b、、seda:c、および、および seda:d でシミュレートする方法を示しています。でシミュレートする方法を示しています。
    

from("seda:a").to("seda:b", "seda:c", "seda:d");

注記注記

      これはこれは InOnly メッセージ交換パターンでのみ機能します。メッセージ交換パターンでのみ機能します。
     

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext id="buildStaticRecipientList" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <to uri="seda:b"/>
    <to uri="seda:c"/>
    <to uri="seda:d"/>
  </route>
</camelContext>

6.3. DEAD LETTER CHANNEL

概要概要

     図図6.3「「Dead Letter Channel パターン」パターン」 で示されているで示されている Dead Letter Channel パターンは、メッパターンは、メッ
セージングシステムが目的の受信者にメッセージを配信できない場合に実行するアクションを記述しまセージングシステムが目的の受信者にメッセージを配信できない場合に実行するアクションを記述しま
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す。これには、配信を再試行する機能などが含まれ、最終的に配信に失敗した場合には、メッセージがす。これには、配信を再試行する機能などが含まれ、最終的に配信に失敗した場合には、メッセージが 
Dead Letter Channel に送信され、未達のメッセージをアーカイブします。に送信され、未達のメッセージをアーカイブします。
    

図図6.3 Dead Letter Channel パターンパターン

Java DSL でのデッドレターチャネルの作成でのデッドレターチャネルの作成

     以下の例は、以下の例は、Java DSL を使用してデッドレターチャネルを作成する方法を示しています。を使用してデッドレターチャネルを作成する方法を示しています。
    

errorHandler(deadLetterChannel("seda:errors"));
from("seda:a").to("seda:b");

     errorHandler() メソッドはメソッドは Java DSL インターセプターで、現在のルートビルダーで定義されたインターセプターで、現在のルートビルダーで定義された すす
べてべて のルートがこの設定の影響を受けることを意味します。のルートがこの設定の影響を受けることを意味します。deadLetterChannel() メソッドは、指定のメソッドは、指定の
宛先エンドポイント宛先エンドポイント seda:errors で新しいデッドレターチャネルを作成するで新しいデッドレターチャネルを作成する Java DSL コマンドです。コマンドです。
    

     errorHandler() インターセプターは、インターセプターは、すべてすべて のエラータイプを処理するためのキャッチオールメカのエラータイプを処理するためのキャッチオールメカ
ニズムを提供します。例外処理により粒度の細かい方法を適用する場合は、代わりにニズムを提供します。例外処理により粒度の細かい方法を適用する場合は、代わりに onException 句句
を使用できますを使用できます (「「onException 句」句」 を参照を参照)。。
    

XML DSL の例の例

     以下のように、以下のように、XML DSL でデッドレターチャネルを定義できます。でデッドレターチャネルを定義できます。
    

 <route errorHandlerRef="myDeadLetterErrorHandler">
    ...
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 </route>

 <bean id="myDeadLetterErrorHandler" 
class="org.apache.camel.builder.DeadLetterChannelBuilder">
     <property name="deadLetterUri" value="jms:queue:dead"/>
     <property name="redeliveryPolicy" ref="myRedeliveryPolicyConfig"/>
 </bean>

 <bean id="myRedeliveryPolicyConfig" class="org.apache.camel.processor.RedeliveryPolicy">
     <property name="maximumRedeliveries" value="3"/>
     <property name="redeliveryDelay" value="5000"/>
 </bean>

再配信ポリシー再配信ポリシー

     通常、配信に失敗した場合、デッドレターチャネルに直接メッセージを送信することはありませ通常、配信に失敗した場合、デッドレターチャネルに直接メッセージを送信することはありませ
ん。代わりに、最大限度まで再送信を試み、再配信の試行がすべて失敗した場合は、メッセージをデッん。代わりに、最大限度まで再送信を試み、再配信の試行がすべて失敗した場合は、メッセージをデッ
ドレターチャネルに送信します。メッセージの再配信をカスタマイズするには、デッドレターチャネルドレターチャネルに送信します。メッセージの再配信をカスタマイズするには、デッドレターチャネル
を設定してを設定して 再配信ポリシー再配信ポリシー を取得します。たとえば、再配信の最大試行回数をを取得します。たとえば、再配信の最大試行回数を 2 回に指定し、配信試回に指定し、配信試
行間の遅延に指数バックオフアルゴリズムを適用するには、以下のようにデッドレターチャネルを設定行間の遅延に指数バックオフアルゴリズムを適用するには、以下のようにデッドレターチャネルを設定
できます。できます。
    

errorHandler(deadLetterChannel("seda:errors").maximumRedeliveries(2).useExponentialBackOff());
from("seda:a").to("seda:b");

     ここでは、チェーンの関連メソッドを呼び出して、デッドレターチャネルに再配信オプションを設ここでは、チェーンの関連メソッドを呼び出して、デッドレターチャネルに再配信オプションを設
定します定します (チェーンの各メソッドは現在のチェーンの各メソッドは現在の RedeliveryPolicy オブジェクトの参照を返しますオブジェクトの参照を返します)。。表表
6.1「再配信ポリシーの設定」「再配信ポリシーの設定」 には、再配信ポリシーの設定に使用できるメソッドがまとめられていまには、再配信ポリシーの設定に使用できるメソッドがまとめられていま
す。す。
    

表表6.1 再配信ポリシーの設定再配信ポリシーの設定

メソッドの署名メソッドの署名 デフォルトデフォルト 説明説明

allowRedeliveryWhileStoppin
g()

true 正常なシャットダウン中または
ルートが停止している間、再配信
を試行するかどうかを制御しま
す。すでに進行中の配信は停止時
に中断され ませんません。

backOffMultiplier(double 
multiplier)

2 指数バックオフが有効な場合
は、m をバックオフ定数とし、d
を最初の遅延とします。その後、
再配信試行シーケンスは以下のよ
うになります。

d, m*d, m*m*d, m*m*m*d, 
...
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collisionAvoidancePercent(d
ouble 
collisionAvoidancePercent)

15 競合の回避が有効になっている場
合は、p を競合回避の割合 (パー
セント) にします。競合回避ポリ
シーは、現在の値にその p% を足
し引きした値を最大値および最小
値とするランダムな値で、次の遅
延を調整します。

deadLetterHandleNewExcept
ion

true Camel 2.15: デッドレターチャネル
でメッセージの処理中に発生する
例外を処理するかどうかを指定し
ます。true の場合は、例外が処
理され、WARN レベルでログに記
録されます (そのため、デッドレ
ターチャネルの完了が保証されま
す)。false の場合は例外が処理さ
れないため、デッドレターチャネ
ルは失敗し、新しい例外が伝播さ
れます。

delayPattern(String 
delayPattern)

なしなし Apache Camel 2.0: 「Redeliver
Delay パターン」 を参照してくだ
さい。

disableRedelivery() true Apache Camel 2.0: 再配信機能を
無効にします。再配信を有効にす
るに
は、maximumRedeliveries()
を正の整数値に設定します。

handled(boolean handled) true Apache Camel 2.0: true の場合
は、メッセージがデッドレター
チャネルに移動されたときに現在
の例外が消去されます。false の
場合は、例外はクライアントに伝
播されます。

initialRedeliveryDelay(long 
initialRedeliveryDelay)

1000 最初の再配信を試みるまでの遅延
(ミリ秒単位) を指定します。

logNewException true デッドレターチャネルで例外が発
生した場合に WARN レベルでロ
グに記録するかどうかを指定しま
す。

logStackTrace(boolean 
logStackTrace)

false Apache Camel 2.0: true の場合
は、JVM スタックトレースがエ
ラーログに含まれます。

メソッドの署名メソッドの署名 デフォルトデフォルト 説明説明
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maximumRedeliveries(int 
maximumRedeliveries)

0 Apache Camel 2.0: 配信の最大試
行回数。

maximumRedeliveryDelay(lo
ng maxDelay)

60000 Apache Camel 2.0: 指数バックオ
フストラテジーを使用する場合
(useExponentialBackOff() を
参照)、理論的に再配信の遅延が
制限なく増加する可能性がありま
す。このプロパティーは再配信の
遅延の上限を指定します (ミリ秒
単位)。

onRedelivery(Processor 
processor)

なしなし Apache Camel 2.0: 再配信を試み
る前に呼び出されるプロセッサー
を設定します。

redeliveryDelay(long int) 0 Apache Camel 2.0: 再配信の試行
間の遅延 (ミリ秒単位) を指定しま
す。Apache Camel 2.16.0: デフォ
ルトの再配信遅延は 1 秒です。

retriesExhaustedLogLevel(L
oggingLevel logLevel)

LoggingLevel.ERROR Apache Camel 2.0: 配信の失敗を
ログに記録するログレベルを指定
します
(org.apache.camel.LoggingL
evel 定数として指定されます)。

retryAttemptedLogLevel(Log
gingLevel logLevel)

LoggingLevel.DEBUG Apache Camel 2.0: 再配信の試行
に対するログレベルを指定します
(org.apache.camel.LoggingL
evel 定数として指定されます)。

useCollisionAvoidance() false 競合の回避を有効にします。これ
により、一定のランダム化をバッ
クオフのタイミングに追加して競
合の可能性を低減します。

useOriginalMessage() false Apache Camel 2.0: この機能が有
効な場合、デッドレターチャネル
に送信されたメッセージは、ルー
トの開始時に存在した (from()
ノードで) 元元のメッセージエクス
チェンジのコピーになります。

useExponentialBackOff() false 指数バックオフを有効にします。

メソッドの署名メソッドの署名 デフォルトデフォルト 説明説明
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再配信ヘッダー再配信ヘッダー

     Apache Camel がメッセージの再配信を試みると、がメッセージの再配信を試みると、表表6.2「デッドレター再配信ヘッダー」「デッドレター再配信ヘッダー」 に記載さに記載さ
れているヘッダーをれているヘッダーを In メッセージに自動設定します。メッセージに自動設定します。
    

表表6.2 デッドレター再配信ヘッダーデッドレター再配信ヘッダー

ヘッダー名ヘッダー名 型型 説明説明

CamelRedeliveryCounter Integer Apache Camel 2.0: 配信に失敗し
た回数を返します。この値
は、Exchange.REDELIVERY_
COUNTER でも設定されます。

CamelRedelivered ブール値ブール値 Apache Camel 2.0: 再配信が 1 回
以上試行された場合は true で
す。この値は 
Exchange.REDELIVERED で
も設定されます。

CamelRedeliveryMaxCounter Integer Apache Camel 2.6: 再配信の最大
設定を保持します
(Exchange.REDELIVERY_MA
X_COUNTER エクスチェンジ プ
ロパティーにも設定されま
す)。retryWhile を使用する場合
や、再配信の最大回数が無制限に
設定されている場合は、このヘッ
ダーは設定されません。

再配信エクスチェンジプロパティー再配信エクスチェンジプロパティー

     Apache Camel がメッセージの再配信を試みると、がメッセージの再配信を試みると、表表6.3「再配信エクスチェンジプロパティー」「再配信エクスチェンジプロパティー」 にに
記載されているエクスチェンジプロパティーを自動設定します。記載されているエクスチェンジプロパティーを自動設定します。
    

表表6.3 再配信エクスチェンジプロパティー再配信エクスチェンジプロパティー

エクスチェンジプロパティー名エクスチェンジプロパティー名 型型 説明説明

Exchange.FAILURE_ROUTE_
ID

String 失敗したルートのルート ID を提
供します。このプロパティーのリ
テラル名は 
CamelFailureRouteId です。

元のメッセージの使用元のメッセージの使用

     Apache Camel 2.0 で利用可能で利用可能: エクスチェンジオブジェクトはルートを通過する際に変更される可エクスチェンジオブジェクトはルートを通過する際に変更される可
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能性があります。そのため、例外が発生したときに現行であるエクスチェンジがデッドレターチャネル能性があります。そのため、例外が発生したときに現行であるエクスチェンジがデッドレターチャネル
の保存に適したコピーであるとは限りません。多くの場合、ルートによる変換の対象となる前に、ルーの保存に適したコピーであるとは限りません。多くの場合、ルートによる変換の対象となる前に、ルー
ト開始時に到達したメッセージをログに記録することが推奨されます。たとえば、以下のルートを見てト開始時に到達したメッセージをログに記録することが推奨されます。たとえば、以下のルートを見て
みましょう。みましょう。
    

from("jms:queue:order:input")
       .to("bean:validateOrder");
       .to("bean:transformOrder")
       .to("bean:handleOrder");

     上記のルートは受信上記のルートは受信 JMS メッセージをリッスンした後、メッセージをリッスンした後、validateOrder、、transformOrder、および、および 
handleOrder のの Bean のシーケンスを使用してメッセージを処理します。ただし、エラーが発生した場のシーケンスを使用してメッセージを処理します。ただし、エラーが発生した場
合にメッセージがどの状態であるかは分かりません。合にメッセージがどの状態であるかは分かりません。transformOrder Bean の前または後にエラーがの前または後にエラーが
発生しましたか発生しましたか ?以下のように以下のように useOriginalMessage オプションを有効にするオプションを有効にする
と、と、jms:queue:order:input からの元のメッセージのログを確実にからの元のメッセージのログを確実に Dead Letter Chanel に記録するこに記録するこ
とができます。とができます。
    

// will use original body
errorHandler(deadLetterChannel("jms:queue:dead")
       .useOriginalMessage().maximumRedeliveries(5).redeliveryDelay(5000);

Redeliver Delay パターンパターン

     Apache Camel 2.0 で利用可能で利用可能: delayPattern オプションは、再配信回数の特定範囲に遅延を指定すオプションは、再配信回数の特定範囲に遅延を指定す
るために使用されます。遅延パターンの構文るために使用されます。遅延パターンの構文: limit1:delay1;limit2:delay2;limit3:delay3;… 。各。各 
delayN は範囲は範囲 limitN ⇐ redeliveryCount < limitN+1 で再配信するように適用されますで再配信するように適用されます
    

     たとえば、パターンたとえば、パターン 5:1000;10:5000;20:20000 について考えてみましょう。このパターンでは、について考えてみましょう。このパターンでは、3 
つのグループが定義され、以下の再配信の遅延が発生します。つのグループが定義され、以下の再配信の遅延が発生します。
    

       1 からから 4 の試行の試行 = 0 ミリ秒ミリ秒 (最初のグループは最初のグループは 5 で始まるためで始まるため) 。。
      

       5 からから 9 の試行の試行 = 1000 ミリ秒ミリ秒 (最初のグループ最初のグループ)。。
      

       10 からから 19 の試行の試行 = 5000 ミリ秒ミリ秒 (2 番目のグループ番目のグループ)。。
      

       20 以上の試行以上の試行 = 20000 ミリ秒ミリ秒 (最後のグループ最後のグループ)。。
      

     制限制限 1 を加えてグループを開始し、開始遅延を定義できます。たとえば、を加えてグループを開始し、開始遅延を定義できます。たとえば、1:1000;5:5000 では以下のでは以下の
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再配信の遅延が発生します。再配信の遅延が発生します。
    

       1 からから 4 の試行の試行 = 1000 ミリミリ (最初のグループ最初のグループ)。。
      

       5 以上の試行以上の試行 = 5000 ミリミリ (最後のグループ最後のグループ)。。
      

     次の遅延を前の遅延よりも長くする必要はありません。あらゆる遅延値を使用できます。たとえ次の遅延を前の遅延よりも長くする必要はありません。あらゆる遅延値を使用できます。たとえ
ば、ば、Delay パターンパターン 1:5000;3:1000 はは 5 秒の遅延で始まり、遅延を秒の遅延で始まり、遅延を 1 秒に減らします。秒に減らします。
    

失敗したエンドポイント失敗したエンドポイント

     Apache Camel ルートメッセージ時に、エクスチェンジが送信されたルートメッセージ時に、エクスチェンジが送信された 最後最後 のエンドポイントが含まのエンドポイントが含ま
れるエクスチェンジプロパティーを更新します。したがって、以下のコードを使用して、現在のエクスれるエクスチェンジプロパティーを更新します。したがって、以下のコードを使用して、現在のエクス
チェンジが最後に送信された宛先のチェンジが最後に送信された宛先の URI を取得できます。を取得できます。
    

// Java
String lastEndpointUri = exchange.getProperty(Exchange.TO_ENDPOINT, String.class);

     Exchange.TO_ENDPOINT はは CamelToEndpoint と同等の文字列の定数になります。このプロパと同等の文字列の定数になります。このプロパ
ティーは、ティーは、Camel がメッセージをがメッセージを 任意任意 のエンドポイントに送信するたびに更新されます。のエンドポイントに送信するたびに更新されます。
    

     ルーティング中にエラーが発生し、エクスチェンジがデッドレターキューに移動された場合、ルーティング中にエラーが発生し、エクスチェンジがデッドレターキューに移動された場合、
Apache Camel はは CamelFailureEndpoint という名前のプロパティーを追加で設定します。これは、という名前のプロパティーを追加で設定します。これは、
エラーが発生する前にエクスチェンジが最後に送信された宛先を特定します。したがって、以下のコーエラーが発生する前にエクスチェンジが最後に送信された宛先を特定します。したがって、以下のコー
ドを使用すると、デッドレターキュー内から失敗したエンドポイントにアクセスできます。ドを使用すると、デッドレターキュー内から失敗したエンドポイントにアクセスできます。
    

// Java
String failedEndpointUri = exchange.getProperty(Exchange.FAILURE_ENDPOINT, String.class);

     Exchange.FAILURE_ENDPOINT は、は、CamelFailureEndpoint と同等の文字列定数です。と同等の文字列定数です。
    

注記注記
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注記注記

      これらのプロパティーは、指定の宛先エンドポイントの処理が完了したこれらのプロパティーは、指定の宛先エンドポイントの処理が完了した後後に障害が発に障害が発
生した場合でも、現在のエクスチェンジで設定された状態を維持します。たとえば、以生した場合でも、現在のエクスチェンジで設定された状態を維持します。たとえば、以
下のルートを見てみましょう。下のルートを見てみましょう。
     

        from("activemq:queue:foo")
        .to("http://someserver/somepath")
        .beanRef("foo");

      foo Bean で障害が発生したと仮定します。この場合、で障害が発生したと仮定します。この場合、Exchange.TO_ENDPOINT ププ
ロパティーとロパティーと Exchange.FAILURE_ENDPOINT プロパティーに値が含まれ続けます。プロパティーに値が含まれ続けます。
     

onRedelivery プロセッサープロセッサー

     Dead Letter Channel が再配信を実行する場合、再配信を試みるが再配信を実行する場合、再配信を試みる 直前直前 に実行されるに実行される Processor をを
設定できます。これは、メッセージを再配信する前に変更する必要がある場合に使用できます。設定できます。これは、メッセージを再配信する前に変更する必要がある場合に使用できます。
    

     たとえば、以下のたとえば、以下の Dead Letter Channel は、エクスチェンジの再配信前には、エクスチェンジの再配信前に MyRedeliverProcessor 
を呼び出すように設定されます。を呼び出すように設定されます。
    

// we configure our Dead Letter Channel to invoke
// MyRedeliveryProcessor before a redelivery is
// attempted. This allows us to alter the message before
errorHandler(deadLetterChannel("mock:error").maximumRedeliveries(5)
        .onRedelivery(new MyRedeliverProcessor())
        // setting delay to zero is just to make unit teting faster
        .redeliveryDelay(0L));

     ここでここで MyRedeliveryProcessor プロセスは以下のように実装されます。プロセスは以下のように実装されます。
    

// This is our processor that is executed before every redelivery attempt
// here we can do what we want in the java code, such as altering the message
public class MyRedeliverProcessor implements Processor {

    public void process(Exchange exchange) throws Exception {
        // the message is being redelivered so we can alter it

        // we just append the redelivery counter to the body
        // you can of course do all kind of stuff instead
        String body = exchange.getIn().getBody(String.class);
        int count = exchange.getIn().getHeader(Exchange.REDELIVERY_COUNTER, Integer.class);

        exchange.getIn().setBody(body + count);

第第6章章 メッセージングチャネルメッセージングチャネル

221



        // the maximum redelivery was set to 5
        int max = exchange.getIn().getHeader(Exchange.REDELIVERY_MAX_COUNTER, 
Integer.class);
        assertEquals(5, max);
    }
}

シャットダウンまたは停止中の再配信の制御シャットダウンまたは停止中の再配信の制御

     ルートを停止したり、正常なシャットダウンを開始する場合、再配信の試行を継続するのがエラールートを停止したり、正常なシャットダウンを開始する場合、再配信の試行を継続するのがエラー
処理のデフォルトの挙動になります。通常、これは望ましい動作ではないため、以下の例のよう処理のデフォルトの挙動になります。通常、これは望ましい動作ではないため、以下の例のよう
に、に、allowRedeliveryWhileStopping オプションをオプションを false に設定すると、シャットダウンまたは停止中に設定すると、シャットダウンまたは停止中
に再配信を無効にすることができます。に再配信を無効にすることができます。
    

errorHandler(deadLetterChannel("jms:queue:dead")
    .allowRedeliveryWhileStopping(false)
    .maximumRedeliveries(20)
    .redeliveryDelay(1000)
    .retryAttemptedLogLevel(LoggingLevel.INFO));

注記注記

      後方互換性の理由から、後方互換性の理由から、allowRedelivery whileStopping オプションはデフォルトでオプションはデフォルトで 
true になります。ただし、強行なシャットダウン中は、このオプションの設定に関係なになります。ただし、強行なシャットダウン中は、このオプションの設定に関係な
く、再配信が常に抑制されますく、再配信が常に抑制されます (たとえば、正常なシャットダウンがタイムアウトした場たとえば、正常なシャットダウンがタイムアウトした場
合など合など)。。
     

onExceptionOccurred プロセッサーの使用プロセッサーの使用

     Dead Letter Channel は、例外発生後にメッセージのカスタム処理を可能にするは、例外発生後にメッセージのカスタム処理を可能にする 
onExceptionOccurred プロセッサーをサポートします。これは、カスタムロギングにも使用できまプロセッサーをサポートします。これは、カスタムロギングにも使用できま
す。す。onExceptionOccurred プロセッサーから出力される新しい例外はプロセッサーから出力される新しい例外は WARN としてログに記録さとしてログに記録さ
れ、無視されます。既存の例外を上書きすることはありません。れ、無視されます。既存の例外を上書きすることはありません。
    

     onRedelivery プロセッサーとプロセッサーと onExceptionOccurred プロセッサーの違いは、プロセッサーの違いは、onRedelivery プロプロ
セッサーは再配信の試行直前に処理できることです。ただし、例外の発生直後には処理できません。たセッサーは再配信の試行直前に処理できることです。ただし、例外の発生直後には処理できません。た
とえば、再配信を試行する間隔でとえば、再配信を試行する間隔で 5 秒の遅延が発生するようにエラーハンドラーを設定すると、再配信秒の遅延が発生するようにエラーハンドラーを設定すると、再配信
プロセスは例外発生からプロセスは例外発生から 5 秒後に呼び出されます。秒後に呼び出されます。
    

     以下の例は、例外発生時にカスタムロギングを実行する方法を示しています。以下の例は、例外発生時にカスタムロギングを実行する方法を示しています。
onExceptionOccurred がカスタムプロセッサーを使用するように設定する必要があります。がカスタムプロセッサーを使用するように設定する必要があります。
    

errorHandler(defaultErrorHandler().maximumRedeliveries(3).redeliveryDelay(5000).onExceptionOccurr
ed(myProcessor));
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onException 句句

     ルートビルダーでルートビルダーで errorHandler() インターセプターを使用する代わりに、さまざまな例外タイプにインターセプターを使用する代わりに、さまざまな例外タイプに
異なる再配信ポリシーとデッドレターチャネルを定義する、一連の異なる再配信ポリシーとデッドレターチャネルを定義する、一連の onException() 句を定義できます。句を定義できます。
たとえば、たとえば、NullPointerException、、IOException、、Exception タイプごとに異なる動作を定義するにタイプごとに異なる動作を定義するに
は、は、Java DSL を使用してルートビルダーに以下のルールを定義できます。を使用してルートビルダーに以下のルールを定義できます。
    

onException(NullPointerException.class)
    .maximumRedeliveries(1)
    .setHeader("messageInfo", "Oh dear! An NPE.")
    .to("mock:npe_error");

onException(IOException.class)
    .initialRedeliveryDelay(5000L)
    .maximumRedeliveries(3)
    .backOffMultiplier(1.0)
    .useExponentialBackOff()
    .setHeader("messageInfo", "Oh dear! Some kind of I/O exception.")
    .to("mock:io_error");

onException(Exception.class)
    .initialRedeliveryDelay(1000L)
    .maximumRedeliveries(2)
    .setHeader("messageInfo", "Oh dear! An exception.")
    .to("mock:error");

from("seda:a").to("seda:b");

     再配信オプションは、再配信ポリシーメソッドをチェーンして指定されます再配信オプションは、再配信ポリシーメソッドをチェーンして指定されます (表表6.1「再配信ポリ「再配信ポリ
シーの設定」シーの設定」 のようにのように)。また、。また、to() DSL コマンドを使用してコマンドを使用して Dead Letter Channel のエンドポイントのエンドポイント
を指定します。を指定します。onException() 句で他の句で他の Java DSL コマンドを呼び出すこともできます。たとえば、前コマンドを呼び出すこともできます。たとえば、前
述の例は述の例は setHeader() を呼び出して、を呼び出して、messageInfo という名前のメッセージヘッダーにエラーの情報という名前のメッセージヘッダーにエラーの情報
を記録します。を記録します。
    

     この例では、この例では、NullPointerException およびおよび IOException 例外タイプが特別に設定されています。そ例外タイプが特別に設定されています。そ
の他のすべての例外タイプは、汎用の他のすべての例外タイプは、汎用 Exception 例外インターセプターによって処理されます。デフォ例外インターセプターによって処理されます。デフォ
ルトでは、ルトでは、Apache Camel は出力された例外に最も一致する例外インターセプターを適用します。完全は出力された例外に最も一致する例外インターセプターを適用します。完全
に一致するものが見つからない場合は、最も近いベースタイプなどとの一致を試みます。最後に、他のに一致するものが見つからない場合は、最も近いベースタイプなどとの一致を試みます。最後に、他の
インターセプターと一致しない場合、そのインターセプターと一致しない場合、その Exception タイプのインターセプターは残りの例外すべてタイプのインターセプターは残りの例外すべて
と一致します。と一致します。
    

OnPrepareFailure

     デッドレターキューにエクスチェンジを渡す前に、デッドレターキューにエクスチェンジを渡す前に、onPrepare オプションを使用してカスタムプロオプションを使用してカスタムプロ
セッサーがエクスチェンジを準備できるようにすることができます。これにより、エクスチェンジ失敗セッサーがエクスチェンジを準備できるようにすることができます。これにより、エクスチェンジ失敗
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の原因など、エクスチェンジに関する情報を追加できます。たとえば、以下のプロセッサーは例外メッの原因など、エクスチェンジに関する情報を追加できます。たとえば、以下のプロセッサーは例外メッ
セージが含まれるヘッダーを追加します。セージが含まれるヘッダーを追加します。
    

public class MyPrepareProcessor implements Processor {
    @Override
    public void process(Exchange exchange) throws Exception {
        Exception cause = exchange.getProperty(Exchange.EXCEPTION_CAUGHT, Exception.class);
        exchange.getIn().setHeader("FailedBecause", cause.getMessage());
    }
}

     以下のように、プロセッサーを使用するようにエラーハンドラーを設定できます。以下のように、プロセッサーを使用するようにエラーハンドラーを設定できます。
    

errorHandler(deadLetterChannel("jms:dead").onPrepareFailure(new MyPrepareProcessor()));

     ただし、ただし、onPrepare オプションは、デフォルトのエラーハンドラーを使用して使用することもできオプションは、デフォルトのエラーハンドラーを使用して使用することもでき
ます。ます。
    

<bean id="myPrepare"
class="org.apache.camel.processor.DeadLetterChannelOnPrepareTest.MyPrepareProcessor"/>

<errorHandler id="dlc" type="DeadLetterChannel" deadLetterUri="jms:dead" 
onPrepareFailureRef="myPrepare"/>

6.4. GUARANTEED DELIVERY

概要概要

     Guaranteed Delivery (保証付き配信保証付き配信) とは、メッセージがメッセージチャネルに配置されると、アとは、メッセージがメッセージチャネルに配置されると、ア
プリケーションの一部が失敗してもメッセージが宛先に到達することを保証することです。通常はプリケーションの一部が失敗してもメッセージが宛先に到達することを保証することです。通常は 図図
6.4「「Guaranteed Delivery パターン」パターン」 のように、宛先への配信を試行する前にメッセージを永続ストのように、宛先への配信を試行する前にメッセージを永続スト
レージに書き込むことで、メッセージングシステムはレージに書き込むことで、メッセージングシステムは Guaranteed Delivery パターンを実装します。パターンを実装します。
    

図図6.4 Guaranteed Delivery パターンパターン
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図図6.4 Guaranteed Delivery パターンパターン

Guaranteed Delivery をサポートするコンポーネントをサポートするコンポーネント

     以下の以下の Apache Camel コンポーネントはコンポーネントは Guranteed Delivery パターンをサポートします。パターンをサポートします。
    

       JMS
      

       ActiveMQ
      

       ActiveMQ ジャーナルジャーナル
      

       Apache Camel Component Reference GuideののFile Component
      

JMS

     JMS では、では、deliveryPersistent クエリーオプションはメッセージの永続ストレージが有効であるかクエリーオプションはメッセージの永続ストレージが有効であるか
どうかを示します。永続的な配信を有効にするのがデフォルトの動作であるため、通常はこのオプショどうかを示します。永続的な配信を有効にするのがデフォルトの動作であるため、通常はこのオプショ
ンを設定する必要はありません。ンを設定する必要はありません。Guaranteed Delivery の詳細をすべて設定するには、の詳細をすべて設定するには、JMS プロバイプロバイ
ダーで設定オプションを設定する必要があります。これらの情報は、使用しているダーで設定オプションを設定する必要があります。これらの情報は、使用している JMS プロバイダープロバイダー
によって異なります。たとえば、によって異なります。たとえば、MQSeries、、TibCo、、BEA、、Sonic などがありますが、いずれもなどがありますが、いずれも 
Guaranteed Delivery をサポートするためにさまざまサービスを提供しています。をサポートするためにさまざまサービスを提供しています。
    

     詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののJmsを参照してください。を参照してください。
    

ActiveMQ
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     ActiveMQ では、メッセージの永続性はデフォルトで有効になっています。では、メッセージの永続性はデフォルトで有効になっています。ActiveMQ はバージョンはバージョン  
5 以降、以降、AMQ メッセージストアをデフォルトの永続メカニズムとして使用します。メッセージストアをデフォルトの永続メカニズムとして使用します。ActiveMQ でメッでメッ
セージの永続化を有効にする方法は複数あります。セージの永続化を有効にする方法は複数あります。
    

     最も簡単なオプション最も簡単なオプション (図図6.4「「Guaranteed Delivery パターン」パターン」 とは異なるとは異なる) は、中央のブローカーは、中央のブローカー
で永続性を有効にし、信頼できるプロトコルを使用してそのブローカーに接続することです。メッセーで永続性を有効にし、信頼できるプロトコルを使用してそのブローカーに接続することです。メッセー
ジが中央のブローカーに送信された後、コンシューマーへの配信が保証されます。たとえば、ジが中央のブローカーに送信された後、コンシューマーへの配信が保証されます。たとえば、Apache 
Camel 設定ファイル設定ファイル META-INF/spring/camel-context.xml では、以下のようにでは、以下のように OpenWire/TCP プロプロ
トコルを使用して中央ブローカーに接続するようにトコルを使用して中央ブローカーに接続するように ActiveMQ コンポーネントを設定できます。コンポーネントを設定できます。
    

<beans ... >
  ...
  <bean id="activemq" class="org.apache.activemq.camel.component.ActiveMQComponent">
    <property name="brokerURL" value="tcp://somehost:61616"/>
  </bean>
  ...
</beans>

     リモートエンドポイントに送信される前にメッセージがローカルに保存されるアーキテクチャーをリモートエンドポイントに送信される前にメッセージがローカルに保存されるアーキテクチャーを
実装する場合実装する場合 (図図6.4「「Guaranteed Delivery パターン」パターン」 のようにのように)、、Apache Camel アプリケーションアプリケーション
で組み込みブローカーをインスタンス化してこれを行います。これは、で組み込みブローカーをインスタンス化してこれを行います。これは、ActiveMQ Peer-to-Peer プロトプロト
コルを使用すると簡単に実現できます。これにより、暗黙的に埋め込みブローカーが作成され、他のピコルを使用すると簡単に実現できます。これにより、暗黙的に埋め込みブローカーが作成され、他のピ
アエンドポイントと通信します。たとえば、アエンドポイントと通信します。たとえば、ActiveMQ コンポーネントをコンポーネントを camel-context.xml で以下ので以下の
ように設定し、ように設定し、GroupA 内のすべてのピアに接続するようにします。内のすべてのピアに接続するようにします。
    

<beans ... >
  ...
  <bean id="activemq" class="org.apache.activemq.camel.component.ActiveMQComponent">
    <property name="brokerURL" value="peer://GroupA/broker1"/>
  </bean>
  ...
</beans>

     broker1 は、埋め込みブローカーのブローカー名に置き換えますは、埋め込みブローカーのブローカー名に置き換えます (グループの他のピアは異なるブグループの他のピアは異なるブ
ローカー名を使用する必要がありますローカー名を使用する必要があります)。。Peer-to-Peer プロトコルのプロトコルの 1 つの制限は、つの制限は、IP マルチキャストマルチキャスト
に依存してグループ内の他のピアを見つけることです。これにより、ワイドエリアネットワークでの使に依存してグループ内の他のピアを見つけることです。これにより、ワイドエリアネットワークでの使
用には適していません用には適していません (また、また、IP マルチキャストが有効になっていない一部のローカルエリアネットマルチキャストが有効になっていない一部のローカルエリアネット
ワークにも適していませんワークにも適していません)。。
    

     組み込みブローカーインスタンスに接続する組み込みブローカーインスタンスに接続する ActiveMQ のの VM プロトコルを利用すると、プロトコルを利用すると、ActiveMQ 
コンポーネントでより柔軟に組み込みブローカーを作成できます。必要な名前のブローカーが存在しなコンポーネントでより柔軟に組み込みブローカーを作成できます。必要な名前のブローカーが存在しな
い場合は、い場合は、VM プロトコルによって自動的に作成されます。このメカニズムを使用すると、カスタム設プロトコルによって自動的に作成されます。このメカニズムを使用すると、カスタム設
定で組み込みブローカーを作成できます。以下に例を示します。定で組み込みブローカーを作成できます。以下に例を示します。
    

<beans ... >
  ...
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  <bean id="activemq" class="org.apache.activemq.camel.component.ActiveMQComponent">
    <property name="brokerURL" value="vm://broker1?brokerConfig=xbean:activemq.xml"/>
  </bean>
  ...
</beans>

     activemq.xml は、組み込みブローカーインスタンスを設定するは、組み込みブローカーインスタンスを設定する ActiveMQ ファイルに置き換えまファイルに置き換えま
す。す。ActiveMQ 設定ファイル内で、以下の永続メカニズムのいずれかを有効にすることができます。設定ファイル内で、以下の永続メカニズムのいずれかを有効にすることができます。
    

       AMQ 永続化永続化 (デフォルトデフォルト): ActiveMQ にネイティブな高速で信頼できるメッセージストにネイティブな高速で信頼できるメッセージスト
ア。詳細はア。詳細は amqPersistenceAdapter およびおよび AMQ Message Store を参照してください。を参照してください。
      

       JDBC 永続化永続化: JDBC を使用して、を使用して、JDBC 互換データベースにメッセージを格納します。詳互換データベースにメッセージを格納します。詳
細は、細は、jdbcPersistenceAdapter およびおよび ActiveMQ Persistence を参照してください。を参照してください。
      

       ジャーナル永続化ジャーナル永続化: メッセージをローリングログファイルに格納する高速の永続化メカニズメッセージをローリングログファイルに格納する高速の永続化メカニズ
ム。詳細はム。詳細は journalPersistenceAdapter およびおよび ActiveMQ Persistence を参照してください。を参照してください。
      

       Kaha 永続性永続性: ActiveMQ に特化して開発された永続メカニズム。詳細はに特化して開発された永続メカニズム。詳細は 
kahaPersistenceAdapter およびおよび ActiveMQ Persistence を参照してください。を参照してください。
      

     詳細は、詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののActiveMQを参照してください。を参照してください。
    

ActiveMQ ジャーナルジャーナル

     ActiveMQ Journal コンポーネントは、複数の同時実行プロデューサーがメッセージをキューに書きコンポーネントは、複数の同時実行プロデューサーがメッセージをキューに書き
込み、アクティブなコンシューマーが込み、アクティブなコンシューマーが 1 つのみである特殊なユースケースに対して最適化されていまつのみである特殊なユースケースに対して最適化されていま
す。メッセージはローリングログファイルに格納され、効率を向上するために同時書き込みは集約されす。メッセージはローリングログファイルに格納され、効率を向上するために同時書き込みは集約され
ます。ます。
    

6.5. MESSAGE BUS

概要概要

     Message Bus は、は、図図6.5「「Message Bus パターン」パターン」  に示されているメッセージングアーキテクに示されているメッセージングアーキテク
チャーを意味します。これにより、多様なコンピューティングプラットフォーム上で実行されている多チャーを意味します。これにより、多様なコンピューティングプラットフォーム上で実行されている多
様なアプリケーションに接続できます。実質的に、様なアプリケーションに接続できます。実質的に、Message Bus はは Apache Camel とそのコンポーネとそのコンポーネ
ントによって設定されます。ントによって設定されます。
    

図図6.5 Message Bus パターンパターン
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図図6.5 Message Bus パターンパターン

     Message Bus パターンの以下の機能はパターンの以下の機能は Apache Camel に反映されます。に反映されます。
    

       共通通信インフラストラクチャー共通通信インフラストラクチャー: ルーター自体がルーター自体が Apache Camel の共通通信インフラスの共通通信インフラス
トラクチャーの中核を提供します。しかし、一部のメッセージバスアーキテクチャーとは対照トラクチャーの中核を提供します。しかし、一部のメッセージバスアーキテクチャーとは対照
的に、的に、Apache Camel は異種インフラストラクチャーを提供します。このインフラストラクは異種インフラストラクチャーを提供します。このインフラストラク
チャーでは、多種多様なトランスポートとメッセージ形式を使用してメッセージをバスに送信チャーでは、多種多様なトランスポートとメッセージ形式を使用してメッセージをバスに送信
できます。できます。
      

       アダプターアダプター: 必要に応じて、必要に応じて、Apache Camel は異なるトランスポートを使用してメッセーは異なるトランスポートを使用してメッセー
ジ形式を変換し、メッセージを伝播できます。実質的に、ジ形式を変換し、メッセージを伝播できます。実質的に、Apache Camel はアダプターのようはアダプターのよう
に動作できるため、外部アプリケーションはメッセージングプロトコルをリファクタリングせに動作できるため、外部アプリケーションはメッセージングプロトコルをリファクタリングせ
ずにずに Message Bus に接続できます。に接続できます。
      

       場合によっては、アダプターを直接外部アプリケーションに統合することもできます。た場合によっては、アダプターを直接外部アプリケーションに統合することもできます。た
とえば、サービスがとえば、サービスが JAX-WS およびおよび JAXB マッピングを使用して実装されるマッピングを使用して実装される Apache CXF をを
使用してアプリケーションを開発する場合は、多種多様のトランスポートをサービスにバイン使用してアプリケーションを開発する場合は、多種多様のトランスポートをサービスにバイン
ドできます。これらのトランスポートバインディングはアダプターとして機能します。ドできます。これらのトランスポートバインディングはアダプターとして機能します。
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第第7章章 メッセージの構築メッセージの構築

概要概要

     メッセージ構築パターンでは、システムを通過するメッセージのさまざまな形式と関数が記述されメッセージ構築パターンでは、システムを通過するメッセージのさまざまな形式と関数が記述され
ます。ます。
    

7.1. 相関識別子相関識別子

概要概要

     図図7.1「相関識別子パターン」「相関識別子パターン」 のの 相関識別子相関識別子 (Correlation Identifier) パターンはパターンは 、非同期メッセー、非同期メッセー
ジングシステムを使用してリクエストジングシステムを使用してリクエスト−リプライ型プロトコルを実装する場合にリクエストメッセージリプライ型プロトコルを実装する場合にリクエストメッセージ
とリプライメッセージの照合方法を記述します。リクエストメッセージはリクエストメッセージを識別とリプライメッセージの照合方法を記述します。リクエストメッセージはリクエストメッセージを識別
する一意のトークンであるする一意のトークンである リクエストリクエスト ID によって生成されます。リプライメッセージには、一致するによって生成されます。リプライメッセージには、一致する
リクエストリクエスト ID が含まれるトークンであるが含まれるトークンである 相関相関 ID が含まれる必要があります。が含まれる必要があります。
    

     Apache Camel は、メッセージでヘッダーを取得または設定することにより、は、メッセージでヘッダーを取得または設定することにより、EIP パターンからのパターンからの
相関識別子をサポートします。相関識別子をサポートします。
    

     ActiveMQ またはまたは JMS コンポーネントを使用する場合、相関識別子ヘッダーはコンポーネントを使用する場合、相関識別子ヘッダーは JMSCorrelationID 
と呼ばれます。独自の相関識別子をメッセージ交換に追加すると、と呼ばれます。独自の相関識別子をメッセージ交換に追加すると、1 つの会話つの会話 (またはビジネスプロセまたはビジネスプロセ
スス) で複数のメッセージを一緒に関連付けることができます。通常、相関識別子はで複数のメッセージを一緒に関連付けることができます。通常、相関識別子は Apache Camel メッメッ
セージヘッダーに格納されます。セージヘッダーに格納されます。
    

     一部の一部の EIP パターンでは、サブメッセージがスピンオフされます。この場合、パターンでは、サブメッセージがスピンオフされます。この場合、Apache Camel は、は、
ソースエクスチェンジにリンクするソースエクスチェンジにリンクする Exchange.CORRELATION_ID キーのあるプロパティーとして相キーのあるプロパティーとして相
関関 ID をエクスチェンジに追加します。たとえば、をエクスチェンジに追加します。たとえば、Splitter、、Multicast、、Recipient List、および、および Wire 
Tap EIP がこれを行います。がこれを行います。
    

図図7.1 相関識別子パターン相関識別子パターン
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図図7.1 相関識別子パターン相関識別子パターン

7.2. イベントメッセージイベントメッセージ

イベントメッセージイベントメッセージ

    Camel は、一方向のイベントメッセージを示すためには、一方向のイベントメッセージを示すために InOnly に設定できるに設定できる メッセージメッセージ でで 
Exchange パターンをサポートすることにより、パターンをサポートすることにより、エンタープライズ統合パターンエンタープライズ統合パターン からのからの イベントメッイベントメッ
セージセージ をサポートします。その後、をサポートします。その後、Camel Apache Camel Component Reference は基礎となるトラは基礎となるトラ
ンスポートまたはプロトコルを使用してこのパターンを実装します。ンスポートまたはプロトコルを使用してこのパターンを実装します。
   

    多くの多くの Apache Camel Component Reference のデフォルト動作は、のデフォルト動作は、JMS、、File、または、または SEDAなな
どのどの InOnly です。です。
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明示的な明示的な InOnly の指定の指定

    デフォルトがデフォルトが InOut であるコンポーネントを使用している場合、であるコンポーネントを使用している場合、pattern プロパティーを使用して、プロパティーを使用して、
エンドポイントのエンドポイントの メッセージ交換パターンメッセージ交換パターン を上書きできます。を上書きできます。
   

foo:bar?exchangePattern=InOnly

    Camel 2.0 以降では、以降では、DSL を使用してを使用して メッセージ交換パターンメッセージ交換パターン を指定できます。を指定できます。
   

    Fluent Builder (流れるようなビルダー流れるようなビルダー) の使用の使用
   

from("mq:someQueue").
  inOnly().
  bean(Foo.class);

    または、明示的なパターンでエンドポイントを呼び出すこともできます。または、明示的なパターンでエンドポイントを呼び出すこともできます。
   

from("mq:someQueue").
  inOnly("mq:anotherQueue");

    Spring XML エクステンションエクステンション の使用の使用
   

<route>
    <from uri="mq:someQueue"/>
    <inOnly uri="bean:foo"/>
</route>

<route>
    <from uri="mq:someQueue"/>
    <inOnly uri="mq:anotherQueue"/>
</route>

7.3. 返信先アドレス返信先アドレス

返信先アドレス返信先アドレス

     Apache Camel は、は、JMSReplyTo ヘッダーを使用して、ヘッダーを使用して、エンタープライズ統合パターンエンタープライズ統合パターン からのからの 返返
信先アドレス信先アドレス (Return Address) をサポートします。をサポートします。
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     たとえば、たとえば、InOut でで JMS を使用する場合、コンポーネントはデフォルトでを使用する場合、コンポーネントはデフォルトで JMSReplyTo で指定さで指定さ
れたアドレスに返されます。れたアドレスに返されます。
    

例例

     リクエスト側コードリクエスト側コード
    

 getMockEndpoint("mock:bar").expectedBodiesReceived("Bye World");
 template.sendBodyAndHeader("direct:start", "World", "JMSReplyTo", "queue:bar");

     Fluent Builder (流れるようなビルダー流れるようなビルダー) を使用したルートを使用したルート
    

 from("direct:start").to("activemq:queue:foo?preserveMessageQos=true");
 from("activemq:queue:foo").transform(body().prepend("Bye "));
 from("activemq:queue:bar?disableReplyTo=true").to("mock:bar");

     Spring XML エクステンションエクステンション を使用したルートを使用したルート
    

 <route>
   <from uri="direct:start"/>
   <to uri="activemq:queue:foo?preserveMessageQos=true"/>
 </route>
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 <route>
   <from uri="activemq:queue:foo"/>
   <transform>
       <simple>Bye ${in.body}</simple>
   </transform>
 </route>

 <route>
   <from uri="activemq:queue:bar?disableReplyTo=true"/>
   <to uri="mock:bar"/>
 </route>

     このパターンの完全な例については、このパターンの完全な例については、JUnit のテストケースのテストケース  を参照してください。を参照してください。
    

第第7章章 メッセージの構築メッセージの構築

233

http://svn.apache.org/viewvc/camel/trunk/components/camel-jms/src/test/java/org/apache/camel/component/jms/JmsInOnlyWithReplyToAsHeaderTest.java?view=markup


第第8章章 メッセージのルーティングメッセージのルーティング

概要概要

     メッセージルーティングパターンでは、メッセージチャネルを互いにリンクするさまざまな方法にメッセージルーティングパターンでは、メッセージチャネルを互いにリンクするさまざまな方法に
ついて説明します。これには、メッセージボディーは変更せずに、メッセージストリームに適用できついて説明します。これには、メッセージボディーは変更せずに、メッセージストリームに適用でき
る、さまざまなアルゴリズムが含まれています。る、さまざまなアルゴリズムが含まれています。
    

8.1. CONTENT-BASED ROUTER

概要概要

     図図8.1「「Content-Based Router パターン」パターン」 に示されているに示されている Content-Based Router を使用すると、を使用すると、
メッセージの内容に基づいて適切な宛先にメッセージをルーティングすることができます。メッセージの内容に基づいて適切な宛先にメッセージをルーティングすることができます。
    

図図8.1 Content-Based Router パターンパターン

Java DSL の例の例

     以下の例は、入力エンドポイント以下の例は、入力エンドポイント seda:a からのリクエストを、さまざまな述語式の評価に応じてからのリクエストを、さまざまな述語式の評価に応じて 
seda:b、、queue:c、または、または seda:d のいずれかにルーティングする方法を示しています。のいずれかにルーティングする方法を示しています。
    

RouteBuilder builder = new RouteBuilder() {
    public void configure() {
        from("seda:a").choice()
          .when(header("foo").isEqualTo("bar")).to("seda:b")
          .when(header("foo").isEqualTo("cheese")).to("seda:c")
          .otherwise().to("seda:d");
    }
};

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
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<camelContext id="buildSimpleRouteWithChoice" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <choice>
      <when>
        <xpath>$foo = 'bar'</xpath>
        <to uri="seda:b"/>
      </when>
      <when>
        <xpath>$foo = 'cheese'</xpath>
        <to uri="seda:c"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="seda:d"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>

8.2. MESSAGE FILTER

概要概要

     Massage Filter は、特定の基準に基づいて不要なメッセージを除外するプロセッサーです。は、特定の基準に基づいて不要なメッセージを除外するプロセッサーです。Apache 
Camel では、では、図図8.2「「Message Filter パターン」パターン」  に示されるに示される Message Filter パターンは、パターンは、Java DSL 
コマンドコマンド filter() によって実装されています。このによって実装されています。この filter() コマンドは単一の述語引数を取り、フィルコマンドは単一の述語引数を取り、フィル
ターを制御します。述語がターを制御します。述語が true の場合、受信メッセージは続行でき、述語がの場合、受信メッセージは続行でき、述語が false の場合、受信メッの場合、受信メッ
セージはブロックされます。セージはブロックされます。
    

図図8.2 Message Filter パターンパターン

Java DSL の例の例

     以下の例は、エンドポイント以下の例は、エンドポイント seda:a からエンドポイントからエンドポイント seda:b へのルートを作成し、へのルートを作成し、foo ヘッヘッ
ダーにダーに bar: という値を持つメッセージ以外のすべてのメッセージをブロックする方法を示していまという値を持つメッセージ以外のすべてのメッセージをブロックする方法を示していま
す。す。
    

RouteBuilder builder = new RouteBuilder() {
    public void configure() {
        from("seda:a").filter(header("foo").isEqualTo("bar")).to("seda:b");
    }
};
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     より複雑なフィルター述語を評価するため、より複雑なフィルター述語を評価するため、XPath、、XQuery、、SQL (パートパートII「ルーティング式と述「ルーティング式と述
語言語」語言語」 を参照を参照) などのサポートされているスクリプト言語のいずれかを呼び出すことができます。以などのサポートされているスクリプト言語のいずれかを呼び出すことができます。以
下の例は、下の例は、name 属性が属性が James と等しいと等しい person 要素を含むメッセージ以外のすべてのメッセージを要素を含むメッセージ以外のすべてのメッセージを
ブロックするルートを定義しています。ブロックするルートを定義しています。
    

from("direct:start").
        filter().xpath("/person[@name='James']").
        to("mock:result");

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML でで XPath 述語を使用してルートを定義する方法を示しています述語を使用してルートを定義する方法を示しています (パートパートII「ルー「ルー
ティング式と述語言語」ティング式と述語言語」 を参照を参照)。。
    

<camelContext id="simpleFilterRoute" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <filter>
      <xpath>$foo = 'bar'</xpath>
      <to uri="seda:b"/>
    </filter>
  </route>
  </camelContext>

フィルターリングされたエンドポイントはフィルターリングされたエンドポイントは </FILTER> タグの中に定義タグの中に定義

      フィルタリングするエンドポイントフィルタリングするエンドポイント (例例: <to uri="seda:b"/>) は、クロージングタグは、クロージングタグ 
</filter> の前に定義する必要があります。そうでない場合は、フィルターは反映されまの前に定義する必要があります。そうでない場合は、フィルターは反映されま
せんせん (2.8 以降で省略するとエラーになります以降で省略するとエラーになります)。。
     

Bean を使用したフィルターリングを使用したフィルターリング

     フィルターの動作を定義するためにフィルターの動作を定義するために Bean を使用した例を以下に示します。を使用した例を以下に示します。
    

from("direct:start")
     .filter().method(MyBean.class, "isGoldCustomer").to("mock:result").end()
     .to("mock:end");

public static class MyBean {
    public boolean isGoldCustomer(@Header("level") String level) {
        return level.equals("gold");
    }
}
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stop() の使用の使用

     Camel 2.0 で利用可能で利用可能
    

     stop は、は、すべてすべて のメッセージをフィルターリングする特別なタイプのフィルターです。のメッセージをフィルターリングする特別なタイプのフィルターです。stop 
は、は、Content-Based Router 内のいずれかの述語で停止する必要がある場合に使用すると便利です。内のいずれかの述語で停止する必要がある場合に使用すると便利です。
    

     以下の例では、メッセージボディーに以下の例では、メッセージボディーに Bye という単語を含むメッセージが、ルート内でこれ以上伝という単語を含むメッセージが、ルート内でこれ以上伝
播しないようにします。これは、播しないようにします。これは、when() 述語で述語で .stop() を使用しないようにします。を使用しないようにします。
    

from("direct:start")
    .choice()
        .when(bodyAs(String.class).contains("Hello")).to("mock:hello")
        .when(bodyAs(String.class).contains("Bye")).to("mock:bye").stop()
        .otherwise().to("mock:other")
    .end()
    .to("mock:result");

エクスチェンジがフィルターされたかどうかの確認エクスチェンジがフィルターされたかどうかの確認

     Camel 2.5 で利用可能で利用可能
    

     メッセージフィルターメッセージフィルター EIP は、フィルターが適用されたかどうかを示すプロパティーを、エクスは、フィルターが適用されたかどうかを示すプロパティーを、エクス
チェンジに追加します。チェンジに追加します。
    

     プロパティーにはキープロパティーにはキー Exchange.FILTER_MATCHED があり、これにはがあり、これには CamelFilterMatched の文の文
字列値が含まれます。この値は、字列値が含まれます。この値は、true またはまたは false を示すブール値です。値がを示すブール値です。値が true の場合、エクスの場合、エクス
チェンジはフィルターブロック経由でルーティングされました。チェンジはフィルターブロック経由でルーティングされました。
    

8.3. 受信者リスト受信者リスト

概要概要

     図図8.3「「Recipient List パターン」パターン」 に示されているに示されている Recipient List は、各受信メッセージを複数の異は、各受信メッセージを複数の異
なる宛先に送信するルーターの一種です。また、なる宛先に送信するルーターの一種です。また、Recipient List は通常、実行時に受信者リストは通常、実行時に受信者リスト 
(Recipient List) を演算する必要があります。を演算する必要があります。
    

図図8.3 Recipient List パターンパターン
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図図8.3 Recipient List パターンパターン

宛先が固定された宛先が固定された Recipient List

     最もシンプルな最もシンプルな Recipient List は、宛先リストが固定され、事前に認識され、交換パターンはは、宛先リストが固定され、事前に認識され、交換パターンは 
InOnly であるものです。この場合、宛先リストをであるものです。この場合、宛先リストを to() Java DSL コマンドへハードワイヤーすることがコマンドへハードワイヤーすることが
できます。できます。
    

注記注記

      ここで示す例は、宛先が固定されたここで示す例は、宛先が固定された Recepient List のため、のため、InOnly 交換パターン交換パターン 
(Pipes and Filters パターンパターン と似ていますと似ています) でで のみのみ 動作します。動作します。Out メッセージを使っメッセージを使っ
た交換パターンのた交換パターンの Recipient List を作成する場合は、代わりにを作成する場合は、代わりに Multicast パターンパターン  を使を使
用してください。用してください。
     

Java DSL の例の例

     以下の例は、コンシューマーエンドポイント以下の例は、コンシューマーエンドポイント queue:a から、から、InOnly エクスチェンジを固定された宛エクスチェンジを固定された宛
先リストにルーティングする方法を示しています。先リストにルーティングする方法を示しています。
    

from("seda:a").to("seda:b", "seda:c", "seda:d");

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext id="buildStaticRecipientList" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <to uri="seda:b"/>
    <to uri="seda:c"/>
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    <to uri="seda:d"/>
  </route>
</camelContext>

実行時に演算された実行時に演算された Recipient List

     Recipient List パターンを使用するほとんどの場合で、宛先リストを実行時に演算する必要がありまパターンを使用するほとんどの場合で、宛先リストを実行時に演算する必要がありま
す。これを行うには、す。これを行うには、recipientList() プロセッサーを使用します。このプロセッサーは、唯一の引数とプロセッサーを使用します。このプロセッサーは、唯一の引数と
して宛先リストを取ります。して宛先リストを取ります。Apache Camel はリスト引数に型コンバーターを適用するため、ほとんどはリスト引数に型コンバーターを適用するため、ほとんど
の標準的なの標準的な Java リスト型リスト型 (例例: コレクション、リスト、配列などコレクション、リスト、配列など) を使用できます。型コンバーターのを使用できます。型コンバーターの
詳細については詳細については 「組み込み型コンバーター」「組み込み型コンバーター」 を参照してください。を参照してください。
    

     受信者は受信者は 同じ同じ エクスチェンジインスタンスのコピーを受け取り、エクスチェンジインスタンスのコピーを受け取り、Apache Camel はそれらを順次実はそれらを順次実
行します。行します。
    

Java DSL の例の例

     以下の例は、以下の例は、recipientListHeader という名前のメッセージヘッダーから宛先リストを抽出する方法という名前のメッセージヘッダーから宛先リストを抽出する方法
を示しています。ヘッダーの値は、コンマ区切りのエンドポイントを示しています。ヘッダーの値は、コンマ区切りのエンドポイント URI のリストになります。のリストになります。
    

from("direct:a").recipientList(header("recipientListHeader").tokenize(","));

     header の値がリスト型である場合、値を直接の値がリスト型である場合、値を直接 recipientList() の引数に使うことができます。以下にの引数に使うことができます。以下に
例を示します。例を示します。
    

from("seda:a").recipientList(header("recipientListHeader"));

     ただし、この例では、基礎となるコンポーネントがこの特定のヘッダーをどのように解析するかにただし、この例では、基礎となるコンポーネントがこの特定のヘッダーをどのように解析するかに
完全に依存しています。コンポーネントがヘッダーを単純な文字列として解析する場合、この例は動作完全に依存しています。コンポーネントがヘッダーを単純な文字列として解析する場合、この例は動作
しし ませんません。ヘッダーは、何らかの型の。ヘッダーは、何らかの型の Java リストに変換する必要があります。リストに変換する必要があります。
    

XML 設定の例設定の例

     以下の例では、以下の例では、XML で前述のルートを定義する方法を示しています。ヘッダー値は、コンマ区切りで前述のルートを定義する方法を示しています。ヘッダー値は、コンマ区切り
のエンドポイントのエンドポイント URI リストです。リストです。
    

<camelContext id="buildDynamicRecipientList" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <recipientList delimiter=",">
      <header>recipientListHeader</header>
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    </recipientList>
  </route>
</camelContext>

複数の受信者に並列で送信複数の受信者に並列で送信

     Camel 2.2 で利用可能で利用可能
    

     Recipient List パターンパターン は、は、parallelProcessing をサポートしています。これは、をサポートしています。これは、Splitter パターパター
ンン の機能に似ています。並列処理機能を使用して、複数の受信者に並列でエクスチェンジを送信しまの機能に似ています。並列処理機能を使用して、複数の受信者に並列でエクスチェンジを送信しま
す。以下に例を示しますす。以下に例を示します:
    

from("direct:a").recipientList(header("myHeader")).parallelProcessing();

     Spring XML では、並列処理機能はでは、並列処理機能は recipientList タグの属性として実装されています。以下に例をタグの属性として実装されています。以下に例を
示します。示します。
    

<route>
  <from uri="direct:a"/>
  <recipientList parallelProcessing="true">
    <header>myHeader</header>
  </recipientList>
</route>

例外時に停止例外時に停止

     Camel 2.2 で利用可能で利用可能
    

     Recipient List は、は、stopOnException 機能をサポートします。これを使用すると、受信者が失敗し機能をサポートします。これを使用すると、受信者が失敗し
た場合にそれ以降の受信者への送信を停止することができます。た場合にそれ以降の受信者への送信を停止することができます。
    

from("direct:a").recipientList(header("myHeader")).stopOnException();

     Spring XML では、では、Recipient List タグの属性です。タグの属性です。
    

     Spring XML では、例外時の停止機能はでは、例外時の停止機能は recipientList タグの属性として実装されます。以下に例をタグの属性として実装されます。以下に例を
示します。示します。
    

<route>
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  <from uri="direct:a"/>
  <recipientList stopOnException="true">
    <header>myHeader</header>
  </recipientList>
</route>

注記注記

      同じルートで同じルートで parallelProcessing とと stopOnException を組み合わせることができを組み合わせることができ
ます。ます。
     

無効なエンドポイントの無視無効なエンドポイントの無視

     Camel 2.3 の時点で利用可能の時点で利用可能
    

     Recipient List パターンパターン はは ignoreInvalidEndpoints オプションをサポートします。これにより、オプションをサポートします。これにより、
Recipient List が無効なエンドポイントをスキップできますが無効なエンドポイントをスキップできます (Routing Slips パターンパターン も、このオプも、このオプ
ションをサポートしていますションをサポートしています)。以下に例を示します。。以下に例を示します。
    

from("direct:a").recipientList(header("myHeader")).ignoreInvalidEndpoints();

     Spring XML では、以下のようにでは、以下のように recipientList タグにタグに ignoreInvalidEndpoints 属性を設定すること属性を設定すること
で、このオプションを有効にすることができます。で、このオプションを有効にすることができます。
    

<route>
  <from uri="direct:a"/>
  <recipientList ignoreInvalidEndpoints="true">
    <header>myHeader</header>
  </recipientList>
</route>

     myHeader にに direct:foo,xxx:bar のの 2 つのエンドポイントが含まれるケースについて考えてみまつのエンドポイントが含まれるケースについて考えてみま
しょう。最初のエンドポイントは有効であり、動作します。しょう。最初のエンドポイントは有効であり、動作します。2 つ目は無効であるため、無視されます。つ目は無効であるため、無視されます。
無効なエンドポイントに遭遇するたびに、無効なエンドポイントに遭遇するたびに、Apache Camel ログがログが INFO レベルで記録されます。レベルで記録されます。
    

カスタムカスタム AggregationStrategy の使用の使用

     Camel 2.2 で利用可能で利用可能
    

     Recipient List パターンパターン でカスタムでカスタム AggregationStrategy を使用できます。これは、リスト内の受を使用できます。これは、リスト内の受
信者からのリプライを集計する場合に便利です。信者からのリプライを集計する場合に便利です。Apache Camel はデフォルトではデフォルトで 
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UseLatestAggregationStrategy 集約ストラテジーを使用して、最後に受信したリプライのみを保持し集約ストラテジーを使用して、最後に受信したリプライのみを保持し
ます。より高度な集約ストラテジーについては、ます。より高度な集約ストラテジーについては、AggregationStrategy インターフェイスを独自に実装インターフェイスを独自に実装
し定義できます。詳細についてはし定義できます。詳細については 「「Aggregator」」 を参照してください。たとえば、集約ストラテジーを参照してください。たとえば、集約ストラテジー 
MyOwnAggregationStrategy をリプライメッセージに適用するには、以下のようにをリプライメッセージに適用するには、以下のように Java DSL ルートルート
を定義します。を定義します。
    

from("direct:a")
    .recipientList(header("myHeader")).aggregationStrategy(new MyOwnAggregationStrategy())
    .to("direct:b");

     Spring XML では、以下のようにカスタムの集約ストラテジーをでは、以下のようにカスタムの集約ストラテジーを recipientList タグの属性として指タグの属性として指
定できます。定できます。
    

<route>
  <from uri="direct:a"/>
  <recipientList strategyRef="myStrategy">
    <header>myHeader</header>
  </recipientList>
  <to uri="direct:b"/>
</route>

<bean id="myStrategy" class="com.mycompany.MyOwnAggregationStrategy"/>

カスタムスレッドプールの使用カスタムスレッドプールの使用

     Camel 2.2 で利用可能で利用可能
    

     これは、これは、parallelProcessing を使用する場合にのみ必要です。デフォルトでは、を使用する場合にのみ必要です。デフォルトでは、Camel はは 10 個の個の
スレッドを持つスレッドプールを使用します。今後スレッドプールの管理と設定内容をメンテナーンススレッドを持つスレッドプールを使用します。今後スレッドプールの管理と設定内容をメンテナーンス
する際に、変更される可能性がありますのでご注意くださいする際に、変更される可能性がありますのでご注意ください (予定どおりであれば予定どおりであれば Camel 2.2) 。。
    

     カスタム集約ストラテジーを使用するのと同じように設定します。カスタム集約ストラテジーを使用するのと同じように設定します。
    

メソッド呼び出しのメソッド呼び出しの Recipient List としての使用としての使用

     受信者を生成するために、受信者を生成するために、Bean を使用できます。以下に例を示します。を使用できます。以下に例を示します。
    

from("activemq:queue:test").recipientList().method(MessageRouter.class, "routeTo");

     MessageRouter Bean は以下のように定義されます。は以下のように定義されます。
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public class MessageRouter {

    public String routeTo() {
        String queueName = "activemq:queue:test2";
        return queueName;
    }
}

Recipient List としてのとしての Bean

     Bean をを Recipient List として動作させるには、として動作させるには、@RecipientList アノテーションをアノテーションを Recipient List 
を返すメソッドに付与します。以下に例を示します。を返すメソッドに付与します。以下に例を示します。
    

public class MessageRouter {

    @RecipientList
    public String routeTo() {
        String queueList = "activemq:queue:test1,activemq:queue:test2";
        return queueList;
    }
}

     この場合、ルートにこの場合、ルートに recipientList DSL コマンドを含めコマンドを含め ないない でください。以下のようにルートを定でください。以下のようにルートを定
義します。義します。
    

from("activemq:queue:test").bean(MessageRouter.class, "routeTo");

タイムアウトの使用タイムアウトの使用

     Camel 2.5 で利用可能で利用可能
    

     parallelProcessing を使用する場合は、合計を使用する場合は、合計 timeout 値をミリ秒単位で設定できます。値をミリ秒単位で設定できます。Camel はタはタ
イムアウトに達するまでメッセージを並行して処理します。これにより、イムアウトに達するまでメッセージを並行して処理します。これにより、1 つのメッセージが遅い場合つのメッセージが遅い場合
でも処理を継続できます。でも処理を継続できます。
    

     以下の例では、以下の例では、recipientlist ヘッダーの値がヘッダーの値が direct:a,direct:b,direct:c であるため、メッセージはであるため、メッセージは 3 
人の受信者に送信されます。人の受信者に送信されます。250 ミリ秒のタイムアウトがあるので、最後のミリ秒のタイムアウトがあるので、最後の 2 つのメッセージだけが、つのメッセージだけが、
タイムフレーム内で完了することができます。そのため、集約するとタイムフレーム内で完了することができます。そのため、集約すると BC という文字列の結果が得られという文字列の結果が得られ
ます。ます。
    

from("direct:start")
    .recipientList(header("recipients"), ",")
    .aggregationStrategy(new AggregationStrategy() {
            public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
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                if (oldExchange == null) {
                    return newExchange;
                }

                String body = oldExchange.getIn().getBody(String.class);
                oldExchange.getIn().setBody(body + newExchange.getIn().getBody(String.class));
                return oldExchange;
            }
        })
        .parallelProcessing().timeout(250)
    // use end to indicate end of recipientList clause
    .end()
    .to("mock:result");

from("direct:a").delay(500).to("mock:A").setBody(constant("A"));

from("direct:b").to("mock:B").setBody(constant("B"));

from("direct:c").to("mock:C").setBody(constant("C"));

注記注記

      このこの timeout 機能は機能は splitter のほか、のほか、multicast およびおよび recipientList の両方でもサの両方でもサ
ポートされています。ポートされています。
     

     デフォルトでは、タイムアウトが発生した場合、デフォルトでは、タイムアウトが発生した場合、AggregationStrategy は呼び出されません。ただは呼び出されません。ただ
し、特殊なバージョンを実装することができます。し、特殊なバージョンを実装することができます。
    

// Java
public interface TimeoutAwareAggregationStrategy extends AggregationStrategy {

    /**
     * A timeout occurred
     *
     * @param oldExchange  the oldest exchange (is <tt>null</tt> on first aggregation as we only have 
the new exchange)
     * @param index        the index
     * @param total        the total
     * @param timeout      the timeout value in millis
     */
    void timeout(Exchange oldExchange, int index, int total, long timeout);

     これにより、必要であれば、これにより、必要であれば、AggregationStrategy でタイムアウトに対応することができます。でタイムアウトに対応することができます。
    

TIMEOUT は合計値は合計値
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TIMEOUT は合計値は合計値

      タイムアウトは合計です。つまり、タイムアウトは合計です。つまり、X 時間後に時間後に Camel は期限内に完了したメッセーは期限内に完了したメッセー
ジのみを集約します。残りの分はキャンセルされます。またジのみを集約します。残りの分はキャンセルされます。また Camel は、タイムアウトのは、タイムアウトの
原因となった最初のインデックスに対して、原因となった最初のインデックスに対して、TimeoutAwareAggregationStrategy のの 
timeout メソッドをメソッドを 1 度だけ呼び出します。度だけ呼び出します。
     

送信メッセージへのカスタム処理の適用送信メッセージへのカスタム処理の適用

     recipientList がメッセージをがメッセージを Recipient List のいずれかに送信する前に、元のメッセージのシャのいずれかに送信する前に、元のメッセージのシャ
ローコピーであるメッセージレプリカを作成します。シャローコピーでは、元のメッセージのヘッダーローコピーであるメッセージレプリカを作成します。シャローコピーでは、元のメッセージのヘッダー
およびペイロードは参照によってのみコピーされます。各新規コピーには、それらの要素独自のインスおよびペイロードは参照によってのみコピーされます。各新規コピーには、それらの要素独自のインス
タンスが含まれていません。その結果、メッセージのシャローコピーがリンクされ、異なるエンドポイタンスが含まれていません。その結果、メッセージのシャローコピーがリンクされ、異なるエンドポイ
ントにルーティングする際にカスタム処理を適用することはできません。ントにルーティングする際にカスタム処理を適用することはできません。
    

     レプリカがエンドポイントに送信される前に、各メッセージレプリカに対して何らかのカスタム処レプリカがエンドポイントに送信される前に、各メッセージレプリカに対して何らかのカスタム処
理を行う場合は、理を行う場合は、recipientList 句で句で onPrepare DSL コマンドを呼び出すことができます。このコマンドを呼び出すことができます。この 
onPrepare コマンドは、メッセージがシャローコピーされたコマンドは、メッセージがシャローコピーされた 直後直後、かつメッセージがエンドポイント、かつメッセージがエンドポイント
にディスパッチされるにディスパッチされる 直前直前 に、カスタムプロセッサーを挿入します。たとえば、以下のルートでに、カスタムプロセッサーを挿入します。たとえば、以下のルートで
は、は、CustomProc プロセッサーがプロセッサーが 各各 recipient エンドポイントエンドポイント 用のメッセージレプリカで呼び出され用のメッセージレプリカで呼び出され
ます。ます。
    

from("direct:start")
  .recipientList().onPrepare(new CustomProc());

     onPrepare DSL コマンドの一般的なユースケースとして、メッセージの一部またはすべての要素のコマンドの一般的なユースケースとして、メッセージの一部またはすべての要素の
ディープコピーを実行します。これにより、各メッセージのレプリカは他のレプリカとは独立して変更ディープコピーを実行します。これにより、各メッセージのレプリカは他のレプリカとは独立して変更
することができます。たとえば、以下のすることができます。たとえば、以下の CustomProc プロセッサークラスは、メッセージボディーのプロセッサークラスは、メッセージボディーの
ディープコピーを実行します。メッセージボディーの型はディープコピーを実行します。メッセージボディーの型は BodyType であると想定され、ディープコであると想定され、ディープコ
ピーはメソッドピーはメソッド BodyType.deepCopy() によって実行されます。によって実行されます。
    

// Java
import org.apache.camel.*;
...
public class CustomProc implements Processor {

    public void process(Exchange exchange) throws Exception {
        BodyType body = exchange.getIn().getBody(BodyType.class);

        // Make a _deep_ copy of of the body object
        BodyType clone =  BodyType.deepCopy();
        exchange.getIn().setBody(clone);

        // Headers and attachments have already been
        // shallow-copied. If you need deep copies,
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        // add some more code here.
    }
}

オプションオプション

     recipientList DSL コマンドは以下のオプションをサポートします。コマンドは以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

delimiter , 式が複数のエンドポイントを返し
た場合に使用される区切り文字。

strategyRef  AggregationStrategy を参照し、
受信者からのリプライを 「受信者
リスト」 からの単一の送信メッ
セージにアセンブルします。デ
フォルトでは、Camel は最後のリ
プライを送信メッセージとして使
用します。

strategyMethodName  POJO を AggregationStrategy
として使用している場合に、使用
するメソッド名を明示的に指定す
るために使用できます。

strategyMethodAllowNull false POJO を AggregationStrategy
として使用している場合に、この
オプションを使用することができ
ます。false に設定すると、エン
リッチするデータがない場合に 
aggregate メソッドは使用され
ません。true に設定すると、エ
ンリッチするデータがない場合に
は、oldExchange に null 値が
使用されます。

parallelProcessing false Camel 2.2: 有効にすると、受信者
へのメッセージ送信が並列処理さ
れます。呼び出し元スレッドは、
すべてのメッセージが完全に処理
されるまで待機してから続行する
ことに注意してください。受信者
への送信と、受信者からのリプラ
イ処理のみが並列で処理されま
す。
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parallelAggregate false 有効にする
と、AggregationStrategy の 
aggregate メソッドを同時に呼
び出すことができます。これに
は、AggregationStrategy の実
装がスレッドセーフである必要が
あることに注意してください。デ
フォルトでは、このオプションは 
false となっており、Camel が自
動的に aggregate メソッドへの
呼び出しを同期することを意味し
ます。ただし、場合によって
は、AggregationStrategy をス
レッドセーフとして実装し、この
オプションを true に設定するこ
とで、パフォーマンスを向上させ
ることができます。

executorServiceRef  Camel 2.2: 並列処理に使用するカ
スタムスレッドプールを参照しま
す。このオプションを設定する
と、並列処理は自動的に適用され
るため、 並列処理用オプションも
有効にする必要はありません。

stopOnException false Camel 2.2: 例外発生時、すぐに継
続処理を停止するかどうか。無効
にすると、いずれかの失敗の有無
に関わらず、Camel はメッセージ
をすべての受信者に送信しま
す。AggregationStragegy クラス
内で、例外処理を完全に制御する
ことができます。

ignoreInvalidEndpoints false Camel 2.3: エンドポイント URI が
解決できない場合、無視されま
す。false の場合は、Camel はエ
ンドポイント URI が有効ではない
ことを示す例外を出力します。

streaming false Camel 2.5: 有効な場合、Camel は
返信を順不同で処理します (例:
戻って来た順) 。無効な場合、
Camel は指定された式と同じ順序
で返信を処理します。
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timeout  camel 2.5: 合計タイムアウト値を
ミリ秒単位で設定します。「受信
者リスト」 が指定された時間枠内
のすべての応答を送信および処理
できない場合、タイムアウトが発
生し、「受信者リスト」 から抜け
出し続行しま
す。TimeoutAwareAggregationSt
rategy を提供した場合、timeout
メソッドが抜け出す前に呼び出さ
れることに注意してください。

onPrepareRef  camel 2.8: カスタムプロセッサー
を参照して、各受信者が受け取る
エクスチェンジのコピーを準備し
ます。これにより、必要に応じて
メッセージのペイロードをディー
プクローンするなど、カスタムロ
ジックを実行できます。

shareUnitOfWork false Camel 2.8: Unit of Work を共有す
べきかどうか。詳細
は、「Splitter」 で同じオプショ
ンを参照してください。

cacheSize 0 Camel 2.13.1/2.12.4: Routing Slip
で再使用されるプロデューサーを
キャッシュする ProducerCache
のキャッシュサイズを設定できま
す。デフォルトのキャッシュサイ
ズ 0 を使用します。値を -1 に設
定すると、キャッシュをすべて無
効にすることができます。

Recipient List で交換パターンを使用で交換パターンを使用

     デフォルトでは、デフォルトでは、Recipient List は既存の交換パターンを使用します。稀ではありますが、別の交換は既存の交換パターンを使用します。稀ではありますが、別の交換
パターンを使用して受信者にメッセージを送信するケースがある可能性があります。パターンを使用して受信者にメッセージを送信するケースがある可能性があります。
    

     たとえば、たとえば、InOnly ルートとして開始するルートがあるとします。ルートとして開始するルートがあるとします。Recipient List でで InOut 交換パ交換パ
ターンを使用する場合、受信者用エンドポイントで直接交換パターンを設定する必要があります。ターンを使用する場合、受信者用エンドポイントで直接交換パターンを設定する必要があります。
    

     以下の例は、新規ファイルが以下の例は、新規ファイルが InOnly として開始され、として開始され、Recipient List へルーティングされるルートへルーティングされるルート
を示しています。を示しています。ActiveMQ(JMS) エンドポイントでエンドポイントで InOut を使用する場合、を使用する場合、exchangePattern=InOut 
オプションを指定する必要があります。ただし、オプションを指定する必要があります。ただし、JMS リクエストやリプライをルーティングし続けるリクエストやリプライをルーティングし続ける
ため、レスポンスはため、レスポンスは outbox ディレクトリー内にファイルとして保存されます。ディレクトリー内にファイルとして保存されます。
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from("file:inbox")
  // the exchange pattern is InOnly initially when using a file route
  .recipientList().constant("activemq:queue:inbox?exchangePattern=InOut")
  .to("file:outbox");

注記注記

      InOut 交換パターンは、タイムアウト時にレスポンスを受け取る必要があります。た交換パターンは、タイムアウト時にレスポンスを受け取る必要があります。た
だし、レスポンスを受信できない場合は失敗します。だし、レスポンスを受信できない場合は失敗します。
     

8.4. SPLITTER

概要概要

     Splitter は、受信メッセージを一連の送信メッセージに分割するルーターの種類です。それぞれの送は、受信メッセージを一連の送信メッセージに分割するルーターの種類です。それぞれの送
信メッセージには、元のメッセージの一部が含まれています。信メッセージには、元のメッセージの一部が含まれています。Apache Camel では、では、図図8.4「「Splitter パパ
ターン」ターン」 に示されるに示される Splitter パターンは、パターンは、split() Java DSL コマンドによって実装されます。コマンドによって実装されます。
    

図図8.4 Splitter パターンパターン

     Apache Camel Splitter は、以下のは、以下の 2 つのパターンをサポートします。つのパターンをサポートします。
    

       Simple Splitter: Splitter パターンを独自に実装します。パターンを独自に実装します。
      

       Splitter/Aggregator - Splitter パターンとパターンと Aggrigator パターンを組み合わせることで、パターンを組み合わせることで、
メッセージの断片が処理された後に再結合されます。メッセージの断片が処理された後に再結合されます。
      

     Splitter はオリジナルのメッセージを分割する前に、オリジナルのメッセージのシャローコピーを作はオリジナルのメッセージを分割する前に、オリジナルのメッセージのシャローコピーを作
成します。シャローコピーでは、元のメッセージのヘッダーおよびペイロードは参照としてのみコピー成します。シャローコピーでは、元のメッセージのヘッダーおよびペイロードは参照としてのみコピー
されます。されます。Splitter 自体は、結果として得られたメッセージの一部を異るエンドポイントにルーティン自体は、結果として得られたメッセージの一部を異るエンドポイントにルーティン
グすることはありませんが、分割されたメッセージの一部は、セカンダリールーティングの影響を受けグすることはありませんが、分割されたメッセージの一部は、セカンダリールーティングの影響を受け
る可能性があります。る可能性があります。
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     メッセージ部分はシャローコピーであるため、元のメッセージにリンクされたままになります。そメッセージ部分はシャローコピーであるため、元のメッセージにリンクされたままになります。そ
のため、それらを単独で修正することはできません。複数のエンドポイントにルーティングする前に、のため、それらを単独で修正することはできません。複数のエンドポイントにルーティングする前に、
メッセージの異なるコピーへカスタムロジックを適用する場合、メッセージの異なるコピーへカスタムロジックを適用する場合、splitter 句の句の onPrepareRef DSL オプオプ
ションを使用して、オリジナルのメッセージのディープコピーを作成する必要があります。オプションションを使用して、オリジナルのメッセージのディープコピーを作成する必要があります。オプション
の使用方法については、の使用方法については、「オプション」「オプション」 を参照してください。を参照してください。
    

Java DSL の例の例

     以下の例は、以下の例は、seda:a からから seda:b へのルートを定義し、受信メッセージの各行を個別の送信メッへのルートを定義し、受信メッセージの各行を個別の送信メッ
セージへ変換することでメッセージを分割しています。セージへ変換することでメッセージを分割しています。
    

RouteBuilder builder = new RouteBuilder() {
    public void configure() {
        from("seda:a")
          .split(bodyAs(String.class).tokenize("\n"))
          .to("seda:b");
    }
};

     Splitter は式言語を使用できるため、は式言語を使用できるため、XPath、、XQuery、、SQL などのサポートされているスクリプトなどのサポートされているスクリプト
言語を使用して、メッセージを分割することができます言語を使用して、メッセージを分割することができます (パートパートII「ルーティング式と述語言語」「ルーティング式と述語言語」 を参を参
照照)。以下の例は、受信メッセージから。以下の例は、受信メッセージから bar 要素を抽出し、それらを別々の送信メッセージに挿入して要素を抽出し、それらを別々の送信メッセージに挿入して
います。います。
    

from("activemq:my.queue")
  .split(xpath("//foo/bar"))
  .to("file://some/directory")

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XPath スクリプト言語を使用して、スクリプト言語を使用して、XML でで Splitter ルートを定義する方法を示していルートを定義する方法を示してい
ます。ます。
    

<camelContext id="buildSplitter" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
      <from uri="seda:a"/>
      <split>
        <xpath>//foo/bar</xpath>
        <to uri="seda:b"/>
      </split>
    </route>
</camelContext>

     XML DSL のの tokenize 式を使用して、トークンを使い、ボディーまたはヘッダーを分割できます。式を使用して、トークンを使い、ボディーまたはヘッダーを分割できます。
tokenize 式は、式は、tokenize 要素で定義します。以下の例では、メッセージボディーは要素で定義します。以下の例では、メッセージボディーは \n 区切り文字を使区切り文字を使
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用してトークン化されています。正規表現パターンを使用するには、用してトークン化されています。正規表現パターンを使用するには、tokenize 要素に要素に regex=true を設を設
定します。定します。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <split>
            <tokenize token="\n"/>
            <to uri="mock:result"/>
        </split>
    </route>
    </camelContext>

行のグループに分割行のグループに分割

     大きなファイルを大きなファイルを 1000 行のブロックに分割するには、以下のように行のブロックに分割するには、以下のように Splitter ルートを定義します。ルートを定義します。
    

from("file:inbox")
    .split().tokenize("\n", 1000).streaming()
       .to("activemq:queue:order");

     tokenize への第への第 2 引数は、引数は、1 つのチャンクにグループ化されるべき行数を指定します。つのチャンクにグループ化されるべき行数を指定します。streaming() 
句は、ファイル全体を同時に読み取りしないよう句は、ファイル全体を同時に読み取りしないよう Splitter に指示しますに指示します (ファイルが大きい場合のパファイルが大きい場合のパ
フォーマンスがはるかに改善されますフォーマンスがはるかに改善されます)。。
    

     以下のように以下のように XML DSL で同じルートを定義できます。で同じルートを定義できます。
    

<route>
  <from uri="file:inbox"/>
  <split streaming="true">
    <tokenize token="\n" group="1000"/>
    <to uri="activemq:queue:order"/>
  </split>
</route>

     group オプションを使用する際の出力は常に、オプションを使用する際の出力は常に、java.lang.String 型になります。型になります。
    

最初の項目のスキップ最初の項目のスキップ

     メッセージの最初の項目をスキップするには、メッセージの最初の項目をスキップするには、 skipFirst オプションを使用します。オプションを使用します。
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     Java DSL では、では、tokenize パラメーターのパラメーターの 3 番目のオプションに番目のオプションに true を指定します。を指定します。
    

from("direct:start")
 // split by new line and group by 3, and skip the very first element
      .split().tokenize("\n", 3, true).streaming()
         .to("mock:group");

     以下のように以下のように XML DSL で同じルートを定義できます。で同じルートを定義できます。
    

<route>
  <from uri="file:inbox"/>
    <split streaming="true">
    <tokenize token="\n" group="1000" skipFirst="true" />
    <to uri="activemq:queue:order"/>
  </split>
</route>

Splitter のリプライのリプライ

     Splitter に入るエクスチェンジがに入るエクスチェンジが InOut メッセージ交換パターンである場合メッセージ交換パターンである場合 (つまりリプライが想定つまりリプライが想定
される場合される場合)、、Splitter は元の入力メッセージのコピーをは元の入力メッセージのコピーを Out メッセージスロットのリプライメッセーメッセージスロットのリプライメッセー
ジとして返します。独自のジとして返します。独自の 集約ストラテジー集約ストラテジー を実装して、このデフォルト動作をオーバーライドするを実装して、このデフォルト動作をオーバーライドする
ことができます。ことができます。
    

並列実行並列実行

     生成されたメッセージを並行に実行する場合、並列処理オプションを有効にして、生成されたメッ生成されたメッセージを並行に実行する場合、並列処理オプションを有効にして、生成されたメッ
セージを処理するためのスレッドプールをインスタンス化します。以下に例を示します。セージを処理するためのスレッドプールをインスタンス化します。以下に例を示します。
    

XPathBuilder xPathBuilder = new XPathBuilder("//foo/bar");
from("activemq:my.queue").split(xPathBuilder).parallelProcessing().to("activemq:my.parts");

     並行並行 Splitter で使用される基盤となるで使用される基盤となる ThreadPoolExecutor をカスタマイズすることができます。をカスタマイズすることができます。
たとえば、以下のようにたとえば、以下のように Java DSL でカスタムエクゼキューターを指定することができます。でカスタムエクゼキューターを指定することができます。
    

XPathBuilder xPathBuilder = new XPathBuilder("//foo/bar");
ThreadPoolExecutor threadPoolExecutor = new ThreadPoolExecutor(8, 16, 0L, 
TimeUnit.MILLISECONDS, new LinkedBlockingQueue());
from("activemq:my.queue")
  .split(xPathBuilder)
  .parallelProcessing()
  .executorService(threadPoolExecutor)
  .to("activemq:my.parts");
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     以下のように、以下のように、XML DSL でカスタムエクゼキューターを指定できます。でカスタムエクゼキューターを指定できます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:parallel-custom-pool"/>
    <split executorServiceRef="threadPoolExecutor">
      <xpath>/invoice/lineItems</xpath>
      <to uri="mock:result"/>
    </split>
  </route>
</camelContext>

<bean id="threadPoolExecutor" class="java.util.concurrent.ThreadPoolExecutor">
  <constructor-arg index="0" value="8"/>
  <constructor-arg index="1" value="16"/>
  <constructor-arg index="2" value="0"/>
  <constructor-arg index="3" value="MILLISECONDS"/>
  <constructor-arg index="4"><bean class="java.util.concurrent.LinkedBlockingQueue"/>
</constructor-arg>
</bean>

Bean を使用した分割処理の実行を使用した分割処理の実行

     Splitter はは 任意任意 の式を使用して分割処理ができるので、の式を使用して分割処理ができるので、method() 式を呼び出すことで、式を呼び出すことで、Bean を使を使
用して分割処理を実行できます。用して分割処理を実行できます。Bean は、は、java.util.Collection、、java.util.Iterator、または配列などの、または配列などの
反復可能な値を返す必要があります。反復可能な値を返す必要があります。
    

     以下のルートは、以下のルートは、mySplitterBean Bean インスタンスのメソッドを呼び出すインスタンスのメソッドを呼び出す method() 式を定義し式を定義し
ています。ています。
    

from("direct:body")
        // here we use a POJO bean mySplitterBean to do the split of the payload
        .split()
        .method("mySplitterBean", "splitBody")
        .to("mock:result");
from("direct:message")
        // here we use a POJO bean mySplitterBean to do the split of the message
        // with a certain header value
        .split()
        .method("mySplitterBean", "splitMessage")
        .to("mock:result");

     mySplitterBean はは MySplitterBean クラスのインスタンスで、以下のように定義されます。クラスのインスタンスで、以下のように定義されます。
    

public class MySplitterBean {
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    /**
     * The split body method returns something that is iteratable such as a java.util.List.
     *
     * @param body the payload of the incoming message
     * @return a list containing each part split
     */
    public List<String> splitBody(String body) {
        // since this is based on an unit test you can of couse
        // use different logic for splitting as {router} have out
        // of the box support for splitting a String based on comma
        // but this is for show and tell, since this is java code
        // you have the full power how you like to split your messages
        List<String> answer = new ArrayList<String>();
        String[] parts = body.split(",");
        for (String part : parts) {
            answer.add(part);
        }
        return answer;
    }

    /**
     * The split message method returns something that is iteratable such as a java.util.List.
     *
     * @param header the header of the incoming message with the name user
     * @param body the payload of the incoming message
     * @return a list containing each part split
     */
    public List<Message> splitMessage(@Header(value = "user") String header, @Body String body) {
        // we can leverage the Parameter Binding Annotations
        // http://camel.apache.org/parameter-binding-annotations.html
        // to access the message header and body at same time,
        // then create the message that we want, splitter will
        // take care rest of them.
        // *NOTE* this feature requires {router} version >= 1.6.1
        List<Message> answer = new ArrayList<Message>();
        String[] parts = header.split(",");
        for (String part : parts) {
            DefaultMessage message = new DefaultMessage();
            message.setHeader("user", part);
            message.setBody(body);
            answer.add(message);
        }
        return answer;
    }
}

     Splitter EIP でで BeanIOSplitter オブジェクトを使用して、ストリームモードによりコンテンツ全体オブジェクトを使用して、ストリームモードによりコンテンツ全体
をメモリーに読み込まないようにしながら、大きなペイロードを分割することができます。以下の例をメモリーに読み込まないようにしながら、大きなペイロードを分割することができます。以下の例
は、クラスパスから読み込まれるマッピングファイルを使用して、は、クラスパスから読み込まれるマッピングファイルを使用して、BeanIOSplitter オブジェクトを設定オブジェクトを設定
する方法を示しています。する方法を示しています。
    

注記注記
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注記注記

      BeanIOSplitter クラスはクラスは Camel 2.18 で新たに追加されました。で新たに追加されました。Camel 2.17 では利では利
用できません。用できません。
     

BeanIOSplitter splitter = new BeanIOSplitter();
   splitter.setMapping("org/apache/camel/dataformat/beanio/mappings.xml");
   splitter.setStreamName("employeeFile");

    // Following is a route that uses the beanio data format to format CSV data
    // in Java objects:
    from("direct:unmarshal")
        // Here the message body is split to obtain a message for each row:
         .split(splitter).streaming()
         .to("log:line")
         .to("mock:beanio-unmarshal");

     以下の例は、エラーハンドラーを追加しています以下の例は、エラーハンドラーを追加しています:
    

BeanIOSplitter splitter = new BeanIOSplitter();
   splitter.setMapping("org/apache/camel/dataformat/beanio/mappings.xml");
   splitter.setStreamName("employeeFile");
   splitter.setBeanReaderErrorHandlerType(MyErrorHandler.class);
   from("direct:unmarshal")
      .split(splitter).streaming()
      .to("log:line")
      .to("mock:beanio-unmarshal");

エクスチェンジプロパティーエクスチェンジプロパティー

     以下のプロパティーは、分割されたエクスチェンジごとに設定されます。以下のプロパティーは、分割されたエクスチェンジごとに設定されます。
    

ヘッダーヘッダー 型型 description

CamelSplitIndex int Apache Camel 2.0: 各エクスチェ
ンジが分割されるたびに増加する
スプリットカウンター。カウン
ターは 0 から始まります。

CamelSplitSize int Apache Camel 2.0: 分割されたエ
クスチェンジの合計数。このヘッ
ダーは、ストリームベースの分割
には適用されません。

CamelSplitComplete boolean Apache Camel 2.4: このエクス
チェンジが最後であるかどうか。
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Splitter/Aggregator パターンパターン

     個々のコンポーネントの処理が完了した後、分割されたメッセージを単一のエクスチェンジに集約個々のコンポーネントの処理が完了した後、分割されたメッセージを単一のエクスチェンジに集約
する一般的なパターンです。このパターンをサポートするために、する一般的なパターンです。このパターンをサポートするために、 split() DSL コマンドでは、第コマンドでは、第 2 引引
数として数として AggregationStrategy オブジェクトを指定することができます。オブジェクトを指定することができます。
    

Java DSL の例の例

     以下の例は、カスタム集約ストラテジーを使用して、すべての分割されたメッセージが処理された以下の例は、カスタム集約ストラテジーを使用して、すべての分割されたメッセージが処理された
後に、メッセージを再結合する方法を示しています。後に、メッセージを再結合する方法を示しています。
    

from("direct:start")
    .split(body().tokenize("@"), new MyOrderStrategy())
        // each split message is then send to this bean where we can process it
        .to("bean:MyOrderService?method=handleOrder")
        // this is important to end the splitter route as we do not want to do more routing
        // on each split message
    .end()
    // after we have split and handled each message we want to send a single combined
    // response back to the original caller, so we let this bean build it for us
    // this bean will receive the result of the aggregate strategy: MyOrderStrategy
    .to("bean:MyOrderService?method=buildCombinedResponse")

AggregationStrategy の実装の実装

     上記のルートで使用されるカスタム集約ストラテジー上記のルートで使用されるカスタム集約ストラテジー MyOrderStrategy は、以下のように実装されは、以下のように実装され
ています。ています。
    

/**
 * This is our own order aggregation strategy where we can control
 * how each split message should be combined. As we do not want to
 * lose any message, we copy from the new to the old to preserve the
 * order lines as long we process them
 */
public static class MyOrderStrategy implements AggregationStrategy {

    public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
        // put order together in old exchange by adding the order from new exchange

        if (oldExchange == null) {
            // the first time we aggregate we only have the new exchange,
            // so we just return it
            return newExchange;
        }

        String orders = oldExchange.getIn().getBody(String.class);
        String newLine = newExchange.getIn().getBody(String.class);
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        LOG.debug("Aggregate old orders: " + orders);
        LOG.debug("Aggregate new order: " + newLine);

        // put orders together separating by semi colon
        orders = orders + ";" + newLine;
        // put combined order back on old to preserve it
        oldExchange.getIn().setBody(orders);

        // return old as this is the one that has all the orders gathered until now
        return oldExchange;
    }
}

ストリームベースの処理ストリームベースの処理

     並列処理を有効にすると、後ろの分割されたメッセージが、前の分割されたメッセージよりも先並列処理を有効にすると、後ろの分割されたメッセージが、前の分割されたメッセージよりも先
に、集約の準備が整うことが理論的に起こりえます。つまり、分割された個々のメッセージは、異る順に、集約の準備が整うことが理論的に起こりえます。つまり、分割された個々のメッセージは、異る順
序で序で Aggregator へ到着する可能性があります。デフォルトでは、へ到着する可能性があります。デフォルトでは、Splitter 実装は分割されたメッセー実装は分割されたメッセー
ジをジを Aggregator へ渡す前に元の順序に再配置するため、これが発生しません。へ渡す前に元の順序に再配置するため、これが発生しません。
    

     分割されたメッセージの処理が完了次第集約する場合は、以下のようにストリーミングオプション分割されたメッセージの処理が完了次第集約する場合は、以下のようにストリーミングオプション
を有効にできますを有効にできます (メッセージの順序が乱れる可能性がありますメッセージの順序が乱れる可能性があります)。。
    

from("direct:streaming")
  .split(body().tokenize(","), new MyOrderStrategy())
    .parallelProcessing()
    .streaming()
    .to("activemq:my.parts")
  .end()
  .to("activemq:all.parts");

     以下に示すように、ストリーミングで使用するカスタムイテレーターを指定することもできます。以下に示すように、ストリーミングで使用するカスタムイテレーターを指定することもできます。
    

// Java
import static org.apache.camel.builder.ExpressionBuilder.beanExpression;
...
from("direct:streaming")
     .split(beanExpression(new MyCustomIteratorFactory(),  "iterator"))
     .streaming().to("activemq:my.parts")

ストリーミングおよびストリーミングおよび XPATH

      ストリーミングモードをストリーミングモードを XPath と併用することはできません。と併用することはできません。XPath は、メモリーは、メモリー
内に完全な内に完全な DOM XML ドキュメントを必要とします。ドキュメントを必要とします。
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XML を使用したストリームベースの処理を使用したストリームベースの処理

     受信メッセージが非常に大きな受信メッセージが非常に大きな XML ファイルである場合、ストリーミングモードでファイルである場合、ストリーミングモードで tokenizeXML 
サブコマンドを使用して最も効率的にメッセージを処理することができます。サブコマンドを使用して最も効率的にメッセージを処理することができます。
    

     たとえば、たとえば、order 要素のシーケンスを含む大きな要素のシーケンスを含む大きな XML ファイルの場合、以下のようなルートを使用ファイルの場合、以下のようなルートを使用
してファイルをしてファイルを order 要素に分割することができます。要素に分割することができます。
    

from("file:inbox")
  .split().tokenizeXML("order").streaming()
  .to("activemq:queue:order");

     以下のようなルートを定義することで、以下のようなルートを定義することで、XML でも同じことができます。でも同じことができます。
    

<route>
  <from uri="file:inbox"/>
  <split streaming="true">
    <tokenize token="order" xml="true"/>
    <to uri="activemq:queue:order"/>
  </split>
</route>

     トークン要素のエンクロージングトークン要素のエンクロージング (ancestor) 要素で定義される要素で定義される namespace へのアクセスが必要にへのアクセスが必要に
なる場合がよくあります。なる場合がよくあります。namespace の定義をの定義を ancestor 要素のいずれかから要素のいずれかから token 要素にコピーす要素にコピーす
るには、るには、namespace 定義を継承する要素を指定する必要があります。定義を継承する要素を指定する必要があります。
    

     Java DSL で、で、ancestor 要素を要素を tokenizeXML の第の第 2 引数として指定します。たとえば、引数として指定します。たとえば、enclosing 
orders 要素から要素から namespace 定義を継承するには、以下のようにします。定義を継承するには、以下のようにします。
    

from("file:inbox")
  .split().tokenizeXML("order", "orders").streaming()
  .to("activemq:queue:order");

     XML DSL では、では、 inheritNamespaceTagName 属性を使用して属性を使用して ancestor 要素を指定します。以下に要素を指定します。以下に
例を示します。例を示します。
    

<route>
  <from uri="file:inbox"/>
  <split streaming="true">
    <tokenize token="order"
              xml="true"
              inheritNamespaceTagName="orders"/>
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    <to uri="activemq:queue:order"/>
  </split>
</route>

オプションオプション

     split DSL コマンドは以下のオプションをサポートします。コマンドは以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

strategyRef  AggregationStrategy を参照し、
サブメッセージからのリプライを
「Splitter」 からの単一の送信
メッセージに集約します。デフォ
ルトで使用されているものについ
ては、What does the splitter
returnというタイトルの項を参照
してください。

strategyMethodName  POJO を AggregationStrategy
として使用している場合に、使用
するメソッド名を明示的に指定す
るために使用できます。

strategyMethodAllowNull false POJO を AggregationStrategy
として使用している場合に、この
オプションを使用することができ
ます。false に設定すると、エン
リッチするデータがない場合に 
aggregate メソッドは使用され
ません。true に設定すると、エ
ンリッチするデータがない場合に
は、oldExchange に null 値が
使用されます。

parallelProcessing false 有効にすると、分割されたメッ
セージの処理が並列で行われま
す。呼び出し元スレッドは、すべ
ての分割されたメッセージが完全
に処理されるまで待機してから続
行することに注意してください。

第第8章章 メッセージのルーティングメッセージのルーティング

259

http://camel.apache.org/maven/current/camel-core/apidocs/org/apache/camel/processor/aggregate/AggregationStrategy.html


parallelAggregate false 有効にする
と、AggregationStrategy の 
aggregate メソッドを同時に呼
び出すことができます。これに
は、AggregationStrategy の実
装がスレッドセーフである必要が
あることに注意してください。デ
フォルトでは、このオプションは 
false となっており、Camel が自
動的に aggregate メソッドへの
呼び出しを同期することを意味し
ます。ただし、場合によって
は、AggregationStrategy をス
レッドセーフとして実装し、この
オプションを true に設定するこ
とで、パフォーマンスを向上させ
ることができます。

executorServiceRef  並列処理に使用するカスタムス
レッドプールを参照します。この
オプションを設定すると、並列処
理は自動的に適用されるため、 並
列処理用オプションも有効にする
必要はありません。

stopOnException false Camel 2.2: 例外発生時、すぐに継
続処理を停止するかどうか。無効
にすると、Camel は分割された
メッセージの 1 つが失敗しても、
分割処理を継続しま
す。AggregationStragegy クラス
内で、例外処理を完全に制御する
ことができます。

streaming false 有効にすると、Camel はストリー
ミング方式で input メッセージを
分割します。これにより、メモ
リーのオーバーヘッドが軽減され
ます。たとえば、大きなメッセー
ジを分割する場合には、
streaming オプションを有効にす
ることが推奨されます。
streaming オプションが有効に
なっていると、分割されたメッ
セージのリプライは、順不同で集
約されます (例: 分割後の処理が終
了したメッセージ順)。無効な場
合、Camel は分割された順序と同
じ順序で、分割されたメッセージ
を集約します。
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timeout  camel 2.5: 合計タイムアウト値を
ミリ秒単位で設定します。「受信
者リスト」 が指定された時間内に
分割してすべてのリプライを処理
できない場合、タイムアウト発生
して 「Splitter」 から抜け出し続
行しま
す。TimeoutAwareAggregationSt
rategy を提供した場合、timeout
メソッドが抜け出す前に呼び出さ
れることに注意してください。

onPrepareRef  camel 2.8: カスタムプロセッサー
を参照することで、エクスチェン
ジの分割されたメッセージが処理
される前に準備をすることができ
ます。これにより、必要に応じて
メッセージのペイロードをディー
プクローンするなど、カスタムロ
ジックを実行できます。

shareUnitOfWork false Camel 2.8: Unit of Work を共有す
べきかどうか。詳細につていは以
下をご覧ください

8.5. AGGREGATOR

概要概要

     図図8.5「「Aggreagator パターン」パターン」  に示されているに示されている Aggregator パターンにより、関連するメッセージパターンにより、関連するメッセージ
のバッチを単一のメッセージにまとめることができます。のバッチを単一のメッセージにまとめることができます。
    

図図8.5 Aggreagator パターンパターン

     Aggregator の動作を制御するため、の動作を制御するため、Apache Camel では以下のようにでは以下のようにEnterprise Integration 
Patternsで説明されているプロパティーを指定できます。で説明されているプロパティーを指定できます。
    

       相関式相関式: 集約するメッセージを決定します。相関式は各受信メッセージに対して評価さ集約するメッセージを決定します。相関式は各受信メッセージに対して評価さ
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れ、れ、相関キー相関キー を生成します。同じ相関キーを持つ受信メッセージは、同じバッチにグループ化を生成します。同じ相関キーを持つ受信メッセージは、同じバッチにグループ化
されます。たとえば、されます。たとえば、すべてのすべての 受信メッセージを受信メッセージを 1 つのメッセージに集約する場合は、定数式つのメッセージに集約する場合は、定数式
を使用することができあす。を使用することができあす。
      

       完了条件完了条件: メッセージのバッチが完了したかどうかを決定します。これは単純なサイズ制限メッセージのバッチが完了したかどうかを決定します。これは単純なサイズ制限
として指定することもでき、より一般的には、バッチ完了を示すフラグを述語条件として指定として指定することもでき、より一般的には、バッチ完了を示すフラグを述語条件として指定
することもできます。することもできます。
      

       集約アルゴリズム集約アルゴリズム: 特定の相関キーを持つメッセージエクスチェンジを単一のメッセージエ特定の相関キーを持つメッセージエクスチェンジを単一のメッセージエ
クスチェンジに統合します。クスチェンジに統合します。
      

     たとえば、毎秒たとえば、毎秒 30,000 通のメッセージを受信する株式市場のデータシステムについて考えてみま通のメッセージを受信する株式市場のデータシステムについて考えてみま
しょう。しょう。GUI ツールがこのような大規模の更新レートに対応できない場合は、メッセージフローをスツールがこのような大規模の更新レートに対応できない場合は、メッセージフローをス
ロットルダウンした方がよい場合があります。単純に最新の気配値を選択して古い値を破棄することロットルダウンした方がよい場合があります。単純に最新の気配値を選択して古い値を破棄すること
で、入力される株の気配値を集約することができますで、入力される株の気配値を集約することができます (一部の履歴をキャプチャーする場合は、一部の履歴をキャプチャーする場合は、delta 処処
理アルゴリズムを適用することができます理アルゴリズムを適用することができます)。。
    

注記注記

      Aggregator はより多くの情報を含むはより多くの情報を含む ManagedAggregateProcessorMBean を使を使
い、い、JMX へ登録されるようになりました。これにより、集約コントローラーを使い制御へ登録されるようになりました。これにより、集約コントローラーを使い制御
できるようになります。できるようになります。
     

Aggregator の仕組みの仕組み

     図図8.6「「Aggregator の実装」の実装」  は、は、A、、B、、C、、D などの相関キーを持つエクスチェンジのストリームなどの相関キーを持つエクスチェンジのストリーム
を使用して、を使用して、Aggragator がどのように動作するか概要を示しています。がどのように動作するか概要を示しています。
    

図図8.6 Aggregator の実装の実装
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図図8.6 Aggregator の実装の実装

     図図8.6「「Aggregator の実装」の実装」  に示されているエクスチェンジの受信ストリームは、以下のように処に示されているエクスチェンジの受信ストリームは、以下のように処
理されます。理されます。
    

1. 
       Correlator は、相関キーに基づいてエクスチェンジをソートします。各受信メッセージごは、相関キーに基づいてエクスチェンジをソートします。各受信メッセージご
とに相関式が評価され、相関キーを生成します。たとえば、とに相関式が評価され、相関キーを生成します。たとえば、図図8.6「「Aggregator の実装」の実装」  で示で示
されているエクスチェンジでは、相関キーはされているエクスチェンジでは、相関キーは A と評価されます。と評価されます。
      

2. 
       集約ストラテジー集約ストラテジー は、同じ相関キーを持つエクスチェンジをマージします。新しいエクスは、同じ相関キーを持つエクスチェンジをマージします。新しいエクス
チェンジチェンジ A が到達すると、が到達すると、Aggregator は集約リポジトリーで対応するは集約リポジトリーで対応する 集約エクスチェンジ集約エクスチェンジ 
(A') を検索し、新しいエクスチェンジと結合します。を検索し、新しいエクスチェンジと結合します。
      

       特定の集約サイクルが完了するまで、受信したエクスチェンジは、対応する集約エクス特定の集約サイクルが完了するまで、受信したエクスチェンジは、対応する集約エクス
チェンジへ継続的に集約されます。集約サイクルは、完了メカニズムのいずれかによって終了チェンジへ継続的に集約されます。集約サイクルは、完了メカニズムのいずれかによって終了
されるまで継続されます。されるまで継続されます。
      

注記注記

        Camel 2.16 から、新しいから、新しい XSLT 集約ストラテジー集約ストラテジー により、により、2 つのメッセーつのメッセー
ジをジを XSLT ファイルでマージできるようになりました。ツールボックスからファイルでマージできるようになりました。ツールボックスから 
AggregationStrategies.xslt() ファイルにアクセスできます。ファイルにアクセスできます。
       

3. 
       Aggregator に完了述語が指定された場合、集約エクスチェンジをテストし、ルートの次のに完了述語が指定された場合、集約エクスチェンジをテストし、ルートの次の
プロセッサーに送信する準備ができているかどうかを判断します。以下のように処理を続けまプロセッサーに送信する準備ができているかどうかを判断します。以下のように処理を続けま
す。す。
      

第第8章章 メッセージのルーティングメッセージのルーティング

263



         完了したら、集約エクスチェンジはルートの後半部分で処理されます。完了したら、集約エクスチェンジはルートの後半部分で処理されます。2 つの代替えつの代替え
モデルがあります。モデルがあります。1 つは、つは、同期同期 (デフォルトデフォルト) で、呼び出しスレッドがブロックされまで、呼び出しスレッドがブロックされま
す。す。2 つ目はつ目は 非同期非同期 (並列処理が有効になっている場合並列処理が有効になっている場合) で、集約エクスチェンジはエクゼで、集約エクスチェンジはエクゼ
キュータースレッドプールに送信されますキュータースレッドプールに送信されます (図図8.6「「Aggregator の実装」の実装」  を参照を参照)。。
        

         完了していない場合、集約エクスチェンジは集約リポジトリーに戻されます。完了していない場合、集約エクスチェンジは集約リポジトリーに戻されます。
        

4. 
       同期的な完了テストの他、同期的な完了テストの他、completionTimeout オプションまたはオプションまたは completionInterval オオ
プションのプションの いずれかいずれか を有効にすることで、非同期的な完了テストを有効にすることができまを有効にすることで、非同期的な完了テストを有効にすることができま
す。これらの完了テストは別のスレッドで実行され、完了テストを満すたびに、対応するエクす。これらの完了テストは別のスレッドで実行され、完了テストを満すたびに、対応するエク
スチェンジが完了としてマークされ、ルートの後半部分によって処理されますスチェンジが完了としてマークされ、ルートの後半部分によって処理されます (並列処理が有効並列処理が有効
かどうかによって、同期または非同期的に処理されますかどうかによって、同期または非同期的に処理されます)。。
      

5. 
       並列処理が有効な場合、スレッドプールがルートの後半部分でエクスチェンジを処理しま並列処理が有効な場合、スレッドプールがルートの後半部分でエクスチェンジを処理しま
す。デフォルトでは、このスレッドプールにはす。デフォルトでは、このスレッドプールには 10 個のスレッドが含まれますが、プールをカス個のスレッドが含まれますが、プールをカス
タマイズすることもできますタマイズすることもできます (「スレッドオプション」「スレッドオプション」)。。
      

Java DSL の例の例

     以下の例は、以下の例は、UseLatestAggregationStrategy 集計ストラテジーを使用して、同じ集計ストラテジーを使用して、同じ StockSymbol 
ヘッダー値を持つエクスチェンジを集約しています。指定されたヘッダー値を持つエクスチェンジを集約しています。指定された StockSymbol 値について、その相関値について、その相関
キーを持つエクスチェンジを最後に受信してからキーを持つエクスチェンジを最後に受信してから 3 秒以上経過すると、集約されたエクスチェンジは完秒以上経過すると、集約されたエクスチェンジは完
了とみなされ、了とみなされ、mock エンドポイントに送信されます。エンドポイントに送信されます。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("id"), new UseLatestAggregationStrategy())
        .completionTimeout(3000)
    .to("mock:aggregated");

XML DSL の例の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <aggregate strategyRef="aggregatorStrategy"
                   completionTimeout="3000">
            <correlationExpression>
                <simple>header.StockSymbol</simple>
            </correlationExpression>
            <to uri="mock:aggregated"/>
        </aggregate>
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    </route>
</camelContext>

<bean id="aggregatorStrategy"
      class="org.apache.camel.processor.aggregate.UseLatestAggregationStrategy"/>

相関式の指定相関式の指定

     Java DSL では、相関式は常に第では、相関式は常に第 1 引数として引数として aggregate() DSL コマンドに渡されます。ここでコマンドに渡されます。ここで
は、は、Simple 式言語の使用に制限はありません。式言語の使用に制限はありません。XPath、、XQuery、、SQL などの式言語やスクリプト言語などの式言語やスクリプト言語
を使用して、相関式を指定することができます。を使用して、相関式を指定することができます。
    

     例えば、例えば、XPath 式を使用してエクスチェンジを相関させるには、以下の式を使用してエクスチェンジを相関させるには、以下の Java DSL ルートを使用しルートを使用し
ます。ます。
    

from("direct:start")
    .aggregate(xpath("/stockQuote/@symbol"), new UseLatestAggregationStrategy())
        .completionTimeout(3000)
    .to("mock:aggregated");

     特定の受信エクスチェンジで相関式を評価することができない場合、特定の受信エクスチェンジで相関式を評価することができない場合、Aggregator はデフォルトではデフォルトで  
CamelExchangeException を出力します。を出力します。ignoreInvalidCorrelationKeys オプションを設定することオプションを設定すること
で、この例外を抑制できます。たとえば、で、この例外を抑制できます。たとえば、Java DSL の場合は以下のようになります。の場合は以下のようになります。
    

from(...).aggregate(...).ignoreInvalidCorrelationKeys()

     XML DSL では、以下のようにでは、以下のように ignoreInvalidCorrelationKeys オプションを属性として設定できまオプションを属性として設定できま
す。す。
    

<aggregate strategyRef="aggregatorStrategy"
           ignoreInvalidCorrelationKeys="true"
           ...>
    ...
</aggregate>

集約ストラテジーの指定集約ストラテジーの指定

     Java DSL では、集約ストラテジーを第では、集約ストラテジーを第 2 引数として引数として aggregate() DSL コマンドに渡すコマンドに渡す
か、か、aggregationStrategy() 句を使用して指定できます。たとえば、以下のように句を使用して指定できます。たとえば、以下のように 
aggregationStrategy() 句を使用できます。句を使用できます。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("id"))
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        .aggregationStrategy(new UseLatestAggregationStrategy())
        .completionTimeout(3000)
    .to("mock:aggregated");

     Apache Camel は、以下の基本的な集約ストラテジーを提供していますは、以下の基本的な集約ストラテジーを提供しています (各クラスは各クラスは 
org.apache.camel.processor.aggregate Java パッケージ配下に属しますパッケージ配下に属します)。。
    

UseLatestAggregationStrategy

        指定された相関キーの最後のエクスチェンジを返し、このキーとの以前のエクスチェンジをす指定された相関キーの最後のエクスチェンジを返し、このキーとの以前のエクスチェンジをす
べて破棄します。たとえば、このストラテジーは、特定の株式シンボルの最新価格のみを確認するべて破棄します。たとえば、このストラテジーは、特定の株式シンボルの最新価格のみを確認する
場合、証券取引所からのフィードをスロットリングするのに役立ちます。場合、証券取引所からのフィードをスロットリングするのに役立ちます。
       

UseOriginalAggregationStrategy

        指定された相関キーの最初のエクスチェンジを返し、このキーを持つそれ以降のすべてのエク指定された相関キーの最初のエクスチェンジを返し、このキーを持つそれ以降のすべてのエク
スチェンジを破棄します。このストラテジーを使用する前スチェンジを破棄します。このストラテジーを使用する前
に、に、UseOriginalAggregationStrategy.setOriginal() を呼び出して、最初のエクスチェンジを設定を呼び出して、最初のエクスチェンジを設定
する必要があります。する必要があります。
       

GroupedExchangeAggregationStrategy

        指定された相関キーの指定された相関キーの all のエクスチェンジをリストに連結のエクスチェンジをリストに連結
し、し、Exchange.GROUPED_EXCHANGE エクスチェンジプロパティーに保存します。エクスチェンジプロパティーに保存します。「グループ化「グループ化
されたエクスチェンジ」されたエクスチェンジ」 を参照してください。を参照してください。
       

カスタム集約ストラテジーの実装カスタム集約ストラテジーの実装

     別の集計ストラテジーを適用する場合は、以下の集計ストラテジーのベースとなるインターフェー別の集計ストラテジーを適用する場合は、以下の集計ストラテジーのベースとなるインターフェー
スのいずれかを実装することができます。スのいずれかを実装することができます。
    

org.apache.camel.processor.aggregate.AggregationStrategy

        基本的な基本的な Aggregation Strategy インターフェイス。インターフェイス。
       

org.apache.camel.processor.aggregate.TimeoutAwareAggregationStrategy

        集約サイクルのタイムアウト時にお使いの実装で通知を受け取る場合は、このインターフェイ集約サイクルのタイムアウト時にお使いの実装で通知を受け取る場合は、このインターフェイ
スを実装します。スを実装します。timeout 通知メソッドには、以下の署名があります。通知メソッドには、以下の署名があります。
       

void timeout(Exchange oldExchange, int index, int total, long timeout)

org.apache.camel.processor.aggregate.CompletionAwareAggregationStrategy

        集約サイクルが正常に完了したときにお使いの実装で通知を受け取る場合は、このインター集約サイクルが正常に完了したときにお使いの実装で通知を受け取る場合は、このインター
フェイスを実装します。通知メソッドには、以下の署名があります。フェイスを実装します。通知メソッドには、以下の署名があります。
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void onCompletion(Exchange exchange)

     たとえば、以下のコードは、たとえば、以下のコードは、StringAggregationStrategy およびおよび ArrayListAggregationStrategy のの 
2 つの異なるカスタム集計ストラテジーを示しています。つの異なるカスタム集計ストラテジーを示しています。
    

 //simply combines Exchange String body values using '' as a delimiter
 class StringAggregationStrategy implements AggregationStrategy {

     public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
         if (oldExchange == null) {
             return newExchange;
         }

         String oldBody = oldExchange.getIn().getBody(String.class);
         String newBody = newExchange.getIn().getBody(String.class);
         oldExchange.getIn().setBody(oldBody + "" + newBody);
         return oldExchange;
     }
 }

 //simply combines Exchange body values into an ArrayList<Object>
 class ArrayListAggregationStrategy implements AggregationStrategy {

     public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
      Object newBody = newExchange.getIn().getBody();
      ArrayList<Object> list = null;
         if (oldExchange == null) {
       list = new ArrayList<Object>();
       list.add(newBody);
       newExchange.getIn().setBody(list);
       return newExchange;
         } else {
          list = oldExchange.getIn().getBody(ArrayList.class);
       list.add(newBody);
       return oldExchange;
      }
     }
 }

注記注記

      Apache Camel 2.0 以降、以降、AggregationStrategy.aggregate() コールバックメソッドコールバックメソッド
も最初のエクスチェンジに対して呼び出されます。も最初のエクスチェンジに対して呼び出されます。aggregate メソッドの最初の呼び出メソッドの最初の呼び出
しでは、しでは、oldExchange パラメーターはパラメーターは null であり、であり、newExchange パラメーターに最初パラメーターに最初
の受信エクスチェンジが含まれます。の受信エクスチェンジが含まれます。
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     カスタムストラテジークラスカスタムストラテジークラス ArrayListAggregationStrategy を使用してメッセージを集約するにを使用してメッセージを集約するに
は、以下のようなルートを定義します。は、以下のようなルートを定義します。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("StockSymbol"), new ArrayListAggregationStrategy())
    .completionTimeout(3000)
    .to("mock:result");

     以下のように、以下のように、XML でカスタム集約ストラテジーを使用してルートを設定することもできます。でカスタム集約ストラテジーを使用してルートを設定することもできます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <aggregate strategyRef="aggregatorStrategy"
               completionTimeout="3000">
      <correlationExpression>
        <simple>header.StockSymbol</simple>
      </correlationExpression>
      <to uri="mock:aggregated"/>
    </aggregate>
  </route>
</camelContext>

<bean id="aggregatorStrategy" class="com.my_package_name.ArrayListAggregationStrategy"/>

カスタム集約ストラテジーのライフサイクルの管理カスタム集約ストラテジーのライフサイクルの管理

     カスタム集約ストラテジーを実装し、そのライフサイクルを、それを管理しているエンタープライカスタム集約ストラテジーを実装し、そのライフサイクルを、それを管理しているエンタープライ
ズインテグレーションパターンのライフサイクルに合わせることができます。これは、集約ストラテズインテグレーションパターンのライフサイクルに合わせることができます。これは、集約ストラテ
ジーが正常にシャットダウンできることを保証するのに役立ちます。ジーが正常にシャットダウンできることを保証するのに役立ちます。
    

     ライフサイクルをサポートする集約ストラテジーを実装するには、ライフサイクルをサポートする集約ストラテジーを実装するには、org.apache.camel.Service インイン
ターフェイスを実装しターフェイスを実装し (AggregationStrategy インターフェイスに加えてインターフェイスに加えて)、、start() およびおよび stop() ライライ
フサイクルメソッドの実装を提供する必要があります。たとえば、以下のコード例は、ライフサイクルフサイクルメソッドの実装を提供する必要があります。たとえば、以下のコード例は、ライフサイクル
をサポートする集約ストラテジーの概要を示しています。をサポートする集約ストラテジーの概要を示しています。
    

// Java
import org.apache.camel.processor.aggregate.AggregationStrategy;
import org.apache.camel.Service;
import java.lang.Exception;
...
class MyAggStrategyWithLifecycleControl
       implements AggregationStrategy, Service {

    public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
        // Implementation not shown...
        ...
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    }

    public void start() throws Exception {
        // Actions to perform when the enclosing EIP starts up
        ...
    }

    public void stop() throws Exception {
        // Actions to perform when the enclosing EIP is stopping
        ...
    }
}

エクスチェンジプロパティーエクスチェンジプロパティー

     以下のプロパティーは、集約された各エクスチェンジ毎に設定されます。以下のプロパティーは、集約された各エクスチェンジ毎に設定されます。
    

ヘッダーヘッダー 型型 集約されたエクスチェンジ集約されたエクスチェンジ プロパプロパ
ティーに関する説明ティーに関する説明

Exchange.AGGREGATED_SI
ZE

int このエクスチェンジに集約された
エクスチェンジの合計数。

Exchange.AGGREGATED_C
OMPLETED_BY

String エクスチェンジの集約を完了する
ためのメカニズムを示します。使
用できる値
は、predicate、size、timeout
、interval、または consumer
です。

     以下のプロパティーは、以下のプロパティーは、SQL コンポーネント集約リポジトリーによって再配信されるエクスチェンコンポーネント集約リポジトリーによって再配信されるエクスチェン
ジに設定されますジに設定されます (「永続集計リポジトリー」「永続集計リポジトリー」 を参照を参照)。。
    

Header 型型 再配信されたエクスチェンジプロ再配信されたエクスチェンジプロ
パティーパティー に関する説明に関する説明

Exchange.REDELIVERY_CO
UNTER

int 現在の再配信試行のシーケンス番
号 ( 1 から開始)。

完了条件の指定完了条件の指定

     集約されたエクスチェンジが集約されたエクスチェンジが Aggregator から出て、ルート上の次のノードに遷移するタイミングをから出て、ルート上の次のノードに遷移するタイミングを
判断するので、判断するので、少なくとも少なくとも 1 つつ の完了条件を指定する必要があります。以下の完了条件を指定できまの完了条件を指定する必要があります。以下の完了条件を指定できま
す。す。
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completionPredicate

        各エクスチェンジが集約された後に述語を評価し、完全性を評価します。各エクスチェンジが集約された後に述語を評価し、完全性を評価します。true の値は、集約エの値は、集約エ
クスチェンジが完了したことを示します。または、このオプションを設定する代わりに、クスチェンジが完了したことを示します。または、このオプションを設定する代わりに、Predicate 
インターフェイスを実装するカスタムインターフェイスを実装するカスタム AggregationStrategy を定義することができます。この場を定義することができます。この場
合、完了述語として合、完了述語として AggregationStrategy が使用されます。が使用されます。
       

completionSize

        指定された数の受信エクスチェンジが集約された後、エクスチェンジの集約を完了します。指定された数の受信エクスチェンジが集約された後、エクスチェンジの集約を完了します。
       

completionTimeout

        (completionInterval とは互換性がありませんとは互換性がありません) 指定されたタイムアウト内に受信エクスチェン指定されたタイムアウト内に受信エクスチェン
ジが集約されない場合、エクスチェンジの集約を完了します。ジが集約されない場合、エクスチェンジの集約を完了します。
       

        つまり、タイムアウトメカニズムはつまり、タイムアウトメカニズムは 各各 相関キー値のタイムアウトを追跡します。特定のキー値相関キー値のタイムアウトを追跡します。特定のキー値
を持つ最新のエクスチェンジを受け取ると、クロックがカウントを開始します。指定したタイムアを持つ最新のエクスチェンジを受け取ると、クロックがカウントを開始します。指定したタイムア
ウト値の間に同じキー値を持つ別のエクスチェンジが受信ウト値の間に同じキー値を持つ別のエクスチェンジが受信されないされない 場合、対応するエクスチェンジ場合、対応するエクスチェンジ
の集約は完了とマークされ、ルート上の次のノードに遷移します。の集約は完了とマークされ、ルート上の次のノードに遷移します。
       

completionInterval

        (completionTimeout とは互換性がありませんとは互換性がありません) 各時間間隔各時間間隔 (指定された長さ指定された長さ) が経過した後、が経過した後、
未処理のエクスチェンジの集約を未処理のエクスチェンジの集約を すべてすべて 完了します。完了します。
       

        時間間隔は、各エクスチェンジの集約毎に調整されて時間間隔は、各エクスチェンジの集約毎に調整されていませんいません。このメカニズムは、すべての。このメカニズムは、すべての
未処理のエクスチェンジに対し、集約の完了を強制します。したがって、場合によっては、このメ未処理のエクスチェンジに対し、集約の完了を強制します。したがって、場合によっては、このメ
カニズムは集約開始直後にエクスチェンジの集約を完了できます。カニズムは集約開始直後にエクスチェンジの集約を完了できます。
       

completionFromBatchConsumer

        バッチコンシューマーバッチコンシューマーメカニズムをサポートするコンシューマーエンドポイントと組み合わせメカニズムをサポートするコンシューマーエンドポイントと組み合わせ
て使用すると、この完了オプションは、コンシューマーエンドポイントから受信した情報に基づいて使用すると、この完了オプションは、コンシューマーエンドポイントから受信した情報に基づい
て、現在のエクスチェンジのバッチが完了したタイミングを自動的に算出します。て、現在のエクスチェンジのバッチが完了したタイミングを自動的に算出します。「バッチコン「バッチコン
シューマー」シューマー」 を参照してください。を参照してください。
       

forceCompletionOnStop

        このオプションを有効にすると、現在のルートコンテキストが停止したときに、未処理のエクこのオプションを有効にすると、現在のルートコンテキストが停止したときに、未処理のエク
スチェンジの集約をすべて強制的に完了させます。スチェンジの集約をすべて強制的に完了させます。
       

     前述の完了条件は、前述の完了条件は、completionTimeout およびおよび completionInterval のみ同時に有効にできませんのみ同時に有効にできません
が、任意に組み合わせることができます。条件を組み合わせて使用する場合、最初にトリガーされた完が、任意に組み合わせることができます。条件を組み合わせて使用する場合、最初にトリガーされた完
了条件が、有効な完了条件になるのが一般的です。了条件が、有効な完了条件になるのが一般的です。
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完了述語の指定完了述語の指定

     エクスチェンジの集約が完了するタイミングを決定する任意の述語式を指定できます。述語式を評エクスチェンジの集約が完了するタイミングを決定する任意の述語式を指定できます。述語式を評
価する方法は価する方法は 2 つあります。つあります。
    

       最新の集約されたエクスチェンジ最新の集約されたエクスチェンジ - これがデフォルトの動作です。これがデフォルトの動作です。
      

       最新の受信エクスチェンジ最新の受信エクスチェンジ - eagerCheckCompletion オプションを有効にすると、この動オプションを有効にすると、この動
作が選択されます。作が選択されます。
      

     たとえば、たとえば、ALERT メッセージを受信するたびにメッセージを受信するたびに (最新の受信エクスチェンジの最新の受信エクスチェンジの MsgType ヘッダーヘッダー
の値で示されるの値で示される)、株式相場のストリームを終了させたい場合は、以下のようなルートを定義できま、株式相場のストリームを終了させたい場合は、以下のようなルートを定義できま
す。す。
    

from("direct:start")
    .aggregate(
      header("id"),
      new UseLatestAggregationStrategy()
    )
        .completionPredicate(
          header("MsgType").isEqualTo("ALERT")
         )
        .eagerCheckCompletion()
    .to("mock:result");

     以下の例は、以下の例は、XML を使用して同じルートを設定する方法を示しています。を使用して同じルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <aggregate strategyRef="aggregatorStrategy"
               eagerCheckCompletion="true">
      <correlationExpression>
          <simple>header.StockSymbol</simple>
      </correlationExpression>
      <completionPredicate>
          <simple>$MsgType = 'ALERT'</simple>
      </completionPredicate>
      <to uri="mock:result"/>
    </aggregate>
  </route>
</camelContext>

<bean id="aggregatorStrategy"
      class="org.apache.camel.processor.aggregate.UseLatestAggregationStrategy"/>
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動的な完了タイムアウトの指定動的な完了タイムアウトの指定

     動的な完了タイムアウト動的な完了タイムアウトを指定できます。この場合、タイムアウト値が受信エクスチェンジごとにを指定できます。この場合、タイムアウト値が受信エクスチェンジごとに
再計算されます。たとえば、各受信エクスチェンジで再計算されます。たとえば、各受信エクスチェンジで timeout ヘッダーからタイムアウト値を設定するヘッダーからタイムアウト値を設定する
には、以下のようにルートを定義します。には、以下のようにルートを定義します。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("StockSymbol"), new UseLatestAggregationStrategy())
        .completionTimeout(header("timeout"))
    .to("mock:aggregated");

     XML DSL で以下のように同じルートを設定できます。で以下のように同じルートを設定できます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <aggregate strategyRef="aggregatorStrategy">
            <correlationExpression>
                <simple>header.StockSymbol</simple>
            </correlationExpression>
            <completionTimeout>
                <header>timeout</header>
            </completionTimeout>
            <to uri="mock:aggregated"/>
        </aggregate>
    </route>
</camelContext>

<bean id="aggregatorStrategy"
      class="org.apache.camel.processor.UseLatestAggregationStrategy"/>

注記注記

      固定のタイムアウト値を追加することもでき、動的なタイムアウト値が固定のタイムアウト値を追加することもでき、動的なタイムアウト値が null またはまたは 
0 であった場合、であった場合、Apache Camel はこの固定値を使用するようにフォールバックしまはこの固定値を使用するようにフォールバックしま
す。す。
     

動的な完了サイズの指定動的な完了サイズの指定

     動的な完了サイズ動的な完了サイズ を指定することが可能であり、受信エクスチェンジ毎に完了サイズは再計算されを指定することが可能であり、受信エクスチェンジ毎に完了サイズは再計算され
ます。たとえば、各受信エクスチェンジのます。たとえば、各受信エクスチェンジの mySize ヘッダーから完了サイズを設定するには、以下のよヘッダーから完了サイズを設定するには、以下のよ
うにルートを定義します。うにルートを定義します。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("StockSymbol"), new UseLatestAggregationStrategy())
        .completionSize(header("mySize"))

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

272



    .to("mock:aggregated");

     Spring XML を使用した同じ例を以下に示します。を使用した同じ例を以下に示します。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <aggregate strategyRef="aggregatorStrategy">
            <correlationExpression>
                <simple>header.StockSymbol</simple>
            </correlationExpression>
            <completionSize>
                <header>mySize</header>
            </completionSize>
            <to uri="mock:aggregated"/>
        </aggregate>
    </route>
</camelContext>

<bean id="aggregatorStrategy"
      class="org.apache.camel.processor.UseLatestAggregationStrategy"/>

注記注記

      固定のサイズ値を追加することもできます。動的な値が固定のサイズ値を追加することもできます。動的な値が null またはまたは 0 であった場であった場
合、合、Apache Camel はこの固定値を使用するようにフォールバックします。はこの固定値を使用するようにフォールバックします。
     

集約ストラテジー内から単一グループを強制完了集約ストラテジー内から単一グループを強制完了

     カスタムカスタム AggregationStrategy クラスを実装した場合、クラスを実装した場合、AggregationStrategy.aggregate() メソッメソッ
ドから返されたエクスチェンジでドから返されたエクスチェンジで Exchange.AGGREGATION_COMPLETE_CURRENT_GROUP エクエク
スチェンジプロパティーをスチェンジプロパティーを true に設定することで、現在のメッセージグループを強制的に完了させるに設定することで、現在のメッセージグループを強制的に完了させる
機能があります。この機能は現在のグループに機能があります。この機能は現在のグループに のみのみ 影響します。他のメッセージグループ影響します。他のメッセージグループ (異なる相関異なる相関 
ID を持つを持つ) は強制的に完了は強制的に完了しませんしません。この機能は、述語、サイズ、タイムアウトなど、その他の完了機。この機能は、述語、サイズ、タイムアウトなど、その他の完了機
能に対して上書きされます。能に対して上書きされます。
    

     たとえば、以下のサンプルたとえば、以下のサンプル AggregationStrategy クラスは、メッセージのボディーサイズがクラスは、メッセージのボディーサイズが 5 よりより
大きい場合に現在のグループを完了します。大きい場合に現在のグループを完了します。
    

// Java
public final class MyCompletionStrategy implements AggregationStrategy {
    @Override
    public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
        if (oldExchange == null) {
            return newExchange;
        }
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        String body = oldExchange.getIn().getBody(String.class) + "+"
            + newExchange.getIn().getBody(String.class);
        oldExchange.getIn().setBody(body);
        if (body.length() >= 5) {
            oldExchange.setProperty(Exchange.AGGREGATION_COMPLETE_CURRENT_GROUP, 
true);
        }
        return oldExchange;
    }
}

特別なメッセージですべてのグループを強制完了特別なメッセージですべてのグループを強制完了

     特別なヘッダーを持つメッセージをルートに送信することで、未処理のメッセージの集約を強制的特別なヘッダーを持つメッセージをルートに送信することで、未処理のメッセージの集約を強制的
に完了することができます。強制完了するために使用できる代替ヘッダー設定はに完了することができます。強制完了するために使用できる代替ヘッダー設定は 2 つあります。つあります。
    

Exchange.AGGREGATION_COMPLETE_ALL_GROUPS

        true に設定して、現在の集約サイクルを強制的に完了させます。このメッセージはシグナルとに設定して、現在の集約サイクルを強制的に完了させます。このメッセージはシグナルと
して純粋に機能し、いかなる集約サイクルにもして純粋に機能し、いかなる集約サイクルにも含まれません含まれません。このシグナルメッセージを処理した。このシグナルメッセージを処理した
後、メッセージの内容は破棄されます。後、メッセージの内容は破棄されます。
       

Exchange.AGGREGATION_COMPLETE_ALL_GROUPS_INCLUSIVE

        true に設定して、現在の集約サイクルを強制的に完了させます。このメッセージは現在の集計に設定して、現在の集約サイクルを強制的に完了させます。このメッセージは現在の集計
サイクルにサイクルに 含まれます含まれます。。
       

AggregateController の使用の使用

     org.apache.camel.processor.aggregate.AggregateController を使用すると、を使用すると、Java またはまたは JMX 
API を使用してランタイム時に集約を制御することができます。エクスチェンジのグループを強制的にを使用してランタイム時に集約を制御することができます。エクスチェンジのグループを強制的に
完了したり、現在のランタイム統計情報をクエリーしたりするために使われます。完了したり、現在のランタイム統計情報をクエリーしたりするために使われます。
    

     カスタムが設定されていない場合、カスタムが設定されていない場合、Aggregator はデフォルト実装を提供します。これはデフォルト実装を提供します。これ
は、は、getAggregateController() メソッドを使用してアクセスできます。ただし、メソッドを使用してアクセスできます。ただし、aggregateController 
を使用して、ルート内でコントローラーを簡単に設定することができます。を使用して、ルート内でコントローラーを簡単に設定することができます。
    

private AggregateController controller = new DefaultAggregateController();

from("direct:start")
   .aggregate(header("id"), new MyAggregationStrategy()).completionSize(10).id("myAggregator")
      .aggregateController(controller)
      .to("mock:aggregated");

     また、また、AggregateController のの API を使用して、強制的に完了することもできます。例えば、キーを使用して、強制的に完了することもできます。例えば、キー 
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foo を持つグループを完了するには、次のコマンドを実行します。を持つグループを完了するには、次のコマンドを実行します。
    

int groups = controller.forceCompletionOfGroup("foo");

     戻り値は完了したグループの数になります。すべてのグループを完了する戻り値は完了したグループの数になります。すべてのグループを完了する API は以下のとおりでは以下のとおりで
す。す。
    

 int groups = controller.forceCompletionOfAllGroups();

一意な相関キーの強制一意な相関キーの強制

     集約シナリオによっては、エクスチェンジのバッチごとに相関キーが一意であるという条件を強制集約シナリオによっては、エクスチェンジのバッチごとに相関キーが一意であるという条件を強制
する場合があります。つまり、特定の相関キーを持つエクスチェンジの集約が完了したら、その相関する場合があります。つまり、特定の相関キーを持つエクスチェンジの集約が完了したら、その相関
キーを持つエクスチェンジの集約がこれ以上続行されないようにします。たとえば、ルートの後半部分キーを持つエクスチェンジの集約がこれ以上続行されないようにします。たとえば、ルートの後半部分
で一意の相関キーの値を持つエクスチェンジを処理することを想定している場合に、この条件を実施すで一意の相関キーの値を持つエクスチェンジを処理することを想定している場合に、この条件を実施す
ることができます。ることができます。
    

     完了条件の設定方法によっては、特定の相関キーで複数のエクスチェンジの集約が生成されるリス完了条件の設定方法によっては、特定の相関キーで複数のエクスチェンジの集約が生成されるリス
クがある可能性があります。たとえば、特定の相関キーを持つクがある可能性があります。たとえば、特定の相関キーを持つ すべてのすべての エクスチェンジを受信するまエクスチェンジを受信するま
で待機する補完述語を定義することもできますが、完了タイムアウトも定義しており、そのキーを持つで待機する補完述語を定義することもできますが、完了タイムアウトも定義しており、そのキーを持つ
すべてのエクスチェンジが到着する前に発火してしまう可能性もあります。この場合、遅れて到着するすべてのエクスチェンジが到着する前に発火してしまう可能性もあります。この場合、遅れて到着する
エクスチェンジは、同じ相関キーの値を持つエクスチェンジは、同じ相関キーの値を持つ 2 つ目つ目 のエクスチェンジの集約になる可能性がありまのエクスチェンジの集約になる可能性がありま
す。す。
    

     このようなシナリオでは、このようなシナリオでは、closeCorrelationKeyOnCompletion オプションを設定することで、以前オプションを設定することで、以前
の相関キー値と重複した集約エクスチェンジを抑制するようにの相関キー値と重複した集約エクスチェンジを抑制するように Aggregator を設定することができまを設定することができま
す。相関キー値の重複を抑制するためには、す。相関キー値の重複を抑制するためには、Aggregator が以前の相関キーの値をキャッシュに記録すが以前の相関キーの値をキャッシュに記録す
る必要があります。このキャッシュのサイズる必要があります。このキャッシュのサイズ (キャッシュされた相関キーの数キャッシュされた相関キーの数) 
は、は、closeCorrelationKeyOnCompletion() DSL コマンドの引数として指定されます。無制限サイズのコマンドの引数として指定されます。無制限サイズの
キャッシュを指定するには、ゼロまたは負の整数値を渡します。たとえば、キャッシュを指定するには、ゼロまたは負の整数値を渡します。たとえば、10000 キー値のキャッシュキー値のキャッシュ
サイズを指定するには、次のコマンドを実行します。サイズを指定するには、次のコマンドを実行します。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("UniqueBatchID"), new MyConcatenateStrategy())
        .completionSize(header("mySize"))
        .closeCorrelationKeyOnCompletion(10000)
    .to("mock:aggregated");

     相関キー値が重複している状態でエクスチェンジの集約が完了すると、相関キー値が重複している状態でエクスチェンジの集約が完了すると、Aggregator はは  
ClosedCorrelationKeyException 例外を出力します。例外を出力します。
    

Simple 式を使用したストリームベースの処理式を使用したストリームベースの処理
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     ストリーミングモードでストリーミングモードで tokenizeXML サブコマンドを使用して、サブコマンドを使用して、Simple 言語式をトークンとして言語式をトークンとして
使うことができます。使うことができます。Simple 言語式を使用することで、動的トークンのサポートが可能になります。言語式を使用することで、動的トークンのサポートが可能になります。
    

     たとえば、たとえば、Java を使用してタグを使用してタグ person で区切られた名前のシーケンスを分割するにで区切られた名前のシーケンスを分割するに
は、は、tokenizeXML Bean およびおよび Simple 言語トークンを使用して、ファイルを言語トークンを使用して、ファイルを name 要素に分割するこ要素に分割するこ
とができます。とができます。
    

public void testTokenizeXMLPairSimple() throws Exception {
        Expression exp = TokenizeLanguage.tokenizeXML("${header.foo}", null);

     <person> で区切られた名前の入力文字列を取得し、で区切られた名前の入力文字列を取得し、<person> をトークンに設定します。をトークンに設定します。
    

        exchange.getIn().setHeader("foo", "<person>");
        exchange.getIn().setBody("<persons><person>James</person><person>Claus</person>
<person>Jonathan</person><person>Hadrian</person></persons>");

     入力から分割された名前をリストします。入力から分割された名前をリストします。
    

        List<?> names = exp.evaluate(exchange, List.class);
        assertEquals(4, names.size());

        assertEquals("<person>James</person>", names.get(0));
        assertEquals("<person>Claus</person>", names.get(1));
        assertEquals("<person>Jonathan</person>", names.get(2));
        assertEquals("<person>Hadrian</person>", names.get(3));
    }

グループ化されたエクスチェンジグループ化されたエクスチェンジ

     送信バッチ内の集約されたすべてのエクスチェンジを、単一の送信バッチ内の集約されたすべてのエクスチェンジを、単一の 
org.apache.camel.impl.GroupedExchange ホルダークラスに統合できます。グループ化されたエクスホルダークラスに統合できます。グループ化されたエクス
チェンジを有効にするには、以下のチェンジを有効にするには、以下の Java DSL ルートに示されるようにルートに示されるように groupExchanges() オプションオプション
を指定します。を指定します。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("StockSymbol"))
        .completionTimeout(3000)
        .groupExchanges()
    .to("mock:result");

     mock:result に送信されるグループ化されたエクスチェンジには、メッセージボディーに集約されたに送信されるグループ化されたエクスチェンジには、メッセージボディーに集約された
エクスチェンジのリストが含まれます。以下のコードは、後続のプロセッサーがリスト形式でグループエクスチェンジのリストが含まれます。以下のコードは、後続のプロセッサーがリスト形式でグループ
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化されたエクスチェンジのコンテンツにアクセスする方法を示しています。化されたエクスチェンジのコンテンツにアクセスする方法を示しています。
    

// Java
List<Exchange> grouped = ex.getIn().getBody(List.class);

注記注記

      エクスチェンジをグループ化する機能を有効にする場合、集約ストラテジーを設定エクスチェンジをグループ化する機能を有効にする場合、集約ストラテジーを設定すす
るべきではありませんるべきではありません (エクスチェンジのグループ化機能は、それ自体が集約ストラテエクスチェンジのグループ化機能は、それ自体が集約ストラテ
ジーになりますジーになります)。。
     

注記注記

      送信エクスチェンジのプロパティーからグループ化されたエクスチェンジにアクセス送信エクスチェンジのプロパティーからグループ化されたエクスチェンジにアクセス
する従来の方法は現在非推奨となっており、今後のリリースで削除される予定です。する従来の方法は現在非推奨となっており、今後のリリースで削除される予定です。
     

バッチコンシューマーバッチコンシューマー

     Aggregator はは batch consumer パターンと連携して、バッチコンシューマーによって報告されるパターンと連携して、バッチコンシューマーによって報告される
メッセージの総数を集約できますメッセージの総数を集約できます (バッチコンシューマーエンドポイントは受信エクスチェンジでバッチコンシューマーエンドポイントは受信エクスチェンジで 
CamelBatchSize、、CamelBatchIndex、および、および CamelBatchComplete プロパティーを設定しますプロパティーを設定します)。。
たとえば、たとえば、File コンシューマーエンドポイントで見つかったすべてのファイルを集約するには、以下のコンシューマーエンドポイントで見つかったすべてのファイルを集約するには、以下の
ようなルートを使用することができます。ようなルートを使用することができます。
    

from("file://inbox")
    .aggregate(xpath("//order/@customerId"), new AggregateCustomerOrderStrategy())
    .completionFromBatchConsumer()
    .to("bean:processOrder");

     現在、バッチコンシューマー機能をサポートしているエンドポイントは現在、バッチコンシューマー機能をサポートしているエンドポイントは File、、FTP、、Mail、、iBatis、、
およびおよび JPA です。です。
    

永続集計リポジトリー永続集計リポジトリー

     デフォルトのデフォルトの Aggregator はインメモリーのみのはインメモリーのみの AggregationRepository を使用します。保留中のを使用します。保留中の
集約されたエクスチェンジを永続的に保存する場合は、集約されたエクスチェンジを永続的に保存する場合は、SQL コンポーネントコンポーネント  を永続集計リポジトリーを永続集計リポジトリー
として使用できます。として使用できます。SQL コンポーネントにはコンポーネントには JdbcAggregationRepository が含まれており、集約が含まれており、集約
されたメッセージをオンザフライで永続化し、メッセージを失うことがないようにします。されたメッセージをオンザフライで永続化し、メッセージを失うことがないようにします。
    

     エクスチェンジが正常に処理された場合、リポジトリーでエクスチェンジが正常に処理された場合、リポジトリーで confirm メソッドが呼び出されると、完メソッドが呼び出されると、完
了とマークされます。つまり、同じエクスチェンジが再度失敗すると、成功するまで再試行さることを了とマークされます。つまり、同じエクスチェンジが再度失敗すると、成功するまで再試行さることを
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意味します。意味します。
    

camel-sql への依存関係の追加への依存関係の追加

      SQL コンポーネントを使用するには、プロジェクトにコンポーネントを使用するには、プロジェクトに camel-sql への依存関係を含める必要がありへの依存関係を含める必要があり
ます。たとえば、ます。たとえば、Maven pom.xml ファイルを使用している場合は、以下を追記します。ファイルを使用している場合は、以下を追記します。
     

集約データベーステーブルの作成集約データベーステーブルの作成

      永続化のために、集約テーブルと完成テーブルをそれぞれデータベースに作成する必要がありま永続化のために、集約テーブルと完成テーブルをそれぞれデータベースに作成する必要がありま
す。たとえば、以下のクエリーはす。たとえば、以下のクエリーは my_aggregation_repo という名前のデータベーステーブルを作成しという名前のデータベーステーブルを作成し
ます。ます。
     

集約リポジトリーの設定集約リポジトリーの設定

      フレームワークフレームワーク XML ファイルファイル (Spring またはまたは Blueprint などなど) で集約リポジトリーを設定する必要で集約リポジトリーを設定する必要
があります。があります。
     

     repositoryName、、transactionManager、および、および dataSource プロパティーが必要です。永続集約プロパティーが必要です。永続集約

<dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-sql</artifactId>
    <version>x.x.x</version>
    <!-- use the same version as your Camel core version -->
</dependency>

CREATE TABLE my_aggregation_repo (
 id varchar(255) NOT NULL,
 exchange blob NOT NULL,
 constraint aggregation_pk PRIMARY KEY (id)
);

CREATE TABLE my_aggregation_repo_completed (
 id varchar(255) NOT NULL,
 exchange blob NOT NULL,
 constraint aggregation_completed_pk PRIMARY KEY (id)
);
}

<bean id="my_repo"
    class="org.apache.camel.processor.aggregate.jdbc.JdbcAggregationRepository">
    <property name="repositoryName" value="my_aggregation_repo"/>
    <property name="transactionManager" ref="my_tx_manager"/>
    <property name="dataSource" ref="my_data_source"/>
    ...
</bean>
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リポジトリーの設定オプションの詳細は、リポジトリーの設定オプションの詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののSQL 
Componentを参照してください。を参照してください。
    

スレッドオプションスレッドオプション

     図図8.6「「Aggregator の実装」の実装」  にあるように、にあるように、Aggregator はルートの後半部分から切り離されておはルートの後半部分から切り離されてお
り、ルートの後半部分へ送信されたエクスチェンジは、専用のスレッドプールによって処理されます。り、ルートの後半部分へ送信されたエクスチェンジは、専用のスレッドプールによって処理されます。
デフォルトでは、このプールにはデフォルトでは、このプールには 1 つのスレッドのみがあります。複数のスレッドを持つプールを指定つのスレッドのみがあります。複数のスレッドを持つプールを指定
する場合は、以下のようにする場合は、以下のように parallelProcessing オプションを有効にします。オプションを有効にします。
    

from("direct:start")
    .aggregate(header("id"), new UseLatestAggregationStrategy())
        .completionTimeout(3000)
        .parallelProcessing()
    .to("mock:aggregated");

     デフォルトでは、ワーカースレッドがデフォルトでは、ワーカースレッドが 10 個あるプールが作成されます。個あるプールが作成されます。
    

     作成したスレッドプールをより詳細に制御する場合は、作成したスレッドプールをより詳細に制御する場合は、executorService オプションを使用してカオプションを使用してカ
スタムスタム java.util.concurrent.ExecutorService インスタンスを指定しますインスタンスを指定します (この場合この場合
は、は、parallelProcessing オプションを有効化する必要はありませんオプションを有効化する必要はありません)。。
    

List への集約への集約

     一般的な集約シナリオでは、一連の受信メッセージボディーを一般的な集約シナリオでは、一連の受信メッセージボディーを List オブジェクトに集約します。こオブジェクトに集約します。こ
のシナリオを容易にするため、のシナリオを容易にするため、Apache Camel はは AbstractListAggregationStrategy 抽象クラスを提抽象クラスを提
供しています。このクラスを手早く拡張して、こういったシチュエーションに応じた集約ストラテジー供しています。このクラスを手早く拡張して、こういったシチュエーションに応じた集約ストラテジー
を作成できます。を作成できます。T 型の受信メッセージボディーは、型の受信メッセージボディーは、List<T> 型のメッセージボディーを持つ完了済み型のメッセージボディーを持つ完了済み
エクスチェンジへと集約されます。エクスチェンジへと集約されます。
    

     たとえば、一連のたとえば、一連の Integer メッセージボディーをメッセージボディーを List<Integer> オブジェクトに集約するには、以下オブジェクトに集約するには、以下
のように定義された集約ストラテジーを使用することができます。のように定義された集約ストラテジーを使用することができます。
    

import org.apache.camel.processor.aggregate.AbstractListAggregationStrategy;
...
/**
 * Strategy to aggregate integers into a List<Integer>.
 */
public final class MyListOfNumbersStrategy extends AbstractListAggregationStrategy<Integer> {
 
    @Override
    public Integer getValue(Exchange exchange) {
        // the message body contains a number, so just return that as-is
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        return exchange.getIn().getBody(Integer.class);
    }
}

Aggregator のオプションのオプション

     Aggregator は以下のオプションをサポートします。は以下のオプションをサポートします。
    

表表8.1 Aggregator のオプションのオプション

オプションオプション デフォルトデフォルト 説明説明

correlationExpression  集約に使用する相関キーを評価す
るために必須な式。同じ相関キー
を持つエクスチェンジが集約され
ます。相関キーを評価できない場
合、例外が発生しま
す。ignoreBadCorrelationKe
ys オプションを使用してこれを
無効にすることができます。

aggregationStrategy  既存のすでにマージされたエクス
チェンジと受信エクスチェンジを
マージマージ するために使用される必須
の AggregationStrategy。最初
の呼び出し時、oldExchange パ
ラメーターは null です。その後
の呼び出しでは、oldExchange
にはマージされたエクスチェンジ
が含まれ、newExchange は当
然新しい受信エクスチェンジとな
ります。Camel 2.9.2 以降では、
ストラテジーを任意で、タイムア
ウトコールバックをサポートする 
TimeoutAwareAggregationSt
rategy 実装にすることができま
す。Camel 2.16 以降では、ストラ
テジーを 
PreCompletionAwareAggreg
ationStrategy 実装にすることも
できます。pre-completion モード
で、完了チェックを実行します。

strategyRef  レジストリーで 
AggregationStrategy を検索す
るための参照。
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completionSize  集約の完了前に、既に集約された
メッセージの数。このオプション
は、固定値を設定することも、動
的にサイズを評価する式を使用す
ることもできます。式は Integer
が結果として使用されます。両方
が設定されている場合、Camel は
式の結果が null または 0 であれ
ば、固定値を使用するように
フォールバックします。

completionTimeout  集約されたエクスチェンジが完了
するまで非アクティブになる時間
(ミリ秒単位) 。このオプション
は、固定値として設定すること
も、動的にタイムアウトを評価す
る式を使用することもできます。
式は Long が結果として使用され
ます。両方が設定されている場
合、Camel は式の結果が null ま
たは 0 であれば、固定値を使用す
るようにフォールバックします。
このオプションを
completionInterval と併用するこ
とはできません。使用できるのは
どちらか 1 つだけです。

completionInterval  Aggregator が現在すべてのエク
スチェンジを集約し完了するまで
に繰り返される期間 (ミリ秒単
位)。Camel には、期間ごとにト
リガーされるバックグラウンドタ
スクがあります。このオプション
は completionTimeout と併用でき
ません。使用できるのはどちらか
1 つだけです。

completionPredicate  集約されたエクスチェンジの完了
時にシグナルを送る述語
(org.apache.camel.Predicate
型) を指定します。または、この
オプションを設定する代わり
に、Predicate インターフェイス
を実装するカスタム 
AggregationStrategy を定義す
ることができます。この場合、完
了述語として 
AggregationStrategy が使用さ
れます。

オプションオプション デフォルトデフォルト 説明説明
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completionFromBatchConsu
mer

false このオプションは、エクスチェン
ジがバッチコンシューマーから送
信される場合に使用します。有効
にすると、「Aggregator」
は、CamelBatchSize メッセー
ジヘッダーの、バッチコンシュー
マーによって決定されるバッチサ
イズを使用します。詳細はバッチ
コンシューマーを参照してくださ
い。ポーリングの際、File エンド
ポイントからコンシュームされた
すべてのファイルを集約するため
に使用できます。

eagerCheckCompletion false 新しい受信エクスチェンジを受け
取ったときに、常に完了を確認す
るかどうか。このオプションは、
エクスチェンジが渡される挙動が
変わるた
め、completionPredicate オプ
ションの動作に影響しま
す。false の場合、述語に渡され
るエクスチェンジは集約された集約されたエ
クスチェンジであ
り、AggregationStrategy から
集約されたエクスチェンジに保存
できる任意の情報を述語で利用す
ることができます。true の場
合、述語に渡されるエクスチェン
ジは 受信受信 エクスチェンジであ
り、受信エクスチェンジからデー
タにアクセスできます。

forceCompletionOnStop false true の場合、現在のルートコン
テキストが停止したときにすべて
の集約されたエクスチェンジを完
了します。

オプションオプション デフォルトデフォルト 説明説明
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groupExchanges false この機能を有効にすると、Camel
は集約されたすべてのエクスチェ
ンジを 1 つの 
org.apache.camel.impl.Grou
pedExchange ホルダークラス
にグループ化し、ホルダークラス
はすべての集約されたエクスチェ
ンジを保持します。その結果、
Aggregator から送信されるエク
スチェンジは 1 つだけです。カス
タム AggregationStrategy を
実装せずに、多くの受信エクス
チェンジを 1 つの受信エクスチェ
ンジへ集約するために使用できま
す。

ignoreInvalidCorrelationKeys false 評価できない相関キーを無視する
かどうか。デフォルトでは Camel
は例外を出力しますが、このオプ
ションを有効にして状況を無視す
ることもできます。

closeCorrelationKeyOnComp
letion

 遅い遅い エクスチェンジを受け入れる
べきかどうか。これを有効にする
と、相関キーがすでに完了してい
る場合に、同じ相関キーを持つ新
しいエクスチェンジを拒否するこ
とができます。その後、Camel は
closedCorrelationKeyExcept
ion 例外を出力します。このオプ
ションを使用する場合、integer
を渡します。これは、LRUCache
の数であり、最後の X 個のクロー
ズした相関キーを保持します。0
または負の値を渡すことで、無制
限のキャッシュを示すことができ
ます。数値を渡すことで、異なる
相関キーを大量に使用しても
キャッシュが肥大化しないことが
保証されます。

discardOnCompletionTimeo
ut

false Camel 2.5: タイムアウトによって
完了したエクスチェンジが破棄さ
れるべきかどうか。有効にした場
合、タイムアウトが発生すると集
約されたメッセージは送信 されされ
ずず、破棄されます。

オプションオプション デフォルトデフォルト 説明説明
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aggregationRepository  現在実行中 (inflight) の集約され
たエクスチェンジを追跡する 
org.apache.camel.spi.Aggre
gationRepository の独自実装を
プラグインすることができます。
Camel はデフォルトでメモリー
ベースの実装を使用します。

aggregationRepositoryRef  レジストリーで 
aggregationRepository を検索
するための参照。

parallelProcessing false 集約が完了すると、Aggregator
から送信されます。このオプショ
ンは、Camel が並列実行用に複数
のスレッドを持つスレッドプール
を使用するかどうかを指定しま
す。カスタムスレッドプールが指
定されていない場合、Camel は
10 個のスレッドを持つデフォルト
プールを作成します。

executorService  parallelProcessing を使用する
場合は、使用するカスタムスレッ
ドプールを指定することができま
す。また、parallelProcessing
を使用しない場合も、集約された
エクスチェンジはこのカスタムス
レッドプールを使用して送信され
ます。

executorServiceRef  レジストリーで 
executorService を検索するた
めの参照。

timeoutCheckerExecutorSer
vice

 completionTimeout、、
completionTimeout、Expres
sion、または 
completionInterval のいずれか
のオプションを使用している場
合、バックグラウンドスレッドが
作成され、すべての aggregator
の完了を確認します。個々の
Aggregator へ新しいスレッドを
作成するのではなく、カスタムス
レッドプールを提供する場合は、
このオプションを設定します。

オプションオプション デフォルトデフォルト 説明説明
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timeoutCheckerExecutorSer
viceRef

 レジストリーで 
timeoutCheckerExecutorSer
vice を検索するための参照。

completeAllOnStop  Aggregator を停止する場合、こ
のオプションを使用すると、集約
リポジトリーから保留中のエクス
チェンジをすべて完了することが
できます。

optimisticLocking false 楽観的ロックを有効にします。こ
のロックは、集約リポジトリーと
組み合わせて使用できます。

optimisticLockRetryPolicy  楽観的ロックのための Retry ポリ
シーを設定します。

オプションオプション デフォルトデフォルト 説明説明

8.6. RESEQUENCER

概要概要

     図図8.7「「Resequencer パターン」パターン」 に示されているに示されている Resequencer  パターンを使用すると、シーケンパターンを使用すると、シーケン
ス式に応じてメッセージを再配列できます。シーケンス式の値が低いメッセージはバッチの先頭に移動ス式に応じてメッセージを再配列できます。シーケンス式の値が低いメッセージはバッチの先頭に移動
し、値が高いメッセージは後ろに移動します。し、値が高いメッセージは後ろに移動します。
    

図図8.7 Resequencer パターンパターン

     Apache Camel は、は、2 つの再配列アルゴリズムをサポートします。つの再配列アルゴリズムをサポートします。
    

       Batch resequencing: メッセージをバッチで収集し、メッセージをソートして出力に送信メッセージをバッチで収集し、メッセージをソートして出力に送信
します。します。
      

       Stream resequencing: メッセージ間のギャップの検出に基づいて、メッセージ間のギャップの検出に基づいて、(継続的な継続的な) メッセーメッセー
ジジ ストリームを再順序付けします。ストリームを再順序付けします。
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     デフォルトでは、デフォルトでは、Resequencer は重複メッセージをサポートしておらず、同じメッセージ式のメッは重複メッセージをサポートしておらず、同じメッセージ式のメッ
セージが到達した場合は、最後のメッセージのみを保持します。ただし、バッチモードでは、セージが到達した場合は、最後のメッセージのみを保持します。ただし、バッチモードでは、
Resequencer で重複を許可することができます。で重複を許可することができます。
    

Batch resequencing

     Batch resequencing アルゴリズムは、デフォルトで有効になっています。たとえば、アルゴリズムは、デフォルトで有効になっています。たとえば、TimeStamp 
ヘッダーに含まれるタイムスタンプの値に基づいて受信メッセージのバッチを再配列するには、ヘッダーに含まれるタイムスタンプの値に基づいて受信メッセージのバッチを再配列するには、Java 
DSL で以下のルートを定義することができます。で以下のルートを定義することができます。
    

from("direct:start").resequence(header("TimeStamp")).to("mock:result");

     デフォルトでは、最大デフォルトでは、最大 100 メッセージメッセージ (デフォルトのデフォルトの バッチサイズバッチサイズ) までとし、までとし、1000 ミリ秒ミリ秒 (デフォデフォ
ルトのルトの バッチタイムアウトバッチタイムアウト) のインターバルで到着するすべての受信メッセージを収集することによっのインターバルで到着するすべての受信メッセージを収集することによっ
て、バッチを取得します。バッチタイムアウトおよびバッチサイズの値をカスタマイズするにて、バッチを取得します。バッチタイムアウトおよびバッチサイズの値をカスタマイズするに
は、は、BatchResequencerConfig インスタンスが唯一の引数として使用されるインスタンスが唯一の引数として使用される batch() DSL コマンドをコマンドを
追加します。たとえば、バッチが最大追加します。たとえば、バッチが最大 300 メッセージまでの、メッセージまでの、4000 ミリ秒インターバルでメッセージミリ秒インターバルでメッセージ
を収集するように前述のルートを変更するには、以下のようにを収集するように前述のルートを変更するには、以下のように Java DSL ルートを定義することができルートを定義することができ
ます。ます。
    

import org.apache.camel.model.config.BatchResequencerConfig;

RouteBuilder builder = new RouteBuilder() {
    public void configure() {
        from("direct:start").resequence(header("TimeStamp")).batch(new 
BatchResequencerConfig(300,4000L)).to("mock:result");
    }
};

     XML 設定を使用して設定を使用して Batch resequencer パターンを指定することもできます。以下の例は、バッチパターンを指定することもできます。以下の例は、バッチ
サイズがサイズが 300 で、バッチタイムアウトがで、バッチタイムアウトが 4000 ミリ秒のミリ秒の Batch resequencer を定義しています。を定義しています。
    

<camelContext id="resequencerBatch" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start" />
    <resequence>
      <!--
        batch-config can be omitted for default (batch) resequencer settings
      -->
      <batch-config batchSize="300" batchTimeout="4000" />
      <simple>header.TimeStamp</simple>
      <to uri="mock:result" />
    </resequence>
  </route>
</camelContext>
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バッチオプションバッチオプション

     表表8.2「「Batch Resequencer オプション」オプション」 は、バッチモードでのみ使用できるオプションを示しては、バッチモードでのみ使用できるオプションを示して
います。います。
    

表表8.2 Batch Resequencer オプションオプション

Java DSL XML DSL デフォルトデフォルト 説明説明

allowDuplicates() batch-
config/@allowDuplic
ates

false true の場合、バッチは
重複したメッセージを破
棄しません (重複重複 は、
メッセージ式が同じ値に
評価されることを意味し
ます)。

reverse() batch-
config/@reverse

false true の場合、メッセー
ジを逆順で配列します
(メッセージ式に適用さ
れるデフォルトの順序
は、String.compareTo
() で定義されている
Java の文字列語彙順に
基づいています)。

     たとえば、たとえば、JMSPriority に基づいてに基づいて JMS キューからのメッセージを再配列する場合は、以下のようキューからのメッセージを再配列する場合は、以下のよう
にに allowDuplicates およびおよび reverse オプションを組み合わせる必要があります。オプションを組み合わせる必要があります。
    

from("jms:queue:foo")
        // sort by JMSPriority by allowing duplicates (message can have same JMSPriority)
        // and use reverse ordering so 9 is first output (most important), and 0 is last
        // use batch mode and fire every 3th second
        .resequence(header("JMSPriority")).batch().timeout(3000).allowDuplicates().reverse()
        .to("mock:result");

Stream resequencing

     Stream resequencing アルゴリズムを有効にするには、アルゴリズムを有効にするには、resequence() DSL コマンドにコマンドに stream() をを
追加する必要があります。たとえば、追加する必要があります。たとえば、seqnum ヘッダーのシーケンス番号の値に基づいて受信メッセーヘッダーのシーケンス番号の値に基づいて受信メッセー
ジを再配列するには、以下のようにジを再配列するには、以下のように DSL ルートを定義することができます。ルートを定義することができます。
    

from("direct:start").resequence(header("seqnum")).stream().to("mock:result");

     Stream-prosessing resequencer アルゴリズムは、固定のバッチサイズではなく、メッセージストアルゴリズムは、固定のバッチサイズではなく、メッセージスト
リーム内のギャップ検出に基づいています。ギャップ検出はタイムアウトと組み合わせることで、シーリーム内のギャップ検出に基づいています。ギャップ検出はタイムアウトと組み合わせることで、シー
ケンスのメッセージ数ケンスのメッセージ数 (バッチサイズバッチサイズ) を事前に把握する必要がなくなります。メッセージには、先行おを事前に把握する必要がなくなります。メッセージには、先行お
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よび後継がわかる一意のシーケンス番号が含まれている必要があります。たとえば、シーケンス番号よび後継がわかる一意のシーケンス番号が含まれている必要があります。たとえば、シーケンス番号 3 
を持つメッセージには、シーケンス番号を持つメッセージには、シーケンス番号 2 が含まれる先行メッセージと、シーケンス番号が含まれる先行メッセージと、シーケンス番号 4 を持つ後継を持つ後継
メッセージがあります。メッセージのシーケンスメッセージがあります。メッセージのシーケンス 2,3,5 は、は、3 の後継がないため、ギャップがありまの後継がないため、ギャップがありま
す。したがって、す。したがって、Resequencer は、メッセージは、メッセージ 4 が到着するまでが到着するまで (またはタイムアウトが発生するままたはタイムアウトが発生するま
でで)、メッセージ、メッセージ 5 を保持する必要があります。を保持する必要があります。
    

     デフォルトでは、デフォルトでは、Stream Resequencer はタイムアウトははタイムアウトは 1000 ミリ秒、最大メッセージ容量はミリ秒、最大メッセージ容量は 100 
で設定されます。ストリームのタイムアウトおよびメッセージ容量をカスタマイズするにで設定されます。ストリームのタイムアウトおよびメッセージ容量をカスタマイズするに
は、は、StreamResequencerConfig オブジェクトを引数としてオブジェクトを引数として stream() に渡します。たとえば、メッに渡します。たとえば、メッ
セージ容量がセージ容量が 5000 でタイムアウトがでタイムアウトが 4000 ミリ秒のミリ秒の Stream resequencer を設定するには、以下のよを設定するには、以下のよ
うにルートを定義することができます。うにルートを定義することができます。
    

// Java
import org.apache.camel.model.config.StreamResequencerConfig;

RouteBuilder builder = new RouteBuilder() {
    public void configure() {
        from("direct:start").resequence(header("seqnum")).
            stream(new StreamResequencerConfig(5000, 4000L)).
            to("mock:result");
    }
};

     メッセージストリーム内の連続するメッセージメッセージストリーム内の連続するメッセージ (つまり、連続するシーケンス番号を持つメッセーつまり、連続するシーケンス番号を持つメッセー
ジジ) 間の最大遅延時間が分かっている場合は、間の最大遅延時間が分かっている場合は、Resequencer のの timeout パラメーターに、この値を設パラメーターに、この値を設
定する必要があります。この場合、ストリーム内のすべてのメッセージが正しい順序で次のプロセッ定する必要があります。この場合、ストリーム内のすべてのメッセージが正しい順序で次のプロセッ
サーに送信されることを保証することができます。シーケンス外となる時間差よりもタイムアウト値がサーに送信されることを保証することができます。シーケンス外となる時間差よりもタイムアウト値が
小さいほど、小さいほど、Resequencer が未配列のメッセージを配信する可能性が高くなります。大きなタイムアが未配列のメッセージを配信する可能性が高くなります。大きなタイムア
ウト値は、充分に高い容量値でサポートされるべきであり、ここでは容量パラメーターを使用して、ウト値は、充分に高い容量値でサポートされるべきであり、ここでは容量パラメーターを使用して、
Resequencer のメモリーが枯渇するのを防いでいます。のメモリーが枯渇するのを防いでいます。
    

     long 以外の型でシーケンス番号を使用する場合は、以下のようにカスタム以外の型でシーケンス番号を使用する場合は、以下のようにカスタム comparator を定義するを定義する
必要があります。必要があります。
    

// Java
ExpressionResultComparator<Exchange> comparator = new MyComparator();
StreamResequencerConfig config = new StreamResequencerConfig(5000, 4000L, comparator);
from("direct:start").resequence(header("seqnum")).stream(config).to("mock:result");

     XML 設定を使用して設定を使用して Stream resequencer パターンを指定することもできます。以下の例は、メッパターンを指定することもできます。以下の例は、メッ
セージ容量がセージ容量が 5000 で、タイムアウトがで、タイムアウトが 4000 ミリ秒のミリ秒の Stream resequencer を定義します。を定義します。
    

<camelContext id="resequencerStream" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <resequence>
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      <stream-config capacity="5000" timeout="4000"/>
      <simple>header.seqnum</simple>
      <to uri="mock:result" />
    </resequence>
  </route>
</camelContext>

無効なエクスチェンジの無視無効なエクスチェンジの無視

     Resequencer EIP は、受信エクスチェンジが有効でない場合には、受信エクスチェンジが有効でない場合に CamelExchangeException 例外を例外を
出力します。これは、シーケンス式が何らかの理由で評価できない場合出力します。これは、シーケンス式が何らかの理由で評価できない場合 (ヘッダーが見つからない場合ヘッダーが見つからない場合
などなど) が該当しますが該当します 。。ignoreInvalidExchanges オプションを使用して、これらの例外を無視することオプションを使用して、これらの例外を無視すること
ができます。つまり、ができます。つまり、Resequencer は無効なエクスチェンジをスキップします。は無効なエクスチェンジをスキップします。
    

from("direct:start")
  .resequence(header("seqno")).batch().timeout(1000)
    // ignore invalid exchanges (they are discarded)
    .ignoreInvalidExchanges()
  .to("mock:result");

古いメッセージを拒否古いメッセージを拒否

     このこの rejectOld オプションを使用すると、メッセージの再配列に使用されるメカニズムに関係なく、オプションを使用すると、メッセージの再配列に使用されるメカニズムに関係なく、
メッセージが未配列のまま送信されるのを防ぐことができます。メッセージが未配列のまま送信されるのを防ぐことができます。rejectOld オプションを有効にするオプションを有効にする
と、受信メッセージが最後に配信されたメッセージよりもと、受信メッセージが最後に配信されたメッセージよりも 古い古い (現在の現在の comparator によって定義されによって定義され
ているている) 場合に、場合に、Resequencer は受信メッセージを拒否しますは受信メッセージを拒否します (MessageRejectedException 例外を出例外を出
力します力します)。。
    

from("direct:start")
    .onException(MessageRejectedException.class).handled(true).to("mock:error").end()
    .resequence(header("seqno")).stream().timeout(1000).rejectOld()
    .to("mock:result");

8.7. ROUTING SLIP

概要概要

     図図8.8「「Routing Slip パターン」パターン」 に示されているに示されている Routing Slip パターンでは、一連のプロセススパターンでは、一連のプロセスス
テップを通してメッセージを順番にルーティングできます。設計時にこのステップの順序は分かっておテップを通してメッセージを順番にルーティングできます。設計時にこのステップの順序は分かってお
らず、メッセージごとに順序が変わる場合があります。メッセージが通過するエンドポイントのリストらず、メッセージごとに順序が変わる場合があります。メッセージが通過するエンドポイントのリスト
は、ヘッダーフィールドは、ヘッダーフィールド (Slip) に格納されます。に格納されます。Apache Camel は実行時に読み込み、パイプラインをは実行時に読み込み、パイプラインを
構築します。構築します。
    

図図8.8 Routing Slip パターンパターン
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図図8.8 Routing Slip パターンパターン

Slip ヘッダーヘッダー

     Routing Slip は、ユーザー定義のヘッダーに表示されます。ヘッダーの値は、エンドポイントは、ユーザー定義のヘッダーに表示されます。ヘッダーの値は、エンドポイント URI 
のコンマ区切りリストになります。たとえば、メッセージの復号、認証、および重複排除などの一連ののコンマ区切りリストになります。たとえば、メッセージの復号、認証、および重複排除などの一連の
セキュリティータスクの順序を指定するセキュリティータスクの順序を指定する Routing Slip は、以下のようになります。は、以下のようになります。
    

cxf:bean:decrypt,cxf:bean:authenticate,cxf:bean:dedup

現在の現在の エンドポイントプロパティーエンドポイントプロパティー

     Camel 2.5 からから Routing Slip は、現在のエンドポイントがは、現在のエンドポイントが slip であった場合、そのエンドポイントであった場合、そのエンドポイント
が含まれるプロパティーが含まれるプロパティー (Exchange.SLIP_ENDPOINT) をエクスチェンジに設定します。これにより、をエクスチェンジに設定します。これにより、
エクスチェンジがエクスチェンジが slip 経由でどこまで進んでいるかを調べることができます。経由でどこまで進んでいるかを調べることができます。
    

     「「Routing Slip」」 は、は、事前事前 にに Slip を演算します。つまり、を演算します。つまり、Slip はは 1 回だけ演算されます。回だけ演算されます。その場その場 
でで Slip を演算する必要がある場合は、代わりにを演算する必要がある場合は、代わりに 「「Dynamic Router」」 パターンを使用してください。パターンを使用してください。
    

Java DSL の例の例

     以下のルートは、以下のルートは、direct:a エンドポイントからメッセージを取得し、エンドポイントからメッセージを取得し、aRoutingSlipHeader ヘッダーヘッダー
からから Routing Slip を読み込みます。を読み込みます。
    

from("direct:b").routingSlip("aRoutingSlipHeader");

     ヘッダー名は、文字列リテラルまたは式として指定することができます。ヘッダー名は、文字列リテラルまたは式として指定することができます。
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     routingSlip() のの 2 つの引数形式を使用して、つの引数形式を使用して、URI の区切り文字をカスタマイズすることもできまの区切り文字をカスタマイズすることもできま
す。以下の例では、す。以下の例では、routing slip にに aRoutingSlipHeader ヘッダーキーを使用し、ヘッダーキーを使用し、# 文字を文字を URI 区切り区切り
文字として使用するルートを定義しています。文字として使用するルートを定義しています。
    

from("direct:c").routingSlip("aRoutingSlipHeader", "#");

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext id="buildRoutingSlip" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:c"/>
    <routingSlip uriDelimiter="#">
      <headerName>aRoutingSlipHeader</headerName>
    </routingSlip>
  </route>
</camelContext>

無効なエンドポイントの無視無効なエンドポイントの無視

     「「Routing Slip」」 は、は、「受信者リスト」「受信者リスト」 パターンもサポートするパターンもサポートする ignoreInvalidEndpoints をサをサ
ポートするようになりました。これを使用して、無効なエンドポイントをスキップすることができまポートするようになりました。これを使用して、無効なエンドポイントをスキップすることができま
す。以下に例を示します。す。以下に例を示します。
    

    from("direct:a").routingSlip("myHeader").ignoreInvalidEndpoints();

     Spring XML では、この機能はでは、この機能は <routingSlip> タグにタグに ignoreInvalidEndpoints 属性を設定して有効属性を設定して有効
にします。にします。
    

   <route>
       <from uri="direct:a"/>
       <routingSlip ignoreInvalidEndpoints="true">
         <headerName>myHeader</headerName>
       </routingSlip>
   </route>

     myHeader にに direct:foo,xxx:bar のの 2 つのエンドポイントが含まれるケースについて考えてみまつのエンドポイントが含まれるケースについて考えてみま
しょう。最初のエンドポイントは有効であり、動作します。しょう。最初のエンドポイントは有効であり、動作します。2 つ目は無効であるため、無視されます。つ目は無効であるため、無視されます。
無効なエンドポイントに遭遇するたびに、無効なエンドポイントに遭遇するたびに、Apache Camel ログがログが INFO レベルで記録されます。レベルで記録されます。
    

オプションオプション
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     routingSlip DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

uriDelimiter , 式が複数のエンドポイントを返し
た場合に使用される区切り文字。

ignoreInvalidEndpoints false エンドポイント URI を解決できな
かった場合は、無視されます。
false の場合は、Camel はエンド
ポイント URI が有効ではないこと
を示す例外を出力します。

cacheSize 0 Camel 2.13.1/2.12.4: Routing Slip
で再使用されるプロデューサーを
キャッシュする ProducerCache
のキャッシュサイズを設定できま
す。デフォルトのキャッシュサイ
ズ 0 を使用します。値を -1 に設
定すると、キャッシュをすべて無
効にすることができます。

8.8. THROTTLER

概要概要

     Throttler は、受信メッセージのフローレートを制限するプロセッサーです。このパターンを使用しは、受信メッセージのフローレートを制限するプロセッサーです。このパターンを使用し
て、ターゲットエンドポイントがオーバーロードされないように保護することができます。て、ターゲットエンドポイントがオーバーロードされないように保護することができます。Apache 
Camel では、では、throttle() Java DSL コマンドを使用してコマンドを使用して Throttler パターンを実装できます。パターンを実装できます。
    

Java DSL の例の例

     フロー速度を毎秒フロー速度を毎秒 100 メッセージに制限するには、以下のようにルートを定義します。メッセージに制限するには、以下のようにルートを定義します。
    

from("seda:a").throttle(100).to("seda:b");

     必要な場合は、必要な場合は、timePeriodMillis() DSL コマンドを使用してフローレートを制御する期間をカスタマコマンドを使用してフローレートを制御する期間をカスタマ
イズすることができます。たとえば、イズすることができます。たとえば、30000 ミリ秒あたりのフローレートをミリ秒あたりのフローレートを 3 つのメッセージに制限すつのメッセージに制限す
るには、以下のようにルートを定義します。るには、以下のようにルートを定義します。
    

from("seda:a").throttle(3).timePeriodMillis(30000).to("mock:result");
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XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で前述のルートを設定する方法を示しています。で前述のルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext id="throttleRoute" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <!-- throttle 3 messages per 30 sec -->
    <throttle timePeriodMillis="30000">
      <constant>3</constant>
      <to uri="mock:result"/>
    </throttle>
  </route>
</camelContext>

期間ごとに最大リクエスト数を動的に変更期間ごとに最大リクエスト数を動的に変更

     Camel 2.8 で利用可能で利用可能 式を使用しているため、値を実行時に調整できます。たとえば、ヘッダーで式を使用しているため、値を実行時に調整できます。たとえば、ヘッダーで
値を指定できます。実行時に値を指定できます。実行時に Camel は式を評価し、結果をは式を評価し、結果を java.lang.Long 型に変換します。以下の例型に変換します。以下の例
では、メッセージのヘッダーを使用して、期間ごとの最大リクエスト数を決定します。ヘッダーがないでは、メッセージのヘッダーを使用して、期間ごとの最大リクエスト数を決定します。ヘッダーがない
場合、場合、「「Throttler」」 は古い値を使用します。そのため、値を変更する場合にのみ、ヘッダーを提供すは古い値を使用します。そのため、値を変更する場合にのみ、ヘッダーを提供す
ることができます。ることができます。
    

<camelContext id="throttleRoute" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:expressionHeader"/>
    <throttle timePeriodMillis="500">
      <!-- use a header to determine how many messages to throttle per 0.5 sec -->
      <header>throttleValue</header>
      <to uri="mock:result"/>
    </throttle>
  </route>
</camelContext>

非同期の遅延非同期の遅延

     Throttler は、は、ノンブロッキングの非同期遅延ノンブロッキングの非同期遅延 を有効にすることができます。これは、を有効にすることができます。これは、Apache 
Camel がタスクを今後実行するようにスケジュールすることを意味します。このタスクは、ルートの後がタスクを今後実行するようにスケジュールすることを意味します。このタスクは、ルートの後
半部分半部分 (Throttler の後の後) の処理を担当します。これにより、呼び出し元スレッドはブロックされず、次の処理を担当します。これにより、呼び出し元スレッドはブロックされず、次
の受信メッセージに対応することができます。以下に例を示します。の受信メッセージに対応することができます。以下に例を示します。
    

from("seda:a").throttle(100).asyncDelayed().to("seda:b");

注記注記
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注記注記

      Camel 2.17 から、から、Throttler はメッセージのフローを改善するための期間に対し、はメッセージのフローを改善するための期間に対し、
ローリングウィンドウを使用するようになりました。ただし、ローリングウィンドウを使用するようになりました。ただし、Throttler のパフォーマンのパフォーマン
スが向上されます。スが向上されます。
     

オプションオプション

     throttle DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

maximumRequestsPerPeriod  スロットルする期間毎の最大リク
エスト数。このオプションは省略
不可で、正の数字を指定する必要
があります。XML DSL では、こ
のオプションは Camel 2.8 以降は
属性ではなく式を使用して設定さ
れます。

timePeriodMillis 1000 Throttler が最大で 
maximumRequestsPerPerio
d メッセージ数を許可する期間
(ミリ秒単位)。

asyncDelayed false Camel 2.4: 有効にすると、遅延し
ているメッセージはスケジュール
されたスレッドプールを使用して
非同期的に実行されます。

executorServiceRef  Camel 2.4: asyncDelay が有効
になっている場合に使用される、
カスタムスレッドプールへの参
照。

callerRunsWhenRejected true Camel 2.4: asyncDelayed が有
効な場合に使用されます。これ
は、スレッドプールがタスクを拒
否した場合に、呼び出し元スレッ
ドがタスクを実行するべきかどう
かを制御します。

8.9. DELAYER

概要概要
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     Delayer は、受信メッセージには、受信メッセージに 相対的な相対的な 遅延を適用できるプロセッサーです。遅延を適用できるプロセッサーです。
    

Java DSL の例の例

     delay() コマンドを使用して、受信メッセージにコマンドを使用して、受信メッセージに 相対的な相対的な 遅延遅延 (ミリ秒単位ミリ秒単位) を追加することができを追加することができ
ます。たとえば、以下のルートは、すべての受信メッセージをます。たとえば、以下のルートは、すべての受信メッセージを 2 秒遅延します。秒遅延します。
    

from("seda:a").delay(2000).to("mock:result");

     あるいは、式を使用して遅延を指定することもできます。あるいは、式を使用して遅延を指定することもできます。
    

from("seda:a").delay(header("MyDelay")).to("mock:result");

     delay() に続くに続く DSL コマンドは、コマンドは、delay() のサブ句として解釈されます。そのため、場合によってはのサブ句として解釈されます。そのため、場合によっては 
end() コマンドを挿入して、コマンドを挿入して、delay() のサブ句を終了する必要があります。たとえば、のサブ句を終了する必要があります。たとえば、delay() がが 
onException() 句の中にある場合、以下のように終了します。句の中にある場合、以下のように終了します。
    

from("direct:start")
    .onException(Exception.class)
        .maximumRedeliveries(2)
        .backOffMultiplier(1.5)
        .handled(true)
        .delay(1000)
            .log("Halting for some time")
            .to("mock:halt")
        .end()
    .end()
    .to("mock:result");

XML 設定の例設定の例

     以下は、以下は、XML DSL でで delay を使用した例となります。を使用した例となります。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="seda:a"/>
        <delay>
            <header>MyDelay</header>
        </delay>
        <to uri="mock:result"/>
    </route>
    <route>
        <from uri="seda:b"/>
        <delay>

第第8章章 メッセージのルーティングメッセージのルーティング

295



            <constant>1000</constant>
        </delay>
        <to uri="mock:result"/>
    </route>
</camelContext>

カスタムカスタム delay の作成の作成

     式と式と Bean を組み合わせて使用して、以下のように遅延を決定することができます。を組み合わせて使用して、以下のように遅延を決定することができます。
    

from("activemq:foo").
  delay().expression().method("someBean", "computeDelay").
  to("activemq:bar");

     Bean クラスは以下のように定義することができます。クラスは以下のように定義することができます。
    

public class SomeBean {
  public long computeDelay() {
     long delay = 0;
     // use java code to compute a delay value in millis
     return delay;
 }
}

非同期の遅延非同期の遅延

     Delayer に、に、ノンブロッキングの非同期遅延ノンブロッキングの非同期遅延 を使用させることができます。これは、を使用させることができます。これは、Apache 
Camel がタスクを今後実行するようにスケジュールすることを意味します。このタスクは、ルートの後がタスクを今後実行するようにスケジュールすることを意味します。このタスクは、ルートの後
半部分半部分 (Delayer の後の後) の処理を担当します。これにより、呼び出し元スレッドはブロックされず、次のの処理を担当します。これにより、呼び出し元スレッドはブロックされず、次の
受信メッセージに対応することができます。以下に例を示します。受信メッセージに対応することができます。以下に例を示します。
    

from("activemq:queue:foo")
    .delay(1000)
    .asyncDelayed()
    .to("activemq:aDelayedQueue");

     以下のように以下のように XML DSL で同じルートを作成できます。で同じルートを作成できます。
    

<route>
   <from uri="activemq:queue:foo"/>
   <delay asyncDelayed="true">
       <constant>1000</constant>
   </delay>
   <to uri="activemq:aDealyedQueue"/>
   </route>
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オプションオプション

     Delayer パターンでは、以下のオプションがサポートされます。パターンでは、以下のオプションがサポートされます。
    

名前 デフォルト値 説明

asyncDelayed false Camel 2.4: 有効にすると、遅延し
ているメッセージはスケジュール
されたスレッドプールを使用して
非同期的に実行されます。

executorServiceRef  Camel 2.4: asyncDelay が有効
になっている場合に使用される、
カスタムスレッドプールへの参
照。

callerRunsWhenRejected true Camel 2.4: asyncDelayed が有
効な場合に使用されます。これ
は、スレッドプールがタスクを拒
否した場合に、呼び出し元スレッ
ドがタスクを実行するべきかどう
かを制御します。

8.10. LOAD BALANCER

概要概要

     Load Balancer  パターンにより、さまざまな負荷分散ポリシーを使用して、複数のエンドポイントパターンにより、さまざまな負荷分散ポリシーを使用して、複数のエンドポイント
のうちののうちの 1 つにメッセージ処理を委譲することができます。つにメッセージ処理を委譲することができます。
    

Java DSL の例の例

     以下のルートは、ラウンドロビン負荷分散ポリシーを使用して、ターゲットエンドポイント以下のルートは、ラウンドロビン負荷分散ポリシーを使用して、ターゲットエンドポイント 
(mock:x、、mock:y、、mock:z) 間で受信メッセージを分散します。間で受信メッセージを分散します。
    

from("direct:start").loadBalance().roundRobin().to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
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  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <loadBalance>
        <roundRobin/>
        <to uri="mock:x"/>
        <to uri="mock:y"/>
        <to uri="mock:z"/>
    </loadBalance>
  </route>
</camelContext>

負荷分散ポリシー負荷分散ポリシー

     Apache Camel ロードバランサーは、以下の負荷分散ポリシーをサポートしています。ロードバランサーは、以下の負荷分散ポリシーをサポートしています。
    

       ラウンドロビンラウンドロビン
      

       ランダムランダム
      

       スティッキースティッキー
      

       トピックトピック
      

       フェイルオーバーフェイルオーバー
      

       重み付きラウンドロビンおよび重み付きランダム重み付きラウンドロビンおよび重み付きランダム
      

       カスタムロードバランサーカスタムロードバランサー
      

       サーキットブレーカーサーキットブレーカー
      

ラウンドロビンラウンドロビン

     ラウンドロビン負荷分散ポリシーは、すべてのターゲットエンドポイントを循環し、各受信メッラウンドロビン負荷分散ポリシーは、すべてのターゲットエンドポイントを循環し、各受信メッ
セージをサイクル内の次のエンドポイントに送信します。たとえば、ターゲットエンドポイントのリスセージをサイクル内の次のエンドポイントに送信します。たとえば、ターゲットエンドポイントのリス
トがトが mock:x、、mock:y、、mock:z である場合、受信メッセージはである場合、受信メッセージは 
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mock:x、、mock:y、、mock:z、、mock:x、、mock:y、、mock:z のような順番でエンドポイントに送信されまのような順番でエンドポイントに送信されま
す。す。
    

     以下のように、以下のように、Java DSL ではでは ラウンドロビン負荷分散ポリシーを指定することができます。ラウンドロビン負荷分散ポリシーを指定することができます。
    

from("direct:start").loadBalance().roundRobin().to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

     または、以下のようにまたは、以下のように XML で同じルートを定義することもできます。で同じルートを定義することもできます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <loadBalance>
        <roundRobin/>
        <to uri="mock:x"/>
        <to uri="mock:y"/>
        <to uri="mock:z"/>
    </loadBalance>
  </route>
</camelContext>

ランダムランダム

     ランダム負荷分散ポリシーは、指定されたリストからターゲットエンドポイントを無作為に選択しランダム負荷分散ポリシーは、指定されたリストからターゲットエンドポイントを無作為に選択し
ます。ます。
    

     以下のように、以下のように、Java DSL ではランダム負荷分散ポリシーを指定することができます。ではランダム負荷分散ポリシーを指定することができます。
    

from("direct:start").loadBalance().random().to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

     または、以下のようにまたは、以下のように XML で同じルートを定義することもできます。で同じルートを定義することもできます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <loadBalance>
        <random/>
        <to uri="mock:x"/>
        <to uri="mock:y"/>
        <to uri="mock:z"/>
    </loadBalance>
  </route>
</camelContext>
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スティッキースティッキー

     スティッキー負荷分散ポリシーは、指定された式からハッシュ値を計算して選択されたエンドポイスティッキー負荷分散ポリシーは、指定された式からハッシュ値を計算して選択されたエンドポイ
ントに、ントに、In メッセージを送信します。この負荷分散ポリシーの利点は、同じ値の式であれば、常に同じメッセージを送信します。この負荷分散ポリシーの利点は、同じ値の式であれば、常に同じ
サーバーに送信されることです。たとえば、ユーザー名が含まれるヘッダーのハッシュ値を計算するこサーバーに送信されることです。たとえば、ユーザー名が含まれるヘッダーのハッシュ値を計算するこ
とで、特定のユーザーのメッセージが同じターゲットエンドポイントへ常に送信されるようになりまとで、特定のユーザーのメッセージが同じターゲットエンドポイントへ常に送信されるようになりま
す。もうす。もう 1 つの便利な方法は、受信メッセージからセッションつの便利な方法は、受信メッセージからセッション ID を抽出する式を指定することです。を抽出する式を指定することです。
これにより、同じセッションに属するすべてのメッセージが同じターゲットエンドポイントに送信されこれにより、同じセッションに属するすべてのメッセージが同じターゲットエンドポイントに送信され
るようになります。るようになります。
    

     以下のように、以下のように、Java DSL ではスティッキー負荷分散ポリシーを指定することができます。ではスティッキー負荷分散ポリシーを指定することができます。
    

from("direct:start").loadBalance().sticky(header("username")).to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

     または、以下のようにまたは、以下のように XML で同じルートを定義することもできます。で同じルートを定義することもできます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <loadBalance>
      <sticky>
        <correlationExpression>
          <simple>header.username</simple>
        </correlationExpression>
      </sticky>
      <to uri="mock:x"/>
      <to uri="mock:y"/>
      <to uri="mock:z"/>
    </loadBalance>
  </route>
</camelContext>

注記注記

      スティッキーオプションをフェイルオーバーロードバランサーに追加すると、ロードスティッキーオプションをフェイルオーバーロードバランサーに追加すると、ロード
バランサーは最後に認知した、正常なエンドポイントから開始します。バランサーは最後に認知した、正常なエンドポイントから開始します。
     

トピックトピック

     トピック負荷分散ポリシーは、各トピック負荷分散ポリシーは、各 In メッセージのコピーをリストされたメッセージのコピーをリストされた すべてすべて の宛先エンドポイの宛先エンドポイ
ントに送信しますントに送信します (JMS トピックのように、すべての宛先にメッセージを効果的にブロードキャストしトピックのように、すべての宛先にメッセージを効果的にブロードキャストし
ますます)。。
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     Java DSL を使用して、以下のようにトピック負荷分散ポリシーを指定することができます。を使用して、以下のようにトピック負荷分散ポリシーを指定することができます。
    

from("direct:start").loadBalance().topic().to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

     または、以下のようにまたは、以下のように XML で同じルートを定義することもできます。で同じルートを定義することもできます。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <loadBalance>
        <topic/>
        <to uri="mock:x"/>
        <to uri="mock:y"/>
        <to uri="mock:z"/>
    </loadBalance>
  </route>
</camelContext>

Failover

     Apache Camel 2.0 で利用可能で利用可能 failover ロードバランサーは、エクスチェンジの処理中にロードバランサーは、エクスチェンジの処理中に exception 
で失敗した場合に、次のプロセッサーを試すことができます。フェイルオーバーをトリガーする特定ので失敗した場合に、次のプロセッサーを試すことができます。フェイルオーバーをトリガーする特定の
例外のリストを使い、例外のリストを使い、failover を設定することができます。例外を指定しない場合、フェイルオーバーを設定することができます。例外を指定しない場合、フェイルオーバー
はいずれの例外でもトリガーされます。フェイルオーバーロードバランサーは、はいずれの例外でもトリガーされます。フェイルオーバーロードバランサーは、onException 例外句と例外句と
同じストラテジーを使い、例外のマッチングを行います。同じストラテジーを使い、例外のマッチングを行います。
    

ストリーム使用時にストリームキャッシュを有効にするストリーム使用時にストリームキャッシュを有効にする

      ストリーミングを使用する場合は、フェイルオーバーロードバランサーの使用時ストリーミングを使用する場合は、フェイルオーバーロードバランサーの使用時
に、に、Stream Caching を有効にする必要があります。これは、フェイルオーバー時にスを有効にする必要があります。これは、フェイルオーバー時にス
トリームを再読み取りできるようにするために必要です。トリームを再読み取りできるようにするために必要です。
     

     failover ロードバランサーは以下のオプションをサポートします。ロードバランサーは以下のオプションをサポートします。
    

オプション タイプ デフォルト 説明

第第8章章 メッセージのルーティングメッセージのルーティング

301

http://camel.apache.org/stream-caching.html


inheritErrorHandler boolean true Camel 2.3: ルートに設
定された errorHandler
を使用するかどうかを指
定します。次のエンドポ
イントへ即座にフェイル
オーバーする場合は、こ
のオプションを無効にす
る必要があります
(false の値)。このオプ
ションを有効にすると、
Apache Camel は最初に 
errorHandler を使用し
てメッセージの処理を試
みます。

たとえ
ば、errorHandler は
メッセージを再送し、試
行間の遅延を使用するよ
うに設定されている可能
性があります。Apache
Camel は、最初に オリオリ
ジナルジナル のエンドポイン
トに再配信を試
み、errorHandler を使
い切った場合にのみ次の
エンドポイントへフェイ
ルオーバーします。

maximumFailoverAtt
empts

int -1 Camel 2.3: 新しいエン
ドポイントへのフェイル
オーバーの最大試行回数
を指定します。値 0 は、
フェイルオーバーされなされな
いいことを意味し、値 -1
は、無制限にフェイル
オーバーが試行されるこ
とを意味します。
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roundRobin boolean false Camel 2.3: failover
ロードバランサーがラウ
ンドロビンモードで動作
するかどうかを指定しま
す。false の場合、新規
メッセージが処理される
際には 常に常に 最初のエン
ドポイントから開始され
ます。つまり、すべての
メッセージは、それぞれ
先頭にリセットされま
す。ラウンドロビンが有
効になっている場合は、
状態を保持し、ラウンド
ロビン方式で次のエンド
ポイントへと進みます。
ラウンドロビンを使用す
る場合、最後に認識され
た適切なエンドポイント
に 固定固定 されず、常に次
のエンドポイントを選択
して使用します。

     以下の例では、以下の例では、IOException 例外が出力された場合にのみフェイルオーバーするように設定されて例外が出力された場合にのみフェイルオーバーするように設定されて
います。います。
    

from("direct:start")
    // here we will load balance if IOException was thrown
    // any other kind of exception will result in the Exchange as failed
    // to failover over any kind of exception we can just omit the exception
    // in the failOver DSL
    .loadBalance().failover(IOException.class)
        .to("direct:x", "direct:y", "direct:z");

     オプションで以下に示すように、フェイルオーバーする例外を複数指定することができます。オプションで以下に示すように、フェイルオーバーする例外を複数指定することができます。
    

// enable redelivery so failover can react
errorHandler(defaultErrorHandler().maximumRedeliveries(5));

from("direct:foo")
    .loadBalance()
    .failover(IOException.class, MyOtherException.class)
    .to("direct:a", "direct:b");

     XML で以下のように同じルートを設定できます。で以下のように同じルートを設定できます。
    

<route errorHandlerRef="myErrorHandler">
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    <from uri="direct:foo"/>
    <loadBalance>
        <failover>
            <exception>java.io.IOException</exception>
            <exception>com.mycompany.MyOtherException</exception>
        </failover>
        <to uri="direct:a"/>
        <to uri="direct:b"/>
    </loadBalance>
</route>

     以下の例は、ラウンドロビンモードでフェイルオーバーする方法を示しています。以下の例は、ラウンドロビンモードでフェイルオーバーする方法を示しています。
    

from("direct:start")
    // Use failover load balancer in stateful round robin mode,
    // which means it will fail over immediately in case of an exception
    // as it does NOT inherit error handler. It will also keep retrying, as
    // it is configured to retry indefinitely.
    .loadBalance().failover(-1, false, true)
    .to("direct:bad", "direct:bad2", "direct:good", "direct:good2");

     XML で以下のように同じルートを設定できます。で以下のように同じルートを設定できます。
    

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <loadBalance>
        <!-- failover using stateful round robin,
        which will keep retrying the 4 endpoints indefinitely.
        You can set the maximumFailoverAttempt to break out after X attempts -->
        <failover roundRobin="true"/>
        <to uri="direct:bad"/>
        <to uri="direct:bad2"/>
        <to uri="direct:good"/>
        <to uri="direct:good2"/>
    </loadBalance>
</route>

     できるだけ早く次のエンドポイントにフェイルオーバーする場合は、できるだけ早く次のエンドポイントにフェイルオーバーする場合は、inheritErrorHandler=false をを
設定することで設定することで inheritErrorHandler を無効にすることができます。エラーハンドラーを無効にするこを無効にすることができます。エラーハンドラーを無効にするこ
とで、エラーハンドラーが介入しないようにすることができます。これにより、フェイルオーバーローとで、エラーハンドラーが介入しないようにすることができます。これにより、フェイルオーバーロー
ドバランサーはすぐにフェイルオーバー処理をできるようになります。ドバランサーはすぐにフェイルオーバー処理をできるようになります。roundRobin モードも有効にすモードも有効にす
ると、成功するまでリトライが行われます。ると、成功するまでリトライが行われます。maximumFailoverAttempts オプションを高い値に設定すオプションを高い値に設定す
ると、最終的にしきい値を越え、失敗することができます。ると、最終的にしきい値を越え、失敗することができます。
    

重み付きラウンドロビンおよび重み付きランダム重み付きラウンドロビンおよび重み付きランダム

     多くのエンタープライズ環境では、処理能力が不均等なサーバーノードがサービスをホストしてお多くのエンタープライズ環境では、処理能力が不均等なサーバーノードがサービスをホストしてお
り、通常は個々のサーバー処理能力に応じて負荷を分散することが望ましくなります。この問題に対処り、通常は個々のサーバー処理能力に応じて負荷を分散することが望ましくなります。この問題に対処
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するために、するために、 重み付きラウンドロビン重み付きラウンドロビン アルゴリズム、またはアルゴリズム、または 重み付きランダム重み付きランダム アルゴリズムを使用すアルゴリズムを使用す
ることができます。ることができます。
    

     重み付けされた負荷分散ポリシーを使用すると、サーバーごとに負荷重み付けされた負荷分散ポリシーを使用すると、サーバーごとに負荷 分散率分散率 を指定できます。このを指定できます。この
値を、各サーバーごとに正の処理の重みとして指定することができます。数値が大きいほど、サーバー値を、各サーバーごとに正の処理の重みとして指定することができます。数値が大きいほど、サーバー
がより大きな負荷を処理できることを示します。処理の重みを使用して、各処理エンドポイントに対すがより大きな負荷を処理できることを示します。処理の重みを使用して、各処理エンドポイントに対す
るペイロードの分散比率を決定します。るペイロードの分散比率を決定します。
    

     使用可能なパラメーターは、以下の表に記載されています。使用可能なパラメーターは、以下の表に記載されています。
    

表表8.3 重み付けオプション重み付けオプション

オプションオプション タイプタイプ デフォルトデフォルト 説明説明

roundRobin boolean false ラウンドロビンのデフォ
ルト値は false です。こ
の設定またはパラメー
ターがない場合、使用さ
れる負荷分散アルゴリズ
ムはランダムです。

distributionRatioDeli
miter

String , distributionRatioDeli
miter は 
distributionRatio を指
定するために使用される
区切り文字です。この属
性が指定されていない場
合、コンマ , がデフォル
トの区切り文字になりま
す。

     以下の以下の Java DSL の例では、重み付けされたラウンドロビンのルートと、重み付けされたランダムの例では、重み付けされたラウンドロビンのルートと、重み付けされたランダム
のルートを定義する方法を示しています。のルートを定義する方法を示しています。
    

// Java
// round-robin
from("direct:start")
  .loadBalance().weighted(true, "4:2:1" distributionRatioDelimiter=":")
  .to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

//random
from("direct:start")
  .loadBalance().weighted(false, "4,2,1")
  .to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

第第8章章 メッセージのルーティングメッセージのルーティング

305



     XML で以下のようにラウンドロビンのルートを設定できます。で以下のようにラウンドロビンのルートを設定できます。
    

<!-- round-robin -->
<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <loadBalance>
    <weighted roundRobin="true" distributionRatio="4:2:1" distributionRatioDelimiter=":" />
    <to uri="mock:x"/>
    <to uri="mock:y"/>
    <to uri="mock:z"/>
  </loadBalance>
</route>

カスタムロードバランサーカスタムロードバランサー

     カスタムロードバランサーカスタムロードバランサー (独自の実装など独自の実装など) も使用することができます。も使用することができます。
    

     Java DSL を使用した例を使用した例:
    

from("direct:start")
     // using our custom load balancer
     .loadBalance(new MyLoadBalancer())
     .to("mock:x", "mock:y", "mock:z");

     XML DSL を使用した場合の同じ例を使用した場合の同じ例:
    

<!-- this is the implementation of our custom load balancer -->
 <bean id="myBalancer" 
class="org.apache.camel.processor.CustomLoadBalanceTest$MyLoadBalancer"/>

 <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
   <route>
     <from uri="direct:start"/>
     <loadBalance>
       <!-- refer to my custom load balancer -->
       <custom ref="myBalancer"/>
       <!-- these are the endpoints to balancer -->
       <to uri="mock:x"/>
       <to uri="mock:y"/>
       <to uri="mock:z"/>
     </loadBalance>
   </route>
 </camelContext>

     上記の上記の XML DSL では、では、Camel 2.8 以降でのみ利用できる以降でのみ利用できる <custom> を使用していることに注意しを使用していることに注意し

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

306



てください。以前のリリースでは、代わりに以下のようにする必要がありました。てください。以前のリリースでは、代わりに以下のようにする必要がありました。
    

       <loadBalance ref="myBalancer">
         <!-- these are the endpoints to balancer -->
         <to uri="mock:x"/>
         <to uri="mock:y"/>
         <to uri="mock:z"/>
       </loadBalance>

     カスタムロードバランサーを実装するには、カスタムロードバランサーを実装するには、LoadBalancerSupport およびおよび 
SimpleLoadBalancerSupport などの一部のサポートクラスを拡張することができます。前者は非同期などの一部のサポートクラスを拡張することができます。前者は非同期
ルーティングエンジンに対応し、後者は対応していません。以下に例を示します。ルーティングエンジンに対応し、後者は対応していません。以下に例を示します。
    

public static class MyLoadBalancer extends LoadBalancerSupport {

     public boolean process(Exchange exchange, AsyncCallback callback) {
         String body = exchange.getIn().getBody(String.class);
         try {
             if ("x".equals(body)) {
                 getProcessors().get(0).process(exchange);
             } else if ("y".equals(body)) {
                 getProcessors().get(1).process(exchange);
             } else {
                 getProcessors().get(2).process(exchange);
             }
         } catch (Throwable e) {
             exchange.setException(e);
         }
         callback.done(true);
         return true;
     }
 }

サーキットブレーカーサーキットブレーカー

     サーキットブレーカーロードバランサーは、特定の例外に対するすべての呼び出しを監視するためサーキットブレーカーロードバランサーは、特定の例外に対するすべての呼び出しを監視するため
に使用されるステートフルなパターンです。初期状態では、サーキットブレーカーはクローズ状態であに使用されるステートフルなパターンです。初期状態では、サーキットブレーカーはクローズ状態であ
り、すべてのメッセージを渡します。失敗があり、しきい値に達すると、オープン状態に遷移り、すべてのメッセージを渡します。失敗があり、しきい値に達すると、オープン状態に遷移
し、し、halfOpenAfter タイムアウトに達するまですべての呼び出しを拒否します。タイムアウト後に新しタイムアウトに達するまですべての呼び出しを拒否します。タイムアウト後に新し
い呼び出しがあった場合、サーキットブレーカーはすべてのメッセージを渡します。結果が成功するい呼び出しがあった場合、サーキットブレーカーはすべてのメッセージを渡します。結果が成功する
と、サーキットブレーカーはクローズ状態に戻ります。そうでない場合は、オープン状態に戻ります。と、サーキットブレーカーはクローズ状態に戻ります。そうでない場合は、オープン状態に戻ります。
    

     Java DSL の例の例:
    

from("direct:start").loadBalance()
    .circuitBreaker(2, 1000L, MyCustomException.class)
    .to("mock:result");
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     Spring XML の例の例:
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <loadBalance>
        <circuitBreaker threshold="2" halfOpenAfter="1000">
            <exception>MyCustomException</exception>
        </circuitBreaker>
        <to uri="mock:result"/>
    </loadBalance>
</route>
</camelContext>

8.11. HYSTRIX

概要概要

     Camel 2.18 から利用可能です。から利用可能です。
    

     Hystrix パターンにより、アプリケーションをパターンにより、アプリケーションを Netflix Hystrix と統合することができます。これによと統合することができます。これによ
り、り、Camel ルートでサーキットブレーカーを提供することができます。ルートでサーキットブレーカーを提供することができます。hystrix は、レイテンシーとは、レイテンシーと
フォールトトレランスのライブラリーで、以下の目的で設計されていますフォールトトレランスのライブラリーで、以下の目的で設計されています
    

       リモートシステム、サービス、およびサードパーティーライブラリーへのアクセスポインリモートシステム、サービス、およびサードパーティーライブラリーへのアクセスポイン
トを分離トを分離
      

       失敗の連鎖を止める失敗の連鎖を止める
      

       障害を避けられない複雑な分散システムでの耐障害性を実現障害を避けられない複雑な分散システムでの耐障害性を実現
      

     Maven を使用する場合は、を使用する場合は、Hystrix を使用するために以下の依存関係をを使用するために以下の依存関係を pom.xml ファイルに追加しファイルに追加し
ます。ます。
    

<dependency>
      <groupId>org.apache.camel</groupId>
      <artifactId>camel-hystrix</artifactId>
      <version>x.x.x</version>
      <!-- Specify the same version as your Camel core version. -->
</dependency>
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Java DSL の例の例

     以下は、インラインのフォールバックルートにフォールバックすることで、以下は、インラインのフォールバックルートにフォールバックすることで、hystrix エンドポイントエンドポイント
が遅い処理から保護されることを示すルートの例になります。デフォルトでは、タイムアウトリクエスが遅い処理から保護されることを示すルートの例になります。デフォルトでは、タイムアウトリクエス
トはトは 1000ms であるため、であるため、HTTP エンドポイントは素早く応答する必要があります。エンドポイントは素早く応答する必要があります。
    

from("direct:start")
    .hystrix()
        .to("http://fooservice.com/slow")
    .onFallback()
        .transform().constant("Fallback message")
    .end()
    .to("mock:result");

XML 設定の例設定の例

     以下は、以下は、XML を使用した場合の同じ例になります。を使用した場合の同じ例になります。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <hystrix>
      <to uri="http://fooservice.com/slow"/>
      <onFallback>
        <transform>
          <constant>Fallback message</constant>
        </transform>
      </onFallback>
    </hystrix>
    <to uri="mock:result"/>
  </route>
</camelContext>

Hystrix フォールバック機能の使用フォールバック機能の使用

     onFallback() メソッドは、メッセージを変換したり、メソッドは、メッセージを変換したり、Bean などをフォールバックとして呼び出すこなどをフォールバックとして呼び出すこ
とができるローカル処理用のものです。ネットワーク経由で外部サービスを呼び出す必要がある場合とができるローカル処理用のものです。ネットワーク経由で外部サービスを呼び出す必要がある場合
は、独自のスレッドプールを使用する独立したは、独自のスレッドプールを使用する独立した HystrixCommand オブジェクトで実行されるオブジェクトで実行される 
onFallbackViaNetwork() メソッドを使用する必要があります。これにより、最初のコマンドオブジェメソッドを使用する必要があります。これにより、最初のコマンドオブジェ
クトを使い切ることはありません。クトを使い切ることはありません。
    

Hystrix の設定例の設定例

     Hystrix には、次のセクションに記載されているように、多くのオプションがあります。以下の例には、次のセクションに記載されているように、多くのオプションがあります。以下の例
は、実行タイムアウトをデフォルトのは、実行タイムアウトをデフォルトの 1 秒ではなく秒ではなく 5 秒に設定し、サーキットブレーカーが秒に設定し、サーキットブレーカーが 5 秒秒 (デデ
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フォルトフォルト) ではなくではなく 10 秒待機してから、状態がオープンへ遷移したときにリクエストを再度試行する秒待機してから、状態がオープンへ遷移したときにリクエストを再度試行する 
Java DSL を示しています。を示しています。
    

from("direct:start")
    .hystrix()
        .hystrixConfiguration()
             .executionTimeoutInMilliseconds(5000).circuitBreakerSleepWindowInMilliseconds(10000)
        .end()
        .to("http://fooservice.com/slow")
    .onFallback()
        .transform().constant("Fallback message")
    .end()
    .to("mock:result");

     以下は、以下は、XML を使用した場合の同じ例になります。を使用した場合の同じ例になります。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <hystrix>
      <hystrixConfiguration executionTimeoutInMilliseconds="5000" 
circuitBreakerSleepWindowInMilliseconds="10000"/>
      <to uri="http://fooservice.com/slow"/>
      <onFallback>
        <transform>
          <constant>Fallback message</constant>
        </transform>
      </onFallback>
    </hystrix>
    <to uri="mock:result"/>
  </route>
</camelContext>

 You can also configure Hystrix globally and then refer to that
configuration. For example:

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
   <!-- This is a shared config that you can refer to from all Hystrix patterns. -->
   <hystrixConfiguration id="sharedConfig" executionTimeoutInMilliseconds="5000" 
circuitBreakerSleepWindowInMilliseconds="10000"/>

   <route>
         <from uri="direct:start"/>
         <hystrix hystrixConfigurationRef="sharedConfig">
         <to uri="http://fooservice.com/slow"/>
         <onFallback>
            <transform>
               <constant>Fallback message</constant>
            </transform>
         </onFallback>
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      </hystrix>
      <to uri="mock:result"/>
   </route>
</camelContext>

オプションオプション

     Ths Hystrix コンポーネントは以下のオプションをサポートします。コンポーネントは以下のオプションをサポートします。Hystrix はデフォルト値を提供はデフォルト値を提供
します。します。
    

名前名前 デフォルト値デフォルト値 タイプタイプ 説明説明

circuitBreakerEnable
d

true ブール値 サーキットブレーカーを
使用して健全性を追跡
し、トリップした場合に
はショートサーキットリ
クエストを使用するかど
うかを決定します。

circuitBreakerErrorT
hresholdPercentage

50 Integer サーキットがトリップし
てオープンになり、
フォールバックロジック
へのショートサーキット
リクエストが開始される
エラーの割合 (パーセン
ト) を設定します。

circuitBreakerForce
Closed

false ブール値 true の値を指定すると、
強制的にサーキットブ
レーカーをクローズ状態
にします。そのため、エ
ラーの割合に関係なくリ
クエストは許可されま
す。

circuitBreakerForce
Open

false ブール値 true の値を設定すると、
サーキットブレーカーは
すべてのリクエストを拒
否するオープン (トリッ
プ) 状態になります。

circuitBreakerReque
stVolumeThreshold

20 Integer サーキットをトリップさ
せるローリングウィンド
ウの最小リクエスト数を
設定します。
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circuitBreakerSleep
WindownInMilliseco
nds

5000 Integer サーキットがトリップし
た後、リクエストを拒否
する時間を設定します。
この時間が経過すると、
サーキットを再度クロー
ズするかどうかを判断す
るためのリクエストが試
行されます。

commandKey Node ID String Hystrix コマンドを識別
します。このオプション
は設定できません。コマ
ンドを一意にするのは常
にノード ID です。

corePoolSize 10 Integer コアスレッドプールのサ
イズを設定します。これ
は、同時実行可能な 
HystrixCommand オ
ブジェクトの最大数で
す。

executionIsolationSe
maphoreMaxConcur
rentRequests

10 Integer ExecutionIsolationSt
rategy.SEMAPHORE
を使用する場合
に、HystrixComman
d.run() メソッドが実行
できるリクエストの最大
数を設定します。

executionIsolationSt
rategy

THREAD String HystrixCommand.ru
n() と実行される分離ス
トラテジーを示しま
す。THREAD は別のス
レッドで実行され、同時
リクエストはスレッド
プールのスレッド数に
よって制限されま
す。SEMAPHORE は
呼び出しスレッドで実行
され、同時リクエストは
semaphore の数によっ
て制限されます。

executionIsolationTh
readInterruptOnTime
out

true ブール値 タイムアウトの発生時に
HystrixCommand.ru
n() の実行を中断するか
どうかを示します。

名前名前 デフォルト値デフォルト値 タイプタイプ 説明説明
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executionTimeoutIn
Milliseconds

1000 Integer 実行完了までのタイムア
ウトをミリ秒単位で設定
します。

executionTimeoutEn
abled

true ブール値 HystrixCommand.ru
n() の実行のタイミング
を調整する必要があるか
どうかを示します。

fallbackEnabled true ブール値 失敗または拒否が発生し
た場合に 
HystrixCommand.ge
tFallback() への呼び出
しを試行するかどうかを
決定します。

fallbackIsolationSem
aphoreMaxConcurre
ntRequests

10 Integer HystrixCommand.ge
tFallback() メソッドが
呼び出しスレッドから実
行できるリクエストの最
大数を設定します。

groupKey CamelHystrix String 統計情報とサーキットブ
レーカー のプロパ
ティーを関連付けるため
に使用される Hystrix グ
ループを識別します。

keepAliveTime 1 Integer keep-alive 時間 (分単位)
を設定します。

maxQueueSize -1 Integer BlockingQueue 実装
の最大キューサイズを設
定します。

metricsHealthSnaps
hotIntervalInMillisec
onds

500 Integer Health Snapshot を取得
できるようにする間隔
(ミリ秒単位) を設定しま
す。Health Snapshot
は、成功とエラーの割合
を算出し、サーキットブ
レーカーのステータスに
影響を与えます。

名前名前 デフォルト値デフォルト値 タイプタイプ 説明説明
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metricsRollingPerce
ntileBucketSize

100 Integer バケットごとに保持され
る実行回数の最大値を設
定します。時間内により
多くの実行が発生した場
合はラップされ、バケッ
トの先頭から上書きを開
始します。

metricsRollingPerce
ntileEnabled

true ブール値 実行レイテンシーを追跡
するかどうかを示しま
す。レイテンシーはパー
セント値として計算され
ます。false を指定する
と、サマリー統計 (平均
値、パーセント) が -1 と
して返されます。

metricsRollingPerce
ntileWindowBuckets

6 Integer rollingPercentile ウィ
ンドウを分割するバケッ
ト数を設定します。

metricsRollingPerce
ntileWindowInMillise
conds

60000 Integer パーセント計算をするた
めに実行時間が保持され
るローリングウィンドウ
の期間 (ミリ秒単位) を
設定します。

metricsRollingStatist
icalWindowBuckets

10 Integer ローリング統計ウィンド
ウを分割するバケット数
を設定します。

metricsRollingStatist
icalWindowInMillisec
onds

10000 Integer このオプションと以下の
オプション
は、HystrixComman
d および 
HystrixObservableC
ommand の実行からメ
トリックをキャプチャー
する場合に適用されま
す。

queueSizeRejection
Threshold

5 Integer 拒否するためのしきい値
をキューへ設定しま
す。maxQueueSize に
到達していない場合でも
拒否できる人為的な最大
キューサイズを設定しま
す。

名前名前 デフォルト値デフォルト値 タイプタイプ 説明説明
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requestLogEnabled true ブール値 HystrixCommand の
実行およびイベントを 
HystrixRequestLog
に記録されるべきかどう
かを示します。

threadPoolKey null String このコマンドを実行する
スレッドプールを定義し
ます。デフォルトでは、
グループキーと同じキー
を使用します。

threadPoolMetricsR
ollingStatisticalWind
owBucket

10 Integer ローリング統計ウィンド
ウを分割するバケット数
を設定します。

threadPoolMetricsR
ollingStatisticalWind
owInMilliseconds

10000 Integer 統計ローリングウィンド
ウの期間をミリ秒単位で
設定します。スレッド
プール用にメトリクスが
保持される期間です。

名前名前 デフォルト値デフォルト値 タイプタイプ 説明説明

8.12. SERVICE CALL

概要概要

     Camel 2.18 から利用可能です。から利用可能です。
    

     Service Call パターンにより、分散システムでリモートサービスを呼び出すことができます。呼び出パターンにより、分散システムでリモートサービスを呼び出すことができます。呼び出
すサービスは、すサービスは、Kubernetes、、Consul、、etcd、、Zookeeper などのサービスレジストリーで検索されまなどのサービスレジストリーで検索されま
す。このパターンは、サービスレジストリーの設定とサービスの呼び出しを分離します。す。このパターンは、サービスレジストリーの設定とサービスの呼び出しを分離します。
    

     Maven ユーザーは、使用するサービスレジストリーの依存関係を追加する必要があります。可能性ユーザーは、使用するサービスレジストリーの依存関係を追加する必要があります。可能性
としては、以下のようなものがあります。としては、以下のようなものがあります。
    

       camel-consul
      

       camel-etcd
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       camel-kubenetes
      

       camel-ribbon
      

サービスを呼び出すための構文サービスを呼び出すための構文

     サービスを呼び出すには、以下のようにサービス名を参照してください。サービスを呼び出すには、以下のようにサービス名を参照してください。
    

from("direct:start")
    .serviceCall("foo")
    .to("mock:result");

     以下の例は、以下の例は、XML DSL でサービスを呼び出す例を示しています。でサービスを呼び出す例を示しています。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <serviceCall name="foo"/>
    <to uri="mock:result"/>
  </route>
</camelContext>

     これらの例では、これらの例では、Camel はサービスレジストリーと統合されたコンポーネントを使用して、はサービスレジストリーと統合されたコンポーネントを使用して、foo とと
いう名前でサービスを検索します。ルックアップは、リモートサービスをホストするアクティブなサーいう名前でサービスを検索します。ルックアップは、リモートサービスをホストするアクティブなサー
バーの一覧を参照するバーの一覧を参照する IP:PORT ペアのセットを返します。ペアのセットを返します。Camel はリストから使用するサーバーをラはリストから使用するサーバーをラ
ンダムに選択し、選択したンダムに選択し、選択した IP およびおよび PORT 番号で番号で Camel URI をビルドします。をビルドします。
    

     デフォルトでは、デフォルトでは、Camel はは HTTP コンポーネントを使用します。上記の例では、以下のように動的コンポーネントを使用します。上記の例では、以下のように動的 
toD エンドポイントから呼び出されるエンドポイントから呼び出される Camel URI で呼び出しが解決されています。で呼び出しが解決されています。
    

toD("http://IP:PORT")

<toD uri="http:IP:port"/>

     beer=yes のようなのような URI パラメーターを使用してサービスを呼び出すことができます。パラメーターを使用してサービスを呼び出すことができます。
    

serviceCall("foo?beer=yes")

<serviceCall name="foo?beer=yes"/>
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     コンテキストパスを指定することもできます。例を以下に示します。コンテキストパスを指定することもできます。例を以下に示します。
    

serviceCall("foo/beverage?beer=yes")

<serviceCall name="foo/beverage?beer=yes"/>

サービス名のサービス名の URI への変換への変換

     説明のとおり、サービス名は説明のとおり、サービス名は Camel エンドポイントエンドポイント URI に解決されます。以下にいくつかの例を示に解決されます。以下にいくつかの例を示
します。します。→ は、は、Camel URI の解決策を示します。の解決策を示します。
    

serviceCall("myService") -> http://hostname:port
serviceCall("myService/foo") -> http://hostname:port/foo
serviceCall("http:myService/foo") -> http:hostname:port/foo

<serviceCall name="myService"/> -> http://hostname:port
<serviceCall name="myService/foo"/> -> http://hostname:port/foo
<serviceCall name="http:myService/foo"/> -> http:hostname:port/foo

     解決された解決された URI を完全に制御するには、希望のを完全に制御するには、希望の Camel URI を指定する追加のを指定する追加の URI パラメーターをパラメーターを
指定します。指定した指定します。指定した URI で、で、IP:PORT に解決するサービス名を使用できます。以下に例を示しまに解決するサービス名を使用できます。以下に例を示しま
す。す。
    

serviceCall("myService", "http:myService.host:myService.port/foo") -> http:hostname:port/foo
serviceCall("myService", "netty4:tcp:myService?connectTimeout=1000") -> netty:tcp:hostname:port?
connectTimeout=1000

<serviceCall name="myService" uri="http:myService.host:myService.port/foo"/> -> 
http:hostname:port/foo
<serviceCall name="myService" uri="netty4:tcp:myService?connectTimeout=1000"/> -> 
netty:tcp:hostname:port?connectTimeout=1000

     上記の例では、上記の例では、myService という名前のサービスを呼び出しています。という名前のサービスを呼び出しています。2 番目のパラメーターは、番目のパラメーターは、
解決した解決した URI の値を制御します。最初の例ではの値を制御します。最初の例では serviceName.host とと serviceName.port を使い、を使い、IP 
またはまたは PORT のいずれかを参照している点に注意してください。のいずれかを参照している点に注意してください。serviceName のみを指定する場のみを指定する場
合、合、IP:PORT に解決されます。に解決されます。
    

サービスを呼び出すコンポーネントの設定サービスを呼び出すコンポーネントの設定

     デフォルトでは、デフォルトでは、Camel はは HTTP コンポーネントを使用してサービスを呼び出します。コンポーネントを使用してサービスを呼び出します。HTTP4 やや 
Netty4 HTTP などの異なるコンポーネントを使用する場合、以下のように設定することができます。などの異なるコンポーネントを使用する場合、以下のように設定することができます。
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KubernetesConfigurationDefinition config = new KubernetesConfigurationDefinition();
config.setComponent("netty4-http");

// Register the service call configuration:
context.setServiceCallConfiguration(config);

from("direct:start")
    .serviceCall("foo")
    .to("mock:result");

     以下は、以下は、XML DSL の例になります。の例になります。
    

&lt;camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  &lt;kubernetesConfiguration id="kubernetes" component="netty4-http"/>
  &lt;route>
    &lt;from uri="direct:start"/>
    &lt;serviceCall name="foo"/>
    &lt;to uri="mock:result"/>
  &lt;/route>
&lt;/camelContext>

すべての実装で共有されるオプションすべての実装で共有されるオプション

     各実装で以下のオプションを使用することができます。各実装で以下のオプションを使用することができます。
    

オプション デフォルト値 説明

clientProperty  使用するサービスコールの実装に
固有のプロパティーを指定しま
す。たとえば、ribbon 実装を使用
している場合は、クライアントプ
ロパティーが 
com.netflix.client.config.Co
mmonClientConfigKey に定義
されます。
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component http リモートサービスを呼び出すため
に使用するデフォルトの Camel
コンポーネントを設定します。
netty4-http、jetty、restlet など
のコンポーネントを設定できま
す。サービスが HTTP プロトコル
を使用しない場合は、mqtt、
jms、amqp などの別コンポーネン
トを使用する必要があります。
サービスコールで URI パラメー
ターを指定すると、デフォルトで
はなく、このパラメーターで指定
されたコンポーネントが使用され
ます。

loadBalancerRef  使用するカスタム 
org.apache.camel.spi.Servic
eCallLoadBalancer への参照を
設定します。

serverListStrategyRef  使用するカスタム 
org.apache.camel.spi.Servic
eCallServerListStrategy への
参照を設定します。

Kubernetes を使用する場合のサービスコールオプションを使用する場合のサービスコールオプション

     Kubernetes 実装では、以下のオプションがサポートされます。実装では、以下のオプションがサポートされます。
    

オプション デフォルト値 説明

apiVersion  クライアントルックアップを使用
する場合の Kubernetes API バー
ジョン。

caCertData  クライアントルックアップをする
際に使用する認証局データを設定
します。

caCertFile  クライアントルックアップをする
際にファイルからロードされる認
証局データを設定します。

clientCertData  クライアントルックアップをする
際に使用するクライアント証明書
データを設定します。
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clientCertFile  クライアントルックアップをする
際にファイルからロードされるク
ライアント証明書データを設定し
ます。

clientKeyAlgo  クライアントルックアップをする
際に使用する、RSA などのクライ
アントキーストアアルゴリズムを
設定します。

clientKeyData  クライアントルックアップをする
際に使用する、クライアントキー
ストアデータを設定します。

clientKeyFile  クライアントルックアップをする
際にファイルからロードされるク
ライアントキーストアデータを設
定します。

clientKeyPassphrase  クライアントルックアップをする
際に使用する、クライアントキー
ストアパスフレーズを設定しま
す。

dnsDomain  dns ルックアップに使用する
DNS ドメインを設定します。

lookup environment サービスを検索するために使用さ
れるストラテジーの選択。検索ス
トラテジーには以下が含まれま
す。

environment: 環境変数
を使用します。

dns: DNS ドメイン名を
使用します。

client: Java クライアン
トを使用して
Kubernetes マスター API
を呼び出し、サービスを
アクティブにホストして
いるサーバーを照会しま
す。

masterUrl  クライアントルックアップを使用
する際の Kubernetes マスターの
URL。
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namespace  使用する Kubernetes の名前空
間。デフォルトでは、namespace
の名前は環境変数 
KUBERNETES_MASTER から
取得されます。

oauthToken  クライアントルックアップを使用
する際に (ユーザー名/パスワード
の代わりに) 認証用の OAUTH
トークンを設定します。

password  クライアントルックアップを使用
する際に使用する、認証パスワー
ドを設定します。

trustCerts false クライアントルックアップを使用
する際に使用する、トラスト証明
書のチェックを有効にするかどう
かを設定します。

username  クライアントルックアップを使用
する際に使用する、認証ユーザー
名を設定します。

8.13. MULTICAST

概要概要

     図図8.9「「Multicast パターン」パターン」 に記載されているに記載されているMulticast パターンは、パターンは、InOut メッセージ交換パターメッセージ交換パター
ンと互換性のある、宛先パターンが固定されたンと互換性のある、宛先パターンが固定された Recipient list のバリエーションです。これはのバリエーションです。これは 
Recipient list とは対照的に、とは対照的に、 InOnly 交換パターンとのみ互換性があります。交換パターンとのみ互換性があります。
    

図図8.9 Multicast パターンパターン
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カスタム集約ストラテジーを使用したカスタム集約ストラテジーを使用した Multicast

     Multicast プロセッサーは、元のリクエストに対して複数のプロセッサーは、元のリクエストに対して複数の Out メッセージを受信しますがメッセージを受信しますが (各受信各受信
者から者から 1 つずつつずつ)、呼び出し元は、呼び出し元は 1 つつ のリプライを受け取るだけです。したがって、メッセージエクスのリプライを受け取るだけです。したがって、メッセージエクス
チェンジのリプライの行程に固有のミスマッチがあり、この不一致を解消するためには、チェンジのリプライの行程に固有のミスマッチがあり、この不一致を解消するためには、Multicast ププ
ロセッサーにカスタムロセッサーにカスタム 集約ストラテジー集約ストラテジー を提供する必要があります。集約ストラテジークラスは、すを提供する必要があります。集約ストラテジークラスは、す
べてのべての Out メッセージを単一のリプライメッセージに集約します。メッセージを単一のリプライメッセージに集約します。
    

     出品者が複数の入札者に販売商品を提供する電子オークションサービスの例について考えてみま出品者が複数の入札者に販売商品を提供する電子オークションサービスの例について考えてみま
しょう。各入札者は商品に対して入札し、出品者が自動的に最高額の入札を選択します。以下のようしょう。各入札者は商品に対して入札し、出品者が自動的に最高額の入札を選択します。以下のよう
に、に、multicast() DSL コマンドを使用して、オファーを固定の入札者リストに配布するロジックを実装コマンドを使用して、オファーを固定の入札者リストに配布するロジックを実装
できます。できます。
    

from("cxf:bean:offer").multicast(new HighestBidAggregationStrategy()).
    to("cxf:bean:Buyer1", "cxf:bean:Buyer2", "cxf:bean:Buyer3");

     seller はエンドポイントはエンドポイント cxf:bean:offer で表され、利用者はエンドポイントで表され、利用者はエンドポイント 
cxf:bean:Buyer1、、cxf:bean:Buyer2、、cxf:bean:Buyer3 によって表されます。様々な入札者からの入によって表されます。様々な入札者からの入
札を集約するために、札を集約するために、Multicast プロセッサーは集約ストラテジープロセッサーは集約ストラテジー HighestBidAggregationStrategy 
を使用します以下のように、を使用します以下のように、Java にに HighestBidAggregationStrategy を実装することができます。を実装することができます。
    

// Java
import org.apache.camel.processor.aggregate.AggregationStrategy;
import org.apache.camel.Exchange;

public class HighestBidAggregationStrategy implements AggregationStrategy {
    public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
        float oldBid = oldExchange.getOut().getHeader("Bid", Float.class);
        float newBid = newExchange.getOut().getHeader("Bid", Float.class);
        return (newBid > oldBid) ? newExchange : oldExchange;
    }
}

     入札者は、入札者は、Bid という名前のヘッダーに入札価格を設定することが前提となります。カスタム集約スという名前のヘッダーに入札価格を設定することが前提となります。カスタム集約ス
トラテジーの詳細は、トラテジーの詳細は、「「Aggregator」」 を参照してください。を参照してください。
    

並列処理並列処理

     デフォルトでは、デフォルトでは、Multicast プロセッサーは、受信者のエンドポイントを逐次呼び出しますプロセッサーは、受信者のエンドポイントを逐次呼び出します (to() ココ
マンドに記載されている順序でマンドに記載されている順序で)。場合によっては、許容されないほどのレイテンシーが発生すること。場合によっては、許容されないほどのレイテンシーが発生すること
があります。このような待ち時間を回避するために、があります。このような待ち時間を回避するために、parallelProcessing() 句を追加して並行処理を有句を追加して並行処理を有
効にするオプションがあります。たとえば、電子オークションの例で並行処理を有効にするには、以下効にするオプションがあります。たとえば、電子オークションの例で並行処理を有効にするには、以下
のようにルートを定義します。のようにルートを定義します。
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from("cxf:bean:offer")
    .multicast(new HighestBidAggregationStrategy())
        .parallelProcessing()
        .to("cxf:bean:Buyer1", "cxf:bean:Buyer2", "cxf:bean:Buyer3");

     Multicast プロセッサーは、各エンドポイントにプロセッサーは、各エンドポイントに 1 つのスレッドを割り当てるスレッドプールを使用つのスレッドを割り当てるスレッドプールを使用
して、入札者のエンドポイントを呼び出すようになりました。して、入札者のエンドポイントを呼び出すようになりました。
    

     入札者のエンドポイントを呼び出すスレッドプールのサイズをカスタマイズする場合入札者のエンドポイントを呼び出すスレッドプールのサイズをカスタマイズする場合
は、は、executorService() メソッドを呼び出して独自のカスタムメソッドを呼び出して独自のカスタム executor service を指定することができを指定することができ
ます。以下に例を示します。ます。以下に例を示します。
    

from("cxf:bean:offer")
    .multicast(new HighestBidAggregationStrategy())
        .executorService(MyExecutor)
        .to("cxf:bean:Buyer1", "cxf:bean:Buyer2", "cxf:bean:Buyer3");

     MyExecutor は、は、java.util.concurrent.ExecutorService 型のインスタンスです。型のインスタンスです。
    

     エクスチェンジにエクスチェンジに InOUt パターンがある場合、リプライメッセージを集約するために集約ストラテパターンがある場合、リプライメッセージを集約するために集約ストラテ
ジーが使用されます。デフォルトの集約ストラテジーは、最新のリプライメッセージを取り、それ以前ジーが使用されます。デフォルトの集約ストラテジーは、最新のリプライメッセージを取り、それ以前
のリプライメッセージを破棄します。たとえば、以下のルートでは、カスタムストラテジーのリプライメッセージを破棄します。たとえば、以下のルートでは、カスタムストラテジー 
MyAggregationStrategy を使用してエンドポイントを使用してエンドポイント direct:a、、direct:b、、direct:c からのリプライを集からのリプライを集
約します。約します。
    

from("direct:start")
  .multicast(new MyAggregationStrategy())
      .parallelProcessing()
      .timeout(500)
      .to("direct:a", "direct:b", "direct:c")
  .end()
  .to("mock:result");

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同様のルートを設定する方法を示しています。ルートは、カスタム集約ストラで同様のルートを設定する方法を示しています。ルートは、カスタム集約ストラ
テジーとカスタムテジーとカスタム thread executor を使用しています。を使用しています。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xsi:schemaLocation="
       http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-3.0.xsd
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       http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-spring.xsd
    ">

  <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
      <from uri="cxf:bean:offer"/>
      <multicast strategyRef="highestBidAggregationStrategy"
                 parallelProcessing="true"
                 threadPoolRef="myThreadExcutor">
         <to uri="cxf:bean:Buyer1"/>
         <to uri="cxf:bean:Buyer2"/>
         <to uri="cxf:bean:Buyer3"/>
      </multicast>
    </route>
  </camelContext>

  <bean id="highestBidAggregationStrategy" 
class="com.acme.example.HighestBidAggregationStrategy"/>
  <bean id="myThreadExcutor" class="com.acme.example.MyThreadExcutor"/>

</beans>

     parallelProcessing 属性と属性と threadPoolRef 属性は任意です。属性は任意です。Multicast プロセッサーのスレッド動プロセッサーのスレッド動
作をカスタマイズする場合にのみ設定する必要があります。作をカスタマイズする場合にのみ設定する必要があります。
    

送信メッセージへのカスタム処理の適用送信メッセージへのカスタム処理の適用

     Multicast パターンパターン  は、ソースは、ソース Exchange をコピーして、そのコピーをマルチキャストします。デをコピーして、そのコピーをマルチキャストします。デ
フォルトでは、ルーターはソースメッセージのシャローコピーを作成します。シャローコピーでは、元フォルトでは、ルーターはソースメッセージのシャローコピーを作成します。シャローコピーでは、元
のメッセージのヘッダーとペイロードは参照によってのみコピーされます。つまり、元のメッセージののメッセージのヘッダーとペイロードは参照によってのみコピーされます。つまり、元のメッセージの
コピーはそれらへリンクされます。マルチキャストメッセージのシャローコピーはリンクされているたコピーはそれらへリンクされます。マルチキャストメッセージのシャローコピーはリンクされているた
め、メッセージボディーが変更可能な場合は、カスタム処理を適用することができません。あるエンドめ、メッセージボディーが変更可能な場合は、カスタム処理を適用することができません。あるエンド
ポイントに送信されたコピーに適用するカスタム処理は、他のすべてのエンドポイントに送信されたコポイントに送信されたコピーに適用するカスタム処理は、他のすべてのエンドポイントに送信されたコ
ピーにも適用されます。ピーにも適用されます。
    

注記注記

      multicast 構文では、構文では、multicast 句で句で process DSL コマンドを呼び出すことはできまコマンドを呼び出すことはできま
すが論理的に意味をなさず、すが論理的に意味をなさず、onPrepare と同じ効果をと同じ効果を持ちません持ちません (実際、このコンテキ実際、このコンテキ
ストではストでは process DSL コマンドは何の影響も与えませんコマンドは何の影響も与えません)。。
     

メッセージの準備時にカスタムロジックを実行するためのメッセージの準備時にカスタムロジックを実行するための onPrepare の使用の使用

     エンドポイントに送信する前に、カスタム処理を各メッセージレプリカに適用する場合エンドポイントに送信する前に、カスタム処理を各メッセージレプリカに適用する場合
は、は、multicast 句で句で onPrepare DSL コマンドを呼び出すことができます。このコマンドを呼び出すことができます。この onPrepare コマンドコマンド
は、メッセージがシャローコピーされたは、メッセージがシャローコピーされた 直後直後、かつメッセージがエンドポイントにディスパッチされる、かつメッセージがエンドポイントにディスパッチされる 
直前直前 に、カスタムプロセッサーを挿入します。たとえば、以下のルートでは、に、カスタムプロセッサーを挿入します。たとえば、以下のルートでは、direct:a に送信されたに送信された

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

324



メッセージに対してメッセージに対して CustomProc プロセッサーが呼び出され、プロセッサーが呼び出され、direct:b に送信されたメッセージに対に送信されたメッセージに対
してもしても CustomProc プロセッサーが呼び出されます。プロセッサーが呼び出されます。
    

from("direct:start")
  .multicast().onPrepare(new CustomProc())
  .to("direct:a").to("direct:b");

     onPrepare DSL コマンドの一般的なユースケースとして、メッセージの一部またはすべての要素のコマンドの一般的なユースケースとして、メッセージの一部またはすべての要素の
ディープコピーを実行します。たとえば、以下のディープコピーを実行します。たとえば、以下の CustomProc プロセッサークラスは、メッセージボプロセッサークラスは、メッセージボ
ディーのディープコピーを実行します。メッセージボディーの型はディーのディープコピーを実行します。メッセージボディーの型は BodyType であると想定され、であると想定され、
ディープコピーはメソッドディープコピーはメソッド BodyType.deepCopy() によって実行されます。によって実行されます。
    

// Java
import org.apache.camel.*;
...
public class CustomProc implements Processor {

    public void process(Exchange exchange) throws Exception {
        BodyType body = exchange.getIn().getBody(BodyType.class);

        // Make a _deep_ copy of of the body object
        BodyType clone =  BodyType.deepCopy();
        exchange.getIn().setBody(clone);

        // Headers and attachments have already been
        // shallow-copied. If you need deep copies,
        // add some more code here.
    }
}

     onPrepare を使い、を使い、Exchange がマルチキャストされる前に実行するカスタムロジックを任意に実がマルチキャストされる前に実行するカスタムロジックを任意に実
装することができます。装することができます。
    

注記注記

      イミュータブルなオブジェクトを設計することが推奨されます。イミュータブルなオブジェクトを設計することが推奨されます。
     

     たとえば、このたとえば、この Animal クラスのようにミュータブルなメッセージボディーがあるとします。クラスのようにミュータブルなメッセージボディーがあるとします。
    

public class Animal implements Serializable {

     private int id;
     private String name;

     public Animal() {
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     }

     public Animal(int id, String name) {
         this.id = id;
         this.name = name;
     }

     public Animal deepClone() {
         Animal clone = new Animal();
         clone.setId(getId());
         clone.setName(getName());
         return clone;
     }

     public int getId() {
         return id;
     }

     public void setId(int id) {
         this.id = id;
     }

     public String getName() {
         return name;
     }

     public void setName(String name) {
         this.name = name;
     }

     @Override
     public String toString() {
         return id + " " + name;
     }
 }

     次に、メッセージボディーをクローンするディープクローンプロセッサーを作成します。次に、メッセージボディーをクローンするディープクローンプロセッサーを作成します。
    

public class AnimalDeepClonePrepare implements Processor {

     public void process(Exchange exchange) throws Exception {
         Animal body = exchange.getIn().getBody(Animal.class);

         // do a deep clone of the body which wont affect when doing multicasting
         Animal clone = body.deepClone();
         exchange.getIn().setBody(clone);
     }
 }

     次に、以下のように次に、以下のように onPrepare オプションを使用してオプションを使用して Multicast ルートでルートで 
AnimalDeepClonePrepare クラスを使用します。クラスを使用します。
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from("direct:start")
     .multicast().onPrepare(new AnimalDeepClonePrepare()).to("direct:a").to("direct:b");

     XML DSL を使用した同じ例を使用した同じ例
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
     <route>
         <from uri="direct:start"/>
         <!-- use on prepare with multicast -->
         <multicast onPrepareRef="animalDeepClonePrepare">
             <to uri="direct:a"/>
             <to uri="direct:b"/>
         </multicast>
     </route>

     <route>
         <from uri="direct:a"/>
         <process ref="processorA"/>
         <to uri="mock:a"/>
     </route>
     <route>
         <from uri="direct:b"/>
         <process ref="processorB"/>
         <to uri="mock:b"/>
     </route>
 </camelContext>

 <!-- the on prepare Processor which performs the deep cloning -->
 <bean id="animalDeepClonePrepare" 
class="org.apache.camel.processor.AnimalDeepClonePrepare"/>

 <!-- processors used for the last two routes, as part of unit test -->
 <bean id="processorA" class="org.apache.camel.processor.MulticastOnPrepareTest$ProcessorA"/>
 <bean id="processorB" class="org.apache.camel.processor.MulticastOnPrepareTest$ProcessorB"/>

オプションオプション

     multicast DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

strategyRef  集約ストラテジー の参照は、受信
者からの複数のリプライを
Multicast からの単一の送信メッ
セージへ集約するために使用され
ます。デフォルトでは、Camel は
最後のリプライを送信メッセージ
として使用します。
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strategyMethodName  POJO を AggregationStrategy
として使用している場合に、使用
するメソッド名を明示的に指定す
るために使用できます。

strategyMethodAllowNull false POJO を AggregationStrategy
として使用している場合に、この
オプションを使用することができ
ます。false に設定すると、エン
リッチするデータがない場合に 
aggregate メソッドは使用され
ません。true に設定すると、エ
ンリッチするデータがない場合に
は、oldExchange に null 値が
使用されます。

parallelProcessing false 有効にすると、マルチキャストへ
のメッセージの送信が並列処理さ
れます。呼び出し元スレッドは、
すべてのメッセージが完全に処理
されるまで待機してから続行する
ことに注意してください。マルチ
キャストからの送信およびリプラ
イ処理のみが並列に処理されま
す。

parallelAggregate false 有効にする
と、AggregationStrategy の 
aggregate メソッドを同時に呼
び出すことができます。これに
は、AggregationStrategy の実
装がスレッドセーフである必要が
あることに注意してください。デ
フォルトでは、このオプションは 
false となっており、Camel が自
動的に aggregate メソッドへの
呼び出しを同期することを意味し
ます。ただし、場合によって
は、AggregationStrategy をス
レッドセーフとして実装し、この
オプションを true に設定するこ
とで、パフォーマンスを向上させ
ることができます。

executorServiceRef  並列処理に使用するカスタムス
レッドプールを参照します。この
オプションを設定すると、並列処
理は自動的に適用されるため、 並
列処理用オプションも有効にする
必要はありません。
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stopOnException false Camel 2.2: 例外発生時、すぐに継
続処理を停止するかどうか。無効
にすると、いずれかの失敗の有無
に関わらず、Camel はメッセージ
をすべてのマルチキャストに送信
します。AggregationStragegy ク
ラス内で、例外処理を完全に制御
することができます。

streaming false 有効な場合、Camel はリプライを
順不同で処理します。たとえば、
返信順に処理します。無効な場
合、Camel はマルチキャストと同
じ順序でリプライを処理します。

timeout  camel 2.5: 合計タイムアウト値を
ミリ秒単位で設定しま
す。Multicast が指定の時間枠内
のすべての応答を送信および処理
できない場合、タイムアウトが発
生し、 Multicast から抜け出し続
行しま
す。TimeoutAwareAggregationSt
rategy を提供した場合、timeout
メソッドが抜け出す前に呼び出さ
れることに注意してください。

onPrepareRef  camel 2.8: カスタムプロセッサー
を参照して、各マルチキャストが
受信する Exchange のコピーを準
備します。これにより、必要に応
じてメッセージのペイロードを
ディープクローンするなど、カス
タムロジックを実行できます。

shareUnitOfWork false Camel 2.8: Unit of Work を共有す
べきかどうか。詳細
は、「Splitter」 で同じオプショ
ンを参照してください。

8.14. COMPOSED MESSAGE PROCESSOR

Composed Message Processor

     図図8.10「「Composed Message Processor パターン」パターン」 に記載されているように、に記載されているように、 Composed 
Message Processor パターンでは、メッセージを分割し、そのサブメッセージをそれぞれ適切な宛先パターンでは、メッセージを分割し、そのサブメッセージをそれぞれ適切な宛先
にルーティングし、そしてレスポンスを再度単一のメッセージに集約し直すといったやり方で、合成にルーティングし、そしてレスポンスを再度単一のメッセージに集約し直すといったやり方で、合成
メッセージを処理できます。メッセージを処理できます。
    

図図8.10 Composed Message Processor パターンパターン
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図図8.10 Composed Message Processor パターンパターン

Java DSL の例の例

     以下の例では、複数パーツからなる注文に応じることができるかをチェックしています。ここで以下の例では、複数パーツからなる注文に応じることができるかをチェックしています。ここで
は、注文の各パーツでそれぞれ異なる在庫に対してチェックを行う必要があります。は、注文の各パーツでそれぞれ異なる在庫に対してチェックを行う必要があります。
    

// split up the order so individual OrderItems can be validated by the appropriate bean
from("direct:start")
    .split().body()
    .choice()
        .when().method("orderItemHelper", "isWidget")
            .to("bean:widgetInventory")
        .otherwise()
            .to("bean:gadgetInventory")
    .end()
    .to("seda:aggregate");

// collect and re-assemble the validated OrderItems into an order again
from("seda:aggregate")
    .aggregate(new MyOrderAggregationStrategy())
    .header("orderId")
    .completionTimeout(1000L)
    .to("mock:result");

XML DSL の例の例

     上記のルートは、以下のように上記のルートは、以下のように XML DSL で記述することもできます。で記述することもできます。
    

 <route>
   <from uri="direct:start"/>
   <split>
     <simple>body</simple>
     <choice>
       <when>
         <method bean="orderItemHelper" method="isWidget"/>
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  <to uri="bean:widgetInventory"/>
       </when>
       <otherwise>
  <to uri="bean:gadgetInventory"/>
       </otherwise>
     </choice>
     <to uri="seda:aggregate"/>
   </split>
 </route>

 <route>
   <from uri="seda:aggregate"/>
   <aggregate strategyRef="myOrderAggregatorStrategy" completionTimeout="1000">
     <correlationExpression>
       <simple>header.orderId</simple>
     </correlationExpression>
     <to uri="mock:result"/>
   </aggregate>
 </route>

処理のステップ処理のステップ

     処理は、処理は、「「Splitter」」 を使用して注文を分割することから始まります。を使用して注文を分割することから始まります。「「Splitter」」 は続いて、個別は続いて、個別
のの OrderItems をを 「「Content-Based Router」」  に送信し、項目種別に基づいてメッセージをルーティンに送信し、項目種別に基づいてメッセージをルーティン
グします。グします。ウィジェットウィジェット 項目はチェックのために項目はチェックのために widgetInventory Bean に送信され、に送信され、ガジェットガジェット 項項
目は目は gadgetInventory Bean に送信されます。に送信されます。OrderItems はそれぞれ適切なはそれぞれ適切な Bean によって検証されによって検証され
ると、ると、「「Aggregator」」 に送信され、検証済みのに送信され、検証済みの OrderItems を収集してを収集して 1 つの注文に再び構築し直しつの注文に再び構築し直し
ます。ます。
    

     受信した注文はそれぞれ、受信した注文はそれぞれ、注文注文 ID を含んだヘッダーを持ちます。注文を含んだヘッダーを持ちます。注文 ID は集約のステップで利用は集約のステップで利用
されます。されます。aggregate() DSL コマンドのコマンドの .header("orderId") 修飾子は、アグリゲーターがキー修飾子は、アグリゲーターがキー orderId 
のヘッダーを相関式として使用するように指示します。のヘッダーを相関式として使用するように指示します。
    

     詳細は、詳細は、camel-core/src/test/java/org/apache/camel/processor にあるにある 
ComposedMessageProcessorTest.java サンプルソースを確認してください。サンプルソースを確認してください。
    

8.15. SCATTER-GATHER

Scatter-Gather

     図図8.11「「Scatter-Gather パターン」パターン」 に記載されているように、に記載されているように、Scatter-Gather パターンパターン を使用するを使用する
と、メッセージを動的に指定された複数の受信者にルーティングし、そのレスポンスを単一のメッセーと、メッセージを動的に指定された複数の受信者にルーティングし、そのレスポンスを単一のメッセー
ジに再集約できます。ジに再集約できます。
    

図図8.11 Scatter-Gather パターンパターン
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図図8.11 Scatter-Gather パターンパターン

動的なスキャッター動的なスキャッター/ギャザーの例ギャザーの例

     以下の例は、複数の異なるベンダーから最も良いビールの見積もりを取得するアプリケーションの以下の例は、複数の異なるベンダーから最も良いビールの見積もりを取得するアプリケーションの
概要を説明しています。この例では、動的な概要を説明しています。この例では、動的な 「受信者リスト」「受信者リスト」 を使用してすべてのベンダーに見積もを使用してすべてのベンダーに見積も
りを要求し、りを要求し、「「Aggregator」」 を使用してすべてのレスポンスの中から最良の見積もりを選別します。を使用してすべてのレスポンスの中から最良の見積もりを選別します。
このアプリケーションのルートは、以下のように定義されます。このアプリケーションのルートは、以下のように定義されます。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <recipientList>
      <header>listOfVendors</header>
    </recipientList>
  </route>
  <route>
    <from uri="seda:quoteAggregator"/>
    <aggregate strategyRef="aggregatorStrategy" completionTimeout="1000">
      <correlationExpression>
        <header>quoteRequestId</header>
      </correlationExpression>
      <to uri="mock:result"/>
    </aggregate>
  </route>
</camelContext>

     最初のルートでは、最初のルートでは、「受信者リスト」「受信者リスト」 はは listOfVendors ヘッダーを確認して受信者リストを取得しヘッダーを確認して受信者リストを取得し
ます。したがって、このアプリケーションにメッセージを送信するクライアントはます。したがって、このアプリケーションにメッセージを送信するクライアントは listOfVendors ヘッヘッ
ダーをメッセージに追加する必要があります。ダーをメッセージに追加する必要があります。例例8.1「メッセージングクライアントの例」「メッセージングクライアントの例」 は、該当のは、該当の
ヘッダーデータを送信メッセージに追加するメッセージングクライアントのコードの一例を示していまヘッダーデータを送信メッセージに追加するメッセージングクライアントのコードの一例を示していま
す。す。
    

例例8.1 メッセージングクライアントの例メッセージングクライアントの例
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Map<String, Object> headers = new HashMap<String, Object>();
headers.put("listOfVendors", "bean:vendor1, bean:vendor2, bean:vendor3");
headers.put("quoteRequestId", "quoteRequest-1");
template.sendBodyAndHeaders("direct:start", "<quote_request item=\"beer\"/>", headers);

     メッセージはメッセージは bean:vendor1、、bean:vendor2、および、および bean:vendor3 のエンドポイントに分散されのエンドポイントに分散され
ます。これらのます。これらの Bean はすべて以下のクラスによって実装されます。はすべて以下のクラスによって実装されます。
    

public class MyVendor {
    private int beerPrice;

    @Produce(uri = "seda:quoteAggregator")
    private ProducerTemplate quoteAggregator;

    public MyVendor(int beerPrice) {
        this.beerPrice = beerPrice;
    }

    public void getQuote(@XPath("/quote_request/@item") String item, Exchange exchange) throws 
Exception {
        if ("beer".equals(item)) {
            exchange.getIn().setBody(beerPrice);
            quoteAggregator.send(exchange);
        } else {
            throw new Exception("No quote available for " + item);
        }
    }
}

     Bean インスタンス、インスタンス、vendor1、、vendor2、および、および vendor3 は、以下のようには、以下のように Spring XML 構文を構文を
使用してインスタンス化されます。使用してインスタンス化されます。
    

<bean id="aggregatorStrategy" 
class="org.apache.camel.spring.processor.scattergather.LowestQuoteAggregationStrategy"/>

<bean id="vendor1" class="org.apache.camel.spring.processor.scattergather.MyVendor">
  <constructor-arg>
    <value>1</value>
  </constructor-arg>
</bean>

<bean id="vendor2" class="org.apache.camel.spring.processor.scattergather.MyVendor">
  <constructor-arg>
    <value>2</value>
  </constructor-arg>
</bean>

<bean id="vendor3" class="org.apache.camel.spring.processor.scattergather.MyVendor">
  <constructor-arg>
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    <value>3</value>
  </constructor-arg>
</bean>

     各各 Bean は、それぞれ異なるビール価格で初期化されますは、それぞれ異なるビール価格で初期化されます (コンストラクター引数に渡されますコンストラクター引数に渡されます)。。
メッセージが各メッセージが各 Bean エンドポイントに送信されると、エンドポイントに送信されると、MyVendor.getQuote メソッドに到達します。メソッドに到達します。
このメソッドは、この見積もり要求がビールに対してであるかどうかを確認する簡単なチェックを実行このメソッドは、この見積もり要求がビールに対してであるかどうかを確認する簡単なチェックを実行
し、それから後のステップで取得できるようにエクスチェンジにビールの価格を設定します。メッセーし、それから後のステップで取得できるようにエクスチェンジにビールの価格を設定します。メッセー
ジはジは POJO 生成生成  を使用して次のステップに転送されますを使用して次のステップに転送されます (@Produce アノテーションを参照アノテーションを参照)。。
    

     次のステップでは、すべてのベンダーからのビールの見積もりを受け取り、どのベンダーの見積も次のステップでは、すべてのベンダーからのビールの見積もりを受け取り、どのベンダーの見積も
りが最良かりが最良か (つまり最も低いかつまり最も低いか) を調べます。そのため、を調べます。そのため、「「Aggregator」」 をカスタムの集約ストラテをカスタムの集約ストラテ
ジーと共に使用します。ジーと共に使用します。「「Aggregator」」 は、どのメッセージが現在の見積もりに関連するものかを識は、どのメッセージが現在の見積もりに関連するものかを識
別する必要があります。これは、別する必要があります。これは、quoteRequestId ヘッダーヘッダー (correlationExpression に渡されたに渡された) の値の値
に基づいてメッセージを関連付けることによって行われます。に基づいてメッセージを関連付けることによって行われます。例例8.1「メッセージングクライアントの「メッセージングクライアントの
例」例」 にあるように、相関にあるように、相関 ID はは quoteRequest-1 に設定されていますに設定されています (相関相関 ID は一意である必要がありは一意である必要があり
ますます)。見積もりの集合の中から最も低いものを選別するには、以下のようなカスタム集約ストラテ。見積もりの集合の中から最も低いものを選別するには、以下のようなカスタム集約ストラテ
ジーを使用します。ジーを使用します。
    

public class LowestQuoteAggregationStrategy implements AggregationStrategy {
    public Exchange aggregate(Exchange oldExchange, Exchange newExchange) {
        // the first time we only have the new exchange
        if (oldExchange == null) {
            return newExchange;
        }

        if (oldExchange.getIn().getBody(int.class) < newExchange.getIn().getBody(int.class)) {
            return oldExchange;
        } else {
            return newExchange;
        }
    }
}

静的なスキャッター静的なスキャッター/ギャザーの例ギャザーの例

     静的な静的な 「受信者リスト」「受信者リスト」 を使用することで、スキャッターを使用することで、スキャッター/ギャザーアプリケーションの中で受信者ギャザーアプリケーションの中で受信者
を明示的に指定することができます。以下の例は、静的なスキャッターを明示的に指定することができます。以下の例は、静的なスキャッター/ギャザーのシナリオを実装するギャザーのシナリオを実装する
ために使用するルートを示しています。ために使用するルートを示しています。
    

from("direct:start").multicast().to("seda:vendor1", "seda:vendor2", "seda:vendor3");

from("seda:vendor1").to("bean:vendor1").to("seda:quoteAggregator");
from("seda:vendor2").to("bean:vendor2").to("seda:quoteAggregator");
from("seda:vendor3").to("bean:vendor3").to("seda:quoteAggregator");

from("seda:quoteAggregator")
    .aggregate(header("quoteRequestId"), new LowestQuoteAggregationStrategy()).to("mock:result")
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8.16. LOOP

Loop

     Loop パターンにより、メッセージを複数回処理できます。これは主にテストで使用されます。パターンにより、メッセージを複数回処理できます。これは主にテストで使用されます。
    

     デフォルトでは、ループ全体で同じエクスチェンジが使用されます。上記は、次の反復に使用されデフォルトでは、ループ全体で同じエクスチェンジが使用されます。上記は、次の反復に使用され
ますます (「パイプとフィルター」「パイプとフィルター」 を参照を参照)。。Camel 2.8 から、代わりにコピーモードを有効にすることがでから、代わりにコピーモードを有効にすることがで
きます。詳細は、オプションの表を参照してください。きます。詳細は、オプションの表を参照してください。
    

エクスチェンジプロパティーエクスチェンジプロパティー

     ループ反復ごとにループ反復ごとに 2 つのエクスチェンジプロパティーが設定され、任意でループに含まれるプロつのエクスチェンジプロパティーが設定され、任意でループに含まれるプロ
セッサーで読み込むことができます。セッサーで読み込むことができます。
    

プロパティープロパティー 説明説明

CamelLoopSize Apache Camel 2.0: ループの総数

CamelLoopIndex Apache Camel 2.0: 現在のイテレーションのインデッ
クス (0 ベース)

Java DSL の例の例

     以下の例は、以下の例は、direct:x エンドポイントからリクエストを取得して、そのメッセージをエンドポイントからリクエストを取得して、そのメッセージを mock:result 
に繰り返し送信する方法を示しています。ループの反復回数は、に繰り返し送信する方法を示しています。ループの反復回数は、loop() への引数として指定するか、実への引数として指定するか、実
行時に式を評価することで指定します。評価する場合は、式が行時に式を評価することで指定します。評価する場合は、式が int として評価されるとして評価される必要があります必要があります 
(そうでない場合はそうでない場合は RuntimeCamelException が出力されますが出力されます)。。
    

     次の例では、ループ回数を定数として渡しています。次の例では、ループ回数を定数として渡しています。
    

from("direct:a").loop(8).to("mock:result");

     次の例では、ループ数を決定するために単純な式を評価しています。次の例では、ループ数を決定するために単純な式を評価しています。
    

from("direct:b").loop(header("loop")).to("mock:result");
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     次の例では、次の例では、XPath 式を評価してループ数を決定します。式を評価してループ数を決定します。
    

from("direct:c").loop().xpath("/hello/@times").to("mock:result");

XML 設定の例設定の例

     Spring XML でも同じルートを設定することができます。でも同じルートを設定することができます。
    

     次の例では、ループ回数を定数として渡しています。次の例では、ループ回数を定数として渡しています。
    

<route>
  <from uri="direct:a"/>
  <loop>
    <constant>8</constant>
    <to uri="mock:result"/>
  </loop>
</route>

     次の例では、ループ数を決定するために単純な式を評価しています。次の例では、ループ数を決定するために単純な式を評価しています。
    

<route>
  <from uri="direct:b"/>
  <loop>
    <header>loop</header>
    <to uri="mock:result"/>
  </loop>
</route>

コピーモードの使用コピーモードの使用

     ここで、ここで、direct:start エンドポイントにエンドポイントに A の文字を含むメッセージを送信したとします。このルートの文字を含むメッセージを送信したとします。このルート
の処理の出力は、各の処理の出力は、各 mock:loop エンドポイントがメッセージとしてエンドポイントがメッセージとして AB を受信することになります。を受信することになります。
    

from("direct:start")
     // instruct loop to use copy mode, which mean it will use a copy of the input exchange
     // for each loop iteration, instead of keep using the same exchange all over
     .loop(3).copy()
         .transform(body().append("B"))
         .to("mock:loop")
     .end()
     .to("mock:result");
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     しかし、コピーモードを有効にしかし、コピーモードを有効にしないしないと、と、mock:loop はは AB、、ABB、および、および ABBB のメッセージをのメッセージを
受信します。受信します。
    

from("direct:start")
     // by default loop will keep using the same exchange so on the 2nd and 3rd iteration its
     // the same exchange that was previous used that are being looped all over
     .loop(3)
         .transform(body().append("B"))
         .to("mock:loop")
     .end()
     .to("mock:result");

     コピーモードのコピーモードの XL DSL での同様な例は以下のとおりでの同様な例は以下のとおり
    

<route>
   <from uri="direct:start"/>
   <!-- enable copy mode for loop eip -->
   <loop copy="true">
     <constant>3</constant>
     <transform>
       <simple>${body}B</simple>
     </transform>
     <to uri="mock:loop"/>
   </loop>
   <to uri="mock:result"/>
 </route>

オプションオプション

     loop DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

copy false Camel 2.8: コピーモードを使用す
るかどうか。false の場合は、
ループ中に同じエクスチェンジが
使用されます。そのため、前のイ
テレーションの結果は次のイテ
レーションでも表示されます表示されます。そ
の代わりに、コピーモードを有効
にすると、入力 「エクスチェン
ジ」 の新規コピーで各反復が再開再開
されますされます。

Do While ループループ
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     do while ループを使って、条件が満たされるまでループを実行することができます。条件はループを使って、条件が満たされるまでループを実行することができます。条件は true まま
たはたは false のいずれかになります。のいずれかになります。
    

     DSL の場合、コマンドはの場合、コマンドは LoopDoWhile になります。以下の例では、メッセージ本文の長さがになります。以下の例では、メッセージ本文の長さが 5 文文
字以下になるまでループを実行します。字以下になるまでループを実行します。
    

from("direct:start")
    .loopDoWhile(simple("${body.length} <= 5"))
        .to("mock:loop")
        .transform(body().append("A"))
    .end()
    .to("mock:result");

     XML の場合、コマンドはの場合、コマンドは loop doWhile になります。以下の例では、メッセージ本文の長さがになります。以下の例では、メッセージ本文の長さが 5 文文
字以下になるまでループを実行します。字以下になるまでループを実行します。
    

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <loop doWhile="true">
    <simple>${body.length} <= 5</simple>
    <to uri="mock:loop"/>
    <transform>
      <simple>A${body}</simple>
    </transform>
  </loop>
  <to uri="mock:result"/>
</route>

8.17. SAMPLING

サンプリングスロットラーサンプリングスロットラー

     サンプリングスロットラーを使用すると、ルート上のトラフィックからエクスチェンジのサンプルサンプリングスロットラーを使用すると、ルート上のトラフィックからエクスチェンジのサンプル
を抽出することができます。を抽出することができます。単一の単一のエクスチェンジのみを通過させるサンプリング期間で設定されていエクスチェンジのみを通過させるサンプリング期間で設定されてい
ます。それ以外のエクスチェンジはすべて停止します。ます。それ以外のエクスチェンジはすべて停止します。
    

     デフォルトでは、サンプル期間はデフォルトでは、サンプル期間は 1 秒です。秒です。
    

Java DSL の例の例

     sample() DSL コマンドを使用して、以下のようにサンプラーを起動します。コマンドを使用して、以下のようにサンプラーを起動します。
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// Sample with default sampling period (1 second)
from("direct:sample")
    .sample()
    .to("mock:result");

// Sample with explicitly specified sample period
from("direct:sample-configured")
    .sample(1, TimeUnit.SECONDS)
    .to("mock:result");

// Alternative syntax for specifying sampling period
from("direct:sample-configured-via-dsl")
    .sample().samplePeriod(1).timeUnits(TimeUnit.SECONDS)
    .to("mock:result");

from("direct:sample-messageFrequency")
    .sample(10)
    .to("mock:result");

from("direct:sample-messageFrequency-via-dsl")
    .sample().sampleMessageFrequency(5)
    .to("mock:result");

Spring XML の例の例

     Spring XML では、では、sample 要素を使用してサンプラーを呼び出します。ここには要素を使用してサンプラーを呼び出します。ここには samplePeriod おお
よびよび units 属性を使用してサンプリング期間を指定するオプションがあります。属性を使用してサンプリング期間を指定するオプションがあります。
    

<route>
    <from uri="direct:sample"/>
    <sample samplePeriod="1" units="seconds">
        <to uri="mock:result"/>
    </sample>
</route>
<route>
    <from uri="direct:sample-messageFrequency"/>
    <sample messageFrequency="10">
        <to uri="mock:result"/>
    </sample>
</route>
<route>
    <from uri="direct:sample-messageFrequency-via-dsl"/>
    <sample messageFrequency="5">
        <to uri="mock:result"/>
    </sample>
</route>

オプションオプション

     sample DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
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名前。 デフォルト値 説明

messageFrequency  N 番目のメッセージごとにメッ
セージをサンプリングします。頻
度または周期のいずれかを使用で
きます。

samplePeriod 1 N 周期ごとにメッセージをサンプ
リングします。頻度または周期の
いずれかを使用できます。

units SECOND JDK の 
java.util.concurrent.TimeUnit
の列挙としての時間単位。

8.18. DYNAMIC ROUTER

Dynamic Router

     図図8.12「「Dynamic Router パターン」パターン」  に示すように、に示すように、Dynamic Router パターンを使用すると、設パターンを使用すると、設
計時にはステップの順序がわからない一連の処理ステップを介して、メッセージを連続してルーティン計時にはステップの順序がわからない一連の処理ステップを介して、メッセージを連続してルーティン
グすることができます。メッセージが通過するエンドポイントのリストは、グすることができます。メッセージが通過するエンドポイントのリストは、実行時に実行時に動的に計算されま動的に計算されま
す。メッセージがエンドポイントから戻るたびに、動的ルーターはルート内の次のエンドポイントを発す。メッセージがエンドポイントから戻るたびに、動的ルーターはルート内の次のエンドポイントを発
見するために見するために Bean にコールバックします。にコールバックします。
    

図図8.12 Dynamic Router パターンパターン

     Camel 2.5では、では、DSL にに dynamicRouter が導入されました。これは、が導入されました。これは、その場でその場で slip を評価する動を評価する動
的な的な 「「Routing Slip」」 のようなものです。のようなものです。
    

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

340

http://www.enterpriseintegrationpatterns.com/DynamicRouter.html


注意事項注意事項

      dynamicRouter (Bean などなど) に使用される式がに使用される式が null を返して終了を示すようにを返して終了を示すように
しなければなりません。そうしないと、しなければなりません。そうしないと、dynamicRouter は無限ループで続行されは無限ループで続行され
ます。ます。
     

Camel 2.5 以降の以降の Dynamic Router

     Camel 2.5 以降では、以降では、「「Dynamic Router」」 は、は、slip を通過する際にエクスチェンジプロパティーを通過する際にエクスチェンジプロパティー 
Exchange.SLIP_ENDPOINT を現在のエンドポイントで更新します。これにより、エクスチェンジがを現在のエンドポイントで更新します。これにより、エクスチェンジが 
slip 経由でどこまで進んでいるかを調べることができます。経由でどこまで進んでいるかを調べることができます。(slip としているのは、としているのは、「「Dynamic 
Router」」 の実装がの実装が 「「Routing Slip」」 をベースとしているためですをベースとしているためです)。。
    

Java DSL

     Java DSL では、以下のようにでは、以下のように dynamicRouter を使用できます。を使用できます。
    

from("direct:start")
    // use a bean as the dynamic router
    .dynamicRouter(bean(DynamicRouterTest.class, "slip"));

     Bean の統合を利用しての統合を利用してその場その場でで slip を計算していますが、これは以下のように実装することがでを計算していますが、これは以下のように実装することがで
きます。きます。
    

// Java
/**
 * Use this method to compute dynamic where we should route next.
 *
 * @param body the message body
 * @return endpoints to go, or <tt>null</tt> to indicate the end
 */
public String slip(String body) {
    bodies.add(body);
    invoked++;

    if (invoked == 1) {
        return "mock:a";
    } else if (invoked == 2) {
        return "mock:b,mock:c";
    } else if (invoked == 3) {
        return "direct:foo";
    } else if (invoked == 4) {
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        return "mock:result";
    }

    // no more so return null
    return null;
    }

注記注記

      上記の例はスレッドセーフでは上記の例はスレッドセーフではありませんありません。スレッドの安全性を確保するため。スレッドの安全性を確保するため
に、に、Exchange に状態を格納する必要があります。に状態を格納する必要があります。
     

Spring XML

     Spring XML での同じ例は次のとおりです。での同じ例は次のとおりです。
    

<bean id="mySlip" class="org.apache.camel.processor.DynamicRouterTest"/>

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <dynamicRouter>
            <!-- use a method call on a bean as dynamic router -->
            <method ref="mySlip" method="slip"/>
        </dynamicRouter>
    </route>

    <route>
        <from uri="direct:foo"/>
        <transform><constant>Bye World</constant></transform>
        <to uri="mock:foo"/>
    </route>

</camelContext>

オプションオプション

     dynamicRouter DSL コマンドは以下のオプションをサポートします。コマンドは以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

uriDelimiter , パートII「ルーティング式と述語
言語」 によって返された複数のエ
ンドポイントに使用される区切り
文字。
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ignoreInvalidEndpoints false エンドポイント URI を解決できな
かった場合は、無視されます。
false の場合は、Camel はエンド
ポイント URI が有効ではないこと
を示す例外を出力します。

@DYNAMICROUTER アノテーションアノテーション

     @DynamicRouter アノテーションを使用することもできます。以下に例を示します。アノテーションを使用することもできます。以下に例を示します。
    

// Java
public class MyDynamicRouter {

    @Consume(uri = "activemq:foo")
    @DynamicRouter
    public String route(@XPath("/customer/id") String customerId, @Header("Location") String 
location, Document body) {
        // query a database to find the best match of the endpoint based on the input parameteres
        // return the next endpoint uri, where to go. Return null to indicate the end.
    }
}

     route メソッドは、メッセージが処理される際に繰り返し呼び出されます。次の宛先のエンドポインメソッドは、メッセージが処理される際に繰り返し呼び出されます。次の宛先のエンドポイン
トト URI を返すために行われます。を返すために行われます。null を返して終了を示します。を返して終了を示します。「「Routing Slip」」 のように複数のエのように複数のエ
ンドポイントを返すことができ、各エンドポイントは区切り文字で区切られます。ンドポイントを返すことができ、各エンドポイントは区切り文字で区切られます。
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第第9章章 SAGA EIP

9.1. 概要概要

     Saga EIP は、は、Camel ルートの中で互いに関連のある一連のアクションに対して、それらが正常に完ルートの中で互いに関連のある一連のアクションに対して、それらが正常に完
了したか、実行されないか、補正されるかのいずれかとなるように定義する方法を提供します。了したか、実行されないか、補正されるかのいずれかとなるように定義する方法を提供します。Saga 
の実装は、あらゆるトランスポートを使用して通信する分散サービスが、グローバルに一貫性のある結の実装は、あらゆるトランスポートを使用して通信する分散サービスが、グローバルに一貫性のある結
果を得られるように調整します。果を得られるように調整します。Saga EIP は、従来のは、従来の ACID 分散分散 (XA) トランザクションとは異なりまトランザクションとは異なりま
す。さまざまな参加サービスのステータスがす。さまざまな参加サービスのステータスが Saga の最後にのみ一貫性を持つことが保証され、中間スの最後にのみ一貫性を持つことが保証され、中間ス
テップにおいては保証されないためです。テップにおいては保証されないためです。
    

     Saga EIP は、分散トランザクションの使用が推奨されないユースケースに適しています。たとえは、分散トランザクションの使用が推奨されないユースケースに適しています。たとえ
ば、ば、Saga に参加するサービスは、古典的なデータベースからに参加するサービスは、古典的なデータベースから NoSQL 非トランザクションデータスト非トランザクションデータスト
アまで、あらゆる種類のデータストアを使用できます。また、ステートレスなクラウドサービスではアまで、あらゆる種類のデータストアを使用できます。また、ステートレスなクラウドサービスでは
サービスに伴ってトランザクションログを保存する必要がないため、サービスに伴ってトランザクションログを保存する必要がないため、Saga に参加するサービスはこうに参加するサービスはこう
したサービスの中での使用にも適しています。したサービスの中での使用にも適しています。Saga EIP はさらに、トランザクションとは異なりデーはさらに、トランザクションとは異なりデー
タベースレベルのロックを使用しないため、短い時間で処理を完了する必要がありません。そのため、タベースレベルのロックを使用しないため、短い時間で処理を完了する必要がありません。そのため、
数秒から数日間まで、長い期間にわたって存続することができます。数秒から数日間まで、長い期間にわたって存続することができます。
    

     Saga EIP はデータに対するロックを使用しません。代わりに、標準フローでエラーが発生した場合はデータに対するロックを使用しません。代わりに、標準フローでエラーが発生した場合
に、フロー実行前のステータスを復元する目的で実行されるべきアクションである、補正アクションに、フロー実行前のステータスを復元する目的で実行されるべきアクションである、補正アクション 
(Compensating Action) の概念を定義しています。補正アクションはの概念を定義しています。補正アクションは Camel ルートの中でルートの中で Java またまた
はは XML DSL を使用して宣言でき、必要な場合を使用して宣言でき、必要な場合 (エラーによってエラーによって Saga がキャンセルされた場合がキャンセルされた場合) にのみにのみ 
Camel から呼び出されます。から呼び出されます。
    

9.2. SAGA EIP のオプションのオプション

     Saga EIP は、以下のは、以下の 6 つのオプションをサポートします。つのオプションをサポートします。
    

名前名前 説明説明 デフォデフォ
ルトルト

型型

propagation Saga の伝搬モード (REQUIRED、REQUIRES_NEW、
MANDATORY、SUPPORTS、NOT_SUPPORTED、
NEVER) を設定します。

必須 SagaPropagation

completionMode Saga が完了したことをどうやって判断するかを決定
します。AUTO に設定すると、Saga を開始したエク
スチェンジが正常に処理されると Saga は完了し、異
常終了すると補正が行われます。MANUAL に設定
すると、saga:complete または 
saga:compensate エンドポイントを使用してユー
ザーが Saga を完了または補正する必要があります。

AUTO SagaCompletionM
ode
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timeoutInMillisec
onds

Saga の最大時間上限を設定します。タイムアウトの
期限が切れると、Saga は自動的に補正されます (そ
の間に異なる決定が行われていない限り)。

 Long

compensation ルート内で実行されたすべての変更を補正するため
に呼び出される必要のある、補正エンドポイント
URI。補正 URI に対応するルートは、補正を実行し、
エラーを起こさずに完了する必要があります。補正
中にエラーが発生した場合、Saga サービスは再度補
正 URI を呼び出して再試行します。

 SagaActionUriDefi
nition

completion Saga が正常に完了したときに呼び出される完了エン
ドポイント URI。完了 URI に対応するルートは、完了
タスクを実行し、エラーを起こさずに終了する必要
があります。完了中にエラーが発生した場合、Saga
サービスは完了 URI を再度呼び出して再試行しま
す。

 SagaActionUriDefi
nition

option 現在のエクスチェンジのプロパティーを保存して、
補正または完了のコールバックルートで再利用でき
るようにします。オプションは通常、補正アクショ
ンで削除されたオブジェクトの識別子を保存してお
いて取得する場合などに役立ちます。オプションの
値は、補正/完了エクスチェンジの入力ヘッダーに変
換されます。

 List

名前名前 説明説明 デフォデフォ
ルトルト

型型

9.3. SAGA サービスの設定サービスの設定

     Saga EIP では、インターフェイスでは、インターフェイス org.apache.camel.saga.CamelSagaService を実装したサービを実装したサービ
スをスを Camel コンテキストに追加する必要があります。コンテキストに追加する必要があります。Camel は、現在以下のは、現在以下の Saga サービスをサポーサービスをサポー
トしています。トしています。
    

       InMemorySagaService: これはこれは Saga EIP のの 基本基本 実装で、高度な機能をサポートしません実装で、高度な機能をサポートしません 
(リモートコンテキストの伝搬に非対応、アプリケーション障害時の一貫性は非保証リモートコンテキストの伝搬に非対応、アプリケーション障害時の一貫性は非保証)。。
      

9.3.1. インメモリーインメモリー Saga サービスの使用サービスの使用

      インメモリーインメモリー Saga サービスは本番環境では推奨されません。サービスは本番環境では推奨されません。Saga ステータスの永続性をサポートステータスの永続性をサポート
せずせず (インメモリーにのみ保持されるインメモリーにのみ保持される)、アプリケーション障害が発生した場合、アプリケーション障害が発生した場合 (JVM クラッシュなどクラッシュなど) 
にに Saga EIP の一貫性を保証できないためです。また、インメモリーの一貫性を保証できないためです。また、インメモリー Saga サービスを使用する場合サービスを使用する場合
は、トランスポートレベルのヘッダーを使用しては、トランスポートレベルのヘッダーを使用して Saga コンテキストをリモートサービスに伝播するこコンテキストをリモートサービスに伝播するこ
とができませんとができません (他の実装では可能です他の実装では可能です)。インメモリーの。インメモリーの Saga サービスを使用するには、以下のコーサービスを使用するには、以下のコー
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ドを追加してドを追加して Camel コンテキストをカスタマイズします。このサービスはコンテキストをカスタマイズします。このサービスは camel-core モジュールにモジュールに
属しています。属しています。
     

9.4. 例例

     たとえば、新規注文を行うとします。システムには異なるたとえば、新規注文を行うとします。システムには異なる 2 つのサービスである、注文を管理するつのサービスである、注文を管理する
サービスとクレジットサービスとクレジット (残高残高) を管理するサービスがあるとします。ロジックとしては、十分なクレジッを管理するサービスがあるとします。ロジックとしては、十分なクレジッ
トト (残高残高) がある場合には注文を行うことができます。がある場合には注文を行うことができます。Saga EIP を使用すると、を使用すると、direct:buy ルートをルートを 2 
つの異なるアクションで設定されるつの異なるアクションで設定される Saga としてモデル化できます。としてモデル化できます。1 つ目は注文の作成、もうつ目は注文の作成、もう 1 つ目つ目
はクレジットはクレジット (残高残高) の確保です。の確保です。どちらのアクションも実行されるか、またはどちらも実行されないかどちらのアクションも実行されるか、またはどちらも実行されないか
のいずれかである必要があります。のいずれかである必要があります。クレジットクレジット (残高残高) がないのに注文が行われるのは、不整合な結果とがないのに注文が行われるのは、不整合な結果と
見なされるからです見なされるからです (注文がないのに支払いが行われるのも同様です注文がないのに支払いが行われるのも同様です)。。
    

     このこの Buy アクションについては、これ以降の例の中で変更はありません。アクションについては、これ以降の例の中で変更はありません。New Order およびおよび 
Reserve Credit アクションをモデリングする上で使用されるオプションは以下のとおりです。アクションをモデリングする上で使用されるオプションは以下のとおりです。
    

     ここでは、伝搬モードはここでは、伝搬モードは MANDATORY に設定されています。これは、このルートを流れるエクスに設定されています。これは、このルートを流れるエクス
チェンジはすでにチェンジはすでに Saga の一部でなければならないことを意味しますの一部でなければならないことを意味します (この例では、この例では、direct:buy ルートルート
でで Saga が作成されているため条件を満たしますが作成されているため条件を満たします)。。direct:newOrder ルートはルートは direct:cancelOrder とと
呼ばれる補正アクションを宣言しており、呼ばれる補正アクションを宣言しており、Saga がキャンセルされた場合に注文の取り消しを行いまがキャンセルされた場合に注文の取り消しを行いま
す。す。
    

     各エクスチェンジには常に各エクスチェンジには常に Exchange.SAGA_LONG_RUNNING_ACTION ヘッダーが含まれ、ここヘッダーが含まれ、ここ
では注文のでは注文の ID として使用されます。このとして使用されます。この ID は対応する補正アクション内で削除すべき注文を特定するは対応する補正アクション内で削除すべき注文を特定する
のに使われますが、必須ではありませんのに使われますが、必須ではありません (オプションで代替ソリューションを使用できますオプションで代替ソリューションを使用できます) 
。。direct:newOrder の補正アクションはの補正アクションは direct:cancelOrder で、以下のようになります。で、以下のようになります。
    

context.addService(new org.apache.camel.impl.saga.InMemorySagaService());

from("direct:buy")
  .saga()
    .to("direct:newOrder")
    .to("direct:reserveCredit");

from("direct:newOrder")
  .saga()
  .propagation(SagaPropagation.MANDATORY)
  .compensation("direct:cancelOrder")
    .transform().header(Exchange.SAGA_LONG_RUNNING_ACTION)
    .bean(orderManagerService, "newOrder")
    .log("Order ${body} created");

from("direct:cancelOrder")
  .transform().header(Exchange.SAGA_LONG_RUNNING_ACTION)
  .bean(orderManagerService, "cancelOrder")
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     このアクションは、注文を取り消す必要があるときにこのアクションは、注文を取り消す必要があるときに Saga EIP 実装によって自動的に呼び出されま実装によって自動的に呼び出されま
す。このアクションはエラーで終了することはありません。す。このアクションはエラーで終了することはありません。direct:cancelOrder ルートでエラーが出力ルートでエラーが出力
された場合、された場合、EIP 実装は一定の上限回数まで補正アクションの実行を定期的に再試行します。つま実装は一定の上限回数まで補正アクションの実行を定期的に再試行します。つま
り、り、補正アクションはべき等でなければならない補正アクションはべき等でなければならないことを意味します。アクションが複数回トリガーされことを意味します。アクションが複数回トリガーされ
る可能性を考慮に入れる必要があり、またどのような場合でも失敗しないようにする必要があります。る可能性を考慮に入れる必要があり、またどのような場合でも失敗しないようにする必要があります。
再試行回数の上限に達しても補正アクションが終わらなかった場合には、手動による介入プロセスを再試行回数の上限に達しても補正アクションが終わらなかった場合には、手動による介入プロセスを 
Saga 実装からトリガーする必要があります。実装からトリガーする必要があります。
    

注記注記

      direct:newOrder ルートの実行に遅延が生じたために、その間に他の参加者によってルートの実行に遅延が生じたために、その間に他の参加者によって 
Saga がキャンセルされることがありますがキャンセルされることがあります (並列実行中のルートでのエラーや、並列実行中のルートでのエラーや、Saga レレ
ベルでのタイムアウトなどベルでのタイムアウトなど)。そのため、補正アクション。そのため、補正アクション direct:cancelOrder が呼び出が呼び出
されたときには、キャンセルされたされたときには、キャンセルされた Order レコードが見つからないことがあります。完レコードが見つからないことがあります。完
全にグローバルな一貫性を保証するためには、全にグローバルな一貫性を保証するためには、主となるアクションとそれに対応した補主となるアクションとそれに対応した補
正アクションが可換である正アクションが可換であることが重要です。たとえば、もし補正が主となるアクションことが重要です。たとえば、もし補正が主となるアクション
より前に実行されたとしても、同じ結果となる必要があります。より前に実行されたとしても、同じ結果となる必要があります。
     

      もうもう 1 つの取りうるアプローチは、振る舞いを可換にするのが不可能な場合に、主とつの取りうるアプローチは、振る舞いを可換にするのが不可能な場合に、主と
なるアクションで生成されるデータが見つかるまでなるアクションで生成されるデータが見つかるまで (または最大再試行回数に到達するままたは最大再試行回数に到達するま
でで) 補正アクションの中で失敗し続けるようにすることです。このアプローチは多くの状補正アクションの中で失敗し続けるようにすることです。このアプローチは多くの状
況で機能するかもしれませんが、況で機能するかもしれませんが、ヒューリスティックヒューリスティックになります。になります。
     

     クレジットクレジット (残高残高) サービスは、注文サービスとほぼ同様に実装されます。サービスは、注文サービスとほぼ同様に実装されます。
    

     補正アクションは以下のとおりです。補正アクションは以下のとおりです。
    

     ここでは、クレジットの予約に対する補正アクションは予約解除ここでは、クレジットの予約に対する補正アクションは予約解除 (refund) です。この例ではリモーです。この例ではリモー

  .log("Order ${body} cancelled");

from("direct:reserveCredit")
  .saga()
  .propagation(SagaPropagation.MANDATORY)
  .compensation("direct:refundCredit")
    .transform().header(Exchange.SAGA_LONG_RUNNING_ACTION)
    .bean(creditService, "reserveCredit")
    .log("Credit ${header.amount} reserved in action ${body}");

from("direct:refundCredit")
  .transform().header(Exchange.SAGA_LONG_RUNNING_ACTION)
  .bean(creditService, "refundCredit")
  .log("Credit for action ${body} refunded");

第第9章章 SAGA EIP

347



トエンドポイントは関係しないため、トエンドポイントは関係しないため、 Saga EIP のどちらの実装でも実行できます。のどちらの実装でも実行できます。
    

9.4.1. 完了イベントの取り扱い完了イベントの取り扱い

      Saga の完了時には、何らかの処理が必要となります。何らかの問題が発生しての完了時には、何らかの処理が必要となります。何らかの問題が発生して Saga がキャンセルがキャンセル
された場合には、補正エンドポイントが呼び出されます。された場合には、補正エンドポイントが呼び出されます。Saga が正常に完了した場合は、が正常に完了した場合は、完了エンド完了エンド
ポイントポイント を呼び出して追加の処理を行うことができます。たとえば、上記の注文サービスでは、実際にを呼び出して追加の処理を行うことができます。たとえば、上記の注文サービスでは、実際に
注文の準備を開始するために、注文がいつ完了したか注文の準備を開始するために、注文がいつ完了したか (そしてクレジットそしてクレジット (残高残高) が予約されたかが予約されたか) を知を知
る必要があることがあります。支払いが完了していないのに、注文の準備を開始したくはありませんる必要があることがあります。支払いが完了していないのに、注文の準備を開始したくはありません 
(最新の最新の CPU のように、読み込み権限を確認する前に予約メモリーへのアクセス権を与えてしまうのとのように、読み込み権限を確認する前に予約メモリーへのアクセス権を与えてしまうのと
は異なりますは異なります) 。これは、。これは、direct:newOrder エンドポイントを変更すると簡単に実現できます。エンドポイントを変更すると簡単に実現できます。
     

1. 
        完了エンドポイントを呼び出します。完了エンドポイントを呼び出します。
       

1. 
        direct:cancelOrder は直前の例と同じです。正常に完了した場合は以下のとおりです。は直前の例と同じです。正常に完了した場合は以下のとおりです。
       

      Saga が完了すると、注文は準備のためにが完了すると、注文は準備のために JMS キューに送信されます。補正アクションと同様、完キューに送信されます。補正アクションと同様、完
了アクションも了アクションも Saga のコーディネーターによって複数回呼び出される可能性がありますのコーディネーターによって複数回呼び出される可能性があります (特にネット特にネット
ワークエラーなどのエラーが発生した場合ワークエラーなどのエラーが発生した場合) 。この例では、。この例では、 prepareOrder JMS キューをリッスンするキューをリッスンする
サービスが重複を受け取る可能性について備えていますサービスが重複を受け取る可能性について備えています (重複をどのように扱うかについての例は、重複をどのように扱うかについての例は、
Idempotent Consumer EIP を参照してくださいを参照してください)。。
     

9.4.2. カスタム識別子とオプションの使用カスタム識別子とオプションの使用

      Saga のいくつかのオプションを使用してカスタム識別子を登録することができます。たとえば、クのいくつかのオプションを使用してカスタム識別子を登録することができます。たとえば、ク
レジットレジット (残高残高) サービスは以下のようにリファクタリングされます。サービスは以下のようにリファクタリングされます。
     

1. 

from("direct:newOrder")
  .saga()
  .propagation(SagaPropagation.MANDATORY)
  .compensation("direct:cancelOrder")
  .completion("direct:completeOrder")
    .transform().header(Exchange.SAGA_LONG_RUNNING_ACTION)
    .bean(orderManagerService, "newOrder")
    .log("Order ${body} created");

from("direct:completeOrder")
  .transform().header(Exchange.SAGA_LONG_RUNNING_ACTION)
  .bean(orderManagerService, "findExternalId")
  .to("jms:prepareOrder")
  .log("Order ${body} sent for preparation");
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1. 
        以下のように、カスタム以下のように、カスタム ID を生成してボディーに設定します。を生成してボディーに設定します。
       

1. 
        アクションを委譲し、現在のボディーを補正アクションに必要なものとしてマークしまアクションを委譲し、現在のボディーを補正アクションに必要なものとしてマークしま
す。す。
       

1. 
        Saga がキャンセルされた場合のみ、ヘッダーからがキャンセルされた場合のみ、ヘッダーから CreditId オプションを取得します。オプションを取得します。
       

      direct:creditReservation エンドポイントは、伝搬モードをエンドポイントは、伝搬モードを SUPPORTS に設定することでに設定することで Saga のの
外から呼び出すことができます。このようにして、複数のオプションを外から呼び出すことができます。このようにして、複数のオプションを 1 つのつの Saga ルートの中で宣言ルートの中で宣言
できます。できます。
     

9.4.3. タイムアウトの設定タイムアウトの設定

      Saga EIP でタイムアウトを設定することで、マシン障害の発生時にでタイムアウトを設定することで、マシン障害の発生時に Saga が永久に停止したままにが永久に停止したままに
ならないことが保証されます。ならないことが保証されます。Saga EIP の実装では、明示的にタイムアウトを指定していないすべての実装では、明示的にタイムアウトを指定していないすべて
のの Saga EIP に対してデフォルトのタイムアウトが設定されます。タイムアウトの期限が切れると、に対してデフォルトのタイムアウトが設定されます。タイムアウトの期限が切れると、
Saga EIP はそれ以前に異なる決定がなされていない限り、はそれ以前に異なる決定がなされていない限り、Saga のキャンセルのキャンセル (およびすべての参加者およびすべての参加者
への補正への補正) を決定します。を決定します。
     

      タイムアウトは、タイムアウトは、Saga の参加者に対して以下のように設定できます。の参加者に対して以下のように設定できます。
     

from("direct:reserveCredit")
  .bean(idService, "generateCustomId")
  .to("direct:creditReservation")

from("direct:creditReservation")
  .saga()
  .propagation(SagaPropagation.SUPPORTS)
  .option("CreditId", body())
  .compensation("direct:creditRefund")
    .bean(creditService, "reserveCredit")
    .log("Credit ${header.amount} reserved. Custom Id used is ${body}");

from("direct:creditRefund")
  .transform(header("CreditId")) // retrieve the CreditId option from headers
  .bean(creditService, "refundCredit")
  .log("Credit for Custom Id ${body} refunded");

from("direct:newOrder")
  .saga()
  .timeout(1, TimeUnit.MINUTES) // newOrder requires that the saga is completed within 1 
minute
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      すべての参加者すべての参加者 (クレジットクレジット (残高残高) サービス、注文サービスなどサービス、注文サービスなど) は、それぞれ独自のタイムアウトは、それぞれ独自のタイムアウト
を設定できます。これらの参加者がを設定できます。これらの参加者が 1 つに設定されたときに、それらのタイムアウトの中の最小値がつに設定されたときに、それらのタイムアウトの中の最小値が 
Saga のタイムアウトとなります。タイムアウトは、以下のようにのタイムアウトとなります。タイムアウトは、以下のように Saga レベルで指定することもできレベルで指定することもでき
ます。ます。
     

9.4.4. 伝播方法の選択伝播方法の選択

      上記の例では、上記の例では、MANDATORY、、SUPPORTS、および、および REQUIRED の伝搬モードを使用していまの伝搬モードを使用していま
す。す。 REQUIRED は、他に何も指定されなかった場合に使用されるデフォルトの伝搬モードです。これは、他に何も指定されなかった場合に使用されるデフォルトの伝搬モードです。これ
らの伝搬モードは、トランザクションの文脈で使用される同等のモードとらの伝搬モードは、トランザクションの文脈で使用される同等のモードと 1 対対 1 に対応します。に対応します。
     

伝搬方法伝搬方法 説明説明

REQUIRED 既存の Saga に参加するか、または存在しない場合は新しい Saga を作成します。

REQUIRES_NE
W

常に新しい Saga を作成します。古い Saga は一時停止し、新しい Saga が終了したと
きに再開します。

MANDATORY すでに Saga が存在している必要があります。既存の Saga に参加します。

SUPPORTS Saga がすでに存在している場合は参加します。

NOT_SUPPORT
ED

Saga がすでに存在している場合は一時停止し、現在のブロックが完了したときに再開
します。

NEVER 現在のブロックを Saga 内で呼び出すことはできません。

9.4.5. 手動完了の使用手動完了の使用 (高度な設定高度な設定)

      Saga をすべて同期的に実行できず、たとえば非同期通信チャネルを使用した外部サービスとの通信をすべて同期的に実行できず、たとえば非同期通信チャネルを使用した外部サービスとの通信
などが必要となる場合には、完了モードをなどが必要となる場合には、完了モードを AUTO (デフォルトデフォルト) には設定できません。これは、には設定できません。これは、Saga をを
作成したエクスチェンジが完了した時点ではその作成したエクスチェンジが完了した時点ではその Saga は完了していないためです。実行期間が長いは完了していないためです。実行期間が長い 

  .propagation(SagaPropagation.MANDATORY)
  .compensation("direct:cancelOrder")
  .completion("direct:completeOrder")
    // ...
    .log("Order ${body} created");

from("direct:buy")
  .saga()
  .timeout(5, TimeUnit.MINUTES) // timeout at saga level
    .to("direct:newOrder")
    .to("direct:reserveCredit");
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(数時間、数日数時間、数日) Saga EIP では、このようなことがよくあります。このような場合には、では、このようなことがよくあります。このような場合には、MANUAL 完了完了
モードを使用する必要があります。モードを使用する必要があります。
     

      seda:newOrder およびおよび seda:reserveCredit に非同期の処理を追加します。これらはに非同期の処理を追加します。これらは 
seda:operationCompleted に非同期のコールバックを送信します。に非同期のコールバックを送信します。
     

      direct:finalize エンドポイントを追加することで、最終のアクションを実行できます。エンドポイントを追加することで、最終のアクションを実行できます。
     

      完了モードを完了モードを MANUAL に設定すると、ルートに設定すると、ルート direct:mysaga でエクスチェンジが処理されてもでエクスチェンジが処理されても 
Saga が完了せずに持続しますが完了せずに持続します (最大持続時間は最大持続時間は 2 時間に設定されます時間に設定されます)。非同期アクションが両方とも。非同期アクションが両方とも
完了することで、完了することで、Saga が完了します。完了の呼び出しは、が完了します。完了の呼び出しは、Camel Saga コンポーネントのコンポーネントの saga 
:complete エンドポイントを使用して行われます。手動でエンドポイントを使用して行われます。手動で Saga を補正するための同様のエンドポインを補正するための同様のエンドポイン
トがありますトがあります (saga:compensate) 。。
     

9.5. XML の設定の設定

     Saga の機能は、の機能は、XML の設定を利用するユーザーにも使用できます。以下のスニペットに例を示しの設定を利用するユーザーにも使用できます。以下のスニペットに例を示し
ます。ます。
    

from("direct:mysaga")
  .saga()
  .completionMode(SagaCompletionMode.MANUAL)
  .completion("direct:finalize")
  .timeout(2, TimeUnit.HOURS)
    .to("seda:newOrder")
    .to("seda:reserveCredit");

from("seda:operationCompleted") // an asynchronous callback
  .saga()
  .propagation(SagaPropagation.MANDATORY)
    .bean(controlService, "actionExecuted")
    .choice()
      .when(body().isEqualTo("ok"))
        .to("saga:complete") // complete the current saga manually (saga component)
    .end()

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <saga>
    <compensation uri="direct:compensation" />
    <completion uri="direct:completion" />
    <option optionName="myOptionKey">
      <constant>myOptionValue</constant>
    </option>
    <option optionName="myOptionKey2">
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      <constant>myOptionValue2</constant>
    </option>
  </saga>
  <to uri="direct:action1" />
  <to uri="direct:action2" />
</route>
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第第10章章 MESSAGE TRANSFORMATION

概要概要

     Message Transformation パターンは、さまざまな目的のためにメッセージの内容を変更する方法パターンは、さまざまな目的のためにメッセージの内容を変更する方法
を表しています。を表しています。
    

10.1. CONTENT ENRICHER

概要概要

     Content Enricher パターンは、メッセージの宛先が元のメッセージに存在する以上のデータを必要パターンは、メッセージの宛先が元のメッセージに存在する以上のデータを必要
とするシナリオを表しています。この場合、メッセージ変換、ルーティングロジック内の任意のプロとするシナリオを表しています。この場合、メッセージ変換、ルーティングロジック内の任意のプロ
セッサー、またはセッサー、または Content Enricher メソッドを使用して外部リソースから追加データをプルします。メソッドを使用して外部リソースから追加データをプルします。
    

図図10.1 Content Enricher パターンパターン

コンテンツ補完の代替方法コンテンツ補完の代替方法

     Apache Camel は、コンテンツを補完するための複数の方法をサポートします。は、コンテンツを補完するための複数の方法をサポートします。
    

       ルーティングロジックの任意のプロセッサーを使用したメッセージ変換ルーティングロジックの任意のプロセッサーを使用したメッセージ変換
      

       enrich() メソッドは、現在のエクスチェンジのコピーをメソッドは、現在のエクスチェンジのコピーを プロデューサープロデューサー エンドポイントにエンドポイントに
送信し、生成された応答のデータを使用して、リソースから追加のデータを取得します。送信し、生成された応答のデータを使用して、リソースから追加のデータを取得します。
Enricher によって作成されるエクスチェンジは、常にによって作成されるエクスチェンジは、常に InOut  エクスチェンジです。エクスチェンジです。
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       pollEnrich() メソッドは、データのメソッドは、データの コンシューマーコンシューマー エンドポイントをポーリングして追加エンドポイントをポーリングして追加
のデータを取得します。実質的に、メインルートからのコンシューマーエンドポイントとのデータを取得します。実質的に、メインルートからのコンシューマーエンドポイントと 
pollEnrich() 操作中のコンシューマーエンドポイントは結合されます。つまり、ルートの初期操作中のコンシューマーエンドポイントは結合されます。つまり、ルートの初期
コンシューマーの受信メッセージが、ポーリングするコンシューマーのコンシューマーの受信メッセージが、ポーリングするコンシューマーの pollEnrich() をトリをトリ
ガーします。ガーします。
      

注記注記

      enrich() およびおよび pollEnrich() メソッドは動的エンドポイントメソッドは動的エンドポイント URI をサポートしまをサポートしま
す。す。URI を取得するには、現在のエクスチェンジから値を取得できる式を指定します。を取得するには、現在のエクスチェンジから値を取得できる式を指定します。
たとえば、データエクスチェンジから計算される名前でファイルをポーリングできまたとえば、データエクスチェンジから計算される名前でファイルをポーリングできま
す。この動作はす。この動作は Camel 2.16 で導入されました。この変更によりで導入されました。この変更により XML DSL を使わず、容を使わず、容
易に移行ができます。易に移行ができます。Java DSL は後方互換性を維持します。は後方互換性を維持します。
     

メッセージ変換およびプロセッサーを使用したコンテンツの補完メッセージ変換およびプロセッサーを使用したコンテンツの補完

     Camel は、は、IDE 上でタイプセーフなコード補完をしながら、ルーティングおよび仲介ルールを作成上でタイプセーフなコード補完をしながら、ルーティングおよび仲介ルールを作成
できるできる Fluent Builder (流れるようなビルダー流れるようなビルダー) を提供します。これにより、スマートな補完を提供し、を提供します。これにより、スマートな補完を提供し、
リファクタリングを安全に行うことができます。分散システムをテストする場合、特定システムが利用リファクタリングを安全に行うことができます。分散システムをテストする場合、特定システムが利用
可能または書き込みされるまで、システムの他の部分をテストするために、システムの特定部分のスタ可能または書き込みされるまで、システムの他の部分をテストするために、システムの特定部分のスタ
ブを作成しなければならないような要件が一般的です。これを実行するブを作成しなければならないような要件が一般的です。これを実行する 1 つの方法として、何らかのつの方法として、何らかの 
テンプレートテンプレート システムを使用して、ほとんどの静的なボディーを持つ動的メッセージを生成することシステムを使用して、ほとんどの静的なボディーを持つ動的メッセージを生成すること
で、要求への応答を生成します。テンプレートを使用する別の方法として、ある宛先からメッセージをで、要求への応答を生成します。テンプレートを使用する別の方法として、ある宛先からメッセージを
消費し、消費し、Velocity やや XQuery などのように変換してから、別の宛先に送信する方法があります。以下のなどのように変換してから、別の宛先に送信する方法があります。以下の
例は、例は、InOnly (一方向一方向) メッセージに対する例になります。メッセージに対する例になります。
    

from("activemq:My.Queue").
  to("velocity:com/acme/MyResponse.vm").
  to("activemq:Another.Queue");

     InOut  (request-reply) メッセージングを使用してメッセージングを使用して ActiveMQ のの My.Queue キューでリクエストをキューでリクエストを
処理するとします。処理するとします。JMSReplyTo の宛先に送信されるテンプレートが生成した応答が必要です。以下のの宛先に送信されるテンプレートが生成した応答が必要です。以下の
例は、これらを行う方法を示しています。例は、これらを行う方法を示しています。
    

from("activemq:My.Queue").
  to("velocity:com/acme/MyResponse.vm");

     以下の例は、以下の例は、DSL を使用してメッセージのボディーを変換する方法を示しています。を使用してメッセージのボディーを変換する方法を示しています。
    

from("direct:start").setBody(body().append(" World!")).to("mock:result");

     以下の例は、明示的な以下の例は、明示的な Java コードを使用してプロセッサーを追加します。コードを使用してプロセッサーを追加します。
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from("direct:start").process(new Processor() {
    public void process(Exchange exchange) {
        Message in = exchange.getIn();
        in.setBody(in.getBody(String.class) + " World!");
    }
}).to("mock:result");

     次の例では、変換機能として機能する次の例では、変換機能として機能する Bean を有効化するためにを有効化するために Bean 統合を使用しています。統合を使用しています。
    

from("activemq:My.Queue").
  beanRef("myBeanName", "myMethodName").
  to("activemq:Another.Queue");

     以下の例は以下の例は Spring XML 実装を示しています。実装を示しています。
    

<route>
  <from uri="activemq:Input"/>
  <bean ref="myBeanName" method="doTransform"/>
  <to uri="activemq:Output"/>
</route>/>

Enrich() メソッドを使用したコンテンツの補完メソッドを使用したコンテンツの補完

AggregationStrategy aggregationStrategy = ...

from("direct:start")
  .enrich("direct:resource", aggregationStrategy)
  .to("direct:result");

from("direct:resource")
...

     Content Enricher (enrich) は、は、(元のエクスチェンジ元のエクスチェンジ に含まれるに含まれる) 受信メッセージを補完するため受信メッセージを補完するため
に、に、リソースエンドポイントリソースエンドポイント から追加のデータを取得します。集約ストラテジーは、元のエクスチェンから追加のデータを取得します。集約ストラテジーは、元のエクスチェン
ジとジと リソースエクスチェンジリソースエクスチェンジ を組み合わせたものです。を組み合わせたものです。AggregationStrategy.aggregate(Exchange, 
Exchange) メソッドの最初のパラメーターは元のエクスチェンジに対応し、メソッドの最初のパラメーターは元のエクスチェンジに対応し、2 番目のパラメーターはリ番目のパラメーターはリ
ソースエクスチェンジに対応します。リソースエンドポイントの結果は、リソースエクスチェンジのソースエクスチェンジに対応します。リソースエンドポイントの結果は、リソースエクスチェンジの 
Out メッセージに保存されます。以下は、独自の集約ストラテジークラスを実装するためのテンプレーメッセージに保存されます。以下は、独自の集約ストラテジークラスを実装するためのテンプレー
トの例です。トの例です。
    

public class ExampleAggregationStrategy implements AggregationStrategy {

    public Exchange aggregate(Exchange original, Exchange resource) {
        Object originalBody = original.getIn().getBody();
        Object resourceResponse = resource.getOut().getBody();
        Object mergeResult = ... // combine original body and resource response
        if (original.getPattern().isOutCapable()) {
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            original.getOut().setBody(mergeResult);
        } else {
            original.getIn().setBody(mergeResult);
        }
        return original;
    }

}

     このテンプレートを使用すると、元のエクスチェンジがあらゆる交換パターンを持つことができまこのテンプレートを使用すると、元のエクスチェンジがあらゆる交換パターンを持つことができま
す。す。Enricher によって作成されるリソースエクスチェンジは、常にによって作成されるリソースエクスチェンジは、常に InOut  エクスチェンジです。エクスチェンジです。
    

Spring XML 補完の例補完の例

     上記の例は上記の例は Spring XML にも実装できます。にも実装できます。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <enrich strategyRef="aggregationStrategy">
      <constant>direct:resource</constant>
    <to uri="direct:result"/>
  </route>
  <route>
    <from uri="direct:resource"/>
    ...
  </route>
</camelContext>
 <bean id="aggregationStrategy" class="..." />

コンテンツの補完時のデフォルト集約ストラテジーコンテンツの補完時のデフォルト集約ストラテジー

     集約ストラテジーは任意です。提供しない場合、集約ストラテジーは任意です。提供しない場合、Apache Camel はデフォルトでリソースから取得はデフォルトでリソースから取得
したボディーを使用します。以下に例を示します。したボディーを使用します。以下に例を示します。
    

from("direct:start")
  .enrich("direct:resource")
  .to("direct:result");

     上記のルートでは、上記のルートでは、direct:result エンドポイントに送信されたメッセージにはエンドポイントに送信されたメッセージには direct:resource からから
の出力が含まれます。これは、この例ではカスタムの集約を使用していないためです。の出力が含まれます。これは、この例ではカスタムの集約を使用していないためです。
    

     XML DSL では、以下のようにでは、以下のように strategyRef 属性を省略します。属性を省略します。
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<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <enrich uri="direct:resource"/>
    <to uri="direct:result"/>
</route>

Enrich() メソッドでサポートされるオプションメソッドでサポートされるオプション

     enrich DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

expression なし Camel 2.16 以降では、このオプ
ションは必須です。Enrich from
を使用するよう外部サービスの
URI を設定する式を指定しま
す。Simple 式言語、Constant 式
言語、または現在のエクスチェン
ジの値から URI を動的に計算でき
るその他の言語を使用できます。

uri  これらのオプションは削除されて
います。代わりに expression オ
プションを指定してください。
Camel 2.15 以前では、uri オプ
ションまたは ref オプションを指
定する必要がありました。各オプ
ションは、外部サービスの Enrich
からのエンドポイント URI を指定
します。

ref  補完のための外部サービスのエン
ドポイントを参照します。uri ま
たは ref のいずれかを使用する必
要があります。

strategyRef  外部サービスからの応答を 1 つの
送信メッセージにマージするため
に使用される
AggregationStrategy を参照しま
す。デフォルトでは、Camel は外
部からの応答を送信メッセージと
して使用します。POJO を 
AggregationStrategy として使
用することができます。詳細
は、Aggregate パターンのドキュ
メントを参照してください。
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strategyMethodName  POJO を AggregationStrategy
として使用している場合は、この
オプションを指定して、集約メ
ソッドの名前を明示的に宣言しま
す。詳細は、Aggregate パターン
を参照してください。

strategyMethodAllowNull false デフォルトの動作では、補完する
データがない場合、集約メソッド
は使用されません。このオプショ
ンが true の場合、補完のデータ
がなく、POJO を 
AggregationStrategy に使用し
ていると、null 値は 
oldExchange として使用されま
す。詳細は、Aggregate パターン
を参照してください。

aggregateOnException false デフォルトの動作では、リソース
から補完するデータの取得中に例
外が発生すると、集約メソッドは
使用されません使用されません。このオプション
を true に設定する
と、aggregate メソッドに例外
がある場合に、エンドユーザーが
アクションを制御できるようにな
ります。たとえば、例外を非表示
にしたり、カスタムメッセージの
ボディーを設定したりすることが
できます。

shareUntOfWork false Camel 2.16 以降、補完操作は親エ
クスチェンジとリソースエクス
チェンジの間で Unit of Work を共
有しないのがデフォルトの動作に
なります。これは、リソースエク
スチェンジに個別の Unit of Work
があることを意味します。詳細
は、Splitter パターンについての
ドキュメントを参照してくださ
い。

cacheSize 1000 Camel 2.16 以降では、このオプ
ションを指定し、補完の操作でプ
ロデューサーを再利用するために
プロデューサーをキャッシュする
ことができる ProducerCache
のキャッシュサイズを指定しま
す。このキャッシュを無効にする
には、cacheSize オプションを -
1 に設定します。

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

358



ignoreInvalidEndpoint false Camel 2.16 以降、このオプション
は解決できないエンドポイント
URI を無視するかどうかを示しま
す。デフォルトの動作では、無効
なエンドポイント URI を特定する
例外が Camel によって出力され
ます。

Enrich() メソッド使用時の集約ストラテジーの指定メソッド使用時の集約ストラテジーの指定

     enrich() メソッドは、リソースエンドポイントから追加のデータを取得し、元のエクスチェンジに含メソッドは、リソースエンドポイントから追加のデータを取得し、元のエクスチェンジに含
まれる受信メッセージを強化します。集約ストラテジーを使用して、元のエクスチェンジとリソースエまれる受信メッセージを強化します。集約ストラテジーを使用して、元のエクスチェンジとリソースエ
クスチェンジを組み合わせることができます。クスチェンジを組み合わせることができます。AggregationStrategy.aggregate(Exchange, 
Exchange) メソッドの最初のパラメーターは、元のエクスチェンジに対応します。メソッドの最初のパラメーターは、元のエクスチェンジに対応します。2 番目のパラメー番目のパラメー
ターは、リソースのエクスチェンジに対応します。リソースエンドポイントの結果は、リソースエクスターは、リソースのエクスチェンジに対応します。リソースエンドポイントの結果は、リソースエクス
チェンジのチェンジの Out メッセージに保存されます。以下に例を示します。メッセージに保存されます。以下に例を示します。
    

AggregationStrategy aggregationStrategy = ...

   from("direct:start")
   .enrich("direct:resource", aggregationStrategy)
   .to("direct:result");

   from("direct:resource")
...

     以下のコードは、集約ストラテジーを実装するためのテンプレートです。このテンプレートを使用以下のコードは、集約ストラテジーを実装するためのテンプレートです。このテンプレートを使用
する実装では、元のエクスチェンジはメッセージエクスチェンジパターンになります。する実装では、元のエクスチェンジはメッセージエクスチェンジパターンになります。Enricher にに
よって作成されるリソースエクスチェンジは、常によって作成されるリソースエクスチェンジは、常に InOut メッセージエクスチェンジパターンです。メッセージエクスチェンジパターンです。
    

public class ExampleAggregationStrategy implements AggregationStrategy {

    public Exchange aggregate(Exchange original, Exchange resource) {
        Object originalBody = original.getIn().getBody();
        Object resourceResponse = resource.getIn().getBody();
        Object mergeResult = ... // combine original body and resource response
        if (original.getPattern().isOutCapable()) {
            original.getOut().setBody(mergeResult);
        } else {
            original.getIn().setBody(mergeResult);
        }
        return original;
    }

}
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     以下の例は、以下の例は、Spring XML DSL を使用して集約ストラテジーを実装する方法を示しています。を使用して集約ストラテジーを実装する方法を示しています。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <enrich strategyRef="aggregationStrategy">
      <constant>direct:resource</constant>
    </enrich>
    <to uri="direct:result"/>
  </route>
  <route>
    <from uri="direct:resource"/>
    ...
  </route>
</camelContext>

<bean id="aggregationStrategy" class="..." />

Enrich() での動的での動的 URI の使用の使用

     Camel 2.16 以降、以降、enrich() およびおよび pollEnrich() メソッドは、現在のエクスチェンジからの情報に基メソッドは、現在のエクスチェンジからの情報に基
づいて計算される動的づいて計算される動的 URI の使用をサポートします。たとえば、の使用をサポートします。たとえば、orderId キーのあるヘッダーがキーのあるヘッダーが HTTP 
URL のコンテンツパスの一部として使用されるのコンテンツパスの一部として使用される HTTP エンドポイントから補完するには、以下のようエンドポイントから補完するには、以下のよう
な操作を行うことができます。な操作を行うことができます。
    

from("direct:start")
  .enrich().simple("http:myserver/${header.orderId}/order")
  .to("direct:result");

     以下は、以下は、XML DSL と同じ例です。と同じ例です。
    

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
<route>
   <from uri="direct:start"/>
   <enrich>
      <simple>http:myserver/${header.orderId}/order</simple>
   </enrich>
   <to uri="direct:result"/>
</route>

pollEnrich() メソッドを使用したコンテンツの補完メソッドを使用したコンテンツの補完

     このこの pollEnrich コマンドは、リソースのエンドポイントをコマンドは、リソースのエンドポイントを コンシューマーコンシューマー として扱います。エクとして扱います。エク
スチェンジをリソースエンドポイントに送信する代わりに、エンドポイントをスチェンジをリソースエンドポイントに送信する代わりに、エンドポイントを ポーリングポーリング します。デします。デ
フォルトでは、リソースエンドポイントからエクスチェンジがない場合は、ポーリングはすぐに返しまフォルトでは、リソースエンドポイントからエクスチェンジがない場合は、ポーリングはすぐに返しま
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す。たとえば、以下のルートは、受信す。たとえば、以下のルートは、受信 JMS メッセージのヘッダーから抽出される名前のファイルを読メッセージのヘッダーから抽出される名前のファイルを読
み取ります。み取ります。
    

from("activemq:queue:order")
   .pollEnrich("file://order/data/additional?fileName=orderId")
   .to("bean:processOrder");

     ファイルが準備できるまで待機する時間を制限できます。以下の例は、ファイルが準備できるまで待機する時間を制限できます。以下の例は、20 秒の最大待機時間を示し秒の最大待機時間を示し
ています。ています。
    

from("activemq:queue:order")
   .pollEnrich("file://order/data/additional?fileName=orderId", 20000) // timeout is in milliseconds
   .to("bean:processOrder");

     pollEnrich() の集計ストラテジーを指定することもできます。以下に例を示します。の集計ストラテジーを指定することもできます。以下に例を示します。
    

   .pollEnrich("file://order/data/additional?fileName=orderId", 20000, aggregationStrategy)

     pollEnrich() メソッドは、メソッドは、consumer.bridgeErrorHandler=true で設定されたコンシューマーをサで設定されたコンシューマーをサ
ポートします。これにより、ポーリングからの例外がルートエラーハンドラーに伝播され、たとえばポートします。これにより、ポーリングからの例外がルートエラーハンドラーに伝播され、たとえば
ポーリングを再試行できます。ポーリングを再試行できます。
    

注記注記

      consumer.bridgeErrorHandler=true のサポートがのサポートが Camel 2.18 で新たに追加されまで新たに追加されま
した。この動作はした。この動作は Camel 2.17 ではサポートされません。ではサポートされません。
     

     集計ストラテジーの集計ストラテジーの aggregate() メソッドに渡されるリソースエクスチェンジは、エクスチェンジメソッドに渡されるリソースエクスチェンジは、エクスチェンジ
を受け取る前にポーリングがタイムアウトした場合はを受け取る前にポーリングがタイムアウトした場合は null の可能性があります。の可能性があります。
    

pollEnrich() によって使用されるポーリングメソッドによって使用されるポーリングメソッド

     pollEnrich() メソッドは、以下のポーリングメソッドのいずれかを呼び出して、コンシューマーエンメソッドは、以下のポーリングメソッドのいずれかを呼び出して、コンシューマーエン
ドポイントをポーリングします。ドポイントをポーリングします。
    

       receiveNoWait()(これはデフォルトです。これはデフォルトです。)
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       receive()
      

       receive(long timeout)
      

     pollEnrich() コマンドのタイムアウト引数コマンドのタイムアウト引数 (ミリ秒単位ミリ秒単位) は、以下のように呼び出すメソッドを決定は、以下のように呼び出すメソッドを決定
します。します。
    

       タイムアウトがタイムアウトが 0 または指定されていない場合、または指定されていない場合、pollEnrich() はは receiveNoWait を呼び出を呼び出
します。します。
      

       タイムアウトが負の値の場合、タイムアウトが負の値の場合、pollEnrich() はは receive を呼び出します。を呼び出します。
      

       それ以外の場合は、それ以外の場合は、pollEnrich() はは receive(timeout) を呼び出します。を呼び出します。
      

     データがない場合、集約ストラテジーのデータがない場合、集約ストラテジーの newExchange はは null になります。になります。
    

pollEnrich() メソッドの使用例メソッドの使用例

     以下の例は、以下の例は、inbox/data.txt ファイルからコンテンツを読み込むことによるメッセージの補完を示しファイルからコンテンツを読み込むことによるメッセージの補完を示し
ています。ています。
    

 from("direct:start")
   .pollEnrich("file:inbox?fileName=data.txt")
   .to("direct:result");

     以下は、以下は、XML DSL と同じ例です。と同じ例です。
    

<route>
   <from uri="direct:start"/>
   <pollEnrich>
      <constant>file:inbox?fileName=data.txt"</constant>
   </pollEnrich>
   <to uri="direct:result"/>
</route>

     指定したファイルが存在しない場合は、メッセージは空になります。ファイルが存在するまで待機指定したファイルが存在しない場合は、メッセージは空になります。ファイルが存在するまで待機
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するタイムアウトを指定するか、特定の時間まで待機できます。以下の例では、コマンドはするタイムアウトを指定するか、特定の時間まで待機できます。以下の例では、コマンドは 5 秒未満待秒未満待
機します。機します。
    

<route>
   <from uri="direct:start"/>
   <pollEnrich timeout="5000">
      <constant>file:inbox?fileName=data.txt"</constant>
   </pollEnrich>
   <to uri="direct:result"/>
</route>

pollEnrich() での動的での動的 URI の使用の使用

     Camel 2.16 以降、以降、enrich() およびおよび pollEnrich() メソッドは、現在のエクスチェンジからの情報に基メソッドは、現在のエクスチェンジからの情報に基
づいて計算される動的づいて計算される動的 URI の使用をサポートします。たとえば、ヘッダーを使用しての使用をサポートします。たとえば、ヘッダーを使用して SEDA キュー名キュー名
を示すエンドポイントからを示すエンドポイントから Enrich をポーリングするには、以下を行います。をポーリングするには、以下を行います。
    

from("direct:start")
  .pollEnrich().simple("seda:${header.name}")
  .to("direct:result");

     以下は、以下は、XML DSL と同じ例です。と同じ例です。
    

<route>
   <from uri="direct:start"/>
   <pollEnrich>
      <simple>seda${header.name}</simple>
   </pollEnrich>
   <to uri="direct:result"/>
</route>

pollEnrich() メソッドでサポートされるオプションメソッドでサポートされるオプション

     pollEnrich DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

expression なし Camel 2.16 以降では、このオプ
ションは必須です。Enrich from
を使用するよう外部サービスの
URI を設定する式を指定しま
す。Simple 式言語、Constant 式
言語、または現在のエクスチェン
ジの値から URI を動的に計算でき
るその他の言語を使用できます。
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uri  これらのオプションは削除されて
います。代わりに expression オ
プションを指定してください。
Camel 2.15 以前では、uri オプ
ションまたは ref オプションを指
定する必要がありました。各オプ
ションは、外部サービスの Enrich
からのエンドポイント URI を指定
します。

ref  補完のための外部サービスのエン
ドポイントを参照します。uri ま
たは ref のいずれかを使用する必
要があります。

strategyRef  外部サービスからの応答を 1 つの
送信メッセージにマージするため
に使用される
AggregationStrategy を参照しま
す。デフォルトでは、Camel は外
部からの応答を送信メッセージと
して使用します。POJO を 
AggregationStrategy として使
用することができます。詳細
は、Aggregate パターンのドキュ
メントを参照してください。

strategyMethodName  POJO を AggregationStrategy
として使用している場合は、この
オプションを指定して、集約メ
ソッドの名前を明示的に宣言しま
す。詳細は、Aggregate パターン
を参照してください。

strategyMethodAllowNull false デフォルトの動作では、補完する
データがない場合、集約メソッド
は使用されません。このオプショ
ンが true の場合、補完のデータ
がなく、POJO を 
AggregationStrategy に使用し
ていると、null 値は 
oldExchange として使用されま
す。詳細は、Aggregate パターン
を参照してください。
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timeout -1 外部サービスからのポーリング時
に応答を待つ最大時間 (ミリ秒単
位)。デフォルトの動作で
は、pollEnrich() メソッドが 
receive() メソッドを呼び出しま
す。メッセージが利用可能になる
まで receive() はブロックできる
ので、常にタイムアウトを指定す
ることが推奨されます。

aggregateOnException false デフォルトの動作では、リソース
から補完するデータの取得中に例
外が発生すると、集約メソッドは
使用されません使用されません。このオプション
を true に設定する
と、aggregate メソッドに例外
がある場合に、エンドユーザーが
アクションを制御できるようにな
ります。たとえば、例外を非表示
にしたり、カスタムメッセージの
ボディーを設定したりすることが
できます。

cacheSize 1000 このオプションを指定
し、pollEnrich() 操作で再利用
するためにコンシューマーを
キャッシュする 
ConsumerCache のキャッシュ
サイズを設定します。このキャッ
シュを無効にするに
は、cacheSize オプションを -1
に設定します。

ignoreInvalidEndpoint false 解決できないエンドポイント URI
を無視するかどうかを示します。
デフォルトの動作では、無効なエ
ンドポイント URI を特定する例外
が Camel によって出力されま
す。

10.2. CONTENT FILTER

概要概要

     Content Filter パターンは、メッセージから余分なコンテンツをフィルターリングしてから目的の受パターンは、メッセージから余分なコンテンツをフィルターリングしてから目的の受
信者に配信する必要があるシナリオを説明します。たとえば、コンテンツフィルターを使用して、メッ信者に配信する必要があるシナリオを説明します。たとえば、コンテンツフィルターを使用して、メッ
セージから機密情報を削除します。セージから機密情報を削除します。
    

図図10.2 Content Filter パターンパターン
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図図10.2 Content Filter パターンパターン

     メッセージをフィルターする一般的な方法は、サポートされているスクリプト言語メッセージをフィルターする一般的な方法は、サポートされているスクリプト言語 (たとえば、たとえば、
XQuery、、JQuery、、JSQL などなど) で記述されたで記述された DSL で式を使用することです。で式を使用することです。
    

コンテンツフィルターの実装コンテンツフィルターの実装

     コンテンツフィルターは、基本的に特定の目的のためのメッセージ処理手法のアプリケーションでコンテンツフィルターは、基本的に特定の目的のためのメッセージ処理手法のアプリケーションで
す。コンテンツフィルターを実装するには、以下のメッセージ処理技術を使用できます。す。コンテンツフィルターを実装するには、以下のメッセージ処理技術を使用できます。
    

       メッセージトランスレーターメッセージトランスレーター: 「メッセージトランスレーター」「メッセージトランスレーター」 を参照してくださいを参照してください 。。
      

       プロセッサープロセッサー: 35章章プロセッサーの実装プロセッサーの実装 を参照してください。を参照してください。
      

       Bean インテグレーションインテグレーション
      

XML 設定の例設定の例

     以下の例は、以下の例は、XML で同じルートを設定する方法を示しています。で同じルートを設定する方法を示しています。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="activemq:My.Queue"/>
    <to uri="xslt:classpath:com/acme/content_filter.xsl"/>
    <to uri="activemq:Another.Queue"/>
  </route>
</camelContext>

XPath フィルターの使用フィルターの使用

     XPath を用いて対象のメッセージの一部をフィルターリングすることもできます。を用いて対象のメッセージの一部をフィルターリングすることもできます。
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<route>
  <from uri="activemq:Input"/>
  <setBody><xpath resultType="org.w3c.dom.Document">//foo:bar</xpath></setBody>
  <to uri="activemq:Output"/>
</route>

10.3. ノーマライザーノーマライザー

概要概要

     Normalizer パターンはセマンティック的に同等のメッセージを処理するために使用されますが、異パターンはセマンティック的に同等のメッセージを処理するために使用されますが、異
なる形式で受信します。ノーマライザーは受信メッセージを共通の形式に変換します。なる形式で受信します。ノーマライザーは受信メッセージを共通の形式に変換します。
    

     Apache Camel では、では、「「Content-Based Router」」  で受信メッセージのフォーマットを検出で受信メッセージのフォーマットを検出
し、し、「メッセージトランスレーター」「メッセージトランスレーター」 で異なる受信形式を共通の形式に変換して組み合わせることによで異なる受信形式を共通の形式に変換して組み合わせることによ
り、り、Normalizer パターンを実装することができます。パターンを実装することができます。
    

図図10.3 Normalizer パターンパターン

Java DSL の例の例

     この例では、この例では、2 種類の種類の XML メッセージを共通の形式に変換するメッセージを共通の形式に変換する Message Normalizer を示していまを示していま
す。この一般的な形式のメッセージはフィルターされます。す。この一般的な形式のメッセージはフィルターされます。
    

     Fluent Builder (流れるようなビルダー流れるようなビルダー) の使用の使用
    

// we need to normalize two types of incoming messages
from("direct:start")
    .choice()
        .when().xpath("/employee").to("bean:normalizer?method=employeeToPerson")
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        .when().xpath("/customer").to("bean:normalizer?method=customerToPerson")
    .end()
    .to("mock:result");

     この場合、この場合、Java Bean をノーマライザーとして使用します。クラスは次のようになります。をノーマライザーとして使用します。クラスは次のようになります。
    

// Java
public class MyNormalizer {
    public void employeeToPerson(Exchange exchange, @XPath("/employee/name/text()") String 
name) {
        exchange.getOut().setBody(createPerson(name));
    }

    public void customerToPerson(Exchange exchange, @XPath("/customer/@name") String name) {
        exchange.getOut().setBody(createPerson(name));
    }

    private String createPerson(String name) {
        return "<person name=\"" + name + "\"/>";
    }
}

XML 設定の例設定の例

     XML DSL と同じ例と同じ例
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <choice>
      <when>
        <xpath>/employee</xpath>
        <to uri="bean:normalizer?method=employeeToPerson"/>
      </when>
      <when>
        <xpath>/customer</xpath>
        <to uri="bean:normalizer?method=customerToPerson"/>
      </when>
    </choice>
    <to uri="mock:result"/>
  </route>
</camelContext>

<bean id="normalizer" class="org.apache.camel.processor.MyNormalizer"/>

10.4. CLAIM CHECK EIP

Claim Check EIP
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     図図10.4「「Claim Check パターン」パターン」 に記載されているに記載されている Claim Check EIP パターンではパターンでは 、メッセージ、メッセージ
コンテンツをクレームチェックコンテンツをクレームチェック (一意の鍵一意の鍵) に置き換えることができます。に置き換えることができます。Claim Check EIP パターンパターン
を使用して、後でメッセージコンテンツを取得します。メッセージコンテンツは、一時的にデータベーを使用して、後でメッセージコンテンツを取得します。メッセージコンテンツは、一時的にデータベー
スやファイルシステムなどの永続ストアに格納できます。このパターンは、メッセージコンテンツが非スやファイルシステムなどの永続ストアに格納できます。このパターンは、メッセージコンテンツが非
常に大きく常に大きく (送信するに高価送信するに高価)、すべてのコンポーネントにすべての情報が必要でない場合に役立ちま、すべてのコンポーネントにすべての情報が必要でない場合に役立ちま
す。す。
    

     また、外部の情報で信頼できない場合にも便利です。この場合、また、外部の情報で信頼できない場合にも便利です。この場合、Claim Check を使用してデータのを使用してデータの
機密部分を非表示にします。機密部分を非表示にします。
    

     EIP パターンのパターンの Camel 実装は、メッセージコンテンツを内部メモリーストアに一時的に格納しま実装は、メッセージコンテンツを内部メモリーストアに一時的に格納しま
す。す。
    

図図10.4 Claim Check パターンパターン

10.4.1. Claim Check EIP オプションオプション

      Claim Check EIP は、以下の表に記載されているオプションをサポートしています。は、以下の表に記載されているオプションをサポートしています。
     

名前 説明 デフォルト 型
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operation Claim Check 操作を使用
する必要があります。以
下の操作をサポートしま
す。

* Get - 指定のキーによ
る Claim Check を取得
します (削除しません)。

* GetAndRemove - 指
定のキーによる Claim
Check を取得して削除し
ます。

* Set - 指定のキーで新
規の Claim Check を設
定します。キーがすでに
存在する場合は上書きさ
れます。

* Push - スタックに新
しい Claim Check を設
定します (キーは使用し
ません)。

* Pop - スタックから最
新の Claim Check を取
得します (キーは使用し
ません)。

Get、GetAndRemove
、または Set 操作を使
用する場合は、キーを指
定する必要があります。
これらの操作はキーを使
用してデータを保存し、
取得します。これらの操
作を使用して、複数の
データを異なるキーに保
存します。ただ
し、push および pop
操作はキーを使用しませ
んが、データをスタック
構造体に保存します。

 ClaimCheckOperation

key Claim Check ID に特定の
キーを使用します。

 String

filter Claim Check リポジト
リーからマージするデー
タを制御するフィルター
を指定します。

 String
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strategyRef デフォルトの実装の代わ
りにカスタム 
AggregationStrategy
を使用します。カスタム
集約ストラテジーと同時
にデータを設定すること
はできません。

 String

フィルターオプションフィルターオプション

     Filter オプションを使用して、オプションを使用して、Get またはまたは Pop の操作を使用する場合にマージして戻すデータを定の操作を使用する場合にマージして戻すデータを定
義します。義します。AggregationStrategy を使用してデータをマージして戻します。デフォルトのストラテジーを使用してデータをマージして戻します。デフォルトのストラテジー
では、では、filter オプションを使用して、マージするデータを簡単に指定します。オプションを使用して、マージするデータを簡単に指定します。
    

     filter オプションは、以下の構文を持つオプションは、以下の構文を持つ String 値を取ります。値を取ります。
    

       body: メッセージボディーを集約します。メッセージボディーを集約します。
      

       attachments: すべてのメッセージ添付を集約します。すべてのメッセージ添付を集約します。
      

       headers: すべてのメッセージヘッダーを集約します。すべてのメッセージヘッダーを集約します。
      

       header:pattern: パターンに一致するすべてのメッセージヘッダーを集約します。パターンに一致するすべてのメッセージヘッダーを集約します。
      

     パターンルールはワイルドカードおよび正規表現をサポートします。パターンルールはワイルドカードおよび正規表現をサポートします。
    

       ワイルドカードの一致ワイルドカードの一致 (パターンがパターンが * で終わり、名前がパターンで始まりますで終わり、名前がパターンで始まります)
      

       正規表現の一致正規表現の一致
      

     複数のルールを指定するには、複数のルールを指定するには、commas (,) で区切ります。で区切ります。
    

     以下は、メッセージボディーおよび以下は、メッセージボディーおよび foo で始まるすべてのヘッダーを含む基本的なフィルターの例で始まるすべてのヘッダーを含む基本的なフィルターの例
です。です。
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body, header:foo*

       メッセージのボディーのみをマージする場合メッセージのボディーのみをマージする場合: body
      

       メッセージの添付のみをマージする場合メッセージの添付のみをマージする場合: attachments
      

       ヘッダーのみをマージする場合ヘッダーのみをマージする場合: headers
      

       ヘッダー名ヘッダー名 foo のみをマージする場合のみをマージする場合: header:foo
      

     フィルタールールを空またはワイルドカードとして指定すると、すべてをマージできます。詳細フィルタールールを空またはワイルドカードとして指定すると、すべてをマージできます。詳細
は、は、Filter what data to merge back を参照してください。を参照してください。
    

注記注記

      データをマージすると、システムは既存のデータを上書きします。また、既存のデーデータをマージすると、システムは既存のデータを上書きします。また、既存のデー
タを格納します。タを格納します。
     

10.4.2. Include およびおよび Exclude パターンを使用したフィルターオプションパターンを使用したフィルターオプション

      以下は、オプションを包含、除外、または削除オプションを指定するために使用できる接頭辞をサ以下は、オプションを包含、除外、または削除オプションを指定するために使用できる接頭辞をサ
ポートする構文です。ポートする構文です。
     

        + : 包含します包含します (デフォルトのモードデフォルトのモード)。。
       

        -: 除外します除外します (除外は包含よりも優先されます除外は包含よりも優先されます)
       

        -- : 削除します削除します (削除が優先されます削除が優先されます)
       

      以下に例を示します。以下に例を示します。
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        メッセージのボディーをスキップしてその他をマージするには、メッセージのボディーをスキップしてその他をマージするには、-bodyを使用します。を使用します。
       

        メッセージヘッダーメッセージヘッダー foo を省略してその他をすべてマージするには、を省略してその他をすべてマージするには、-header:foo を使用を使用
します。します。
       

      また、データをマージする際にヘッダーを削除するようにシステムに指示することもできます。たまた、データをマージする際にヘッダーを削除するようにシステムに指示することもできます。た
とえば、とえば、bar で始まるすべてのヘッダーを削除するには、で始まるすべてのヘッダーを削除するには、--headers:bar* を使用します。を使用します。
     

注記注記

       header:pattern で包含で包含 (+) と除外と除外 (-) の両方を同時に使用しないでください。の両方を同時に使用しないでください。
      

10.4.3. Java の例の例

      以下の例は、実際の以下の例は、実際の Push およびおよび Pop 操作を示しています。操作を示しています。
     

from("direct:start")
    .to("mock:a")
    .claimCheck(ClaimCheckOperation.Push)
    .transform().constant("Bye World")
    .to("mock:b")
    .claimCheck(ClaimCheckOperation.Pop)
    .to("mock:c");

      以下は、以下は、Get およびおよび Set 操作の使用例です。この例では、操作の使用例です。この例では、foo キーを使用しています。キーを使用しています。
     

from("direct:start")
    .to("mock:a")
    .claimCheck(ClaimCheckOperation.Set, "foo")
    .transform().constant("Bye World")
    .to("mock:b")
    .claimCheck(ClaimCheckOperation.Get, "foo")
    .to("mock:c")
    .transform().constant("Hi World")
    .to("mock:d")
    .claimCheck(ClaimCheckOperation.Get, "foo")
    .to("mock:e");

注記注記
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注記注記

       データを削除しないため、データを削除しないため、Get 操作を使用して同じデータを操作を使用して同じデータを 2 度取得できます。た度取得できます。た
だし、データをだし、データを 1 度だけ取得する場合は、度だけ取得する場合は、GetAndRemove 操作を使用します。操作を使用します。
      

      以下の例は、以下の例は、foo またはまたは bar としてヘッダーのみを取得する場合にとしてヘッダーのみを取得する場合に filter オプションを使用する方法オプションを使用する方法
を示しています。を示しています。
     

from("direct:start")
    .to("mock:a")
    .claimCheck(ClaimCheckOperation.Push)
    .transform().constant("Bye World")
    .setHeader("foo", constant(456))
    .removeHeader("bar")
    .to("mock:b")
    // only merge in the message headers foo or bar
    .claimCheck(ClaimCheckOperation.Pop, null, "header:(foo|bar)")
    .to("mock:c");

10.4.4. XML の例の例

      以下の例は、実際の以下の例は、実際の Push およびおよび Pop 操作を示しています。操作を示しています。
     

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <to uri="mock:a"/>
  <claimCheck operation="Push"/>
  <transform>
    <constant>Bye World</constant>
  </transform>
  <to uri="mock:b"/>
  <claimCheck operation="Pop"/>
  <to uri="mock:c"/>
</route>

      以下は、以下は、Get およびおよび Set 操作の使用例です。この例では、操作の使用例です。この例では、foo キーを使用しています。キーを使用しています。
     

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <to uri="mock:a"/>
  <claimCheck operation="Set" key="foo"/>
  <transform>
    <constant>Bye World</constant>
  </transform>
  <to uri="mock:b"/>
  <claimCheck operation="Get" key="foo"/>
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  <to uri="mock:c"/>
  <transform>
    <constant>Hi World</constant>
  </transform>
  <to uri="mock:d"/>
  <claimCheck operation="Get" key="foo"/>
  <to uri="mock:e"/>
</route>

注記注記

       データを削除しないため、データを削除しないため、Get 操作を使用して同じデータを操作を使用して同じデータを 2 度取得できます。た度取得できます。た
だし、データをだし、データを 1 度だけ取得する場合は、度だけ取得する場合は、GetAndRemove 操作を使用します。操作を使用します。
      

      以下の例は、以下の例は、filter オプションを使用して、ヘッダーをオプションを使用して、ヘッダーを foo またはまたは bar として取得する方法を示してとして取得する方法を示して
います。います。
     

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <to uri="mock:a"/>
  <claimCheck operation="Push"/>
  <transform>
    <constant>Bye World</constant>
  </transform>
  <setHeader headerName="foo">
    <constant>456</constant>
  </setHeader>
  <removeHeader headerName="bar"/>
  <to uri="mock:b"/>
  <!-- only merge in the message headers foo or bar -->
  <claimCheck operation="Pop" filter="header:(foo|bar)"/>
  <to uri="mock:c"/>
</route>

10.5. 並び替え並び替え

Sort

     Sort パターンは、メッセージのボディーにソートできる項目の一覧が含まれていることを前提としパターンは、メッセージのボディーにソートできる項目の一覧が含まれていることを前提とし
て、メッセージのボディーの内容をソートするために使用します。て、メッセージのボディーの内容をソートするために使用します。
    

     デフォルトでは、メッセージのコンテンツは、数値または文字列を処理するデフォルトのコンパデフォルトでは、メッセージのコンテンツは、数値または文字列を処理するデフォルトのコンパ
レーターを使用してソートされます。独自のコンパレーターを提供でき、ソートするリストを返す式をレーターを使用してソートされます。独自のコンパレーターを提供でき、ソートするリストを返す式を
指定できます指定できます (式は式は java.util.List に変換可能である必要がありますに変換可能である必要があります)。。
    

第第10章章 MESSAGE TRANSFORMATION

375



Java DSL の例の例

     以下の例では、改行文字でトークン化してソートする項目のリストを生成します。以下の例では、改行文字でトークン化してソートする項目のリストを生成します。
    

from("file://inbox").sort(body().tokenize("\n")).to("bean:MyServiceBean.processLine");

     sort() にに 2 番目の引数として独自のコンパレーターを渡すことができます。番目の引数として独自のコンパレーターを渡すことができます。
    

from("file://inbox").sort(body().tokenize("\n"), new 
MyReverseComparator()).to("bean:MyServiceBean.processLine");

XML 設定の例設定の例

     Spring XML でも同じルートを設定することができます。でも同じルートを設定することができます。
    

     以下の例では、改行文字でトークン化してソートする項目のリストを生成します。以下の例では、改行文字でトークン化してソートする項目のリストを生成します。
    

<route>
  <from uri="file://inbox"/>
  <sort>
    <simple>body</simple>
  </sort>
  <beanRef ref="myServiceBean" method="processLine"/>
</route>

     また、カスタムコンパレーターを使用するには、これをまた、カスタムコンパレーターを使用するには、これを Spring Bean として参照できます。として参照できます。
    

<route>
  <from uri="file://inbox"/>
  <sort comparatorRef="myReverseComparator">
    <simple>body</simple>
  </sort>
  <beanRef ref="MyServiceBean" method="processLine"/>
</route>

<bean id="myReverseComparator" class="com.mycompany.MyReverseComparator"/>

     <simple> の他にも、任意の言語を使用してリストを返す式を指定することもできます。の他にも、任意の言語を使用してリストを返す式を指定することもできます。
    

オプションオプション
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     sort DSL コマンドは以下のオプションをサポートします。コマンドは以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

comparatorRef  メッセージボディーのソートに使
用するカスタムの 
java.util.Comparator を参照し
ます。Camel はデフォルトで、A
から Z のソートを行うコンパレー
ターを使用します。

10.6. トランスフォーマートランスフォーマー

     トランスフォーマーは、ルート定義で宣言されたトランスフォーマーは、ルート定義で宣言された Input Type やや Output Type に従って、メッセーに従って、メッセー
ジの宣言的な変換を実行します。デフォルトのジの宣言的な変換を実行します。デフォルトの Camel メッセージはメッセージは DataTypeAware を実装します。を実装します。
これはこれは DataType で表されるメッセージタイプを保持します。で表されるメッセージタイプを保持します。
    

10.6.1. トランスフォーマーの仕組みトランスフォーマーの仕組み

      ルート定義はルート定義は Input Type やや Output Type を宣言します。を宣言します。Input Type やや Output Type がランタイがランタイ
ムのメッセージタイプと異なる場合、ムのメッセージタイプと異なる場合、Camel 内部プロセッサーはトランスフォーマーを検索します。ト内部プロセッサーはトランスフォーマーを検索します。ト
ランスフォーマーは現在のメッセージタイプを予想されるメッセージタイプに変換します。メッセージランスフォーマーは現在のメッセージタイプを予想されるメッセージタイプに変換します。メッセージ
が正常に変換されたり、メッセージが想定されるタイプである場合は、メッセージデータタイプが更新が正常に変換されたり、メッセージが想定されるタイプである場合は、メッセージデータタイプが更新
されます。されます。
     

10.6.1.1. データタイプフォーマットデータタイプフォーマット

       データタイプのフォーマットはデータタイプのフォーマットは scheme:name です。です。scheme は、は、java、、xml またはまたは json といっといっ
たデータモデルのタイプで、たデータモデルのタイプで、name はデータタイプ名です。はデータタイプ名です。
      

注記注記

        scheme のみを指定すると、そのスキームですべてのデータタイプと一致します。のみを指定すると、そのスキームですべてのデータタイプと一致します。
       

10.6.1.2. サポート対象のトランスフォーマーサポート対象のトランスフォーマー

トランスフォーマートランスフォーマー 説明説明

データフォーマットトランスフォーマー データフォーマットを使用した変換
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エンドポイントトランスフォーマー エンドポイントを使用した変換

カスタムトランスフォーマー カスタムトランスフォーマークラスを使用した変
換。

トランスフォーマートランスフォーマー 説明説明

10.6.1.3. 共通オプション共通オプション

       すべてのトランスフォーマーには、トランスフォーマーでサポートされるデータタイプを指定するすべてのトランスフォーマーには、トランスフォーマーでサポートされるデータタイプを指定する
ための以下の共通のオプションがあります。ための以下の共通のオプションがあります。
      

重要重要

        scheme またはまたは fromType およびおよび toType の両方を指定する必要があります。の両方を指定する必要があります。
       

名前。名前。 説明説明

scheme xml または json などのデータモデルのタイプ。た
とえば、xml が指定されている場合は、トランス
フォーマーがすべての java -> xml および xml -> java
変換に適用されます。

fromType 変換元の Data type。

toType 変換する Data type。

10.6.1.4. DataFormat トランスフォーマーオプショントランスフォーマーオプション

名前名前 説明説明

type データフォーマットの種類

ref データフォーマット ID への参照

       bindy DataFormat タイプを指定する例は次のとおりです。タイプを指定する例は次のとおりです。
      

       Java DSL の場合の場合
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       XML DSL の場合の場合
      

10.6.2. エンドポイントトランスフォーマーオプションエンドポイントトランスフォーマーオプション

名前名前 説明説明

ref エンドポイント ID への参照

uri エンドポイント URI

      Java DSL でエンドポイントでエンドポイント URI を指定する例を指定する例:
     

      XML DSL でエンドポイントでエンドポイント ref を指定する例を指定する例:
     

10.6.3. カスタムトランスフォーマーオプションカスタムトランスフォーマーオプション

注記注記

       トランスフォーマーはトランスフォーマーは org.apache.camel.spi.Transformer のサブクラスである必要のサブクラスである必要
があります。があります。
      

BindyDataFormat bindy = new BindyDataFormat();
bindy.setType(BindyType.Csv);
bindy.setClassType(com.example.Order.class);
transformer()
    .fromType(com.example.Order.class)
    .toType("csv:CSVOrder")
    .withDataFormat(bindy);

<dataFormatTransformer fromType="java:com.example.Order" toType="csv:CSVOrder">
    <bindy id="csvdf" type="Csv" classType="com.example.Order"/>
</dataFormatTransformer>

transformer()
    .fromType("xml")
    .toType("json")
    .withUri("dozer:myDozer?mappingFile=myMapping.xml...");

<transformers>
<endpointTransformer ref="myDozerEndpoint" fromType="xml" toType="json"/>
</transformers>
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名前。名前。 説明説明

ref カスタムトランスフォーマー Bean ID への参照

className カスタムトランスフォーマークラスの完全修飾クラ
ス名

      カスタムトランスフォーマークラスを指定する例カスタムトランスフォーマークラスを指定する例:
     

      Java DSL の場合の場合
     

      XML DSL の場合の場合
     

10.6.4. トランスフォーマーの例トランスフォーマーの例

      この例はこの例は 2 つの部分があり、最初の部分はメッセージを変換するエンドポイントトランスフォーつの部分があり、最初の部分はメッセージを変換するエンドポイントトランスフォー
マーを宣言します。マーを宣言します。2 番目の部分は、トランスフォーマーをルートに適用する方法を示します。番目の部分は、トランスフォーマーをルートに適用する方法を示します。
     

10.6.4.1. 最初の部分最初の部分

       xslt コンポーネントを使用してコンポーネントを使用して xml:ABCOrder からから xml:XYZOrder に変換する、エンドポイントに変換する、エンドポイント
トランスフォーマーを宣言します。トランスフォーマーを宣言します。
      

       Java DSL の場合の場合
      

transformer()
    .fromType("xml")
    .toType("json")
    .withJava(com.example.MyCustomTransformer.class);

<transformers>
<customTransformer className="com.example.MyCustomTransformer" fromType="xml" 
toType="json"/>
</transformers>

transformer()
    .fromType("xml:ABCOrder")
    .toType("xml:XYZOrder")
    .withUri("xslt:transform.xsl");
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       XML DSL の場合の場合
      

10.6.4.2. 2 番目の部分番目の部分

       direct:abc エンドポイントがエンドポイントが direct:xyz にメッセージを送信するときに、上記のトランスフォーにメッセージを送信するときに、上記のトランスフォー
マーは以下のルート定義に適用されます。マーは以下のルート定義に適用されます。
      

       Java DSL の場合の場合
      

       XML DSL の場合の場合
      

10.7. VALIDATOR

     バリデーターは、メッセージタイプを宣言するルート定義で、宣言されたバリデーターは、メッセージタイプを宣言するルート定義で、宣言された Input Type やや Output 
Type に従って、メッセージの宣言的検証を実行します。に従って、メッセージの宣言的検証を実行します。
    

注記注記

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <transformers>
        <endpointTransformer uri="xslt:transform.xsl" fromType="xml:ABCOrder" 
toType="xml:XYZOrder"/>
    </transformers>
    ....
</camelContext>

from("direct:abc")
    .inputType("xml:ABCOrder")
    .to("direct:xyz");
from("direct:xyz")
    .inputType("xml:XYZOrder")
    .to("somewhere:else");

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:abc"/>
        <inputType urn="xml:ABCOrder"/>
        <to uri="direct:xyz"/>
    </route>
    <route>
        <from uri="direct:xyz"/>
        <inputType urn="xml:XYZOrder"/>
        <to uri="somewhere:else"/>
    </route>
</camelContext>
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注記注記

      検証は、検証は、type 宣言の宣言の validate 属性が属性が true の場合にのみ実行されます。の場合にのみ実行されます。
     

     Input Type やや Output Type の宣言での宣言で validate 属性が属性が true の場合、の場合、Camel 内部プロセッサーはレジ内部プロセッサーはレジ
ストリーから対応するバリデーターを検索します。ストリーから対応するバリデーターを検索します。
    

10.7.1. データタイプフォーマットデータタイプフォーマット

      データタイプのフォーマットはデータタイプのフォーマットは scheme:name です。です。scheme は、は、java、、xml、または、または json といっといっ
たデータモデルのタイプで、たデータモデルのタイプで、name はデータタイプ名です。はデータタイプ名です。
     

10.7.2. サポート対象のバリデーターサポート対象のバリデーター

バリデーターバリデーター 説明説明

述語バリデーター 式または述語を使用して検証します。

エンドポイントバリデーター Validation Component や Bean Validation
Component などの検証コンポーネントと使用する
Endpoint へ転送して検証します。

カスタムバリデーター カスタムバリデータークラスを使用して検証しま
す。Validator は org.apache.camel.spi.Validator
のサブクラスである必要があります。

10.7.3. 共通オプション共通オプション

      すべてのバリデーターには検証するすべてのバリデーターには検証する データタイプデータタイプ を指定するを指定する type オプションが含まれている必要オプションが含まれている必要
があります。があります。
     

10.7.4. 述語バリデーターのオプション述語バリデーターのオプション

名前名前 説明説明

expression 検証に使用する式または述語。

      検証の述語を指定する例検証の述語を指定する例:
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      Java DSL の場合の場合
     

      XML DSL の場合の場合
     

10.7.5. エンドポイントバリデーターのオプションエンドポイントバリデーターのオプション

名前名前 説明説明

ref エンドポイント ID への参照。

uri エンドポイント URI

      Java DSL でエンドポイントでエンドポイント URI を指定する例を指定する例:
     

      XML DSL でエンドポイントでエンドポイント ref を指定する例を指定する例:
     

注記注記

       エンドポイントバリデーターはメッセージを指定されたエンドポイントに転送しまエンドポイントバリデーターはメッセージを指定されたエンドポイントに転送しま
す。上記の例では、す。上記の例では、Camel はメッセージをはメッセージを Validation Component であるである validator: エエ
ンドポイントに転送します。ンドポイントに転送します。Bean Validation Component などの異なる検証コンポーネなどの異なる検証コンポーネ
ントを使用することもできます。ントを使用することもできます。
      

10.7.6. カスタムバリデーターのオプションカスタムバリデーターのオプション

validator()
    .type("csv:CSVOrder")
    .withExpression(bodyAs(String.class).contains("{name:XOrder}"));

<predicateValidator Type="csv:CSVOrder">
    <simple>${body} contains 'name:XOrder'</simple>
</predicateValidator>

validator()
    .type("xml")
    .withUri("validator:xsd/schema.xsd");

<validators>
<endpointValidator uri="validator:xsd/schema.xsd" type="xml"/>
</validators>
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注記注記

       Validator はは org.apache.camel.spi.Validator のサブクラスである必要があります。のサブクラスである必要があります。
      

名前。名前。 説明説明

ref カスタムバリデーター Bean ID への参照。

className カスタムバリデータークラスの完全修飾クラス名。

      カスタムバリデータークラスを指定する例カスタムバリデータークラスを指定する例:
     

      Java DSL の場合の場合
     

      XML DSL の場合の場合
     

10.7.7. バリデーターの例バリデーターの例

      この例はこの例は 2 つの部分があり、最初の部分はメッセージを検証するエンドポイントバリデーターを宣つの部分があり、最初の部分はメッセージを検証するエンドポイントバリデーターを宣
言します。言します。2 番目の部分は、バリデーターをルートに適用する方法を示します。番目の部分は、バリデーターをルートに適用する方法を示します。
     

10.7.7.1. 最初の部分最初の部分

       バリデーターコンポーネントを使用して、バリデーターコンポーネントを使用して、xml:ABCOrder から検証するエンドポイントバリデーから検証するエンドポイントバリデー
ターを宣言します。ターを宣言します。
      

       Java DSL の場合の場合
      

validator()
    .type("json")
    .withJava(com.example.MyCustomValidator.class);

<validators>
<customValidator className="com.example.MyCustomValidator" type="json"/>
</validators>
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       XML DSL の場合の場合
      

10.7.7.2. 2 番目の部分番目の部分

       direct:abc エンドポイントがメッセージを受信すると、上記のバリデーターが以下のルート定義にエンドポイントがメッセージを受信すると、上記のバリデーターが以下のルート定義に
適用されます。適用されます。
      

注記注記

        Java DSL では、では、inputType ではなく、ではなく、inputTypeWithValidate が使用され、が使用され、XML 
DSL ではでは inputType 宣言の宣言の validate 属性は属性は true に設定されます。に設定されます。
       

       Java DSL の場合の場合
      

       XML DSL の場合の場合
      

10.8. VALIDATE

概要概要

validator()
    .type("xml:ABCOrder")
    .withUri("validator:xsd/schema.xsd");

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <validators>
        <endpointValidator uri="validator:xsd/schema.xsd" type="xml:ABCOrder"/>
    </validators>
</camelContext>

from("direct:abc")
    .inputTypeWithValidate("xml:ABCOrder")
    .log("${body}");

<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:abc"/>
        <inputType urn="xml:ABCOrder" validate="true"/>
        <log message="${body}"/>
    </route>
</camelContext>
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     Validate パターンは、メッセージの内容が有効かどうかをチェックする便利な構文を提供します。パターンは、メッセージの内容が有効かどうかをチェックする便利な構文を提供します。
validate DSL コマンドは、唯一の引数として述語式を取ります。述語がコマンドは、唯一の引数として述語式を取ります。述語が true と評価されると、ルートと評価されると、ルート
は正常に処理を継続します。述語がは正常に処理を継続します。述語が false と評価されると、と評価されると、PredicateValidationException が出力されが出力され
ます。ます。
    

Java DSL の例の例

     以下のルートは、正規表現を使用して現在のメッセージのボディーを検証します。以下のルートは、正規表現を使用して現在のメッセージのボディーを検証します。
    

from("jms:queue:incoming")
  .validate(body(String.class).regex("^\\w{10}\\,\\d{2}\\,\\w{24}$"))
  .to("bean:MyServiceBean.processLine");

     メッセージヘッダーを検証することもできます。以下に例を示します。メッセージヘッダーを検証することもできます。以下に例を示します。
    

from("jms:queue:incoming")
  .validate(header("bar").isGreaterThan(100))
  .to("bean:MyServiceBean.processLine");

     また、また、Simple 式言語で検証を使用できます。式言語で検証を使用できます。
    

from("jms:queue:incoming")
  .validate(simple("${in.header.bar} == 100"))
  .to("bean:MyServiceBean.processLine");

XML DSL の例の例

     XML DSL で検証を使用するには、で検証を使用するには、Simple 式言語を使用することが推奨されます。式言語を使用することが推奨されます。
    

<route>
  <from uri="jms:queue:incoming"/>
  <validate>
    <simple>${body} regex ^\\w{10}\\,\\d{2}\\,\\w{24}$</simple>
  </validate>
  <beanRef ref="myServiceBean" method="processLine"/>
</route>

<bean id="myServiceBean" class="com.mycompany.MyServiceBean"/>

     メッセージヘッダーを検証することもできます。以下に例を示します。メッセージヘッダーを検証することもできます。以下に例を示します。
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<route>
  <from uri="jms:queue:incoming"/>
  <validate>
    <simple>${in.header.bar} == 100</simple>
  </validate>
  <beanRef ref="myServiceBean" method="processLine"/>
</route>

<bean id="myServiceBean" class="com.mycompany.MyServiceBean"/>
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第第11章章 MESSAGING ENDPOINT

概要概要

     Messaging Endpoint パターンは、エンドポイントに設定できるさまざまな機能とサービス品質をパターンは、エンドポイントに設定できるさまざまな機能とサービス品質を
表しています。表しています。
    

11.1. MESSAGING MAPPER

概要概要

     Messaging Mapper パターンは、ドメインオブジェクトと正規のメッセージ形式とを双方向にマッパターンは、ドメインオブジェクトと正規のメッセージ形式とを双方向にマッ
プする方法を説明しています。ここでは、メッセージ形式は可能な限りプラットフォーム非依存なものプする方法を説明しています。ここでは、メッセージ形式は可能な限りプラットフォーム非依存なもの
が選ばれます。選ばれたメッセージ形式は、が選ばれます。選ばれたメッセージ形式は、「「Message Bus」」 上での送信に適したものである必要が上での送信に適したものである必要が
あります。メッセージバスは、さまざまなシステムを統合するための基盤であり、統合するシステムのあります。メッセージバスは、さまざまなシステムを統合するための基盤であり、統合するシステムの
一部はオブジェクト指向ではない場合があります。一部はオブジェクト指向ではない場合があります。
    

     多くの異なるアプローチが可能ですが、そのすべてがメッセージングマッパーの要件を満たしてい多くの異なるアプローチが可能ですが、そのすべてがメッセージングマッパーの要件を満たしてい
る訳ではありません。たとえば、オブジェクトを送信する明らかな方法のる訳ではありません。たとえば、オブジェクトを送信する明らかな方法の 1 つは、つは、 オブジェクトのシオブジェクトのシ
リアライズリアライズ を使用することです。この方法を使えば、明確なエンコーディングを使用することです。この方法を使えば、明確なエンコーディング (Java でネイティブにでネイティブに
サポートされているサポートされている) を使用してオブジェクトをデータストリームに書き込むことができます。しかを使用してオブジェクトをデータストリームに書き込むことができます。しか
し、これはメッセージングマッパーパターンに使用するのに適した方法ではし、これはメッセージングマッパーパターンに使用するのに適した方法では ありませんありません。シリアライズ。シリアライズ
形式は形式は Java アプリケーションでしか認識できないためです。アプリケーションでしか認識できないためです。Java オブジェクトのシリアライズは、元オブジェクトのシリアライズは、元
のアプリケーションとメッセージングシステム内の他のアプリケーションとの間でインピーダンスミスのアプリケーションとメッセージングシステム内の他のアプリケーションとの間でインピーダンスミス
マッチを発生させます。マッチを発生させます。
    

     メッセージングマッパーの要件は、以下のように要約できます。メッセージングマッパーの要件は、以下のように要約できます。
    

       ドメインオブジェクトの送信に使用される正規のメッセージ形式は、オブジェクト指向でドメインオブジェクトの送信に使用される正規のメッセージ形式は、オブジェクト指向で
ないアプリケーションでの使用に適したものである必要があります。ないアプリケーションでの使用に適したものである必要があります。
      

       マッパーのコードは、ドメインオブジェクトのコードからもメッセージングインフラストマッパーのコードは、ドメインオブジェクトのコードからもメッセージングインフラスト
ラクチャーからも分離して実装する必要があります。ラクチャーからも分離して実装する必要があります。Apache Camel は、マッパーのコードをは、マッパーのコードを
ルートに挿入するためのフックを提供することで、この要件に対応しています。ルートに挿入するためのフックを提供することで、この要件に対応しています。
      

       マッパーは継承、オブジェクト参照、オブジェクトツリーなどのオブジェクト指向の概念マッパーは継承、オブジェクト参照、オブジェクトツリーなどのオブジェクト指向の概念
を効果的に扱う方法を見つけなければならない場合があります。こうした問題の複雑さはアプを効果的に扱う方法を見つけなければならない場合があります。こうした問題の複雑さはアプ
リケーションによって異なりますが、マッパー実装の目的は、常に、オブジェクト指向でないリケーションによって異なりますが、マッパー実装の目的は、常に、オブジェクト指向でない
アプリケーションが効果的に処理できるメッセージを作成することにあります。アプリケーションが効果的に処理できるメッセージを作成することにあります。
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マップすべきオブジェクトの検索マップすべきオブジェクトの検索

     以下のメカニズムのいずれかを使用して、マップするオブジェクトを見つけることができます。以下のメカニズムのいずれかを使用して、マップするオブジェクトを見つけることができます。
    

       登録された登録された Bean を検索する。を検索する。 - シングルトンオブジェクトや数の少ないオブジェクトのシングルトンオブジェクトや数の少ないオブジェクトの
場合は、場合は、CamelContext レジストリーを使用してレジストリーを使用して Bean への参照を格納することができます。への参照を格納することができます。
たとえば、たとえば、Bean インスタンスがインスタンスが Spring XML を使用してインスタンス化されている場合、を使用してインスタンス化されている場合、
Bean はレジストリーに自動的に登録され、はレジストリーに自動的に登録され、id 属性の値で識別されます。属性の値で識別されます。
      

       JoSQL 言語を使用してオブジェクトを選択する。言語を使用してオブジェクトを選択する。 - アクセスするオブジェクトがすべて実アクセスするオブジェクトがすべて実
行時にすでにインスタンス化されている場合は、行時にすでにインスタンス化されている場合は、JoSQL 言語を使用して特定のオブジェクト言語を使用して特定のオブジェクト 
(または複数のオブジェクトまたは複数のオブジェクト) を見つけることができます。たとえば、を見つけることができます。たとえば、name Bean プロパティープロパティー
を持つを持つ org.apache.camel.builder.sql.Person クラスがあり、受信メッセージがクラスがあり、受信メッセージが UserName 
ヘッダーを持つ場合は、以下のコードを使用してヘッダーを持つ場合は、以下のコードを使用して name プロパティーの値がプロパティーの値が UserName ヘッヘッ
ダーの値に等しいオブジェクトを選択できます。ダーの値に等しいオブジェクトを選択できます。
      

import static org.apache.camel.builder.sql.SqlBuilder.sql;
import org.apache.camel.Expression;
...
Expression expression = sql("SELECT * FROM org.apache.camel.builder.sql.Person where 
name = :UserName");
Object value = expression.evaluate(exchange);

       構文構文 :HeaderName は、は、JSQL 式のヘッダーの値を置き換えるために使用されます。式のヘッダーの値を置き換えるために使用されます。
      

       動的動的 - よりスケーラブルなソリューションを必要とする場合には、データベースからオブよりスケーラブルなソリューションを必要とする場合には、データベースからオブ
ジェクトデータを読み取る必要がある可能性があります。場合によっては、既存のオブジェクジェクトデータを読み取る必要がある可能性があります。場合によっては、既存のオブジェク
ト指向アプリケーションがすでにデータベースからオブジェクトをロードできるファインダート指向アプリケーションがすでにデータベースからオブジェクトをロードできるファインダー
オブジェクトを提供していることがあります。そうでない場合、データベースからオブジェクオブジェクトを提供していることがあります。そうでない場合、データベースからオブジェク
トを抽出するカスタムコードを書く必要がある可能性があります。その場合には、トを抽出するカスタムコードを書く必要がある可能性があります。その場合には、JDBC コンコン
ポーネントとポーネントと SQL コンポーネントが役に立つことがあります。コンポーネントが役に立つことがあります。
      

11.2. EVENT DRIVEN CONSUMER

概要概要

     図図11.1「「Event Driven Consumer パターン」パターン」 に示されるに示される Event Driven Consumer パターンパターン  は、は、
Apache Camel コンポーネントでコンシューマーエンドポイントを実装するためのパターンのコンポーネントでコンシューマーエンドポイントを実装するためのパターンの 1 つであつであ
り、り、Apache Camel でカスタムコンポーネントを開発する必要があるプログラマーにのみ関係がありまでカスタムコンポーネントを開発する必要があるプログラマーにのみ関係がありま
す。既存のコンポーネントには、すでに何らかのコンシューマー実装パターンが組み込まれています。す。既存のコンポーネントには、すでに何らかのコンシューマー実装パターンが組み込まれています。
    

図図11.1 Event Driven Consumer パターンパターン
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図図11.1 Event Driven Consumer パターンパターン

     このパターンに準拠するコンシューマーは、受信メッセージを受け取るたびに、メッセージングこのパターンに準拠するコンシューマーは、受信メッセージを受け取るたびに、メッセージング
チャネルまたはトランスポート層から自動的に呼び出されるイベントメソッドを提供します。チャネルまたはトランスポート層から自動的に呼び出されるイベントメソッドを提供します。Event 
Driven Consumer パターンの特徴のパターンの特徴の 1 つは、コンシューマーエンドポイントそれ自体は受信メッセーつは、コンシューマーエンドポイントそれ自体は受信メッセー
ジを処理するためのスレッドを提供しないことです。代わりに、基礎となるトランスポートまたはメッジを処理するためのスレッドを提供しないことです。代わりに、基礎となるトランスポートまたはメッ
セージングチャネルが、公開されたイベントメソッドを呼び出す際に暗黙的に処理用のスレッドを提供セージングチャネルが、公開されたイベントメソッドを呼び出す際に暗黙的に処理用のスレッドを提供
しますします (イベントメソッドはメッセージ処理の期間中そのスレッドをブロックしますイベントメソッドはメッセージ処理の期間中そのスレッドをブロックします) 。。
    

     この実装パターンの詳細については、この実装パターンの詳細については、「コンシューマーパターンおよびスレッド」「コンシューマーパターンおよびスレッド」 およびおよび 41
章章Consumer インターフェイスインターフェイス を参照してください。を参照してください。
    

11.3. POLLING CONSUMER

概要概要

     図図11.2「「Polling Consumer パターン」パターン」 に示されるに示される Polling Consumer パターンは、パターンは、Apache 
Camel コンポーネントでコンシューマーエンドポイントを実装するためのパターンのコンポーネントでコンシューマーエンドポイントを実装するためのパターンの 1 つであり、そつであり、そ
のためのため Apache Camel でカスタムコンポーネントを開発する必要があるプログラマーにのみ関係があでカスタムコンポーネントを開発する必要があるプログラマーにのみ関係があ
ります。既存のコンポーネントには、すでに何らかのコンシューマー実装パターンが組み込まれていまります。既存のコンポーネントには、すでに何らかのコンシューマー実装パターンが組み込まれていま
す。す。
    

     このパターンに準拠するコンシューマーは、監視対象のリソースから利用可能な場合にのみ新規のこのパターンに準拠するコンシューマーは、監視対象のリソースから利用可能な場合にのみ新規の
エクスチェンジオブジェクトを返すポーリングメソッドエクスチェンジオブジェクトを返すポーリングメソッド receive()、、receive(long timeout)、および、および 
receiveNoWait() を公開します。ポーリングコンシューマーの実装は、ポーリングを実行するために独を公開します。ポーリングコンシューマーの実装は、ポーリングを実行するために独
自にスレッドプールを提供する必要があります。自にスレッドプールを提供する必要があります。
    

     この実装パターンの詳細については、この実装パターンの詳細については、「コンシューマーパターンおよびスレッド」「コンシューマーパターンおよびスレッド」、、41
章章Consumer インターフェイスインターフェイス およびおよび 「コンシューマーテンプレートの使用」「コンシューマーテンプレートの使用」 を参照してください。を参照してください。
    

図図11.2 Polling Consumer パターンパターン
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図図11.2 Polling Consumer パターンパターン

スケジュールされたポーリングコンシューマースケジュールされたポーリングコンシューマー

     Apache Camel コンシューマーエンドポイントの多くは、スケジュールされたポーリングのパターコンシューマーエンドポイントの多くは、スケジュールされたポーリングのパター
ンを使用してルートの開始時にメッセージを受信します。つまり、そのエンドポイントはイベント駆動ンを使用してルートの開始時にメッセージを受信します。つまり、そのエンドポイントはイベント駆動
型コンシューマーのインターフェイスを実装しているように見えますが、内部的にはスケジュールされ型コンシューマーのインターフェイスを実装しているように見えますが、内部的にはスケジュールされ
たポーリングを使用して、エンドポイントに受信メッセージを提供するリソースを監視しています。たポーリングを使用して、エンドポイントに受信メッセージを提供するリソースを監視しています。
    

     このパターンの実装方法についての詳細は、このパターンの実装方法についての詳細は、「「Consumer インターフェイスの実装」インターフェイスの実装」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
    

Quartz コンポーネントコンポーネント

     Quartz コンポーネントを使用することで、コンポーネントを使用することで、Quartz エンタープライズスケジューラーを使用してスケエンタープライズスケジューラーを使用してスケ
ジュールされたメッセージの配信を提供できます。詳細はジュールされたメッセージの配信を提供できます。詳細は Apache Camel Component Reference 
GuideののQuartzおよびおよび Quartz Component を参照してください。を参照してください。
    

11.4. COMPETING CONSUMERS

概要概要

     図図11.3「「Competing Consumers パターン」パターン」 に示されるに示される Competing Consumers パターンは、複パターンは、複
数のコンシューマーが同じキューからメッセージを引き出すことを可能にしつつ、数のコンシューマーが同じキューからメッセージを引き出すことを可能にしつつ、各メッセージはたっ各メッセージはたっ
た一度だけ消費されるた一度だけ消費される ことを保証します。このパターンを使用すると、逐次的なメッセージ処理を並行ことを保証します。このパターンを使用すると、逐次的なメッセージ処理を並行
的なメッセージ処理に置き換えることができます的なメッセージ処理に置き換えることができます (結果として応答レイテンシーの減少をもたらします結果として応答レイテンシーの減少をもたらします) 
。。
    

図図11.3 Competing Consumers パターンパターン
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図図11.3 Competing Consumers パターンパターン

     以下のコンポーネントは、以下のコンポーネントは、Competing Consumers パターンの例になります。パターンの例になります。
    

       JMS ベースの競合コンシューマーベースの競合コンシューマー
      

       SEDA ベースの競合コンシューマーベースの競合コンシューマー
      

JMS ベースの競合コンシューマーベースの競合コンシューマー

     通常の通常の JMS キューは、各メッセージがたった一度だけ消費されることを暗黙的に保証しています。キューは、各メッセージがたった一度だけ消費されることを暗黙的に保証しています。
そのため、そのため、JMS キューは自動的にキューは自動的に Competing Consumers パターンをサポートします。たとえば、以パターンをサポートします。たとえば、以
下のように、下のように、JMS キューキュー HighVolumeQ からメッセージを引き出すからメッセージを引き出す 3 つのつの Competing Consumers をを
定義できます。定義できます。
    

from("jms:HighVolumeQ").to("cxf:bean:replica01");
from("jms:HighVolumeQ").to("cxf:bean:replica02");
from("jms:HighVolumeQ").to("cxf:bean:replica03");
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     ここでは、ここでは、CXF (Web サービスサービス) エンドポイントエンドポイント replica01、、replica02、および、および replica03 
は、は、HighVolumeQ キューからのメッセージを並行して処理します。キューからのメッセージを並行して処理します。
    

     もうもう 1 つの方法として、つの方法として、JMS クエリーオプションクエリーオプション concurrentConsumers を設定して、を設定して、Competing 
Consumers のスレッドプールを作成することもできます。たとえば、以下のルートは、指定されたのスレッドプールを作成することもできます。たとえば、以下のルートは、指定された
キューからメッセージを取得するキューからメッセージを取得する 3 つの競合スレッドのプールを作成します。つの競合スレッドのプールを作成します。
    

from("jms:HighVolumeQ?concurrentConsumers=3").to("cxf:bean:replica01");

     concurrentConsumers オプションは、以下のようにオプションは、以下のように XML DSL においても指定することができまにおいても指定することができま
す。す。
    

 <route>
   <from uri="jms:HighVolumeQ?concurrentConsumers=3"/>
   <to uri="cxf:bean:replica01"/>
 </route>

注記注記

      JMS トピックはトピックは Competing Consumers パターンをサポートパターンをサポート しませんしません。定義上、。定義上、
JMS トピックは、同じメッセージの複数のコピーを異なるコンシューマーに送信するこトピックは、同じメッセージの複数のコピーを異なるコンシューマーに送信するこ
とを目的としています。したがって、とを目的としています。したがって、Competing Consumers パターンとは互換性があパターンとは互換性があ
りません。りません。
     

SEDA ベースの競合コンシューマーベースの競合コンシューマー

     SEDA コンポーネントの目的は、計算を複数のステージに分割することで並行処理を単純化するこコンポーネントの目的は、計算を複数のステージに分割することで並行処理を単純化するこ
とです。とです。SEDA エンドポイントは本質的に、インメモリーのブロッキングキューエンドポイントは本質的に、インメモリーのブロッキングキュー  
(java.util.concurrent.BlockingQueue で実装されたで実装された) をカプセル化します。そのため、をカプセル化します。そのため、SEDA エンドポエンドポ
イントを使用してルートを複数のステージに分割し、各ステージでは複数のスレッドを使用することもイントを使用してルートを複数のステージに分割し、各ステージでは複数のスレッドを使用することも
できます。たとえば、以下のようにできます。たとえば、以下のように 2 つのステージで設定されるつのステージで設定される SEDA ルートを定義できます。ルートを定義できます。
    

// Stage 1: Read messages from file system.
from("file://var/messages").to("seda:fanout");

// Stage 2: Perform concurrent processing (3 threads).
from("seda:fanout").to("cxf:bean:replica01");
from("seda:fanout").to("cxf:bean:replica02");
from("seda:fanout").to("cxf:bean:replica03");

     最初のステージには、ファイルエンドポイント最初のステージには、ファイルエンドポイント file://var/messages からのメッセージを消費し、そからのメッセージを消費し、そ
れらをれらを SEDA エンドポイントエンドポイント seda:fanout にルーティングする単一のスレッドが含まれています。にルーティングする単一のスレッドが含まれています。2 
番目のステージには、番目のステージには、3 つのスレッドが含まれます。エクスチェンジをつのスレッドが含まれます。エクスチェンジを cxf:bean:replica01 にルーティにルーティ
ングするスレッド、エクスチェンジをングするスレッド、エクスチェンジを cxf:bean:replica02 にルーティングするスレッド、そしてエクスにルーティングするスレッド、そしてエクス
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チェンジをチェンジを cxf:bean:replica03 にルーティングするスレッドです。これらにルーティングするスレッドです。これら 3 つのスレッドは、ブロッつのスレッドは、ブロッ
キングキューを使用して実装されたキングキューを使用して実装された SEDA エンドポイントから、エクスチェンジインスタンスを取得エンドポイントから、エクスチェンジインスタンスを取得
するために競合します。ブロッキングキューはロックを使用して一度に複数のスレッドがキューにアクするために競合します。ブロッキングキューはロックを使用して一度に複数のスレッドがキューにアク
セスするのを防ぐため、エクスチェンジインスタンスは一度だけ消費されることが保証されます。セスするのを防ぐため、エクスチェンジインスタンスは一度だけ消費されることが保証されます。
    

     SEDA エンドポイントとエンドポイントと thread ( )によって作成されたスレッドプールとの違いについてによって作成されたスレッドプールとの違いについて
は、は、NameOfCamelCompRef のの SEDA component を参照してください。を参照してください。
    

11.5. MESSAGE DISPATCHER

概要概要

      図図11.4「「Message Dispatcher パターン」パターン」  に示されるに示される Message Dispatcher パターンは、チャネルパターンは、チャネル
からメッセージを消費し、それらをメッセージ処理を担当するからメッセージを消費し、それらをメッセージ処理を担当する パフォーマーパフォーマー にローカルに配信するたにローカルに配信するた
めに使用されます。めに使用されます。Apache Camel アプリケーションでは通常、パフォーマーはプロセス内エンドポイアプリケーションでは通常、パフォーマーはプロセス内エンドポイ
ントで表されます。これらのエンドポイントは、メッセージをルートの別のセクションに転送するためントで表されます。これらのエンドポイントは、メッセージをルートの別のセクションに転送するため
に使用されます。に使用されます。
    

図図11.4 Message Dispatcher パターンパターン

     Apache Camel でで Message Dispatcher パターンを実装するには、以下の方法があります。パターンを実装するには、以下の方法があります。
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       JMS セレクターセレクター
      

       ActiveMQ のの JMS セレクターセレクター
      

       コンテンツベースルーターコンテンツベースルーター
      

JMS セレクターセレクター

     アプリケーションがアプリケーションが JMS キューからメッセージを消費する場合は、キューからメッセージを消費する場合は、JMS セレクターセレクター  を使用してを使用して 
Message Dispatcher パターンを実装できます。パターンを実装できます。JMS セレクターは、セレクターは、JMS ヘッダーとヘッダーと JMS プロパプロパ
ティーに対する述語の式です。セレクターがティーに対する述語の式です。セレクターが true に評価されるとに評価されると JMS メッセージはコンシューマーにメッセージはコンシューマーに
到達でき、セレクターが到達でき、セレクターが false に評価されるとに評価されると JMS メッセージはブロックされます。多くの点でメッセージはブロックされます。多くの点で JMS 
セレクターはセレクターは 「「Message Filter」」 に似ていますが、そのフィルタリングがに似ていますが、そのフィルタリングが JMS プロバイダーの中で実プロバイダーの中で実
装されているという追加の利点があります。これは、装されているという追加の利点があります。これは、JMS セレクターがメッセージをセレクターがメッセージを Apache Camel 
アプリケーションに送信される前にブロックできることを意味します。これにより、効率を大幅に向上アプリケーションに送信される前にブロックできることを意味します。これにより、効率を大幅に向上
させることができます。させることができます。
    

     Apache Camel では、では、JMS エンドポイントエンドポイント URI でで selector クエリーオプションを設定することクエリーオプションを設定すること
で、コンシューマーエンドポイントにで、コンシューマーエンドポイントに JMS セレクターを定義できます。以下に例を示します。セレクターを定義できます。以下に例を示します。
    

from("jms:dispatcher?selector=CountryCode='US'").to("cxf:bean:replica01");
from("jms:dispatcher?selector=CountryCode='IE'").to("cxf:bean:replica02");
from("jms:dispatcher?selector=CountryCode='DE'").to("cxf:bean:replica03");

     セレクター文字列の述語は、セレクター文字列の述語は、SQL92 条件式構文のサブセットに基づきます条件式構文のサブセットに基づきます (完全な詳細は完全な詳細は JMS 仕様仕様  
を参照してくださいを参照してください) 。セレクター文字列の識別子は、。セレクター文字列の識別子は、JMS ヘッダーまたはヘッダーまたは JMS プロパティーのいずプロパティーのいず
れかを参照できます。たとえば、前述のルートでは、送信側はれかを参照できます。たとえば、前述のルートでは、送信側は CountryCode というという JMS プロパプロパ
ティーを設定しています。ティーを設定しています。
    

     Apache Camel アプリケーション内からメッセージにアプリケーション内からメッセージに JMS プロパティーを追加する場合は、メップロパティーを追加する場合は、メッ
セージヘッダーセージヘッダー (In メッセージまたはメッセージまたは Out メッセージのいずれかに対してメッセージのいずれかに対して) を設定することで実現できを設定することで実現でき
ます。ます。JMS エンドポイントへの読み取りまたは書き込み時に、エンドポイントへの読み取りまたは書き込み時に、Apache Camel はは JMS ヘッダーおよびヘッダーおよび 
JMS プロパティーとネイティブメッセージのヘッダーとの間のマッピングを行います。プロパティーとネイティブメッセージのヘッダーとの間のマッピングを行います。
    

     技術的には、セレクター文字列は技術的には、セレクター文字列は application/x-www-form-urlencoded MIME 形式に従い、形式に従い、URL エエ
ンコードされている必要がありますンコードされている必要があります (HTML 仕様仕様  を参照を参照)。実際には、。実際には、& (アンパサンドアンパサンド) 文字は文字は URI のの
各クエリーオプションを区切るために使用されるので、問題が発生する可能性があります。各クエリーオプションを区切るために使用されるので、問題が発生する可能性があります。& 文字を埋文字を埋
め込む必要があるような複雑なセレクター文字列については、め込む必要があるような複雑なセレクター文字列については、java.net.URLEncoder ユーティリユーティリ
ティークラスを使用して文字列をエンコードできます。以下に例を示します。ティークラスを使用して文字列をエンコードできます。以下に例を示します。
    

第第11章章 MESSAGING ENDPOINT

395

http://java.sun.com/products/jms/docs.html
http://www.w3.org/TR/html4/


from("jms:dispatcher?selector=" + java.net.URLEncoder.encode("CountryCode='US'","UTF-8")).
    to("cxf:bean:replica01");

     ここではここでは UTF-8 エンコーディングを使用する必要があります。エンコーディングを使用する必要があります。
    

ActiveMQ のの JMS セレクターセレクター

     ActiveMQ エンドポイントでエンドポイントで JMS セレクターを定義することもできます。以下に例を示します。セレクターを定義することもできます。以下に例を示します。
    

from("activemq:dispatcher?selector=CountryCode='US'").to("cxf:bean:replica01");
from("activemq:dispatcher?selector=CountryCode='IE'").to("cxf:bean:replica02");
from("activemq:dispatcher?selector=CountryCode='DE'").to("cxf:bean:replica03");

     詳細は、詳細は、ActiveMQ: JMS Selectors およびおよび ActiveMQ Message Properties を参照してください。を参照してください。
    

コンテンツベースルーターコンテンツベースルーター

     Content-Based Router パターンとパターンと Message Dispatcher パターンの基本的な違いは、コンテンツパターンの基本的な違いは、コンテンツ
ベースルーターがメッセージを物理的に別々の宛先ベースルーターがメッセージを物理的に別々の宛先 (リモートのエンドポイントリモートのエンドポイント) にディスパッチするのにディスパッチするの
に対し、メッセージディスパッチャーは同じプロセス空間内でローカルにメッセージをディスパッチすに対し、メッセージディスパッチャーは同じプロセス空間内でローカルにメッセージをディスパッチす
る点です。る点です。Apache Camel では、これらのでは、これらの 2 つのパターンの違いは、ターゲットエンドポイントによっつのパターンの違いは、ターゲットエンドポイントによっ
て決定されます。コンテンツベースルーターとメッセージディスパッチャーのどちらも、同じルーターて決定されます。コンテンツベースルーターとメッセージディスパッチャーのどちらも、同じルーター
ロジックを使用して実装されます。ターゲットエンドポイントがリモートの場合、そのルートはコンテロジックを使用して実装されます。ターゲットエンドポイントがリモートの場合、そのルートはコンテ
ンツベースルーターを定義します。ターゲットエンドポイントがプロセス内にある場合、そのルートはンツベースルーターを定義します。ターゲットエンドポイントがプロセス内にある場合、そのルートは
メッセージディスパッチャーを定義します。メッセージディスパッチャーを定義します。
    

     Content-Based Router パターンの使用方法の詳細および例については、パターンの使用方法の詳細および例については、「「Content-Based 
Router」」 を参照してください。を参照してください。
    

11.6. SELECTIVE CONSUMER

概要概要

     図図11.5「「Selective Consumer パターン」パターン」 に記載されているに記載されている Selective Consumer パターンは、受パターンは、受
信メッセージにフィルターを適用することで、特定の選択基準を満たしたメッセージのみが処理される信メッセージにフィルターを適用することで、特定の選択基準を満たしたメッセージのみが処理される
ようにするコンシューマーを示します。ようにするコンシューマーを示します。
    

図図11.5 Selective Consumer パターンパターン

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

396

http://activemq.apache.org/selectors.html
http://activemq.apache.org/activemq-message-properties.html


図図11.5 Selective Consumer パターンパターン

     Apache Camel にに Selective Consumer パターンを実装するには、以下の方法があります。パターンを実装するには、以下の方法があります。
    

       JMS セレクターセレクター
      

       ActiveMQ のの JMS セレクターセレクター
      

       メッセージフィルターメッセージフィルター
      

JMS セレクターセレクター

     JMS セレクターは、セレクターは、JMS ヘッダーとヘッダーと JMS プロパティーに対する述語の式です。セレクターがプロパティーに対する述語の式です。セレクターが true 
に評価されるとに評価されると JMS メッセージはコンシューマーに到達でき、セレクターがメッセージはコンシューマーに到達でき、セレクターが false に評価されるとに評価されると 
JMS メッセージはブロックされます。たとえば、キューメッセージはブロックされます。たとえば、キュー selective からメッセージを消費し、国コードからメッセージを消費し、国コード
プロパティーがプロパティーが US に等しいメッセージのみを選択するには、以下のに等しいメッセージのみを選択するには、以下の Java DSL ルートを使用できまルートを使用できま
す。す。
    

from("jms:selective?selector=" + java.net.URLEncoder.encode("CountryCode='US'","UTF-8")).
    to("cxf:bean:replica01");

     セレクター文字列セレクター文字列 CountryCode='US' は、クエリーオプションの解析で問題が発生しないように、は、クエリーオプションの解析で問題が発生しないように、
URL エンコードエンコード (UTF-8 文字を使用文字を使用) されている必要があります。この例では、されている必要があります。この例では、JMS プロパティープロパティー 
CountryCode が送信者によって設定されていることを前提としています。が送信者によって設定されていることを前提としています。JMS セレクターの詳細セレクターの詳細
は、は、「「JMS セレクター」セレクター」  を参照してください。を参照してください。
    

注記注記

      セレクターがセレクターが JMS キューに適用されると、選択されなかったメッセージはキュー上キューに適用されると、選択されなかったメッセージはキュー上
に残り、同じキューに割り当てられた他のコンシューマーがある場合はそちらから利用に残り、同じキューに割り当てられた他のコンシューマーがある場合はそちらから利用
できることになります。できることになります。
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ActiveMQ のの JMS セレクターセレクター

     ActiveMQ エンドポイントでエンドポイントで JMS セレクターを定義することもできます。以下に例を示します。セレクターを定義することもできます。以下に例を示します。
    

from("acivemq:selective?selector=" + java.net.URLEncoder.encode("CountryCode='US'","UTF-8")).
    to("cxf:bean:replica01");

     詳細は、詳細は、ActiveMQ: JMS Selectors およびおよび ActiveMQ Message Properties を参照してください。を参照してください。
    

メッセージフィルターメッセージフィルター

     コンシューマーエンドポイントがセレクターをサポートしていない場合は、代わりにフィルタープコンシューマーエンドポイントがセレクターをサポートしていない場合は、代わりにフィルタープ
ロセッサーをルートに挿入することで対応できます。たとえば、以下のように、ロセッサーをルートに挿入することで対応できます。たとえば、以下のように、Java DSL を使用しを使用し
て、て、US 国コードが設定されたメッセージのみを処理する選択的コンシューマーを定義できます。国コードが設定されたメッセージのみを処理する選択的コンシューマーを定義できます。
    

from("seda:a").filter(header("CountryCode").isEqualTo("US")).process(myProcessor);

     以下のように、以下のように、XML の設定を使用して同じルートを定義できます。の設定を使用して同じルートを定義できます。
    

<camelContext id="buildCustomProcessorWithFilter" 
xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <filter>
      <xpath>$CountryCode = 'US'</xpath>
      <process ref="#myProcessor"/>
    </filter>
  </route>
</camelContext>

     Apache Camel のフィルタープロセッサーについての詳細は、のフィルタープロセッサーについての詳細は、「「Message Filter」」 を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
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警告警告

      メッセージフィルターを使用してメッセージフィルターを使用して JMS キューキュー からメッセージを選択する場合からメッセージを選択する場合
には、注意が必要です。フィルタープロセッサーを使用する場合、ブロックされたには、注意が必要です。フィルタープロセッサーを使用する場合、ブロックされた
メッセージは単に破棄されます。したがって、メッセージがキューから消費されるメッセージは単に破棄されます。したがって、メッセージがキューから消費される
場合場合 (キューでは各メッセージはキューでは各メッセージは 1 回のみ消費可能、回のみ消費可能、「「Competing Consumers」」 
を参照を参照 )、ブロックされたメッセージはまったく処理されないことになります。こ、ブロックされたメッセージはまったく処理されないことになります。こ
れは望ましい動作ではない可能性があります。れは望ましい動作ではない可能性があります。
     

11.7. DURABLE SUBSCRIBER

概要概要

     図図11.6「「Durable Subscriber パターン」パターン」 に記載されているに記載されている 永続サブスクライバー永続サブスクライバー (Durable 
Subscriber) は、特定のは、特定の 「「Publish-Subscribe Channel」」 チャネルに送信されたすべてのメッセージをチャネルに送信されたすべてのメッセージを
受信することを意図したコンシューマーです。これには、コンシューマーがメッセージングシステムか受信することを意図したコンシューマーです。これには、コンシューマーがメッセージングシステムか
ら切断されている間に送信されたメッセージも含まれます。そのためには、メッセージングシステムがら切断されている間に送信されたメッセージも含まれます。そのためには、メッセージングシステムが
切断されたコンシューマーに対して後でリプレイするためにメッセージを保存しておく必要がありま切断されたコンシューマーに対して後でリプレイするためにメッセージを保存しておく必要がありま
す。また、コンシューマー側には永続サブスクリプションの確立が必要であることを示すメカニズムもす。また、コンシューマー側には永続サブスクリプションの確立が必要であることを示すメカニズムも
必要です。通常、パブリッシュサブスクライブチャネル必要です。通常、パブリッシュサブスクライブチャネル (またはトピックまたはトピック) には、永続サブスクライバーには、永続サブスクライバー
と非永続サブスクライバーの両方を設定できます。それぞれ以下のように動作します。と非永続サブスクライバーの両方を設定できます。それぞれ以下のように動作します。
    

       非永続サブスクライバー非永続サブスクライバー - 接続接続 とと 切断切断 のの 2 つの状態を持つことができます。非永続サブスつの状態を持つことができます。非永続サブス
クライバーがトピックに接続されている間は、トピックのすべてのメッセージをリアルタイムクライバーがトピックに接続されている間は、トピックのすべてのメッセージをリアルタイム
で受信します。しかし、非永続サブスクライバーが切断されている間は、トピックに送信されで受信します。しかし、非永続サブスクライバーが切断されている間は、トピックに送信され
たメッセージを一切受信しません。たメッセージを一切受信しません。
      

       永続的サブスクライバー永続的サブスクライバー - 接続接続 とと 非アクティブ非アクティブ のの 2 つの状態を持つことができます。非アつの状態を持つことができます。非ア
クティブ状態とは、永続サブスクライバーはトピックから切断されているものの、その間に到クティブ状態とは、永続サブスクライバーはトピックから切断されているものの、その間に到
達したメッセージを受信するつもりであることを意味します。永続サブスクライバーがトピッ達したメッセージを受信するつもりであることを意味します。永続サブスクライバーがトピッ
クに再接続すると、非アクティブ時に送信されたすべてのメッセージがリプレイされます。クに再接続すると、非アクティブ時に送信されたすべてのメッセージがリプレイされます。
      

図図11.6 Durable Subscriber パターンパターン
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図図11.6 Durable Subscriber パターンパターン

JMS 永続サブスクライバー永続サブスクライバー

     JMS コンポーネントはコンポーネントは Durable Subscriber パターンを実装しています。パターンを実装しています。JMS エンドポイントに永エンドポイントに永
続サブスクリプションを設定するには、この接続を識別するための続サブスクリプションを設定するには、この接続を識別するための クライアントクライアント ID と永続サブスクラと永続サブスクラ
イバーを識別するためのイバーを識別するための 永続サブスクリプション名永続サブスクリプション名 を指定する必要があります。たとえば、以下のを指定する必要があります。たとえば、以下の
ルートは、クライアントルートは、クライアント ID がが conn01 で、永続サブスクリプション名がで、永続サブスクリプション名が John.Doe のの JMS トピックトピック 
news に永続サブスクリプションを設定します。に永続サブスクリプションを設定します。
    

from("jms:topic:news?clientId=conn01&durableSubscriptionName=John.Doe").
    to("cxf:bean:newsprocessor");

     ActiveMQ エンドポイントを使用して永続サブスクリプションを設定することもできます。エンドポイントを使用して永続サブスクリプションを設定することもできます。
    

from("activemq:topic:news?clientId=conn01&durableSubscriptionName=John.Doe").
    to("cxf:bean:newsprocessor");

     受信メッセージを同時に処理する場合は、受信メッセージを同時に処理する場合は、SEDA エンドポイントを使用して、以下のように複数のエンドポイントを使用して、以下のように複数の
並列セグメントにルートを分散させることができます。並列セグメントにルートを分散させることができます。
    

from("jms:topic:news?clientId=conn01&durableSubscriptionName=John.Doe").
    to("seda:fanout");

from("seda:fanout").to("cxf:bean:newsproc01");
from("seda:fanout").to("cxf:bean:newsproc02");
from("seda:fanout").to("cxf:bean:newsproc03");
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     SEDA コンポーネントはコンポーネントは Competing Consumers パターンをサポートするため、各メッセージは一パターンをサポートするため、各メッセージは一
度だけ処理されます。度だけ処理されます。
    

代替例代替例

     もうもう 1 つの方法は、つの方法は、「「Message Dispatcher」」 またはまたは 「「Content-Based Router」」  を、永続サブスを、永続サブス
クライバーのクライバーの File またはまたは JPA コンポーネントと組み合わせ、非永続サブスクライバーのコンポーネントと組み合わせ、非永続サブスクライバーの SEDA などとなどと
組み合わせることです。組み合わせることです。
    

     以下は、以下は、JMS トピックへの永続サブスクライバーを作成する簡単な例です。トピックへの永続サブスクライバーを作成する簡単な例です。
    

     Fluent Builder (流れるようなビルダー流れるようなビルダー) の使用の使用
    

 from("direct:start").to("activemq:topic:foo");

 from("activemq:topic:foo?clientId=1&durableSubscriptionName=bar1").to("mock:result1");

 from("activemq:topic:foo?clientId=2&durableSubscriptionName=bar2").to("mock:result2");

     Spring XML エクステンションエクステンション の使用の使用
    

 <route>
     <from uri="direct:start"/>
     <to uri="activemq:topic:foo"/>
 </route>

 <route>
     <from uri="activemq:topic:foo?clientId=1&durableSubscriptionName=bar1"/>
     <to uri="mock:result1"/>
 </route>

 <route>
     <from uri="activemq:topic:foo?clientId=2&durableSubscriptionName=bar2"/>
     <to uri="mock:result2"/>
 </route>

     以下は、以下は、JMS 永続サブスクライバーのもう永続サブスクライバーのもう 1 つの例ですが、今回はつの例ですが、今回は 仮想トピック仮想トピック を使用しますを使用します
(AMQ で永続サブスクリプションを使用する場合に推奨で永続サブスクリプションを使用する場合に推奨)。。
    

     Fluent Builder (流れるようなビルダー流れるようなビルダー) の使用の使用
    

 from("direct:start").to("activemq:topic:VirtualTopic.foo");
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 from("activemq:queue:Consumer.1.VirtualTopic.foo").to("mock:result1");

 from("activemq:queue:Consumer.2.VirtualTopic.foo").to("mock:result2");

     Spring XML エクステンションエクステンション の使用の使用
    

 <route>
     <from uri="direct:start"/>
     <to uri="activemq:topic:VirtualTopic.foo"/>
 </route>

 <route>
     <from uri="activemq:queue:Consumer.1.VirtualTopic.foo"/>
     <to uri="mock:result1"/>
 </route>

 <route>
     <from uri="activemq:queue:Consumer.2.VirtualTopic.foo"/>
     <to uri="mock:result2"/>
 </route>

11.8. IDEMPOTENT CONSUMER

概要概要

     Idempotent Consumer パターンは、重複したメッセージをフィルターするために使用されパターンは、重複したメッセージをフィルターするために使用され ます。ます。
たとえば、システム障害により、メッセージングシステムとコンシューマーエンドポイント間の接続がたとえば、システム障害により、メッセージングシステムとコンシューマーエンドポイント間の接続が
突然失われるシナリオについて考えてみましょう。メッセージングシステムがメッセージの送信中だっ突然失われるシナリオについて考えてみましょう。メッセージングシステムがメッセージの送信中だっ
た場合は、コンシューマーが最後のメッセージを受け取ったかどうかが不明な可能性があります。配信た場合は、コンシューマーが最後のメッセージを受け取ったかどうかが不明な可能性があります。配信
の信頼性を向上させるために、メッセージングシステムは、接続が再確立され次第、メッセージを再配の信頼性を向上させるために、メッセージングシステムは、接続が再確立され次第、メッセージを再配
信することを決定する場合があります。ただし、これにより、コンシューマーが重複したメッセージを信することを決定する場合があります。ただし、これにより、コンシューマーが重複したメッセージを
受信する可能性があり、場合によっては、メッセージの重複により、望ましくない結果受信する可能性があり、場合によっては、メッセージの重複により、望ましくない結果 (口座から口座から 2 回回
お金が引き落とされるなどお金が引き落とされるなど) となる可能性があります。このシナリオでは、メッセージストリームからとなる可能性があります。このシナリオでは、メッセージストリームから
不必要な重複を取り除くために、べき等コンシューマーを使用します。不必要な重複を取り除くために、べき等コンシューマーを使用します。
    

     Camel は以下のべき等コンシューマー実装を提供します。は以下のべき等コンシューマー実装を提供します。
    

       MemoryIdempotentRepository
      

       ファイルファイル
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       Hazelcast
      

       SQL
      

       JPA
      

インメモリーキャッシュを持つべき等コンシューマーインメモリーキャッシュを持つべき等コンシューマー

     Apache Camel では、では、Idempotent Consumer パターンがパターンが idempotentConsumer() プロセッサーにプロセッサーに
よって実装されます。これには、以下のよって実装されます。これには、以下の 2 つの引数を持ちます。つの引数を持ちます。
    

       messageIdExpression: 現在のメッセージのメッセージ現在のメッセージのメッセージ ID 文字列を返す式。文字列を返す式。
      

       messageIdRepository: 受信したすべてのメッセージの受信したすべてのメッセージの ID を格納するメッセージを格納するメッセージ ID リポリポ
ジトリーへの参照。ジトリーへの参照。
      

     各メッセージを受信すると、べき等コンシューマープロセッサーは、リポジトリーの現在のメッ各メッセージを受信すると、べき等コンシューマープロセッサーは、リポジトリーの現在のメッ
セージセージ ID を検索し、このメッセージが以前にあったものかを確認します。を検索し、このメッセージが以前にあったものかを確認します。yes の場合、メッセージはの場合、メッセージは
破棄されます。破棄されます。no の場合、メッセージは渡され、そのの場合、メッセージは渡され、その ID がリポジトリーに追加されます。がリポジトリーに追加されます。
    

     例例11.1「インメモリーキャッシュを使用した重複メッセージのフィルターリング」「インメモリーキャッシュを使用した重複メッセージのフィルターリング」 に表示されていに表示されてい
るコードは、るコードは、TransactionID ヘッダーを使用して重複をフィルターリングします。ヘッダーを使用して重複をフィルターリングします。
    

例例11.1 インメモリーキャッシュを使用した重複メッセージのフィルターリングインメモリーキャッシュを使用した重複メッセージのフィルターリング

import static 
org.apache.camel.processor.idempotent.MemoryMessageIdRepository.memoryMessageIdRepositor
y;
...
RouteBuilder builder = new RouteBuilder() {
    public void configure() {
        from("seda:a")
          .idempotentConsumer(
             header("TransactionID"),
             memoryMessageIdRepository(200)
          ).to("seda:b");
    }
};
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     memoryMessageIdRepository(200) が呼び出されると、最大が呼び出されると、最大 200 個のメッセージ個のメッセージ ID を保持できるを保持できる
インメモリーキャッシュが作成されます。インメモリーキャッシュが作成されます。
    

     XML 設定を使用してべき等コンシューマーを定義することもできます。たとえば、以下のように設定を使用してべき等コンシューマーを定義することもできます。たとえば、以下のように 
XML で前述のルートを定義できます。で前述のルートを定義できます。
    

<camelContext id="buildIdempotentConsumer" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="seda:a"/>
    <idempotentConsumer messageIdRepositoryRef="MsgIDRepos">
      <simple>header.TransactionID</simple>
      <to uri="seda:b"/>
    </idempotentConsumer>
  </route>
</camelContext>

<bean id="MsgIDRepos" 
class="org.apache.camel.processor.idempotent.MemoryMessageIdRepository">
    <!-- Specify the in-memory cache size. -->
    <constructor-arg type="int" value="200"/>
</bean>

注記注記

      Camel 2.17 より、べき等リポジトリーはオプションのシリアライズされたヘッダーより、べき等リポジトリーはオプションのシリアライズされたヘッダー
をサポートします。をサポートします。
     

JPA リポジトリーを使用したべき等コンシューマーリポジトリーを使用したべき等コンシューマー

     インメモリーキャッシュは、メモリー不足になりやすく、クラスター環境で機能しないという欠点インメモリーキャッシュは、メモリー不足になりやすく、クラスター環境で機能しないという欠点
があります。これらの欠点に対処するために、代わりにがあります。これらの欠点に対処するために、代わりに Java Persistent API (JPA) ベースのリポジトベースのリポジト
リーを使用できます。リーを使用できます。JPA メッセージメッセージ ID リポジトリーは、オブジェクト指向のデータベースを使用しリポジトリーは、オブジェクト指向のデータベースを使用し
てメッセージてメッセージ ID を保存します。たとえば、以下のように、べき等コンシューマーのを保存します。たとえば、以下のように、べき等コンシューマーの JPA リポジトリーリポジトリー
を使用するルートを定義できます。を使用するルートを定義できます。
    

import org.springframework.orm.jpa.JpaTemplate;

import org.apache.camel.spring.SpringRouteBuilder;
import static 
org.apache.camel.processor.idempotent.jpa.JpaMessageIdRepository.jpaMessageIdRepository;
...
RouteBuilder builder = new SpringRouteBuilder() {
    public void configure() {
        from("seda:a").idempotentConsumer(
          header("TransactionID"),
          jpaMessageIdRepository(bean(JpaTemplate.class), "myProcessorName")
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        ).to("seda:b");
    }
};

     JPA メッセージメッセージ ID リポジトリーはリポジトリーは 2 つの引数で初期化されます。つの引数で初期化されます。
    

       JpaTemplate インスタンスインスタンス: JPA データベースのハンドルを指定します。データベースのハンドルを指定します。
      

       プロセッサー名プロセッサー名: 現在のべき等コンシューマープロセッサーを特定します。現在のべき等コンシューマープロセッサーを特定します。
      

     SpringRouteBuilder.bean() メソッドは、メソッドは、Spring XML ファイルで定義されたファイルで定義された Bean を参照するを参照する
ショートカットです。ショートカットです。JpaTemplate Bean は、基礎となるは、基礎となる JPA データベースに対するハンドルを提供データベースに対するハンドルを提供
します。このします。この Bean の設定方法に関する詳細は、の設定方法に関する詳細は、JPA のドキュメントを参照してください。のドキュメントを参照してください。
    

     JPA リポジトリーの設定に関する詳細は、リポジトリーの設定に関する詳細は、JPA Component ドキュメント、ドキュメント、Spring JPA ドキュメンドキュメン
ト、およびト、および Camel JPA unit test  を参照してください。を参照してください。
    

Spring XML の例の例

     以下の例では、以下の例では、myMessageId ヘッダーを使用して重複をフィルターします。ヘッダーを使用して重複をフィルターします。
    

<!-- repository for the idempotent consumer -->
<bean id="myRepo" 
class="org.apache.camel.processor.idempotent.MemoryIdempotentRepository"/>

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
        <from uri="direct:start"/>
        <idempotentConsumer messageIdRepositoryRef="myRepo">
            <!-- use the messageId header as key for identifying duplicate messages -->
            <header>messageId</header>
            <!-- if not a duplicate send it to this mock endpoint -->
            <to uri="mock:result"/>
        </idempotentConsumer>
    </route>
</camelContext>

JDBC リポジトリーを使用したべき等コンシューマーリポジトリーを使用したべき等コンシューマー

     JDBC リポジトリーは、リポジトリーは、Idemopotent Consumer パターンのメッセージパターンのメッセージ ID の格納でもサポートさの格納でもサポートさ
れます。れます。JDBC リポジトリーの実装はリポジトリーの実装は SQL コンポーネントによって提供されるので、コンポーネントによって提供されるので、Maven ビルドシビルドシ

第第11章章 MESSAGING ENDPOINT

405

http://activemq.apache.org/camel/jpa.html
http://static.springframework.org/spring/docs/2.5.x/reference/orm.html#orm-jpa
http://svn.apache.org/viewvc/camel/trunk/components/camel-jpa/src/test/


ステムを使用している場合は、ステムを使用している場合は、camel-sql アーティファクトに依存関係を追加します。アーティファクトに依存関係を追加します。
    

     SQL データベースへの接続をインスタンス化するために、データベースへの接続をインスタンス化するために、Spring persistence API からから 
SingleConnectionDataSource JDBC ラッパークラスを使用できます。たとえば、ラッパークラスを使用できます。たとえば、HyperSQL データデータ
ベースインスタンスへのベースインスタンスへの JDBC 接続をインスタンス化するには、以下の接続をインスタンス化するには、以下の JDBC データソースを定義でデータソースを定義で
きます。きます。
    

<bean id="dataSource" class="org.springframework.jdbc.datasource.SingleConnectionDataSource">
    <property name="driverClassName" value="org.hsqldb.jdbcDriver"/>
    <property name="url" value="jdbc:hsqldb:mem:camel_jdbc"/>
    <property name="username" value="sa"/>
    <property name="password" value=""/>
</bean>

注記注記

      前述の前述の JDBC データソースはデータソースは HyperSQL mem プロトコルを使用し、メモリーのみプロトコルを使用し、メモリーのみ
のデータベースインスタンスを作成します。これは、のデータベースインスタンスを作成します。これは、HyperSQL データベースの簡易実データベースの簡易実
装で、永続的では装で、永続的では ありませんありません。。
     

     前述のデータソースを使用して、前述のデータソースを使用して、JDBC メッセージメッセージ ID リポジトリーを使用するリポジトリーを使用する Idempotent 
Consumer パターンを以下のように定義できます。パターンを以下のように定義できます。
    

<bean id="messageIdRepository" 
class="org.apache.camel.processor.idempotent.jdbc.JdbcMessageIdRepository">
 <constructor-arg ref="dataSource" />
 <constructor-arg value="myProcessorName" />
</bean>

<camel:camelContext>
 <camel:errorHandler id="deadLetterChannel" type="DeadLetterChannel" 
deadLetterUri="mock:error">
  <camel:redeliveryPolicy maximumRedeliveries="0" maximumRedeliveryDelay="0" 
logStackTrace="false" />
 </camel:errorHandler>

 <camel:route id="JdbcMessageIdRepositoryTest" errorHandlerRef="deadLetterChannel">
  <camel:from uri="direct:start" />
  <camel:idempotentConsumer messageIdRepositoryRef="messageIdRepository">
   <camel:header>messageId</camel:header>
   <camel:to uri="mock:result" />
  </camel:idempotentConsumer>
 </camel:route>
 </camel:camelContext>

ルートで重複メッセージを処理する方法ルートで重複メッセージを処理する方法
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     Camel 2.8 から利用可能から利用可能
    

     skipDuplicate オプションをオプションを false に設定して、べき等コンシューマーに重複したメッセージもルーに設定して、べき等コンシューマーに重複したメッセージもルー
ティングするように指示できるようになりました。ただし、ティングするように指示できるようになりました。ただし、「エクスチェンジ」「エクスチェンジ」 プロパティーをプロパティーを true 
に設定することにより、重複メッセージがに設定することにより、重複メッセージが duplicate とマークされます。重複メッセージを検出し、処とマークされます。重複メッセージを検出し、処
理するために理するために 「「Content-Based Router」」  またはまたは 「「Message Filter」」 が使用されます。が使用されます。
    

     以下の例では、メッセージを重複エンドポイントに送信するために以下の例では、メッセージを重複エンドポイントに送信するために 「「Message Filter」」 を使用し、を使用し、
メッセージのルーティングを停止します。メッセージのルーティングを停止します。
    

from("direct:start")
     // instruct idempotent consumer to not skip duplicates as we will filter then our self
     .idempotentConsumer(header("messageId")).messageIdRepository(repo).skipDuplicate(false)
     .filter(property(Exchange.DUPLICATE_MESSAGE).isEqualTo(true))
         // filter out duplicate messages by sending them to someplace else and then stop
         .to("mock:duplicate")
         .stop()
     .end()
     // and here we process only new messages (no duplicates)
     .to("mock:result");

     XML DSL の例を以下に示します。の例を以下に示します。
    

 <!-- idempotent repository, just use a memory based for testing -->
 <bean id="myRepo" 
class="org.apache.camel.processor.idempotent.MemoryIdempotentRepository"/>

 <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
     <route>
         <from uri="direct:start"/>
         <!-- we do not want to skip any duplicate messages -->
         <idempotentConsumer messageIdRepositoryRef="myRepo" skipDuplicate="false">
             <!-- use the messageId header as key for identifying duplicate messages -->
             <header>messageId</header>
             <!-- we will to handle duplicate messages using a filter -->
             <filter>
                 <!-- the filter will only react on duplicate messages, if this property is set on the Exchange --
>
                 <property>CamelDuplicateMessage</property>
                 <!-- and send the message to this mock, due its part of an unit test -->
                 <!-- but you can of course do anything as its part of the route -->
                 <to uri="mock:duplicate"/>
                 <!-- and then stop -->
                 <stop/>
             </filter>
             <!-- here we route only new messages -->
             <to uri="mock:result"/>
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         </idempotentConsumer>
     </route>
 </camelContext>

データグリッドを使用したクラスター環境で重複メッセージを処理する方法データグリッドを使用したクラスター環境で重複メッセージを処理する方法

     クラスター環境でクラスター環境で Camel を実行している場合、メモリーのべき等リポジトリーでは機能しませんを実行している場合、メモリーのべき等リポジトリーでは機能しません 
(上記を参照上記を参照)。中央のデータベースを設定するか、。中央のデータベースを設定するか、Hazelcast  データデータ グリッドを基にしたべき等コングリッドを基にしたべき等コン
シューマー実装を使用できます。シューマー実装を使用できます。Hazelcast は、マルチキャスト経由のノードは、マルチキャスト経由のノード (デフォルトはデフォルトは tcp-ip のの 
Hazelcast を設定を設定) を見つけ、マップベースのリポジトリーを自動的に作成します。を見つけ、マップベースのリポジトリーを自動的に作成します。
    

HazelcastIdempotentRepository idempotentRepo = new HazelcastIdempotentRepository("myrepo");

from("direct:in").idempotentConsumer(header("messageId"), idempotentRepo).to("mock:out");

     各メッセージ各メッセージ ID を保持するリポジトリーの期間を定義する必要がありますを保持するリポジトリーの期間を定義する必要があります (デフォルトは削除しまデフォルトは削除しま
せんせん)。メモリーが不足しないようにするには、。メモリーが不足しないようにするには、Hazelcast 設定設定 に基づいてエビクションストラテジーに基づいてエビクションストラテジー
を作成する必要がを作成する必要が あります。詳細は、あります。詳細は、Hazelcast を参照してください。を参照してください。
    

     http://camel.apache.org/hazelcast-idempotent-repository-tutorial.html[Idempotent Repository 
tutorial] を参照してください。を参照してください。
    

     Apache Karaf を使用して、を使用して、2 つのクラスターノードにべき等リポジトリーを設定する方法についてつのクラスターノードにべき等リポジトリーを設定する方法について
詳しく説明します。詳しく説明します。
    

オプションオプション

     Idempotent Consumer には以下のオプションがあります。には以下のオプションがあります。
    

オプション デフォルト 説明

eager true Camel 2.0: Eager は、エクスチェ
ンジの処理前後に Camel がメッ
セージをリポジトリーに追加する
かどうかを制御します。これを事
前に有効にしておくと、メッセー
ジが現在進行中であっても、
Camel は重複メッセージを検出で
きます。無効にすると、Camel は
メッセージが正常に処理されたと
きにのみ重複を検出します。
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messageIdRepositoryRef null レジストリーで検索するための 
IdempotentRepository への参
照。XML DSL を使用する場合
は、このオプションは必須です。

skipDuplicate true camel 2.8: 重複メッセージをス
キップするかどうかを設定しま
す。false に設定すると、メッ
セージは継続されます。ただ
し、Exchange.DUPLICATE_
MESSAG エクスチェンジプロパ
ティーが Boolean.TRUE 値に設
定されている場合、「エクスチェ
ンジ」 は重複としてマークされま
す。

completionEager false camel 2.16: エクスチェンジが完
了すると、Idempotent コン
シューマーの Eager を完了するか
どうかを設定します。

completeEager オプションを
true に設定すると、エクスチェン
ジが Idempotent Consumer パ
ターンブロックの末尾に到達する
と、べき等コンシューマーによっ
て完了がトリガーされます。ただ
し、エンドブロック後もエクス
チェンジがルーティングを継続し
ても、べき等コンシューマーの状
態には影響しません。

completeEager オプションを
false に設定すると、エクスチェ
ンジが完了してルーティングされ
た後に、べき等コンシューマーに
よって完了がトリガーされます。
ただし、ブロックの終了後もエク
スチェンジがルーティングを継続
する場合、べき等コンシューマー
にも影響します。たとえば、エク
スチェンジが失敗した場合の例外
により、べき等コンシューマーの
状態がロールバックされます。

11.9. TRANSACTIONAL CLIENT

概要概要

     図図11.7「「Transactional Client パターン」パターン」 に示されるに示される Transactional Clientパターンはパターンは 、トランザ、トランザ
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クションに参加できるメッセージングエンドポイントを参照します。クションに参加できるメッセージングエンドポイントを参照します。Apache Camel はは Spring 
transaction management を使用してトランザクションをサポートします。を使用してトランザクションをサポートします。
    

図図11.7 Transactional Client パターンパターン

トランザクション指向のエンドポイントトランザクション指向のエンドポイント

     すべてのすべての Apache Camel エンドポイントがトランザクションをサポートする訳ではありません。サエンドポイントがトランザクションをサポートする訳ではありません。サ
ポートするものは、ポートするものは、トランザクション指向のエンドポイントトランザクション指向のエンドポイント (またはまたは TOE) と呼ばれます。たとえば、と呼ばれます。たとえば、
JMS コンポーネントとコンポーネントと ActiveMQ コンポーネントの両方がトランザクションをサポートします。コンポーネントの両方がトランザクションをサポートします。
    

     コンポーネントでトランザクションを有効にするには、コンポーネントをコンポーネントでトランザクションを有効にするには、コンポーネントを CamelContext に追加すに追加す
る前に、適切な初期化を実行する必要があります。すなわち、トランザクションコンポーネントを明示る前に、適切な初期化を実行する必要があります。すなわち、トランザクションコンポーネントを明示
的に初期化するためにコードを記述する必要があります。的に初期化するためにコードを記述する必要があります。
    

その他の参考資料その他の参考資料

     Apache Camel でのトランザクションの設定に関する詳細は、本ガイドの対象外となります。トラでのトランザクションの設定に関する詳細は、本ガイドの対象外となります。トラ
ンザクションの使用方法に関する詳細は、ンザクションの使用方法に関する詳細は、Apache Camel ののTransaction Guideを参照してください。を参照してください。
    

11.10. MESSAGING GATEWAY

概要概要

     図図11.8「「Messaging Gateway パターン」パターン」 に記載されているに記載されている Messaging Gateway パターンは、パターンは、
メッセージングシステムのメッセージングシステムの API がアプリケーションレベルでプログラマーから隠されているメッセージがアプリケーションレベルでプログラマーから隠されているメッセージ
ングシステムとの統合方法を示しています。より一般的な例として、プログラマーが認識せずに同期メングシステムとの統合方法を示しています。より一般的な例として、プログラマーが認識せずに同期メ
ソッド呼び出しをリクエストソッド呼び出しをリクエスト/リプライメッセージ交換に変換する場合が挙げられます。リプライメッセージ交換に変換する場合が挙げられます。
    

図図11.8 Messaging Gateway パターンパターン
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図図11.8 Messaging Gateway パターンパターン

     以下の以下の Apache Camel コンポーネントは、このようなメッセージングシステムとの統合を提供しまコンポーネントは、このようなメッセージングシステムとの統合を提供しま
す。す。
    

       CXF
      

       Bean コンポーネントコンポーネント
      

11.11. SERVICE ACTIVATOR

概要概要

     図図11.9「「Service Activator パターン」パターン」 に示されているに示されている Service Activator パターンは、受信したリパターンは、受信したリ
クエストメッセージへの応答でサービスの操作が呼び出されるシナリオを説明します。クエストメッセージへの応答でサービスの操作が呼び出されるシナリオを説明します。Service 
Activator は、呼び出す操作を特定し、操作のパラメーターとして使用するデータを抽出します。最後は、呼び出す操作を特定し、操作のパラメーターとして使用するデータを抽出します。最後
に、に、Service Activator は、メッセージから抽出したデータを使用して操作を呼び出します。操作呼びは、メッセージから抽出したデータを使用して操作を呼び出します。操作呼び
出しは一方向出しは一方向 (リクエストのみリクエストのみ) または双方向または双方向 (リクエストリクエスト/リプライリプライ) のいずれかになります。のいずれかになります。
    

図図11.9 Service Activator パターンパターン
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図図11.9 Service Activator パターンパターン

     多くの点で、多くの点で、Service Activator は従来のリモートプロシージャーコールは従来のリモートプロシージャーコール (RPC) に類似しています。に類似しています。
ここでは、操作呼び出しはメッセージとしてエンコードされます。主な違いは、ここでは、操作呼び出しはメッセージとしてエンコードされます。主な違いは、Service Activator がが
より柔軟である必要があることです。より柔軟である必要があることです。RPC フレームワークは、リクエストおよびリプライメッセージフレームワークは、リクエストおよびリプライメッセージ
エンコーディングを標準化しますエンコーディングを標準化します (たとえば、たとえば、Web サービスの操作はサービスの操作は SOAP メッセージとしてエンメッセージとしてエン
コードされますコードされます)。一方、。一方、Service Activator は通常、メッセージングシステムとサービスの操作間のは通常、メッセージングシステムとサービスの操作間の
マッピングを即応する必要があります。マッピングを即応する必要があります。
    

Bean インテグレーションインテグレーション

     Apache Camel がが Service Activator パターンのサポートに提供する主なメカニズムがパターンのサポートに提供する主なメカニズムが Bean インテインテ
グレーショングレーション です。です。Bean インテグレーションインテグレーション は、受信メッセージをは、受信メッセージを Java オブジェクトのメソッド呼オブジェクトのメソッド呼
び出しにマッピングするための一般的なフレームワークを提供します。たとえば、び出しにマッピングするための一般的なフレームワークを提供します。たとえば、Java fluent DSL 
は、は、bean() およびおよび beanRef() プロセッサーを提供し、ルートに挿入して、登録されたプロセッサーを提供し、ルートに挿入して、登録された Java Bean のメのメ
ソッドを呼び出すことができます。メッセージデータのソッドを呼び出すことができます。メッセージデータの Java メソッドパラメーターへの詳細なマッピメソッドパラメーターへの詳細なマッピ
ングは、ングは、 Bean バインディングバインディングによって決定され、によって決定され、Bean クラスにアノテーションを追加することで実クラスにアノテーションを追加することで実
装できます。装できます。
    

     たとえば、たとえば、JMS/ActiveMQ キューで受信されるサービスリクエストに対しキューで受信されるサービスリクエストに対し
て、て、BankBean.getUserAccBalance() のの Java メソッドを呼び出す以下のルートについて考えてみまメソッドを呼び出す以下のルートについて考えてみま
しょう。しょう。
    

from("activemq:BalanceQueries")
  .setProperty("userid", xpath("/Account/BalanceQuery/UserID").stringResult())
  .beanRef("bankBean", "getUserAccBalance")
  .to("velocity:file:src/scripts/acc_balance.vm")
  .to("activemq:BalanceResults");

     ActiveMQ エンドポイントエンドポイント activemq:BalanceQueries から引き出されたメッセージは、銀行口座のから引き出されたメッセージは、銀行口座の
ユーザーユーザー ID を提供する単純なを提供する単純な XML 形式です。以下に例を示します。形式です。以下に例を示します。
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<?xml version='1.0' encoding='UTF-8'?>
<Account>
  <BalanceQuery>
    <UserID>James.Strachan</UserID>
  </BalanceQuery>
</Account>

     ルートの最初のプロセッサールートの最初のプロセッサー setProperty() は、は、In メッセージからユーザーメッセージからユーザー ID を抽出し、を抽出し、userid エエ
クスチェンジプロパティーに保存します。クスチェンジプロパティーに保存します。In ヘッダーはヘッダーは Bean の呼び出し後に利用できないため、プロの呼び出し後に利用できないため、プロ
パティーに保存することが推奨されます。パティーに保存することが推奨されます。
    

     サービスのアクティベーションの手順はサービスのアクティベーションの手順は beanRef() プロセッサーによって実行されます。このプロプロセッサーによって実行されます。このプロ
セッサーは、受信メッセージをセッサーは、受信メッセージを bankBean のの Bean ID で識別されるで識別される Java オブジェクトのオブジェクトの  
getUserAccBalance() メソッドにバインドします。以下のコードは、メソッドにバインドします。以下のコードは、BankBean クラスの実装例を示クラスの実装例を示
しています。しています。
    

package tutorial;

import org.apache.camel.language.XPath;

public class BankBean {
    public int getUserAccBalance(@XPath("/Account/BalanceQuery/UserID") String user) {
        if (user.equals("James.Strachan")) {
            return 1200;
        }
        else {
            return 0;
        }
      }
}

     message data to method パラメーターのバインディングは、パラメーターのバインディングは、UserID XML 要素の内容を要素の内容を user 
method パラメーターに注入するパラメーターに注入する @XPath アノテーションによって有効にされます。呼び出しの完了時アノテーションによって有効にされます。呼び出しの完了時
に、戻り値はに、戻り値は Out メッセージのボディーに挿入され、ルートの次のステップのためにメッセージのボディーに挿入され、ルートの次のステップのために  In メッセージにメッセージに
コピーされます。コピーされます。Bean がが beanRef() プロセッサーにアクセスできるようにするには、プロセッサーにアクセスできるようにするには、Spring XML でで
インスタンスをインスタンス化する必要があります。たとえば、以下の行をインスタンスをインスタンス化する必要があります。たとえば、以下の行を META-INF/spring/camel-
context.xml 設定ファイルに追加して設定ファイルに追加して Bean をインスタンス化できます。をインスタンス化できます。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<beans ... >
  ...
  <bean id="bankBean" class="tutorial.BankBean"/>
</beans>

     Bean ID bankBean は、レジストリーでこのは、レジストリーでこの Bean インスタンスを特定します。インスタンスを特定します。
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     Bean 呼び出しの出力は、適切にフォーマットされた結果メッセージを生成するために呼び出しの出力は、適切にフォーマットされた結果メッセージを生成するために Velocity テテ
ンプレートに注入されます。ンプレートに注入されます。Velocity エンドポイントエンドポイント velocity:file:src/scripts/acc_balance.vm は、は、
以下の内容を含む以下の内容を含む velocity スクリプトの場所を指定します。スクリプトの場所を指定します。
    

<?xml version='1.0' encoding='UTF-8'?>
<Account>
  <BalanceResult>
    <UserID>${exchange.getProperty("userid")}</UserID>
    <Balance>${body}</Balance>
  </BalanceResult>
</Account>

     エクスチェンジインスタンスはエクスチェンジインスタンスは Velocity 変数変数 exchange として利用できます。これによとして利用できます。これによ
り、り、${exchange.getProperty("userid")} を使用してを使用して userid エクスチェンジプロパティーを取得できまエクスチェンジプロパティーを取得できま
す。現在のす。現在の In メッセージのボディーメッセージのボディー ${body} には、には、getUserAccBalance() メソッド呼び出しの結果がメソッド呼び出しの結果が
含まれます。含まれます。
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第第12章章 システム管理システム管理

概要概要

     システム管理パターンは、メッセージングシステムを監視、テスト、および管理する方法を表してシステム管理パターンは、メッセージングシステムを監視、テスト、および管理する方法を表して
います。います。
    

    
   

12.1. DETOUR

Detour

     3章章エンタープライズ統合パターンの導入エンタープライズ統合パターンの導入 からのからの Detour では、制御条件が満たされる場合に追加のでは、制御条件が満たされる場合に追加の
ステップによりメッセージを送信できます。これは、追加の検証、テスト、および必要時のコードのデステップによりメッセージを送信できます。これは、追加の検証、テスト、および必要時のコードのデ
バッグを行う場合に役立ちます。バッグを行う場合に役立ちます。
    

例例

     この例では、ルートの途中でこの例では、ルートの途中で mock:detour のエンドポイントまで条件付きで迂回するのエンドポイントまで条件付きで迂回する 
from("direct:start").to("mock:result") のようなルートを基本的に持っています。のようなルートを基本的に持っています。
    

from("direct:start").choice()
    .when().method("controlBean", "isDetour").to("mock:detour").end()
    .to("mock:result");

     Spring XML エクステンションエクステンション の使用の使用
    

<route>
  <from uri="direct:start"/>
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    <choice>
      <when>
        <method bean="controlBean" method="isDetour"/>
 <to uri="mock:detour"/>
      </when>
    </choice>
    <to uri="mock:result"/>
  </split>
</route>

     detour がオンまたはオフであるかどうかはがオンまたはオフであるかどうかは ControlBean によって決定されます。したがって、によって決定されます。したがって、
detour がオンのとき、メッセージはがオンのとき、メッセージは mock:detour にルーティングされ、続いてにルーティングされ、続いて mock:result にルーにルー
ティングされます。ティングされます。detour がオフになると、メッセージはがオフになると、メッセージは mock:result にルーティングされます。にルーティングされます。
    

     詳細は、以下のサンプルソースを確認してください。詳細は、以下のサンプルソースを確認してください。
    

     camel-core/src/test/java/org/apache/camel/processor/DetourTest.java
    

12.2. LOGEIP

概要概要

     Apache Camel では、ルートでログを出力する方法は複数あります。では、ルートでログを出力する方法は複数あります。
    

       log DSL コマンドの使用。コマンドの使用。
      

       メッセージコンテンツをログに記録できるメッセージコンテンツをログに記録できる Log コンポーネントの使用。コンポーネントの使用。
      

       メッセージフローを追跡するトレーサーの使用。メッセージフローを追跡するトレーサーの使用。
      

       Processor またはまたは Bean エンドポイントを使用したエンドポイントを使用した Java でのロギング。でのロギング。
      

LOG DSL コマンドとコマンドと LOG コンポーネントの違いコンポーネントの違い
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LOG DSL コマンドとコマンドと LOG コンポーネントの違いコンポーネントの違い

      log DSL は非常に軽量で、は非常に軽量で、Starting to do …  のように人の作業をロギングします。このように人の作業をロギングします。こ
れは、れは、Simple 言語に基づいたメッセージのみにログを記録できます。これとは対照的言語に基づいたメッセージのみにログを記録できます。これとは対照的
に、に、Log コンポーネントは完全に機能するロギングコンポーネントです。コンポーネントは完全に機能するロギングコンポーネントです。Log コンポーコンポー
ネントはメッセージ自体をログに記録でき、ロギングを制御するための多くのネントはメッセージ自体をログに記録でき、ロギングを制御するための多くの URI オプオプ
ションがあります。ションがあります。
     

Java DSL の例の例

     Apache Camel 2.2 以降、以降、log DSL コマンドを使用して、コマンドを使用して、Simple 式言語を使ってランタイム時にロ式言語を使ってランタイム時にロ
グメッセージを作成できます。たとえば、以下のように、ルート内にログメッセージを作成できます。グメッセージを作成できます。たとえば、以下のように、ルート内にログメッセージを作成できます。
    

from("direct:start").log("Processing ${id}").to("bean:foo");

     このルートは、ランタイムにこのルートは、ランタイムに String フォーマットメッセージを作成します。ルートフォーマットメッセージを作成します。ルート ID をログ名とをログ名と
して使用し、ログメッセージはして使用し、ログメッセージは INFO レベルでログに記録されます。デフォルトでは、ルートにはレベルでログに記録されます。デフォルトでは、ルートには 
route-1、、route-2 などの連続した名前が付けられます。ただし、などの連続した名前が付けられます。ただし、DSL コマンドコマンド 
routeId("myCoolRoute") を使用して、カスタムルートを使用して、カスタムルート ID を指定することもできます。を指定することもできます。
    

     ログログ DSL は、ロギングレベルとログ名を明示的に設定できるようにするバリアントも提供します。は、ロギングレベルとログ名を明示的に設定できるようにするバリアントも提供します。
たとえば、ロギングレベルを明示的にたとえば、ロギングレベルを明示的に LoggingLevel.DEBUG に設定するには、以下のようにログに設定するには、以下のようにログ DSL 
を呼び出すことができます。を呼び出すことができます。
    

     ロギングレベルや名前を設定するためのメソッドがオーバーロードされています。ロギングレベルや名前を設定するためのメソッドがオーバーロードされています。
    

from("direct:start").log(LoggingLevel.DEBUG, "Processing ${id}").to("bean:foo");

     ログ名をログ名を fileRoute に設定するには、以下のようにログに設定するには、以下のようにログ DSL を呼び出すことができます。を呼び出すことができます。
    

from("file://target/files").log(LoggingLevel.DEBUG, "fileRoute", "Processing file 
${file:name}").to("bean:foo");

XML DSL の例の例

     XML DSL では、ログでは、ログ DSL はは log 要素によって表され、ログメッセージは以下のように要素によって表され、ログメッセージは以下のように message 
属性を属性を Simple 式に設定することで指定されます。式に設定することで指定されます。
    

<route id="foo">
    <from uri="direct:foo"/>

第第12章章 システム管理システム管理

417

http://people.apache.org/~dkulp/camel/simple.html
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_fuse/7.5/html-single/apache_camel_component_reference/index#log-component
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_fuse/7.5/html-single/apache_camel_component_reference/index#log-component


    <log message="Got ${body}"/>
    <to uri="mock:foo"/>
</route>

     log 要素は、要素は、message、、loggingLevel、および、および logName 属性をサポートします。以下に例を示しま属性をサポートします。以下に例を示しま
す。す。
    

<route id="baz">
    <from uri="direct:baz"/>
    <log message="Me Got ${body}" loggingLevel="FATAL" logName="cool"/>
    <to uri="mock:baz"/>
</route>

グローバルログ名グローバルログ名

     ルートルート ID はデフォルトのログ名として使用されます。はデフォルトのログ名として使用されます。Apache Camel 2.17 以降、以降、logname パラパラ
メーターを設定してログ名を変更できます。メーターを設定してログ名を変更できます。
    

     Java DSL では、以下の例のようにログ名を設定します。では、以下の例のようにログ名を設定します。
    

CamelContext context = ...
context.getProperties().put(Exchange.LOG_EIP_NAME, "com.foo.myapp");

     XML では、以下のようにログ名を設定します。では、以下のようにログ名を設定します。
    

<camelContext ...>
  <properties>
    <property key="CamelLogEipName" value="com.foo.myapp"/>
  </properties>

     複数のログがあり、すべてのログに同じログ名を設定する場合は、各ログに設定を追加する必要が複数のログがあり、すべてのログに同じログ名を設定する場合は、各ログに設定を追加する必要が
あります。あります。
    

12.3. WIRE TAP

Wire Tap

     Wire Tapパターンはパターンは 図図12.1「「Wire Tap パターン」パターン」 に記載されているように、元のメッセージが宛に記載されているように、元のメッセージが宛
先に転送される一方で、メッセージのコピーを別の先に転送される一方で、メッセージのコピーを別の Tap の場所にルーティングできます。の場所にルーティングできます。
    

図図12.1 Wire Tap パターンパターン
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図図12.1 Wire Tap パターンパターン

ストリームストリーム

      ストリームメッセージボディーにストリームメッセージボディーに WireTap を実行する場合、を実行する場合、ストリームキャッシンストリームキャッシン
ググ を有効にして、メッセージボディーを再読み込みできるようにすることを検討してくを有効にして、メッセージボディーを再読み込みできるようにすることを検討してく
ださい。詳細は、ださい。詳細は、Stream Caching を参照してください。を参照してください。
     

wireTap ノードノード

     Apache Camel 2.0 では、では、Wire Tap を実行するを実行する wireTap ノードが導入されました。ノードが導入されました。wireTap ノードノード
は、交換パターンがは、交換パターンが InOnly に設定されたタップされたエクスチェンジに元のエクスチェンジをコピーに設定されたタップされたエクスチェンジに元のエクスチェンジをコピー
します。これは、タップされたエクスチェンジをします。これは、タップされたエクスチェンジを 一方向一方向 で伝播する必要があるためです。タップされで伝播する必要があるためです。タップされ
たエクスチェンジは個別のスレッドで処理されるため、メインルートと同時に実行できます。たエクスチェンジは個別のスレッドで処理されるため、メインルートと同時に実行できます。
    

     wireTap は、エクスチェンジのタップに関して、以下のは、エクスチェンジのタップに関して、以下の 2 つの異なるアプローチをサポートしまつの異なるアプローチをサポートしま
す。す。
    

       元のエクスチェンジのコピーをタップします元のエクスチェンジのコピーをタップします
      

       タップされたエクスチェンジをカスタマイズできるように、新しいエクスチェンジインスタップされたエクスチェンジをカスタマイズできるように、新しいエクスチェンジインス
タンスをタップしますタンスをタップします
      

注記注記

      Camel 2.16 以降、以降、Wire Tap 宛先にエクスチェンジを送信するときに宛先にエクスチェンジを送信するときに Wire Tap EIP 
がイベント通知を送信します。がイベント通知を送信します。
     

注記注記
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注記注記

      Camel 2.20 の時点では、の時点では、Wire Tap EIP はシャットダウン中にすべての実行中のはシャットダウン中にすべての実行中の 
Wire Tap エクスチェンジを終了します。エクスチェンジを終了します。
     

元のエクスチェンジのコピーをタップします。元のエクスチェンジのコピーをタップします。

     Java DSL を使用を使用
    

from("direct:start")
    .to("log:foo")
    .wireTap("direct:tap")
    .to("mock:result");

     Spring XML エクステンションを使用エクステンションを使用
    

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <to uri="log:foo"/>
    <wireTap uri="direct:tap"/>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

元のエクスチェンジのコピーをタップおよび変更元のエクスチェンジのコピーをタップおよび変更

     Java DSL を使用すると、を使用すると、Apache Camel はプロセッサーまたは式を使用して元のエクスチェンジのはプロセッサーまたは式を使用して元のエクスチェンジの
コピーを変更することができます。プロセッサーを使用すると、プロパティーやヘッダーなどを設定すコピーを変更することができます。プロセッサーを使用すると、プロパティーやヘッダーなどを設定す
ることができるため、エクスチェンジの配置を完全に制御することができます。式は、ることができるため、エクスチェンジの配置を完全に制御することができます。式は、In のメッセージのメッセージ
ボディーの変更にのみ使用できます。ボディーの変更にのみ使用できます。
    

     たとえば、たとえば、プロセッサープロセッサー を使用して元のエクスチェンジのコピーを変更するには、以下を実行しまを使用して元のエクスチェンジのコピーを変更するには、以下を実行しま
す。す。
    

from("direct:start")
    .wireTap("direct:foo", new Processor() {
        public void process(Exchange exchange) throws Exception {
            exchange.getIn().setHeader("foo", "bar");
        }
    }).to("mock:result");

from("direct:foo").to("mock:foo");
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     また、また、式式 を使用して元のエクスチェンジのコピーを変更するには、以下を実行します。を使用して元のエクスチェンジのコピーを変更するには、以下を実行します。
    

from("direct:start")
    .wireTap("direct:foo", constant("Bye World"))
    .to("mock:result");

from("direct:foo").to("mock:foo");

     Spring XML エクステンションを使用すると、エクステンションを使用すると、プロセッサープロセッサー アプローチを使用して元のエクスチェアプローチを使用して元のエクスチェ
ンジのコピーを変更できます。ここで、ンジのコピーを変更できます。ここで、processorRef 属性は属性は myProcessor ID を持つを持つ Spring Bean 
を参照します。を参照します。
    

<route>
    <from uri="direct:start2"/>
    <wireTap uri="direct:foo" processorRef="myProcessor"/>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

     また、また、式式 を使用して元のエクスチェンジのコピーを変更するには、以下を実行します。を使用して元のエクスチェンジのコピーを変更するには、以下を実行します。
    

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <wireTap uri="direct:foo">
        <body><constant>Bye World</constant></body>
    </wireTap>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

新しいエクスチェンジインスタンスをタップします新しいエクスチェンジインスタンスをタップします

     コピーフラグをコピーフラグを false (デフォルトはデフォルトは true) に設定すると、新規のエクスチェンジインスタンスでに設定すると、新規のエクスチェンジインスタンスで 
Wire Tap を定義できます。この場合、を定義できます。この場合、Wire Tap 用に最初の空のエクスチェンジが作成されます。用に最初の空のエクスチェンジが作成されます。
    

     たとえば、たとえば、プロセッサープロセッサー を使用して新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、以下のコを使用して新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、以下のコ
マンドを実行します。マンドを実行します。
    

from("direct:start")
    .wireTap("direct:foo", false, new Processor() {
        public void process(Exchange exchange) throws Exception {
            exchange.getIn().setBody("Bye World");
            exchange.getIn().setHeader("foo", "bar");
        }
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    }).to("mock:result");

from("direct:foo").to("mock:foo");

     2 番目の番目の wireTap 引数は、コピーフラグを引数は、コピーフラグを false に設定し、元のエクスチェンジがコピーに設定し、元のエクスチェンジがコピー されずされず、、
代わりに空のエクスチェンジが作成されることを示します。代わりに空のエクスチェンジが作成されることを示します。
    

     式式 を使用して新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、以下を実行します。を使用して新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、以下を実行します。
    

from("direct:start")
    .wireTap("direct:foo", false, constant("Bye World"))
    .to("mock:result");

from("direct:foo").to("mock:foo");

     Spring XML エクステンションを使用すると、エクステンションを使用すると、wireTap 要素の要素の copy 属性を属性を false に設定することに設定すること
で、新しいエクスチェンジが作成されることを示すことができます。で、新しいエクスチェンジが作成されることを示すことができます。
    

     プロセッサープロセッサー アプローチを使用して、新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、次のよアプローチを使用して、新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、次のよ
うに、うに、processorRef 属性が属性が myProcessor ID を持つを持つ Spring Bean を参照します。を参照します。
    

<route>
    <from uri="direct:start2"/>
    <wireTap uri="direct:foo" processorRef="myProcessor" copy="false"/>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

     式式 を使用して新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、以下を実行します。を使用して新しいエクスチェンジインスタンスを作成するには、以下を実行します。
    

<route>
    <from uri="direct:start"/>
    <wireTap uri="direct:foo" copy="false">
        <body><constant>Bye World</constant></body>
    </wireTap>
    <to uri="mock:result"/>
</route>

DSL での新規エクスチェンジの送信およびヘッダーの設定での新規エクスチェンジの送信およびヘッダーの設定

     Camel 2.8 から利用可能から利用可能
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     「「Wire Tap」」 を使用して新しいメッセージを送信する場合、を使用して新しいメッセージを送信する場合、DSLからから パートパートII「ルーティング式と「ルーティング式と
述語言語」述語言語」 を使用してメッセージボディーのみを設定できます。新しいヘッダーも設定する必要があるを使用してメッセージボディーのみを設定できます。新しいヘッダーも設定する必要がある
場合には、場合には、「プロセッサー」「プロセッサー」 を使用する必要があります。を使用する必要があります。Camel 2.8 以降では、以降では、DSL にもヘッダーをにもヘッダーを
設定できるようになりました。設定できるようになりました。
    

     以下は、次の条件で新しいメッセージを送信する例になります。以下は、次の条件で新しいメッセージを送信する例になります。
    

       メッセージボディーはメッセージボディーは Bye World
      

       キーキー id のあるヘッダーのあるヘッダー (値値 はは 123)
      

       キーキー date のあるヘッダーのあるヘッダー (値は現在の日付値は現在の日付)
      

Java DSL

from("direct:start")
     // tap a new message and send it to direct:tap
     // the new message should be Bye World with 2 headers
     .wireTap("direct:tap")
         // create the new tap message body and headers
         .newExchangeBody(constant("Bye World"))
         .newExchangeHeader("id", constant(123))
         .newExchangeHeader("date", simple("${date:now:yyyyMMdd}"))
     .end()
     // here we continue routing the original messages
     .to("mock:result");

 // this is the tapped route
 from("direct:tap")
     .to("mock:tap");

XML DSL

     XML DSL は、メッセージボディーとヘッダーの設定方法がは、メッセージボディーとヘッダーの設定方法が Java DSL とは若干異なります。とは若干異なります。XML 
では、以下のようにでは、以下のように <body> およびおよび <setHeader> を使用します。を使用します。
    

<route>
     <from uri="direct:start"/>
     <!-- tap a new message and send it to direct:tap -->
     <!-- the new message should be Bye World with 2 headers -->
     <wireTap uri="direct:tap">
         <!-- create the new tap message body and headers -->
         <body><constant>Bye World</constant></body>
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         <setHeader headerName="id"><constant>123</constant></setHeader>
         <setHeader headerName="date"><simple>${date:now:yyyyMMdd}</simple></setHeader>
     </wireTap>
     <!-- here we continue routing the original message -->
     <to uri="mock:result"/>
 </route>

URI の使用の使用

     Wire Tap は、静的および動的エンドポイントは、静的および動的エンドポイント URI をサポートします。静的エンドポイントをサポートします。静的エンドポイント URI はは 
Camel 2.20 で利用できます。で利用できます。
    

     以下の例は、ヘッダー以下の例は、ヘッダー ID がキュー名の一部であるがキュー名の一部である JMS キューにキューに Wire Tap を実行する方法を示しを実行する方法を示し
ています。ています。
    

from("direct:start")
   .wireTap("jms:queue:backup-${header.id}")
   .to("bean:doSomething");

     動的エンドポイント動的エンドポイント URI の詳細は、の詳細は、「「Dynamic To」」 を参照してください。を参照してください。
    

メッセージの準備時にカスタムロジックを実行するためのメッセージの準備時にカスタムロジックを実行するための onPrepare の使用の使用

     Camel 2.8 から利用可能から利用可能
    

     詳細は、詳細は、「「Multicast」」  を参照してください。を参照してください。
    

オプションオプション

     wireTap DSL コマンドは、以下のオプションをサポートします。コマンドは、以下のオプションをサポートします。
    

名前。 デフォルト値 説明

uri  Wire Tap メッセージの送信先のエ
ンドポイント URI。uri または ref
のいずれかを使用する必要があり
ます。
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ref  Wire Tap メッセージの送信先のエ
ンドポイントを参照します。uri
または ref のいずれかを使用する
必要があります。

executorServiceRef  Wire Tap メッセージを処理する際
に使用するカスタム 「スレッドモ
デル」 を参照します。設定されて
いない場合、Camel はデフォルト
のスレッドプールを使用します。

processorRef  新しいメッセージを作成するため
に使用するカスタム 「プロセッ
サー」 を参照します (送信モード
など)。以下を参照してくださ
い。

copy true camel 2.3: メッセージに Wire Tap
を実行する際に使用する 「エクス
チェンジ」 をコピーします。

onPrepareRef  Camel 2.8: Wire Tap のために
「エクスチェンジ」 のコピーを用
意するカスタム 「プロセッサー」
を参照します。これにより、必要
に応じてメッセージのペイロード
をディープクローンするなど、カ
スタムロジックを実行できます。
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パートパート II. ルーティング式と述語言語ルーティング式と述語言語

    本ガイドでは、本ガイドでは、Apache Camel でサポートされる評価言語で使われている基本的な構文を説明しまでサポートされる評価言語で使われている基本的な構文を説明しま
す。す。
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第第13章章 はじめにはじめに

概要概要

     本章では、本章では、Apache Camel でサポートされているすべての式言語の概要を説明します。でサポートされているすべての式言語の概要を説明します。
    

13.1. 言語の概要言語の概要

式および述語言語の表式および述語言語の表

     表表13.1「式および述語」「式および述語」 は、式言語と述語言語を呼び出すための異なる構文の概要をまとめていまは、式言語と述語言語を呼び出すための異なる構文の概要をまとめていま
す。す。
    

表表13.1 式および述語式および述語

言語言語 Static メソッメソッ
ドド

Fluent DSL メメ
ソッドソッド

XML 要素要素 アノテーショアノテーショ
ンン

アーティファアーティファ
クトクト

カスタマポー
タルの Apache
Camel 開発ガ開発ガ
イドイド の Bean
インテグレーインテグレー
ションション を参照
してくださ
い。

bean() EIP().method
()

メソッドメソッド @Bean Camel core

14章定数 constant() EIP().consta
nt()

constant @Constant Camel core

15章EL el() EIP().el() el @EL camel-juel

17章Groovy groovy() EIP().groovy
()

groovy @Groovy camel-
groovy

18章Header header() EIP().header(
)

header @Header Camel core

19章JavaScript javaScript() EIP().javaScr
ipt()

javaScript @JavaScript camel-script

20章JoSQL sql() EIP().sql() sql @SQL camel-josql

21章JsonPath なしなし EIP().jsonpat
h()

jsonpath @JsonPath camel-
jsonpath
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22章JXPath なしなし EIP().jxpath() jxpath @JXPath camel-jxpath

23章MVEL mvel() EIP().mvel() mvel @MVEL camel-mvel

24章Object-
Graph
Navigation
Language
(OGNL)

ognl() EIP().ognl() ognl @OGNL camel-ognl

25章PHP (非推
奨)

php() EIP().php() php @PHP camel-script

26章エクス
チェンジプロ
パティー

property() EIP().propert
y()

プロパティープロパティー @Property Camel core

27章Python (非
推奨)

python() EIP().python
()

python @Python camel-script

28章Ref ref() EIP().ref() ref 該当なし該当なし Camel core

29章Ruby (非
推奨)

ruby() EIP().ruby() ruby @Ruby camel-script

30章Simple 言
語/16章File 言
語

simple() EIP().simple(
)

simple @Simple Camel core

31章SpEL spel() EIP().spel() spel @SpEL camel-
spring

32章XPath 言
語

xpath() EIP().xpath() xpath @XPath Camel core

33章XQuery xquery() EIP().xquery(
)

xquery @XQuery camel-saxon

言語言語 Static メソッメソッ
ドド

Fluent DSL メメ
ソッドソッド

XML 要素要素 アノテーショアノテーショ
ンン

アーティファアーティファ
クトクト

13.2. 式言語の呼び出し方法式言語の呼び出し方法

前提条件前提条件

     特定の式言語を使用する前に、必要な特定の式言語を使用する前に、必要な JAR ファイルがクラスパス上にあることを確認してくださファイルがクラスパス上にあることを確認してくださ
い。使用する言語がい。使用する言語が Apache Camel Core に含まれていない場合、関連するに含まれていない場合、関連する JAR をクラスパスに追加をクラスパスに追加
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する必要があります。する必要があります。
    

     Maven ビルドシステムを使用している場合は、関連する依存関係をビルドシステムを使用している場合は、関連する依存関係を POM ファイルに追加するだけファイルに追加するだけ
で、で、JAR をビルド時のクラスパスに含むことができます。たとえば、をビルド時のクラスパスに含むことができます。たとえば、Ruby 言語を使いたい場合は、以言語を使いたい場合は、以
下の依存関係を下の依存関係を POM ファイルに追加します。ファイルに追加します。
    

<dependency>
  <groupId>org.apache.camel</groupId>
  <artifactId>camel-groovy</artifactId>
  <!-- Use the same version as your Camel core version -->
  <version>${camel.version}</version>
</dependency>

     アプリケーションをアプリケーションを Red Hat Fuse OSGi コンテナーにデプロイする場合は、関連する言語機能がイコンテナーにデプロイする場合は、関連する言語機能がイ
ンストールされていることを確認する必要がありますンストールされていることを確認する必要があります (機能の名前は該当する機能の名前は該当する Maven アーティファクトアーティファクト
の名前になりますの名前になります)。たとえば、。たとえば、OSGi コンテナーでコンテナーで Groovy 言語を使用するには、以下の言語を使用するには、以下の OSGi コンコン
ソールコマンドを入力してソールコマンドを入力して camel-groovy 機能をインストールしておく必要があります。機能をインストールしておく必要があります。
    

karaf@root> features:install camel-groovy

注記注記

      ルートで式や述語を使用している場合は、ルートで式や述語を使用している場合は、resource:classpath:path またはまたは 
resource:file:path を使用して、外部リソースとして値を参照します。たとえを使用して、外部リソースとして値を参照します。たとえ
ば、ば、resource:classpath:com/foo/myscript.groovy です。です。
     

Camel on EAP デプロイメントデプロイメント

     camel-groovy コンポーネントは、コンポーネントは、Camel on EAP (Wildfly Camel) フレームワークによってサポーフレームワークによってサポー
トされており、トされており、Red Hat JBoss Enterprise Application Platform (JBoss EAP) コンテナー上でシンプコンテナー上でシンプ
ルなデプロイモデルを提供します。ルなデプロイモデルを提供します。
    

呼び出す方法呼び出す方法

     表表13.1「式および述語」「式および述語」 で示されているように、式言語を呼び出すための構文は、それが使用されで示されているように、式言語を呼び出すための構文は、それが使用され
るコンテキストによって異なります。以下の方法で式言語を呼び出すことができます。るコンテキストによって異なります。以下の方法で式言語を呼び出すことができます。
    

       Static メソッドメソッド
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       Fluent DSL メソッドメソッド
      

       XML 要素要素
      

       アノテーションアノテーション
      

Static メソッドメソッド

     ほとんどの言語は、ほとんどの言語は、org.apache.camel.Expression 型や型や org.apache.camel.Predicate 型が想定さ型が想定さ
れるれる あらゆるあらゆる コンテキストで使用できるコンテキストで使用できる Static メソッドを定義します。メソッドを定義します。Static メソッドは、文字列式メソッドは、文字列式 
(または述語または述語) を引数とし、を引数とし、Expression オブジェクトオブジェクト (Predicate オブジェクトでもあるオブジェクトでもある) を返します。を返します。
    

     たとえば、たとえば、XML 形式のメッセージを処理するコンテンツベースルーターを実装するには、以下のよ形式のメッセージを処理するコンテンツベースルーターを実装するには、以下のよ
うにうに /order/address/countryCode 要素の値に基づいてメッセージをルーティングできます。要素の値に基づいてメッセージをルーティングできます。
    

from("SourceURL")
  .choice
    .when(xpath("/order/address/countryCode = 'us'"))
      .to("file://countries/us/")
    .when(xpath("/order/address/countryCode = 'uk'"))
      .to("file://countries/uk/")
    .otherwise()
      .to("file://countries/other/")
  .to("TargetURL");

Fluent DSL メソッドメソッド

     Java Fluent DSL は、式言語を呼び出す別のスタイルとなります。式をエンタープライズ統合パは、式言語を呼び出す別のスタイルとなります。式をエンタープライズ統合パ
ターンターン (EIP) の引数として指定する代わりに、の引数として指定する代わりに、DSL コマンドのサブ句で式を指定できます。たとえば、コマンドのサブ句で式を指定できます。たとえば、
XPath 式を式を filter(xpath("Expression")) として呼び出す代わりに、式をとして呼び出す代わりに、式を filter().xpath("Expression") 
として呼び出すことができます。として呼び出すことができます。
    

     たとえば、前述のコンテンツベースのルーターは、以下のように、この形式の呼び出しで再実装でたとえば、前述のコンテンツベースのルーターは、以下のように、この形式の呼び出しで再実装で
きます。きます。
    

from("SourceURL")
  .choice
    .when().xpath("/order/address/countryCode = 'us'")
      .to("file://countries/us/")
    .when().xpath("/order/address/countryCode = 'uk'")
      .to("file://countries/uk/")
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    .otherwise()
      .to("file://countries/other/")
  .to("TargetURL");

XML 要素要素

     関連する関連する XML 要素の中に文字列の式を入れることで、要素の中に文字列の式を入れることで、XML 内で式言語を呼び出すこともできま内で式言語を呼び出すこともできま
す。す。
    

     たとえば、たとえば、XML 内で内で XPath を呼び出すためのを呼び出すための XML 要素は要素は xpath (標準の標準の Apache Camel 名前空間名前空間
に属しているに属している) です。です。XML DSL でコンテンツベースでコンテンツベース ルーターの実装では、以下のようにルーターの実装では、以下のように XPath 式を使式を使
用することができます。用することができます。
    

<from uri="file://input/orders"/>
<choice>
  <when>
    <xpath>/order/address/countryCode = 'us'</xpath>
    <to uri="file://countries/us/"/>
  </when>
  <when>
    <xpath>/order/address/countryCode = 'uk'</xpath>
    <to uri="file://countries/uk/"/>
  </when>
  <otherwise>
    <to uri="file://countries/other/"/>
  </otherwise>
</choice>

     あるいは、あるいは、language 要素を使用して言語式を指定することもできます。この場合、要素を使用して言語式を指定することもできます。この場合、language 属性属性
で言語名を指定します。たとえば、以下のようにで言語名を指定します。たとえば、以下のように language 要素を使用して、要素を使用して、XPath 式を定義できま式を定義できま
す。す。
    

<language language="xpath">/order/address/countryCode = 'us'</language>

アノテーションアノテーション

     アノテーションは、アノテーションは、Bean インテグレーションのコンテキストで使用されます。アノテーションは、インテグレーションのコンテキストで使用されます。アノテーションは、
メッセージまたはヘッダーから情報を抽出して、抽出したデータをメッセージまたはヘッダーから情報を抽出して、抽出したデータを Bean のメソッドパラメーターに注のメソッドパラメーターに注
入するという便利な方法でもあります。入するという便利な方法でもあります。
    

     たとえば、たとえば、filter() EIP の述語として呼び出されるの述語として呼び出される Bean myBeanProc について考えてみます。について考えてみます。Bean 
のの checkCredentials メソッドがメソッドが true を返す場合、メッセージの処理が続行されますが、メソッドがを返す場合、メッセージの処理が続行されますが、メソッドが 
false を返す場合は、メッセージがフィルターによってブロックされます。このを返す場合は、メッセージがフィルターによってブロックされます。この Filter パターンは以下パターンは以下
のように実装されます。のように実装されます。
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// Java
MyBeanProcessor myBeanProc = new MyBeanProcessor();

from("SourceURL")
  .filter().method(myBeanProc, "checkCredentials")
  .to("TargetURL");

     MyBeanProcessor クラスの実装はクラスの実装は @XPath アノテーションを利用して、以下のように、元のアノテーションを利用して、以下のように、元の XML 
メッセージからメッセージから username とと password を抽出します。を抽出します。
    

// Java
import org.apache.camel.language.XPath;

public class MyBeanProcessor {
    boolean void checkCredentials(
        @XPath("/credentials/username/text()") String user,
        @XPath("/credentials/password/text()") String pass
    ) {
        // Check the user/pass credentials...
        ...
    }
}

     @XPath アノテーションは、注入先となるパラメーターの直前に置かれます。パスにアノテーションは、注入先となるパラメーターの直前に置かれます。パスに /text() を追加を追加
し、終了タグではなく要素の内容のみが選択されるようにすることで、し、終了タグではなく要素の内容のみが選択されるようにすることで、XPath 式がテキストノードを式がテキストノードを 
明示的に明示的に 選択することに注意してください。選択することに注意してください。
    

Camel エンドポイントエンドポイント URI

     Camel Language コンポーネントを使用すると、エンドポイントコンポーネントを使用すると、エンドポイント URI でサポートされる言語を呼びでサポートされる言語を呼び
出すことができます。使用可能な構文は出すことができます。使用可能な構文は 2 つあります。つあります。
    

     ファイルファイル (またはまたは Scheme で定義される他のリソースタイプで定義される他のリソースタイプ) に保存されている言語スクリプトを呼に保存されている言語スクリプトを呼
び出すには、以下のび出すには、以下の URI 構文を使用します。構文を使用します。
    

language://LanguageName:resource:Scheme:Location[?Options]

     スキームは、スキームは、file:、、classpath:、または、または http: にすることができます。にすることができます。
    

     たとえば、以下のルートでは、クラスパスからたとえば、以下のルートでは、クラスパスから mysimplescript.txt を実行します。を実行します。
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from("direct:start")
  .to("language:simple:classpath:org/apache/camel/component/language/mysimplescript.txt")
  .to("mock:result");

     2. 埋め込み言語スクリプトを実行するには、以下の埋め込み言語スクリプトを実行するには、以下の URI 構文を使用します。構文を使用します。
    

language://LanguageName[:Script][?Options]

     たとえば、たとえば、script 文字列に格納されている文字列に格納されている Simple 言語のスクリプトを実行するには、次のようにし言語のスクリプトを実行するには、次のようにし
ます。ます。
    

String script = URLEncoder.encode("Hello ${body}", "UTF-8");
from("direct:start")
  .to("language:simple:" + script)
  .to("mock:result");

     Language コンポーネントの詳細は、コンポーネントの詳細は、Apache Camel Component Reference GuideののLanguageをを
参照してください。参照してください。
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第第14章章 定数定数

概要概要

    定数言語は、プレーンテキストの文字列を指定するために使用される簡単な組み込み言語です。これ定数言語は、プレーンテキストの文字列を指定するために使用される簡単な組み込み言語です。これ
により、式タイプが想定されるコンテキストでプレーンテキストの文字列を指定できるようになりまにより、式タイプが想定されるコンテキストでプレーンテキストの文字列を指定できるようになりま
す。す。
   

XML の例の例

    XML では、以下のようにでは、以下のように username ヘッダーの値をヘッダーの値を Jane Doe に設定できます。に設定できます。
   

<camelContext>
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <setHeader headerName="username">
      <constant>Jane Doe</constant>
    </setHeader>
    <to uri="TargetURL"/>
  </route>
</camelContext>

JAVA の例の例

    Java では、以下のようにでは、以下のように username ヘッダーの値をヘッダーの値を Jane Doe に設定できます。に設定できます。
   

from("SourceURL")
  .setHeader("username", constant("Jane Doe"))
  .to("TargetURL");
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第第15章章 EL

概要概要

    Unified Expression Language (EL) は当初は当初 JSP 2.1 標準標準 (JSR-245) の一部として策定されました。の一部として策定されました。
現在は、スタンドアロン言語としても利用できるようになりました。現在は、スタンドアロン言語としても利用できるようになりました。Apache Camel はは EL 言語のオー言語のオー
プンソース実装であるプンソース実装である JUEL (http://juel.sourceforge.net/) と統合しています。と統合しています。
   

JUEL パッケージの追加パッケージの追加

    ルートでルートで EL を使用するには、を使用するには、例例15.1「「camel-juel 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示すように、で示すように、camel-juel のの
依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例15.1 camel-juel 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
<properties>
  <camel-version>2.21.0.fuse-750033-redhat-00001</camel-version>
  ...
</properties>

<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-juel</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで el() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントをステートメントを 
Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.language.juel.JuelExpression.el;

VARIABLES

    表表15.1「「EL 変数」変数」 は、は、EL を使用する際にアクセス可能な変数の一覧を示しています。を使用する際にアクセス可能な変数の一覧を示しています。
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表表15.1 EL 変数変数

変数変数 型型 値値

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

in org.apache.camel.Message IN メッセージ

out org.apache.camel.Message OUT メッセージ

例例

    例例15.2「「EL を使用したルート」を使用したルート」 は、は、EL を使用するを使用する 2 つのルートを示しています。つのルートを示しています。
   

例例15.2 EL を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="seda:foo"/>
    <filter>
      <language language="el">${in.headers.foo == 'bar'}</language>
      <to uri="seda:bar"/>
    </filter>
  </route>
  <route>
    <from uri="seda:foo2"/>
    <filter>
      <language language="el">${in.headers['My Header'] == 'bar'}</language>
      <to uri="seda:bar"/>
    </filter>
  </route>
</camelContext>
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第第16章章 FILE 言語言語

概要概要

     File 言語言語 はは Simple 言語言語 の拡張であり、の拡張であり、File 言語自体は独立した言語ではありません。しかし、言語自体は独立した言語ではありません。しかし、
File 言語は、言語は、File またはまたは FTP エンドポイントと組み合わせた場合のみ使用できます。エンドポイントと組み合わせた場合のみ使用できます。
    

16.1. FILE 言語を使用する場合言語を使用する場合

概要概要

     File 言語は、言語は、Simple 言語の拡張であり、どこでも利用できるではありません。言語の拡張であり、どこでも利用できるではありません。File 言語は以下の状言語は以下の状
況で使用できます。況で使用できます。
    

       File またはまたは FTP コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント。。
      

       File またはまたは FTP コンシューマーによって作成されたエクスチェンジコンシューマーによって作成されたエクスチェンジ。。
      

注記注記

      エスケープ文字エスケープ文字 \ は、は、File 言語では使用できません。言語では使用できません。
     

File またはまたは FTP コンシューマーエンドポイントでの使用コンシューマーエンドポイントでの使用

     File またはまたは FTP コンシューマーエンドポイントで設定できるコンシューマーエンドポイントで設定できる URI オプションがいくつかあり、それオプションがいくつかあり、それ
らにらに File 言語の式を適用できます。たとえば、言語の式を適用できます。たとえば、File コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント URI で、で、File 式を式を
使用して使用して fileName、、move、、preMove、、moveFailed、および、および sortBy オプションを設定することがでオプションを設定することがで
きます。きます。
    

     File コンシューマーエンドポイントでは、コンシューマーエンドポイントでは、fileName オプションはフィルターとして機能し、開始オプションはフィルターとして機能し、開始
ディレクトリーから実際に読み取られるファイルを決定します。プレーンテキスト文字列が指定されてディレクトリーから実際に読み取られるファイルを決定します。プレーンテキスト文字列が指定されて
いる場合いる場合 (例例: fileName=report.txt)、、File コンシューマーは更新されるたびに同じファイルを読み込みコンシューマーは更新されるたびに同じファイルを読み込み
ます。しかし、ます。しかし、File 言語の式を指定することで、このオプションをより動的なものにすることができま言語の式を指定することで、このオプションをより動的なものにすることができま
す。たとえば、以下のように、す。たとえば、以下のように、File コンシューマーがディレクトリーをポーリングするたびに、コンシューマーがディレクトリーをポーリングするたびに、
Counter Bean を使用して異なるファイルを読み込めます。を使用して異なるファイルを読み込めます。
    

file://target/filelanguage/bean/?fileName=${bean:counter.next}.txt&delete=true
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     ${bean:counter.next} 式が、式が、ID counter で登録されたで登録された Bean 上で上で next() のメソッドを呼び出しまのメソッドを呼び出しま
す。す。
    

     move オプションは、オプションは、File コンシューマーエンドポイントによってファイルが読み込まれた後、ファコンシューマーエンドポイントによってファイルが読み込まれた後、ファ
イルをバックアップ場所に移動するために使用されます。たとえば、以下のエンドポイントイルをバックアップ場所に移動するために使用されます。たとえば、以下のエンドポイント URI は、は、
ファイルが処理された後にファイルをバックアップディレクトリーに移動します。ファイルが処理された後にファイルをバックアップディレクトリーに移動します。
    

file://target/filelanguage/?
move=backup/${date:now:yyyyMMdd}/${file:name.noext}.bak&recursive=false

     ${file:name.noext}.bak 式は、ファイルの拡張子を式は、ファイルの拡張子を .bak に置き換えて、元のファイル名を変更しまに置き換えて、元のファイル名を変更しま
す。す。
    

     sortBy オプションを使用すると、ファイルを処理する順序を指定できます。たとえば、ファイル名オプションを使用すると、ファイルを処理する順序を指定できます。たとえば、ファイル名
のアルファベット順でファイルを処理するには、次のようにのアルファベット順でファイルを処理するには、次のように File コンシューマーエンドポイントを指定コンシューマーエンドポイントを指定
します。します。
    

file://target/filelanguage/?sortBy=file:name

     たとえば、ファイルの最終更新日時の順でファイルを処理するには、以下のようにたとえば、ファイルの最終更新日時の順でファイルを処理するには、以下のように File コンシューコンシュー
マーエンドポイントを指定します。マーエンドポイントを指定します。
    

file://target/filelanguage/?sortBy=file:modified

     また、以下のようにまた、以下のように reverse: 接頭辞を追加すると順序を逆にすることもできます。接頭辞を追加すると順序を逆にすることもできます。
    

file://target/filelanguage/?sortBy=reverse:file:modified

File またはまたは FTP コンシューマーによって作成されたエクスチェンジコンシューマーによって作成されたエクスチェンジ

     エクスチェンジエクスチェンジ がが File またはまたは FTP コンシューマーエンドポイントによって作成されている場合、コンシューマーエンドポイントによって作成されている場合、
ルート全体を通して、ルート全体を通して、File 言語をエクスチェンジに適用することができます言語をエクスチェンジに適用することができます (元のメッセージヘッダー元のメッセージヘッダー
が残っている場合のみが残っている場合のみ)。たとえば、以下のように、ファイルの拡張子に応じてメッセージをルーティ。たとえば、以下のように、ファイルの拡張子に応じてメッセージをルーティ
ングするコンテンツベースルーターを定義することができます。ングするコンテンツベースルーターを定義することができます。
    

<from uri="file://input/orders"/>
<choice>
  <when>
    <simple>${file:ext} == 'txt'</simple>
    <to uri="bean:orderService?method=handleTextFiles"/>
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  </when>
  <when>
    <simple>${file:ext} == 'xml'</simple>
    <to uri="bean:orderService?method=handleXmlFiles"/>
  </when>
  <otherwise>
    <to uri="bean:orderService?method=handleOtherFiles"/>
  </otherwise>
</choice>

16.2. FILE 変数変数

概要概要

     File 変数は、ルートが変数は、ルートが File またはまたは FTP のコンシューマーエンドポイントで始まる場合は常に使用でのコンシューマーエンドポイントで始まる場合は常に使用で
きます。これは、基になるメッセージのボディーがきます。これは、基になるメッセージのボディーが java.io.File 型であることを前提にしています。型であることを前提にしています。
File 変数を使用すると、変数を使用すると、java.io.File クラスのメソッドを呼び出している場合と同様に、ファイルパスクラスのメソッドを呼び出している場合と同様に、ファイルパス
名の様々な部分にアクセスすることができます名の様々な部分にアクセスすることができます (実際は、実際は、File 言語は言語は File やや FTP エンドポイントで設エンドポイントで設
定されたメッセージヘッダーから必要な情報を抽出します定されたメッセージヘッダーから必要な情報を抽出します)。。
    

起動ディレクトリー起動ディレクトリー

     起動ディレクトリー起動ディレクトリー は、は、File またはまたは FTP エンドポイントに指定されるディレクトリーで、一部のエンドポイントに指定されるディレクトリーで、一部の 
File 変数は、このディレクトリーを起点とした相対パスを返します。たとえば、以下の変数は、このディレクトリーを起点とした相対パスを返します。たとえば、以下の File コンシューコンシュー
マーエンドポイントは、開始ディレクトリーマーエンドポイントは、開始ディレクトリー ./filetransfer (相対パス相対パス) が指定されています。が指定されています。
    

file:filetransfer

     以下の以下の FTP コンシューマーエンドポイントには、開始ディレクトリーコンシューマーエンドポイントには、開始ディレクトリー ./ftptransfer (相対パス相対パス) が指が指
定されています。定されています。
    

ftp://myhost:2100/ftptransfer

File 変数の命名規則変数の命名規則

     通常、通常、File 変数は変数は java.io.File クラスの対応するメソッドの後に名前が付けられます。たとえクラスの対応するメソッドの後に名前が付けられます。たとえ
ば、ば、file:absolute 変数は、変数は、java.io.File.getAbsolute() メソッドによって返される値を提供します。メソッドによって返される値を提供します。
    

注記注記

      ただし、この命名規則は厳密ではありません。たとえば、ただし、この命名規則は厳密ではありません。たとえば、java.io.File.getSize() といとい
うメソッドはうメソッドは ありませんありません。。
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変数の一覧表変数の一覧表

     表表16.1「「File 言語の変数」言語の変数」 は、は、File 言語でサポートされるすべての変数の一覧表になります。言語でサポートされるすべての変数の一覧表になります。
    

表表16.1 File 言語の変数言語の変数

変数変数 タイプタイプ 説明説明

file:name String 起動ディレクトリーを起点とした
相対パス名。

file:name.ext String ファイルの拡張子 (パス名の最後
の . に続く文字)。複数ドットのあ
るファイル拡張子をサポートしま
す (例: .tar.gz)。

file:name.ext.single String ファイルの拡張子 (パス名の最後
の . に続く文字)。ファイル拡張子
に複数のドットがある場合、この
変数は最後の部分のみを返しま
す。

file:name.noext String 開始ディレクトリーを起点とし、
ファイル拡張子を除外した相対パ
ス名。

file:name.noext.single String 開始ディレクトリーを起点とし、
ファイル拡張子を除外した相対パ
ス名。ファイル拡張子に複数の
ドットがある場合、この変数は最
後の部分のみを取り除き、他の部
分を返します。

file:onlyname String パス名の最後のセグメント。つま
り、親ディレクトリーのパスがな
いファイル名です。

file:onlyname.noext String パス名の最後のセグメントで、
ファイルの拡張子を省略します。
つまり、親ディレクトリーのパス
がなく、拡張子もないファイル名
です。
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file:onlyname.noext.single String パス名の最後のセグメントで、
ファイルの拡張子を省略します。
つまり、親ディレクトリーのパス
がなく、拡張子もないファイル名
です。ファイル拡張子に複数の
ドットがある場合、この変数は最
後の部分のみを取り除き、他の部
分を返します。

file:ext String ファイル拡張子 (file:name.ext
と同じ)。

file:parent String 開始ディレクトリーを含む、親
ディレクトリーのパス名。

file:path String 開始ディレクトリーを含む、ファ
イルのパス名。

file:absolute ブール値ブール値 開始ディレクトリーが絶対パスと
して指定された場合は true、そ
うでない場合は false。

file:absolute.path String ファイルの絶対パス名。

file:length ロングロング ファイルのサイズ。

file:size ロングロング file:length と同じです。と同じです。

file:modified java.util.Date 最終更新日。

変数変数 タイプタイプ 説明説明

16.3. 例例

相対パス名相対パス名

     File コンシューマーエンドポイントに、開始ディレクトリーがコンシューマーエンドポイントに、開始ディレクトリーが相対パス名相対パス名で指定されているシナリで指定されているシナリ
オを考えてみます。たとえば、以下のオを考えてみます。たとえば、以下の File エンドポイントの開始ディレクトリーはエンドポイントの開始ディレクトリーは ./filelanguage であであ
るとします。るとします。
    

file://filelanguage

     そして、そして、filelanguage ディレクトリーをスキャンしている間、エンドポイントが以下のファイルをディレクトリーをスキャンしている間、エンドポイントが以下のファイルを
読み込んだとします。読み込んだとします。
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./filelanguage/test/hello.txt

     そして最後に、そして最後に、filelanguage ディレクトリー自体が以下のような絶対位置にあるとします。ディレクトリー自体が以下のような絶対位置にあるとします。
    

/workspace/camel/camel-core/target/filelanguage

     前述のシナリオで、前述のシナリオで、File 言語の言語の File 変数を、現在のエクスチェンジに適用した場合、以下の値が返変数を、現在のエクスチェンジに適用した場合、以下の値が返
されます。されます。
    

表現表現 結果結果

file:name test/hello.txt

file:name.ext txt

file:name.noext test/hello

file:onlyname hello.txt

file:onlyname.noext hello

file:ext txt

file:parent filelanguage/test

file:path filelanguage/test/hello.txt

file:absolute false

file:absolute.path /workspace/camel/camel-
core/target/filelanguage/test/hello.txt

絶対パス名絶対パス名

     File コンシューマーエンドポイントに、開始ディレクトリーがコンシューマーエンドポイントに、開始ディレクトリーが 絶対パス名絶対パス名 で指定されているシナリで指定されているシナリ
オを考えてみます。たとえば、以下のオを考えてみます。たとえば、以下の File エンドポイントには、開始ディレクトリーエンドポイントには、開始ディレクトリー 
/workspace/camel/camel-core/target/filelanguage があります。があります。
    

file:///workspace/camel/camel-core/target/filelanguage

     そして、そして、filelanguage ディレクトリーをスキャンしている間、エンドポイントが以下のファイルをディレクトリーをスキャンしている間、エンドポイントが以下のファイルを
読み込んだとします。読み込んだとします。
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./filelanguage/test/hello.txt

     前述のシナリオで、前述のシナリオで、File 言語の言語の File 変数を、現在のエクスチェンジに適用した場合、以下の値が返変数を、現在のエクスチェンジに適用した場合、以下の値が返
されます。されます。
    

表現表現 結果結果

file:name test/hello.txt

file:name.ext txt

file:name.noext test/hello

file:onlyname hello.txt

file:onlyname.noext hello

file:ext txt

file:parent /workspace/camel/camel-
core/target/filelanguage/test

file:path /workspace/camel/camel-
core/target/filelanguage/test/hello.txt

file:absolute true

file:absolute.path /workspace/camel/camel-
core/target/filelanguage/test/hello.txt
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第第17章章 GROOVY

概要概要

    Groovy は、オブジェクトを素早く解析できるは、オブジェクトを素早く解析できる Java ベースのスクリプト言語です。ベースのスクリプト言語です。Groovy のサのサ
ポートはポートは camel-groovy モジュールに含まれます。モジュールに含まれます。
   

スクリプトモジュールの追加スクリプトモジュールの追加

    ルートでルートで Groovy を使用するには、を使用するには、例例17.1「「camel-groovy 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示したたようで示したたよう
に、に、camel-groovy の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例17.1 camel-groovy 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
<properties>
  <camel-version>2.21.0.fuse-750033-redhat-00001</camel-version>
  ...
</properties>

<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-groovy</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで groovy() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントステートメント
をを Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.builder.script.ScriptBuilder.*;

組み込み属性組み込み属性

    表表17.1「「Groovy 属性」属性」 に、に、Groovy を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示しまを使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示しま
す。す。
   

表表17.1 Groovy 属性属性
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属性属性 タイプタイプ 値値

context org.apache.camel.CamelCon
text

Camel コンテキスト

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

request org.apache.camel.Message IN メッセージ

response org.apache.camel.Message OUT メッセージ

properties org.apache.camel.builder.scr
ipt.PropertiesFunction

スクリプト内でプロパティーコン
ポーネントを簡単に使用できるよ
うにする resolve メソッドを使用
した関数。

    属性はすべて属性はすべて ENGINE_SCOPE に設定されます。に設定されます。
   

例例

    例例17.2「「Groovy を使用したルート」を使用したルート」 は、は、Groovy スクリプトを使用するスクリプトを使用する 2 つのルートを示していまつのルートを示していま
す。す。
   

例例17.2 Groovy を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="direct:items" />
    <filter>
      <language language="groovy">request.lineItems.any { i -> i.value > 100 }</language>
      <to uri="mock:mock1" />
    </filter>
  </route>
  <route>
    <from uri="direct:in"/>
    <setHeader headerName="firstName">
      <language language="groovy">$user.firstName $user.lastName</language>
    </setHeader>
    <to uri="seda:users"/>
  </route>
</camelContext>

プロパティーコンポーネントの使用プロパティーコンポーネントの使用
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    プロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込みプロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込み 
properties 属性で属性で resolve メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
   

.setHeader("myHeader").groovy("properties.resolve(PropKey)")

    PropKey は、解決するプロパティーのキーで、キーの値はは、解決するプロパティーのキーで、キーの値は String タイプになります。タイプになります。
   

    プロパティーコンポーネントの詳細は、プロパティーコンポーネントの詳細は、Apache Camel Component Reference 
GuideののPropertiesを参照してください。を参照してください。
   

GROOVY SHELL のカスタマイズのカスタマイズ

    カスタムのカスタムの GroovyShell インスタンスをインスタンスを Groovy 式で使用する必要がある場合があります。カスタ式で使用する必要がある場合があります。カスタ
ムム GroovyShell を指定するには、を指定するには、org.apache.camel.language.Groovy.GroovyShellFactory SPI インイン
ターフェイスの実装をターフェイスの実装を Camel レジストリーに追加します。レジストリーに追加します。
   

    たとえば、以下のたとえば、以下の Bean をを Spring コンテキストに追加することで、コンテキストに追加することで、Apache Camel はデフォルトのはデフォルトの 
GroovyShell インスタンスではなく、カスタムの静的インポートを含むインスタンスではなく、カスタムの静的インポートを含む GroovyShell インスタンスをインスタンスを
使用します。使用します。
   

public class CustomGroovyShellFactory implements GroovyShellFactory {

  public GroovyShell createGroovyShell(Exchange exchange) {
    ImportCustomizer importCustomizer = new ImportCustomizer();
    importCustomizer.addStaticStars("com.example.Utils");
    CompilerConfiguration configuration = new CompilerConfiguration();
    configuration.addCompilationCustomizers(importCustomizer);
    return new GroovyShell(configuration);
  }
 }
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第第18章章 HEADER

概要概要

    Header 言語は、メッセージのヘッダー値にアクセスするための便利な方法を提供します。言語は、メッセージのヘッダー値にアクセスするための便利な方法を提供します。Header 
言語は指定したヘッダー名の大文字と小文字を区別せずに検索を行い、対象のヘッダー値を返します。言語は指定したヘッダー名の大文字と小文字を区別せずに検索を行い、対象のヘッダー値を返します。
   

    Header 言語は言語は camel-core の一部です。の一部です。
   

XML の例の例

    たとえば、たとえば、SequenceNumber ヘッダー値ヘッダー値 (シーケンス番号は正の整数でなければなりませんシーケンス番号は正の整数でなければなりません) に応じに応じ
て受信エクスチェンジを再配列するには、以下のようにルートを定義します。て受信エクスチェンジを再配列するには、以下のようにルートを定義します。
   

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="SourceURL"/>
    <resequence>
      <language language="header">SequenceNumber</language>
    </resequence>
    <to uri="TargetURL"/>
  </route>
</camelContext>

JAVA の例の例

    以下のように、以下のように、Java DSL で同じルートを定義できます。で同じルートを定義できます。
   

from("SourceURL")
  .resequence(header("SequenceNumber"))
  .to("TargetURL");
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第第19章章 JAVASCRIPT

概要概要

    ECMAScript としても知られるとしても知られる JavaScript は、オブジェクトを素早く解析できるは、オブジェクトを素早く解析できる Java ベースのスベースのス
クリプト言語です。クリプト言語です。JavaScript サポートはサポートは camel-script モジュールに含まれます。モジュールに含まれます。
   

スクリプトモジュールの追加スクリプトモジュールの追加

    ルートでルートで JavaScript を使用するには、を使用するには、例例19.1「「camel-script 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示したたようで示したたよう
に、に、camel-script の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例19.1 camel-script 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
<properties>
  <camel-version>2.21.0.fuse-750033-redhat-00001</camel-version>
  ...
</properties>

<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-script</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで javaScript() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメステートメ
ントをントを Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.builder.script.ScriptBuilder.*;

組み込み属性組み込み属性

    表表19.1「「JavaScript 属性」属性」 に、に、JavaScript を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示
します。します。
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表表19.1 JavaScript 属性属性

属性属性 タイプタイプ 値値

context org.apache.camel.CamelCon
text

Camel コンテキスト

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

request org.apache.camel.Message IN メッセージ

response org.apache.camel.Message OUT メッセージ

properties org.apache.camel.builder.scr
ipt.PropertiesFunction

スクリプト内でプロパティーコン
ポーネントを簡単に使用できるよ
うにする resolve メソッドを使用
した関数。

    属性はすべて属性はすべて ENGINE_SCOPE に設定されます。に設定されます。
   

例例

    例例19.2「「JavaScript を使用したルート」を使用したルート」 は、は、JavaScript を使用したルートを示しています。を使用したルートを示しています。
   

例例19.2 JavaScript を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <choice>
      <when>
        <langauge langauge="javaScript">request.headers.get('user') == 'admin'</langauge>
        <to uri="seda:adminQueue"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="seda:regularQueue"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>

プロパティーコンポーネントの使用プロパティーコンポーネントの使用

    プロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込みプロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込み 
properties 属性で属性で resolve メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
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.setHeader("myHeader").javaScript("properties.resolve(PropKey)")

    PropKey は、解決するプロパティーのキーで、キーの値はは、解決するプロパティーのキーで、キーの値は String タイプになります。タイプになります。
   

    プロパティーコンポーネントの詳細は、プロパティーコンポーネントの詳細は、Apache Camel Component Reference 
GuideののPropertiesを参照してください。を参照してください。
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第第20章章 JOSQL

概要概要

    JoSQL (SQL for Java オブジェクトオブジェクト) 言語を使用すると、言語を使用すると、Apache Camel で判定式および表現式を評で判定式および表現式を評
価できます。価できます。JoSQL はは SQL のようなクエリー構文を使用して、インメモリーののようなクエリー構文を使用して、インメモリーの Java オブジェクトにオブジェクトに
対してデータ抽出やソートを実行できます。しかし、対してデータ抽出やソートを実行できます。しかし、JoSQL はデータベースでははデータベースでは ありませんありません。。JoSQL 
構文では、各構文では、各 Java オブジェクトのインスタンスをテーブルの行とみなし、各オブジェクトのメソッドオブジェクトのインスタンスをテーブルの行とみなし、各オブジェクトのメソッド
を列とみなして操作します。この構文を使用すると、を列とみなして操作します。この構文を使用すると、Java オブジェクトのコレクションからデータをオブジェクトのコレクションからデータを
抽出および再設定する強力なステートメントを作成できます。詳細は抽出および再設定する強力なステートメントを作成できます。詳細は http://josql.sourceforge.net/ をを
参照してください。参照してください。
   

JOSQL モジュールの追加モジュールの追加

    ルートでルートで JoSQL を使用するには、を使用するには、例例20.1「「camel-josql 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示したように、で示したように、camel-
josql の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例20.1 camel-josql 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
...
<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-josql</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで sql() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントをステートメントを 
Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.builder.sql.SqlBuilder.sql;

VARIABLES

    表表20.1「「JoSQL 変数」変数」 に、に、JoSQL を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。
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表表20.1 JoSQL 変数変数

名前名前 タイプタイプ 説明説明

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

in org.apache.camel.Message IN メッセージ

out org.apache.camel.Message OUT メッセージ

プロパティープロパティー Object キーが propertyであるエクス
チェンジプロパティー

header Object キーが header である IN メッセー
ジヘッダー

variable Object キーが variable である変数

例例

    例例20.2「「JoSQL を使用したルート」を使用したルート」 は、は、JoSQL を使用したルートを示しています。を使用したルートを示しています。
   

例例20.2 JoSQL を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <setBody>
      <language language="sql">select * from MyType</language>
    </setBody>
    <to uri="seda:regularQueue"/>
  </route>
</camelContext>
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第第21章章 JSONPATH

概要概要

    JsonPath は、は、JSON メッセージの一部を抽出する際に便利な構文を提供します。メッセージの一部を抽出する際に便利な構文を提供します。JsonPath の構文の構文
はは XPath に似ていますが、に似ていますが、XML ドキュメントではなく、ドキュメントではなく、JSON メッセージからメッセージから JSON オブジェクトをオブジェクトを
抽出するために使用されます。抽出するために使用されます。jsonpath は式または述語は式または述語 (空の結果がブール値として解釈される空の結果がブール値として解釈される false) 
として使用できます。として使用できます。
   

JSONPATH パッケージの追加パッケージの追加

    Camel ルートでルートで JsonPath を使用するには、以下のようにを使用するには、以下のように camel-jsonpath の依存関係をプロジェの依存関係をプロジェ
クトに追加する必要があります。クトに追加する必要があります。
   

<dependency>
  <groupId>org.apache.camel</groupId>
  <artifactId>camel-jsonpath</artifactId>
  <version>${camel-version}</version>
</dependency>

JAVA の例の例

    以下の以下の Java の例は、の例は、jsonpath() DSL コマンドを使用して、特定の価格範囲内の商品を選択する方法コマンドを使用して、特定の価格範囲内の商品を選択する方法
を示しています。を示しています。
   

from("queue:books.new")
  .choice()
    .when().jsonpath("$.store.book[?(@.price < 10)]")
      .to("jms:queue:book.cheap")
    .when().jsonpath("$.store.book[?(@.price < 30)]")
      .to("jms:queue:book.average")
    .otherwise()
      .to("jms:queue:book.expensive")

    JsonPath のクエリー結果が空のセットの場合、結果はのクエリー結果が空のセットの場合、結果は false と解釈されます。このため、と解釈されます。このため、JsonPath 
のクエリーを述語として使用することができます。のクエリーを述語として使用することができます。
   

XML の例の例

    以下の以下の XML の例は、の例は、jsonpath DSL の要素を使用してルート内で述語を定義する方法を示していまの要素を使用してルート内で述語を定義する方法を示していま
す。す。
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<camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <choice>
      <when>
        <jsonpath>$.store.book[?(@.price < 10)]</jsonpath>
        <to uri="mock:cheap"/>
      </when>
      <when>
        <jsonpath>$.store.book[?(@.price < 30)]</jsonpath>
        <to uri="mock:average"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="mock:expensive"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>

簡略化構文簡略化構文

    jsonpath の構文を使って基本的な述語を定義する場合、構文を覚えるのが少し難しいかもしれませの構文を使って基本的な述語を定義する場合、構文を覚えるのが少し難しいかもしれませ
ん。たとえば、安価な本ん。たとえば、安価な本 (20 未満未満) をすべて検索する場合は、以下のような構文を書く必要がありまをすべて検索する場合は、以下のような構文を書く必要がありま
す。す。
   

$.store.book[?(@.price < 20)]

    しかし、以下のように簡略化した記述もできます。しかし、以下のように簡略化した記述もできます。
   

store.book.price < 20

    さらに、価格キーを持つノードを確認する場合は、パスを省略することもできます。さらに、価格キーを持つノードを確認する場合は、パスを省略することもできます。
   

price < 20

    この構文をサポートするために、この構文をサポートするために、EasyPredicateParser を使用して基本的な記法で述語を定義しまを使用して基本的な記法で述語を定義しま
す。つまり基本的な記法とは、述語をす。つまり基本的な記法とは、述語を $ 記号で始めてはならず、演算子が記号で始めてはならず、演算子が 1 つだけ含まれるようにするつだけ含まれるようにする
ことです。簡略化構文は以下になります。ことです。簡略化構文は以下になります。
   

left OP right

    下記の例のように、下記の例のように、right 部分には、部分には、Camel Simple 言語を使用することもできます。言語を使用することもできます。
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store.book.price < ${header.limit}

サポートされるメッセージボディーのタイプサポートされるメッセージボディーのタイプ

    Camel JSonPath は、以下のタイプのメッセージボディーをサポートしています。は、以下のタイプのメッセージボディーをサポートしています。
   

型型 説明説明

File ファイルからの読み込み

String プレーンテキスト

Map メッセージボディーは java.util.Map 型

List メッセージボディーは java.util.List 型

POJO 任意。Jackson がクラスパス上にある場合、camel-
jsonpath は Jackson を使用してメッセージボ
ディーを POJO から java.util.Map (JSonPath でサ
ポートされる) に変換の上、JSonPath で処理するこ
とができます。たとえば、依存関係として camel-
jackson を追加して、Jackson を含めることができ
ます。

InputStream 上記のタイプがどれも一致しない場合、Camel は
メッセージボディーを java.io.InputStream 型で読
み込みます。

    メッセージボディーがサポートされないタイプの場合は、デフォルトでは例外が出力されますが、メッセージボディーがサポートされないタイプの場合は、デフォルトでは例外が出力されますが、
JSonPath の設定で例外を抑止できます。の設定で例外を抑止できます。
   

例外の抑制例外の抑制

    jsonpath 式によって設定されたパスが見つからない場合、式によって設定されたパスが見つからない場合、JSONPath は例外を出力しまは例外を出力しま
す。す。SuppressExceptions オプションをオプションを true に設定すると、例外を無視できます。たとえば、以下のに設定すると、例外を無視できます。たとえば、以下の
コードで、コードで、jsonpath パラメーターの一部としてパラメーターの一部として true オプションを追加します。オプションを追加します。
   

from("direct:start")
    .choice()
        // use true to suppress exceptions
        .when().jsonpath("person.middlename", true)
            .to("mock:middle")
        .otherwise()
            .to("mock:other");
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    XML DSL では、以下の構文を使用します。では、以下の構文を使用します。
   

<route>
  <from uri="direct:start"/>
  <choice>
    <when>
      <jsonpath suppressExceptions="true">person.middlename</jsonpath>
      <to uri="mock:middle"/>
    </when>
    <otherwise>
      <to uri="mock:other"/>
    </otherwise>
  </choice>
</route>

JSONPATH の注入の注入

    Bean インテグレーションを使用してインテグレーションを使用して Bean メソッドを呼び出す場合、メソッドを呼び出す場合、JsonPath を使用してメッを使用してメッ
セージから値を抽出し、それをメソッドパラメーターにバインドできます。以下に例を示します。セージから値を抽出し、それをメソッドパラメーターにバインドできます。以下に例を示します。
   

// Java
public class Foo {

    @Consume(uri = "activemq:queue:books.new")
    public void doSomething(@JsonPath("$.store.book[*].author") String author, @Body String json) {
      // process the inbound message here
    }
}

インラインインライン SIMPLE 式式

    Camel 2.18 の新機能。の新機能。
   

    Camel はは JsonPath 式でインライン式でインライン Simple 式をサポートします。式をサポートします。Simple 言語の挿入は、以下のよ言語の挿入は、以下のよ
うにうに Simple 構文で記述する必要があります。構文で記述する必要があります。
   

from("direct:start")
  .choice()
    .when().jsonpath("$.store.book[?(@.price < `${header.cheap}`)]")
      .to("mock:cheap")
    .when().jsonpath("$.store.book[?(@.price < `${header.average}`)]")
      .to("mock:average")
    .otherwise()
      .to("mock:expensive");
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    Simple 式のサポートを無効にするには、以下のようにオプション式のサポートを無効にするには、以下のようにオプション allowSimple=false を設定しまを設定しま
す。す。
   

    Java の場合の場合
   

    XML DSL の場合の場合
   

リファレンスリファレンス

    JsonPath の詳細については、の詳細については、JSonPath プロジェクトプロジェクト のページを参照してください。のページを参照してください。
   

// Java DSL
.when().jsonpath("$.store.book[?(@.price < 10)]", `false, false`)

// XML DSL
<jsonpath allowSimple="false">$.store.book[?(@.price &lt; 10)]</jsonpath>
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第第22章章 JXPATH

概要概要

    JXPath を使用すると、を使用すると、Apache Commons JXPath でで Java Bean のメソッドを呼び出すことができのメソッドを呼び出すことができ
ます。ます。JXPath はは XPath に似た構文です。対照的に、に似た構文です。対照的に、XML ドキュメントの要素や属性のノードにアクドキュメントの要素や属性のノードにアク
セスのではなく、セスのではなく、Java Bean のオブジェクトのメソッドや属性にアクセスします。さらに、あるのオブジェクトのメソッドや属性にアクセスします。さらに、ある Bean 
の属性がの属性が XML ドキュメントドキュメント (DOM/JDOM インスタンスインスタンス) となっている場合、パスの残り部分はとなっている場合、パスの残り部分は XPath 
式として解釈され、式として解釈され、XML ドキュメントからドキュメントから XML ノードの抽出に使用されます。言い換えれば、ノードの抽出に使用されます。言い換えれば、
JXPath 言語はオブジェクトグラフのナビゲーションと言語はオブジェクトグラフのナビゲーションと XML ノード選択のハイブリッドを提供します。ノード選択のハイブリッドを提供します。
   

JXPATH パッケージの追加パッケージの追加

    ルートでルートで JXPath を使用するには、を使用するには、例例22.1「「camel-jxpath 依存関係の追加」依存関係の追加」  で示したようで示したよう
に、に、camel-jxpath の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例22.1 camel-jxpath 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
<properties>
  <camel-version>2.21.0.fuse-750033-redhat-00001</camel-version>
  ...
</properties>

<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-jxpath</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

VARIABLES

    表表22.1「「JXPath 変数」変数」  に、に、JXPath を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示しまを使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示しま
す。す。
   

表表22.1 JXPath 変数変数

変数変数 型型 値値

this org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ
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in org.apache.camel.Message IN メッセージ

out org.apache.camel.Message OUT メッセージ

変数変数 型型 値値

オプションオプション

    表表22.2「「JXPath オプション」オプション」  では、では、JXPath のオプションを説明します。のオプションを説明します。
   

表表22.2 JXPath オプションオプション

オプションオプション タイプタイプ 説明説明

lenient boolean Camel 2.11/2.10.5: JXPathContext
で lenient を有効化します。この
オプションを有効すると、
JXPath 式は、無効なデータや欠
落したデータである可能性のある
メッセージボディや式に対して評
価することができます。詳細は
JXPath ドキュメント を参照して
ください。このオプションはデ
フォルトで false です。

例例

    以下は以下は JXPath を使用したルールを示しています。を使用したルールを示しています。
   

<camelContext>
  <route>
    <from uri="activemq:MyQueue"/>
    <filter>
      <jxpath>in/body/name = 'James'</xpath>
      <to uri="mqseries:SomeOtherQueue"/>
    </filter>
  </route>
</camelContext>

    以下の例では、メッセージフィルターの判定式として以下の例では、メッセージフィルターの判定式として JXPath 式を使用しています。式を使用しています。
   

{snippet:id=example|lang=java|url=camel/trunk/components/camel-
jxpath/src/test/java/org/apache/camel/language/jxpath/JXPathFilterTest.java}
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JXPATH の注入の注入

    Bean インテグレーションを使用してインテグレーションを使用して Bean のメソッドを呼び出す場合、のメソッドを呼び出す場合、JXPath (他の他の 言語も使用言語も使用
可可) を使用してメッセージから値を抽出し、メソッドパラメーターにバインドすることができます。を使用してメッセージから値を抽出し、メソッドパラメーターにバインドすることができます。
   

    以下に例を示します。以下に例を示します。
   

public class Foo {
     @MessageDriven(uri = "activemq:my.queue")
     public void doSomething(@JXPath("in/body/foo") String correlationID, @Body String body)
     { // process the inbound message here }
   }

外部リソースからの読み込み外部リソースからの読み込み

    Camel 2.11 から利用可能から利用可能
   

    スクリプトを外部化して、スクリプトを外部化して、"classpath:"、、"file:"、または、または "http:" などのリソースからなどのリソースから Camel に読みに読み
込むことができます。以下の構文を使用してください。込むことができます。以下の構文を使用してください。
   

"resource:scheme:location"

    たとえば、クラスパスのファイルを読み込むには、次のように指定します。たとえば、クラスパスのファイルを読み込むには、次のように指定します。
   

.setHeader("myHeader").jxpath("resource:classpath:myjxpath.txt")
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第第23章章 MVEL

概要概要

    MVEL はは Java ベースの動的な言語で、ベースの動的な言語で、OGNL に似ていますが、に似ていますが、OGNL より高速だと言われていまより高速だと言われていま
す。す。MVEL のサポートはのサポートは camel-mvel モジュールにあります。モジュールにあります。
   

構文構文

    MVEL のドット構文を使用してのドット構文を使用して Java メソッドを呼び出することができます。以下に例を示します。メソッドを呼び出することができます。以下に例を示します。
   

getRequest().getBody().getFamilyName()

    MVEL は動的に型付けされているため、は動的に型付けされているため、getFamilyName() メソッドを呼び出す前にメッセージボメソッドを呼び出す前にメッセージボ
ディーのインスタンスディーのインスタンス (Object 型型) をキャストする必要はありません。をキャストする必要はありません。Bean の属性を取得する場合の属性を取得する場合
は、以下のような簡単な構文を使用することもできます。は、以下のような簡単な構文を使用することもできます。
   

request.body.familyName

MVEL モジュールの追加モジュールの追加

    ルートでルートで MVEL を使用するには、を使用するには、例例23.1「「camel-mvel 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示すように、で示すように、camel-
mvel の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例23.1 camel-mvel 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
<properties>
  <camel-version>2.21.0.fuse-750033-redhat-00001</camel-version>
  ...
</properties>

<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-mvel</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>
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組み込み変数組み込み変数

    表表23.1「「MVEL 変数」変数」 に、に、MVEL を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。
   

表表23.1 MVEL 変数変数

名前名前 タイプタイプ 説明説明

this org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

exception Throwable エクスチェンジの例外 (ある場合)

exchangeID String エクスチェンジの ID

fault org.apache.camel.Message Fault メッセージ (ある場合)

request org.apache.camel.Message IN メッセージ

response org.apache.camel.Message OUT メッセージ

properties Map エクスチェンジプロパティー

property(name) Object 指定されたエクスチェンジプロパ
ティーの値

property(name, type) Type 指定されたエクスチェンジプロパ
ティーのタイプの値。

例例

    例例23.2「「MVEL を使用したルート」を使用したルート」 は、は、MVEL を使用するルートを示しています。を使用するルートを示しています。
   

例例23.2 MVEL を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="seda:foo"/>
    <filter>
      <language langauge="mvel">request.headers.foo == 'bar'</language>
      <to uri="seda:bar"/>
    </filter>
  </route>
</camelContext>
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第第24章章 OBJECT-GRAPH NAVIGATION LANGUAGE (OGNL)

概要概要

    OGNL は、は、Java オブジェクトのプロパティーを取得および設定するための式言語です。プロパオブジェクトのプロパティーを取得および設定するための式言語です。プロパ
ティーの値の取得および設定に同じ式を使用します。ティーの値の取得および設定に同じ式を使用します。OGNL サポートはサポートは camel-ognl モジュールに含まモジュールに含ま
れます。れます。
   

CAMEL ON EAP デプロイメントデプロイメント

    このコンポーネントは、このコンポーネントは、Red Hat JBoss Enterprise Application Platform (JBoss EAP) コンテナーコンテナー
上で簡素化されたデプロイメントモデルを提供する上で簡素化されたデプロイメントモデルを提供する Camel on EAP (Wildfly Camel) フレームワークにフレームワークに
よってサポートされます。よってサポートされます。
   

OGNL モジュールの追加モジュールの追加

    ルートでルートで OGNL を使用するには、を使用するには、例例24.1「「camel-ognl 依存関係の追加」依存関係の追加」 に示したように、に示したように、camel-
ognl への依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。への依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例24.1 camel-ognl 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
...
<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-ognl</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで ognl() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントをステートメントを 
Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.language.ognl.OgnlExpression.ognl;

組み込み変数組み込み変数
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    表表24.1「「OGNL 変数」変数」 に、に、OGNL を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。
   

表表24.1 OGNL 変数変数

名前名前 タイプタイプ 説明説明

this org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

exception Throwable エクスチェンジの例外 (ある場合)

exchangeID String エクスチェンジの ID

fault org.apache.camel.Message Fault メッセージ (ある場合)

request org.apache.camel.Message IN メッセージ

response org.apache.camel.Message OUT メッセージ

properties Map エクスチェンジプロパティー

property(name) Object 指定されたエクスチェンジプロパ
ティーの値

property(name, type) Type 指定されたエクスチェンジプロパ
ティーのタイプの値。

例例

    例例24.2「「OGNL を使用したルート」を使用したルート」 は、は、OGNL を使用するルートを示しています。を使用するルートを示しています。
   

例例24.2 OGNL を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="seda:foo"/>
    <filter>
      <language langauge="ognl">request.headers.foo == 'bar'</language>
      <to uri="seda:bar"/>
    </filter>
  </route>
</camelContext>
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第第25章章 PHP (非推奨非推奨)

概要概要

    PHP は、広く使用されている汎用スクリプト言語で、特には、広く使用されている汎用スクリプト言語で、特に Web 開発に適しています。開発に適しています。PHP サポーサポー
トはトは camel-script モジュールに含まれます。モジュールに含まれます。
   

重要重要

     Apache Camel のの Python は非推奨となり、今後のリリースで削除される予定です。は非推奨となり、今後のリリースで削除される予定です。
    

スクリプトモジュールの追加スクリプトモジュールの追加

    ルートでルートで PHP を使用するには、を使用するには、例例25.1「「camel-script 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示したたように、で示したたように、camel-
script の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例25.1 camel-script 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
...
<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-script</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで php() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントをステートメントを 
Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.builder.script.ScriptBuilder.*;

組み込み属性組み込み属性
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    表表25.1「「PHP 属性」属性」 に、に、PHP を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示します。を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示します。
   

表表25.1 PHP 属性属性

属性属性 タイプタイプ 値値

context org.apache.camel.CamelCon
text

Camel コンテキスト

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

request org.apache.camel.Message IN メッセージ

response org.apache.camel.Message OUT メッセージ

properties org.apache.camel.builder.scr
ipt.PropertiesFunction

スクリプト内でプロパティーコン
ポーネントを簡単に使用できるよ
うにする resolve メソッドを使用
した関数。

    属性はすべて属性はすべて ENGINE_SCOPE に設定されます。に設定されます。
   

例例

    例例25.2「「PHP を使用したルート」を使用したルート」 は、は、PHP を使用するルートを示しています。を使用するルートを示しています。
   

例例25.2 PHP を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <choice>
      <when>
        <language language="php">strpos(request.headers.get('user'), 'admin')!== 
FALSE</language>
        <to uri="seda:adminQueue"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="seda:regularQueue"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>
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プロパティーコンポーネントの使用プロパティーコンポーネントの使用

    プロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込みプロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込み 
properties 属性で属性で resolve メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
   

.setHeader("myHeader").php("properties.resolve(PropKey)")

    PropKey は、解決するプロパティーのキーで、キーの値はは、解決するプロパティーのキーで、キーの値は String タイプになります。タイプになります。
   

    プロパティーコンポーネントの詳細は、プロパティーコンポーネントの詳細は、Apache Camel Component Reference 
GuideののPropertiesを参照してください。を参照してください。
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第第26章章 エクスチェンジプロパティーエクスチェンジプロパティー

概要概要

    Exchange Property 言語は、言語は、エクスチェンジプロパティーエクスチェンジプロパティーにアクセスする便利な方法を提供しまにアクセスする便利な方法を提供しま
す。エクスチェンジプロパティー名のす。エクスチェンジプロパティー名の 1 つに一致するキーを指定すると、つに一致するキーを指定すると、Exchange Property 言語は言語は
対応する値を返します。対応する値を返します。
   

    Exchange Property 言語は言語は camel-core の一部です。の一部です。
   

XML の例の例

    たとえば、たとえば、listOfEndpoints エクスチェンジプロパティーにエクスチェンジプロパティーに Recipient List が含まれる場合にが含まれる場合に 
Recipient List パターンを実装するには、以下のようにルートを定義できます。パターンを実装するには、以下のようにルートを定義できます。
   

<camelContext>
  <route>
    <from uri="direct:a"/>
    <recipientList>
      <exchangeProperty>listOfEndpoints</exchangeProperty>
    </recipientList>
  </route>
</camelContext>

JAVA の例の例

    以下のように、同じ以下のように、同じ Recipient List をを Java で実装できます。で実装できます。
   

from("direct:a").recipientList(exchangeProperty("listOfEndpoints"));
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第第27章章 PYTHON (非推奨非推奨)

概要概要

    Python は、さまざまなアプリケーション領域で使用される非常に強力な動的プログラミング言語では、さまざまなアプリケーション領域で使用される非常に強力な動的プログラミング言語で
す。す。Python はは Tcl、、Perl、、Ruby、、Scheme、または、または Java と比較されることがよくあります。と比較されることがよくあります。Python 
サポートはサポートは camel-script モジュールに含まれます。モジュールに含まれます。
   

重要重要

     Apache Camel のの Python は非推奨となり、今後のリリースで削除される予定です。は非推奨となり、今後のリリースで削除される予定です。
    

スクリプトモジュールの追加スクリプトモジュールの追加

    ルートでルートで Python を使用するには、を使用するには、例例27.1「「camel-script 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示したたようで示したたよう
に、に、camel-script の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例27.1 camel-script 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
...
<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-script</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで python() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントステートメント
をを Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.builder.script.ScriptBuilder.*;

組み込み属性組み込み属性
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    表表27.1「「Python 属性」属性」  に、に、Python を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示しまを使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示しま
す。す。
   

表表27.1 Python 属性属性

属性属性 タイプタイプ 値値

context org.apache.camel.CamelCon
text

Camel コンテキスト

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

request org.apache.camel.Message IN メッセージ

response org.apache.camel.Message OUT メッセージ

properties org.apache.camel.builder.scr
ipt.PropertiesFunction

スクリプト内でプロパティーコン
ポーネントを簡単に使用できるよ
うにする resolve メソッドを使用
した関数。

    属性はすべて属性はすべて ENGINE_SCOPE に設定されます。に設定されます。
   

例例

    例例27.2「「Python を使用したルート」を使用したルート」  は、は、Python を使用するルートを示しています。を使用するルートを示しています。
   

例例27.2 Python を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <choice>
      <when>
        <langauge langauge="python">if request.headers.get('user') = 'admin'</langauge>
        <to uri="seda:adminQueue"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="seda:regularQueue"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>

プロパティーコンポーネントの使用プロパティーコンポーネントの使用
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    プロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込みプロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込み 
properties 属性で属性で resolve メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
   

.setHeader("myHeader").python("properties.resolve(PropKey)")

    PropKey は、解決するプロパティーのキーで、キーの値はは、解決するプロパティーのキーで、キーの値は String タイプになります。タイプになります。
   

    プロパティーコンポーネントの詳細は、プロパティーコンポーネントの詳細は、Apache Camel Component Reference 
GuideののPropertiesを参照してください。を参照してください。
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第第28章章 REF

概要概要

    Ref 式言語は、式言語は、レジストリーレジストリー からカスタムからカスタム 式式 を検索する方法です。これは、を検索する方法です。これは、XML DSL で使用するで使用する
と特に便利です。と特に便利です。
   

    Ref 言語は言語は camel-core の一部です。の一部です。
   

静的インポート静的インポート

    Java のアプリケーションコードでのアプリケーションコードで Ref 言語を使用するには、以下の言語を使用するには、以下の import ステートメントをステートメントを Java 
ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.language.ref.RefLanguage.ref;

XML の例の例

    たとえば、たとえば、Splitter パターンは、以下のようにパターンは、以下のように Ref 言語を使用してカスタム式を参照できます。言語を使用してカスタム式を参照できます。
   

<beans ...>
  <bean id="myExpression" class="com.mycompany.MyCustomExpression"/>
  ...
  <camelContext>
    <route>
      <from uri="seda:a"/>
      <split>
        <ref>myExpression</ref>
        <to uri="mock:b"/>
      </split>
    </route>
  </camelContext>
</beans>

JAVA DSL の例の例

    前述のルートは、以下のように前述のルートは、以下のように Java DSL でも実装できます。でも実装できます。
   

from("seda:a")
  .split().ref("myExpression")
  .to("seda:b");
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第第29章章 RUBY (非推奨非推奨)

概要概要

    Ruby は動的なオープンソースプログラミング言語で、シンプルさと生産性に重点を置いています。は動的なオープンソースプログラミング言語で、シンプルさと生産性に重点を置いています。
自然な読みやすさと書きやすさを兼ね備えたエレガントな構文を持ち合わせます。自然な読みやすさと書きやすさを兼ね備えたエレガントな構文を持ち合わせます。Ruby サポートはサポートは  
camel-script モジュールの一部です。モジュールの一部です。
   

重要重要

     Apache Camel のの Python は非推奨となり、今後のリリースで削除される予定です。は非推奨となり、今後のリリースで削除される予定です。
    

スクリプトモジュールの追加スクリプトモジュールの追加

    ルートでルートで Ruby を使用するには、を使用するには、例例29.1「「camel-script 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示したたようで示したたよう
に、に、camel-script の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例29.1 camel-script 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
...
<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-script</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで ruby() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントをステートメントを 
Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.builder.script.ScriptBuilder.*;

組み込み属性組み込み属性
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    表表29.1「「Ruby 属性」属性」 に、に、Ruby を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示します。を使用する際にアクセス可能な組み込み属性の一覧を示します。
   

表表29.1 Ruby 属性属性

属性属性 タイプタイプ 値値

context org.apache.camel.CamelCon
text

Camel コンテキスト

exchange org.apache.camel.Exchange 現在のエクスチェンジ

request org.apache.camel.Message IN メッセージ

response org.apache.camel.Message OUT メッセージ

properties org.apache.camel.builder.scr
ipt.PropertiesFunction

スクリプト内でプロパティーコン
ポーネントを簡単に使用できるよ
うにする resolve メソッドを使用
した関数。

    属性はすべて属性はすべて ENGINE_SCOPE に設定されます。に設定されます。
   

例例

    例例29.2「「Ruby を使用したルート」を使用したルート」 は、は、Ruby を使用するルートを示しています。を使用するルートを示しています。
   

例例29.2 Ruby を使用したルートを使用したルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
    <choice>
      <when>
        <langauge langauge="ruby">$request.headers['user'] == 'admin'</langauge>
        <to uri="seda:adminQueue"/>
      </when>
      <otherwise>
        <to uri="seda:regularQueue"/>
      </otherwise>
    </choice>
  </route>
</camelContext>

プロパティーコンポーネントの使用プロパティーコンポーネントの使用
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    プロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込みプロパティーコンポーネントからプロパティー値にアクセスするには、以下のように組み込み 
properties 属性で属性で resolve メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
   

.setHeader("myHeader").ruby("properties.resolve(PropKey)")

    PropKey は、解決するプロパティーのキーで、キーの値はは、解決するプロパティーのキーで、キーの値は String タイプになります。タイプになります。
   

    プロパティーコンポーネントの詳細は、プロパティーコンポーネントの詳細は、Apache Camel Component Reference 
GuideののPropertiesを参照してください。を参照してください。
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第第30章章 SIMPLE 言語言語

概要概要

     Simple 言語は、特にエクルチェンジオブジェクトのさまざまな部分にアクセスして操作することを言語は、特にエクルチェンジオブジェクトのさまざまな部分にアクセスして操作することを
目的とし、目的とし、Apache Camel で開発された言語です。この言語は、初期に開発された時ほどシンプルではで開発された言語です。この言語は、初期に開発された時ほどシンプルでは
なく、現在では論理演算子と接続詞の包括的なセットが備えられています。なく、現在では論理演算子と接続詞の包括的なセットが備えられています。
    

30.1. JAVA DSL

Java DSL でのでの Simple 式式

     Java DSL には、ルートでには、ルートで simple() コマンドを使用するために、コマンドを使用するために、2 つのスタイルがあります。以下のつのスタイルがあります。以下の
ように、ように、simple() コマンドを引数としてプロセッサーに渡すこともできます。コマンドを引数としてプロセッサーに渡すこともできます。
    

from("seda:order")
  .filter(simple("${in.header.foo}"))
  .to("mock:fooOrders");

     または、以下のように、プロセッサーのサブ句としてまたは、以下のように、プロセッサーのサブ句として simple() コマンドを実行することもできまコマンドを実行することもできま
す。す。
    

from("seda:order")
  .filter()
  .simple("${in.header.foo}")
  .to("mock:fooOrders");

文字列への埋め込み文字列への埋め込み

     プレーンテキスト文字列内にプレーンテキスト文字列内に Simple 式を埋め込む場合は、プレースホルダー構文式を埋め込む場合は、プレースホルダー構文 ${Expression} 
を使用する必要があります。たとえば、以下のように式を使用する必要があります。たとえば、以下のように式 in.header.name を文字列に埋め込みます。を文字列に埋め込みます。
    

simple("Hello ${in.header.name}, how are you?")

開始トークンおよび終了トークンのカスタマイズ開始トークンおよび終了トークンのカスタマイズ

     Java から、から、SimpleLanguage オブジェクトのオブジェクトの changeFunctionStartToken static メソッドとメソッドと 
changeFunctionEndToken static メソッドを呼び出すことで、開始トークンおよび終了トークンメソッドを呼び出すことで、開始トークンおよび終了トークン (デデ
フォルトでは、フォルトでは、{ とと }) をカスタマイズできます。をカスタマイズできます。
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     たとえば、たとえば、Java では以下のように、開始トークンおよび終了トークンをでは以下のように、開始トークンおよび終了トークンを [ およびおよび ] に変更することに変更すること
ができます。ができます。
    

// Java
import org.apache.camel.language.simple.SimpleLanguage;
...
SimpleLanguage.changeFunctionStartToken("[");
SimpleLanguage.changeFunctionEndToken("]");

注記注記

      開始トークンおよび終了トークンをカスタマイズすると、クラスパス上で同じ開始トークンおよび終了トークンをカスタマイズすると、クラスパス上で同じ 
camel-core ライブラリーを共有するすべてのライブラリーを共有するすべての Apache Camel アプリケーションに影響アプリケーションに影響
します。たとえば、します。たとえば、OSGi サーバーでは多くのアプリケーションに影響する可能性がありサーバーでは多くのアプリケーションに影響する可能性があり
ますが、ますが、Web アプリケーションアプリケーション (WAR ファイルファイル) では、では、Web アプリケーション自体にしアプリケーション自体にし
か影響を与えません。か影響を与えません。
     

30.2. XML DSL

XML DSL でのでの Simple 式式

     XML DSL では、では、simple 要素内に式を配置することで、要素内に式を配置することで、Simple 式を使用できます。たとえば、ヘッ式を使用できます。たとえば、ヘッ
ダーダー foo の内容に基づいてフィルターリングを実行するルートを定義します。の内容に基づいてフィルターリングを実行するルートを定義します。
    

<route id="simpleExample">
  <from uri="seda:orders"/>
  <filter>
    <simple>${in.header.foo}</simple>
    <to uri="mock:fooOrders"/>
  </filter>
</route>

代替プレースホルダー構文代替プレースホルダー構文

     たとえば、たとえば、Spring プロパティープレースホルダーやプロパティープレースホルダーや OSGi Blueprint プロパティープレースホルプロパティープレースホル
ダーを有効にしている場合、ダーを有効にしている場合、${Expression} の構文が別のプロパティープレースホルダーの構文と競合の構文が別のプロパティープレースホルダーの構文と競合
することがあります。この場合、することがあります。この場合、Simple 式に使用する代替構文式に使用する代替構文 $simple{Expression} を使用して、プを使用して、プ
レースホルダーの曖昧さを解決できます。以下に例を示します。レースホルダーの曖昧さを解決できます。以下に例を示します。
    

<simple>Hello $simple{in.header.name}, how are you?</simple>

開始トークンおよび終了トークンのカスタマイズ開始トークンおよび終了トークンのカスタマイズ
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     XML 設定から、設定から、SimpleLanguage インスタンスをオーバーライドすることで、開始トークンおよびインスタンスをオーバーライドすることで、開始トークンおよび
終了トークン終了トークン (デフォルトではデフォルトでは { およびおよび }) をカスタマイズできます。たとえば、開始トークンおよび終をカスタマイズできます。たとえば、開始トークンおよび終
了トークンを了トークンを [ およびおよび ] に変更するには、以下のようにに変更するには、以下のように XML 設定ファイルで新しい設定ファイルで新しい SimpleLanguage 
Bean を定義します。を定義します。
    

<bean id="simple" class="org.apache.camel.language.simple.SimpleLanguage">
  <constructor-arg name="functionStartToken" value="["/>
  <constructor-arg name="functionEndToken" value="]"/>
</bean>

注記注記

      開始トークンおよび終了トークンをカスタマイズすると、クラスパス上で同じ開始トークンおよび終了トークンをカスタマイズすると、クラスパス上で同じ 
camel-core ライブラリーを共有するすべてのライブラリーを共有するすべての Apache Camel アプリケーションに影響アプリケーションに影響
します。たとえば、します。たとえば、OSGi サーバーでは多くのアプリケーションに影響する可能性がありサーバーでは多くのアプリケーションに影響する可能性があり
ますが、ますが、Web アプリケーションアプリケーション (WAR ファイルファイル) では、では、Web アプリケーション自体にしアプリケーション自体にし
か影響を与えません。か影響を与えません。
     

XML DSL の空白と自動トリミングの空白と自動トリミング

     デフォルトでは、デフォルトでは、XML DSL におけるにおける Simple 式の前後にある空白文字は、自動的にトリミングされ式の前後にある空白文字は、自動的にトリミングされ
ます。以下の式は空白で囲まれています。ます。以下の式は空白で囲まれています。
    

<transform>
  <simple>
    data=${body}
  </simple>
</transform>

     よって、自動でトリミングされ、空白のない以下の式と同等になります。よって、自動でトリミングされ、空白のない以下の式と同等になります。
    

<transform>
  <simple>data=${body}</simple>
</transform>

     式の前後に改行を入れたい場合は、以下のように改行文字を明示的に追加できます。式の前後に改行を入れたい場合は、以下のように改行文字を明示的に追加できます。
    

<transform>
  <simple>data=${body}\n</simple>
</transform>

     また、以下のようにまた、以下のように trim 属性に属性に false を設定すると、自動トリミング機能をオフにすることができを設定すると、自動トリミング機能をオフにすることができ
ます。ます。
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<transform trim="false">
  <simple>data=${body}
</simple>
</transform>

30.3. 外部スクリプトの呼び出し外部スクリプトの呼び出し

概要概要

     以下で説明されているように、外部リソースに保存されている以下で説明されているように、外部リソースに保存されている Simple スクリプトを実行できます。スクリプトを実行できます。
    

スクリプトリソースの構文スクリプトリソースの構文

     以下の構文を使用して、外部リソースとして保存されている以下の構文を使用して、外部リソースとして保存されている Simple スクリプトにアクセスします。スクリプトにアクセスします。
    

resource:Scheme:Location

     Scheme: は、は、classpath:、、file:、または、または http: のいずれかにできます。のいずれかにできます。
    

     たとえば、以下はクラスパスからたとえば、以下はクラスパスから mysimple.txt スクリプトを読み取る式になります。スクリプトを読み取る式になります。
    

simple("resource:classpath:mysimple.txt")

30.4. 式式

概要概要

     Simple 言語は、メッセージエクスチェンジの各種パーツを返すさまざまな式を提供します。たとえ言語は、メッセージエクスチェンジの各種パーツを返すさまざまな式を提供します。たとえ
ば、式ば、式 simple("${header.timeOfDay}") は、受信メッセージからのは、受信メッセージからの timeOfDay というヘッダーの内容というヘッダーの内容
を返します。を返します。
    

注記注記

      Apache Camel 2.9 以降、変数の値を返すには、以降、変数の値を返すには、常に常に プレースホルダー構文のプレースホルダー構文の 
${Expression} を使用する必要があります。エンクロージングトークンを使用する必要があります。エンクロージングトークン ${ およびおよび }) を省を省
略することは許容されません。略することは許容されません。
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単一変数の内容単一変数の内容

     用意された変数に基づいて、用意された変数に基づいて、Simple 言語を使い、文字列式を定義できます。たとえ言語を使い、文字列式を定義できます。たとえ
ば、ば、in.header.HeaderName という形式の変数を使用して、以下のようにという形式の変数を使用して、以下のように HeaderName ヘッダーの値ヘッダーの値
を取得できます。を取得できます。
    

simple("${in.header.foo}")

文字列に組み込まれた変数文字列に組み込まれた変数

     simple 変数を文字列式に埋め込むことができます。以下に例を示します。変数を文字列式に埋め込むことができます。以下に例を示します。
    

simple("Received a message from ${in.header.user} on ${date:in.header.date:yyyyMMdd}.")

date およびおよび bean 変数変数

     Simple 言語は、エクスチェンジのさまざまな部分にアクセスする変数を提供するだけでなく言語は、エクスチェンジのさまざまな部分にアクセスする変数を提供するだけでなく (表表
30.1「「Simple 言語の変数」言語の変数」 を参照を参照)、日付をフォーマットするための特別な変数である、日付をフォーマットするための特別な変数である 
date:command:pattern を提供し、を提供し、Bean メソッドを呼び出すための特別な変数であるメソッドを呼び出すための特別な変数である bean:beanRef 
も提供します。たとえば、以下のようにも提供します。たとえば、以下のように date およびおよび bean 変数を使用できます。変数を使用できます。
    

simple("Todays date is ${date:now:yyyyMMdd}")
simple("The order type is ${bean:orderService?method=getOrderType}")

結果の型指定結果の型指定

     式の結果の型を明示的に指定できます。これは主に、結果の型をブール値や数値型に変換するのに式の結果の型を明示的に指定できます。これは主に、結果の型をブール値や数値型に変換するのに
便利です。便利です。
    

     Java DSL では、では、simple() への追加引数として結果の型を指定します。たとえば、整数の結果を返すへの追加引数として結果の型を指定します。たとえば、整数の結果を返す
には、以下のようにには、以下のように Simple 式を評価できます。式を評価できます。
    

...

.setHeader("five", simple("5", Integer.class))

     XML DSL では、では、resultType 属性を使用して結果の型を指定します。以下に例を示します。属性を使用して結果の型を指定します。以下に例を示します。
    

<setHeader headerName="five">
  <!-- use resultType to indicate that the type should be a java.lang.Integer -->
  <simple resultType="java.lang.Integer">5</simple>
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</setHeader>

動的ヘッダーキー動的ヘッダーキー

     Camel 2.17 から、から、setHeader およびおよび setExchange プロパティーで、キーの名前にプロパティーで、キーの名前に Simple 言語式言語式
を使用している場合にを使用している場合に Simple 言語による動的ヘッダーキーを使用できるようになりました。言語による動的ヘッダーキーを使用できるようになりました。
    

<camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
  <route>
    <from uri="direct:start"/>
      <setHeader 
headerName="$simple{type:org.apache.camel.spring.processor.SpringSetPropertyNameDynamicTest$
TestConstans.EXCHANGE_PROP_TX_FAILED}">
        <simple>${type:java.lang.Boolean.TRUE}</simple>
      </setHeader>
    <to uri="mock:end"/>
  </route>
</camelContext>

ネストされた式ネストされた式

     Simple 式は入れ子にすることができます。以下に例を示します。式は入れ子にすることができます。以下に例を示します。
    

simple("${header.${bean:headerChooser?method=whichHeader}}")

定数または列挙型へのアクセス定数または列挙型へのアクセス

     以下の構文を使用し、以下の構文を使用し、Bean の定数または列挙フィールドにアクセスすることができます。の定数または列挙フィールドにアクセスすることができます。
    

type:ClassName.Field

     たとえば、以下のたとえば、以下の Java enum 型を見てみましょう。型を見てみましょう。
    

package org.apache.camel.processor;
...
public enum Customer {
    GOLD, SILVER, BRONZE
}

     以下のように以下のように Customer enum フィールドにアクセスできます。フィールドにアクセスできます。
    

 from("direct:start")
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    .choice()
        .when().simple("${header.customer} ==
          ${type:org.apache.camel.processor.Customer.GOLD}")
            .to("mock:gold")
        .when().simple("${header.customer} ==
          ${type:org.apache.camel.processor.Customer.SILVER}")
            .to("mock:silver")
        .otherwise()
            .to("mock:other");

OGNL 式式

     Object Graph Navigation Language (OGNL) は、チェーン状には、チェーン状に Bean メソッドを呼び出す表記法でメソッドを呼び出す表記法で
す。メッセージボディーにす。メッセージボディーに Java Bean が含まれる場合、が含まれる場合、OGNL 表記を使用して表記を使用して Bean プロパティーにプロパティーに
簡単にアクセスすることができます。たとえば、メッセージボディーが簡単にアクセスすることができます。たとえば、メッセージボディーが getAddress() アクセサーを持アクセサーを持
つつ Java オブジェクトである場合、以下のようにオブジェクトである場合、以下のように Address オブジェクトとオブジェクトと Address オブジェクトのプオブジェクトのプ
ロパティーにアクセスできます。ロパティーにアクセスできます。
    

simple("${body.address}")
simple("${body.address.street}")
simple("${body.address.zip}")
simple("${body.address.city}")

     ここで、表記ここで、表記 ${body.address.street} は、は、${body.getAddress.getStreet} の省略形になります。の省略形になります。
    

OGNL null-safe 演算子演算子

     null-safe 演算子演算子 ?. を使用して、ボディーにを使用して、ボディーに address がが ないない 場合に場合に null-pointer 例外が発生しない例外が発生しない
ようにすることができます。以下に例を示します。ようにすることができます。以下に例を示します。
    

simple("${body?.address?.street}")

     ボディーがボディーが java.util.Map 型である場合、以下の表記法を使用して、型である場合、以下の表記法を使用して、 foo キーでマップの値を検索すキーでマップの値を検索す
ることができます。ることができます。
    

simple("${body[foo]?.name}")

OGNL リスト要素へのアクセスリスト要素へのアクセス

     リスト要素にアクセスするには、角括弧リスト要素にアクセスするには、角括弧 [k] を使用することもできます。以下に例を示します。を使用することもできます。以下に例を示します。
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simple("${body.address.lines[0]}")
simple("${body.address.lines[1]}")
simple("${body.address.lines[2]}")

     last キーワードは、リストの最後の要素のインデックスを返します。たとえば、以下のようにリスキーワードは、リストの最後の要素のインデックスを返します。たとえば、以下のようにリス
トのトの 最後から最後から 2 番目番目 の要素にアクセスできます。の要素にアクセスできます。
    

simple("${body.address.lines[last-1]}")

     size メソッドを使用して、以下のようにリストのサイズを問い合わせることができます。メソッドを使用して、以下のようにリストのサイズを問い合わせることができます。
    

simple("${body.address.lines.size}")

OGNL 配列の長さへのアクセス配列の長さへのアクセス

     以下のように、以下のように、length メソッドを使用してメソッドを使用して Java 配列の長さにアクセスできます。配列の長さにアクセスできます。
    

String[] lines = new String[]{"foo", "bar", "cat"};
exchange.getIn().setBody(lines);

simple("There are ${body.length} lines")

30.5. 述語述語

概要概要

     等号の式をテストする述語を作成できます。たとえば、述語等号の式をテストする述語を作成できます。たとえば、述語 simple("${header.timeOfDay} == 
'14:30'") は、受信メッセージのは、受信メッセージの timeOfDay ヘッダーがヘッダーが 14:30 と等しいかどうかをテストします。と等しいかどうかをテストします。
    

     また、また、resultType がブール値として指定される場合は常に、式は式ではなく述語として評価されまがブール値として指定される場合は常に、式は式ではなく述語として評価されま
す。これにより、これらの式に述語構文を使用することができます。す。これにより、これらの式に述語構文を使用することができます。
    

構文構文

     また、また、Simple 述語を使用して、エクスチェンジのさまざまなパーツ述語を使用して、エクスチェンジのさまざまなパーツ (ヘッダー、メッセージボヘッダー、メッセージボ
ディーなどディーなど) をテストすることもできます。をテストすることもできます。Simple 述語には、以下の一般的な構文があります。述語には、以下の一般的な構文があります。
    

${LHSVariable} Op RHSValue
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     ここで、左側の変数ここで、左側の変数 LHSVariable は、は、表表30.1「「Simple 言語の変数」言語の変数」 で示される変数のいずれかでで示される変数のいずれかで
あり、右側の値あり、右側の値 RHSValue は、以下のいずれかになります。は、以下のいずれかになります。
    

       別の変数別の変数 ${RHSVariable}。。
      

       単一引用符単一引用符 ' ' で囲まれた文字列リテラル。で囲まれた文字列リテラル。
      

       単一引用符単一引用符 ' ' で囲まれた数値定数。で囲まれた数値定数。
      

       Null オブジェクトオブジェクト null。。
      

     Simple 言語は、常に言語は、常に RHS 値を値を LHS 値の型に変換しようとします。値の型に変換しようとします。
    

注記注記

      Simple 言語は、言語は、RHS の変換を試みますが、演算子によっては、比較を行う前にの変換を試みますが、演算子によっては、比較を行う前に  
LHS を適切な型にキャストする必要があることがあります。を適切な型にキャストする必要があることがあります。
     

例例

     たとえば、以下のようにたとえば、以下のように simple 文字列比較と数値比較を実行できます。文字列比較と数値比較を実行できます。
    

simple("${in.header.user} == 'john'")

simple("${in.header.number} > '100'")  // String literal can be converted to integer

     以下のように、左辺以下のように、左辺 (Left Hand Side) がコンマ区切りのリストメンバーであるかどうかをテストしがコンマ区切りのリストメンバーであるかどうかをテストし
ます。ます。
    

simple("${in.header.type} in 'gold,silver'")

     以下のように、左辺以下のように、左辺 (Left Hand Side) が正規表現に一致するかどうかをテストします。が正規表現に一致するかどうかをテストします。
    

simple("${in.header.number} regex '\d{4}'")
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     以下のように、以下のように、is 演算子を使用して、左辺演算子を使用して、左辺 (Left Hand Side) の型をテストすることができます。の型をテストすることができます。
    

simple("${in.header.type} is 'java.lang.String'")
simple("${in.header.type} is 'String'") // You can abbreviate java.lang. types

     以下のように、指定した数値の範囲以下のように、指定した数値の範囲 (範囲が範囲に含まれる範囲が範囲に含まれる) に左辺に左辺 (Left Hand Side) のものがあるのものがある
かどうかをテストすることができます。かどうかをテストすることができます。
    

simple("${in.header.number} range '100..199'")

接続詞接続詞

     また、論理接続また、論理接続 && およびおよび || を使用して述語を組み合わせることもできます。を使用して述語を組み合わせることもできます。
    

     たとえば、以下は、たとえば、以下は、&& 接続詞接続詞 (論理積論理積) を使用する式になります。を使用する式になります。
    

simple("${in.header.title} contains 'Camel' && ${in.header.type} == 'gold'")

     そして、そして、|| 接続詞接続詞 (論理和論理和) を使用した式がこちらです。を使用した式がこちらです。
    

simple("${in.header.title} contains 'Camel' || ${in.header.type} == 'gold'")

30.6. 変数の参照変数の参照

変数の一覧表変数の一覧表

     表表30.1「「Simple 言語の変数」言語の変数」 は、は、Simple 言語でサポートされているすべての変数を表示します。言語でサポートされているすべての変数を表示します。
    

表表30.1 Simple 言語の変数言語の変数

変数変数 タイプタイプ 説明説明

camelContext Object Camel コンテキストOGNL 式を式を
サポートします。サポートします。

camelId String Camel コンテキストの ID 値。

exchangeId String エクスチェンジの ID 値。
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id String In メッセージ ID の値。

body Object In メッセージ ボディーOGNL 式式
をサポートします。をサポートします。

in.body Object In メッセージ ボディーOGNL 式式
をサポートします。をサポートします。

out.body Object Out メッセージ ボディー

bodyAs(Type) 型型 In メッセージボディーを指定され
た型に変換します。すべての型
(Type)
は、byte[]、String、Integer、
および Long を除き、完全修飾
Java 名を使用して指定する必要
があります 。変換された本文は
null にすることができます。

mandatoryBodyAs(Type) 型型 In メッセージボディーを指定され
た型に変換します。すべての型
(Type)
は、byte[]、String、Integer、
および Long を除き、完全修飾
Java 名を使用して指定する必要
があります 。変換されたボディー
は null 以外であることが想定され
ています。

header.HeaderName Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー。OGNL 式をサポートし式をサポートし
ます。ます。

header[HeaderName] Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー (代替構文)。

headers.HeaderName Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー。

headers[HeaderName] Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー (代替構文)。

in.header.HeaderName Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー。OGNL 式をサポートし式をサポートし
ます。ます。

in.header[HeaderName] Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー (代替構文)。

変数変数 タイプタイプ 説明説明
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in.headers.HeaderName Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー。OGNL 式をサポートし式をサポートし
ます。ます。

in.headers[HeaderName] Object In メッセージの HeaderName
ヘッダー (代替構文)。

out.header.HeaderName Object Out メッセージの HeaderName
ヘッダー。

out.header[HeaderName] Object Out メッセージの HeaderName
ヘッダー (代替構文)。

out.headers.HeaderName Object Out メッセージの HeaderName
ヘッダー。

out.headers[HeaderName] Object Out メッセージの HeaderName
ヘッダー (代替構文)。

headerAs(Key,Type) 型型 指定された型に変換された Key
ヘッダー。すべての型 (Type)
は、byte[]、String、Integer、
および Long を除き、完全修飾
Java 名を使用して指定する必要
があります 。変換された値は null
にすることができます。

ヘッダーヘッダー Map In ヘッダーのすべて
(java.util.Map 型)。

in.headers Map In ヘッダーのすべて
(java.util.Map 型)。

property.PropertyName Object エクスチェンジの PropertyName
プロパティー。

property[PropertyName] Object エクスチェンジの PropertyName
プロパティー (代替構文 )。

sys.SysPropertyName String SysPropertyName Java システム
プロパティー。

sysenv.SysEnvVar String SysEnvVar システム環境変数。

変数変数 タイプタイプ 説明説明
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exception String Exchange.getException() か
らの例外オブジェクトか、この値
が null の場合
は、Exchange.EXCEPTION_C
AUGHT プロパティーでキャッチ
された例外。それ以外の場合は
null になります。OGNL 式をサ式をサ
ポートします。ポートします。

exception.message String 例外がエクスチェンジに設定され
ている場合
は、Exception.getMessage()
の値を返します。そうでない場合
は null を返します。

exception.stacktrace String 例外がエクスチェンジに設定され
ている場合
は、Exception.getStackTrace
() の値を返します。そうでない場
合は null を返します。注記注記:
Simple 言語は、まず 
Exchange.getException() か
ら例外を取得しようとします。こ
のプロパティーが設定されていな
い場
合、Exchange.getProperty(E
xchange.CAUGHT_EXCEPTI
ON) の呼び出しによって、キャッ
チされた例外をチェックします。

date:command:pattern String java.text.SimpleDateFormat パ
ターンを使用してフォーマットさ
れた日付。以下のコマンドがサ
ポートされます: 現在の日時の場
合は 
now。header.HeaderName ま
たは in.header.HeaderName を
使用し、In メッセージの
HeaderName ヘッダー
で、java.util.Date オブジェクトを
使います。Out メッセージの
HeaderName ヘッダー
で、java.util.Date オブジェクトを
使うための 
out.header.HeaderName。

変数変数 タイプタイプ 説明説明
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bean:beanID.Method Object 参照される Bean のメソッドを呼
び出し、メソッド呼び出しの結果メソッド呼び出しの結果
を返します。を返します。メソッド名を指定す
るには、beanID.Method 構文を
使用するか、beanID?
method=methodName 構文を使
用できます。

ref:beanID Object レジストリーで ID (beanID) を使
い Bean を検索し、bean 自体への自体への
参照を返します。参照を返します。たとえば
Splitter EIP を使用している場合
は、この変数を使用して、分割ア
ルゴリズムを実装する Bean を参
照できます。

properties:Key String Key プロパティープレースホル
ダーの値。

properties:Location:Key String プロパティーファイルの場所が
Location によって提供される
Key プロパティープレースホル
ダーの値。

threadName String 現在のスレッドの名前。

routeId String Exchange がルーティングされ
ている、現在のルートの ID を返
します。

type:Name[.Field] Object 型またはフィールドを完全修飾名
(FQN) で参照します。フィールド
を参照するには、.Field を追加し
ます。たとえ
ば、type:org.apache.camel.E
xchange.FILE_NAME とし
て、Exchange クラスの 
FILE_NAME 定数フィールドを
参照できます。

変数変数 タイプタイプ 説明説明
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collate(group) List Camel 2.17 から、collate 関数は
メッセージボディーをイテレート
し、データを特定のサイズのサブ
リストにグループ化するようにな
りました。Splitter EIP を使用し
て、メッセージボディーを分割し
てグループ化したり、サブメッ
セージを N 個のサブリストのグ
ループにまとめたりすることがで
きます。

skip(number) Iterator skip 関数はメッセージのボディー
をイテレートし、最初の項目数を
スキップします。Splitter EIP と
併用することで、メッセージボ
ディーを分割し、最初の N 項目数
をスキップすることができます。

変数変数 タイプタイプ 説明説明

30.7. 演算子リファレンス演算子リファレンス

バイナリー演算子バイナリー演算子

     Simple 言語用バイナリー演算子は、言語用バイナリー演算子は、表表30.2「「Simple 言語用バイナリー演算子」言語用バイナリー演算子」 に表示されていまに表示されていま
す。す。
    

表表30.2 Simple 言語用バイナリー演算子言語用バイナリー演算子

演算子演算子 説明説明

== 等しい

=~ 等しい場合に無視されます。文字列値を比較する際
には、大文字と小文字の違いを区別しません。

> より大きい

>= より大きいか等しいか。

< より小さい

⇐ より小さいか等しいか。

!= 等しくない。
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contains LHS 文字列に RHS 文字列が含まれるかどうかをテス
トします。

not contains LHS 文字列に RHS 文字列が含まれて いないいない かどう
かをテストします。

regex LHS 文字列が RHS 正規表現と一致するかどうかをテ
ストします。

not regex LHS 文字列が RHS 正規表現と一致 しないしない かどうか
をテストします。

in LHS 文字列が RHS のコンマ区切りリストの中にある
かどうかをテストします。

not in LHS 文字列が RHS のコンマ区切りリストの中に なな
いい かどうかをテストします。

is LHS が RHS の Java 型のインスタンスであるかどう
かをテストします (Java instanceof 演算子を使
用)。

not is LHS が RHS の Java 型のインスタンスでは ないない かど
うかをテストします (Java instanceof 演算子を使
用)。

range LHS の数値が RHS の範囲内にあるかどうかをテスト
します (範囲の形式は、'min… max' です)。

not range tyLHS の数値が RHS の範囲内に ないないかどうかをテス
トします (範囲の形式は、'min… max' です) 。

starts with Camel 2.18 の新機能。LHS 文字列が RHS 文字列で始
まるかどうかをテストします。

ends with Camel 2.18 の新機能。LHS 文字列が RHS 文字列で終
わるかどうかをテストします。

演算子演算子 説明説明

単項演算子およびエスケープ文字単項演算子およびエスケープ文字

     Simple 言語用バイナリー演算子は、言語用バイナリー演算子は、表表30.3「「Simple 言語用単項演算子」言語用単項演算子」 に表示されています。に表示されています。
    

表表30.3 Simple 言語用単項演算子言語用単項演算子
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演算子演算子 説明説明

++ 数値を 1 増加します。

-- 数値を 1 減少します。

\n 改行文字です。

\r キャリッジリターン文字です。

\t タブ文字です。

\ (廃止廃止) Camel バージョン 2.11 以降、バックスラッ
シュエスケープ文字はサポートされません。

述語の組み合わせ述語の組み合わせ

     表表30.4「「Simple 言語の述語用接続詞」言語の述語用接続詞」 に記載されている接続詞を使用して、に記載されている接続詞を使用して、2 つ以上のつ以上の Simple 言言
語の述語を組み合わせることができます。語の述語を組み合わせることができます。
    

表表30.4 Simple 言語の述語用接続詞言語の述語用接続詞

演算子演算子 説明説明

&& 2 つの述語を論理 積積 で組み合わせます。

|| 2 つの述語を論理 和和 で組み合わせます。

およびおよび 非推奨非推奨代わりに && を使用します。

またはまたは 非推奨非推奨代わりに || を使用します。

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

492



第第31章章 SPEL

概要概要

    Spring Expression Language (SpEL) は、は、Spring 3 で提供されるで提供される Object Graph Navigation 言語言語
で、ルートの述語および式を作成するために使用できます。で、ルートの述語および式を作成するために使用できます。SpEL の注目すべき機能は、レジストリーの注目すべき機能は、レジストリー
からから Bean に簡単にアクセスできる機能です。に簡単にアクセスできる機能です。
   

構文構文

    SpEL 式はプレースホルダー構文式はプレースホルダー構文 #{SpelExpression} を使用する必要があります。これにより、プを使用する必要があります。これにより、プ
レーンテキストの文字列に組み込むことができますレーンテキストの文字列に組み込むことができます (つまり、つまり、SpEL ではでは Expression templating が有が有
効になっています効になっています)。。
   

    SpEL はは @BeanID 構文を使用してレジストリー構文を使用してレジストリー (通常は通常は Spring レジストリーレジストリー) でで Bean を検索するを検索する
こともできます。たとえば、こともできます。たとえば、ID のの Bean headerUtils およびメソッドおよびメソッド count() (現在のメッセージのヘッ現在のメッセージのヘッ
ダーの数をカウントダーの数をカウント) の場合、以下のようにの場合、以下のように SpEL 述語で述語で headerUtils Bean を使用できます。を使用できます。
   

#{@headerUtils.count > 4}

SPEL パッケージの追加パッケージの追加

    ルートでルートで SpEL を使用するには、を使用するには、例例31.1「「camel-spring 依存関係の追加」依存関係の追加」 に示したように、に示したように、camel-
spring への依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。への依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例31.1 camel-spring 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
<properties>
  <camel-version>2.21.0.fuse-750033-redhat-00001</camel-version>
  ...
</properties>

<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-spring</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>
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VARIABLES

    表表31.1「「SpEL 変数」変数」  に、に、SpEL を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。を使用する際にアクセス可能な組み込み変数の一覧を示します。
   

表表31.1 SpEL 変数変数

変数変数 タイプタイプ 説明説明

this Exchange 現在のエクスチェンジはルートオ
ブジェクトです。

exchange Exchange 現在のエクスチェンジ

exchangeId String 現在のエクスチェンジ ID

exception Throwable エクスチェンジの例外 (ある場合)

fault Message Fault メッセージ (ある場合)

request Message エクスチェンジの In メッセー
ジ。

response Message エクスチェンジの Out メッセージ
(ある場合)。

properties Map エクスチェンジプロパティー

property(Name) Object Name で指定されたエクスチェン
ジプロパティー。

property(Name, Type) 型型 Type に変換された Name で指定
されたエクスチェンジプロパ
ティー。

XML の例の例

    たとえば、たとえば、Country ヘッダーにヘッダーに USA があるメッセージのみを選択するには、以下のがあるメッセージのみを選択するには、以下の SpEL 式を使用式を使用
できます。できます。
   

<route>
  <from uri="SourceURL"/>
  <filter>
    <spel>#{request.headers['Country'] == 'USA'}}</spel>
    <to uri="TargetURL"/>
  </filter>
</route>
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JAVA の例の例

    以下のように、以下のように、Java DSL で同じルートを定義できます。で同じルートを定義できます。
   

    以下の例は、プレーンテキストの文字列内に以下の例は、プレーンテキストの文字列内に SpEL 式を埋め込む方法を示しています。式を埋め込む方法を示しています。
   

from("SourceURL")
  .filter().spel("#{request.headers['Country'] == 'USA'}")
  .to("TargetURL");

from("SourceURL")
  .setBody(spel("Hello #{request.body}! What a beautiful #{request.headers['dayOrNight']}"))
  .to("TargetURL");
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第第32章章 XPATH 言語言語

概要概要

     XML メッセージを処理する際に、メッセージを処理する際に、XPath 言語を使用すると、メッセージの言語を使用すると、メッセージの Document Object 
Model (DOM) に作用するに作用する XPath 式を指定して、メッセージの一部を選択することができます。また、式を指定して、メッセージの一部を選択することができます。また、
要素や属性の内容をテストするための要素や属性の内容をテストするための XPath 述語を定義することもできます。述語を定義することもできます。
    

32.1. JAVA DSL

基本的な式基本的な式

     xpath("Expression") を使用して、現在のエクスチェンジでを使用して、現在のエクスチェンジで XPath 式を評価することができます式を評価することができます 
(XPath 式は現在の式は現在の In メッセージのボディーに適用されますメッセージのボディーに適用されます)。。xpath() 式の結果は、式の結果は、XML ノードノード (またまた
は複数のノードが一致する場合はノードセットは複数のノードが一致する場合はノードセット) になります。になります。
    

     たとえば、現在のたとえば、現在の In メッセージボディーからメッセージボディーから /person/name 要素の内容を抽出し、それを使用して要素の内容を抽出し、それを使用して 
user という名前のヘッダーを設定するには、以下のようなルートを定義することができます。という名前のヘッダーを設定するには、以下のようなルートを定義することができます。
    

from("queue:foo")
    .setHeader("user", xpath("/person/name/text()"))
    .to("direct:tie");

     setHeader() の引数にの引数に xpath() を指定する代わりに、を指定する代わりに、Fluent Builder xpath() コマンドを使用するこコマンドを使用するこ
とができます。たとえば、とができます。たとえば、
    

from("queue:foo")
    .setHeader("user").xpath("/person/name/text()")
    .to("direct:tie");

     結果を特定の型に変換する場合は、結果を特定の型に変換する場合は、xpath() の第の第 2 引数に結果の型を指定します。たとえば、結果の引数に結果の型を指定します。たとえば、結果の
型が型が String であることを明示的に指定するには、次のようにします。であることを明示的に指定するには、次のようにします。
    

xpath("/person/name/text()", String.class)

Namespaces

     通常、通常、XML 要素はスキーマに属し、名前空間要素はスキーマに属し、名前空間 URI によって識別されます。このようなドキュメントによって識別されます。このようなドキュメント
を処理する際には、名前空間を処理する際には、名前空間 URI と接頭辞を関連付けておく必要があり、と接頭辞を関連付けておく必要があり、XPath 式の中で要素名を明式の中で要素名を明
確に識別できるようにします。確に識別できるようにします。Apache Camel はヘルパークラスはヘルパークラス 
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org.apache.camel.builder.xml.Namespaces を提供しています。これにより、名前空間と接頭辞の関を提供しています。これにより、名前空間と接頭辞の関
連付けを定義することができます。連付けを定義することができます。
    

     たとえば、接頭辞たとえば、接頭辞 cust を名前空間を名前空間 http://acme.com/customer/record と関連付けて、要素と関連付けて、要素 
/cust:person/cust:name コンテンツを抽出するには、以下のようなルートを定義します。コンテンツを抽出するには、以下のようなルートを定義します。
    

import org.apache.camel.builder.xml.Namespaces;
...
Namespaces ns = new Namespaces("cust", "http://acme.com/customer/record");

from("queue:foo")
    .setHeader("user", xpath("/cust:person/cust:name/text()", ns))
    .to("direct:tie");

     Namespaces オブジェクトオブジェクト ns を追加の引数として渡すことで、を追加の引数として渡すことで、xpath() 式ビルダーで名前空間の定式ビルダーで名前空間の定
義を利用できるようにします。複数の名前空間を定義する必要がある場合は、以下のように義を利用できるようにします。複数の名前空間を定義する必要がある場合は、以下のように 
Namespace.add() メソッドを使用します。メソッドを使用します。
    

import org.apache.camel.builder.xml.Namespaces;
...
Namespaces ns = new Namespaces("cust", "http://acme.com/customer/record");
ns.add("inv", "http://acme.com/invoice");
ns.add("xsi", "http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance");

     結果の型を指定し、結果の型を指定し、さらにさらに名前空間も定義する必要がある場合は、以下のように名前空間も定義する必要がある場合は、以下のように xpath() のの 3 つのつの
引数形式を使用できます。引数形式を使用できます。
    

xpath("/person/name/text()", String.class, ns)

名前空間の監査名前空間の監査

     XPath 式を使用する際に最も頻繁に発生する問題の式を使用する際に最も頻繁に発生する問題の 1 つは、受信メッセージに表示される名前空間つは、受信メッセージに表示される名前空間
とと XPath 式で使用される名前空間の間に不一致があることです。この種の問題のトラブルシューティ式で使用される名前空間の間に不一致があることです。この種の問題のトラブルシューティ
ングを支援するために、ングを支援するために、XPath 言語では、すべての受信メッセージからすべての名前空間をシステムロ言語では、すべての受信メッセージからすべての名前空間をシステムロ
グにダンプするオプションがサポートされています。グにダンプするオプションがサポートされています。
    

     INFO ログレベルでネームスペースロギングを有効にするには、以下のようにログレベルでネームスペースロギングを有効にするには、以下のように Java DSL でで  
logNamespaces オプションを有効にします。オプションを有効にします。
    

xpath("/foo:person/@id", String.class).logNamespaces()

     あるいは、あるいは、org.apache.camel.builder.xml.XPathBuilder ロガーでロガーで TRACE レベルのロギングを有効レベルのロギングを有効
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にするようにロギングシステムを設定することもできます。にするようにロギングシステムを設定することもできます。
    

     名前空間のロギングを有効にすると、処理されたメッセージごとに以下のようなログメッセージが名前空間のロギングを有効にすると、処理されたメッセージごとに以下のようなログメッセージが
表示されます。表示されます。
    

2012-01-16 13:23:45,878 [stSaxonWithFlag] INFO  XPathBuilder  -
Namespaces discovered in message: {xmlns:a=[http://apache.org/camel],
DEFAULT=[http://apache.org/default],
xmlns:b=[http://apache.org/camelA, http://apache.org/camelB]}

32.2. XML DSL

基本的な式基本的な式

     XML DSL でで XPath 式を評価するには、式を評価するには、xpath 要素の中に要素の中に XPath 式を入れます。式を入れます。XPath 式は、現在式は、現在
のの In メッセージのボディーに適用され、メッセージのボディーに適用され、XML ノードノード (またはノードセットまたはノードセット) を返します。通常、返されを返します。通常、返され
たた XML ノードは自動的に文字列に変換されます。ノードは自動的に文字列に変換されます。
    

     たとえば、現在のたとえば、現在の In メッセージボディーからメッセージボディーから /person/name 要素の内容を抽出し、それを使用して要素の内容を抽出し、それを使用して 
user という名前のヘッダーを設定するには、以下のようなルートを定義することができます。という名前のヘッダーを設定するには、以下のようなルートを定義することができます。
    

<beans ...>

  <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <route>
      <from uri="queue:foo"/>
      <setHeader headerName="user">
        <xpath>/person/name/text()</xpath>
      </setHeader>
      <to uri="direct:tie"/>
    </route>
  </camelContext>

</beans>

     結果を特定の型に変換する場合は、結果を特定の型に変換する場合は、resultType 属性を属性を Java 型名型名 (ここでは完全修飾型名を指定するここでは完全修飾型名を指定する
必要があります必要があります) に設定して、結果の型を指定します。たとえば、結果の型がに設定して、結果の型を指定します。たとえば、結果の型が java.lang.String であるである
ことを明示的に指定するには、以下を実行しますことを明示的に指定するには、以下を実行します (ここではここでは java.lang. 接頭辞を省略できます接頭辞を省略できます)。。
    

<xpath resultType="String">/person/name/text()</xpath>

Namespaces
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     要素が要素が 1 つ以上のつ以上の XML スキーマに属する文書を処理する場合、通常、名前空間スキーマに属する文書を処理する場合、通常、名前空間 URI を接頭辞で関を接頭辞で関
連付ける必要があります。こうすることで連付ける必要があります。こうすることで XPath 式の中で要素名を明確に識別できるようにします。式の中で要素名を明確に識別できるようにします。
接頭辞を名前空間接頭辞を名前空間 URI に関連付けるための標準的なに関連付けるための標準的な XML メカニズムを使用することができます。つまメカニズムを使用することができます。つま
り、り、xmlns:Prefix="NamespaceURI" のような属性を設定することができます。のような属性を設定することができます。
    

     たとえば、接頭辞たとえば、接頭辞 cust を名前空間を名前空間 http://acme.com/customer/record と関連付けて、要素と関連付けて、要素 
/cust:person/cust:name コンテンツを抽出するには、以下のようなルートを定義します。コンテンツを抽出するには、以下のようなルートを定義します。
    

<beans ...>

  <camelContext xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring"
                xmlns:cust="http://acme.com/customer/record" >
    <route>
      <from uri="queue:foo"/>
      <setHeader headerName="user">
        <xpath>/cust:person/cust:name/text()</xpath>
      </setHeader>
      <to uri="direct:tie"/>
    </route>
  </camelContext>

</beans>

名前空間の監査名前空間の監査

     XPath 式を使用する際に最も頻繁に発生する問題の式を使用する際に最も頻繁に発生する問題の 1 つは、受信メッセージに表示される名前空間つは、受信メッセージに表示される名前空間
とと XPath 式で使用される名前空間の間に不一致があることです。この種の問題のトラブルシューティ式で使用される名前空間の間に不一致があることです。この種の問題のトラブルシューティ
ングを支援するために、ングを支援するために、XPath 言語では、すべての受信メッセージからすべての名前空間をシステムロ言語では、すべての受信メッセージからすべての名前空間をシステムロ
グにダンプするオプションがサポートされています。グにダンプするオプションがサポートされています。
    

     INFO ログレベルでネームスペースロギングを有効にするには、以下のようにログレベルでネームスペースロギングを有効にするには、以下のように XML DSL でで 
logNamespaces オプションを有効にします。オプションを有効にします。
    

<xpath logNamespaces="true" resultType="String">/foo:person/@id</xpath>

     あるいは、あるいは、org.apache.camel.builder.xml.XPathBuilder ロガーでロガーで TRACE レベルのロギングを有効レベルのロギングを有効
にするようにロギングシステムを設定することもできます。にするようにロギングシステムを設定することもできます。
    

     名前空間のロギングを有効にすると、処理されたメッセージごとに以下のようなログメッセージが名前空間のロギングを有効にすると、処理されたメッセージごとに以下のようなログメッセージが
表示されます。表示されます。
    

2012-01-16 13:23:45,878 [stSaxonWithFlag] INFO  XPathBuilder  -
Namespaces discovered in message: {xmlns:a=[http://apache.org/camel],
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DEFAULT=[http://apache.org/default],
xmlns:b=[http://apache.org/camelA, http://apache.org/camelB]}

32.3. XPATH の注入の注入

パラメーターバインディングアノテーションパラメーターバインディングアノテーション

     Apache Camel Bean インテグレーションを使用してインテグレーションを使用して Java Bean 上でメソッドを呼び出す場上でメソッドを呼び出す場
合、合、@XPath アノテーションを使用して、エクスチェンジから値を抽出してメソッドパラメーターにバアノテーションを使用して、エクスチェンジから値を抽出してメソッドパラメーターにバ
インドすることができます。インドすることができます。
    

     たとえば、たとえば、AccountService オブジェクトでオブジェクトで credit メソッドを呼び出す以下のルートのフラグメンメソッドを呼び出す以下のルートのフラグメン
トについて考えてみましょう。トについて考えてみましょう。
    

from("queue:payments")
    .beanRef("accountService","credit")
    ...

     credit メソッドは、パラメーターバインディングアノテーションを使用してメッセージボディーかメソッドは、パラメーターバインディングアノテーションを使用してメッセージボディーか
ら関連データを抽出し、以下のようにパラメーターに挿入します。ら関連データを抽出し、以下のようにパラメーターに挿入します。
    

public class AccountService {
    ...
    public void credit(
            @XPath("/transaction/transfer/receiver/text()") String name,
            @XPath("/transaction/transfer/amount/text()") String amount
            )
    {
        ...
    }
    ...
}

     詳細については、カスタマポータルの詳細については、カスタマポータルのApache Camel 開発者ガイド開発者ガイドののBean インテグレーションインテグレーションを参を参
照してください。照してください。
    

Namespaces

     表表32.1「「@XPath の定義済み名前空間」の定義済み名前空間」 は、は、XPath に対して定義済みの名前空間を示します。これに対して定義済みの名前空間を示します。これ
らの名前空間接頭辞は、らの名前空間接頭辞は、@XPath アノテーションに表示されるアノテーションに表示される XPath 式で使用できます。式で使用できます。
    

表表32.1 @XPath の定義済み名前空間の定義済み名前空間
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名前空間名前空間 URI 接頭辞接頭辞

http://www.w3.org/2001/XMLSchema xsd

http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope soap

カスタム名前空間カスタム名前空間

     @NamespacePrefix アノテーションを使用して、カスタムアノテーションを使用して、カスタム XML 名前空間を定義することができま名前空間を定義することができま
す。す。@NamespacePrefix アノテーションを呼び出して、アノテーションを呼び出して、@XPath アノテーションのアノテーションの namespaces 引数引数
を初期化します。その後、を初期化します。その後、@NamespacePrefix で定義された名前空間をで定義された名前空間を @XPath アノテーションの式アノテーションの式
の値で使用することができます。の値で使用することができます。
    

     たとえば、接頭辞たとえば、接頭辞 ex をカスタム名前空間をカスタム名前空間 http://fusesource.com/examples と関連付けるには、以と関連付けるには、以
下のように下のように @XPath アノテーションを呼び出します。アノテーションを呼び出します。
    

public class AccountService {
  ...
  public void credit(
    @XPath(
      value = "/ex:transaction/ex:transfer/ex:receiver/text()",
      namespaces = @NamespacePrefix( prefix = "ex", uri = "http://fusesource.com/examples"
      )
    ) String name,
    @XPath(
      value = "/ex:transaction/ex:transfer/ex:amount/text()",
      namespaces = @NamespacePrefix( prefix = "ex", uri = "http://fusesource.com/examples"
      )
    ) String amount,
  )
  {
    ...
  }
  ...
}

32.4. XPATH ビルダービルダー

概要概要

     org.apache.camel.builder.xml.XPathBuilder クラスを使用すると、エクスチェンジとは独立してクラスを使用すると、エクスチェンジとは独立して 
XPath 式を評価することができます。つまり、任意のソースからの式を評価することができます。つまり、任意のソースからの XML フラグメントがあれフラグメントがあれ
ば、ば、XPathBuilder を使用してを使用して XML フラグメントのフラグメントの XPath 式を評価することができます。式を評価することができます。
    

式のマッチング式のマッチング
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     matches() メソッドを使用して、指定されたメソッドを使用して、指定された XPath 式に一致する式に一致する XML ノードがノードが 1 つ以上見つかるつ以上見つかる
かどうかをチェックします。かどうかをチェックします。XPathBuilder を使用したを使用した XPath 式のマッチングの基本的な構文は以下の式のマッチングの基本的な構文は以下の
とおりです。とおりです。
    

boolean matches = XPathBuilder
                    .xpath("Expression")
                    .matches(CamelContext, "XMLString");

     ここで、指定された式であるここで、指定された式である Expression がが XML フラグメントであるフラグメントである XMLString に対して評価さに対して評価さ
れ、式に一致するノードが少なくともれ、式に一致するノードが少なくとも 1 つ見つかった場合に結果はつ見つかった場合に結果は true になります。たとえば、以下になります。たとえば、以下
の例ではの例では XPath 式が式が xyz 属性に一致するものを見つけたため、属性に一致するものを見つけたため、true が返されます。が返されます。
    

boolean matches = XPathBuilder
                    .xpath("/foo/bar/@xyz")
                    .matches(getContext(), "<foo><bar xyz='cheese'/></foo>"));

式の評価式の評価

     evaluate() メソッドを使用して、指定されたメソッドを使用して、指定された XPath 式と一致する最初のノードの内容を返しま式と一致する最初のノードの内容を返しま
す。す。XPathBuilder を使用してを使用して XPath 式を評価するための基本的な構文は以下のとおりです。式を評価するための基本的な構文は以下のとおりです。
    

String nodeValue = XPathBuilder
                    .xpath("Expression")
                    .evaluate(CamelContext, "XMLString");

     また、また、evaluate() に第に第 2 引数として必要な型を渡すことで、結果の型を指定することもできます。引数として必要な型を渡すことで、結果の型を指定することもできます。
    

String name = XPathBuilder
                   .xpath("foo/bar")
                   .evaluate(context, "<foo><bar>cheese</bar></foo>", String.class);
Integer number = XPathBuilder
                   .xpath("foo/bar")
                   .evaluate(context, "<foo><bar>123</bar></foo>", Integer.class);
Boolean bool = XPathBuilder
                   .xpath("foo/bar")
                   .evaluate(context, "<foo><bar>true</bar></foo>", Boolean.class);

32.5. SAXON の有効化の有効化

前提条件前提条件

     Saxon パーサーを使用するための前提条件は、パーサーを使用するための前提条件は、camel-saxon アーティファクトに依存関係を追加すアーティファクトに依存関係を追加す
ることですることです(Maven を使用している場合は、この依存関係をを使用している場合は、この依存関係を Maven POM に追加するか、に追加するか、camel-saxon-

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

502



2.21.0.fuse-750033-redhat-00001.jar ファイルをクラスパスに追加しますファイルをクラスパスに追加します)。。
    

Java DSL でのでの Saxon パーサーの使用パーサーの使用

     Java DSL では、では、Saxon パーサーを有効にする最も簡単な方法は、パーサーを有効にする最も簡単な方法は、saxon() Fluent Builder メソッドメソッド
を呼び出すことです。たとえば、次の例のようにを呼び出すことです。たとえば、次の例のように Saxon パーサーを呼び出すことができます。パーサーを呼び出すことができます。
    

// Java
// create a builder to evaluate the xpath using saxon
XPathBuilder builder = XPathBuilder.xpath("tokenize(/foo/bar, '_')[2]").saxon();

// evaluate as a String result
String result = builder.evaluate(context, "<foo><bar>abc_def_ghi</bar></foo>");

XML DSL でのでの Saxon パーサーの使用パーサーの使用

     XML DSL では、では、Saxon パーサーを有効にする最も簡単な方法は、パーサーを有効にする最も簡単な方法は、xpath 要素で要素で saxon 属性を属性を true 
に設定することです。たとえば、次の例のようにに設定することです。たとえば、次の例のように Saxon パーサーを呼び出すことができます。パーサーを呼び出すことができます。
    

<xpath saxon="true" resultType="java.lang.String">current-dateTime()</xpath>

Saxon を使ったプログラミングを使ったプログラミング

     アプリケーションコードでアプリケーションコードで Saxon XML パーサーを使用する場合は、以下のコードを使用して明示的パーサーを使用する場合は、以下のコードを使用して明示的
にに Saxon トランスフォーマーファクトリーのインスタンスを作成することができます。トランスフォーマーファクトリーのインスタンスを作成することができます。
    

// Java
import javax.xml.transform.TransformerFactory;
import net.sf.saxon.TransformerFactoryImpl;
...
TransformerFactory saxonFactory = new net.sf.saxon.TransformerFactoryImpl();

     一方、汎用の一方、汎用の JAXP API を使用してトランスフォーマーファクトリーのインスタンスを作成する場を使用してトランスフォーマーファクトリーのインスタンスを作成する場
合は、最初に合は、最初に ESBInstall/etc/system.properties ファイルのファイルのjavax.xml.transform.TransformerFactory 
プロパティーを以下のように設定するプロパティーを以下のように設定する必要があります必要があります。。
    

javax.xml.transform.TransformerFactory=net.sf.saxon.TransformerFactoryImpl

     そして、以下のように汎用のそして、以下のように汎用の JAXP API を使用してを使用して Saxon ファクトリーをインスタンス化することファクトリーをインスタンス化すること
ができます。ができます。
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// Java
import javax.xml.transform.TransformerFactory;
...
TransformerFactory factory = TransformerFactory.newInstance();

     アプリケーションがアプリケーションが Saxon を使用するサードパーティーのライブラリーに依存している場合、を使用するサードパーティーのライブラリーに依存している場合、2 番番
目の汎用的なアプローチを使用する必要がある可能性があります。目の汎用的なアプローチを使用する必要がある可能性があります。
    

注記注記

      Saxon ライブラリーは、ライブラリーは、OSGi バンドルバンドル net.sf.saxon/saxon9he としてコンテナーとしてコンテナー
にインストールする必要がありますにインストールする必要があります (通常はデフォルトでインストールされています通常はデフォルトでインストールされています)。。
バージョンがバージョンが 7.1 未満の未満の Fuse ESB では、汎用的なでは、汎用的な JAXP API を使用してを使用して Saxon をを
ロードすることはできません。ロードすることはできません。
     

32.6. 式式

結果の型結果の型

     デフォルトでは、デフォルトでは、XPath 式は式は org.w3c.dom.NodeList 型の型の 1 つ以上のつ以上の XML ノードのリストを返しノードのリストを返し
ます。しかし、型コンバーターのメカニズムを使用して、結果を別の型に変換することができます。ます。しかし、型コンバーターのメカニズムを使用して、結果を別の型に変換することができます。
Java DSL では、では、xpath() コマンドの第コマンドの第 2 引数に結果の型を指定することができます。たとえば、引数に結果の型を指定することができます。たとえば、XPath 
式の結果を式の結果を String として返すには次のようにします。として返すには次のようにします。
    

xpath("/person/name/text()", String.class)

     XML DSL では、以下のようにでは、以下のように resultType 属性で結果の型を指定することができます。属性で結果の型を指定することができます。
    

<xpath resultType="java.lang.String">/person/name/text()</xpath>

ロケーションパスにおけるパターンロケーションパスにおけるパターン

     XPath ロケーションパスでは、以下のパターンを使用することができます。ロケーションパスでは、以下のパターンを使用することができます。
    

/people/person

        基本的なロケーションパスは、特定の要素の入れ子になったロケーションを指定します。つま基本的なロケーションパスは、特定の要素の入れ子になったロケーションを指定します。つま
り、前のロケーションパスは、次のり、前のロケーションパスは、次の XML フラグメントの中のフラグメントの中の person 要素と一致することになりま要素と一致することになりま
す。す。
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<people>
  <person>...</person>
</people>

        この基本パターンは、この基本パターンは、複数の複数のノードにマッチする可能性があることに注意してください。たとノードにマッチする可能性があることに注意してください。たと
えば、えば、people 要素内に要素内に person 要素が要素が 1 つ以上ある場合などがこれに該当します。つ以上ある場合などがこれに該当します。
       

/name/text()

        要素の内部の要素の内部のテキストテキストにアクセスするだけであれば、ロケーションパスににアクセスするだけであれば、ロケーションパスに /text() を追加しまを追加しま
す。それ以外の場合は、ノードには要素の開始タグと終了タグが含まれますす。それ以外の場合は、ノードには要素の開始タグと終了タグが含まれます (ノードを文字列に変換ノードを文字列に変換
するときにこれらのタグが含まれますするときにこれらのタグが含まれます)。。
       

/person/telephone/@isDayTime

        AttributeName 属性の値を選択するには、構文属性の値を選択するには、構文 @AttributeName を使用します。たとえば、以を使用します。たとえば、以
下の下の XML フラグメントに適用すると、前述のロケーションパスはフラグメントに適用すると、前述のロケーションパスは true を返します。を返します。
       

<person>
  <telephone isDayTime="true">1234567890</telephone>
</person>

*

        指定したスコープ内のすべての要素に一致するワイルドカード。たとえば、指定したスコープ内のすべての要素に一致するワイルドカード。たとえば、/people/person/\* 
はは person のすべての子要素にマッチします。のすべての子要素にマッチします。
       

@*

        一致した要素のすべての属性にマッチするワイルドカード。たとえば、一致した要素のすべての属性にマッチするワイルドカード。たとえば、/person/name/@\* 
は、すべての一致したは、すべての一致した name 要素のすべての属性にマッチします。要素のすべての属性にマッチします。
       

//

        すべてのネストされたレベルのロケーションパスにマッチします。たとえば、すべてのネストされたレベルのロケーションパスにマッチします。たとえば、//name パターンパターン
は、以下のは、以下の XML フラグメントで強調表示されているフラグメントで強調表示されている name 要素にすべてマッチします。要素にすべてマッチします。
       

<invoice>
  <person>
    <name .../>
  </person>
</invoice>
<person>
  <name .../>
</person>
<name .../>
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..

        現在のコンテキストノードの親を選択します。現在のコンテキストノードはドキュメントルー現在のコンテキストノードの親を選択します。現在のコンテキストノードはドキュメントルー
トであり、親を持たないので、トであり、親を持たないので、Apache Camel XPath 言語では通常は有用ではありません。言語では通常は有用ではありません。
       

node()

        任意の種類のノードにマッチします。任意の種類のノードにマッチします。
       

text()

        テキストノードにマッチします。テキストノードにマッチします。
       

comment()

        コメントノードにマッチします。コメントノードにマッチします。
       

processing-instruction()

        処理命令ノードにマッチします。処理命令ノードにマッチします。
       

述語フィルター述語フィルター

     [Predicate] のように、角括弧内に述語を追加すると、ロケーションパスに一致するノードのセットのように、角括弧内に述語を追加すると、ロケーションパスに一致するノードのセット
をフィルターリングできます。たとえば、ロケーションパスにをフィルターリングできます。たとえば、ロケーションパスに [N] を追加すると、一致するノードのリを追加すると、一致するノードのリ

ストからストから Nth 番目のノードを選択することができます。以下の式は、最初にマッチする番目のノードを選択することができます。以下の式は、最初にマッチする person 要素を要素を
選択します。選択します。
    

/people/person[1]

     以下の式は、最後から以下の式は、最後から 2 番目の番目の person 要素を選択します。要素を選択します。
    

/people/person[last()-1]

     特定の属性値を持つ要素を選択するために、属性の値をテストすることができます。以下の式特定の属性値を持つ要素を選択するために、属性の値をテストすることができます。以下の式
は、は、surname 属性が属性が Strachan またはまたは Davies のいずれかであるのいずれかである name 要素を選択します。要素を選択します。
    

/person/name[@surname="Strachan" or @surname="Davies"]

     述語式は、接続詞述語式は、接続詞 and、、or、、not() のいずれかを使用して組み合わせることができ、さらに比較式のいずれかを使用して組み合わせることができ、さらに比較式 
=、、!=、、>、、>=、、<、、⇐ を使用して式を比較することができますを使用して式を比較することができます (実際には、小なりの記号は実際には、小なりの記号は < エンティエンティ
ティーに置き換える必要がありますティーに置き換える必要があります)。述語フィルターで。述語フィルターで XPath 関数を使うこともできます。関数を使うこともできます。
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軸軸

     XML 文書の構造では、ルート要素に一連の子要素が含まれており、それらの子要素の中にはさらに文書の構造では、ルート要素に一連の子要素が含まれており、それらの子要素の中にはさらに
子要素が含まれているものもあります。このように見てみると、子要素が含まれているものもあります。このように見てみると、child-of 関係によってネストされた要関係によってネストされた要
素間がリンクされている場合、素間がリンクされている場合、XML 文書全体が文書全体が ツリーツリー構造になります。この要素ツリーの特定のノー構造になります。この要素ツリーの特定のノー
ドド (これをこれを コンテキストノードコンテキストノード と呼びますと呼びます) を選択した場合、選択したノードに関連したツリーの異なを選択した場合、選択したノードに関連したツリーの異な
る部分を参照することがあります。たとえば、コンテキストノードの子、コンテキストノードの親、まる部分を参照することがあります。たとえば、コンテキストノードの子、コンテキストノードの親、ま
たはコンテキストノードと同じ親を共有するすべてのノードたはコンテキストノードと同じ親を共有するすべてのノード (兄弟ノード兄弟ノード) を参照する場合があります。を参照する場合があります。
    

     XPath 軸軸 を使用して、ノード一致のスコープを指定し、現在のコンテキストノードを起点として相を使用して、ノード一致のスコープを指定し、現在のコンテキストノードを起点として相
対的にノードツリーの特定部分に検索を制限します。軸は、一致させたいノード名の接頭辞とし対的にノードツリーの特定部分に検索を制限します。軸は、一致させたいノード名の接頭辞とし
て、て、AxisType::MatchingNode という構文を使用して添付されます。たとえば、以下のようにという構文を使用して添付されます。たとえば、以下のように child:: 
軸を使用して、現在のコンテキストノードの子を検索することができます。軸を使用して、現在のコンテキストノードの子を検索することができます。
    

/invoice/items/child::item

     child::item のコンテキストノードは、パスのコンテキストノードは、パス /invoice/items で選択されるで選択される items 要素です。要素です。child:: 
軸は、検索対象をコンテキストノード軸は、検索対象をコンテキストノード items の子に制限し、の子に制限し、child::item はは item という名前のという名前の items 
の子にマッチします。の子にマッチします。child:: 軸はデフォルトの軸であるため、先ほどの例は以下のように書くこともで軸はデフォルトの軸であるため、先ほどの例は以下のように書くこともで
きます。きます。
    

/invoice/items/item

     しかし、他の軸も複数ありしかし、他の軸も複数あり (合計合計 13 個個)、その一部はすでに省略形で見てきました。、その一部はすでに省略形で見てきました。@ はは attribute:: 
の略であり、の略であり、// はは descendant-or-self:: の略です。軸の一覧は以下のとおりですの略です。軸の一覧は以下のとおりです (詳細は下記リファレ詳細は下記リファレ
ンスを参照ンスを参照)。。
    

       ancestor
      

       ancestor-or-self
      

       属性属性
      

       child
      

       descendant
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       descendant-or-self
      

       following
      

       following-sibling
      

       namespace
      

       parent
      

       preceding
      

       preceding-sibling
      

       self
      

関数関数

     XPath は、述語を評価する際に便利な標準関数の小さなセットを提供します。たとえば、ノードは、述語を評価する際に便利な標準関数の小さなセットを提供します。たとえば、ノード
セットから最後にマッチするノードを選択するには、以下のようにノードセット内の最後のノードのイセットから最後にマッチするノードを選択するには、以下のようにノードセット内の最後のノードのイ
ンデックスを返すンデックスを返す last() 関数を使用します。関数を使用します。
    

/people/person[last()]

     前述の例では、シーケンスの最後の前述の例では、シーケンスの最後の person 要素が選択されています要素が選択されています (文書順文書順)。。
    

     XPath が提供するすべての関数の詳細については、以下のリファレンスを参照してください。が提供するすべての関数の詳細については、以下のリファレンスを参照してください。
    

リファレンスリファレンス

     XPath 文法の詳細については、文法の詳細については、XML Path Language, Version 1.0 仕様を参照してください。仕様を参照してください。
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32.7. 述語述語

基本的な述語基本的な述語

     Java DSL やや XML DSL では、では、xpath を述語が期待されるコンテキストで使用できます。たとえを述語が期待されるコンテキストで使用できます。たとえ
ば、ば、when() プロセッサーや、プロセッサーや、filter() 句の引数として使用できます。句の引数として使用できます。
    

     たとえば、以下のルートは、たとえば、以下のルートは、/person/city 要素に要素に London という値が含まれている場合にのみ受信という値が含まれている場合にのみ受信
メッセージをフィルターリングし、メッセージの通過を許可します。メッセージをフィルターリングし、メッセージの通過を許可します。
    

from("direct:tie")
    .filter().xpath("/person/city = 'London'").to("file:target/messages/uk");

     以下のルートは、以下のルートは、when() 句の句の XPath 述語を評価します。述語を評価します。
    

from("direct:tie")
    .choice()
        .when(xpath("/person/city = 'London'")).to("file:target/messages/uk")
        .otherwise().to("file:target/messages/others");

XPath 述語演算子述語演算子

     XPath 言語は、言語は、表表32.2「「XPath 言語の演算子」言語の演算子」  に示されているように、標準のに示されているように、標準の XPath 述語演算子を述語演算子を
サポートしています。サポートしています。
    

表表32.2 XPath 言語の演算子言語の演算子

演算子演算子 説明説明

= 等しい

!= 等しくない。

> より大きい

>= より大きいか等しいか。

< より小さい

⇐ より小さいか等しいか。

またはまたは 2 つの述語を論理 積積 で組み合わせます。
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およびおよび 2 つの述語を論理 和和 で組み合わせます。

not() 述語の引数を否定にします。

演算子演算子 説明説明

32.8. 変数と関数の使用変数と関数の使用

ルート内の変数の評価ルート内の変数の評価

     ルート内でルート内で XPath 式を評価する場合、式を評価する場合、XPath 変数を使用して、現在のエクスチェンジの内容、変数を使用して、現在のエクスチェンジの内容、O/S 
環境変数、および環境変数、および Java システムプロパティーにアクセスすることができます。システムプロパティーにアクセスすることができます。XML 名前空間を介して名前空間を介して
変数にアクセスする場合、変数の値にアクセスするための構文は変数にアクセスする場合、変数の値にアクセスするための構文は $VarName またはまたは $Prefix:VarName 
です。です。
    

     たとえば、たとえば、In メッセージのボディーにはメッセージのボディーには $in:body、、In メッセージのヘッダー値にはメッセージのヘッダー値には 
$in:HeaderName としてアクセスできます。としてアクセスできます。O/S 環境変数は環境変数は $env:EnvVar として、として、Java システムプロシステムプロ
パティーはパティーは $system:SysVar としてアクセスできます。としてアクセスできます。
    

     以下の例では、最初のルートは以下の例では、最初のルートは /person/city 要素の値を抽出し、要素の値を抽出し、city ヘッダーに挿入します。ヘッダーに挿入します。2 番番
目のルートは、目のルートは、XPath 式式 ($in:city = 'London') を使用してエクスチェンジをフィルターリングしまを使用してエクスチェンジをフィルターリングしま
す。す。$in:city 変数は変数は city ヘッダーの値に置き換えられます。ヘッダーの値に置き換えられます。
    

from("file:src/data?noop=true")
    .setHeader("city").xpath("/person/city/text()")
    .to("direct:tie");

from("direct:tie")
    .filter().xpath("$in:city = 'London'").to("file:target/messages/uk");

ルート内の関数の評価ルート内の関数の評価

     標準の標準の XPath 関数に加えて、関数に加えて、XPath 言語では追加の関数が定義されています。これらの追加関数言語では追加の関数が定義されています。これらの追加関数  
(表表32.4「「XPath カスタム関数」カスタム関数」  に記載に記載) は、基礎となるエクスチェンジへのアクセス、単純な式の評は、基礎となるエクスチェンジへのアクセス、単純な式の評
価、価、Apache Camel のプロパティープレースホルダコンポーネントのプロパティー検索などに使用できのプロパティープレースホルダコンポーネントのプロパティー検索などに使用でき
ます。ます。
    

     たとえば、以下の例は、たとえば、以下の例は、in:header() 関数と関数と in:body() 関数を使用して、基礎となるエクスチェンジ関数を使用して、基礎となるエクスチェンジ
のヘッダーとボディーにアクセスします。のヘッダーとボディーにアクセスします。
    

from("direct:start").choice()
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  .when().xpath("in:header('foo') = 'bar'").to("mock:x")
  .when().xpath("in:body() = '<two/>'").to("mock:y")
  .otherwise().to("mock:z");

     in:HeaderName またはまたは in:body 変数で、これらの関数と対応する機能との類似性に注目してくださ変数で、これらの関数と対応する機能との類似性に注目してくださ
い。ただし、これらの関数は構文が若干異なり、い。ただし、これらの関数は構文が若干異なり、in:HeaderName の代わりにの代わりに 
in:header('HeaderName')、、in:body の代わりにの代わりに in:body() となっています。となっています。
    

XPathBuilder での変数の評価での変数の評価

     XPathBuilder クラスを使用して評価される式で変数を使用することもできます。この場合、評価対クラスを使用して評価される式で変数を使用することもできます。この場合、評価対
象となる象となる Exchange オブジェクトがないため、オブジェクトがないため、$in:body やや $in:HeaderName などの変数を使用するこなどの変数を使用するこ
とはできません。しかし、とはできません。しかし、variable(Name, Value) Fluent Builder メソッドを使ってインラインで定義メソッドを使ってインラインで定義
された変数を使うことがされた変数を使うことができますできます。。
    

     たとえば、以下のたとえば、以下の XPathBuilder 設定は、設定は、$test 変数を評価します。変数の値は、変数を評価します。変数の値は、London となるよとなるよ
うに定義されています。うに定義されています。
    

String var = XPathBuilder.xpath("$test")
               .variable("test", "London")
               .evaluate(getContext(), "<name>foo</name>");

     この方法で定義された変数は、自動的にグローバル名前空間に入力されることに注意してくださいこの方法で定義された変数は、自動的にグローバル名前空間に入力されることに注意してください 
(たとえば、変数たとえば、変数 $test は接頭辞を使用しませんは接頭辞を使用しません)。。
    

32.9. 変数の名前空間変数の名前空間

名前空間の表名前空間の表

     表表32.3「「XPath 変数の名前空間」変数の名前空間」  は、様々な名前空間プレフィックスに関連付けられた名前空間は、様々な名前空間プレフィックスに関連付けられた名前空間 
URI を示しています。を示しています。
    

表表32.3 XPath 変数の名前空間変数の名前空間

名前空間名前空間 URI 接頭辞接頭辞 説明説明

http://camel.apache.org/sche
ma/spring

なしなし デフォルトの名前空間 (名前空間
接頭辞を持たない変数に関連付け
られます)。
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http://camel.apache.org/xml/i
n/

in 現在のエクスチェンジの In メッ
セージのヘッダーまたはボディー
を参照するために使用されます。

http://camel.apache.org/xml/
out/

out 現在のエクスチェンジの Out メッ
セージのヘッダーまたはボディー
を参照するために使用されます。

http://camel.apache.org/xml/f
unctions/

関数関数 一部のカスタム関数を参照するた
めに使用されます。

http://camel.apache.org/xml/
variables/environment-
variables

env O/S 環境変数の参照に使用しま
す。

http://camel.apache.org/xml/
variables/system-properties

システムシステム Java システムのプロパティーを
参照するために使用します。

http://camel.apache.org/xml/
variables/exchange-property

未定義未定義 エクスチェンジプロパティーの参
照に使用します。この名前空間に
は、独自の接頭辞を定義する必要
があります。

名前空間名前空間 URI 接頭辞接頭辞 説明説明

32.10. 関数の参考情報関数の参考情報

カスタム関数の表カスタム関数の表

     表表32.4「「XPath カスタム関数」カスタム関数」  は、は、Apache Camel のの XPath 式で使用できるカスタム関数を示して式で使用できるカスタム関数を示して
います。これらの関数は、標準のいます。これらの関数は、標準の XPath 関数に加えて使用することができます。関数に加えて使用することができます。
    

表表32.4 XPath カスタム関数カスタム関数

関数関数 説明説明

in:body() In メッセージのボディーを返します。

in:header(HeaderName) HeaderName という名前の In メッセージヘッダーを
返します。

out:body() Out メッセージのボディーを返します。

out:header(HeaderName) HeaderNameという名前の Out メッセージヘッダー
を返します。
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function:properties(PropKey) PropKey キーを持つプロパティーを検索します。

function:simple(SimpleExp) 指定された Simple 式である SimpleExp を評価しま
す。

関数関数 説明説明
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第第33章章 XQUERY

概要概要

    XQuery は当初、データベース内のは当初、データベース内の XML フォームに保存されているデータのクエリー言語として開フォームに保存されているデータのクエリー言語として開
発されました。発されました。XQuery 言語を使用すると、メッセージが言語を使用すると、メッセージが XML 形式の場合に、現在のメッセージの一形式の場合に、現在のメッセージの一
部を選択できます。部を選択できます。XQuery は、は、XPath 言語のスーパーセットです。したがって、有効なすべての言語のスーパーセットです。したがって、有効なすべての 
XPath 式は有効な式は有効な XQuery 式でもあります。式でもあります。
   

JAVA 構文構文

    XQuery 式を式を xquery() に渡すには、いくつかの方法があります。単純な式の場合は、に渡すには、いくつかの方法があります。単純な式の場合は、XQuery の式をの式を
文字列として渡すことができます文字列として渡すことができます (java.lang.String)。。XQuery 式が長い場合は、ファイルに式を保存す式が長い場合は、ファイルに式を保存す
ることが推奨されます。このファイルは、オーバーロードされたることが推奨されます。このファイルは、オーバーロードされた xquery() メソッドにメソッドに java.io.File 引数引数
またはまたは java.net.URL 引数を渡すことで参照できます。引数を渡すことで参照できます。XQuery 式は、メッセージの内容に対して暗黙式は、メッセージの内容に対して暗黙
的に作用し、結果としてノードセットを返します。コンテキストに応じて、戻り値は述語的に作用し、結果としてノードセットを返します。コンテキストに応じて、戻り値は述語 (空のノード空のノード
セットはセットは false として解釈されますとして解釈されます) または式として解釈されます。または式として解釈されます。
   

SAXON モジュールの追加モジュールの追加

    XQuery をルートで使用するには、をルートで使用するには、例例33.1「「camel-saxon 依存関係の追加」依存関係の追加」 で示されたようで示されたよう
に、に、camel-saxon の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。の依存関係をプロジェクトに追加する必要があります。
   

例例33.1 camel-saxon 依存関係の追加依存関係の追加

<!-- Maven POM File -->
...
<dependencies>
  ...
  <dependency>
    <groupId>org.apache.camel</groupId>
    <artifactId>camel-saxon</artifactId>
    <version>${camel-version}</version>
  </dependency>
  ...
</dependencies>

CAMEL ON EAP デプロイメントデプロイメント

    camel-saxon コンポーネントは、コンポーネントは、Camel on EAP (Wildfly Camel) フレームワークによってサポートフレームワークによってサポート
されており、されており、Red Hat JBoss Enterprise Application Platform (JBoss EAP) コンテナー上でシンプルコンテナー上でシンプル
なデプロイモデルを提供します。なデプロイモデルを提供します。
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静的インポート静的インポート

    アプリケーションコードでアプリケーションコードで xquery() static メソッドを使用するには、以下のメソッドを使用するには、以下の import ステートメントステートメント
をを Java ソースファイルに追加します。ソースファイルに追加します。
   

import static org.apache.camel.component.xquery.XQueryBuilder.xquery;

VARIABLES

    表表33.1「「XQuery 変数」変数」  に、に、XQuery を使用する際にアクセス可能な変数の一覧を示します。を使用する際にアクセス可能な変数の一覧を示します。
   

表表33.1 XQuery 変数変数

変数変数 タイプタイプ 説明説明

exchange Exchange 現在のエクスチェンジ

in.body Object IN メッセージのボディー

out.body Object OUT メッセージのボディー

in.headers.key Object キーが key である IN メッセージ
ヘッダー

out.headers.key Object キーが key である OUT メッセー
ジヘッダー

鍵鍵 (key) Object キーが key であるエクスチェンジ
プロパティー

例例

    例例33.2「「XQuery を使用するルート」を使用するルート」  は、は、XQuery を使用するルートを示しています。を使用するルートを示しています。
   

例例33.2 XQuery を使用するルートを使用するルート

<camelContext>
  <route>
    <from uri="activemq:MyQueue"/>
    <filter>
      <language langauge="xquery">/foo:person[@name='James']</language>
      <to uri="mqseries:SomeOtherQueue"/>
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    </filter>
  </route>
</camelContext>
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パートパート III. 高度な高度な CAMEL プログラミングプログラミング

    本ガイドでは、本ガイドでは、Apache Camel API の使用方法について説明します。の使用方法について説明します。
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第第34章章 メッセージ形式についてメッセージ形式について

概要概要

     Apache Camel でプログラミングを開始する前に、メッセージとメッセージ交換をモデル化する方でプログラミングを開始する前に、メッセージとメッセージ交換をモデル化する方
法を明確に理解する必要があります。法を明確に理解する必要があります。Apache Camel は多くのメッセージ形式を処理できるため、基本は多くのメッセージ形式を処理できるため、基本
メッセージタイプは抽象形式を持つように設計されています。メッセージタイプは抽象形式を持つように設計されています。Apache Camel は、メッセージボディーは、メッセージボディー
およびメッセージヘッダーのデータフォーマットにアクセスして変換するために必要なおよびメッセージヘッダーのデータフォーマットにアクセスして変換するために必要な API を提供しまを提供しま
す。す。
    

34.1. エクスチェンジエクスチェンジ

概要概要

     エクスチェンジオブジェクトエクスチェンジオブジェクト は、受信したメッセージをカプセル化し、関連するメタデータは、受信したメッセージをカプセル化し、関連するメタデータ (交換プ交換プ
ロパティーロパティーを含むを含む) を格納するラッパーです。さらに、現在のメッセージがプロデューサーエンドポイを格納するラッパーです。さらに、現在のメッセージがプロデューサーエンドポイ
ントにディスパッチされると、エクスチェンジは応答ントにディスパッチされると、エクスチェンジは応答 (Out メッセージメッセージ) を保持する一時的なスロットをを保持する一時的なスロットを
提供します。提供します。
    

     Apache Camel でのエクスチェンジの重要な機能は、メッセージのでのエクスチェンジの重要な機能は、メッセージの Lazy Creation をサポートするをサポートする
ことです。これにより、メッセージへの明示的なアクセスを必要としないルートの場合、大幅に最適化ことです。これにより、メッセージへの明示的なアクセスを必要としないルートの場合、大幅に最適化
される可能性があります。される可能性があります。
    

図図34.1 ルート経由のエクスチェンジオブジェクトルート経由のエクスチェンジオブジェクト

     図図34.1「ルート経由のエクスチェンジオブジェクト」「ルート経由のエクスチェンジオブジェクト」 は、ルートを通過するエクスチェンジオブは、ルートを通過するエクスチェンジオブ
ジェクトを表示します。ルートのコンテキストでは、エクスチェンジオブジェクトはジェクトを表示します。ルートのコンテキストでは、エクスチェンジオブジェクトは 
Processor.process() メソッドの引数として渡されます。つまり、エクスチェンジオブジェクトはソーメソッドの引数として渡されます。つまり、エクスチェンジオブジェクトはソー
スエンドポイント、ターゲットエンドポイント、および間のすべてのプロセッサーから直接アクセスすスエンドポイント、ターゲットエンドポイント、および間のすべてのプロセッサーから直接アクセスす
ることができます。ることができます。
    

Exchange インターフェイスインターフェイス
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     org.apache.camel.Exchange インターフェースでは、インターフェースでは、例例34.1「エクスチェンジメソッド」「エクスチェンジメソッド」 で示されで示され
るように、るように、In およびおよび Out メッセージにアクセスするためのメソッドを定義します。メッセージにアクセスするためのメソッドを定義します。
    

例例34.1 エクスチェンジメソッドエクスチェンジメソッド

// Access the In message
Message getIn();
void    setIn(Message in);

// Access the Out message (if any)
Message getOut();
void    setOut(Message out);
boolean hasOut();

// Access the exchange ID
String  getExchangeId();
void    setExchangeId(String id);

     エクスチェンジインターフェースのメソッドの詳細は、エクスチェンジインターフェースのメソッドの詳細は、「「Exchange インターフェイス」インターフェイス」 を参照しを参照し
てください。てください。
    

メッセージのメッセージの Lazy Creation

     Apache Camel は、は、In、、Out、および、および Fault のそれぞれのメッセージでのそれぞれのメッセージで Lazy Creation をサポートしをサポートし
ます。これは、メッセージインスタンスはアクセスを試みるまで作成されないことを意味しますます。これは、メッセージインスタンスはアクセスを試みるまで作成されないことを意味します (例例: 
getIn() またはまたは getOut())。遅延メッセージ作成のセマンティクス。遅延メッセージ作成のセマンティクス
は、は、org.apache.camel.impl.DefaultExchange クラスによって実装されています。クラスによって実装されています。
    

     無引数のアクセッサー無引数のアクセッサー (getIn() またはまたは getOut()) のいずれかを呼び出す場合や、ブール値の引数のいずれかを呼び出す場合や、ブール値の引数 
true を持つアクセッサーを持つアクセッサー (getIn(true) またはまたは getOut(true)) を呼び出す場合は、メッセージインスタンを呼び出す場合は、メッセージインスタン
スがまだ存在しない場合にはデフォルトのメソッド実装によって新たに作成されます。スがまだ存在しない場合にはデフォルトのメソッド実装によって新たに作成されます。
    

     ブール値の引数を持つアクセサーをブール値の引数を持つアクセサーを false (getIn(false) またはまたは getOut(false)) と等しい場合、デフォと等しい場合、デフォ

ルトのメソッド実装は現在のメッセージ値を返します。ルトのメソッド実装は現在のメッセージ値を返します。[1]

    

エクスチェンジエクスチェンジ ID のの Lazy Creation

     Apache Camel は、エクスチェンジは、エクスチェンジ ID のの Lazy Creation をサポートします。エクスチェンジでをサポートします。エクスチェンジで 
getExchangeId() を呼び出し、そのエクスチェンジインスタンスの一意のを呼び出し、そのエクスチェンジインスタンスの一意の ID を取得することができまを取得することができま
すが、このすが、この ID はメソッドを実際に呼び出す場合にのみ生成されます。このメソッドのはメソッドを実際に呼び出す場合にのみ生成されます。このメソッドの 
DefaultExchange.getExchangeId() の実装では、の実装では、ID 生成を生成を CamelContext で登録されたで登録された UUID ジェネジェネ
レーターに委任します。レーターに委任します。
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     CamelContext でで UUID ジェネレーターを登録する方法の詳細は、ジェネレーターを登録する方法の詳細は、「ビルトイン「ビルトイン UUID ジェネレージェネレー
ター」ター」 を参照してください。を参照してください。
    

34.2. メッセージメッセージ

概要概要

     メッセージオブジェクトは、以下の抽象モデルを使用してメッセージを表します。メッセージオブジェクトは、以下の抽象モデルを使用してメッセージを表します。
    

       メッセージボディーメッセージボディー
      

       メッセージヘッダーメッセージヘッダー
      

       メッセージの添付メッセージの添付
      

     メッセージボディーとメッセージヘッダーは任意タイプメッセージボディーとメッセージヘッダーは任意タイプ (Object タイプとして宣言タイプとして宣言) で宣言でき、で宣言でき、
メッセージの添付はメッセージの添付は javax.activation.DataHandler タイプとして宣言され、任意のタイプとして宣言され、任意の MIME タイプを含タイプを含
めることができます。メッセージコンテンツの具体的な内容を取得する必要がある場合は、型コンバーめることができます。メッセージコンテンツの具体的な内容を取得する必要がある場合は、型コンバー
ターメカニズムを使用して、またマーシャリングおよびアンマーシャリングメカニズムを使用しても、ターメカニズムを使用して、またマーシャリングおよびアンマーシャリングメカニズムを使用しても、
ボディーとヘッダーを別のタイプに変換できます。ボディーとヘッダーを別のタイプに変換できます。
    

     Apache Camel メッセージの重要な機能のメッセージの重要な機能の 1 つは、メッセージ本文とヘッダーのつは、メッセージ本文とヘッダーの Lazy Creation をを
サポートしていることです。場合によっては、メッセージを解析しなくてもルートを通過できることがサポートしていることです。場合によっては、メッセージを解析しなくてもルートを通過できることが
あります。あります。
    

Message インターフェイスインターフェイス

     org.apache.camel.Message インターフェースは、インターフェースは、例例34.2「「Message インターフェイス」インターフェイス」 に示されに示され
ているように、メッセージボディー、メッセージヘッダー、およびメッセージの添付にアクセスするたているように、メッセージボディー、メッセージヘッダー、およびメッセージの添付にアクセスするた
めのメソッドを定義します。めのメソッドを定義します。
    

例例34.2 Message インターフェイスインターフェイス

// Access the message body
Object getBody();
<T> T  getBody(Class<T> type);
void   setBody(Object body);
<T> void setBody(Object body, Class<T> type);
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// Access message headers
Object getHeader(String name);
<T> T  getHeader(String name, Class<T> type);
void   setHeader(String name, Object value);
Object removeHeader(String name);
Map<String, Object> getHeaders();
void setHeaders(Map<String, Object> headers);

// Access message attachments
javax.activation.DataHandler getAttachment(String id);
java.util.Map<String, javax.activation.DataHandler> getAttachments();
java.util.Set<String> getAttachmentNames();
void addAttachment(String id, javax.activation.DataHandler content)

// Access the message ID
String getMessageId();
void   setMessageId(String messageId);

     Message インターフェースのメソッドの詳細な説明は、インターフェースのメソッドの詳細な説明は、「「Message インターフェイス」インターフェイス」 を参照しを参照し
てくださいてください 。。
    

本文、ヘッダー、および添付の本文、ヘッダー、および添付の Lazy Creation

     Apache Camel は、ボディー、ヘッダー、および添付のは、ボディー、ヘッダー、および添付の Lazy Creation をサポートします。つまをサポートします。つま
り、メッセージボディー、メッセージヘッダー、またはメッセージ添付ファイルを表すオブジェクトり、メッセージボディー、メッセージヘッダー、またはメッセージ添付ファイルを表すオブジェクト
は、必要になるまで作成されません。は、必要になるまで作成されません。
    

     たとえば、たとえば、In メッセージからメッセージから foo メッセージヘッダーにアクセスする以下のルートについて考えてメッセージヘッダーにアクセスする以下のルートについて考えて
みましょう。みましょう。
    

from("SourceURL")
    .filter(header("foo")
    .isEqualTo("bar"))
    .to("TargetURL");

     このルートでは、このルートでは、SourceURL によって参照されるコンポーネントがレイジーの作成をサポートするによって参照されるコンポーネントがレイジーの作成をサポートする
ことを前提としている場合、ことを前提としている場合、In メッセージヘッダーはメッセージヘッダーは header("foo") 呼び出しが実行されるまで実際に呼び出しが実行されるまで実際に
解析されません。この時点で、基礎となるメッセージ実装はヘッダーを解析し、ヘッダーマップを設定解析されません。この時点で、基礎となるメッセージ実装はヘッダーを解析し、ヘッダーマップを設定
します。メッセージのします。メッセージの 本文本文 は、ルートの最後のは、ルートの最後の to("TargetURL") の呼び出し時に到達するまで解析さの呼び出し時に到達するまで解析さ
れません。この時点で、ボディーはターゲットエンドポイントれません。この時点で、ボディーはターゲットエンドポイント TargetURL に書き込むために必要な形に書き込むために必要な形
式に変換されます。式に変換されます。
    

     本文、ヘッダー、および添付を生成する前の最後の瞬間まで待機することで、不要な型変換を回避本文、ヘッダー、および添付を生成する前の最後の瞬間まで待機することで、不要な型変換を回避
できます。場合によっては、解析を完全に回避できます。たとえば、ルートにメッセージヘッダーへのできます。場合によっては、解析を完全に回避できます。たとえば、ルートにメッセージヘッダーへの
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明示的な参照がない場合、メッセージはヘッダーを解析せずにルートを通過する可能性があります。明示的な参照がない場合、メッセージはヘッダーを解析せずにルートを通過する可能性があります。
    

     Lazy Creation が実際に実装されるかどうかは、基礎となるコンポーネントの実装によって異なりまが実際に実装されるかどうかは、基礎となるコンポーネントの実装によって異なりま
す。通常、す。通常、Lazy Creation は、メッセージボディー、メッセージヘッダー、またはメッセージの添付のは、メッセージボディー、メッセージヘッダー、またはメッセージの添付の
処理の負荷がある場合に役立ちます。処理の負荷がある場合に役立ちます。Lazy Creation をサポートするメッセージタイプの実装に関するをサポートするメッセージタイプの実装に関する
詳細は、詳細は、「「Message インターフェイスの実装」インターフェイスの実装」 を参照してくださいを参照してください 。。
    

メッセージメッセージ ID のの Lazy Creation

     Apache Camel は、メッセージは、メッセージ ID のの Lazy Creation をサポートします。つまり、メッセージをサポートします。つまり、メッセージ ID 
は、は、getMessageId() メソッドを実際に呼び出す場合にのみ生成されます。このメソッドのメソッドを実際に呼び出す場合にのみ生成されます。このメソッドの 
DefaultExchange.getExchangeId() の実装では、の実装では、ID 生成を生成を CamelContext で登録されたで登録された UUID ジェネジェネ
レーターに委任します。レーターに委任します。
    

     エンドポイント実装では、エンドポイントが一意のメッセージエンドポイント実装では、エンドポイントが一意のメッセージ ID を必要とするプロトコルを実装すを必要とするプロトコルを実装す
る場合、る場合、getMessageId() メソッドを暗黙的に呼び出します。特に、メソッドを暗黙的に呼び出します。特に、JMS メッセージには、通常一意のメッセージには、通常一意の
メッセージメッセージ ID を含むヘッダーが含まれるため、を含むヘッダーが含まれるため、JMS コンポーネントが自動的にコンポーネントが自動的に getMessageId() を呼を呼
び出してメッセージび出してメッセージ ID を取得しますを取得します (これはこれは JMS エンドポイントのエンドポイントの messageIdEnabled オプションオプション
によって制御されますによって制御されます) 。。
    

     CamelContext でで UUID ジェネレーターを登録する方法の詳細は、ジェネレーターを登録する方法の詳細は、「ビルトイン「ビルトイン UUID ジェネレージェネレー
ター」ター」 を参照してください。を参照してください。
    

初期メッセージの形式初期メッセージの形式

     In メッセージの最初のフォーマットはソースエンドポイントによって決定され、メッセージの最初のフォーマットはソースエンドポイントによって決定され、Out メッセージのメッセージの
初期フォーマットはターゲットエンドポイントによって決定されます。基礎となるコンポーネントで初期フォーマットはターゲットエンドポイントによって決定されます。基礎となるコンポーネントで 
Lazy Creation がサポートされる場合、メッセージはアプリケーションによって明示的にアクセスされがサポートされる場合、メッセージはアプリケーションによって明示的にアクセスされ
るまで解析されません。ほとんどのるまで解析されません。ほとんどの Apache Camel コンポーネントでは、コンポーネントでは、raw 形式でメッセージボ形式でメッセージボ
ディーを作成します。たとえば、ディーを作成します。たとえば、byte[]、、ByteBuffer、、InputStream、、OutputStream のようなタイプのようなタイプ
を使用して表現します。これにより、初期メッセージの作成に必要なオーバーヘッドは最小限に抑えらを使用して表現します。これにより、初期メッセージの作成に必要なオーバーヘッドは最小限に抑えら
れます。より詳細なメッセージ形式は、通常、れます。より詳細なメッセージ形式は、通常、型コンバーター型コンバーター またはまたは マーシャリングプロセッサーマーシャリングプロセッサー にに
依存します。依存します。
    

型コンバーター型コンバーター

     メッセージの最初のフォーマットは重要ではありません。組み込み型コンバーターを使用して、メッセージの最初のフォーマットは重要ではありません。組み込み型コンバーターを使用して、
メッセージをある形式から別の形式に簡単に変換できるためですメッセージをある形式から別の形式に簡単に変換できるためです (「組み込み型コンバーター」「組み込み型コンバーター」 を参を参
照照)。型変換機能を公開する。型変換機能を公開する Apache Camel API には、さまざまな方法があります。たとえには、さまざまな方法があります。たとえ
ば、ば、convertBodyTo(Class type) メソッドをルートに挿入して、メソッドをルートに挿入して、In メッセージのボディーを以下のよメッセージのボディーを以下のよ
うに変換できます。うに変換できます。
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from("SourceURL").convertBodyTo(String.class).to("TargetURL");

     In メッセージのボディーが、メッセージのボディーが、java.lang.String に変換されます。以下の例は、に変換されます。以下の例は、In メッセージボメッセージボ
ディーの最後に文字列を追加する方法を示しています。ディーの最後に文字列を追加する方法を示しています。
    

from("SourceURL").setBody(bodyAs(String.class).append("My Special Signature")).to("TargetURL");

     ここでは、メッセージボディーは文字列を最後に追加する前に文字列形式に変換されます。この例ここでは、メッセージボディーは文字列を最後に追加する前に文字列形式に変換されます。この例
では、メッセージボディーを明示的に変換する必要はありません。以下のように使用することもできまでは、メッセージボディーを明示的に変換する必要はありません。以下のように使用することもできま
す。す。
    

from("SourceURL").setBody(body().append("My Special Signature")).to("TargetURL");

     ここでは、ここでは、append() メソッドは、引数を追加する前にメッセージボディーを文字列に自動的に変換メソッドは、引数を追加する前にメッセージボディーを文字列に自動的に変換
します。します。
    

メッセージの型変換メソッドメッセージの型変換メソッド

     org.apache.camel.Message インターフェイスは、型変換を明示的に実行するメソッドを公開しまインターフェイスは、型変換を明示的に実行するメソッドを公開しま
す。す。
    

       getBody(Class<T> type) - T 型としてメッセージボディーを返します。型としてメッセージボディーを返します。
      

       getHeader(String name, Class<T> type) - 名前付きヘッダー値を名前付きヘッダー値を T 型として返します。型として返します。
      

     サポートされる変換タイプの完全なリストは、サポートされる変換タイプの完全なリストは、「組み込み型コンバーター」「組み込み型コンバーター」 を参照してください。を参照してください。
    

XML への変換への変換

     単純なタイプ単純なタイプ (byte[]、、ByteBuffer、、String などなど) 間の変換をサポートする他に、組み込み型コン間の変換をサポートする他に、組み込み型コン
バーターはバーターは XML 形式への変換もサポートします。たとえば、メッセージのボディーを形式への変換もサポートします。たとえば、メッセージのボディーを 
org.w3c.dom.Document タイプに変換できます。この変換には、メッセージ全体を解析し、タイプに変換できます。この変換には、メッセージ全体を解析し、XML ドド
キュメント構造を表すノードのツリーを作成する必要があるため、単純な変換よりも負荷が高くなりまキュメント構造を表すノードのツリーを作成する必要があるため、単純な変換よりも負荷が高くなりま
す。以下のす。以下の XML ドキュメントタイプに変換することができます。ドキュメントタイプに変換することができます。
    

       org.w3c.dom.Document
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       javax.xml.transform.sax.SAXSource
      

     XML 型変換は、単純な変換よりも厳密な適用性を持ちます。すべてのメッセージ本文が型変換は、単純な変換よりも厳密な適用性を持ちます。すべてのメッセージ本文が XML 構造構造
に準拠するわけではないので、このタイプの変換が失敗する可能性があることを念頭に置いてくださに準拠するわけではないので、このタイプの変換が失敗する可能性があることを念頭に置いてくださ
い。一方、ルーターがい。一方、ルーターが XML メッセージタイプのみを扱うシナリオが多数あります。メッセージタイプのみを扱うシナリオが多数あります。
    

マーシャリングとアンマーシャリングマーシャリングとアンマーシャリング

     マーシャリングマーシャリング では、高レベルなフォーマットを低レベルなフォーマットに変換し、では、高レベルなフォーマットを低レベルなフォーマットに変換し、アンマーシャアンマーシャ
リングリング では低レベルなフォーマットを高レベルなフォーマットに変換する必要があります。以下のでは低レベルなフォーマットを高レベルなフォーマットに変換する必要があります。以下の 2 
つのプロセッサーは、ルートでマーシャリングまたはアンマーシャリングを実行するために使用されまつのプロセッサーは、ルートでマーシャリングまたはアンマーシャリングを実行するために使用されま
す。す。
    

       marshal()
      

       unmarshal()
      

     たとえば、シリアライズされたたとえば、シリアライズされた Java オブジェクトをファイルから読み取り、それをオブジェクトをファイルから読み取り、それを Java オブジェオブジェ
クトにアンマーシャリングするには、クトにアンマーシャリングするには、例例34.3「「Java オブジェクトのアンマーシャリング」オブジェクトのアンマーシャリング」 で示されるで示される
ルート定義を使用することができます。ルート定義を使用することができます。
    

例例34.3 Java オブジェクトのアンマーシャリングオブジェクトのアンマーシャリング

from("file://tmp/appfiles/serialized")
    .unmarshal()
    .serialization()
    .<FurtherProcessing>
    .to("TargetURL");

最終的なメッセージの形式最終的なメッセージの形式

     In メッセージがルートの最後に到達すると、ターゲットエンドポイントはメッセージボディーを物メッセージがルートの最後に到達すると、ターゲットエンドポイントはメッセージボディーを物
理エンドポイントに書き込むことのできる形式に変換する必要があります。ソースエンドポイントに到理エンドポイントに書き込むことのできる形式に変換する必要があります。ソースエンドポイントに到
達する達する Out メッセージにも同じルールが適用されます。この変換は通常、メッセージにも同じルールが適用されます。この変換は通常、Apache Camel の型コンの型コン
バーターを使用して暗黙的に実行されます。通常、これには、バーターを使用して暗黙的に実行されます。通常、これには、byte[] アレイからアレイから InputStream タイプタイプ
への変換など、低レベルのフォーマットから別の低レベルのフォーマットへの変換を行います。への変換など、低レベルのフォーマットから別の低レベルのフォーマットへの変換を行います。
    

34.3. 組み込み型コンバーター組み込み型コンバーター
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概要概要

     本セクションでは、マスター型コンバーターがサポートする変換を説明します。これらの変換は本セクションでは、マスター型コンバーターがサポートする変換を説明します。これらの変換は 
Apache Camel コアに組み込まれています。コアに組み込まれています。
    

     通常、型コンバーターは、通常、型コンバーターは、Message.getBody(Class<T> type) またはまたは Message.getHeader(String 
name, Class<T> type) などの便利な関数を介して呼び出されます。マスター型コンバーターを直接呼などの便利な関数を介して呼び出されます。マスター型コンバーターを直接呼
び出すこともできます。たとえば、エクスチェンジオブジェクトび出すこともできます。たとえば、エクスチェンジオブジェクト exchange がある場合は、がある場合は、例例34.4「値「値
の文字列への変換」の文字列への変換」 で示すように、指定された値をで示すように、指定された値を String に変換できます。に変換できます。
    

例例34.4 値の文字列への変換値の文字列への変換

org.apache.camel.TypeConverter tc = exchange.getContext().getTypeConverter();
String str_value = tc.convertTo(String.class, value);

基本型コンバーター基本型コンバーター

     Apache Camel は、以下の基本タイプとの変換を実行する組み込み型コンバーターを提供します。は、以下の基本タイプとの変換を実行する組み込み型コンバーターを提供します。
    

       java.io.File
      

       String
      

       byte[] およびおよび java.nio.ByteBuffer
      

       java.io.InputStream and java.io.OutputStream
      

       java.io.Reader およびおよび java.io.Writer
      

       java.io.BufferedReader およびおよび java.io.BufferedWriter
      

       java.io.StringReader
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     ただし、これらすべてのタイプが変換可能ではありません。ビルトインコンバーターは、主にただし、これらすべてのタイプが変換可能ではありません。ビルトインコンバーターは、主に File 
およびおよび String タイプからの変換の提供に焦点を当てています。タイプからの変換の提供に焦点を当てています。File 型は、型は、Reader、、Writer、および、および 
StringReader. を除く、前述の型のいずれかに変換することができます。を除く、前述の型のいずれかに変換することができます。String 型型
は、は、File、、byte[]、、ByteBuffer、、InputStream、または、または StringReader に変換できます。に変換できます。String からから 
File への変換は、文字列をファイル名として解釈することで機能します。への変換は、文字列をファイル名として解釈することで機能します。String、、byte[]、および、および 
ByteBuffer のの 3 つは完全に相互変換可能です。つは完全に相互変換可能です。
    

注記注記

      現在のエクスチェンジで現在のエクスチェンジで Exchange.CHARSET_NAME エクスチェンジプロパティーエクスチェンジプロパティー
を設定することで、を設定することで、byte[] からから String、、String からから byte[] への変換に使用する文字エンへの変換に使用する文字エン
コーディングを明示的に指定できます。たとえば、コーディングを明示的に指定できます。たとえば、UTF-8 文字エンコーディングを使用文字エンコーディングを使用
して変換を実行するには、して変換を実行するには、exchange.setProperty("Exchange.CHARSET_NAME", 
"UTF-8") を呼び出します。サポートされる文字セットはを呼び出します。サポートされる文字セットは java.nio.charset.Charset クラクラ
スで説明されています。スで説明されています。
     

コレクション型コンバーターコレクション型コンバーター

     Apache Camel は、以下のコレクションタイプの変換を実行する組み込み型コンバーターを提供しは、以下のコレクションタイプの変換を実行する組み込み型コンバーターを提供し
ます。ます。
    

       Object[]
      

       java.util.Set
      

       java.util.List
      

     前述のコレクションタイプ間の変換の切り替えはすべてサポートされます。前述のコレクションタイプ間の変換の切り替えはすべてサポートされます。
    

マップ型コンバーターマップ型コンバーター

     Apache Camel は、以下のマップ型との変換を実行する組み込み型コンバーターを提供します。は、以下のマップ型との変換を実行する組み込み型コンバーターを提供します。
    

       java.util.Map
      

       java.util.HashMap
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       java.util.Hashtable
      

       java.util.Properties
      

     前述のマップタイプは、前述のマップタイプは、set 要素が要素が MapEntry<K,V> であるである java.util.Set タイプのセットに変換するタイプのセットに変換する
こともできます。こともできます。
    

DOM 型コンバーター型コンバーター

     以下のドキュメントオブジェクトモデル以下のドキュメントオブジェクトモデル (DOM) タイプへの型変換を実行できます。タイプへの型変換を実行できます。
    

       org.w3c.dom.Document - byte[]、、String、、java.io.File、および、および java.io.InputStream からから
変換可能。変換可能。
      

       org.w3c.dom.Node
      

       javax.xml.transform.dom.DOMSource - String から変換可能。から変換可能。
      

       javax.xml.transform.Source - byte[] とと String から変換可能。から変換可能。
      

     前述の前述の DOM 型間の変換のすべての変更がサポートされています。型間の変換のすべての変更がサポートされています。
    

SAX 型コンバーター型コンバーター

     SAX イベント駆動型のイベント駆動型の XML パーサーをサポートするパーサーをサポートする javax.xml.transform.sax.SAXSource 型への型への
変換も実行できます変換も実行できます (詳細は詳細は SAX Web site を参照してくださいを参照してください)。以下の型から。以下の型から SAXSource に変換しに変換し
ます。ます。
    

       String
      

       InputStream
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       ソースソース
      

       StreamSource
      

       DOMSource
      

enum 型コンバーター型コンバーター

     Camel では、では、String をを enum 型に変換する型コンバーターを提供します。ここで、文字列の値は指型に変換する型コンバーターを提供します。ここで、文字列の値は指
定のエミュレーションクラスから一致する定のエミュレーションクラスから一致する enum 定数に変換されます定数に変換されます (一致する値は一致する値は 大文字と小文字を大文字と小文字を
区別しません区別しません)。この型コンバーターはメッセージ本文の変換にはほとんど必要ありませんが、。この型コンバーターはメッセージ本文の変換にはほとんど必要ありませんが、Apache 
Camel によって特定のオプションを選択するために頻繁に使用されます。によって特定のオプションを選択するために頻繁に使用されます。
    

     たとえば、たとえば、logging level オプションを設定する場合、以下の値オプションを設定する場合、以下の値 INFO はは enum 定数に変換されま定数に変換されま
す。す。
    

<to uri="log:foo?level=INFO"/>

     enum 型コンバーターは大文字と小文字を区別しないため、以下のいずれの代替機能も利用できま型コンバーターは大文字と小文字を区別しないため、以下のいずれの代替機能も利用できま
す。す。
    

<to uri="log:foo?level=info"/>
<to uri="log:foo?level=INfo"/>
<to uri="log:foo?level=InFo"/>

カスタム型コンバーターカスタム型コンバーター

     Apache Camel を使用すると、独自のカスタム型コンバーターを実装することもできます。カスタを使用すると、独自のカスタム型コンバーターを実装することもできます。カスタ
ム型コンバーターの実装方法は、ム型コンバーターの実装方法は、36章章型コンバーター型コンバーター を参照してください。を参照してください。
    

34.4. ビルトインビルトイン UUID ジェネレータージェネレーター

概要概要

     Apache Camel では、では、CamelContext でで UUID ジェネレーターを登録できます。このジェネレーターを登録できます。この UUID ジェネジェネ
レーターは、レーターは、Apache Camel が一意のが一意の ID を生成する必要があるたびに使用されます。特に、登録済みを生成する必要があるたびに使用されます。特に、登録済み
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のの UUID ジェネレーターが呼び出され、ジェネレーターが呼び出され、Exchange.getExchangeId() およびおよび Message.getMessageId() 
メソッドによって返されるメソッドによって返される ID を生成します。を生成します。
    

     たとえば、アプリケーションの一部がたとえば、アプリケーションの一部が 36 文字の文字の ID をサポートしていない場合には、デフォルトのをサポートしていない場合には、デフォルトの  
UUID ジェネレーターを置き換えますジェネレーターを置き換えます (Websphere MQ などなど)。また、テスト目的でシンプルなカウン。また、テスト目的でシンプルなカウン
ターター (SimpleUuidGenerator を参照を参照) を使用してを使用して ID を生成すると便利です。を生成すると便利です。
    

提供される提供される UUID ジェネレータージェネレーター

     Apache Camel を設定して、コアで提供される以下のを設定して、コアで提供される以下の UUID ジェネレーターのいずれかを使用できジェネレーターのいずれかを使用でき
ます。ます。
    

       org.apache.camel.impl.ActiveMQUuidGenerator - (Default) は、は、Apache ActiveMQ で使で使
用されるものと同じスタイルの用されるものと同じスタイルの ID を生成します。この実装は、クラウドコンピューティングを生成します。この実装は、クラウドコンピューティング 
(Google App Engine などなど) で禁止されているで禁止されている JDK API を使用するので、すべてのアプリケーを使用するので、すべてのアプリケー
ションに適しているとは限りません。ションに適しているとは限りません。
      

       org.apache.camel.impl.SimpleUuidGenerator - 1 から始まるシンプルなカウンターから始まるシンプルなカウンター ID をを
実装します。基礎となる実装では実装します。基礎となる実装では java.util.concurrent.atomic.AtomicLong タイプを使用するタイプを使用する
ため、スレッドセーフになります。ため、スレッドセーフになります。
      

       org.apache.camel.impl.JavaUuidGenerator - java.util.UUID タイプに基づいてタイプに基づいて ID を実装を実装
します。します。java.util.UUID は同期されるため、同時システムのパフォーマンスに影響する可能性は同期されるため、同時システムのパフォーマンスに影響する可能性
があります。があります。
      

カスタムカスタム UUID ジェネレータージェネレーター

     カスタムカスタム UUID ジェネレーターを実装するには、ジェネレーターを実装するには、例例34.5「「UuidGenerator インターフェイス」インターフェイス」 に示に示
されているされている org.apache.camel.spi.UuidGenerator インターフェイスを実装します。一意のインターフェイスを実装します。一意の ID 文字列文字列
を返すには、を返すには、generateUuid() を実装する必要があります。を実装する必要があります。
    

例例34.5 UuidGenerator インターフェイスインターフェイス

// Java
package org.apache.camel.spi;

/**
 * Generator to generate UUID strings.
 */
public interface UuidGenerator {
    String generateUuid();
}
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Java を使用したを使用した UUID ジェネレーターの指定ジェネレーターの指定

     Java を使用してデフォルトのを使用してデフォルトの UUID ジェネレーターを置き換えるには、現在のジェネレーターを置き換えるには、現在の CamelContext オブオブ
ジェクトのジェクトの setUuidGenerator() メソッドを呼び出します。たとえば、以下のようにメソッドを呼び出します。たとえば、以下のように 
SimpleUuidGenerator インスタンスを現在のインスタンスを現在の CamelContext に登録できます。に登録できます。
    

// Java
getContext().setUuidGenerator(new org.apache.camel.impl.SimpleUuidGenerator());

注記注記

      ルートがアクティベートされるルートがアクティベートされる 前に前に、起動時に、起動時に setUuidGenerator() メソッドを呼びメソッドを呼び
出す必要があります。出す必要があります。
     

Spring を使用したを使用した UUID ジェネレーターの指定ジェネレーターの指定

     Spring を使用してデフォルトのを使用してデフォルトの UUID ジェネレーターを置き換えるには、ジェネレーターを置き換えるには、Spring bean 要素を使用要素を使用
してして UUID ジェネレーターのインスタンスを作成することのみが必要ですジェネレーターのインスタンスを作成することのみが必要ですcamelContext インスタンスインスタンス
が作成されると、が作成されると、Spring レジストリーが自動的に検索され、レジストリーが自動的に検索され、org.apache.camel.spi.UuidGenerator をを
実装する実装する Bean を検索します。たとえば、以下のようにを検索します。たとえば、以下のように CamelContext でで SimpleUuidGenerator インイン
スタンスを登録することができます。スタンスを登録することができます。
    

<beans ...>
  <bean id="simpleUuidGenerator"
        class="org.apache.camel.impl.SimpleUuidGenerator" />

  <camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
      ...
  </camelContext>
  ...
</beans>

[1] 
      アクティブなメソッドがない場合は、戻り値にアクティブなメソッドがない場合は、戻り値に null が使用されます。が使用されます。
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第第35章章 プロセッサーの実装プロセッサーの実装

概要概要

     Apache Camel では、カスタムプロセッサーを実装することができます。カスタムプロセッサーをでは、カスタムプロセッサーを実装することができます。カスタムプロセッサーを
ルートへ組み込み、ルートを通過するエクスチェンジオブジェクトに対して操作を実行することができルートへ組み込み、ルートを通過するエクスチェンジオブジェクトに対して操作を実行することができ
ます。ます。
    

35.1. 処理モデル処理モデル

パイプラインモデルパイプラインモデル

      パイプラインモデルパイプラインモデル は、プロセッサーがは、プロセッサーが 「パイプとフィルター」「パイプとフィルター」 に配置される方法を記述しまに配置される方法を記述しま
す。パイプラインは、シーケンス状に並んだエンドポイントを処理する最も一般的な方法ですす。パイプラインは、シーケンス状に並んだエンドポイントを処理する最も一般的な方法です (プロプロ
デューサーエンドポイントは、特殊なタイプのプロセッサーに過ぎませんデューサーエンドポイントは、特殊なタイプのプロセッサーに過ぎません)。プロセッサーがこのよう。プロセッサーがこのよう
に配置される場合、エクスチェンジのに配置される場合、エクスチェンジの In およびおよび Out メッセージは、メッセージは、図図35.1「パイプラインモデル」「パイプラインモデル」 でで
示すようにに処理されます。示すようにに処理されます。
    

図図35.1 パイプラインモデルパイプラインモデル

     パイプライン内のプロセッサーはサービスのように見え、パイプライン内のプロセッサーはサービスのように見え、In メッセージはリクエストに、メッセージはリクエストに、Out メッメッ
セージはリプライに似ています。実際に使用されているパイプラインでは、パイプライン内のノードセージはリプライに似ています。実際に使用されているパイプラインでは、パイプライン内のノード
は、多くの場合では、多くの場合で CXF コンポーネントなどのコンポーネントなどの Web サービスエンドポイントによって実装されていまサービスエンドポイントによって実装されていま
す。す。
    

     たとえば、たとえば、例例35.1「「Java DSL パイプライン」パイプライン」 は、シークエンス状に並んだは、シークエンス状に並んだ 2 つのプロセッサーでつのプロセッサーで
あるある ProcessorA、、ProcessorB と、プロデューサーエンドポイントであると、プロデューサーエンドポイントである TargetURI から設定されたから設定された 
Java DSL パイプラインを示しています。パイプラインを示しています。
    

例例35.1 Java DSL パイプラインパイプライン

from(SourceURI).pipeline(ProcessorA, ProcessorB, TargetURI);

35.2. シンプルなプロセッサーの実装シンプルなプロセッサーの実装
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概要概要

     本セクションでは、ルート内の次のプロセッサーにエクスチェンジを委譲する前に、メッセージ処本セクションでは、ルート内の次のプロセッサーにエクスチェンジを委譲する前に、メッセージ処
理ロジックを実行する簡単なプロセッサーを実装する方法について説明します。理ロジックを実行する簡単なプロセッサーを実装する方法について説明します。
    

Processor インターフェイスインターフェイス

      シンプルなプロセッサーは、シンプルなプロセッサーは、org.apache.camel.Processor インターフェイスを実装して作成されインターフェイスを実装して作成され
ます。ます。例例35.2「「Processor インターフェイス」インターフェイス」 に示されているように、インターフェイスはエクスに示されているように、インターフェイスはエクス
チェンジオブジェクトを処理する単一のメソッドチェンジオブジェクトを処理する単一のメソッド process() を定義しています。を定義しています。
    

例例35.2 Processor インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;

public interface Processor {
    void process(Exchange exchange) throws Exception;
}

Processor インターフェイスの実装インターフェイスの実装

      シンプルなプロセッサーを作成するには、シンプルなプロセッサーを作成するには、Processor インターフェイスを実装し、インターフェイスを実装し、process() メメ
ソッドのロジックを提供する必要があります。ソッドのロジックを提供する必要があります。例例35.3「シンプルなプロセッサーの実装」「シンプルなプロセッサーの実装」 は、単純なプは、単純なプ
ロセッサー実装の概要を示しています。ロセッサー実装の概要を示しています。
    

例例35.3 シンプルなプロセッサーの実装シンプルなプロセッサーの実装

import org.apache.camel.Processor;

public class MyProcessor implements Processor {
    public MyProcessor() { }

    public void process(Exchange exchange) throws Exception
    {
        // Insert code that gets executed *before* delegating
        // to the next processor in the chain.
        ...
    }
}

     process() メソッド内のすべてのコードは、エクスチェンジオブジェクトがチェーン内の次のプロメソッド内のすべてのコードは、エクスチェンジオブジェクトがチェーン内の次のプロ
セッサーへ委譲されるセッサーへ委譲される 前前 に実行されます。に実行されます。
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     シンプルなプロセッサー内でメッセージボディーおよびヘッダー値にアクセスする方法についてシンプルなプロセッサー内でメッセージボディーおよびヘッダー値にアクセスする方法について
は、は、「メッセージコンテンツへのアクセス」「メッセージコンテンツへのアクセス」 を参照してください。を参照してください。
    

シンプルなプロセッサーのルートへの組み込みシンプルなプロセッサーのルートへの組み込み

     process() DSL コマンドを使用して、シンプルなプロセッサーをルートに組み込みます。カスタムコマンドを使用して、シンプルなプロセッサーをルートに組み込みます。カスタム
プロセッサーのインスタンスを作成し、このインスタンスを引数としてプロセッサーのインスタンスを作成し、このインスタンスを引数として process() メソッドに渡しまメソッドに渡しま
す。す。
    

org.apache.camel.Processor myProc = new MyProcessor();

from("SourceURL").process(myProc).to("TargetURL");

35.3. メッセージコンテンツへのアクセスメッセージコンテンツへのアクセス

メッセージヘッダーへのアクセスメッセージヘッダーへのアクセス

      メッセージヘッダーは、ルーターサービスで処理されることを意図していることが多いため、ルーメッセージヘッダーは、ルーターサービスで処理されることを意図していることが多いため、ルー
ターの観点から見て最も有用なメッセージコンテンツを含んでいることが一般的です。ヘッダーデータターの観点から見て最も有用なメッセージコンテンツを含んでいることが一般的です。ヘッダーデータ
にアクセスするには、まずエクスチェンジオブジェクトからメッセージを取得してからにアクセスするには、まずエクスチェンジオブジェクトからメッセージを取得してから (例例: 
Exchange.getln を使用を使用)、、Message インターフェイスを使用して個別のヘッダーを取得する必要があインターフェイスを使用して個別のヘッダーを取得する必要があ
りますります (例例: Message.getHeader() を使用を使用)。。
    

     例例35.4「認証ヘッダーへのアクセス」「認証ヘッダーへのアクセス」 は、は、Authorization という名前のヘッダーの値にアクセスするという名前のヘッダーの値にアクセスする
カスタムプロセッサーの例を示しています。この例では、カスタムプロセッサーの例を示しています。この例では、ExchangeHelper.getMandatoryHeader() メメ
ソッドを使用しているため、ソッドを使用しているため、NULL ヘッダー値をテストする必要がなくなります。ヘッダー値をテストする必要がなくなります。
    

例例35.4 認証ヘッダーへのアクセス認証ヘッダーへのアクセス

import org.apache.camel.*;
import org.apache.camel.util.ExchangeHelper;

public class MyProcessor implements Processor {
  public void process(Exchange exchange) {
    String auth = ExchangeHelper.getMandatoryHeader(
                      exchange,
                      "Authorization",
                      String.class
                  );
    // process the authorization string...
    // ...
  }
}
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     Message インターフェースの詳細については、インターフェースの詳細については、「メッセージ」「メッセージ」 を参照してください。を参照してください。
    

メッセージボディーへのアクセスメッセージボディーへのアクセス

     メッセージボディーにもアクセスできます。たとえば、メッセージボディーにもアクセスできます。たとえば、In メッセージの末尾に文字列を追加するにメッセージの末尾に文字列を追加するに
は、は、例例35.5「メッセージボディーへのアクセス」「メッセージボディーへのアクセス」 に示されているようにプロセッサーを使用することがに示されているようにプロセッサーを使用することが
できます。できます。
    

例例35.5 メッセージボディーへのアクセスメッセージボディーへのアクセス

import org.apache.camel.*;
import org.apache.camel.util.ExchangeHelper;

public class MyProcessor implements Processor {
    public void process(Exchange exchange) {
        Message in = exchange.getIn();
        in.setBody(in.getBody(String.class) + " World!");
    }
}

メッセージのアタッチメントへのアクセスメッセージのアタッチメントへのアクセス

     Message.getAttachment() メソッドまたはメソッドまたは Message.getAttachments() メソッドのいずれかを使用メソッドのいずれかを使用
して、メッセージの添付にアクセスできます。詳細は、して、メッセージの添付にアクセスできます。詳細は、例例34.2「「Message インターフェイス」インターフェイス」 を参照を参照
してください。してください。
    

35.4. EXCHANGEHELPER クラスクラス

     
    

概要概要

     org.apache.camel.util.ExchangeHelper クラスは、プロセッサーの実装に役立つメソッドを提供すクラスは、プロセッサーの実装に役立つメソッドを提供す
るる Apache Camel のユーティリティークラスです。のユーティリティークラスです。
    

エンドポイントの解決エンドポイントの解決

      static resolveEndpoint() メソッドは、メソッドは、ExchangeHelper クラスの最も有用なメソッドのクラスの最も有用なメソッドの 1 つでつで
す。プロセッサー内でこれを使用して、その場で新しいす。プロセッサー内でこれを使用して、その場で新しい Endpoint インスタンスを生成します。インスタンスを生成します。
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例例35.6 resolveEndpoint() メソッドメソッド

public final class ExchangeHelper {
    ...
    @SuppressWarnings({"unchecked" })
    public static Endpoint
    resolveEndpoint(Exchange exchange, Object value)
        throws NoSuchEndpointException { ... }
    ...
}

     resolveEndpoint に対する最初の引数はエクスチェンジインスタンスで、に対する最初の引数はエクスチェンジインスタンスで、2 番目の引数は通常エンド番目の引数は通常エンド
ポイントポイント URI 文字列です。文字列です。例例35.7「「File エンドポイントの作成」エンドポイントの作成」 では、エクスチェンジインスタンスでは、エクスチェンジインスタンス 
exchange から新しいから新しい File エンドポイントを作成する方法を示しています。エンドポイントを作成する方法を示しています。
    

例例35.7 File エンドポイントの作成エンドポイントの作成

Endpoint file_endp = ExchangeHelper.resolveEndpoint(exchange, "file://tmp/messages/in.xml");

エクスチェンジアクセサーのラップエクスチェンジアクセサーのラップ

      ExchangeHelper クラスは、クラスは、Exchange クラスの対応するクラスの対応する getBeanProperty() メソッドをラップすメソッドをラップす
るる getMandatoryBeanProperty() 形式の形式の static メソッドを複数提供します。これらの違いは、オリジメソッドを複数提供します。これらの違いは、オリジ
ナルのナルの getBeanProperty() アクセサーは、対応するプロパティーが利用できない場合にアクセサーは、対応するプロパティーが利用できない場合に null を返し、を返し、
ラッパーメソッドラッパーメソッド getMandatoryBeanProperty() は、は、Java の例外を投げることです。以下のラッパーの例外を投げることです。以下のラッパー
メソッドがメソッドが ExchangeHelper クラスに実装されています。クラスに実装されています。
    

public final class ExchangeHelper {
    ...
    public static <T> T getMandatoryProperty(Exchange exchange, String propertyName, Class<T> 
type)
        throws NoSuchPropertyException { ... }

    public static <T> T getMandatoryHeader(Exchange exchange, String propertyName, Class<T> 
type)
        throws NoSuchHeaderException { ... }

    public static Object getMandatoryInBody(Exchange exchange)
        throws InvalidPayloadException { ... }

    public static <T> T getMandatoryInBody(Exchange exchange, Class<T> type)
        throws InvalidPayloadException { ... }

    public static Object getMandatoryOutBody(Exchange exchange)
        throws InvalidPayloadException { ... }

    public static <T> T getMandatoryOutBody(Exchange exchange, Class<T> type)
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        throws InvalidPayloadException { ... }
    ...
}

交換パターンのテスト交換パターンのテスト

      一部の交換パターンは、一部の交換パターンは、In メッセージの保持に対応しています。また、一部の交換パターンメッセージの保持に対応しています。また、一部の交換パターン
は、は、Out メッセージの保持にも対応しています。エクスチェンジオブジェクトがメッセージの保持にも対応しています。エクスチェンジオブジェクトが In メッセージまたはメッセージまたは 
Out メッセージを保持することができるかどうかを簡単に確認するために、メッセージを保持することができるかどうかを簡単に確認するために、ExchangeHelper クラスはクラスは
以下のメソッドを提供しています。以下のメソッドを提供しています。
    

public final class ExchangeHelper {
    ...
    public static boolean isInCapable(Exchange exchange) { ... }

    public static boolean isOutCapable(Exchange exchange) { ... }
    ...
}

In メッセージのメッセージの MIME コンテンツタイプを取得します。コンテンツタイプを取得します。

      エクスチェンジのエクスチェンジの In メッセージのメッセージの MIME コンテンツタイプを確認する場コンテンツタイプを確認する場
合、合、ExchangeHelper.getContentType(exchange) メソッドを呼び出すことでアクセスすることができメソッドを呼び出すことでアクセスすることができ
ます。これを実装するには、ます。これを実装するには、ExchangeHelper オブジェクトはオブジェクトは In メッセージのヘッダーメッセージのヘッダー Content-Type 
の値を確認します。このメソッドはヘッダー値を設定するため、基礎となるコンポーネントに依存しまの値を確認します。このメソッドはヘッダー値を設定するため、基礎となるコンポーネントに依存しま
す。す。
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第第36章章 型コンバーター型コンバーター

概要概要

     Apache Camel には組み込みの型変換メカニズムがあり、メッセージボディーとメッセージヘッには組み込みの型変換メカニズムがあり、メッセージボディーとメッセージヘッ
ダーを異なる型へ変換するために使用されます。本章では、独自の型コンバーターメソッドを追加しダーを異なる型へ変換するために使用されます。本章では、独自の型コンバーターメソッドを追加し
て、型変換メカニズムを拡張する方法を説明します。て、型変換メカニズムを拡張する方法を説明します。
    

36.1. 型コンバーターアーキテクチャー型コンバーターアーキテクチャー

概要概要

     本セクションでは、カスタム型コンバーターを作成する際に理解しておく必要がある、型コンバー本セクションでは、カスタム型コンバーターを作成する際に理解しておく必要がある、型コンバー
ターメカニズムの全体的なアーキテクチャーについて説明します。組み込みの型コンバーターのみを使ターメカニズムの全体的なアーキテクチャーについて説明します。組み込みの型コンバーターのみを使
用される場合は、用される場合は、34章章メッセージ形式についてメッセージ形式について を参照してください。を参照してください。
    

型コンバーターインターフェイス型コンバーターインターフェイス

     例例36.1「「TypeConverter インターフェイス」インターフェイス」 は、すべての型コンバーターが実装しなければならなは、すべての型コンバーターが実装しなければならな
いい org.apache.camel.TypeConverter インターフェースの定義を示しています。インターフェースの定義を示しています。
    

例例36.1 TypeConverter インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;

public interface TypeConverter {
    <T> T convertTo(Class<T> type, Object value);
}

Master 型コンバーター型コンバーター

      Apache Camel 型コンバーターメカニズムは、型コンバーターメカニズムは、Master/Slave パターンに従います。それぞれが限らパターンに従います。それぞれが限ら
れた数の型変換を実行することができる多数のれた数の型変換を実行することができる多数の Slave 型コンバーターと、スレーブによって実行された型コンバーターと、スレーブによって実行された
型変換を集約する単一の型変換を集約する単一の Master 型コンバーターがあります。型コンバーターがあります。Master 型コンバーターは、型コンバーターは、Slave 型コン型コン
バーターのフロントエンドとして機能します。バーターのフロントエンドとして機能します。Master に型変換を実行するよう要求すると、適切なに型変換を実行するよう要求すると、適切な 
Slave を選択し、変換タスクをそのを選択し、変換タスクをその Slave に委譲します。に委譲します。
    

     変換メカニズムにアクセスするためのエントリーポイントを提供するため、変換メカニズムにアクセスするためのエントリーポイントを提供するため、Master 型コンバーター型コンバーター
は型変換メカニズムのユーザーにとって最も重要です。起動時に、は型変換メカニズムのユーザーにとって最も重要です。起動時に、Apache Camel はは master 型コン型コン
バーターインスタンスを自動的にバーターインスタンスを自動的に CamelContext オブジェクトに関連付けます。オブジェクトに関連付けます。master 型コンバー型コンバー
ターへの参照を取得するには、ターへの参照を取得するには、CamelContext.getTypeConverter() メソッドを呼び出します。たとえメソッドを呼び出します。たとえ
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ば、エクスチェンジオブジェクトば、エクスチェンジオブジェクト (exchange) がある場合は、がある場合は、例例36.2「「Master 型コンバーターの取型コンバーターの取
得」得」 のようにのように Master 型コンバーターへの参照を取得できます。型コンバーターへの参照を取得できます。
    

例例36.2 Master 型コンバーターの取得型コンバーターの取得

org.apache.camel.TypeConverter tc = exchange.getContext().getTypeConverter();

型コンバーターローダー型コンバーターローダー

      Master 型コンバーターは、型コンバーターは、型コンバーターローダー型コンバーターローダー を使用して、を使用して、Slave 型コンバーターのレジスト型コンバーターのレジスト
リーを設定します。型コンバーターローダーは、リーを設定します。型コンバーターローダーは、TypeConverterLoader インターフェイスを実装するインターフェイスを実装する
クラスです。クラスです。Apache Camel は現在、は現在、1 種類の型コンバーターローダーのみを使用します。つまり、種類の型コンバーターローダーのみを使用します。つまり、アア
ノテーション型コンバーターノテーション型コンバーター ローダーローダー (AnnotationTypeConverterLoader 型型) のみを使用します。。のみを使用します。。
    

型変換プロセス型変換プロセス

     図図36.1「型変換プロセス」「型変換プロセス」 は、型変換プロセスの概要を説明し、与えられたデータ値は、型変換プロセスの概要を説明し、与えられたデータ値 (value) を指を指
定された型定された型 (toType) に変換する際の手順を示しています。に変換する際の手順を示しています。
    

図図36.1 型変換プロセス型変換プロセス
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図図36.1 型変換プロセス型変換プロセス

     型変換メカニズムは以下のように行われます。型変換メカニズムは以下のように行われます。
    

1. 
       CamelContext オブジェクトは、オブジェクトは、master TypeConverter インスタンスへの参照を保持しインスタンスへの参照を保持し
ます。変換プロセスの最初のステップは、ます。変換プロセスの最初のステップは、CamelContext.getTypeConverter() を呼び出し、を呼び出し、
master 型コンバーターを取得することです。型コンバーターを取得することです。
      

2. 
       master 型コンバーターの型コンバーターの convertTo() メソッドを呼び出すと、型変換が開始されます。こメソッドを呼び出すと、型変換が開始されます。こ
のメソッドは、データオブジェクトのメソッドは、データオブジェクト value を元の型からを元の型から toType 引数で指定された型に変換す引数で指定された型に変換す
るように、型コンバーターへ指示します。るように、型コンバーターへ指示します。
      

3. 
       master 型コンバーターは多くの異なる型コンバーターは多くの異なる Slave 型コンバーターのフロントエンドであるた型コンバーターのフロントエンドであるた
め、型マッピングのレジストリーをチェックすることで適切なめ、型マッピングのレジストリーをチェックすることで適切な Slave 型コンバーターを検索し型コンバーターを検索し
ます。型コンバーターのレジストリーは、型マッピングのペアます。型コンバーターのレジストリーは、型マッピングのペア (toType, fromType) によってによって
キーが設定されています。適切な型コンバーターがレジストリーにある場合、キーが設定されています。適切な型コンバーターがレジストリーにある場合、Master 型コン型コン
バーターがバーターが Slave のの convertTo() メソッドを呼び出して、結果を返します。メソッドを呼び出して、結果を返します。
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4. 
       適切な型コンバーターがレジストリーに適切な型コンバーターがレジストリーに ないない 場合、場合、Master 型コンバーターは型コンバー型コンバーターは型コンバー
ターローダーを使用して新しい型コンバーターをロードします。ターローダーを使用して新しい型コンバーターをロードします。
      

5. 
       型コンバーターローダーは、クラスパスで利用可能な型コンバーターローダーは、クラスパスで利用可能な JAR ライブラリーを検索し、適切なライブラリーを検索し、適切な
型コンバーターを検索します。現在、使用されるローダーストラテジーは、アノテーション型型コンバーターを検索します。現在、使用されるローダーストラテジーは、アノテーション型
コンバーターローダーによって実装され、コンバーターローダーによって実装され、org.apache.camel.Converter アノテーションが付アノテーションが付
けられたクラスをロードしようとします。けられたクラスをロードしようとします。「「TypeConverter ファイルの作成」ファイルの作成」  を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
      

6. 
       型コンバーターローダーが正常に行われると、新しい型コンバーターローダーが正常に行われると、新しい Slave 型コンバーターがロードさ型コンバーターがロードさ
れ、型コンバーターレジストリーに登録されます。その後、この型コンバーターはれ、型コンバーターレジストリーに登録されます。その後、この型コンバーターは value 引数引数
をを toType 型に変換するために使用されます。型に変換するために使用されます。
      

7. 
       データが正常に変換されると、変換されたデータ値が返されます。変換が正常に行われなデータが正常に変換されると、変換されたデータ値が返されます。変換が正常に行われな
い場合は、い場合は、null が返されます。が返されます。
      

36.2. 重複型コンバーターの処理重複型コンバーターの処理

     重複型コンバーターが追加された際の挙動を設定できます。重複型コンバーターが追加された際の挙動を設定できます。
    

     TypeConverterRegistry (「アノテーションを使用した型コンバーターの実装」「アノテーションを使用した型コンバーターの実装」 を参照を参照) では、以下では、以下
のコードを使用してアクションをのコードを使用してアクションを Override、、Ignore、または、または Fail のいずれかにに設定することができのいずれかにに設定することができ
ます。ます。
    

typeconverterregistry = camelContext.getTypeConverter()
// Define the behaviour if the TypeConverter already exists
typeconverterregistry.setTypeConverterExists(TypeConverterExists.Override);

     このコードのこのコードの Override は、要件に応じては、要件に応じて Ignore またはまたは Fail に置き換えることができます。に置き換えることができます。
    

TypeConverterExists クラスクラス

     TypeConverterExists クラスは以下のコマンドで設定されます。クラスは以下のコマンドで設定されます。
    

package org.apache.camel;

import javax.xml.bind.annotation.XmlEnum;
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/**
 * What to do if attempting to add a duplicate type converter
 *
 * @version
 */
@XmlEnum
public enum TypeConverterExists {

    Override, Ignore, Fail

}

36.3. アノテーションを使用した型コンバーターの実装アノテーションを使用した型コンバーターの実装

概要概要

     型変換メカニズムは、新しい型変換メカニズムは、新しい Slave 型コンバーターを追加することで簡単にカスタマイズできま型コンバーターを追加することで簡単にカスタマイズできま
す。ここでは、す。ここでは、Slave 型コンバーターの実装方法と、アノテーション型コンバーターローダーによって型コンバーターの実装方法と、アノテーション型コンバーターローダーによって
自動的にロードされるように自動的にロードされるように Apache Camel と統合する方法を説明します。と統合する方法を説明します。
    

型コンバーターの実装方法型コンバーターの実装方法

      カスタム型コンバーターを実装するには、以下の手順にしたがいます。カスタム型コンバーターを実装するには、以下の手順にしたがいます。
    

1. 
       「アノテーションが付けられたコンバータークラスの実装」「アノテーションが付けられたコンバータークラスの実装」.
      

2. 
       「「TypeConverter ファイルの作成」ファイルの作成」 .
      

3. 
       「型コンバーターのパッケージ化」「型コンバーターのパッケージ化」.
      

アノテーションが付けられたコンバータークラスの実装アノテーションが付けられたコンバータークラスの実装

      @Converter アノテーションを使用してカスタム型コンバータークラスを実装できます。クラス自アノテーションを使用してカスタム型コンバータークラスを実装できます。クラス自
体にアノテーションを付け、型変換を実行する各体にアノテーションを付け、型変換を実行する各 static メソッドにもアノテーションを付ける必要があメソッドにもアノテーションを付ける必要があ
ります。各コンバーターメソッドはります。各コンバーターメソッドは from 型を定義する引数を取り、オプションで型を定義する引数を取り、オプションで 2 番目の番目の Exchange 
引数を取り、引数を取り、 to 型を定義する型を定義する void でない戻り値を持ちます。型コンバーターローダーはでない戻り値を持ちます。型コンバーターローダーは Java リフレリフレ
クションを使用してアノテーション付きのメソッドを見つけ、それらを型コンバーターメカニズムに統クションを使用してアノテーション付きのメソッドを見つけ、それらを型コンバーターメカニズムに統
合します。合します。例例36.3「アノテーションが付けられたコンバータークラスの例」「アノテーションが付けられたコンバータークラスの例」 は、は、java.io.File からから 
java.io.InputStream へ変換するためのコンバーターメソッドと、へ変換するためのコンバーターメソッドと、byte[] からから String へ変換するためのへ変換するための
別のコンバーターメソッド別のコンバーターメソッド (引数引数 Exchange を含むを含む) を定義するアノテーション付きコンバータークラを定義するアノテーション付きコンバータークラ
スの例を示しています。スの例を示しています。
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例例36.3 アノテーションが付けられたコンバータークラスの例アノテーションが付けられたコンバータークラスの例

package com.YourDomain.YourPackageName;

import org.apache.camel.Converter;

import java.io.*;

@Converter
public class IOConverter {
    private IOConverter() {
    }

    @Converter
    public static InputStream toInputStream(File file) throws FileNotFoundException {
        return new BufferedInputStream(new FileInputStream(file));
    }

    @Converter
    public static String toString(byte[] data, Exchange exchange) {
        if (exchange != null) {
            String charsetName = exchange.getProperty(Exchange.CHARSET_NAME, String.class);
            if (charsetName != null) {
                try {
                    return new String(data, charsetName);
                } catch (UnsupportedEncodingException e) {
                    LOG.warn("Can't convert the byte to String with the charset " + charsetName, e);
                }
            }
        }
        return new String(data);
    }
}

     toInputStream() メソッドはメソッドは File 型から型から InputStream 型への変換を実行し、型への変換を実行し、toString() メソッドはメソッドは 
byte[] 型から型から String 型への変換を実行します。型への変換を実行します。
    

注記注記

      メソッド名は重要ではなく、自由に定義できます。重要なのは、引数の型、戻り値のメソッド名は重要ではなく、自由に定義できます。重要なのは、引数の型、戻り値の
型、および型、および @Converter アノテーションです。アノテーションです。
     

TypeConverter ファイルの作成ファイルの作成

      カスタムコンバーターの検出メカニズムカスタムコンバーターの検出メカニズム ( アノテーション型コンバーターローダーアノテーション型コンバーターローダー で実装されていで実装されてい
るる) を有効にするには、以下の場所にを有効にするには、以下の場所に TypeConverter ファイルを作成します。ファイルを作成します。
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META-INF/services/org/apache/camel/TypeConverter

     このこの TypeConverter ファイルには、型コンバータークラスのファイルには、型コンバータークラスの FQN (完全修飾名完全修飾名) がコンマ区切りでがコンマ区切りで
列挙されたリストが含まれている必要があります。たとえば、型コンバーターローダーが列挙されたリストが含まれている必要があります。たとえば、型コンバーターローダーが 
YourPackageName.YourClassName パッケージからアノテーション付きコンバータークラスを検索すパッケージからアノテーション付きコンバータークラスを検索す
る場合は、る場合は、TypeConverter ファイルの内容は以下のようになります。ファイルの内容は以下のようになります。
    

com.PackageName.FooClass

     検索メカニズムを有効にする別の方法は、検索メカニズムを有効にする別の方法は、TypeConverter ファイルにパッケージ名のみを追加するファイルにパッケージ名のみを追加する
ことです。たとえば、ことです。たとえば、TypeConverter ファイルの内容は以下のようになります。ファイルの内容は以下のようになります。
    

com.PackageName

     これにより、パッケージスキャナーがこれにより、パッケージスキャナーが @Converter タグのパッケージをスキャンします。タグのパッケージをスキャンします。FQN メメ
ソッドの使用は高速であり、推奨される方法です。ソッドの使用は高速であり、推奨される方法です。
    

型コンバーターのパッケージ化型コンバーターのパッケージ化

      型コンバーターは、カスタム型コンバーターのコンパイルされたクラスと型コンバーターは、カスタム型コンバーターのコンパイルされたクラスと META-INF ディレクトディレクト
リーを含むリーを含む JAR ファイルとしてパッケージ化されます。このファイルとしてパッケージ化されます。この JAR ファイルをクラスパスに置き、ファイルをクラスパスに置き、
Apache Camel アプリケーションで利用できるようにします。アプリケーションで利用できるようにします。
    

フォールバックコンバーターメソッドフォールバックコンバーターメソッド

     @Converter アノテーションを使用して通常のコンバーターメソッドを定義する他アノテーションを使用して通常のコンバーターメソッドを定義する他
に、に、@FallbackConverter アノテーションを使用してフォールバックコンバーターメソッドを定義するアノテーションを使用してフォールバックコンバーターメソッドを定義する
こともできます。フォールバックコンバーターメソッドは、こともできます。フォールバックコンバーターメソッドは、Master 型コンバーターが型レジストリー型コンバーターが型レジストリー
で通常のコンバーターメソッドの検索に失敗した場合にのみ試行されます。で通常のコンバーターメソッドの検索に失敗した場合にのみ試行されます。
    

     通常のコンバーターメソッドとフォールバックコンバーターメソッドの基本的な違いは、通常のコ通常のコンバーターメソッドとフォールバックコンバーターメソッドの基本的な違いは、通常のコ
ンバーターメソッドが特定の型ンバーターメソッドが特定の型 (例例: byte[] からから String などなど) のペア間で変換を実行するのに対し、のペア間で変換を実行するのに対し、
フォールバックコンバーターは、潜在的にフォールバックコンバーターは、潜在的に任意任意 の型のペア間で変換できるところです。どの変換を実行の型のペア間で変換できるところです。どの変換を実行
できるかは、フォールバックコンバーターメソッド本体の実装ロジック次第です。実行時に通常のコンできるかは、フォールバックコンバーターメソッド本体の実装ロジック次第です。実行時に通常のコン
バーターで変換できない場合、バーターで変換できない場合、Master 型コンバーターは変換できるコンバーターを見つけるまで、利型コンバーターは変換できるコンバーターを見つけるまで、利
用可能なすべてのフォールバックコンバーターを繰り返し実行します。用可能なすべてのフォールバックコンバーターを繰り返し実行します。
    

     フォールバックコンバーターのメソッドの署名には、以下のいずれかの形式を使用できます。フォールバックコンバーターのメソッドの署名には、以下のいずれかの形式を使用できます。
    

// 1. Non-generic form of signature
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@FallbackConverter
public static Object MethodName(
    Class type,
    Exchange exchange,
    Object value,
    TypeConverterRegistry registry
)

// 2. Templating form of signature
@FallbackConverter
public static <T> T MethodName(
    Class<T> type,
    Exchange exchange,
    Object value,
    TypeConverterRegistry registry
)

     MethodName はフォールバックコンバーターの任意のメソッド名です。はフォールバックコンバーターの任意のメソッド名です。
    

     たとえば、以下の抜粋コードたとえば、以下の抜粋コード (File コンポーネントの実装から取得コンポーネントの実装から取得) は、は、GenericFile オブジェクトオブジェクト
のボディーを変換できるフォールバックコンバーターを示し、型コンバーターレジストリーですでに利のボディーを変換できるフォールバックコンバーターを示し、型コンバーターレジストリーですでに利
用可能な型コンバーターを利用しています。用可能な型コンバーターを利用しています。
    

package org.apache.camel.component.file;

import org.apache.camel.Converter;
import org.apache.camel.FallbackConverter;
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.TypeConverter;
import org.apache.camel.spi.TypeConverterRegistry;

@Converter
public final class GenericFileConverter {

    private GenericFileConverter() {
        // Helper Class
    }

    @FallbackConverter
    public static <T> T convertTo(Class<T> type, Exchange exchange, Object value, 
TypeConverterRegistry registry) {
        // use a fallback type converter so we can convert the embedded body if the value is GenericFile
        if (GenericFile.class.isAssignableFrom(value.getClass())) {
            GenericFile file = (GenericFile) value;
            Class from = file.getBody().getClass();
            TypeConverter tc = registry.lookup(type, from);
            if (tc != null) {
                Object body = file.getBody();
                return tc.convertTo(type, exchange, body);
            }
        }
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        return null;
    }
    ...
}

36.4. 型コンバーターの直接実装型コンバーターの直接実装

概要概要

     通常、型コンバーターを実装する方法として、前述のセクション通常、型コンバーターを実装する方法として、前述のセクション 「アノテーションを使用した型コ「アノテーションを使用した型コ
ンバーターの実装」ンバーターの実装」 で説明されているように、アノテーション付きクラスを使用することが推奨されるで説明されているように、アノテーション付きクラスを使用することが推奨される
方法です。ただし、型コンバーターの登録を完全に制御したい場合は、ここで説明するように、カスタ方法です。ただし、型コンバーターの登録を完全に制御したい場合は、ここで説明するように、カスタ
ムム Slave 型コンバーターを実装し、型コンバーターレジストリーに直接追加することができます。型コンバーターを実装し、型コンバーターレジストリーに直接追加することができます。
    

TypeConverter インターフェイスの実装インターフェイスの実装

     独自の型コンバータークラスを実装するには、独自の型コンバータークラスを実装するには、TypeConverter インターフェイスを実装するクラスインターフェイスを実装するクラス
を定義します。たとえば、以下のを定義します。たとえば、以下の MyOrderTypeConverter クラスは整数値をクラスは整数値を MyOrder オブジェクトオブジェクト
に変換します。整数値はに変換します。整数値は MyOrder オブジェクトのオブジェクトの order ID を初期化するために使用されます。を初期化するために使用されます。
    

import org.apache.camel.TypeConverter

private class MyOrderTypeConverter implements TypeConverter {

    public <T> T convertTo(Class<T> type, Object value) {
        // converter from value to the MyOrder bean
        MyOrder order = new MyOrder();
        order.setId(Integer.parseInt(value.toString()));
        return (T) order;
    }

    public <T> T convertTo(Class<T> type, Exchange exchange, Object value) {
        // this method with the Exchange parameter will be preferd by Camel to invoke
        // this allows you to fetch information from the exchange during convertions
        // such as an encoding parameter or the likes
        return convertTo(type, value);
    }

    public <T> T mandatoryConvertTo(Class<T> type, Object value) {
        return convertTo(type, value);
    }

    public <T> T mandatoryConvertTo(Class<T> type, Exchange exchange, Object value) {
        return convertTo(type, value);
    }
}

型コンバーターのレジストリーへの追加型コンバーターのレジストリーへの追加
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     以下のようなコードを使用して、カスタム型コンバーターを以下のようなコードを使用して、カスタム型コンバーターを 直接直接 型コンバーターレジストリーに追型コンバーターレジストリーに追
加できます。加できます。
    

// Add the custom type converter to the type converter registry
context.getTypeConverterRegistry().addTypeConverter(MyOrder.class, String.class, new 
MyOrderTypeConverter());

     context は、現在のは、現在の org.apache.camel.CamelContext インスタンスです。インスタンスです。addTypeConverter() メメ
ソッドは、ソッドは、String.class からから MyOrder.class への特定の型変換に対してへの特定の型変換に対して MyOrderTypeConverter クラクラ
スを登録します。スを登録します。
    

     カスタム型コンバーターは、カスタム型コンバーターは、META-INF ファイルを使用せずにファイルを使用せずに Camel アプリケーションに追加するアプリケーションに追加する
ことができます。ことができます。Spring またはまたは Blueprint を使用している場合は、を使用している場合は、<bean> を宣言すればよいだけでを宣言すればよいだけで
す。す。CamelContext はは Bean を自動的に検出し、コンバーターを追加します。を自動的に検出し、コンバーターを追加します。
    

<bean id="myOrderTypeConverters" class="..."/>
 <camelContext>
   ...
</camelContext>

     複数のクラスがある場合は、複数の複数のクラスがある場合は、複数の <bean> を宣言することができます。を宣言することができます。
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第第37章章 プロデューサーおよびコンシューマーテンプレートプロデューサーおよびコンシューマーテンプレート

概要概要

     Apache Camel のプロデューサーテンプレートおよびコンシューマーテンプレートは、のプロデューサーテンプレートおよびコンシューマーテンプレートは、Spring コンコン
テナーテナー API の機能にちなんでモデル化されています。リソースへのアクセスは、の機能にちなんでモデル化されています。リソースへのアクセスは、テンプレートテンプレート と呼ばと呼ば
れる単純で使いやすいれる単純で使いやすい API を使用して提供されます。を使用して提供されます。Apache Camel の場合、プロデューサーテンプの場合、プロデューサーテンプ
レートおよびコンシューマーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントおよびコンシューマーエレートおよびコンシューマーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントおよびコンシューマーエ
ンドポイントとの間でメッセージを送受信するためのシンプルなインターフェイスを提供します。ンドポイントとの間でメッセージを送受信するためのシンプルなインターフェイスを提供します。
    

37.1. プロデューサーテンプレートの使用プロデューサーテンプレートの使用

37.1.1. プロデューサーテンプレートの概要プロデューサーテンプレートの概要

概要概要

      プロデューサーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントを呼び出すさまざまな方法をサプロデューサーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントを呼び出すさまざまな方法をサ
ポートします。リクエストメッセージの異なる形式ポートします。リクエストメッセージの異なる形式 (Exchange オブジェクト、メッセージボディー、オブジェクト、メッセージボディー、
単一のヘッダー設定を持つメッセージボディーなど単一のヘッダー設定を持つメッセージボディーなど) をサポートするメソッドや、呼び出しの同期と非をサポートするメソッドや、呼び出しの同期と非
同期スタイルの両方をサポートするメソッドがあります。全体的なプロデューサーテンプレートメソッ同期スタイルの両方をサポートするメソッドがあります。全体的なプロデューサーテンプレートメソッ
ドは、以下のカテゴリーにグループ化できます。ドは、以下のカテゴリーにグループ化できます。
     

        同期呼び出し同期呼び出し
       

        プロセッサーを使用した同期呼び出しプロセッサーを使用した同期呼び出し
       

        非同期呼び出し非同期呼び出し
       

        コールバックを使用した非同期呼び出しコールバックを使用した非同期呼び出し
       

      または、または、「「Fluent Producer テンプレートの使用」テンプレートの使用」 を参照してください。を参照してください。
     

同期呼び出し同期呼び出し

      エンドポイントを同期的に呼び出すメソッドには、エンドポイントを同期的に呼び出すメソッドには、sendSuffix() およびおよび requestSuffix() という形という形
式の名前があります。たとえば、デフォルトのメッセージ交換パターン式の名前があります。たとえば、デフォルトのメッセージ交換パターン (MEP) または明示的に指定さまたは明示的に指定さ
れたれた MEP を使用してエンドポイントを呼び出すメソッドには、を使用してエンドポイントを呼び出すメソッドには、send()、、sendBody()、および、および 
sendBodyAndHeader() の名前が付けられますの名前が付けられます (これらのメソッドがそれぞれこれらのメソッドがそれぞれ Exchange オブジェクオブジェク
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ト、メッセージボディー、またはメッセージボディーおよびヘッダー値を送信する場合ト、メッセージボディー、またはメッセージボディーおよびヘッダー値を送信する場合)。。MEP をを  
InOut (リクエストリクエスト/リプライセマンティクスリプライセマンティクス) に強制するには、代わりにに強制するには、代わりに request()、、requestBody()、、
およびおよび requestBodyAndHeader() メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
     

      以下の例は、以下の例は、ProducerTemplate インスタンスを作成し、これを使用してメッセージボディーをインスタンスを作成し、これを使用してメッセージボディーを 
activemq:MyQueue エンドポイントに送信する方法を示しています。この例エンドポイントに送信する方法を示しています。この例
は、は、sendBodyAndHeader() を使用してメッセージボディーとヘッダー値を送信する方法も示していまを使用してメッセージボディーとヘッダー値を送信する方法も示していま
す。す。
     

import org.apache.camel.ProducerTemplate
import org.apache.camel.impl.DefaultProducerTemplate
...
ProducerTemplate template = context.createProducerTemplate();

// Send to a specific queue
template.sendBody("activemq:MyQueue", "<hello>world!</hello>");

// Send with a body and header
template.sendBodyAndHeader(
    "activemq:MyQueue",
    "<hello>world!</hello>",
    "CustomerRating", "Gold" );

プロセッサーを使用した同期呼び出しプロセッサーを使用した同期呼び出し

      同期呼び出しの特別なケースとして、同期呼び出しの特別なケースとして、send() メソッドに引数メソッドに引数 Exchange ではなく引数ではなく引数 Processor 
を指定することがあります。この場合、プロデューサーテンプレートは暗黙的に指定のエンドポイントを指定することがあります。この場合、プロデューサーテンプレートは暗黙的に指定のエンドポイント
にに Exchange インスタンスを作成するよう指示しますインスタンスを作成するよう指示します (常にではありませんが、通常はデフォルトで常にではありませんが、通常はデフォルトで 
InOnly MEP を持ちますを持ちます)。このデフォルトのエクスチェンジはプロセッサーに渡され、エクスチェンジ。このデフォルトのエクスチェンジはプロセッサーに渡され、エクスチェンジ
オブジェクトの内容を初期化します。オブジェクトの内容を初期化します。
     

      以下の例は、以下の例は、MyProcessor プロセッサーによって初期化されたエクスチェンジをプロセッサーによって初期化されたエクスチェンジを 
activemq:MyQueue エンドポイントに送信する方法を示しています。エンドポイントに送信する方法を示しています。
     

import org.apache.camel.ProducerTemplate
import org.apache.camel.impl.DefaultProducerTemplate
...
ProducerTemplate template = context.createProducerTemplate();

// Send to a specific queue, using a processor to initialize
template.send("activemq:MyQueue", new MyProcessor());

      MyProcessor クラスは以下の例のように実装されます。クラスは以下の例のように実装されます。(ここで示したようにここで示したように) In メッセージボメッセージボ
ディーを設定する他に、メッセージヘッダーおよび交換プロパティーを初期化することもできます。ディーを設定する他に、メッセージヘッダーおよび交換プロパティーを初期化することもできます。
     

import org.apache.camel.Processor;
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import org.apache.camel.Exchange;
...
public class MyProcessor implements Processor {
    public MyProcessor() { }

    public void process(Exchange ex) {
        ex.getIn().setBody("<hello>world!</hello>");
    }
}

非同期呼び出し非同期呼び出し

      エンドポイントをエンドポイントを 非同期的非同期的 に呼び出すメソッドの名前の形式は、に呼び出すメソッドの名前の形式は、asyncSendSuffix() およびおよび 
asyncRequestSuffix() です。たとえば、デフォルトのメッセージ交換パターンです。たとえば、デフォルトのメッセージ交換パターン (MEP) または明示的にまたは明示的に
指定された指定された MEP を使用してエンドポイントを呼び出すメソッドには、を使用してエンドポイントを呼び出すメソッドには、asyncSend() およびおよび 
asyncSendBody() の名前が付けられますの名前が付けられます (これらのメソッドはそれぞれこれらのメソッドはそれぞれ Exchange オブジェクトまたオブジェクトまた
はメッセージボディーを送信しますはメッセージボディーを送信します)。。MEP をを InOut (リクエストリクエスト/リプライセマンティクスリプライセマンティクス) に強制するに強制する
には、代わりにには、代わりに asyncRequestBody()、、asyncRequestBodyAndHeader()、および、および 
asyncRequestBodyAndHeaders() メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
     

      以下の例は、以下の例は、direct:start エンドポイントにエクスチェンジを非同期的に送信する方法を示していまエンドポイントにエクスチェンジを非同期的に送信する方法を示していま
す。す。asyncSend() メソッドは、後で呼び出しの結果を取得するために使用されるメソッドは、後で呼び出しの結果を取得するために使用される 
java.util.concurrent.Future オブジェクトを返します。オブジェクトを返します。
     

import java.util.concurrent.Future;

import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.impl.DefaultExchange;
...
Exchange exchange = new DefaultExchange(context);
exchange.getIn().setBody("Hello");

Future<Exchange> future = template.asyncSend("direct:start", exchange);

// You can do other things, whilst waiting for the invocation to complete
...
// Now, retrieve the resulting exchange from the Future
Exchange result = future.get();

      プロデューサーテンプレートは、メッセージのボディーを非同期的に送信するメソッドも提供しまプロデューサーテンプレートは、メッセージのボディーを非同期的に送信するメソッドも提供しま
すす (例例: asyncSendBody() またはまたは asyncRequestBody() を使用しますを使用します)。この場合、以下のヘルパーメ。この場合、以下のヘルパーメ
ソッドのいずれかを使用して、ソッドのいずれかを使用して、Future オブジェクトから返されたメッセージのボディーを抽出できまオブジェクトから返されたメッセージのボディーを抽出できま
す。す。
     

<T> T extractFutureBody(Future future, Class<T> type);
<T> T extractFutureBody(Future future, long timeout, TimeUnit unit, Class<T> type) throws 
TimeoutException;
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      呼び出しが完了し、リプライメッセージが表示されるまで呼び出しが完了し、リプライメッセージが表示されるまで extractFutureBody() メソッドの最初のメソッドの最初の
バージョンはブロックされます。バージョンはブロックされます。extractFutureBody() メソッドのメソッドの 2 番目のバージョンでは、タイムア番目のバージョンでは、タイムア
ウトを指定できます。どちらのメソッドもウトを指定できます。どちらのメソッドも type 引数引数 type を持ち、組み込み型コンバーターを使用しを持ち、組み込み型コンバーターを使用し
て、返されるメッセージのボディーを指定された型にキャストします。て、返されるメッセージのボディーを指定された型にキャストします。
     

      以下の例は、以下の例は、asyncRequestBody() メソッドを使用してメッセージボディーをメソッドを使用してメッセージボディーを direct:start エンドエンド
ポイントに送信する方法を示しています。次に、ブロッキングしているポイントに送信する方法を示しています。次に、ブロッキングしている extractFutureBody() メソッドメソッド
を使用してを使用して Future オブジェクトからリプライメッセージのボディーを取得します。オブジェクトからリプライメッセージのボディーを取得します。
     

Future<Object> future = template.asyncRequestBody("direct:start", "Hello");

// You can do other things, whilst waiting for the invocation to complete
...
// Now, retrieve the reply message body as a String type
String result = template.extractFutureBody(future, String.class);

コールバックを使用した非同期呼び出しコールバックを使用した非同期呼び出し

      上記の非同期例では、リクエストメッセージはサブスレッドでディスパッチされ、応答はメインス上記の非同期例では、リクエストメッセージはサブスレッドでディスパッチされ、応答はメインス
レッドによって取得および処理されます。しかし、プロデューサーテンプレートでレッドによって取得および処理されます。しかし、プロデューサーテンプレートで
も、も、asyncCallback()、、asyncCallbackSendBody()、または、または asyncCallbackRequestBody() メソッドメソッド
のいずれかを使用して、サブスレッドで返信を処理するオプションもあります。この場合、コールバッのいずれかを使用して、サブスレッドで返信を処理するオプションもあります。この場合、コールバッ
クオブジェクトクオブジェクト (org.apache.camel.impl.SynchronizationAdapter タイプタイプ) を指定します。このオブを指定します。このオブ
ジェクトは、リプライメッセージが到達するとすぐに自動的にサブスレッドで呼び出されます。ジェクトは、リプライメッセージが到達するとすぐに自動的にサブスレッドで呼び出されます。
     

      Synchronization コールバックインターフェイスは、以下のように定義されます。コールバックインターフェイスは、以下のように定義されます。
     

package org.apache.camel.spi;

import org.apache.camel.Exchange;

public interface Synchronization {
    void onComplete(Exchange exchange);
    void onFailure(Exchange exchange);
}

      ここで、通常の応答の受信時にここで、通常の応答の受信時に onComplete() メソッドが呼び出され、障害メッセージの応答を受メソッドが呼び出され、障害メッセージの応答を受
け取る際にけ取る際に onFailure() メソッドが呼び出されます。これらのメソッドのメソッドが呼び出されます。これらのメソッドの 1 つのみが呼び出されるたつのみが呼び出されるた
め、両方のメソッドを上書きして、すべてのタイプの応答が処理されるようにする必要があります。め、両方のメソッドを上書きして、すべてのタイプの応答が処理されるようにする必要があります。
     

      以下の例は、リプライメッセージが以下の例は、リプライメッセージが SynchronizationAdapter コールバックオブジェクトによってコールバックオブジェクトによって
サブスレッドで処理される、サブスレッドで処理される、direct:start エンドポイントにエクスチェンジを送信する方法を示していエンドポイントにエクスチェンジを送信する方法を示してい
ます。ます。
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import java.util.concurrent.Future;
import java.util.concurrent.TimeUnit;

import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.impl.DefaultExchange;
import org.apache.camel.impl.SynchronizationAdapter;
...
Exchange exchange = context.getEndpoint("direct:start").createExchange();
exchange.getIn().setBody("Hello");

Future<Exchange> future = template.asyncCallback("direct:start", exchange, new 
SynchronizationAdapter() {
    @Override
    public void onComplete(Exchange exchange) {
        assertEquals("Hello World", exchange.getIn().getBody());
    }
});

      SynchronizationAdapter クラスはクラスは Synchronization インターフェイスのデフォルト実装インターフェイスのデフォルト実装
で、で、onComplete() およびおよび onFailure() コールバックメソッドの独自の定義を上書きできます。コールバックメソッドの独自の定義を上書きできます。
     

      asyncCallback() メソッドによってメソッドによって Future object vulkan-conditionals も返すため、メインスレッも返すため、メインスレッ
ドから応答にアクセスするオプションは依然としてあります。ドから応答にアクセスするオプションは依然としてあります。
     

// Retrieve the reply from the main thread, specifying a timeout
Exchange reply = future.get(10, TimeUnit.SECONDS);

37.1.2. 同期送信同期送信

概要概要

      同期送信同期送信 メソッドは、プロデューサーエンドポイントの呼び出しに使用できるメソッドのコレクメソッドは、プロデューサーエンドポイントの呼び出しに使用できるメソッドのコレク
ションです。メソッド呼び出しが完了し、応答ションです。メソッド呼び出しが完了し、応答 (ある場合ある場合) が受信されるまで現在のスレッドをブロックが受信されるまで現在のスレッドをブロック
します。これらのメソッドは、あらゆる種類のメッセージ交換プロトコルと互換性があります。します。これらのメソッドは、あらゆる種類のメッセージ交換プロトコルと互換性があります。
     

エクスチェンジの送信エクスチェンジの送信

      基本的な基本的な send() メソッドは、エクスチェンジのメッセージ交換パターンメソッドは、エクスチェンジのメッセージ交換パターン (MEP) を使用しを使用し
て、て、Exchange オブジェクトのコンテンツをエンドポイントに送信する汎用メソッドです。戻り値は、オブジェクトのコンテンツをエンドポイントに送信する汎用メソッドです。戻り値は、
プロデューサーエンドポイントによって処理された後に取得するエクスチェンジですプロデューサーエンドポイントによって処理された後に取得するエクスチェンジです (MEP によってはによっては  
Out メッセージが含まれる可能性がありますメッセージが含まれる可能性があります)。。
     

      デフォルトのエンドポイント、エンドポイントデフォルトのエンドポイント、エンドポイント URI、または、または send() オブジェクトとしてターゲットオブジェクトとしてターゲット
エンドポイントを指定できるエクスチェンジの送信では、エンドポイントを指定できるエクスチェンジの送信では、3 種類の種類の Endpoint メソッドががあります。メソッドががあります。
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Exchange send(Exchange exchange);
Exchange send(String endpointUri, Exchange exchange);
Exchange send(Endpoint endpoint, Exchange exchange);

プロセッサーによって提供されたエクスチェンジの送信プロセッサーによって提供されたエクスチェンジの送信

      一般的な一般的な send() メソッドは、エクスチェンジオブジェクトを明示的に提供するのではなく、プロメソッドは、エクスチェンジオブジェクトを明示的に提供するのではなく、プロ
セッサーを使用してデフォルトのエクスチェンジを設定することですセッサーを使用してデフォルトのエクスチェンジを設定することです (詳細は詳細は 「プロセッサーを使用し「プロセッサーを使用し
た同期呼び出し」た同期呼び出し」 を参照してくださいを参照してください)。。
     

      プロセッサーによって設定されるエクスチェンジを送信するプロセッサーによって設定されるエクスチェンジを送信する send() メソッドにより、デフォルトのメソッドにより、デフォルトの
エンドポイント、エンドポイントエンドポイント、エンドポイント URI、または、または Endpoint オブジェクトとしてターゲットエンドポインオブジェクトとしてターゲットエンドポイン
トを指定できます。さらに、オプションでエクスチェンジのトを指定できます。さらに、オプションでエクスチェンジの MEP を指定するには、デフォルトを許可を指定するには、デフォルトを許可
せずに、せずに、pattern 引数を指定します。引数を指定します。
     

Exchange send(Processor processor);
Exchange send(String endpointUri, Processor processor);
Exchange send(Endpoint endpoint, Processor processor);
Exchange send(
    String endpointUri,
    ExchangePattern pattern,
    Processor processor
);
Exchange send(
    Endpoint endpoint,
    ExchangePattern pattern,
    Processor processor
);

メッセージボディーの送信メッセージボディーの送信

      送信するメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、送信するメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、sendBody() メソッドを使用してメソッドを使用して
メッセージボディーを引数として提供し、プロデューサーテンプレートにボディーをデフォルトのエクメッセージボディーを引数として提供し、プロデューサーテンプレートにボディーをデフォルトのエク
スチェンジオブジェクトに挿入させることができます。スチェンジオブジェクトに挿入させることができます。
     

      sendBody() メソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポイント、エンドメソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポイント、エンド
ポイントポイント URI、または、または Endpoint オブジェクトとして指定できます。さらに、オプションでエクスチェオブジェクトとして指定できます。さらに、オプションでエクスチェ
ンジのンジの MEP を指定するには、デフォルトを許可せずに、を指定するには、デフォルトを許可せずに、pattern 引数を指定します。引数を指定します。pattern 引数の引数の なな
いい メソッドは、メソッドは、void を返しますを返します (呼び出しによって応答が発生する可能性もあります呼び出しによって応答が発生する可能性もあります)。また、。また、pattern 
引数の引数の あるある メソッドは、メソッドは、Out メッセージのボディーメッセージのボディー (ある場合ある場合) またはまたは In メッセージのボディーメッセージのボディー (それそれ
以外の場合以外の場合) のいずれかを返します。のいずれかを返します。
     

void sendBody(Object body);
void sendBody(String endpointUri, Object body);
void sendBody(Endpoint endpoint, Object body);
Object sendBody(
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    String endpointUri,
    ExchangePattern pattern,
    Object body
);
Object sendBody(
    Endpoint endpoint,
    ExchangePattern pattern,
    Object body
);

メッセージボディーとヘッダーの送信メッセージボディーとヘッダーの送信

      テストの目的で、テストの目的で、単一単一 のヘッダー設定の影響を試すことが望ましいことが多のヘッダー設定の影響を試すことが望ましいことが多
く、く、sendBodyAndHeader() メソッドはこのようなヘッダーテストに役立ちます。メッセージボディーメソッドはこのようなヘッダーテストに役立ちます。メッセージボディー
とヘッダー設定を引数としてとヘッダー設定を引数として sendBodyAndHeader() に提供し、プロデューサーテンプレートがボに提供し、プロデューサーテンプレートがボ
ディーとヘッダー設定をデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入できるようにします。ディーとヘッダー設定をデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入できるようにします。
     

      sendBodyAndHeader() メソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポインメソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポイン
ト、エンドポイントト、エンドポイント URI、または、または Endpoint オブジェクトとして指定できます。さらに、オプションでオブジェクトとして指定できます。さらに、オプションで
エクスチェンジのエクスチェンジの MEP を指定するには、デフォルトを許可せずに、を指定するには、デフォルトを許可せずに、pattern 引数を指定しま引数を指定しま
す。す。pattern 引数の引数の ないない メソッドは、メソッドは、void を返しますを返します (呼び出しによって応答が発生する可能性もあり呼び出しによって応答が発生する可能性もあり
ますます)。また、。また、pattern 引数の引数の あるある メソッドは、メソッドは、Out メッセージのボディーメッセージのボディー (ある場合ある場合) またはまたは In メッメッ
セージのボディーセージのボディー (それ以外の場合それ以外の場合) のいずれかを返します。のいずれかを返します。
     

void sendBodyAndHeader(
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
void sendBodyAndHeader(
    String endpointUri,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
void sendBodyAndHeader(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
Object sendBodyAndHeader(
    String endpointUri,
    ExchangePattern pattern,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
Object sendBodyAndHeader(
    Endpoint endpoint,
    ExchangePattern pattern,
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    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);

      sendBodyAndHeaders() メソッドはメソッドは sendBodyAndHeader() メソッドと似ていますが、単一のメソッドと似ていますが、単一の
ヘッダー設定を指定する代わりに、ヘッダー設定の完全なハッシュマップを指定することができます。ヘッダー設定を指定する代わりに、ヘッダー設定の完全なハッシュマップを指定することができます。
     

void sendBodyAndHeaders(
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
void sendBodyAndHeaders(
    String endpointUri,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
void sendBodyAndHeaders(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
Object sendBodyAndHeaders(
    String endpointUri,
    ExchangePattern pattern,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
Object sendBodyAndHeaders(
    Endpoint endpoint,
    ExchangePattern pattern,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);

メッセージボディーおよびエクスチェンジプロパティーの送信メッセージボディーおよびエクスチェンジプロパティーの送信

      sendBodyAndProperty() メソッドを使用して、単一のエクスチェンジプロパティーを設定する効メソッドを使用して、単一のエクスチェンジプロパティーを設定する効
果を試すことができます。果を試すことができます。sendBodyAndProperty() にメッセージボディーとプロパティー設定を引数にメッセージボディーとプロパティー設定を引数
として提供し、プロデューサーテンプレートがボディーを挿入し、エクスチェンジプロパティーをデとして提供し、プロデューサーテンプレートがボディーを挿入し、エクスチェンジプロパティーをデ
フォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入できるようにします。フォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入できるようにします。
     

      sendBodyAndProperty() メソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポイメソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポイ
ント、エンドポイントント、エンドポイント URI、または、または Endpoint オブジェクトとして指定できます。さらに、オプションオブジェクトとして指定できます。さらに、オプション
でエクスチェンジのでエクスチェンジの MEP を指定するには、デフォルトを許可せずに、を指定するには、デフォルトを許可せずに、pattern 引数を指定しま引数を指定しま
す。す。pattern 引数の引数の ないない メソッドは、メソッドは、void を返しますを返します (呼び出しによって応答が発生する可能性もあり呼び出しによって応答が発生する可能性もあり
ますます)。また、。また、pattern 引数の引数の あるある メソッドは、メソッドは、Out メッセージのボディーメッセージのボディー (ある場合ある場合) またはまたは In メッメッ
セージのボディーセージのボディー (それ以外の場合それ以外の場合) のいずれかを返します。のいずれかを返します。
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void sendBodyAndProperty(
    Object body,
    String property,
    Object propertyValue
);
void sendBodyAndProperty(
    String endpointUri,
    Object body,
    String property,
    Object propertyValue
);
void sendBodyAndProperty(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    String property,
    Object propertyValue
);
Object sendBodyAndProperty(
    String endpoint,
    ExchangePattern pattern,
    Object body,
    String property,
    Object propertyValue
);
Object sendBodyAndProperty(
    Endpoint endpoint,
    ExchangePattern pattern,
    Object body,
    String property,
    Object propertyValue
);

37.1.3. InOut パターンでの同期リクエストパターンでの同期リクエスト

概要概要

      同期リクエスト同期リクエスト メソッドは同期送信メソッドと似ていますが、リクエストメソッドはメッセージ交メソッドは同期送信メソッドと似ていますが、リクエストメソッドはメッセージ交
換パターンを強制的に換パターンを強制的に InOut にしますにします (リクエストリクエスト/リプライセマンティクスに準拠リプライセマンティクスに準拠)。そのため、プロ。そのため、プロ
デューサーエンドポイントから応答を受信することが予想される場合は、一般的に同期リクエストメデューサーエンドポイントから応答を受信することが予想される場合は、一般的に同期リクエストメ
ソッドを使用することが推奨されます。ソッドを使用することが推奨されます。
     

プロセッサーによって設定されたエクスチェンジの要求プロセッサーによって設定されたエクスチェンジの要求

      基本的な基本的な request() メソッドは、プロセッサーを使用してデフォルトのエクスチェンジの設定を行メソッドは、プロセッサーを使用してデフォルトのエクスチェンジの設定を行
い、メッセージ交換パターンをい、メッセージ交換パターンを InOut に強制するに強制する (よって呼び出しがリクエストよって呼び出しがリクエスト/リプライセマンティクリプライセマンティク
スに従うスに従う) 汎用メソッドです。戻り値は、プロデューサーエンドポイントによって処理された後に得ら汎用メソッドです。戻り値は、プロデューサーエンドポイントによって処理された後に得ら
れるエクスチェンジです。れるエクスチェンジです。Out メッセージにはリプライメッセージが含まれます。メッセージにはリプライメッセージが含まれます。
     

      プロセッサーによって設定されるエクスチェンジを送信するためにプロセッサーによって設定されるエクスチェンジを送信するために request() メソッドを使用するメソッドを使用する
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と、エンドポイントと、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェクトとしてターゲットエンドポイントを指定できまオブジェクトとしてターゲットエンドポイントを指定できま
す。す。
     

Exchange request(String endpointUri, Processor processor);
Exchange request(Endpoint endpoint, Processor processor);

メッセージボディーの要求メッセージボディーの要求

      リクエストと応答のメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、リクエストと応答のメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、requestBody() メソッドメソッド
を使用してリクエストメッセージのボディーを引数として提供し、プロデューサーテンプレートにボを使用してリクエストメッセージのボディーを引数として提供し、プロデューサーテンプレートにボ
ディーをデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。ディーをデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。
     

      requestBody() メソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポイント、エンメソッドにより、ターゲットエンドポイントをデフォルトのエンドポイント、エン
ドポイントドポイント URI、または、または Endpoint オブジェクトとして指定できます。戻り値は、リプライメッセージオブジェクトとして指定できます。戻り値は、リプライメッセージ
のボディーのボディー (Out メッセージボディーメッセージボディー) で、プレーンで、プレーン Object として返されるか、組み込み型コンバーとして返されるか、組み込み型コンバー
ターター (「組み込み型コンバーター」「組み込み型コンバーター」 を参照を参照) を使用して特定のタイプを使用して特定のタイプ T に変換されます。に変換されます。
     

Object requestBody(Object body);
<T> T requestBody(Object body, Class<T> type);
Object requestBody(
    String endpointUri,
    Object body
);
<T> T requestBody(
    String endpointUri,
    Object body,
    Class<T> type
);
Object requestBody(
    Endpoint endpoint,
    Object body
);
<T> T requestBody(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Class<T> type
);

メッセージのボディーおよびヘッダーの要求メッセージのボディーおよびヘッダーの要求

      requestBodyAndHeader() メソッドを使用して、単一のヘッダー値を設定する効果を試すことがでメソッドを使用して、単一のヘッダー値を設定する効果を試すことがで
きます。メッセージボディーとヘッダー設定を引数としてきます。メッセージボディーとヘッダー設定を引数として requestBodyAndHeader() に提供し、プロに提供し、プロ
デューサーテンプレートがボディーを挿入し、プロパティーをデフォルトのエクスチェンジオブジェクデューサーテンプレートがボディーを挿入し、プロパティーをデフォルトのエクスチェンジオブジェク
トに挿入できるようにします。トに挿入できるようにします。
     

      requestBodyAndHeader() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェオブジェ
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クトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。戻り値は、リプライメッセージのクトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。戻り値は、リプライメッセージの
ボディーボディー (Out メッセージボディーメッセージボディー) で、プレーンで、プレーン Object として返されるか、組み込み型コンバーターとして返されるか、組み込み型コンバーター 
(「組み込み型コンバーター」「組み込み型コンバーター」 を参照を参照) を使用して特定のタイプを使用して特定のタイプ T に変換されます。に変換されます。
     

Object requestBodyAndHeader(
    String endpointUri,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
<T> T requestBodyAndHeader(
    String endpointUri,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue,
    Class<T> type
);
Object requestBodyAndHeader(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
<T> T requestBodyAndHeader(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue,
    Class<T> type
);

      requiestBodyAndHeaders() メソッドはメソッドは requestBodyAndHeader() メソッドと似ていますが、単メソッドと似ていますが、単
一のヘッダー設定を指定する代わりに、ヘッダー設定の完全なハッシュマップを指定することができま一のヘッダー設定を指定する代わりに、ヘッダー設定の完全なハッシュマップを指定することができま
す。す。
     

Object requestBodyAndHeaders(
    String endpointUri,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
<T> T requestBodyAndHeaders(
    String endpointUri,
    Object body,
    Map<String, Object> headers,
    Class<T> type
);
Object requestBodyAndHeaders(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
<T> T requestBodyAndHeaders(
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    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Map<String, Object> headers,
    Class<T> type
);

37.1.4. 非同期送信非同期送信

概要概要

      プロデューサーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントを非同期的に呼び出すさまざまなプロデューサーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントを非同期的に呼び出すさまざまな
方法を提供します。これにより、メインスレッドが呼び出しの完了を待機している間にブロックされ方法を提供します。これにより、メインスレッドが呼び出しの完了を待機している間にブロックされ
ず、リプライメッセージが後で取得できます。本項で説明されている非同期送信方法は、あらゆる種類ず、リプライメッセージが後で取得できます。本項で説明されている非同期送信方法は、あらゆる種類
のメッセージ交換プロトコルと互換性があります。のメッセージ交換プロトコルと互換性があります。
     

エクスチェンジの送信エクスチェンジの送信

      基本的な基本的な asyncSend() メソッドはメソッドは Exchange 引数を取り、指定されたエクスチェンジのメッセー引数を取り、指定されたエクスチェンジのメッセー
ジ交換パターンジ交換パターン (MEP) を使用してエンドポイントを非同期的に呼び出します。戻り値はを使用してエンドポイントを非同期的に呼び出します。戻り値は 
java.util.concurrent.Future オブジェクトで、後でリプライメッセージを収集するために使用できるチオブジェクトで、後でリプライメッセージを収集するために使用できるチ
ケットです。ケットです。Future オブジェクトから戻り値を取得する方法の詳細は、オブジェクトから戻り値を取得する方法の詳細は、「非同期呼び出し」「非同期呼び出し」 を参照しを参照し
てください。てください。
     

      以下の以下の asyncSend() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェクトとオブジェクトと
して、ターゲットエンドポイントを指定することができます。して、ターゲットエンドポイントを指定することができます。
     

Future<Exchange> asyncSend(String endpointUri, Exchange exchange);
Future<Exchange> asyncSend(Endpoint endpoint, Exchange exchange);

プロセッサーによって提供されたエクスチェンジの送信プロセッサーによって提供されたエクスチェンジの送信

      一般的な一般的な asyncSend() メソッドは、エクスチェンジオブジェクトを明示的に提供するのではなく、メソッドは、エクスチェンジオブジェクトを明示的に提供するのではなく、
プロセッサーを使用してデフォルトのエクスチェンジを設定することです。プロセッサーを使用してデフォルトのエクスチェンジを設定することです。
     

      以下の以下の asyncSend() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェクトとオブジェクトと
して、ターゲットエンドポイントを指定することができます。して、ターゲットエンドポイントを指定することができます。
     

Future<Exchange> asyncSend(String endpointUri, Processor processor);
Future<Exchange> asyncSend(Endpoint endpoint, Processor processor);

メッセージボディーの送信メッセージボディーの送信
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      送信するメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、送信するメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、asyncSendBody() メソッドを使用メソッドを使用
してメッセージボディーを非同期的に送信し、プロデューサーテンプレートにボディーをデフォルトのしてメッセージボディーを非同期的に送信し、プロデューサーテンプレートにボディーをデフォルトの
エクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。エクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。
     

      asyncSendBody() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェクトとオブジェクトと
して、ターゲットエンドポイントを指定することができます。して、ターゲットエンドポイントを指定することができます。
     

Future<Object> asyncSendBody(String endpointUri, Object body);
Future<Object> asyncSendBody(Endpoint endpoint, Object body);

37.1.5. InOut パターンを使用した非同期リクエストパターンを使用した非同期リクエスト

概要概要

      非同期リクエスト非同期リクエスト メソッドは非同期送信メソッドと似ていますが、リクエストメソッドはメッセーメソッドは非同期送信メソッドと似ていますが、リクエストメソッドはメッセー
ジ交換パターンを強制的にジ交換パターンを強制的に InOut にしますにします (リクエストリクエスト/リプライセマンティクスに準拠リプライセマンティクスに準拠)。そのため、。そのため、
プロデューサーエンドポイントから応答を受信することが予想される場合は、通常は非同期リクエストプロデューサーエンドポイントから応答を受信することが予想される場合は、通常は非同期リクエスト
メソッドを使用することが推奨されます。メソッドを使用することが推奨されます。
     

メッセージボディーの要求メッセージボディーの要求

      リクエストと応答のメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、リクエストと応答のメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、requestBody() メソッドメソッド
を使用してリクエストメッセージのボディーを引数として提供し、プロデューサーテンプレートにボを使用してリクエストメッセージのボディーを引数として提供し、プロデューサーテンプレートにボ
ディーをデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。ディーをデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。
     

      asyncRequestBody() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェクトオブジェクト
として、ターゲットエンドポイントを指定することができます。として、ターゲットエンドポイントを指定することができます。Future オブジェクトから取得できるオブジェクトから取得できる
戻り値は、リプライメッセージのボディー戻り値は、リプライメッセージのボディー (Out メッセージボディーメッセージボディー) です。これは、プレーンです。これは、プレーン Object 
として返されるか、組み込み型コンバーターを使用して特定タイプとして返されるか、組み込み型コンバーターを使用して特定タイプ T に変換されますに変換されます (「非同期呼び出「非同期呼び出
し」し」 を参照を参照)。。
     

Future<Object> asyncRequestBody(
    String endpointUri,
    Object body
);
<T> Future<T> asyncRequestBody(
    String endpointUri,
    Object body,
    Class<T> type
);
Future<Object> asyncRequestBody(
    Endpoint endpoint,
    Object body
);
<T> Future<T> asyncRequestBody(
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    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Class<T> type
);

メッセージのボディーおよびヘッダーの要求メッセージのボディーおよびヘッダーの要求

      asyncRequestBodyAndHeader() メソッドを使用して、単一のヘッダー値を設定する効果を試すこメソッドを使用して、単一のヘッダー値を設定する効果を試すこ
とができます。メッセージボディーとヘッダー設定を引数としてとができます。メッセージボディーとヘッダー設定を引数として asyncRequestBodyAndHeader() にに
提供し、プロデューサーテンプレートがボディーを挿入し、プロパティーをデフォルトのエクスチェン提供し、プロデューサーテンプレートがボディーを挿入し、プロパティーをデフォルトのエクスチェン
ジオブジェクトに挿入できるようにします。ジオブジェクトに挿入できるようにします。
     

      asyncRequestBodyAndHeader() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint 
オブジェクトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。オブジェクトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。Future オブジェクトかオブジェクトか
ら取得できる戻り値は、リプライメッセージのボディーら取得できる戻り値は、リプライメッセージのボディー (Out メッセージボディーメッセージボディー) です。これは、プです。これは、プ
レーンレーン Object として返されるか、組み込み型コンバーターを使用して特定タイプとして返されるか、組み込み型コンバーターを使用して特定タイプ T に変換されますに変換されます 
(「非同期呼び出し」「非同期呼び出し」 を参照を参照)。。
     

Future<Object> asyncRequestBodyAndHeader(
    String endpointUri,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
<T> Future<T> asyncRequestBodyAndHeader(
    String endpointUri,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue,
    Class<T> type
);
Future<Object> asyncRequestBodyAndHeader(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue
);
<T> Future<T> asyncRequestBodyAndHeader(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    String header,
    Object headerValue,
    Class<T> type
);

      asyncRequiestBodyAndHeaders() メソッドはメソッドは asyncRequestBodyAndHeader() メソッドと似てメソッドと似て
いますが、単一のヘッダー設定を指定する代わりに、ヘッダー設定の完全なハッシュマップを指定するいますが、単一のヘッダー設定を指定する代わりに、ヘッダー設定の完全なハッシュマップを指定する
ことができます。ことができます。
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Future<Object> asyncRequestBodyAndHeaders(
    String endpointUri,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
<T> Future<T> asyncRequestBodyAndHeaders(
    String endpointUri,
    Object body,
    Map<String, Object> headers,
    Class<T> type
);
Future<Object> asyncRequestBodyAndHeaders(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Map<String, Object> headers
);
<T> Future<T> asyncRequestBodyAndHeaders(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Map<String, Object> headers,
    Class<T> type
);

37.1.6. コールバックを使用した非同期送信コールバックを使用した非同期送信

概要概要

      プロデューサーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントを呼び出すために使用される同じプロデューサーテンプレートは、プロデューサーエンドポイントを呼び出すために使用される同じ
サブスレッドでリプライメッセージを処理するオプションも提供します。この場合、コールバックオブサブスレッドでリプライメッセージを処理するオプションも提供します。この場合、コールバックオブ
ジェクトを作成します。このオブジェクトは、リプライメッセージが受信されるとすぐに自動的にサブジェクトを作成します。このオブジェクトは、リプライメッセージが受信されるとすぐに自動的にサブ
スレッドで呼び出されます。つまり、スレッドで呼び出されます。つまり、コールバックメソッドを使用した非同期送信コールバックメソッドを使用した非同期送信 により、メインスにより、メインス
レッドで呼び出しを開始でき、レッドで呼び出しを開始でき、(サブスレッドで非同期的に発生するサブスレッドで非同期的に発生する) プロデューサーエンドポイントのプロデューサーエンドポイントの
呼び出し、応答の待機、応答の処理をすべて実行できます。呼び出し、応答の待機、応答の処理をすべて実行できます。
     

エクスチェンジの送信エクスチェンジの送信

      基本的な基本的な asyncCallback() メソッドはメソッドは Exchange 引数を取り、指定されたエクスチェンジのメッ引数を取り、指定されたエクスチェンジのメッ
セージ交換パターンセージ交換パターン (MEP) を使用してエンドポイントを非同期的に呼び出します。このメソッドはエを使用してエンドポイントを非同期的に呼び出します。このメソッドはエ
クスチェンジのクスチェンジの asyncSend() メソッドと似ていますが、メソッドと似ていますが、onComplete() およびおよび onFailure() というという 2 つつ
のメソッドを持つコールバックインターフェイスであるのメソッドを持つコールバックインターフェイスである org.apache.camel.spi.Synchronization を追を追
加の引数で必要とする点が異なります。加の引数で必要とする点が異なります。Synchronization コールバックの使用方法の詳細は、コールバックの使用方法の詳細は、「コール「コール
バックを使用した非同期呼び出し」バックを使用した非同期呼び出し」 を参照してください。を参照してください。
     

      以下の以下の asyncCallback() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェクオブジェク
トとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。トとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。
     

Future<Exchange> asyncCallback(
    String endpointUri,
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    Exchange exchange,
    Synchronization onCompletion
);
Future<Exchange> asyncCallback(
    Endpoint endpoint,
    Exchange exchange,
    Synchronization onCompletion
);

プロセッサーによって提供されたエクスチェンジの送信プロセッサーによって提供されたエクスチェンジの送信

      プロセッサーのプロセッサーの asyncCallback() メソッドは、プロセッサーを呼び出してデフォルトのエクスチェメソッドは、プロセッサーを呼び出してデフォルトのエクスチェ
ンジの設定を行い、メッセージ交換パターンを強制的にンジの設定を行い、メッセージ交換パターンを強制的に InOut にしますにします (よって呼び出しがリクエストよって呼び出しがリクエスト/
リプライセマンティクスに従いますリプライセマンティクスに従います)。。
     

      以下の以下の asyncCallback() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブジェクオブジェク
トとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。トとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。
     

Future<Exchange> asyncCallback(
    String endpointUri,
    Processor processor,
    Synchronization onCompletion
);
Future<Exchange> asyncCallback(
    Endpoint endpoint,
    Processor processor,
    Synchronization onCompletion
);

メッセージボディーの送信メッセージボディーの送信

      送信するメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、送信するメッセージボディーの内容のみに関心がある場合は、asyncCallbackSendBody() メソッメソッ
ドを使用してメッセージボディーを非同期的に送信し、プロデューサーテンプレートにボディーをデドを使用してメッセージボディーを非同期的に送信し、プロデューサーテンプレートにボディーをデ
フォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。フォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入させることができます。
     

      asyncCallbackSendBody() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブオブ
ジェクトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。ジェクトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。
     

Future<Object> asyncCallbackSendBody(
    String endpointUri,
    Object body,
    Synchronization onCompletion
);
Future<Object> asyncCallbackSendBody(
    Endpoint endpoint,
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    Object body,
    Synchronization onCompletion
);

メッセージボディーの要求メッセージボディーの要求

      リクエストと応答のメッセージボディーの内容のみに関心がある場合リクエストと応答のメッセージボディーの内容のみに関心がある場合
は、は、asyncCallbackRequestBody() メソッドを使用してリクエストメッセージのボディーを引数としメソッドを使用してリクエストメッセージのボディーを引数とし
て提供し、プロデューサーテンプレートにボディーをデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入て提供し、プロデューサーテンプレートにボディーをデフォルトのエクスチェンジオブジェクトに挿入
させることができます。させることができます。
     

      asyncCallbackRequestBody() メソッドを使用すると、エンドポイントメソッドを使用すると、エンドポイント URI またはまたは Endpoint オブオブ
ジェクトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。ジェクトとして、ターゲットエンドポイントを指定することができます。
     

Future<Object> asyncCallbackRequestBody(
    String endpointUri,
    Object body,
    Synchronization onCompletion
);
Future<Object> asyncCallbackRequestBody(
    Endpoint endpoint,
    Object body,
    Synchronization onCompletion
);

37.2. FLUENT PRODUCER テンプレートの使用テンプレートの使用

Camel 2.18 から利用可能から利用可能

     FluentProducerTemplate インターフェイスは、プロデューサーを構築するためのインターフェイスは、プロデューサーを構築するための Fluent 構文を提構文を提
供します。供します。DefaultFluentProducerTemplate クラスはクラスは FluentProducerTemplate を実装します。を実装します。
    

     以下の例では、以下の例では、DefaultFluentProducerTemplate オブジェクトを使用してヘッダーとボディーを設オブジェクトを使用してヘッダーとボディーを設
定します。定します。
    

Integer result = DefaultFluentProducerTemplate.on(context)
    .withHeader("key-1", "value-1")
    .withHeader("key-2", "value-2")
    .withBody("Hello")
    .to("direct:inout")
    .request(Integer.class);

     以下の例は、以下の例は、DefaultFluentProducerTemplate オブジェクトでプロセッサーを指定する方法を示しオブジェクトでプロセッサーを指定する方法を示し
ています。ています。
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Integer result = DefaultFluentProducerTemplate.on(context)
    .withProcessor(exchange -> exchange.getIn().setBody("Hello World"))
    .to("direct:exception")
    .request(Integer.class);

     以下の例では、デフォルトの以下の例では、デフォルトの Fluent Producer テンプレートをカスタマイズする方法を表していまテンプレートをカスタマイズする方法を表していま
す。す。
    

Object result = DefaultFluentProducerTemplate.on(context)
    .withTemplateCustomizer(
        template -> {
            template.setExecutorService(myExecutor);
            template.setMaximumCacheSize(10);
        }
    )
    .withBody("the body")
    .to("direct:start")
    .request();

     FluentProducerTemplate インスタンスを作成するには、インスタンスを作成するには、Camel コンテキストでコンテキストで 
createFluentProducerTemplate() メソッドを呼び出します。以下に例を示します。メソッドを呼び出します。以下に例を示します。
    

FluentProducerTemplate fluentProducerTemplate = context.createFluentProducerTemplate();

37.3. コンシューマーテンプレートの使用コンシューマーテンプレートの使用

概要概要

     コンシューマーテンプレートは、受信メッセージを受信するためにコンシューマーエンドポイントコンシューマーテンプレートは、受信メッセージを受信するためにコンシューマーエンドポイント
をポーリングする方法を提供します。受信メッセージをエクスチェンジオブジェクトの形式またはメッをポーリングする方法を提供します。受信メッセージをエクスチェンジオブジェクトの形式またはメッ
セージボディーの形式で受信するかを選択できますセージボディーの形式で受信するかを選択できます (メッセージボディーは組み込み型コンバーターをメッセージボディーは組み込み型コンバーターを
使用して特定の型にキャストできます使用して特定の型にキャストできます) 。。
    

エクスチェンジのポーリングの例エクスチェンジのポーリングの例

     コンシューマーテンプレートを使用し、ブロッキングのコンシューマーテンプレートを使用し、ブロッキングの receive()、タイムアウトのある、タイムアウトのある receive()、、
もしくは即座に返されるもしくは即座に返される receiveNoWait() ポーリングメソッドのいずれかを使用して、エクスチェンジポーリングメソッドのいずれかを使用して、エクスチェンジ
のコンシューマーエンドポイントをポーリングできます。コンシューマーエンドポイントはサービスをのコンシューマーエンドポイントをポーリングできます。コンシューマーエンドポイントはサービスを
表すため、エクスチェンジのポーリングを試みる前に、表すため、エクスチェンジのポーリングを試みる前に、start() 呼び出しを行ってサービススレッドを開呼び出しを行ってサービススレッドを開
始する必要があります。始する必要があります。
    

     以下の例は、ブロッキング以下の例は、ブロッキング receive() メソッドを使用してメソッドを使用して seda:foo コンシューマーエンドポイントコンシューマーエンドポイント
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からエクスチェンジをポーリングする方法を示しています。からエクスチェンジをポーリングする方法を示しています。
    

import org.apache.camel.ProducerTemplate;
import org.apache.camel.ConsumerTemplate;
import org.apache.camel.Exchange;
...
ProducerTemplate template = context.createProducerTemplate();
ConsumerTemplate consumer = context.createConsumerTemplate();

// Start the consumer service
consumer.start();
...
template.sendBody("seda:foo", "Hello");
Exchange out = consumer.receive("seda:foo");
...
// Stop the consumer service
consumer.stop();

     コンシューマーテンプレートインスタンスコンシューマーテンプレートインスタンス consumer 
は、は、CamelContext.createConsumerTemplate() メソッドを使用してインスタンス化され、コンシューメソッドを使用してインスタンス化され、コンシュー
マーサービススレッドはマーサービススレッドは ConsumerTemplate.start() 呼び出しによって開始されます。呼び出しによって開始されます。
    

メッセージボディーをポーリングする例メッセージボディーをポーリングする例

     また、ブロッキングまた、ブロッキング receiveBody()、タイムアウトのある、タイムアウトのある receiveBody()、または即座に返される、または即座に返される 
receiveBodyNoWait() メソッドのいずれかを使用して、受信メッセージボディーのコンシューマーエメソッドのいずれかを使用して、受信メッセージボディーのコンシューマーエ
ンドポイントをポーリングすることもできます。上記の例のように、エクスチェンジをポーリングするンドポイントをポーリングすることもできます。上記の例のように、エクスチェンジをポーリングする
前に前に start() を呼び出してサービススレッドを起動する必要もあります。を呼び出してサービススレッドを起動する必要もあります。
    

     以下の例は、ブロッキング以下の例は、ブロッキング receiveBody() メソッドを使用してメソッドを使用して seda:foo コンシューマーエンドポイコンシューマーエンドポイ
ントから受信メッセージボディーをポーリングする方法を示しています。ントから受信メッセージボディーをポーリングする方法を示しています。
    

import org.apache.camel.ProducerTemplate;
import org.apache.camel.ConsumerTemplate;
...
ProducerTemplate template = context.createProducerTemplate();
ConsumerTemplate consumer = context.createConsumerTemplate();

// Start the consumer service
consumer.start();
...
template.sendBody("seda:foo", "Hello");
Object body = consumer.receiveBody("seda:foo");
...
// Stop the consumer service
consumer.stop();
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エクスチェンジをポーリングする方法エクスチェンジをポーリングする方法

     コンシューマーエンドポイントからコンシューマーエンドポイントから エクスチェンジエクスチェンジ をポーリングするための基本的な方法には、タをポーリングするための基本的な方法には、タ
イムアウトブロックが無期限にないイムアウトブロックが無期限にない receive()、指定されたミリ秒の期間にタイムアウトブロックが設、指定されたミリ秒の期間にタイムアウトブロックが設
定された定された receive()、およびブロックされない、およびブロックされない receiveNoWait() のの 3 つがあります。エンドポイントつがあります。エンドポイント 
URI またはまたは Endpoint インスタンスとして、コンシューマーエンドポイントを指定できます。インスタンスとして、コンシューマーエンドポイントを指定できます。
    

Exchange receive(String endpointUri);
Exchange receive(String endpointUri, long timeout);
Exchange receiveNoWait(String endpointUri);

Exchange receive(Endpoint endpoint);
Exchange receive(Endpoint endpoint, long timeout);
Exchange receiveNoWait(Endpoint endpoint);

メッセージボディーのポーリング方法メッセージボディーのポーリング方法

     コンシューマーエンドポイントからコンシューマーエンドポイントから メッセージボディメッセージボディ をポーリングするための基本的な方法には、をポーリングするための基本的な方法には、
タイムアウトブロックが無期限にないタイムアウトブロックが無期限にない receive()、指定されたミリ秒の期間にタイムアウトブロックが、指定されたミリ秒の期間にタイムアウトブロックが
設定された設定された receive()、およびブロックされない、およびブロックされない receiveNoWait() のの 3 つがあります。エンドポイントつがあります。エンドポイント 
URI またはまたは Endpoint インスタンスとして、コンシューマーエンドポイントを指定できます。さらに、インスタンスとして、コンシューマーエンドポイントを指定できます。さらに、
これらのメソッドのテンプレート形式を呼び出すことで、組み込み型コンバーターを使用して、返されこれらのメソッドのテンプレート形式を呼び出すことで、組み込み型コンバーターを使用して、返され
るボディーを特定のタイプるボディーを特定のタイプ T に変換できます。に変換できます。
    

Object receiveBody(String endpointUri);
Object receiveBody(String endpointUri, long timeout);
Object receiveBodyNoWait(String endpointUri);

Object receiveBody(Endpoint endpoint);
Object receiveBody(Endpoint endpoint, long timeout);
Object receiveBodyNoWait(Endpoint endpoint);

<T> T receiveBody(String endpointUri, Class<T> type);
<T> T receiveBody(String endpointUri, long timeout, Class<T> type);
<T> T receiveBodyNoWait(String endpointUri, Class<T> type);

<T> T receiveBody(Endpoint endpoint, Class<T> type);
<T> T receiveBody(Endpoint endpoint, long timeout, Class<T> type);
<T> T receiveBodyNoWait(Endpoint endpoint, Class<T> type);

     M
    

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

566



第第38章章 コンポーネントの実装コンポーネントの実装

概要概要

     本章では、本章では、Apache Camel コンポーネントを実装するための概要を示します。コンポーネントを実装するための概要を示します。
    

38.1. コンポーネントのアーキテクチャーコンポーネントのアーキテクチャー

38.1.1. コンポーネントのファクトリーパターンコンポーネントのファクトリーパターン

概要概要

      Apache Camel コンポーネントは、ファクトリーパターンを介して相互に関連するクラスセットでコンポーネントは、ファクトリーパターンを介して相互に関連するクラスセットで
設定されます。主なエントリーポイントは設定されます。主なエントリーポイントは Component コンポーネントオブジェクト自体ですコンポーネントオブジェクト自体です 
(org.apache.camel.Component タイプのインスタンスタイプのインスタンス)。。Coponnet オブジェクトは、オブジェクトは、Endpoint オブオブ
ジェクトを作成するためのファクトリーとして使用することができます。エンドポイントオブジェクトジェクトを作成するためのファクトリーとして使用することができます。エンドポイントオブジェクト
は、は、Consumer、、Producer、および、および Exchange オブジェクトを作成するためのファクトリーとして機オブジェクトを作成するためのファクトリーとして機
能します。これらの関係の概要は、能します。これらの関係の概要は、図図38.1「コンポーネントファクトリーパターン」「コンポーネントファクトリーパターン」 にまとめられていにまとめられてい
ます。ます。
     

図図38.1 コンポーネントファクトリーパターンコンポーネントファクトリーパターン

コンポーネントコンポーネント

       コンポーネント実装はエンドポイントファクトリーです。コンポーネント実装の主なタスクコンポーネント実装はエンドポイントファクトリーです。コンポーネント実装の主なタスク
は、は、Component.createEndpoint() メソッドを実装することです。このメソッドは、オンデマンドで新メソッドを実装することです。このメソッドは、オンデマンドで新
しいエンドポイントを作成します。しいエンドポイントを作成します。
     

      各種類のコンポーネントは、エンドポイント各種類のコンポーネントは、エンドポイント URI に表示されるに表示される コンポーネント接頭辞コンポーネント接頭辞 に関連付けに関連付け
る必要があります。たとえば、ファイルコンポーネントは、通常る必要があります。たとえば、ファイルコンポーネントは、通常 file://tmp/messages/input などのエなどのエ
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ンドポイントンドポイント URI で使用できるで使用できる file 接頭辞に関連付けられます。接頭辞に関連付けられます。Apache Camel に新しいコンポーネに新しいコンポーネ
ントをインストールする場合、特定のコンポーネント接頭辞とコンポーネントを実装するクラス名の関ントをインストールする場合、特定のコンポーネント接頭辞とコンポーネントを実装するクラス名の関
連付けを定義する必要があります。連付けを定義する必要があります。
     

エンドポイントエンドポイント

       各エンドポイントインスタンスは特定のエンドポイント各エンドポイントインスタンスは特定のエンドポイント URI をカプセル化します。をカプセル化します。Apache Camel 
が新しいエンドポイントが新しいエンドポイント URI に遭遇するたびに、新しいエンドポイントインスタンスが作成されます。に遭遇するたびに、新しいエンドポイントインスタンスが作成されます。
エンドポイントオブジェクトは、コンシューマーエンドポイントおよびプロデューサーエンドポイントエンドポイントオブジェクトは、コンシューマーエンドポイントおよびプロデューサーエンドポイント
を作成するためのファクトリーでもあります。を作成するためのファクトリーでもあります。
     

      エンドポイントはエンドポイントは org.apache.camel.Endpoint インターフェイスを実装する必要があります。インターフェイスを実装する必要があります。
Endpoint インターフェイスは、以下のファクトリーメソッドを定義します。インターフェイスは、以下のファクトリーメソッドを定義します。
     

        createConsumer() およびおよび createPollingConsumer() コンシューマーエンドポイントを作コンシューマーエンドポイントを作
成します。コンシューマーエンドポイントは、ルートの最初のソースエンドポイントを表しま成します。コンシューマーエンドポイントは、ルートの最初のソースエンドポイントを表しま
す。す。
       

        createProducer(): ルートの最後にターゲットエンドポイントを表すプロデューサーエンルートの最後にターゲットエンドポイントを表すプロデューサーエン
ドポイントを作成します。ドポイントを作成します。
       

        createExchange(): エクスチェンジオブジェクトを作成します。これにより、ルート上のエクスチェンジオブジェクトを作成します。これにより、ルート上の
メッセージをカプセル化します。メッセージをカプセル化します。
       

コンシューマーコンシューマー

       コンシューマーエンドポイントはリクエストをコンシューマーエンドポイントはリクエストを 消費消費 します。これらはルートの先頭に現れ、受信します。これらはルートの先頭に現れ、受信
したリクエストおよび応答のディスパッチを行うコードをカプセル化します。サービス指向の考え方かしたリクエストおよび応答のディスパッチを行うコードをカプセル化します。サービス指向の考え方か
ら、コンシューマーがら、コンシューマーが サービスサービス を表します。を表します。
     

      コンシューマーはコンシューマーは org.apache.camel.Consumer インターフェイスを実装する必要があります。コインターフェイスを実装する必要があります。コ
ンシューマーの実装時には、フォローできるさまざまなパターンがあります。これらのパターンンシューマーの実装時には、フォローできるさまざまなパターンがあります。これらのパターン
は、は、「コンシューマーパターンおよびスレッド」「コンシューマーパターンおよびスレッド」 で説明されています。で説明されています。
     

producer

       プロデューサーエンドポイントはリクエストをプロデューサーエンドポイントはリクエストを 生成生成 します。これらはルートの最後に常に表示さします。これらはルートの最後に常に表示さ
れ、リクエスト送信のディスパッチおよび応答を受信するコードをカプセル化します。サービス指向のれ、リクエスト送信のディスパッチおよび応答を受信するコードをカプセル化します。サービス指向の
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考え方から、プロデューサーは考え方から、プロデューサーはサービスコンシューマーサービスコンシューマーを表します。を表します。
     

      プロデューサーは、プロデューサーは、org.apache.camel.Producer インターフェイスを実装する必要があります。オインターフェイスを実装する必要があります。オ
プションでプロデューサーを実装し、非同期処理をサポートすることができます。詳細は、プションでプロデューサーを実装し、非同期処理をサポートすることができます。詳細は、「非同期処「非同期処
理」理」 を参照してください。を参照してください。
     

Exchange

       エクスチェンジオブジェクトは関連するメッセージセットをカプセル化します。たとえば、メッエクスチェンジオブジェクトは関連するメッセージセットをカプセル化します。たとえば、メッ
セージエクスチェンジのセージエクスチェンジの 1 つは、要求メッセージとその関連する応答で設定される同期呼び出しです。つは、要求メッセージとその関連する応答で設定される同期呼び出しです。
     

      エクスチェンジはエクスチェンジは org.apache.camel.Exchange インターフェイスを実装する必要があります。デインターフェイスを実装する必要があります。デ
フォルトの実装であるフォルトの実装である DefaultExchange は、多くのコンポーネントの実装には十分です。ただし、エは、多くのコンポーネントの実装には十分です。ただし、エ
クスチェンジと追加のデータを関連付ける場合や、エクスチェンジに追加の処理を行う場合、エクスクスチェンジと追加のデータを関連付ける場合や、エクスチェンジに追加の処理を行う場合、エクス
チェンジの実装をカスタマイズすると便利です。チェンジの実装をカスタマイズすると便利です。
     

メッセージメッセージ

       Exchange オブジェクトには、オブジェクトには、2 つの異なるメッセージスロットがあります。つの異なるメッセージスロットがあります。
     

        in メッセージメッセージ: 現在のメッセージを保持します。現在のメッセージを保持します。
       

        out メッセージメッセージ: リプライメッセージを一時的に保持します。リプライメッセージを一時的に保持します。
       

      すべてのメッセージタイプは同じすべてのメッセージタイプは同じ Java オブジェクトオブジェクト org.apache.camel.Message によって表されによって表され
ます。デフォルト実装のメッセージます。デフォルト実装のメッセージ DefaultMessage は通常、カスタマイズする必要はありません。は通常、カスタマイズする必要はありません。
     

38.1.2. ルートでのコンポーネントの使用ルートでのコンポーネントの使用

概要概要

      Apache Camel ルートは基本的にルートは基本的に org.apache.camel.Processor タイプのプロセッサーのパイプラタイプのプロセッサーのパイプラ
インです。メッセージは、インです。メッセージは、process() メソッドを呼び出してノードからノードに渡されるエクスチェンメソッドを呼び出してノードからノードに渡されるエクスチェン
ジオブジェクトジオブジェクト process() でカプセル化されます。プロセッサーパイプラインのアーキテクチャーでカプセル化されます。プロセッサーパイプラインのアーキテクチャー
は、は、図図38.2「ルートのコンシューマーおよびプロデューサーインスタンス」「ルートのコンシューマーおよびプロデューサーインスタンス」 に示されています。に示されています。
     

図図38.2 ルートのコンシューマーおよびプロデューサーインスタンスルートのコンシューマーおよびプロデューサーインスタンス
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図図38.2 ルートのコンシューマーおよびプロデューサーインスタンスルートのコンシューマーおよびプロデューサーインスタンス

ソースエンドポイントソースエンドポイント

      ルートの最初には、ルートの最初には、org.apache.camel.Consumer オブジェクトで表現されるソースエンドポインオブジェクトで表現されるソースエンドポイン
トがあります。ソースエンドポイントは、受信したリクエストメッセージを受け入れ、応答をディストがあります。ソースエンドポイントは、受信したリクエストメッセージを受け入れ、応答をディス
パッチします。ルートを構築する際、パッチします。ルートを構築する際、Apache Camel は、は、「コンポーネントのファクトリーパターン」「コンポーネントのファクトリーパターン」 
で説明されているように、エンドポイントで説明されているように、エンドポイント URI のコンポーネント接頭辞に基づいて、適切なのコンポーネント接頭辞に基づいて、適切な 
Consumer タイプを作成します。タイプを作成します。
     

プロセッサープロセッサー

      パイプラインの各中間ノードは、プロセッサーオブジェクトによって表されますパイプラインの各中間ノードは、プロセッサーオブジェクトによって表されます 
(org.apache.camel.Processor インターフェイスの実装インターフェイスの実装) 。標準のプロセッサー。標準のプロセッサー (たとえばたとえば 
filter、、throttler、または、または delayer) を挿入したり、独自のカスタムプロセッサー実装を挿入したりできを挿入したり、独自のカスタムプロセッサー実装を挿入したりでき
ます。ます。
     

ターゲットエンドポイントターゲットエンドポイント

      ルートの最後には、ルートの最後には、org.apache.camel.Producer オブジェクトで表現されるターゲットエンドポイオブジェクトで表現されるターゲットエンドポイ
ントがあります。プロセッサーパイプラインの最後にあるため、プロデューサーはプロセッサーオブントがあります。プロセッサーパイプラインの最後にあるため、プロデューサーはプロセッサーオブ
ジェクトでもありますジェクトでもあります (org.apache.camel.Processor インターフェイスを実装しますインターフェイスを実装します)。ターゲットエ。ターゲットエ
ンドポイントは、リクエストメッセージを送信し、応答を受信します。ルートを作成するとき、ンドポイントは、リクエストメッセージを送信し、応答を受信します。ルートを作成するとき、
Apache Camel はエンドポイントはエンドポイント URI からコンポーネント接頭辞に基づいて適切なからコンポーネント接頭辞に基づいて適切な Producer タイプタイプ
を作成します。を作成します。
     

38.1.3. コンシューマーパターンおよびスレッドコンシューマーパターンおよびスレッド

概要概要

       コンシューマーの実装に使用されるパターンは、受信エクスチェンジの処理に使用されるスレッドコンシューマーの実装に使用されるパターンは、受信エクスチェンジの処理に使用されるスレッド
モデルを決定します。コンシューマーは、以下のパターンのいずれかを使用して実装できます。モデルを決定します。コンシューマーは、以下のパターンのいずれかを使用して実装できます。
     

        イベント駆動型のパターンイベント駆動型のパターン: コンシューマーは外部のスレッドによって実行されます。コンシューマーは外部のスレッドによって実行されます。
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        スケジュールされたポーリングパターンスケジュールされたポーリングパターン: コンシューマーは専用のスレッドプールによっコンシューマーは専用のスレッドプールによっ
て実行されます。て実行されます。
       

        ポーリングパターンポーリングパターン: スレッドモデルは未定義のままです。スレッドモデルは未定義のままです。
       

イベント駆動型のパターンイベント駆動型のパターン

       イベント駆動型のパターンでは、アプリケーションの別の部分イベント駆動型のパターンでは、アプリケーションの別の部分 (通常はサードパーティーライブラ通常はサードパーティーライブラ
リーリー) がコンシューマーによって実装されたメソッドを呼び出すと、受信したリクエストの処理が開始がコンシューマーによって実装されたメソッドを呼び出すと、受信したリクエストの処理が開始
されます。イベント駆動型のコンシューマーの適切な例として、イベントがされます。イベント駆動型のコンシューマーの適切な例として、イベントが JMX ライブラリーによっライブラリーによっ
て開始されるて開始される Apache Camel JMX コンポーネントがあります。コンポーネントがあります。JMX ライブラリーライブラリー
は、は、handleNotification() メソッドを呼び出してリクエスト処理を開始します。詳細はメソッドを呼び出してリクエスト処理を開始します。詳細は 例例
41.4「「JMXConsumer 実装」実装」 を参照してください。を参照してください。
     

      図図38.3「イベント駆動型コンシューマー」「イベント駆動型コンシューマー」 イベント駆動型のコンシューマーパターンの概要を示しイベント駆動型のコンシューマーパターンの概要を示し
ます。この例では、ます。この例では、notify() メソッドへの呼び出しによって処理がトリガーされることを前提としていメソッドへの呼び出しによって処理がトリガーされることを前提としてい
ます。ます。
     

図図38.3 イベント駆動型コンシューマーイベント駆動型コンシューマー

      イベント駆動型のコンシューマーは、以下のように受信リクエストを処理します。イベント駆動型のコンシューマーは、以下のように受信リクエストを処理します。
     

1. 
        コンシューマーは受信イベントを受信するメソッドを実装する必要がありますコンシューマーは受信イベントを受信するメソッドを実装する必要があります (図図
38.3「イベント駆動型コンシューマー」「イベント駆動型コンシューマー」 ではでは notify() メソッドで表されますメソッドで表されます)。通常、。通常、notify() 
を呼び出すスレッドはアプリケーションの別の部分であるため、コンシューマーのスレッドポを呼び出すスレッドはアプリケーションの別の部分であるため、コンシューマーのスレッドポ
リシーは外部で実行されます。リシーは外部で実行されます。
       

        たとえば、たとえば、JMX コンシューマーの実装では、コンシューマーはコンシューマーの実装では、コンシューマーは JMX から通知を受け取るから通知を受け取る 
NotificationListener.handleNotification() メソッドを実装します。コンシューマー処理を駆動メソッドを実装します。コンシューマー処理を駆動
するスレッドはするスレッドは JMX レイヤー内に作成されます。レイヤー内に作成されます。
       

2. 
        notify() メソッドの本文では、コンシューマーが最初に受信イベントをエクスチェンジオメソッドの本文では、コンシューマーが最初に受信イベントをエクスチェンジオ
ブジェクトブジェクト E に変換し、ルートの次のプロセッサーをに変換し、ルートの次のプロセッサーを process() で呼び出しを行い、エクスで呼び出しを行い、エクス
チェンジオブジェクトを引数として渡します。チェンジオブジェクトを引数として渡します。
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スケジュールされたポーリングパターンスケジュールされたポーリングパターン

       スケジュールされたポーリングパターンでは、リクエストが到達したかどうかを定期的にチェックスケジュールされたポーリングパターンでは、リクエストが到達したかどうかを定期的にチェック
して、コンシューマーは受信リクエストを取得します。リクエストの確認は、して、コンシューマーは受信リクエストを取得します。リクエストの確認は、java.util.concurrent ララ
イブラリーによって提供される標準パターンでイブラリーによって提供される標準パターンで スケジュールされたエグゼキューターサービススケジュールされたエグゼキューターサービス であるである
組み込みタイマークラスによって自動的にスケジュールされます。スケジュールされたエグゼキュー組み込みタイマークラスによって自動的にスケジュールされます。スケジュールされたエグゼキュー
ターサービスは、特定のタスクを時間間隔で実行し、タスクインスタンスの実行に使用されるスレッドターサービスは、特定のタスクを時間間隔で実行し、タスクインスタンスの実行に使用されるスレッド
のプールも管理します。のプールも管理します。
     

      図図38.4「スケジュールされたポーリングコンシューマー」「スケジュールされたポーリングコンシューマー」 は、スケジュールされたポーリングコンは、スケジュールされたポーリングコン
シューマーパターンの概要を示しています。シューマーパターンの概要を示しています。
     

図図38.4 スケジュールされたポーリングコンシューマースケジュールされたポーリングコンシューマー

      スケジュールされたポーリングコンシューマーは、以下のようにリクエストを処理します。スケジュールされたポーリングコンシューマーは、以下のようにリクエストを処理します。
     

1. 
        スケジュールされたエグゼキューターサービスには、利用できるスレッドプールがあり、スケジュールされたエグゼキューターサービスには、利用できるスレッドプールがあり、
コンシューマーの処理を開始できます。スケジュール設定した時間間隔が経過すると、スケコンシューマーの処理を開始できます。スケジュール設定した時間間隔が経過すると、スケ
ジュール済みエグゼキューターサービスはプールから空きスレッドの取得を試みますジュール済みエグゼキューターサービスはプールから空きスレッドの取得を試みます (デフォルデフォル
トではプールにはトではプールには 5 つのスレッドがありますつのスレッドがあります)。空きスレッドが利用可能な場合、そのスレッド。空きスレッドが利用可能な場合、そのスレッド
を使用してコンシューマーでを使用してコンシューマーで poll() メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
       

2. 
        コンシューマーのコンシューマーの poll() メソッドは、受信したリクエストの処理をトリガーすることを目メソッドは、受信したリクエストの処理をトリガーすることを目
的としています。的としています。poll() メソッドの本文では、コンシューマーは受信メッセージの取得を試行メソッドの本文では、コンシューマーは受信メッセージの取得を試行
します。リクエストがない場合、します。リクエストがない場合、poll() メソッドを即座に返します。メソッドを即座に返します。
       

3. 
        要求メッセージが利用可能な場合、コンシューマーはこれをエクスチェンジオブジェクト要求メッセージが利用可能な場合、コンシューマーはこれをエクスチェンジオブジェクト
に挿入し、ルート内の次のプロセッサーでに挿入し、ルート内の次のプロセッサーで process() の呼び出しを行い、エクスチェンジオブの呼び出しを行い、エクスチェンジオブ
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ジェクトを引数として渡します。ジェクトを引数として渡します。
       

ポーリングパターンポーリングパターン

       ポーリングパターンでは、サードパーティーがコンシューマーのポーリングメソッドのポーリングパターンでは、サードパーティーがコンシューマーのポーリングメソッドの 1 つを呼びつを呼び
出すと、受信したリクエストの処理が開始されます。出すと、受信したリクエストの処理が開始されます。
     

        receive()
       

        receiveNoWait()
       

        receive(long timeout)
       

      ポーリングメソッドの呼び出しを開始するための正確なメカニズムを定義することは、コンポーネポーリングメソッドの呼び出しを開始するための正確なメカニズムを定義することは、コンポーネ
ントの実装の責務です。このメカニズムはポーリングパターンで指定されません。ントの実装の責務です。このメカニズムはポーリングパターンで指定されません。
     

      図図38.5「「Polling Consumer」」 は、ポーリングコンシューマーパターンの概要を示しています。は、ポーリングコンシューマーパターンの概要を示しています。
     

図図38.5 Polling Consumer

      ポーリングを行うコンシューマーは、以下のようにリクエストを処理します。ポーリングを行うコンシューマーは、以下のようにリクエストを処理します。
     

1. 
        受信リクエストの処理は、コンシューマーのポーリングメソッドの受信リクエストの処理は、コンシューマーのポーリングメソッドの 1 つが呼び出されるたつが呼び出されるた
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びに開始されます。これらのポーリングメソッドを呼び出すメカニズムは実装で定義されまびに開始されます。これらのポーリングメソッドを呼び出すメカニズムは実装で定義されま
す。す。
       

2. 
        receive() メソッドのボディーでは、コンシューマーは受信したリクエストメッセージの取メソッドのボディーでは、コンシューマーは受信したリクエストメッセージの取
得を試みます。現在利用できるメッセージがない場合、動作は、呼び出された受信メソッドに得を試みます。現在利用できるメッセージがない場合、動作は、呼び出された受信メソッドに
よって異なります。よって異なります。
       

          receiveNoWait() が即座に返されます。が即座に返されます。
         

          receive(long timeout) は、指定されたタイムアウト間隔で待機します。は、指定されたタイムアウト間隔で待機します。[2] 返す前返す前
         

          receive() は、メッセージが受信されるまで待機します。は、メッセージが受信されるまで待機します。
         

3. 
        要求メッセージが利用可能な場合、コンシューマーはこれをエクスチェンジオブジェクト要求メッセージが利用可能な場合、コンシューマーはこれをエクスチェンジオブジェクト
に挿入し、ルート内の次のプロセッサーでに挿入し、ルート内の次のプロセッサーで process() の呼び出しを行い、エクスチェンジオブの呼び出しを行い、エクスチェンジオブ
ジェクトを引数として渡します。ジェクトを引数として渡します。
       

38.1.4. 非同期処理非同期処理

概要概要

      プロデューサーエンドポイントは通常、エクスチェンジの処理時にプロデューサーエンドポイントは通常、エクスチェンジの処理時に 同期同期 パターンに従います。上記パターンに従います。上記
のプロセッサーがパイプラインでプロデューサーののプロセッサーがパイプラインでプロデューサーの process() を呼び出すと、応答を受け取るまでを呼び出すと、応答を受け取るまで 
process() メソッドはブロックされます。この場合、プロセッサーのスレッドは、リクエストの送信おメソッドはブロックされます。この場合、プロセッサーのスレッドは、リクエストの送信お
よび応答の受信サイクルが完了するまでブロックされます。よび応答の受信サイクルが完了するまでブロックされます。
     

      ただし、プロセッサーのスレッドがすぐにリリースされ、ただし、プロセッサーのスレッドがすぐにリリースされ、process() 呼び出しがブロックされ呼び出しがブロックされ ないない 
ようにするため、前のプロセッサーをプロデューサーから切り離す方が望ましい場合があります。このようにするため、前のプロセッサーをプロデューサーから切り離す方が望ましい場合があります。この
場合、場合、asynchronous パターンを使用してプロデューサーを実装する必要があります。これにより、前パターンを使用してプロデューサーを実装する必要があります。これにより、前
のプロセッサーでは、非ブロッキングバージョンののプロセッサーでは、非ブロッキングバージョンの process() メソッドを呼び出すオプションが提供さメソッドを呼び出すオプションが提供さ
れます。れます。
     

      異なる実装オプションの概要を示すために、本セクションでは、プロデューサーエンドポイントを異なる実装オプションの概要を示すために、本セクションでは、プロデューサーエンドポイントを
実装する同期パターンと非同期パターンの両方を説明します。実装する同期パターンと非同期パターンの両方を説明します。
     

同期プロデューサー同期プロデューサー
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      図図38.6「同期プロデューサー」「同期プロデューサー」 は、プロデューサーがエクスチェンジの処理を完了するまで、前のは、プロデューサーがエクスチェンジの処理を完了するまで、前の
プロセッサーがブロックする同期プロデューサーの概要を示しています。プロセッサーがブロックする同期プロデューサーの概要を示しています。
     

図図38.6 同期プロデューサー同期プロデューサー

      同期プロデューサーは以下のようにエクスチェンジを処理します。同期プロデューサーは以下のようにエクスチェンジを処理します。
     

1. 
        パイプラインの前のプロセッサーは、プロデューサー上の同期パイプラインの前のプロセッサーは、プロデューサー上の同期 process() メソッドを呼びメソッドを呼び
出して、同期処理を開始します。同期出して、同期処理を開始します。同期 process() メソッドは単一のエクスチェンジ引数を取りメソッドは単一のエクスチェンジ引数を取り
ます。ます。
       

2. 
        process() メソッドのボディー部で、プロデューサーはリクエストメソッドのボディー部で、プロデューサーはリクエスト (In メッセージメッセージ) をエンをエン
ドポイントに送信します。ドポイントに送信します。
       

3. 
        交換パターンで必要な場合、プロデューサーは応答交換パターンで必要な場合、プロデューサーは応答 (Out メッセージメッセージ) がエンドポイントかがエンドポイントか
ら到達するまで待機します。このステップにより、ら到達するまで待機します。このステップにより、process() メソッドが無限にブロックされメソッドが無限にブロックされ
る可能性があります。ただし、交換パターンが応答を強制しない場合、る可能性があります。ただし、交換パターンが応答を強制しない場合、process() メソッドはメソッドは
リクエストの送信直後に返すことができます。リクエストの送信直後に返すことができます。
       

4. 
        process() メソッドが返されると、エクスチェンジオブジェクトには同期呼び出しからのメソッドが返されると、エクスチェンジオブジェクトには同期呼び出しからの
応答が含まれます応答が含まれます (Out メッセージメッセージメッセージメッセージ)。。
       

非同期プロデューサー非同期プロデューサー

      図図38.7「非同期プロデューサー」「非同期プロデューサー」 は、プロデューサーがサブスレッドでのエクスチェンジを処理は、プロデューサーがサブスレッドでのエクスチェンジを処理
し、前のプロセッサーは長時間ブロックされない非同期プロデューサーの概要を示しています。し、前のプロセッサーは長時間ブロックされない非同期プロデューサーの概要を示しています。
     

図図38.7 非同期プロデューサー非同期プロデューサー
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図図38.7 非同期プロデューサー非同期プロデューサー

      非同期プロデューサーは以下のようにエクスチェンジを処理します。非同期プロデューサーは以下のようにエクスチェンジを処理します。
     

1. 
        プロセッサーが非同期プロセッサーが非同期 process() メソッドを呼び出す前に、メソッドを呼び出す前に、非同期コールバック非同期コールバック オブジェオブジェ
クトを作成する必要があります。これはルートの戻り部分でエクスチェンジを処理するロールクトを作成する必要があります。これはルートの戻り部分でエクスチェンジを処理するロール
を果たします。非同期コールバックでは、プロセッサーはを果たします。非同期コールバックでは、プロセッサーは AsyncCallback インターフェイスかインターフェイスか
ら継承されるクラスを実装する必要があります。ら継承されるクラスを実装する必要があります。
       

2. 
        プロセッサーは、プロデューサー上の非同期プロセッサーは、プロデューサー上の非同期 process() メソッドを呼び出して非同期処理メソッドを呼び出して非同期処理
を開始します。非同期を開始します。非同期 process() メソッドは、メソッドは、2 つの引数を取ります。つの引数を取ります。
       

          エクスチェンジオブジェクトエクスチェンジオブジェクト
         

          同期コールバックオブジェクト同期コールバックオブジェクト
         

3. 
        process() メソッドのボディー部で、プロデューサーは処理コードをカプセル化するメソッドのボディー部で、プロデューサーは処理コードをカプセル化する 
Runnable オブジェクトを作成します。その後、プロデューサーはこのオブジェクトを作成します。その後、プロデューサーはこの Runnable オブジェクオブジェク
トの実行をサブスレッドに委任します。トの実行をサブスレッドに委任します。
       

4. 
        非同期非同期 process() メソッドが返されるため、プロセッサーのスレッドが解放されますエクメソッドが返されるため、プロセッサーのスレッドが解放されますエク
スチェンジの処理は個別のサブスレッドで続行されます。スチェンジの処理は個別のサブスレッドで続行されます。
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5. 
        Runnable オブジェクトはオブジェクトは In メッセージをエンドポイントに送信します。メッセージをエンドポイントに送信します。
       

6. 
        交換パターンで必要な場合、交換パターンで必要な場合、Runnable オブジェクトはエンドポイントから応答オブジェクトはエンドポイントから応答 (Out またまた
はは Fault メッセージメッセージ) が到達するのを待機します。が到達するのを待機します。Runnable オブジェクトは応答を受け取るまオブジェクトは応答を受け取るま
でブロックされます。でブロックされます。
       

7. 
        応答が到達すると、応答が到達すると、Runnable オブジェクトは応答オブジェクトは応答 (Out メッセージメッセージ) をエクスチェンジオをエクスチェンジオ
ブジェクトに挿入し、非同期コールバックオブジェクトのブジェクトに挿入し、非同期コールバックオブジェクトの done() を呼び出します。次に、非同を呼び出します。次に、非同
期コールバックはリプライメッセージを処理します期コールバックはリプライメッセージを処理します (サブスレッドで実行されますサブスレッドで実行されます)。。
       

38.2. コンポーネントの実装方法コンポーネントの実装方法

概要概要

     このセクションでは、カスタムこのセクションでは、カスタム Apache Camel コンポーネントを実装するのに必要な手順の概要をコンポーネントを実装するのに必要な手順の概要を
説明します。説明します。
    

実装する必要のあるインターフェイス。実装する必要のあるインターフェイス。

      コンポーネントを実装する場合は通常、以下のコンポーネントを実装する場合は通常、以下の Java インターフェイスを実装する必要がありまインターフェイスを実装する必要がありま
す。す。
    

       org.apache.camel.Component
      

       org.apache.camel.Endpoint
      

       org.apache.camel.Consumer
      

       org.apache.camel.Producer
      

     さらに、以下のさらに、以下の Java インターフェイスを実装する必要もあります。インターフェイスを実装する必要もあります。
    

       org.apache.camel.Exchange
      

第第38章章 コンポーネントの実装コンポーネントの実装

577



       org.apache.camel.Message
      

実装手順実装手順

      通常、以下のようにカスタムコンポーネントを実装します。通常、以下のようにカスタムコンポーネントを実装します。
    

1. 
       Component インターフェイスを実装するインターフェイスを実装する: コンポーネントオブジェクトはエンドポイントコンポーネントオブジェクトはエンドポイント
ファクトリーとして機能します。ファクトリーとして機能します。DefaultComponent クラスを拡張し、クラスを拡張し、createEndpoint() メメ
ソッドを実装します。ソッドを実装します。
      

       39章章Component インターフェイスインターフェイスを参照してください。を参照してください。
      

2. 
       Endpoint インターフェイスを実装するインターフェイスを実装する: エンドポイントは、特定のエンドポイントは、特定の URI で識別されるリで識別されるリ
ソースを表します。エンドポイントを実装する際の方法は、コンシューマーがソースを表します。エンドポイントを実装する際の方法は、コンシューマーが イベント駆動型イベント駆動型 
のパターン、のパターン、スケジュールされたポーリングスケジュールされたポーリング パターン、またはパターン、または ポーリングポーリング パターンに従うかパターンに従うか
によって異なります。によって異なります。 イベント駆動型のパターンでは、イベント駆動型のパターンでは、DefaultEndpoint クラスを拡張し、以クラスを拡張し、以
下のメソッドを実装してエンドポイントを実装します。下のメソッドを実装してエンドポイントを実装します。
      

         createProducer()
        

         createConsumer()
        

          スケジュールされたポーリングパターンの場合、スケジュールされたポーリングパターンの場合、ScheduledPollEndpoint クラスをクラスを
拡張し、以下のメソッドを実装してエンドポイントを実装します。拡張し、以下のメソッドを実装してエンドポイントを実装します。
        

         createProducer()
        

         createConsumer()
        

          ポーリングパターンの場合、ポーリングパターンの場合、DefaultPollingEndpoint クラスを拡張し、以下のメクラスを拡張し、以下のメ
ソッドを実装してエンドポイントを実装します。ソッドを実装してエンドポイントを実装します。
        

         createProducer()
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         createPollConsumer()
        

         40章章Endpoint インターフェイスインターフェイスを参照してください。を参照してください。
        

3. 
       Consumer インターフェイスを実装するインターフェイスを実装する: 実装する必要があるパターン実装する必要があるパターン (イベント駆動、スイベント駆動、ス
ケジュールされたポーリング、ポーリングケジュールされたポーリング、ポーリング) に応じて、コンシューマーを実装する方法が複数あに応じて、コンシューマーを実装する方法が複数あ
ります。また、メッセージ交換の処理に使用されるスレッドモデルを決定する際には、コンります。また、メッセージ交換の処理に使用されるスレッドモデルを決定する際には、コン
シューマーの実装も重要です。シューマーの実装も重要です。
      

       「「Consumer インターフェイスの実装」インターフェイスの実装」を参照してください。を参照してください。
      

4. 
       Producer インターフェイスを実装インターフェイスを実装- Producer インターフェイスインターフェイス を実装するにを実装するに
は、は、DefaultProducer クラスを拡張し、クラスを拡張し、process() メソッドを実装します。メソッドを実装します。
      

       42章章Producer インターフェイスインターフェイスを参照してください。を参照してください。
      

5. 
       任意で任意で Exchange またはまたは Message インターフェイスを実装するインターフェイスを実装する: エクスチェンジとメッエクスチェンジとメッ
セージのデフォルト実装を直接使用できますが、場合によってはこれらのタイプをカスタマイセージのデフォルト実装を直接使用できますが、場合によってはこれらのタイプをカスタマイ
ズする必要がある場合があります。ズする必要がある場合があります。
      

       43章章Exchange インターフェイスインターフェイス およびおよび 44章章Message インターフェイスインターフェイス を参照してくだを参照してくだ
さい。さい。
      

コンポーネントのインストールおよび設定コンポーネントのインストールおよび設定

      カスタムコンポーネントは、以下のいずれかの方法でインストールできます。カスタムコンポーネントは、以下のいずれかの方法でインストールできます。
    

       コンポーネントをコンポーネントを CamelContext に直接追加するに直接追加する: このこの CamelContext.addComponent() 
メソッドは、プログラム的にコンポーネントを追加します。メソッドは、プログラム的にコンポーネントを追加します。
      

       Spring 設定を使用してコンポーネントを追加する設定を使用してコンポーネントを追加する: 標準の標準の Spring bean 要素はコンポーネ要素はコンポーネ
ントインスタンスを作成します。ントインスタンスを作成します。Bean のの id 属性は、コンポーネント接頭辞を暗黙的に定義し属性は、コンポーネント接頭辞を暗黙的に定義し
ます。詳細は、ます。詳細は、「コンポーネントの設定」「コンポーネントの設定」 を参照してください。を参照してください。
      

       Apache Camel をコンポーネント自動検出するように設定するをコンポーネント自動検出するように設定する: Apache Camel が必要にが必要に
応じてコンポーネントを自動的に読み込みます。詳細は、応じてコンポーネントを自動的に読み込みます。詳細は、「自動検出の設定」「自動検出の設定」 を参照してくだを参照してくだ
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さい。さい。
      

38.3. 自動検出と設定自動検出と設定

38.3.1. 自動検出の設定自動検出の設定

概要概要

      自動検出は、コンポーネントを自動検出は、コンポーネントを Apache Camel アプリケーションに動的に追加できるようにするメアプリケーションに動的に追加できるようにするメ
カニズムです。コンポーネントのカニズムです。コンポーネントの URI 接頭辞は、必要に応じてコンポーネントをロードするキーとして接頭辞は、必要に応じてコンポーネントをロードするキーとして
使用されます。たとえば、使用されます。たとえば、Apache Camel がエンドポイントがエンドポイント URI activemq://MyQName に到達し、に到達し、
ActiveMQ エンドポイントがロードされていない場合、エンドポイントがロードされていない場合、Apache Camel はは activemq 接頭辞によって識接頭辞によって識
別されるコンポーネントを検索し、コンポーネントを動的にロードします。別されるコンポーネントを検索し、コンポーネントを動的にロードします。
     

コンポーネントクラスの可用性コンポーネントクラスの可用性

      自動検出を設定する前に、カスタムコンポーネントクラスが現在のクラスパスからアクセスできる自動検出を設定する前に、カスタムコンポーネントクラスが現在のクラスパスからアクセスできる
ことを確認する必要があります。通常、カスタムコンポーネントクラスをことを確認する必要があります。通常、カスタムコンポーネントクラスを JAR ファイルにバンドルファイルにバンドル
し、し、JAR ファイルをクラスパスに追加します。ファイルをクラスパスに追加します。
     

自動検出の設定自動検出の設定

       コンポーネントの自動検出を有効にするには、コンポーネント接頭辞コンポーネントの自動検出を有効にするには、コンポーネント接頭辞 component-prefix の名前のの名前の 
Java プロパティーファイルを作成し、そのファイルを以下の場所に保存します。プロパティーファイルを作成し、そのファイルを以下の場所に保存します。
     

/META-INF/services/org/apache/camel/component/component-prefix

      component-prefix プロパティーファイルには、以下のプロパティー設定が含まれている必要があプロパティーファイルには、以下のプロパティー設定が含まれている必要があ
ります。ります。
     

class=component-class-name

      ここで、ここで、component-class-name はカスタムコンポーネントクラスの完全修飾名になります。このはカスタムコンポーネントクラスの完全修飾名になります。この
ファイルに追加のシステムプロパティー設定を定義することもできます。ファイルに追加のシステムプロパティー設定を定義することもできます。
     

例例

      たとえば、以下のたとえば、以下の Java プロパティーファイルを作成して、プロパティーファイルを作成して、Apache Camel FTP コンポーネントのコンポーネントの
自動検出を有効にできます。自動検出を有効にできます。
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/META-INF/services/org/apache/camel/component/ftp

      以下の以下の Java プロパティー設定が含まれます。プロパティー設定が含まれます。
     

class=org.apache.camel.component.file.remote.RemoteFileComponent

注記注記

       FTP コンポーネントのコンポーネントの Java プロパティーファイルは、プロパティーファイルは、JAR ファイルファイル camel-
ftp-Version.jar にすでに定義されています。にすでに定義されています。
      

38.3.2. コンポーネントの設定コンポーネントの設定

概要概要

      コンポーネントを追加する場合は、コンポーネントを追加する場合は、Apache Camel Spring 設定ファイル設定ファイル (META-
INF/spring/camel-context.xml) でコンポーネントを設定します。コンポーネントを見つけるために、でコンポーネントを設定します。コンポーネントを見つけるために、
コンポーネントのコンポーネントの URI 接頭辞は接頭辞は Spring 設定の設定の bean 要素の要素の ID 属性と照合されます。コンポーネント属性と照合されます。コンポーネント
接頭辞が接頭辞が bean 要素要素 ID と一致する場合、と一致する場合、Apache Camel は参照されたクラスをインスタンス化し、は参照されたクラスをインスタンス化し、
Spring 設定に指定されたプロパティーを注入します。設定に指定されたプロパティーを注入します。
     

注記注記

       このメカニズムは自動検出よりも優先されます。このメカニズムは自動検出よりも優先されます。CamelContext が必須が必須 ID でで 
Spring Bean を見つけた場合は、自動検出を使用したコンポーネントの検索は行われまを見つけた場合は、自動検出を使用したコンポーネントの検索は行われま
せん。せん。
      

コンポーネントクラスでコンポーネントクラスで Bean プロパティーを定義します。プロパティーを定義します。

       コンポーネントクラスに注入するプロパティーがある場合は、これをコンポーネントクラスに注入するプロパティーがある場合は、これを Bean プロパティーとして定プロパティーとして定
義します。以下に例を示します。義します。以下に例を示します。
     

public class CustomComponent extends
  DefaultComponent<CustomExchange> {
    ...
    PropType getProperty() { ... }
    void setProperty(PropType v) { ...  }
}

      getProperty() メソッドとメソッドと setProperty() メソッドは、メソッドは、プロパティープロパティー の値にアクセスします。の値にアクセスします。
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Spring のコンポーネントの設定のコンポーネントの設定

       Spring でコンポーネントを設定するには、でコンポーネントを設定するには、例例38.1「「Spring でのコンポーネントの設定」でのコンポーネントの設定」 にあるよにあるよ
うに設定ファイルうに設定ファイル META-INF/spring/camel-context.xml を編集します。を編集します。
     

例例38.1 Spring でのコンポーネントの設定でのコンポーネントの設定

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xsi:schemaLocation="
       http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd
       http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-
spring.xsd">

  <camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <package>RouteBuilderPackage</package>
  </camelContext>

  <bean id="component-prefix" class="component-class-name">
    <property name="property" value="propertyValue"/>
   </bean>
</beans>

      component-prefix のの ID が付いたが付いた bean 要素は要素は component-class-name コンポーネントを設定しコンポーネントを設定し
ます。ます。property 要素を使用して、プロパティーをコンポーネントインスタンスに注入することができ要素を使用して、プロパティーをコンポーネントインスタンスに注入することができ
ます。たとえば、前述の例のます。たとえば、前述の例の property 要素は、コンポーネントで要素は、コンポーネントで setProperty() を呼び出しを呼び出し
て、て、propertyValue の値をの値を property プロパティーに注入します。プロパティーに注入します。
     

例例

      例例38.2「「Spring JMS コンポーネントの設定」コンポーネントの設定」 は、は、ID がが jms と等しいと等しい bean 要素を定義して要素を定義して 
Apache Camel のの JMS コンポーネントを設定する方法の例を示しています。これらの設定はコンポーネントを設定する方法の例を示しています。これらの設定は Spring 
設定ファイル設定ファイル (camel-context.xml) に追加されます。に追加されます。
     

例例38.2 Spring JMS コンポーネントの設定コンポーネントの設定

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<beans xmlns="http://www.springframework.org/schema/beans"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
       xsi:schemaLocation="
       http://www.springframework.org/schema/beans 
http://www.springframework.org/schema/beans/spring-beans-2.0.xsd
       http://camel.apache.org/schema/spring http://camel.apache.org/schema/spring/camel-
spring.xsd">
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2

3

4

  <camelContext id="camel" xmlns="http://camel.apache.org/schema/spring">
    <package>org.apache.camel.example.spring</package> 1
  </camelContext>

  <bean id="jms" class="org.apache.camel.component.jms.JmsComponent"> 2
    <property name="connectionFactory" 3
       <bean class="org.apache.activemq.ActiveMQConnectionFactory">
         <property name="brokerURL"
                   value="vm://localhost?broker.persistent=false&amp;broker.useJmx=false"/> 4
       </bean>
    </property>
  </bean>
</beans>

 

        CamelContext は、指定されたは、指定された Java パッケージパッケージ (org.apache.camel.example.spring) にあにあ
るる RouteBuilder クラスを自動的にインスタンス化します。クラスを自動的にインスタンス化します。
       

 

        ID jms の付いたの付いた bean 要素は、要素は、JMS コンポーネントを設定します。コンポーネントを設定します。Bean ID は、コンポーネは、コンポーネ
ントのントの URI 接頭辞に対応します。たとえば、ルートが接頭辞に対応します。たとえば、ルートが URI でエンドポイントでエンドポイント (jms://MyQName) 
を指定する場合、を指定する場合、Apache Camel はは jms bean 要素の設定を使用して要素の設定を使用して JMS コンポーネントを自動コンポーネントを自動
的に読み込みます。的に読み込みます。
       

 

        JMS は、メッセージングサービスのラッパーです。は、メッセージングサービスのラッパーです。JmsComponent クラスにクラスに 
connectionFactory プロパティーを設定して、メッセージングシステムの具象実装を指定する必プロパティーを設定して、メッセージングシステムの具象実装を指定する必
要があります。要があります。
       

 

        この例では、この例では、JMS メッセージングサービスの具象実装はメッセージングサービスの具象実装は Apache ActiveMQ でで
す。す。brokerURL プロパティーは、メッセージブローカーがローカルのプロパティーは、メッセージブローカーがローカルの Java 仮想マシン仮想マシン (JVM) にに
組み込まれている組み込まれている ActiveMQ ブローカーインスタンスへの接続を初期化します。ブローカーがブローカーインスタンスへの接続を初期化します。ブローカーが 
JVM にない場合、にない場合、ActiveMQ はオプションはオプション broker.persistent=false (ブローカーはメッセージをブローカーはメッセージを
永続化しない永続化しない) およびおよび broker.useJmx=false (ブローカーはブローカーは JMX ポートを開かないポートを開かない) でインスタンでインスタン
ス化します。ス化します。
       

[2] 
           通常、タイムアウトの間隔はミリ秒単位で指定します。通常、タイムアウトの間隔はミリ秒単位で指定します。
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第第39章章 COMPONENT インターフェイスインターフェイス

概要概要

     本章では、本章では、Component インターフェイスの実装方法を説明します。インターフェイスの実装方法を説明します。
    

39.1. COMPONENT インターフェイスインターフェイス

概要概要

     Apache Camel コンポーネントを実装するには、コンポーネントを実装するには、org.apache.camel.Component インターフェイスインターフェイス
を実装する必要があります。を実装する必要があります。Component タイプのインスタンスは、カスタムコンポーネントへのエンタイプのインスタンスは、カスタムコンポーネントへのエン
トリーポイントを提供します。つまり、コンポーネントの他のオブジェクトはすべて、トリーポイントを提供します。つまり、コンポーネントの他のオブジェクトはすべて、Component イイ
ンスタンスから最終的にアクセスできます。ンスタンスから最終的にアクセスできます。図図39.1「コンポーネントの継承階層」「コンポーネントの継承階層」 は、は、Component 継継
承階層を設定する、関連のある承階層を設定する、関連のある Java インターフェイスとクラスを示しています。インターフェイスとクラスを示しています。
    

図図39.1 コンポーネントの継承階層コンポーネントの継承階層

Component インターフェイスインターフェイス

     例例39.1「「Component インターフェイス」インターフェイス」 は、は、org.apache.camel.Exchange インターフェースの定インターフェースの定
義を示しています。義を示しています。
    

例例39.1 Component インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;

public interface Component {
    CamelContext getCamelContext();
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    void setCamelContext(CamelContext context);

    Endpoint createEndpoint(String uri) throws Exception;
}

コンポーネントメソッドコンポーネントメソッド

      Component インターフェイスは以下のメソッドを定義します。インターフェイスは以下のメソッドを定義します。
    

       getCamelContext() およびおよび setCamelContext() - このコンポーネントが属するこのコンポーネントが属する 
CamelContext を参照します。を参照します。setCamelContext() メソッドは、メソッドは、CamelContext にコンポーネにコンポーネ
ントを追加すると自動的に呼び出されます。ントを追加すると自動的に呼び出されます。
      

       createEndpoint(): このコンポーネントのこのコンポーネントの Endpoint インスタンスを作成するために呼び出インスタンスを作成するために呼び出
されるファクトリーメソッド。されるファクトリーメソッド。uri パラメーターはエンドポイントの作成に必要な詳細が含まれパラメーターはエンドポイントの作成に必要な詳細が含まれ
るエンドポイントるエンドポイント URI です。です。
      

39.2. COMPONENT インターフェイスの実装インターフェイスの実装

DefaultComponent クラスクラス

     org.apache.camel.impl.DefaultComponent クラスを拡張して新しいコンポーネントを実装しまクラスを拡張して新しいコンポーネントを実装しま
す。これにより、一部のメソッドに標準機能とデフォルトの実装が提供されます。特す。これにより、一部のメソッドに標準機能とデフォルトの実装が提供されます。特
に、に、DefaultComponent クラスはクラスは URI 解析と解析と スケジュール済みエグゼキュータースケジュール済みエグゼキューター の作成をサポートしの作成をサポートし
ますます (スケジュールされたポーリングパターンに使用されますスケジュールされたポーリングパターンに使用されます)。。
    

URI の解析の解析

      ベースコンポーネントインターフェイスで定義されるベースコンポーネントインターフェイスで定義される createEndpoint(String uri) メソッドは、完メソッドは、完
全かつ解析されていないエンドポイント全かつ解析されていないエンドポイント URI を唯一の引数として取ります。一方、を唯一の引数として取ります。一方、DefaultComponent 
クラスは、以下の署名でクラスは、以下の署名で createEndpoint() メソッドのメソッドの 3 つの引数バージョンを定義します。つの引数バージョンを定義します。
    

protected abstract Endpoint createEndpoint(
    String uri,
    String remaining,
    Map parameters
)
throws Exception;

     uri は、元の解析されていないは、元の解析されていない URI です。です。remaining は、開始時にコンポーネント接頭辞を削除し、は、開始時にコンポーネント接頭辞を削除し、
最後のクエリーオプションを削除した後に残る最後のクエリーオプションを削除した後に残る URI の一部で、の一部で、parameters は解析されたクエリーオプは解析されたクエリーオプ
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ションが含まれます。ションが含まれます。createEndpoint() から継承時に上書きする必要があるのは、から継承時に上書きする必要があるのは、DefaultComponent 
メソッドのこのバージョンです。これには、エンドポイントメソッドのこのバージョンです。これには、エンドポイント URI がすでに解析されているという利点ががすでに解析されているという利点が
あります。あります。
    

     次の次の file コンポーネントのサンプルエンドポイントコンポーネントのサンプルエンドポイント URI は、は、URI 解析の仕組みを示しています。解析の仕組みを示しています。
    

file:///tmp/messages/foo?delete=true&moveNamePostfix=.old

     このこの URI では、引数がでは、引数が 3 つのバージョンのつのバージョンの createEndpoint() に以下の引数が渡されます。に以下の引数が渡されます。
    

引数引数 サンプル値サンプル値

uri file:///tmp/messages/foo?
delete=true&moveNamePostfix=.old

remaining /tmp/messages/foo

parameters 2 つのエントリーが java.util.Map に設定されていま
す。

パラメーター delete はブール値 true で
す。

パラメーター moveNamePostfix には、
文字列値 .old があります。

パラメーターの注入パラメーターの注入

      デフォルトでは、デフォルトでは、URI クエリーオプションから抽出されたパラメーターはエンドポイントのクエリーオプションから抽出されたパラメーターはエンドポイントの Bean 
プロパティーに注入されます。プロパティーに注入されます。DefaultComponent クラスは、ユーザーのパラメーターを自動的に注入クラスは、ユーザーのパラメーターを自動的に注入
します。します。
    

     たとえば、たとえば、2 つのつの URI クエリーオプションクエリーオプション (delete およびおよび moveNamePostfix) をサポートするカスをサポートするカス
タムエンドポイントを定義する場合などです。エンドポイントクラスで対応するタムエンドポイントを定義する場合などです。エンドポイントクラスで対応する Bean メソッドメソッド 
(getter とと setter) を定義するだけです。を定義するだけです。
    

public class FileEndpoint extends ScheduledPollEndpoint {
    ...
    public boolean isDelete() {
        return delete;
    }
    public void setDelete(boolean delete) {
        this.delete = delete;
    }
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    ...
    public String getMoveNamePostfix() {
        return moveNamePostfix;
    }
    public void setMoveNamePostfix(String moveNamePostfix) {
        this.moveNamePostfix = moveNamePostfix;
    }
}

     URI クエリーオプションをクエリーオプションを コンシューマーパラメーターコンシューマーパラメーター に注入することもできます。詳細は、に注入することもできます。詳細は、「コ「コ
ンシューマーパラメーターの注入」ンシューマーパラメーターの注入」 を参照してください。を参照してください。
    

エンドポイントパラメーター注入の無効化エンドポイントパラメーター注入の無効化

      Endpoint クラスにパラメーターが定義されていない場合は、エンドポイントパラメーターの注入をクラスにパラメーターが定義されていない場合は、エンドポイントパラメーターの注入を
無効にすることで、エンドポイント作成のプロセスを最適化できます。エンドポイントでパラメーター無効にすることで、エンドポイント作成のプロセスを最適化できます。エンドポイントでパラメーター
の注入を無効にするには、以下のようにの注入を無効にするには、以下のように useIntrospectionOnEndpoint() メソッドを上書きし、メソッドを上書きし、false 
を返すように実装します。を返すように実装します。
    

protected boolean useIntrospectionOnEndpoint() {
  return false;
}

注記注記

      useIntrospectionOnEndpoint() メソッドは、メソッドは、Consumer クラスで実行される可能性クラスで実行される可能性
のあるパラメーターの注入には影響のあるパラメーターの注入には影響しませんしません。このレベルのパラメーターの注入は。このレベルのパラメーターの注入は 
Endpoint.configureProperties() メソッドによって制御されますメソッドによって制御されます (「エンドポイントイン「エンドポイントイン
ターフェイスの実装」ターフェイスの実装」 を参照を参照)。。
     

スケジュール済みエグゼキューターサービススケジュール済みエグゼキューターサービス

     スケジュールされたエグゼキューターは、スケジュールされたポーリングパターンで使用されまスケジュールされたエグゼキューターは、スケジュールされたポーリングパターンで使用されま
す。ここでは、コンシューマーエンドポイントの定期的なポーリングを行いますす。ここでは、コンシューマーエンドポイントの定期的なポーリングを行います (スケジュール済みエスケジュール済みエ
グゼキューターは、実質的にスレッドプールの実装ですグゼキューターは、実質的にスレッドプールの実装です)。。
    

     スケジュールされたエグゼキューターサービスをインスタンス化するにスケジュールされたエグゼキューターサービスをインスタンス化するに
は、は、CamelContext.getExecutorServiceStrategy() メソッドによって返されるメソッドによって返される 
ExecutorServiceStrategy オブジェクトを使用します。オブジェクトを使用します。Apache Camel スレッドモデルの詳細は、スレッドモデルの詳細は、「ス「ス
レッドモデル」レッドモデル」 を参照してください。を参照してください。
    

注記注記
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注記注記

      Apache Camel 2.3 以前、以前、DefaultComponent クラスはスレッドプールインスタンスクラスはスレッドプールインスタンス
を作成するためのを作成するための getExecutorService() メソッドを提供していました。ただし、メソッドを提供していました。ただし、2.3 以以
降、スレッドプールの作成は降、スレッドプールの作成は ExecutorServiceStrategy オブジェクトによって集中管理オブジェクトによって集中管理
されるようになりました。されるようになりました。
     

URI の検証の検証

     エンドポイントインスタンスを作成する前にエンドポイントインスタンスを作成する前に URI を検証する場合は、以下の署名を持つを検証する場合は、以下の署名を持つ 
DefaultComponent クラスからクラスから validateURI() メソッドを上書きすることができます。メソッドを上書きすることができます。
    

protected void validateURI(String uri,
                           String path,
                           Map parameters)
   throws ResolveEndpointFailedException;

     提供された提供された URI に必要な形式がない場合は、に必要な形式がない場合は、validateURI() の実装によっての実装によって 
org.apache.camel.ResolveEndpointFailedException 例外が発生するはずです。例外が発生するはずです。
    

エンドポイントの作成エンドポイントの作成

     例例39.2「「createEndpoint() の実装」の実装」 では、オンデマンドでエンドポイントインスタンスを作成するでは、オンデマンドでエンドポイントインスタンスを作成する 
DefaultComponent.createEndpoint() メソッドの実装方法を概説します。メソッドの実装方法を概説します。
    

例例39.2 createEndpoint() の実装の実装

public class CustomComponent extends DefaultComponent { 1
    ...
    protected Endpoint createEndpoint(String uri, String remaining, Map parameters) throws 
Exception { 2
        CustomEndpoint result = new CustomEndpoint(uri, this); 3
        // ...
        return result;
    }
}

 

       CustomComponent は、は、DefaultComponent クラスを拡張することで定義されるカスタムコクラスを拡張することで定義されるカスタムコ
ンポーネントクラスの名前です。ンポーネントクラスの名前です。
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       コンストラクターを呼び出して、カスタムエンドポイントタイプのコンストラクターを呼び出して、カスタムエンドポイントタイプの CustomEndpoint のインのイン
スタンスを作成します。少なくとも、このコンストラクターは、元のスタンスを作成します。少なくとも、このコンストラクターは、元の URI 文字列文字列 uri のコピーのコピー
と、このコンポーネントインスタンスへの参照と、このコンポーネントインスタンスへの参照 this を取得します。を取得します。
      

例例

     例例39.3「「FileComponent 実装」実装」 は、は、FileComponent クラスの実装例を示しています。クラスの実装例を示しています。
    

例例39.3 FileComponent 実装実装

package org.apache.camel.component.file;

import org.apache.camel.CamelContext;
import org.apache.camel.Endpoint;
import org.apache.camel.impl.DefaultComponent;

import java.io.File;
import java.util.Map;

public class FileComponent extends DefaultComponent {
    public static final String HEADER_FILE_NAME = "org.apache.camel.file.name";

    public FileComponent() { 1
    }

    public FileComponent(CamelContext context) { 2
        super(context);
    }

    protected Endpoint createEndpoint(String uri, String remaining, Map parameters) throws 
Exception { 3
        File file = new File(remaining);
        FileEndpoint result = new FileEndpoint(file, uri, this);
        return result;
    }
}

 

       クラスの自動インスタンス化を容易にするために、コンポーネントクラスの引数なしコンストクラスの自動インスタンス化を容易にするために、コンポーネントクラスの引数なしコンスト
ラクターを常に定義します。ラクターを常に定義します。
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3  

       FileComponent.createEndpoint() メソッドの実装は、メソッドの実装は、例例39.2「「createEndpoint() の実装」の実装」 にに
記載のパターンに従います。実装により記載のパターンに従います。実装により FileEndpoint オブジェクトが作成されます。オブジェクトが作成されます。
      

SynchronizationRouteAware インターフェイスインターフェイス

     SynchronizationRouteAware インターフェイスを使用すると、エクスチェンジがルーティングされインターフェイスを使用すると、エクスチェンジがルーティングされ
る前および後にコールバックを指定できます。る前および後にコールバックを指定できます。
    

       onBeforeRoute: エクスチェンジが指定のルートによってルーティングされる前に呼び出エクスチェンジが指定のルートによってルーティングされる前に呼び出
されます。ただし、ルートの起動後にされます。ただし、ルートの起動後に SynchronizationRouteAware 実装を実装を UnitOfWork に追に追
加した場合、このコールバックは呼び出されないことがあります。加した場合、このコールバックは呼び出されないことがあります。
      

       onAfterRoute: エクスチェンジが指定のルートによってルーティングされた後に呼び出さエクスチェンジが指定のルートによってルーティングされた後に呼び出さ
れます。ただし、エクスチェンジが複数のルートでルーティングされる場合は、ルートごとにれます。ただし、エクスチェンジが複数のルートでルーティングされる場合は、ルートごとに
コールバックを生成します。コールバックを生成します。
      

       この呼び出しは、以下のコールバックの前に行われます。この呼び出しは、以下のコールバックの前に行われます。
      

a. 
         ルートのコンシューマーは、すべての応答を呼び出し元に書き込みますルートのコンシューマーは、すべての応答を呼び出し元に書き込みます (InOut モーモー
ドの場合ドの場合)。。
        

b. 
         UnitOfWork は、は、Synchronization.onComplete(org.apache.camel.Exchange) またまた
はは Synchronization.onFailure(org.apache.camel.Exchange) を呼び出すことで行われまを呼び出すことで行われま
す。す。
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第第40章章 ENDPOINT インターフェイスインターフェイス

概要概要

     本章では、本章では、Apache Camel コンポーネントの実装における必須ステップであるコンポーネントの実装における必須ステップである Endpoint インターインター
フェイスを実装する方法を説明します。フェイスを実装する方法を説明します。
    

40.1. ENDPOINT インターフェイスインターフェイス

概要概要

     org.apache.camel.Endpoint タイプのインスタンスはエンドポイントタイプのインスタンスはエンドポイント URI をカプセル化します。まをカプセル化します。ま
た、た、Consumer、、Producer、、Exchange オブジェクトのファクトリーとしても機能します。エンドポイオブジェクトのファクトリーとしても機能します。エンドポイ
ントを実装するには、以下のントを実装するには、以下の 3 つの方法があります。つの方法があります。
    

       イベント駆動型イベント駆動型
      

       スケジュールされたポーリングスケジュールされたポーリング
      

       ポーリングポーリング
      

     これらのエンドポイント実装パターンは、コンシューマーの実装に対応するパターンを補完しまこれらのエンドポイント実装パターンは、コンシューマーの実装に対応するパターンを補完しま
す。す。「「Consumer インターフェイスの実装」インターフェイスの実装」 を参照してください。を参照してください。
    

     図図40.1「コンシューマー継承階層」「コンシューマー継承階層」 は、は、Endpoint 継承階層を設定する、関連のある継承階層を設定する、関連のある Java インターインター
フェイスとクラスを示しています。フェイスとクラスを示しています。
    

図図40.1 コンシューマー継承階層コンシューマー継承階層
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図図40.1 コンシューマー継承階層コンシューマー継承階層

Endpoint インターフェイスインターフェイス

     例例40.1「「Endpoint インターフェイス」インターフェイス」 は、は、org.apache.camel.Exchange インターフェースの定義インターフェースの定義
を示しています。を示しています。
    

例例40.1 Endpoint インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;

public interface Endpoint {
    boolean isSingleton();

    String getEndpointUri();

    String getEndpointKey();

    CamelContext getCamelContext();
    void setCamelContext(CamelContext context);

    void configureProperties(Map options);
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    boolean isLenientProperties();

    Exchange createExchange();
    Exchange createExchange(ExchangePattern pattern);
    Exchange createExchange(Exchange exchange);

    Producer createProducer() throws Exception;

    Consumer createConsumer(Processor processor) throws Exception;
    PollingConsumer createPollingConsumer() throws Exception;
}

エンドポイントメソッドエンドポイントメソッド

     Endpoint インターフェイスは以下のメソッドを定義します。インターフェイスは以下のメソッドを定義します。
    

       isSingleton(): 各各 URI がが CamelContext 内の単一のエンドポイントにマップされるように内の単一のエンドポイントにマップされるように
保証する場合には、保証する場合には、true を返します。このプロパティーがを返します。このプロパティーが true の場合、ルート内の同一の場合、ルート内の同一 URI 
への複数の参照は常にへの複数の参照は常に 単一の単一の エンドポイントインスタンスを参照します。一方、このプロパエンドポイントインスタンスを参照します。一方、このプロパ
ティーがティーが false の場合、ルート内の同じの場合、ルート内の同じ URI への複数の参照はへの複数の参照は 個別の個別の エンドポイントインスタエンドポイントインスタ
ンスを参照します。ルートでンスを参照します。ルートで URI を参照するたびに、新しいエンドポイントインスタンスが作を参照するたびに、新しいエンドポイントインスタンスが作
成されます。成されます。
      

       getEndpointUri() : このエンドポイントのエンドポイントこのエンドポイントのエンドポイント URI を返します。を返します。
      

       getEndpointKey() − エンドポイントを登録する際エンドポイントを登録する際
に、に、org.apache.camel.spi.LifecycleStrategy によって使用されます。によって使用されます。
      

       getCamelContext(): このエンドポイントが属するこのエンドポイントが属する CamelContext インスタンスへの参照インスタンスへの参照
を返します。を返します。
      

       setCamelContext(): このエンドポイントが属するこのエンドポイントが属する CamelContext インスタンスへの参照をインスタンスへの参照を
返します。返します。
      

       configureProperties() : 新規に新規に Consumer インスタンスを作成する時にパラメーターの挿インスタンスを作成する時にパラメーターの挿
入に使用されるパラメーターマップのコピーを保存します。入に使用されるパラメーターマップのコピーを保存します。
      

       isLenientProperties(): true の場合はの場合は URI が不明なパラメーターを含むことができることが不明なパラメーターを含むことができること
を示しますを示します (つまり、エンドポイントまたはつまり、エンドポイントまたは Consumer クラスに注入できないパラメーターでクラスに注入できないパラメーターで
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すす)。通常、このメソッドは。通常、このメソッドは false を返すために実装する必要があります。を返すために実装する必要があります。
      

       createExchange(): 以下のバリアントを持つオーバーロードされたメソッド。以下のバリアントを持つオーバーロードされたメソッド。
      

         Exchange createExchange(): デフォルトの交換パターン設定を使用して、新規のエデフォルトの交換パターン設定を使用して、新規のエ
クスチェンジインスタンスを作成します。クスチェンジインスタンスを作成します。
        

         Exchange createExchange(ExchangePattern pattern) - 指定されたエクスチェンジ指定されたエクスチェンジ
パターンで新しいエクスチェンジインスタンスを作成します。パターンで新しいエクスチェンジインスタンスを作成します。
        

         Exchange createExchange(Exchange exchange) - 指定された指定された exchange 引数を、引数を、
このエンドポイントに必要なエクスチェンジのタイプに変換します。指定のエクスチェンこのエンドポイントに必要なエクスチェンジのタイプに変換します。指定のエクスチェン
ジがまだ正しいタイプでない場合、このメソッドはこれを正しいタイプの新規インスタンジがまだ正しいタイプでない場合、このメソッドはこれを正しいタイプの新規インスタン
スにコピーします。このメソッドのデフォルト実装はスにコピーします。このメソッドのデフォルト実装は DefaultEndpoint クラスにありまクラスにありま
す。す。
        

       createProducer(): 新しい新しい Producer インスタンスを作成するために使用されるファクトインスタンスを作成するために使用されるファクト
リーメソッド。リーメソッド。
      

       createConsumer(): イベント駆動型のコンシューマーインスタンスを新たに作成するためイベント駆動型のコンシューマーインスタンスを新たに作成するため
のファクトリーメソッド。のファクトリーメソッド。processor 引数は、ルートの最初のプロセッサーへの参照です。引数は、ルートの最初のプロセッサーへの参照です。
      

       createPollingConsumer(): 新しいポーリングコンシューマーインスタンスを作成するため新しいポーリングコンシューマーインスタンスを作成するため
のファクトリーメソッド。のファクトリーメソッド。
      

エンドポイントシングルトンエンドポイントシングルトン

     不要なオーバーヘッドを避けるために、同じ不要なオーバーヘッドを避けるために、同じ URI (CamelContext 内内) を持つすべてのエンドポインを持つすべてのエンドポイン
トにトに 単一単一 のエンドポイントインスタンスを作成することが推奨されます。のエンドポイントインスタンスを作成することが推奨されます。isSingleton() を実装してを実装して 
true を返すことにより、この条件を強制することができます。を返すことにより、この条件を強制することができます。
    

注記注記

      このコンテキストでは、このコンテキストでは、同じ同じ URI は文字列の等価を使用しては文字列の等価を使用して 2 つのつの URI が同じであが同じであ
ることを意味します。原則では、異なる文字列で表されますが、同等のることを意味します。原則では、異なる文字列で表されますが、同等の URI をを 2 つ持つつ持つ
ことができます。この場合、ことができます。この場合、URI は同じものとして処理されません。は同じものとして処理されません。
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40.2. エンドポイントインターフェイスの実装エンドポイントインターフェイスの実装

エンドポイントを実装する代替方法エンドポイントを実装する代替方法

     以下の代替エンドポイント実装パターンがサポートされます。以下の代替エンドポイント実装パターンがサポートされます。
    

       イベント駆動型のエンドポイント実装イベント駆動型のエンドポイント実装
      

       スケジュールされたポーリングエンドポイントの実装スケジュールされたポーリングエンドポイントの実装
      

       ポーリングエンドポイントの実装ポーリングエンドポイントの実装
      

イベント駆動型のエンドポイント実装イベント駆動型のエンドポイント実装

      カスタムエンドポイントがイベント駆動型のパターンカスタムエンドポイントがイベント駆動型のパターン (「コンシューマーパターンおよびスレッド」「コンシューマーパターンおよびスレッド」 
を参照を参照) に準拠する場合、に準拠する場合、例例40.2「「DefaultEndpoint の実装」の実装」 に示されているようにに示されているように 
org.apache.camel.impl.DefaultEndpoint 抽象クラスを拡張することで実装されます。抽象クラスを拡張することで実装されます。
    

例例40.2 DefaultEndpoint の実装の実装

import java.util.Map;
import java.util.concurrent.BlockingQueue;

import org.apache.camel.Component;
import org.apache.camel.Consumer;
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.Producer;
import org.apache.camel.impl.DefaultEndpoint;
import org.apache.camel.impl.DefaultExchange;

public class CustomEndpoint extends DefaultEndpoint { 1

    public CustomEndpoint(String endpointUri, Component component) { 2
        super(endpointUri, component);
        // Do any other initialization...
    }

    public Producer createProducer() throws Exception { 3
        return new CustomProducer(this);
    }

    public Consumer createConsumer(Processor processor) throws Exception { 4
        return new CustomConsumer(this, processor);
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4

5

    }

    public boolean isSingleton() {
        return true;
    }

    // Implement the following methods, only if you need to set exchange properties.
    //
    public Exchange createExchange() { 5
        return this.createExchange(getExchangePattern());
    }

    public Exchange createExchange(ExchangePattern pattern) {
        Exchange result = new DefaultExchange(getCamelContext(), pattern);
        // Set exchange properties
        ...
        return result;
    }
}

 

       DefaultEndpoint クラスを拡張して、イベント駆動型クラスを拡張して、イベント駆動型 CustomEndpoint カスタムエンドポイカスタムエンドポイ
ントを実装します。ントを実装します。
      

 

       エンドポイントエンドポイント URI のの endpointUri および親コンポーネントの参照および親コンポーネントの参照 component を引数としを引数とし
て取るコンストラクターが少なくともて取るコンストラクターが少なくとも 1 つ必要です。つ必要です。
      

 

       createProducer() ファクトリーメソッドを実装し、プロデューサーエンドポイントを作成しファクトリーメソッドを実装し、プロデューサーエンドポイントを作成し
ます。ます。
      

 

       createConsumer(): イベント駆動型のコンシューマーインスタンスを作成するためのファクイベント駆動型のコンシューマーインスタンスを作成するためのファク
トリーメソッド。トリーメソッド。
      

 

       通常、通常、createExchange() メソッドを上書きする必要はメソッドを上書きする必要は ありませんありません。。DefaultEndpoint から継から継
承された実装は、デフォルトで承された実装は、デフォルトで DefaultExchange オブジェクトを作成します。これは任意のオブジェクトを作成します。これは任意の 
Apache Camel コンポーネントで使用できます。ただし、コンポーネントで使用できます。ただし、DefaultExchange オブジェクトで一部オブジェクトで一部
のエクスチェンジプロパティーを初期化する必要がある場合は、エクスチェンジプロパティー設定のエクスチェンジプロパティーを初期化する必要がある場合は、エクスチェンジプロパティー設定
を追加するために、このを追加するために、この createExchange() メソッドを上書きすることが推奨されます。メソッドを上書きすることが推奨されます。
      

重要重要
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重要重要

      createPollingConsumer() メソッドをオーバーライドメソッドをオーバーライド しないでくださいしないでください。。
     

     DefaultEndpoint クラスは、以下のメソッドのデフォルト実装を提供します。これは、カスタムエクラスは、以下のメソッドのデフォルト実装を提供します。これは、カスタムエ
ンドポイントコードを書き込む際に役立つ場合があります。ンドポイントコードを書き込む際に役立つ場合があります。
    

       getEndpointUri(): エンドポイントエンドポイント URI を返します。を返します。
      

       getCamelContext(): CamelContext への参照を返します。への参照を返します。
      

       getComponent(): 親コンポーネントへの参照を返します。親コンポーネントへの参照を返します。
      

       createPollingConsumer(): ポーリングコンシューマーを作成します。作成されたポーリンポーリングコンシューマーを作成します。作成されたポーリン
グコンシューマーの機能は、イベント駆動型のコンシューマーに基づいています。イベント駆グコンシューマーの機能は、イベント駆動型のコンシューマーに基づいています。イベント駆
動型のコンシューマーメソッド動型のコンシューマーメソッド createConsumer （）（） を上書きすると、無料のポーリングコを上書きすると、無料のポーリングコ
ンシューマー実装が得られます。ンシューマー実装が得られます。
      

       createExchange(Exchange e): 指定のエクスチェンジオブジェクト指定のエクスチェンジオブジェクト e を、このエンドポイを、このエンドポイ
ントに必要な型に変換します。このメソッドは、上書きされたントに必要な型に変換します。このメソッドは、上書きされた createExchange() エンドポイエンドポイ
ントを使用して、新しいエンドポイントを作成します。これにより、メソッドがカスタムのエントを使用して、新しいエンドポイントを作成します。これにより、メソッドがカスタムのエ
クスチェンジタイプでも機能するようになります。クスチェンジタイプでも機能するようになります。
      

スケジュールされたポーリングエンドポイントの実装スケジュールされたポーリングエンドポイントの実装

      カスタムエンドポイントがスケジュールされたポーリングパターンカスタムエンドポイントがスケジュールされたポーリングパターン (「コンシューマーパターンおよ「コンシューマーパターンおよ
びスレッド」びスレッド」 を参照を参照) に準拠する場合、に準拠する場合、例例40.3「「ScheduledPollEndpoint 実装」実装」 に示されているに示されている 
org.apache.camel.impl.ScheduledPollEndpoint の抽象クラスから継承して実装されます。の抽象クラスから継承して実装されます。
    

例例40.3 ScheduledPollEndpoint 実装実装

import org.apache.camel.Consumer;
import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.Producer;
import org.apache.camel.ExchangePattern;
import org.apache.camel.Message;
import org.apache.camel.impl.ScheduledPollEndpoint;

public class CustomEndpoint extends ScheduledPollEndpoint {  1
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    protected CustomEndpoint(String endpointUri, CustomComponent component) { 2
        super(endpointUri, component);
        // Do any other initialization...
    }

    public Producer createProducer() throws Exception { 3
        Producer result = new CustomProducer(this);
        return result;
    }

    public Consumer createConsumer(Processor processor) throws Exception { 4
        Consumer result = new CustomConsumer(this, processor);
        configureConsumer(result); 5
        return result;
    }

    public boolean isSingleton() {
        return true;
    }

    // Implement the following methods, only if you need to set exchange properties.
    //
    public Exchange createExchange() { 6
        return this.createExchange(getExchangePattern());
    }

    public Exchange createExchange(ExchangePattern pattern) {
        Exchange result = new DefaultExchange(getCamelContext(), pattern);
        // Set exchange properties
        ...
        return result;
    }
}

 

       ScheduledPollEndpoint クラスを拡張して、スケジュールされたポーリングのカスタムエンクラスを拡張して、スケジュールされたポーリングのカスタムエン
ドポイントドポイント CustomEndpoint を実装します。を実装します。
      

 

       エンドポイントエンドポイント URI のの endpointUri および親コンポーネントの参照および親コンポーネントの参照 component を引数としを引数とし
て取るコンストラクターが少なくともて取るコンストラクターが少なくとも 1 つ必要です。つ必要です。
      

 

       createProducer() ファクトリーメソッドを実装し、プロデューサーエンドポイントを作成しファクトリーメソッドを実装し、プロデューサーエンドポイントを作成し
ます。ます。
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5

6

 

       ScheduledPollEndpoint ベースクラスで定義されるベースクラスで定義される configureConsumer() メソッドは、コメソッドは、コ
ンシューマークエリーオプションをコンシューマーに注入します。ンシューマークエリーオプションをコンシューマーに注入します。「コンシューマーパラメーター「コンシューマーパラメーター
の注入」の注入」を参照してください。を参照してください。
      

 

       通常、通常、createExchange() メソッドを上書きする必要はメソッドを上書きする必要は ありませんありません。。DefaultEndpoint から継から継
承された実装は、デフォルトで承された実装は、デフォルトで DefaultExchange オブジェクトを作成します。これは任意のオブジェクトを作成します。これは任意の 
Apache Camel コンポーネントで使用できます。ただし、コンポーネントで使用できます。ただし、DefaultExchange オブジェクトで一部オブジェクトで一部
のエクスチェンジプロパティーを初期化する必要がある場合は、エクスチェンジプロパティー設定のエクスチェンジプロパティーを初期化する必要がある場合は、エクスチェンジプロパティー設定
を追加するために、このを追加するために、この createExchange() メソッドを上書きすることが推奨されます。メソッドを上書きすることが推奨されます。
      

重要重要

      createPollingConsumer() メソッドをオーバーライドメソッドをオーバーライド しないでくださいしないでください。。
     

ポーリングエンドポイントの実装ポーリングエンドポイントの実装

     カスタムエンドポイントがポーリングコンシューマーパターンカスタムエンドポイントがポーリングコンシューマーパターン (「コンシューマーパターンおよびス「コンシューマーパターンおよびス
レッド」レッド」 を参照を参照) に準拠する場合、に準拠する場合、例例40.4「「DefaultPollingEndpoint 実装」実装」 に示されているに示されている 
org.apache.camel.impl.DefaultPollingEndpoint の抽象クラスから継承して実装されます。の抽象クラスから継承して実装されます。
    

例例40.4 DefaultPollingEndpoint 実装実装

import org.apache.camel.Consumer;
import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.Producer;
import org.apache.camel.ExchangePattern;
import org.apache.camel.Message;
import org.apache.camel.impl.DefaultPollingEndpoint;

public class CustomEndpoint extends DefaultPollingEndpoint {
    ...
    public PollingConsumer createPollingConsumer() throws Exception {
        PollingConsumer result = new CustomConsumer(this);
        configureConsumer(result);
        return result;
    }

    // Do NOT implement createConsumer(). It is already implemented in DefaultPollingEndpoint.
    ...
}
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     このこの CustomEndpoint クラスはポーリングエンドポイントであるため、クラスはポーリングエンドポイントであるため、createConsumer() メソッメソッ
ドの代わりにドの代わりに createPollingConsumer() メソッドを実装する必要がありまメソッドを実装する必要がありま
す。す。createPollingConsumer() から返されるコンシューマーインスタンスは、から返されるコンシューマーインスタンスは、PolingConsumer インイン
ターフェイスから継承する必要があります。ポーリングコンシューマーの実装方法は、ターフェイスから継承する必要があります。ポーリングコンシューマーの実装方法は、「ポーリングコ「ポーリングコ
ンシューマーの実装」ンシューマーの実装」 を参照してください。を参照してください。
    

     createPollingConsumer() メソッドの実装以外に、メソッドの実装以外に、DefaultPollingEndpoint を実装する手順を実装する手順
は、は、ScheduledPollEndpoint を実装する手順と似ています。詳細は、を実装する手順と似ています。詳細は、例例
40.3「「ScheduledPollEndpoint 実装」実装」 を参照してください。を参照してください。
    

BrowsableEndpoint インターフェイスの実装インターフェイスの実装

     現在のエンドポイントで保留中のエクスチェンジインスタンスの一覧を公開する場合は、現在のエンドポイントで保留中のエクスチェンジインスタンスの一覧を公開する場合は、例例
40.5「「BrowsableEndpoint インターフェイス」インターフェイス」  に示されているようにに示されているように 
org.apache.camel.spi.BrowsableEndpoint インターフェースを実装することができます。エンドポイインターフェースを実装することができます。エンドポイ
ントが受信イベントのバッファー処理を実行する場合は、このインターフェイスを実装することが理にントが受信イベントのバッファー処理を実行する場合は、このインターフェイスを実装することが理に
かなっています。たとえば、かなっています。たとえば、Apache Camel SEDA エンドポイントはエンドポイントは BrowsableEndpoint インターインター
フェースを実装します。フェースを実装します。例例40.6「「SedaEndpoint 実装」実装」 を参照してください。を参照してください。
    

例例40.5 BrowsableEndpoint インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel.spi;

import java.util.List;

import org.apache.camel.Endpoint;
import org.apache.camel.Exchange;

public interface BrowsableEndpoint extends Endpoint {
    List<Exchange> getExchanges();
}

例例

     例例40.6「「SedaEndpoint 実装」実装」 は、は、SedaEndpoint の実装例を示しています。の実装例を示しています。SEDA エンドポインエンドポイン
トは、トは、イベント駆動型のエンドポイントイベント駆動型のエンドポイント の例です。受信イベントはの例です。受信イベントは FIFO キューキュー 
(java.util.concurrent.BlockingQueue のインスタンスのインスタンス) に格納され、に格納され、SEDA コンシューマーは、イベンコンシューマーは、イベン
トの読み取りおよび処理のためにスレッドを起動します。イベント自体はトの読み取りおよび処理のためにスレッドを起動します。イベント自体は 
org.apache.camel.Exchange オブジェクトによって表されます。オブジェクトによって表されます。
    

例例40.6 SedaEndpoint 実装実装

package org.apache.camel.component.seda;

import java.util.ArrayList;
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1

import java.util.List;
import java.util.Map;
import java.util.concurrent.BlockingQueue;

import org.apache.camel.Component;
import org.apache.camel.Consumer;
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.Producer;
import org.apache.camel.impl.DefaultEndpoint;
import org.apache.camel.spi.BrowsableEndpoint;

public class SedaEndpoint extends DefaultEndpoint implements BrowsableEndpoint { 1
    private BlockingQueue<Exchange> queue;

    public SedaEndpoint(String endpointUri, Component component, BlockingQueue<Exchange> 
queue) { 2
        super(endpointUri, component);
        this.queue = queue;
    }

    public SedaEndpoint(String uri, SedaComponent component, Map parameters) { 3
        this(uri, component, component.createQueue(uri, parameters));
    }

    public Producer createProducer() throws Exception { 4
        return new CollectionProducer(this, getQueue());
    }

    public Consumer createConsumer(Processor processor) throws Exception { 5
        return new SedaConsumer(this, processor);
    }

    public BlockingQueue<Exchange> getQueue() { 6
        return queue;
    }

    public boolean isSingleton() { 7
        return true;
    }

    public List<Exchange> getExchanges() { 8
        return new ArrayList<Exchange> getQueue());
    }
}

 

       SedaEndpoint クラスは、クラスは、DefaultEndpoint クラスを拡張してイベント駆動型のエンドポインクラスを拡張してイベント駆動型のエンドポイン
トを実装するパターンに従います。このトを実装するパターンに従います。この SedaEndpoint クラスは、キュー内のエクスチェンジオクラスは、キュー内のエクスチェンジオ
ブジェクトの一覧へのアクセスを提供するブジェクトの一覧へのアクセスを提供する BrowsableEndpoint インターフェイスも実装します。インターフェイスも実装します。
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2

3

4

5

6

7

8

 

       SedaEndpoint はイベント駆動型のコンシューマーの通常のパターンに従い、エンドポイントはイベント駆動型のコンシューマーの通常のパターンに従い、エンドポイント
引数引数 endpointUri およびコンポーネント参照引数およびコンポーネント参照引数 component を使用するコンストラクターを定を使用するコンストラクターを定
義します。義します。
      

 

       もうもう 1 つのコンストラクターが提供され、キューの作成を親コンポーネントインスタンスに委つのコンストラクターが提供され、キューの作成を親コンポーネントインスタンスに委
譲します。譲します。
      

 

       ファクトリーメソッドファクトリーメソッド createProducer() は、イベントをキューに追加するプロデューサーのは、イベントをキューに追加するプロデューサーの
実装である実装である CollectionProducer のインスタンスを作成します。のインスタンスを作成します。
      

 

       ファクトリーメソッドファクトリーメソッド createConsumer() は、は、SedaConsumer のインスタンスを作成しまのインスタンスを作成しま
す。これはキューからイベントをプルし、それらを処理します。す。これはキューからイベントをプルし、それらを処理します。
      

 

       getQueue() メソッドはキューへの参照を返します。メソッドはキューへの参照を返します。
      

 

       isSingleton() メソッドはメソッドは true を返します。これは、一意のを返します。これは、一意の URI 文字列ごとに単一のエンドポ文字列ごとに単一のエンドポ
イントインスタンスを作成する必要があることを示します。イントインスタンスを作成する必要があることを示します。
      

 

       このこの getExchanges() メソッドは、対応するメソッドは、対応する BrowsableEndpoint からの抽象メソッドを実装からの抽象メソッドを実装
します。します。
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第第41章章 CONSUMER インターフェイスインターフェイス

概要概要

     本章では、本章では、Apache Camel コンポーネントの実装における必須ステップであるコンポーネントの実装における必須ステップである Consumer インターインター
フェイスを実装する方法を説明します。フェイスを実装する方法を説明します。
    

41.1. CONSUMER インターフェイスインターフェイス

概要概要

     org.apache.camel.Consumer タイプのインスタンスは、ルートのソースエンドポイントを表しまタイプのインスタンスは、ルートのソースエンドポイントを表しま
す。コンシューマーの実装方法がいくつかありますす。コンシューマーの実装方法がいくつかあります (「コンシューマーパターンおよびスレッド」「コンシューマーパターンおよびスレッド」 を参を参
照照)。このレベルの柔軟性は継承階層。このレベルの柔軟性は継承階層 (図図41.1「コンシューマー継承階層」「コンシューマー継承階層」 を参照を参照) に反映されます。こに反映されます。こ
れには、コンシューマーを実装するための複数の異なるベースクラスが含まれます。れには、コンシューマーを実装するための複数の異なるベースクラスが含まれます。
    

図図41.1 コンシューマー継承階層コンシューマー継承階層

コンシューマーパラメーターの注入コンシューマーパラメーターの注入

     Apache Camel は、スケジュールされたポーリングパターンは、スケジュールされたポーリングパターン (「スケジュールされたポーリングパ「スケジュールされたポーリングパ
ターン」ターン」 を参照を参照) を使用しているコンシューマーの場合、パラメーターをコンシューマーインスタンスを使用しているコンシューマーの場合、パラメーターをコンシューマーインスタンス
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に注入するサポートを提供します。たとえば、に注入するサポートを提供します。たとえば、custom 接頭辞で識別されるコンポーネントの以下のエ接頭辞で識別されるコンポーネントの以下のエ
ンドポイントンドポイント URI について考えてみましょう。について考えてみましょう。
    

custom:destination?consumer.myConsumerParam

     Apache Camel は、フォームのクエリーオプションは、フォームのクエリーオプション consumer.\* を自動的に注入するためのサポーを自動的に注入するためのサポー
トを提供します。トを提供します。consumer.myConsumerParam パラメーターには、以下のようにパラメーターには、以下のように Consumer 実装ク実装ク
ラスで対応するラスで対応する setter メソッドとメソッドと getter メソッドを定義する必要があります。メソッドを定義する必要があります。
    

public class CustomConsumer extends ScheduledPollConsumer {
    ...
    String getMyConsumerParam() { ... }
    void setMyConsumerParam(String s) { ... }
    ...
}

     getter およびおよび setter メソッドは、通常のメソッドは、通常の Java Bean の命名規則に従いますの命名規則に従います (プロパティー名の最初プロパティー名の最初
の文字を大文字にすることも含むの文字を大文字にすることも含む)。。
    

     Consumer 実装で実装で Bean メソッドを定義する他に、メソッドを定義する他に、Endpoint.createConsumer （）の実装で（）の実装で 
configureConsumer （）（） メソッドを呼び出す必要もあります。メソッドを呼び出す必要もあります。「スケジュールされたポーリングエン「スケジュールされたポーリングエン
ドポイントの実装」ドポイントの実装」を参照してください。を参照してください。例例41.1「「FileEndpoint createConsumer () 実装」実装」 は、ファは、ファ
イルコンポーネントのイルコンポーネントの FileEndpoint クラスから取得したクラスから取得した createConsumer() メソッド実装の例を示しメソッド実装の例を示し
ています。ています。
    

例例41.1 FileEndpoint createConsumer () 実装実装

...
public class FileEndpoint extends ScheduledPollEndpoint {
    ...
    public Consumer createConsumer(Processor processor) throws Exception {
        Consumer result = new FileConsumer(this, processor);
        configureConsumer(result);
        return result;
    }
    ...
    }

     ランタイム時に、コンシューマーパラメーターの注入は以下のようになります。ランタイム時に、コンシューマーパラメーターの注入は以下のようになります。
    

1. 
       エンドポイントが作成されると、エンドポイントが作成されると、DefaultComponent.createEndpoint(String uri) のデのデ
フォルトの実装はフォルトの実装は URI を解析してコンシューマーパラメーターを抽出し、を解析してコンシューマーパラメーターを抽出し、 
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ScheduledPollEndpoint.configureProperties() を呼び出してエンドポイントインスタンスにを呼び出してエンドポイントインスタンスに
保存します。保存します。
      

2. 
       createConsumer() が呼び出されると、メソッド実装はが呼び出されると、メソッド実装は configureConsumer() を呼び出を呼び出
し、コンシューマーパラメーターを注入しますし、コンシューマーパラメーターを注入します (例例41.1「「FileEndpoint createConsumer () 実実
装」装」 を参照を参照)。。
      

3. 
       configureConsumer() メソッドはメソッドは Java のリフレクションを使用して、のリフレクションを使用して、consumer. 接頭辞接頭辞
を削除にした後に関連するオプションと一致する名前を持つを削除にした後に関連するオプションと一致する名前を持つ setter メソッドを呼び出します。メソッドを呼び出します。
      

スケジュールされたポーリングパラメータースケジュールされたポーリングパラメーター

     スケジュールされたポーリングパターンに続くコンシューマーは、スケジュールされたポーリングパターンに続くコンシューマーは、表表41.1「スケジュールされたポー「スケジュールされたポー
リングパラメーター」リングパラメーター」 に記載されているコンシューマーパラメーターを自動的にサポートしますに記載されているコンシューマーパラメーターを自動的にサポートします (エンエン
ドポイントドポイント URI のクエリーオプションとして表示されますのクエリーオプションとして表示されます)。。
    

表表41.1 スケジュールされたポーリングパラメータースケジュールされたポーリングパラメーター

名前名前 デフォルトデフォルト 説明説明

initialDelay 1000 最初のポーリングの前の遅延 (ミ
リ秒単位)。

delay 500 useFixedDelay フラグの値に
よって異なります (時間単位はミ
リ秒)。

useFixedDelay false false の場合は delay パラメー
ターはポーリング期間として解釈
されます。ポーリングは 
initialDelay、initialDelay+del
ay、initialDelay+2\*delay など
で行われます。

true の場合は、delay パラメー
ターは前の実行から次の実行まで
に経過した時間として解釈されま
す。ポーリングは 
initialDelay、initialDelay+
[ProcessingTime]+delay など
で行われます。ProcessingTime
は、現在のスレッドでエクスチェ
ンジオブジェクトを処理するのに
かかった時間です。

イベント駆動型のコンシューマーとポーリングコンシューマー間の変換イベント駆動型のコンシューマーとポーリングコンシューマー間の変換
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     Apache Camel は、イベント駆動型のコンシューマーとポーリングコンシューマー間の変換に使用は、イベント駆動型のコンシューマーとポーリングコンシューマー間の変換に使用
できるできる 2 つの特殊なコンシューマー実装を提供します。以下の変換クラスが提供されます。つの特殊なコンシューマー実装を提供します。以下の変換クラスが提供されます。
    

       org.apache.camel.impl.EventDrivenPollingConsumer: イベント駆動型コンシューマーイベント駆動型コンシューマー
をポーリングコンシューマーインスタンスに変換します。をポーリングコンシューマーインスタンスに変換します。
      

       org.apache.camel.impl.DefaultScheduledPollConsumer: ポーリングコンシューマーをポーリングコンシューマーを
イベント駆動型コンシューマーインスタンスに変換します。イベント駆動型コンシューマーインスタンスに変換します。
      

     実際には、これらのクラスを使用して実際には、これらのクラスを使用して Endpoint タイプの実装タスクを単純化します。タイプの実装タスクを単純化します。Endpoint イイ
ンターフェイスは、コンシューマーインスタンスを作成するための以下のンターフェイスは、コンシューマーインスタンスを作成するための以下の 2 つのメソッドを定義しまつのメソッドを定義しま
す。す。
    

package org.apache.camel;

public interface Endpoint {
    ...
    Consumer createConsumer(Processor processor) throws Exception;
    PollingConsumer createPollingConsumer() throws Exception;
}

     createConsumer() はイベント駆動型のコンシューマーを返し、はイベント駆動型のコンシューマーを返し、createPollingConsumer() はポーはポー
リングコンシューマーを返します。これらのメソッドはリングコンシューマーを返します。これらのメソッドは 1 つのみ実装します。たとえば、コンシューつのみ実装します。たとえば、コンシュー
マーのイベント駆動型パターンに従っマーのイベント駆動型パターンに従っ ている場合は、単に例外を発生させるている場合は、単に例外を発生させる createConsumer （）（） メメ
ソッドを実装し、ソッドを実装し、createConsumer ( )メソッドを実装します。ただし、変換クラスを利用してメソッドを実装します。ただし、変換クラスを利用して Apache 
Camel はより有用なデフォルト実装を提供できます。はより有用なデフォルト実装を提供できます。
    

     たとえば、イベント駆動のパターンに従ってコンシューマーを実装する場合は、たとえば、イベント駆動のパターンに従ってコンシューマーを実装する場合は、DefaultEndpoint 
を拡張し、を拡張し、createConsumer() メソッドを実装してエンドポイントを実装しまメソッドを実装してエンドポイントを実装しま
す。す。createPollingConsumer() の実装は、以下のように定義されるの実装は、以下のように定義される DefaultEndpoint から継承されまから継承されま
す。す。
    

public PollingConsumer<E> createPollingConsumer() throws Exception {
    return new EventDrivenPollingConsumer<E>(this);
}

     EventDrivenPollingConsumer コンストラクターはイベント駆動のコンシューマーへの参照コンストラクターはイベント駆動のコンシューマーへの参照 this をを
取得し、効果的にラップし、ポーリングコンシューマーに変換します。変換を実装するに取得し、効果的にラップし、ポーリングコンシューマーに変換します。変換を実装するに
は、は、EventDrivenPollingConsumer インスタンスは受信イベントをバッファーインスタンスは受信イベントをバッファー
し、し、receive()、、receive(long timeout)、および、および receiveNoWait() メソッドを介してオンデマンドで利用メソッドを介してオンデマンドで利用
できるようにします。できるようにします。
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     同様に、ポーリングパターンに従ってコンシューマーを実装する場合は、同様に、ポーリングパターンに従ってコンシューマーを実装する場合は、DefaultPollingEndpoint 
を拡張し、を拡張し、createPollingConsumer() メソッドを実装してエンドポイントを実装します。この場メソッドを実装してエンドポイントを実装します。この場
合、合、createConsumer() メソッドの実装はメソッドの実装は DefaultPollingEndpoint から継承され、デフォルトの実装から継承され、デフォルトの実装
はは DefaultScheduledPollConsumer インスタンスインスタンス (ポーリングコンシューマーをイベント駆動型のコポーリングコンシューマーをイベント駆動型のコ
ンシューマーに変換ンシューマーに変換) を返します。を返します。
    

ShutdownPrepared インターフェイスインターフェイス

     コンシューマークラスはオプションでコンシューマークラスはオプションで org.apache.camel.spi.ShutdownPrepared インターフェイインターフェイ
スを実装できます。これにより、カスタムコンシューマーエンドポイントがシャットダウン通知を受けスを実装できます。これにより、カスタムコンシューマーエンドポイントがシャットダウン通知を受け
取ることができます。取ることができます。
    

     例例41.2「「ShutdownPrepared インターフェイス」インターフェイス」 は、は、ShutdownPrepared インターフェイスの定インターフェイスの定
義を示しています。義を示しています。
    

例例41.2 ShutdownPrepared インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel.spi;

public interface ShutdownPrepared {

    void prepareShutdown(boolean forced);

}

     ShutdownPrepared インターフェイスは以下のメソッドを定義します。インターフェイスは以下のメソッドを定義します。
    

prepareShutdown

        以下のように、以下のように、1 またはまたは 2 フェーズでコンシューマーエンドポイントをシャットダウンするたフェーズでコンシューマーエンドポイントをシャットダウンするた
めの通知を受信します。めの通知を受信します。
       

a. 
          正常なシャットダウン正常なシャットダウン: forced 引数に引数に false の値がある場合。リソースを正常にクの値がある場合。リソースを正常にク
リーンアップしようとします。たとえば、スレッドを正常に停止することによりクリーンリーンアップしようとします。たとえば、スレッドを正常に停止することによりクリーン
アップします。アップします。
         

b. 
          Forced shutdown- forced 引数には、値引数には、値 true があります。これは、シャットダウンがあります。これは、シャットダウン
がタイムアウトしたことを意味するため、リソースをより積極的にクリーンアップする必要がタイムアウトしたことを意味するため、リソースをより積極的にクリーンアップする必要
があります。これは、プロセスが終了する前にリソースをクリーンアップする最後の契機とがあります。これは、プロセスが終了する前にリソースをクリーンアップする最後の契機と
なります。なります。
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ShutdownAware インターフェイスインターフェイス

     コンシューマークラスはオプションでコンシューマークラスはオプションで org.apache.camel.spi.ShutdownAware インターフェイスをインターフェイスを
実装できます。このインターフェイスは、正常なシャットダウンメカニズムと対話し、コンシューマー実装できます。このインターフェイスは、正常なシャットダウンメカニズムと対話し、コンシューマー
がシャットダウンするための追加の時間を要求できるようにします。これは通常、内部キューに保留中がシャットダウンするための追加の時間を要求できるようにします。これは通常、内部キューに保留中
のエクスチェンジを保存できるのエクスチェンジを保存できる SEDA などのコンポーネントに必要です。通常、などのコンポーネントに必要です。通常、SEDA コンシューコンシュー
マーをシャットダウンする前にキューのすべてのエクスチェンジを処理します。マーをシャットダウンする前にキューのすべてのエクスチェンジを処理します。
    

     例例41.3「「ShutdownAware インターフェイス」インターフェイス」  は、は、ShutdownAware インターフェイスの定義を示インターフェイスの定義を示
しています。しています。
    

例例41.3 ShutdownAware インターフェイスインターフェイス

// Java
package org.apache.camel.spi;

import org.apache.camel.ShutdownRunningTask;

public interface ShutdownAware extends ShutdownPrepared {

    boolean deferShutdown(ShutdownRunningTask shutdownRunningTask);

    int getPendingExchangesSize();
}

     ShutdownAware インターフェイスは以下のメソッドを定義します。インターフェイスは以下のメソッドを定義します。
    

deferShutdown

        コンシューマーのシャットダウンを遅延させる場合は、このメソッドからコンシューマーのシャットダウンを遅延させる場合は、このメソッドから true を返しまを返しま
す。す。shutdownRunningTask 引数は引数は enum で、以下のいずれかの値を取ることができます。で、以下のいずれかの値を取ることができます。
       

          ShutdownRunningTask.CompleteCurrentTaskOnly: コンシューマーのスレッドコンシューマーのスレッド
プールによって現在処理されているエクスチェンジの処理を終了しますが、それ以上のエクプールによって現在処理されているエクスチェンジの処理を終了しますが、それ以上のエク
スチェンジの処理は試みません。スチェンジの処理は試みません。
         

          ShutdownRunningTask.CompleteAllTasks- 保留中のエクスチェンジ保留中のエクスチェンジすべてすべてを処理を処理
します。たとえば、します。たとえば、SEDA コンポーネントの場合、コンシューマーは受信キューからすべてコンポーネントの場合、コンシューマーは受信キューからすべて
のエクスチェンジを処理します。のエクスチェンジを処理します。
         

getPendingExchangesSize
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        コンシューマーによって処理されるエクスチェンジの数を示します。値をゼロにすると、処理コンシューマーによって処理されるエクスチェンジの数を示します。値をゼロにすると、処理
が完了し、コンシューマーをシャットダウンできます。が完了し、コンシューマーをシャットダウンできます。
       

     ShutdownAware メソッドを定義する方法の例は、メソッドを定義する方法の例は、例例41.7「カスタムスレッド実装」「カスタムスレッド実装」 を参照してくを参照してく
ださい。ださい。
    

41.2. CONSUMER インターフェイスの実装インターフェイスの実装

コンシューマーを実装する代替方法コンシューマーを実装する代替方法

     コンシューマーは以下のいずれかの方法で実装できます。コンシューマーは以下のいずれかの方法で実装できます。
    

       イベント駆動型のコンシューマーの実装イベント駆動型のコンシューマーの実装
      

       スケジュールされたポーリングコンシューマーの実装スケジュールされたポーリングコンシューマーの実装
      

       ポーリングコンシューマーの実装ポーリングコンシューマーの実装
      

       カスタムスレッドの実装カスタムスレッドの実装
      

イベント駆動型のコンシューマーの実装イベント駆動型のコンシューマーの実装

     イベント駆動型のコンシューマーでは、処理は外部イベントによって明示的に実行されます。イベイベント駆動型のコンシューマーでは、処理は外部イベントによって明示的に実行されます。イベ
ントは、リスナーインターフェイスが特定のイベントソースに固有であるントは、リスナーインターフェイスが特定のイベントソースに固有である event-listener インターフェインターフェ
イスを介して受信されます。イスを介して受信されます。
    

     例例41.4「「JMXConsumer 実装」実装」 は、は、Apache Camel JMX コンポーネント実装から取得したコンポーネント実装から取得した 
JMXConsumer クラスの実装を示しています。クラスの実装を示しています。JMXConsumer クラスはイベント駆動型のコンシュークラスはイベント駆動型のコンシュー
マーの例で、マーの例で、org.apache.camel.impl.DefaultConsumer クラスから継承されることで実装されます。クラスから継承されることで実装されます。
このこの JMXConsumer 例では、イベントは例では、イベントは NotificationListener.handleNotification() メソッドの呼び出メソッドの呼び出
しによって表されます。これはしによって表されます。これは JMX イベントを受信する標準的な方法です。これらのイベントを受信する標準的な方法です。これらの JMX イベントをイベントを
受信するには、受信するには、例例41.4「「JMXConsumer 実装」実装」 にあるようににあるように NotificationListener インターフェイスインターフェイス
を実装し、を実装し、handleNotification() メソッドを上書きする必要があります。メソッドを上書きする必要があります。
    

例例41.4 JMXConsumer 実装実装

package org.apache.camel.component.jmx;
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import javax.management.Notification;
import javax.management.NotificationListener;
import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.impl.DefaultConsumer;

public class JMXConsumer extends DefaultConsumer implements NotificationListener { 1

    JMXEndpoint jmxEndpoint;

    public JMXConsumer(JMXEndpoint endpoint, Processor processor) { 2
        super(endpoint, processor);
        this.jmxEndpoint = endpoint;
    }

    public void handleNotification(Notification notification, Object handback) { 3
        try {
            getProcessor().process(jmxEndpoint.createExchange(notification)); 4
        } catch (Throwable e) {
            handleException(e); 5
        }
    }
}

 

       JMXConsumer パターンは、パターンは、DefaultConsumer クラスを拡張してイベント駆動型のコンクラスを拡張してイベント駆動型のコン
シューマーの通常のパターンに従います。また、このコンシューマーはシューマーの通常のパターンに従います。また、このコンシューマーは (JMX 通知で表される通知で表される) 
JMX からのイベントを受信するように設計されているため、からのイベントを受信するように設計されているため、NotificationListener インターフェイインターフェイ
スを実装する必要があります。スを実装する必要があります。
      

 

       親エンドポイントへの参照親エンドポイントへの参照 endpoint とチェーン内の次のプロセッサーへの参照とチェーン内の次のプロセッサーへの参照 processor をを
引数に取るコンストラクターを少なくとも引数に取るコンストラクターを少なくとも 1 つ実装する必要があります。つ実装する必要があります。
      

 

       JMX 通知が到着すると通知が到着すると (NotificationListener で定義されたで定義された)、、handleNotification() メソッドメソッド
はは JMX によって自動的に呼び出されます。このメソッドの本文には、コンシューマーのイベントによって自動的に呼び出されます。このメソッドの本文には、コンシューマーのイベント
処理を実行するコードが含まれている必要があります。処理を実行するコードが含まれている必要があります。handleNotification() 呼び出しは呼び出しは JMX レレ
イヤーから発生するため、コンシューマーのスレッドモデルはイヤーから発生するため、コンシューマーのスレッドモデルは JMXConsumer クラスではなく、クラスではなく、
JMX レイヤーによって暗黙的に制御されます。レイヤーによって暗黙的に制御されます。
      

 

       このコード行は、このコード行は、2 つの手順を組み合わせたものです。まず、つの手順を組み合わせたものです。まず、JMX 通知オブジェクトは、通知オブジェクトは、
Apache Camel でのイベントの汎用表現であるエクスチェンジオブジェクトに変換されます。次でのイベントの汎用表現であるエクスチェンジオブジェクトに変換されます。次
に、新たに作成されたエクスチェンジオブジェクトはルートの次のプロセッサーに渡されますに、新たに作成されたエクスチェンジオブジェクトはルートの次のプロセッサーに渡されます (同同
期的に呼び出します期的に呼び出します) 。。
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       handleException() メソッドは、メソッドは、DefaultConsumer ベースクラスによって実装されます。デベースクラスによって実装されます。デ
フォルトでは、フォルトでは、org.apache.camel.impl.LoggingExceptionHandler クラスを使用して例外を処理クラスを使用して例外を処理
します。します。
      

注記注記

      handleNotification() メソッドはメソッドは JMX の例に固有です。独自のイベント駆動型のコの例に固有です。独自のイベント駆動型のコ
ンシューマーを実装する場合、カスタムコンシューマーに実装する同様のイベントリスンシューマーを実装する場合、カスタムコンシューマーに実装する同様のイベントリス
ナーメソッドを特定する必要があります。ナーメソッドを特定する必要があります。
     

スケジュールされたポーリングコンシューマーの実装スケジュールされたポーリングコンシューマーの実装

     スケジュールされたポーリングコンシューマーでは、ポーリングイベントはタイマークラススケジュールされたポーリングコンシューマーでは、ポーリングイベントはタイマークラス 
java.util.concurrent.ScheduledExecutorService によって自動的に生成されます。生成されたポーリによって自動的に生成されます。生成されたポーリ
ングイベントを受信するには、ングイベントを受信するには、 ScheduledPollConsumer.poll() メソッドを実装する必要がありますメソッドを実装する必要があります 
(「コンシューマーパターンおよびスレッド」「コンシューマーパターンおよびスレッド」 を参照を参照)。。
    

     例例41.5「「ScheduledPollConsumer 実装」実装」 では、スケジュールされたポーリングパターンに従ってでは、スケジュールされたポーリングパターンに従って
コンシューマーを実装する方法を示します。これは、コンシューマーを実装する方法を示します。これは、ScheduledPollConsumer クラスを拡張することクラスを拡張すること
で実装されます。で実装されます。
    

例例41.5 ScheduledPollConsumer 実装実装

import java.util.concurrent.ScheduledExecutorService;

import org.apache.camel.Consumer;
import org.apache.camel.Endpoint;
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.Message;
import org.apache.camel.PollingConsumer;
import org.apache.camel.Processor;

import org.apache.camel.impl.ScheduledPollConsumer;

public class pass:quotes[CustomConsumer] extends ScheduledPollConsumer { 1
    private final pass:quotes[CustomEndpoint] endpoint;

    public pass:quotes[CustomConsumer](pass:quotes[CustomEndpoint] endpoint, Processor 
processor) { 2
        super(endpoint, processor);
        this.endpoint = endpoint;
    }

    protected void poll() throws Exception { 3
        Exchange exchange = /* Receive exchange object ... */;
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        // Example of a synchronous processor.
        getProcessor().process(exchange); 4
    }

    @Override
    protected void doStart() throws Exception { 5
        // Pre-Start:
        // Place code here to execute just before start of processing.
        super.doStart();
        // Post-Start:
        // Place code here to execute just after start of processing.
    }

    @Override
    protected void doStop() throws Exception { 6
        // Pre-Stop:
        // Place code here to execute just before processing stops.
        super.doStop();
        // Post-Stop:
        // Place code here to execute just after processing stops.
    }
}

 

       org.apache.camel.impl.ScheduledPollConsumer クラスを拡張して、スケジュールされたクラスを拡張して、スケジュールされた
ポーリングコンシューマークラスポーリングコンシューマークラス CustomConsumer を実装します。を実装します。
      

 

       親エンドポイントへの参照親エンドポイントへの参照 endpoint とチェーン内の次のプロセッサーへの参照とチェーン内の次のプロセッサーへの参照 processor をを
引数に取るコンストラクターを少なくとも引数に取るコンストラクターを少なくとも 1 つ実装する必要があります。つ実装する必要があります。
      

 

       スケジュールされたポーリングイベントを受信するには、スケジュールされたポーリングイベントを受信するには、poll() メソッドを上書きします。こメソッドを上書きします。こ
れは、受信イベントを取得して処理するコードを配置する場所ですれは、受信イベントを取得して処理するコードを配置する場所です (エクスチェンジオブジェクトエクスチェンジオブジェクト
で表されますで表されます)。。
      

 

       この例では、イベントは同期的に処理されます。イベントを非同期的に処理する場合この例では、イベントは同期的に処理されます。イベントを非同期的に処理する場合
は、は、getAsyncProcessor() を代わりに呼び出して非同期プロセッサーへの参照を使用する必要がを代わりに呼び出して非同期プロセッサーへの参照を使用する必要が
あります。イベントを非同期的に処理する方法は、あります。イベントを非同期的に処理する方法は、「非同期処理」「非同期処理」 を参照してください。を参照してください。
      

 

       (オプションオプション) コンシューマーの開始時にコードを実行する場合は、以下のようにコンシューマーの開始時にコードを実行する場合は、以下のように doStart() メメ
ソッドを上書きします。ソッドを上書きします。
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       (オプションオプション) コンシューマーの停止時にコードを実行する場合は、以下のようにコンシューマーの停止時にコードを実行する場合は、以下のように doStop() メメ
ソッドを上書きします。ソッドを上書きします。
      

ポーリングコンシューマーの実装ポーリングコンシューマーの実装

     例例41.6「「PollingConsumerSupport 実装」実装」  では、ポーリングパターンに従ってコンシューマーを実では、ポーリングパターンに従ってコンシューマーを実
装する方法を説明します。これは、装する方法を説明します。これは、PollingConsumerSupport クラスを拡張することで実装されまクラスを拡張することで実装されま
す。す。
    

例例41.6 PollingConsumerSupport 実装実装

import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.RuntimeCamelException;
import org.apache.camel.impl.PollingConsumerSupport;

public class pass:quotes[CustomConsumer] extends PollingConsumerSupport { 1
    private final pass:quotes[CustomEndpoint] endpoint;

    public pass:quotes[CustomConsumer](pass:quotes[CustomEndpoint] endpoint) { 2
        super(endpoint);
        this.endpoint = endpoint;
    }

    public Exchange receiveNoWait() { 3
        Exchange exchange = /* Obtain an exchange object. */;
        // Further processing ...
        return exchange;
    }

    public Exchange receive() { 4
        // Blocking poll ...
    }

    public Exchange receive(long timeout) { 5
        // Poll with timeout ...
    }

    protected void doStart() throws Exception { 6
        // Code to execute whilst starting up.
    }

    protected void doStop() throws Exception {
        // Code to execute whilst shutting down.
    }
}
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       org.apache.camel.impl.PollingConsumerSupport クラスを拡張して、クラスを拡張して、ポーリングコンポーリングコン
シューマークラスシューマークラス CustomConsumer を実装します。を実装します。
      

 

       親エンドポイントへの参照親エンドポイントへの参照 endpoint を引数に取るコンストラクターを少なくともを引数に取るコンストラクターを少なくとも 1 つ実装すつ実装す
る必要があります。ポーリングコンシューマーはプロセッサーインスタンスへの参照を必要としまる必要があります。ポーリングコンシューマーはプロセッサーインスタンスへの参照を必要としま
せん。せん。
      

 

       receiveNoWait() メソッドは、イベントメソッドは、イベント (エクスチェンジオブジェクトエクスチェンジオブジェクト) を取得するための非ブを取得するための非ブ
ロッキングアルゴリズムを実装する必要があります。利用できるイベントがない場合は、ロッキングアルゴリズムを実装する必要があります。利用できるイベントがない場合は、null がが
返されます。返されます。
      

 

       このこの receive() メソッドでは、イベントを取得するためのブロッキングのアルゴリズムを実装メソッドでは、イベントを取得するためのブロッキングのアルゴリズムを実装
する必要があります。このメソッドは、イベントが利用できない状態が続く場合に無期限にブロッする必要があります。このメソッドは、イベントが利用できない状態が続く場合に無期限にブロッ
クできます。クできます。
      

 

       receive(long timeout) メソッドは、指定したタイムアウトメソッドは、指定したタイムアウト (通常はミリ秒単位で指定通常はミリ秒単位で指定) までブまでブ
ロックできるアルゴリズムを実装します。ロックできるアルゴリズムを実装します。
      

 

       コンシューマーの起動またはシャットダウン中に実行するコードを挿入する場合コンシューマーの起動またはシャットダウン中に実行するコードを挿入する場合
は、は、doStart() メソッドとメソッドと doStop() メソッドをそれぞれ実装します。メソッドをそれぞれ実装します。
      

カスタムスレッドの実装カスタムスレッドの実装

     標準のコンシューマーパターンがコンシューマーの実装に適さない場合には、標準のコンシューマーパターンがコンシューマーの実装に適さない場合には、Consumer インターインター
フェイスを直接実装してスレッドコードを作成することができます。ただし、スレッドコードを作成すフェイスを直接実装してスレッドコードを作成することができます。ただし、スレッドコードを作成す
る場合は、る場合は、「スレッドモデル」「スレッドモデル」 に説明されているように、標準のに説明されているように、標準の Apache Camel スレッドモデルに従スレッドモデルに従
うことが重要です。うことが重要です。
    

     たとえば、たとえば、camel-core にあるにある SEDA コンポーネントはコンポーネントは Apache Camel スレッドモデルに一貫性のスレッドモデルに一貫性の
ある独自のコンシューマースレッドを実装しています。ある独自のコンシューマースレッドを実装しています。例例41.7「カスタムスレッド実装」「カスタムスレッド実装」 クラスがスクラスがス
レッドを実装する方法の概要をレッドを実装する方法の概要を SedaConsumer に示しています。に示しています。
    

例例41.7 カスタムスレッド実装カスタムスレッド実装
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package org.apache.camel.component.seda;

import java.util.ArrayList;
import java.util.List;
import java.util.concurrent.BlockingQueue;
import java.util.concurrent.ExecutorService;
import java.util.concurrent.TimeUnit;

import org.apache.camel.Consumer;
import org.apache.camel.Endpoint;
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.ShutdownRunningTask;
import org.apache.camel.impl.LoggingExceptionHandler;
import org.apache.camel.impl.ServiceSupport;
import org.apache.camel.util.ServiceHelper;
...
import org.apache.commons.logging.Log;
import org.apache.commons.logging.LogFactory;

/**
 * A Consumer for the SEDA component.
 *
 * @version $Revision: 922485 $
 */
public class SedaConsumer extends ServiceSupport implements Consumer, Runnable, 
ShutdownAware { 1
    private static final transient Log LOG = LogFactory.getLog(SedaConsumer.class);

    private SedaEndpoint endpoint;
    private Processor processor;
    private ExecutorService executor;
    ...
    public SedaConsumer(SedaEndpoint endpoint, Processor processor) {
        this.endpoint = endpoint;
        this.processor = processor;
    }
    ...

    public void run() { 2
        BlockingQueue<Exchange> queue = endpoint.getQueue();
        // Poll the queue and process exchanges
        ...
    }

    ...
    protected void doStart() throws Exception { 3
        int poolSize = endpoint.getConcurrentConsumers();
        executor = endpoint.getCamelContext().getExecutorServiceStrategy()
            .newFixedThreadPool(this, endpoint.getEndpointUri(), poolSize); 4
        for (int i = 0; i < poolSize; i++) { 5
            executor.execute(this);
        }
        endpoint.onStarted(this);
    }
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    protected void doStop() throws Exception { 6
        endpoint.onStopped(this);
        // must shutdown executor on stop to avoid overhead of having them running
        endpoint.getCamelContext().getExecutorServiceStrategy().shutdownNow(executor); 7

        if (multicast != null) {
            ServiceHelper.stopServices(multicast);
        }
    }
    ...
    //----------
    // Implementation of ShutdownAware interface

    public boolean deferShutdown(ShutdownRunningTask shutdownRunningTask) {
        // deny stopping on shutdown as we want seda consumers to run in case some other queues
        // depend on this consumer to run, so it can complete its exchanges
        return true;
    }

    public int getPendingExchangesSize() {
        // number of pending messages on the queue
        return endpoint.getQueue().size();
    }

}

 

       SedaConsumer クラスは、クラスは、org.apache.camel.impl.ServiceSupport クラスを拡張クラスを拡張
し、し、Consumer、、Runnable、および、および ShutdownAware インターフェイスを実装することで実装さインターフェイスを実装することで実装さ
れます。れます。
      

 

       Runnable.run() メソッドを実装し、スレッドで実行中にコンシューマーの動作を定義しまメソッドを実装し、スレッドで実行中にコンシューマーの動作を定義しま
す。この場合、コンシューマーはループで実行され、新しいエクスチェンジのためにキューをポーす。この場合、コンシューマーはループで実行され、新しいエクスチェンジのためにキューをポー
リングし、キューの後半でエクスチェンジを処理します。リングし、キューの後半でエクスチェンジを処理します。
      

 

       doStart() メソッドはメソッドは ServiceSupport から継承されます。このメソッドは、コンシューマーから継承されます。このメソッドは、コンシューマー
の起動時に行う動作を定義するために上書きされます。の起動時に行う動作を定義するために上書きされます。
      

 

       スレッドを直接作成するのではなく、スレッドを直接作成するのではなく、CamelContext と共に登録されたと共に登録された 
ExecutorServiceStrategy オブジェクトを使用してスレッドプールを作成する必要がありオブジェクトを使用してスレッドプールを作成する必要があり ます。ます。
これは、これは、Apache Camel がスレッドの集中管理を実装し、正常なシャットダウンなどの機能をサがスレッドの集中管理を実装し、正常なシャットダウンなどの機能をサ
ポートすることができるため、重要になります。詳細は、ポートすることができるため、重要になります。詳細は、「スレッドモデル」「スレッドモデル」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
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       ExecutorService.execute() メソッドメソッド poolSize を呼び出し、スレッドを開始します。を呼び出し、スレッドを開始します。
      

 

       doStop() メソッドはメソッドは ServiceSupport から継承されます。このメソッドは、シャットダウンから継承されます。このメソッドは、シャットダウン
時にコンシューマーの動作を定義するために上書きされます。時にコンシューマーの動作を定義するために上書きされます。
      

 

       executor インスタンスが表すスレッドプールをシャットダウンします。インスタンスが表すスレッドプールをシャットダウンします。
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第第42章章 PRODUCER インターフェイスインターフェイス

概要概要

     本章では、本章では、Apache Camel コンポーネントの実装における必須ステップであるコンポーネントの実装における必須ステップである Producer インターインター
フェイスを実装する方法を説明します。フェイスを実装する方法を説明します。
    

42.1. PRODUCER インターフェイスインターフェイス

概要概要

     org.apache.camel.Producer タイプのインスタンスは、ルートのターゲットエンドポイントを表しタイプのインスタンスは、ルートのターゲットエンドポイントを表し
ます。プロデューサーのロールは、リクエストます。プロデューサーのロールは、リクエスト (In メッセージメッセージ) を特定の物理エンドポイントに送信を特定の物理エンドポイントに送信
し、対応する応答し、対応する応答 (Out またはまたは Fault メッセージメッセージ) を受信することです。を受信することです。Producer オブジェクトは、基オブジェクトは、基
本的にプロセッサーチェーン本的にプロセッサーチェーン (ルートと同等ルートと同等) の最後に出現する特別な種類のの最後に出現する特別な種類の Processor です。プロです。プロ
デューサーの継承階層をデューサーの継承階層を 図図42.1「プロデューサーの継承階層」「プロデューサーの継承階層」 に示します。に示します。
    

図図42.1 プロデューサーの継承階層プロデューサーの継承階層

Producer インターフェイスインターフェイス

     例例42.1「「Producer インターフェイス」インターフェイス」  は、は、org.apache.camel.Producer インターフェイスの定義インターフェイスの定義
を示しています。を示しています。
    

例例42.1 Producer インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;

public interface Producer extends Processor, Service, IsSingleton {

    Endpoint<E> getEndpoint();

    Exchange createExchange();
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    Exchange createExchange(ExchangePattern pattern);

    Exchange createExchange(E exchange);
}

プロデューサーメソッドプロデューサーメソッド

     Producer インターフェイスは以下のメソッドを定義します。インターフェイスは以下のメソッドを定義します。
    

       process()  (プロセッサーから継承プロセッサーから継承):  最も重要なメソッドです。プロデューサーは、エクス最も重要なメソッドです。プロデューサーは、エクス
チェンジオブジェクトを別のプロセッサーに転送する代わりに、リクエストをエンドポイントチェンジオブジェクトを別のプロセッサーに転送する代わりに、リクエストをエンドポイント
に送信する特別なタイプのプロセッサーです。に送信する特別なタイプのプロセッサーです。process() メソッドを上書きすることで、プロメソッドを上書きすることで、プロ
デューサーが関連するエンドポイントとの間でメッセージを送受信する方法を定義します。デューサーが関連するエンドポイントとの間でメッセージを送受信する方法を定義します。
      

       getEndpoint(): 親エンドポイントインスタンスへの参照を返します。親エンドポイントインスタンスへの参照を返します。
      

       createExchange(): これらのオーバーロードされたメソッドは、これらのオーバーロードされたメソッドは、Endpoint インターフェイインターフェイ
スで定義された対応するメソッドに類似しています。通常、これらのメソッドは親エンドポイスで定義された対応するメソッドに類似しています。通常、これらのメソッドは親エンドポイ
ントインスタンスで定義された対応するメソッドに委譲されますントインスタンスで定義された対応するメソッドに委譲されます (これはデフォルトでこれはデフォルトで 
DefaultEndpoint クラスが実行するものですクラスが実行するものです)。時折、これらのメソッドを上書きする必要があ。時折、これらのメソッドを上書きする必要があ
る場合があります。る場合があります。
      

非同期処理非同期処理

      プロデューサーでエクスチェンジオブジェクトを処理します。これは通常、リモートの宛先にメップロデューサーでエクスチェンジオブジェクトを処理します。これは通常、リモートの宛先にメッ
セージを送信し、応答を待つことを含みます。そのためプロデューサーは、長時間ブロックする可能性セージを送信し、応答を待つことを含みます。そのためプロデューサーは、長時間ブロックする可能性
があります。現在のスレッドをブロックしないようにするには、プロデューサーをがあります。現在のスレッドをブロックしないようにするには、プロデューサーを 非同期プロセッサー非同期プロセッサー 
として実装できます。非同期処理パターンは、前述のプロセッサーをプロデューサーから切り離として実装できます。非同期処理パターンは、前述のプロセッサーをプロデューサーから切り離
し、し、process() メソッドは遅延なく返却されます。メソッドは遅延なく返却されます。「非同期処理」「非同期処理」を参照してください。を参照してください。
    

     プロデューサーを実装する場合、プロデューサーを実装する場合、org.apache.camel.AsyncProcessor インターフェイスを実装してインターフェイスを実装して
非同期処理モデルをサポートすることができます。それ自体では、非同期処理モデルが使用される訳で非同期処理モデルをサポートすることができます。それ自体では、非同期処理モデルが使用される訳で
はありません。また、チェーン内で前述のプロセッサーを使用してはありません。また、チェーン内で前述のプロセッサーを使用して process() メソッドの非同期バーメソッドの非同期バー
ジョンを呼び出す必要もあります。ジョンを呼び出す必要もあります。AsyncProcessor インターフェースの定義はインターフェースの定義は 例例
42.2「「AsyncProcessor インターフェイス」インターフェイス」 に示されています。に示されています。
    

例例42.2 AsyncProcessor インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;
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public interface AsyncProcessor extends Processor {
    boolean process(Exchange exchange, AsyncCallback callback);
}

     process() メソッドの非同期バージョンは、メソッドの非同期バージョンは、org.apache.camel.AsyncCallback 型の追加の引数であ型の追加の引数であ
るる callback を取ります。対応するを取ります。対応する AsyncCallback インターフェースは、インターフェースは、例例42.3「「AsyncCallback イイ
ンターフェイス」ンターフェイス」 に従って定義されます。に従って定義されます。
    

例例42.3 AsyncCallback インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;

public interface AsyncCallback {
    void done(boolean doneSynchronously);
}

     AsyncProcessor.process() の呼び出し元は、処理が完了した通知を受信するの呼び出し元は、処理が完了した通知を受信する AsyncCallback の実の実
装を提供する必要があります。装を提供する必要があります。AsyncCallback.done() メソッドは、処理が同期的に実行されたかどうメソッドは、処理が同期的に実行されたかどう
かを示すブール値引数を取ります。通常、フラグはかを示すブール値引数を取ります。通常、フラグは false で非同期処理であることを示します。ただで非同期処理であることを示します。ただ
し、プロデューサーがし、プロデューサーが (要求されたにもかかわらず要求されたにもかかわらず) 非同期的に処理非同期的に処理 しないしない ようにすることにも意味がようにすることにも意味が
あります。たとえば、プロデューサーがエクスチェンジの処理がすぐに完了することを認識している場あります。たとえば、プロデューサーがエクスチェンジの処理がすぐに完了することを認識している場
合は、同期して処理を行い、最適化できます。この場合、合は、同期して処理を行い、最適化できます。この場合、doneSynchronous flag はは true に設定するに設定する
必要があります。必要があります。
    

ExchangeHelper クラスクラス

     プロデューサーを実装するとき、プロデューサーを実装するとき、org.apache.camel.util.ExchangeHelper ユーティリティークラスユーティリティークラス
のメソッドを呼び出すと便利です。のメソッドを呼び出すと便利です。ExchangeHelper クラスの詳細は、クラスの詳細は、「「ExchangeHelper クラス」クラス」 
を参照してください。を参照してください。
    

42.2. PRODUCER インターフェイスの実装インターフェイスの実装

プロデューサーを実装する代替方法プロデューサーを実装する代替方法

     プロデューサーは以下のいずれかの方法で実装できます。プロデューサーは以下のいずれかの方法で実装できます。
    

       同期プロデューサーの実装方法同期プロデューサーの実装方法
      

       非同期プロデューサーの実装方法非同期プロデューサーの実装方法
      

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

620



1

2

3

同期プロデューサーの実装方法同期プロデューサーの実装方法

     例例42.4「「DefaultProducer 実装」実装」 は、同期プロデューサーの実装方法の概要を説明しています。こは、同期プロデューサーの実装方法の概要を説明しています。こ
の場合、の場合、Producer.process() の呼び出しは応答を受け取るまでブロックします。の呼び出しは応答を受け取るまでブロックします。
    

例例42.4 DefaultProducer 実装実装

import org.apache.camel.Endpoint;
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.Producer;
import org.apache.camel.impl.DefaultProducer;

public class CustomProducer extends DefaultProducer { 1

    public CustomProducer(Endpoint endpoint) { 2
        super(endpoint);
        // Perform other initialization tasks...
    }

    public void process(Exchange exchange) throws Exception { 3
        // Process exchange synchronously.
        // ...
    }
}

 

       org.apache.camel.impl.DefaultProducer クラスを拡張して、カスタム同期プロデューサーククラスを拡張して、カスタム同期プロデューサーク
ラスラス CustomProducer を実装します。を実装します。
      

 

       親エンドポイントへの参照を取得するコンストラクターを実装します。親エンドポイントへの参照を取得するコンストラクターを実装します。
      

 

       process() メソッド実装は、プロデューサーコードの中心となります。メソッド実装は、プロデューサーコードの中心となります。process() メソッドのメソッドの
実装は、実装するコンポーネントのタイプに完全に依存します。実装は、実装するコンポーネントのタイプに完全に依存します。
      

     概説では、概説では、process() メソッドは通常以下のように実装されます。メソッドは通常以下のように実装されます。
    

       エクスチェンジにエクスチェンジに In メッセージが含まれ、指定した交換パターンと一致する場合は、メッセージが含まれ、指定した交換パターンと一致する場合は、In 
メッセージを指定のエンドポイントに送信します。メッセージを指定のエンドポイントに送信します。
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       交換パターンが交換パターンが Out メッセージの受信を予測する場合は、メッセージの受信を予測する場合は、 Out メッセージが受信されるまメッセージが受信されるま
で待ちます。これにより、通常、で待ちます。これにより、通常、process() メソッドは長時間ブロックします。メソッドは長時間ブロックします。
      

       返信が受信されたら、エクスチェンジオブジェクトに返信を添付するために返信が受信されたら、エクスチェンジオブジェクトに返信を添付するために 
exchange.setOut() を呼び出します。応答に障害メッセージが含まれる場合は、を呼び出します。応答に障害メッセージが含まれる場合は、Out を使用しを使用し
てて Message.setFault(true) メッセージにメッセージに fault フラグを設定します。フラグを設定します。
      

非同期プロデューサーの実装方法非同期プロデューサーの実装方法

     例例42.5「「CollectionProducer 実装」実装」 に非同期プロデューサーを実装する方法を概説します。この場に非同期プロデューサーを実装する方法を概説します。この場
合、同期の合、同期の process() メソッドと非同期のメソッドと非同期の process() メソッドメソッド (追加の追加の AsyncCallback 引数を取る引数を取る) のの
両方を実装する必要があります。両方を実装する必要があります。
    

例例42.5 CollectionProducer 実装実装

import org.apache.camel.AsyncCallback;
import org.apache.camel.AsyncProcessor;
import org.apache.camel.Endpoint;
import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.Producer;
import org.apache.camel.impl.DefaultProducer;

public class _CustomProducer_ extends DefaultProducer implements AsyncProcessor { 
1

    public _CustomProducer_(Endpoint endpoint) { 2
        super(endpoint);
        // ...
    }

    public void process(Exchange exchange) throws Exception { 3
        // Process exchange synchronously.
        // ...
    }

    public boolean process(Exchange exchange, AsyncCallback callback) { 4
        // Process exchange asynchronously.
        CustomProducerTask task = new CustomProducerTask(exchange, callback);
        // Process 'task' in a separate thread...
        // ...
        return false; 5
    }
}

public class CustomProducerTask implements Runnable { 6
    private Exchange exchange;
    private AsyncCallback callback;
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       org.apache.camel.impl.DefaultProducer クラスを拡張し、クラスを拡張し、AsyncProcessor インターフェインターフェ
イスを実装してカスタム非同期プロデューサークラスイスを実装してカスタム非同期プロデューサークラス CustomProducer を実装します。を実装します。
      

 

       親エンドポイントへの参照を取得するコンストラクターを実装します。親エンドポイントへの参照を取得するコンストラクターを実装します。
      

 

       同期同期 process() メソッドを実装します。メソッドを実装します。
      

 

       非同期非同期 process() メソッドを実装します。非同期メソッドは複数の方法で実装できます。ここメソッドを実装します。非同期メソッドは複数の方法で実装できます。ここ
では、サブスレッドで実行されるコードを表すでは、サブスレッドで実行されるコードを表す java.lang.Runnable インスタンスであるインスタンスである task をを
作成する方法を示します。次に、作成する方法を示します。次に、Java スレッドスレッド API を使用してサブスレッドでタスクを実行しまを使用してサブスレッドでタスクを実行しま
す。たとえば、新しいスレッドを作成したり、既存のスレッドプールにタスクを割り当てたりしす。たとえば、新しいスレッドを作成したり、既存のスレッドプールにタスクを割り当てたりし
て、これを行います。て、これを行います。
      

 

       通常、エクスチェンジが非同期的に処理されたことを示すために非同期通常、エクスチェンジが非同期的に処理されたことを示すために非同期 process() メソッドかメソッドか
らら false が返されます。が返されます。
      

 

       CustomProducerTask クラスは、サブスレッドで実行される処理コードをカプセル化しまクラスは、サブスレッドで実行される処理コードをカプセル化しま
す。このクラスは、す。このクラスは、Exchange オブジェクトオブジェクト (exchange) およびおよび AsyncCallback オブジェクトオブジェクト 
(callback) のコピーをプライベートメンバー変数として保存する必要があります。のコピーをプライベートメンバー変数として保存する必要があります。
      

 

       run() メソッドには、メソッドには、In メッセージをプロデューサーエンドポイントに送信しメッセージをプロデューサーエンドポイントに送信し (ある場合ある場合)、応、応
答を受信するのを待つコードが含まれます。応答答を受信するのを待つコードが含まれます。応答 (Out メッセージまたはメッセージまたは Fault メッセージメッセージ) を受を受
信し、エクスチェンジオブジェクトに挿入した後、呼び出し元に処理の完了を通知するために信し、エクスチェンジオブジェクトに挿入した後、呼び出し元に処理の完了を通知するために 

    public CustomProducerTask(Exchange exchange, AsyncCallback callback) {
        this.exchange = exchange;
        this.callback = callback;
    }

    public void run() { 7
        // Process exchange.
        // ...
        callback.done(false);
    }
}
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callback.done() を呼び出す必要があります。を呼び出す必要があります。
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第第43章章 EXCHANGE インターフェイスインターフェイス

概要概要

     本章では、本章では、Exchange インターフェイスについて説明します。インターフェイスについて説明します。Apache Camel 2.0 で実行されるで実行される 
camel-core モジュールのリファクタリングにより、カスタムエクスチェンジタイプを定義する必要がモジュールのリファクタリングにより、カスタムエクスチェンジタイプを定義する必要が
なくなりました。なくなりました。DefaultExchange 実装をすべてのケースで使用できるようになりました。実装をすべてのケースで使用できるようになりました。
    

43.1. EXCHANGE インターフェイスインターフェイス

概要概要

     org.apache.camel.Exchange 型のインスタンスは、エクスチェンジプロパティーとしてエンコード型のインスタンスは、エクスチェンジプロパティーとしてエンコード
された追加のメタデータと共に、ルートを通過する現在のメッセージをカプセル化します。された追加のメタデータと共に、ルートを通過する現在のメッセージをカプセル化します。
    

     図図43.1「エクスチェンジ継承階層」「エクスチェンジ継承階層」 エクスチェンジタイプの継承階層を表示します。デフォルトのエクスチェンジタイプの継承階層を表示します。デフォルトの
実装は常に実装は常に DefaultExchange が使用されます。が使用されます。
    

図図43.1 エクスチェンジ継承階層エクスチェンジ継承階層

Exchange インターフェイスインターフェイス

     例例43.1「「Exchange インターフェイス」インターフェイス」 は、は、org.apache.camel.Exchange インターフェースの定義インターフェースの定義
を示しています。を示しています。
    

例例43.1 Exchange インターフェイスインターフェイス
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package org.apache.camel;

import java.util.Map;

import org.apache.camel.spi.Synchronization;
import org.apache.camel.spi.UnitOfWork;

public interface Exchange {
    // Exchange property names (string constants)
    // (Not shown here)
    ...

    ExchangePattern getPattern();
    void setPattern(ExchangePattern pattern);

    Object getProperty(String name);
    Object getProperty(String name, Object defaultValue);
    <T> T  getProperty(String name, Class<T> type);
    <T> T  getProperty(String name, Object defaultValue, Class<T> type);
    void   setProperty(String name, Object value);
    Object removeProperty(String name);
    Map<String, Object> getProperties();
    boolean hasProperties();

    Message getIn();
    <T> T   getIn(Class<T> type);
    void    setIn(Message in);

    Message getOut();
    <T> T   getOut(Class<T> type);
    void    setOut(Message out);
    boolean hasOut();

    Throwable getException();
    <T> T     getException(Class<T> type);
    void      setException(Throwable e);

    boolean isFailed();

    boolean isTransacted();

    boolean isRollbackOnly();

    CamelContext getContext();

    Exchange copy();

    Endpoint getFromEndpoint();
    void     setFromEndpoint(Endpoint fromEndpoint);

    String getFromRouteId();
    void   setFromRouteId(String fromRouteId);

    UnitOfWork getUnitOfWork();
    void setUnitOfWork(UnitOfWork unitOfWork);
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    String getExchangeId();
    void setExchangeId(String id);

    void addOnCompletion(Synchronization onCompletion);
    void handoverCompletions(Exchange target);
}

エクスチェンジのメソッドエクスチェンジのメソッド

     Exchange インターフェイスは以下のメソッドを定義します。インターフェイスは以下のメソッドを定義します。
    

       getPattern()、、setPattern() − エクスチェンジパターンエクスチェンジパターン
は、は、org.apache.camel.ExchangePattern に列挙される値のいずれかになります。以下の交換に列挙される値のいずれかになります。以下の交換
パターンの値がサポートされます。パターンの値がサポートされます。
      

         InOnly
        

         RobustInOnly
        

         InOut
        

         InOptionalOut
        

         OutOnly
        

         RobustOutOnly
        

         OutIn
        

         OutOptionalIn
        

       setProperty()、、getProperty()、、getProperties()、、removeProperty()、、hasProperties() − 
プロパティープロパティー setter およびおよび getter メソッドを使用して、名前付きプロパティーをエクスチェンメソッドを使用して、名前付きプロパティーをエクスチェン
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ジのインスタンスに関連付けます。プロパティーは、コンポーネントの実装に必要なその他のジのインスタンスに関連付けます。プロパティーは、コンポーネントの実装に必要なその他の
メタデータで設定されます。メタデータで設定されます。
      

       In メッセージのメッセージの setter およびおよび getter メソッドメソッド setIn()、、getIn()。。
      

       DefaultExchange クラスが提供するクラスが提供する getIn() 実装は実装は Lazy Creation セマンティクスを実装セマンティクスを実装
します。します。In メッセージがメッセージが null の場合にの場合に getIn() が呼ばれると、が呼ばれると、DefaultExchange クラスはデクラスはデ
フォルトのフォルトの In メッセージを作成します。メッセージを作成します。
      

       setOut()、、getOut()、、hasOut(): Out メッセージのメッセージの setter メソッドおよびメソッドおよび getter メソッメソッ
ド。ド。
      

       このこの getOut() メソッドは、メソッドは、Out メッセージのメッセージの Lazy Creation を暗黙的にサポートします。を暗黙的にサポートします。
つまり、現在のつまり、現在の Out メッセージがメッセージが null の場合は、新しいメッセージインスタンスが自動的に作の場合は、新しいメッセージインスタンスが自動的に作
成されます。成されます。
      

       setException(), getException() − (Throwable 型の型の) 例外オブジェクトの例外オブジェクトの getter およびおよび 
setter メソッド。メソッド。
      

       isFailed(): エクスチェンジが例外または障害におり失敗した場合にエクスチェンジが例外または障害におり失敗した場合に true を返します。を返します。
      

       isTransacted() − エクスチェンジが処理された場合に、エクスチェンジが処理された場合に、true を返します。を返します。
      

       isRollback(): エクスチェンジがロールバック用にマークされている場合にエクスチェンジがロールバック用にマークされている場合に true を返しまを返しま
す。す。
      

       getContext() −  関連付けられた関連付けられた CamelContext インスタンスへの参照を返します。インスタンスへの参照を返します。
      

       copy(): 現在のカスタムエクスチェンジオブジェクトのコピーを現在のカスタムエクスチェンジオブジェクトのコピーを (エクスチェンジエクスチェンジ ID は異は異
なりますなります) 新たに作成します。新たに作成します。In メッセージのボディーおよびヘッダー、メッセージのボディーおよびヘッダー、Out メッセージメッセージ (存在存在
する場合する場合)、および、および Fault メッセージメッセージ (存在する場合存在する場合) もこの操作によってコピーされます。もこの操作によってコピーされます。
      

       setFromEndpoint()、、getFromEndpoint(): このメッセージを初期化したコンシューマーエこのメッセージを初期化したコンシューマーエ
ンドポイントのンドポイントの getter メソッドおよびメソッドおよび setter メソッドメソッド (通常は、ルートの開始時に通常は、ルートの開始時に from() 
DSL コマンドに表示されるエンドポイントコマンドに表示されるエンドポイント)。。
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       setFromRouteId()、、getFromRouteId(): このエクスチェンジを初期化したルートこのエクスチェンジを初期化したルート ID のの 
getter およびおよび setter メソッド。メソッド。getFromRouteId() メソッドは内部でのみ呼び出す必要がありメソッドは内部でのみ呼び出す必要があり
ます。ます。
      

       setUnitOfWork()、、getUnitOfWork() − org.apache.camel.spi.UnitOfWork Bean プロパプロパ
ティーのティーの getter およびおよび setter メソッド。このプロパティーは、トランザクションに参加できるメソッド。このプロパティーは、トランザクションに参加できる
エクスチェンジにのみ必要です。エクスチェンジにのみ必要です。
      

       setExchangeId()、、getExchangeId(): エクスチェンジエクスチェンジ ID のの getter メソッドおよびメソッドおよび setter 
メソッド。カスタムコンポーネントがエクスチェンジメソッド。カスタムコンポーネントがエクスチェンジ ID を使用するかどうかは実装の詳細でを使用するかどうかは実装の詳細で
す。す。
      

       addOnCompletion() − エクスチェンジの処理が完了したときに呼び出されるエクスチェンジの処理が完了したときに呼び出される  
org.apache.camel.spi.Synchronization コールバックオブジェクトを追加します。コールバックオブジェクトを追加します。
      

       handoverCompletions(): すべてのすべての OnCompletion コールバックオブジェクトを、指定さコールバックオブジェクトを、指定さ
れたエクスチェンジオブジェクトに渡します。れたエクスチェンジオブジェクトに渡します。
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第第44章章 MESSAGE インターフェイスインターフェイス

概要概要

     本章では、本章では、Apache Camel コンポーネントの実装で任意のステップであるコンポーネントの実装で任意のステップである Message インターフェイインターフェイ
スを実装する方法を説明します。スを実装する方法を説明します。
    

44.1. MESSAGE インターフェイスインターフェイス

概要概要

     org.apache.camel.Message タイプのインスタンスは、あらゆる種類のメッセージタイプのインスタンスは、あらゆる種類のメッセージ (In またはまたは Out) 
を表すことができます。メッセージタイプの継承階層をを表すことができます。メッセージタイプの継承階層を 図図44.1「メッセージの継承階層」「メッセージの継承階層」 に示しまに示しま
す。コンポーネントにカスタムメッセージタイプを常に実装する必要はありません。多くの場合、デす。コンポーネントにカスタムメッセージタイプを常に実装する必要はありません。多くの場合、デ
フォルトの実装フォルトの実装 DefaultMessage で十分です。で十分です。
    

図図44.1 メッセージの継承階層メッセージの継承階層

Message インターフェイスインターフェイス

     例例44.1「「Message インターフェイス」インターフェイス」は、は、org.apache.camel.Message インターフェイスの定義をインターフェイスの定義を
示しています。示しています。
    

例例44.1 Message インターフェイスインターフェイス

package org.apache.camel;

import java.util.Map;
import java.util.Set;
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import javax.activation.DataHandler;

public interface Message {

    String getMessageId();
    void setMessageId(String messageId);

    Exchange getExchange();

    boolean isFault();
    void    setFault(boolean fault);

    Object getHeader(String name);
    Object getHeader(String name, Object defaultValue);
    <T> T getHeader(String name, Class<T> type);
    <T> T getHeader(String name, Object defaultValue, Class<T> type);
    Map<String, Object> getHeaders();
    void setHeader(String name, Object value);
    void setHeaders(Map<String, Object> headers);
    Object  removeHeader(String name);
    boolean removeHeaders(String pattern);
    boolean hasHeaders();

    Object getBody();
    Object getMandatoryBody() throws InvalidPayloadException;
    <T> T  getBody(Class<T> type);
    <T> T  getMandatoryBody(Class<T> type) throws InvalidPayloadException;
    void     setBody(Object body);
    <T> void setBody(Object body, Class<T> type);

    DataHandler getAttachment(String id);
    Map<String, DataHandler> getAttachments();
    Set<String> getAttachmentNames();
    void removeAttachment(String id);
    void addAttachment(String id, DataHandler content);
    void setAttachments(Map<String, DataHandler> attachments);
    boolean hasAttachments();

    Message copy();

    void copyFrom(Message message);

    String createExchangeId();
}

メッセージメソッドメッセージメソッド

     Message インターフェイスは以下のメソッドを定義します。インターフェイスは以下のメソッドを定義します。
    

       setMessageId()、、getMessageId(): メッセージメッセージ ID のの getter メソッドおよびメソッドおよび setter メソッメソッ
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ド。カスタムコンポーネントでメッセージド。カスタムコンポーネントでメッセージ ID を使用する必要があるかどうかが実装の詳細となを使用する必要があるかどうかが実装の詳細とな
ります。ります。
      

       getExchange(): 親エクスチェンジオブジェクトへの参照を返します。親エクスチェンジオブジェクトへの参照を返します。
      

       isFault()、、setFault(): fault フラグのフラグの getter およびおよび setter メソッド。このメッセージが障メソッド。このメッセージが障
害メッセージであるかどうかを示します。害メッセージであるかどうかを示します。
      

       
getHeader()、、getHeaders()、、setHeader()、、setHeaders()、、removeHeader()、、hasHeaders(): 
メッセージヘッダーのゲッターメソッドとセッターメソッド。通常、これらのメッセージヘッメッセージヘッダーのゲッターメソッドとセッターメソッド。通常、これらのメッセージヘッ
ダーを使用して実際のヘッダーデータを保存するか、その他のメタデータを保存することもでダーを使用して実際のヘッダーデータを保存するか、その他のメタデータを保存することもで
きます。きます。
      

       getBody()、、getMandatoryBody()、、setBody(): メッセージボディーのゲッターメソッドとメッセージボディーのゲッターメソッドと
セッターメソッド。セッターメソッド。getMandatoryBody() アクセッサーは返されるボディーがアクセッサーは返されるボディーが null 以外である以外である
ことを保証します。それ以外の場合はことを保証します。それ以外の場合は InvalidPayloadException 例外が発生します。例外が発生します。
      

       
getAttachment()、、getAttachments()、、getAttachmentNames()、、removeAttachment()、、add
Attachment()、、setAttachments()、、hasAttachments(): 添付ファイルを取得、設定、追加、お添付ファイルを取得、設定、追加、お
よび削除するメソッド。よび削除するメソッド。
      

       copy(): 現在のカスタムメッセージオブジェクトと同一の現在のカスタムメッセージオブジェクトと同一の (メッセージメッセージ ID を含むを含む) 新しいコ新しいコ
ピーを作成します。ピーを作成します。
      

       copyFrom(): 指定した汎用メッセージオブジェクト指定した汎用メッセージオブジェクト message の完全なコンテンツの完全なコンテンツ (メッメッ
セージセージ ID を含むを含む) を現在のメッセージインスタンスにコピーします。このメソッドはを現在のメッセージインスタンスにコピーします。このメソッドは どのようどのよう
なな メッセージタイプからでもコピーできる必要があるため、汎用メッセージプロパティーがコメッセージタイプからでもコピーできる必要があるため、汎用メッセージプロパティーがコ
ピーされますが、カスタムプロパティーはコピーされません。ピーされますが、カスタムプロパティーはコピーされません。
      

       createExchangeId(): メッセージ実装がメッセージ実装が ID を提供できる場合は、このエクスチェンジの一を提供できる場合は、このエクスチェンジの一
意の意の ID を返します。それ以外の場合は、を返します。それ以外の場合は、null の戻り値を返します。の戻り値を返します。
      

44.2. MESSAGE インターフェイスの実装インターフェイスの実装

カスタムメッセージの実装方法カスタムメッセージの実装方法

Red Hat Fuse 7.5 Apache Camel 開発ガイド開発ガイド

632



1

2

     例例44.2「カスタムメッセージの実装」「カスタムメッセージの実装」 は、は、DefaultMessage クラスを拡張してメッセージを実装すクラスを拡張してメッセージを実装す
る方法を概説します。る方法を概説します。
    

例例44.2 カスタムメッセージの実装カスタムメッセージの実装

import org.apache.camel.Exchange;
import org.apache.camel.impl.DefaultMessage;

public class CustomMessage extends DefaultMessage { 1

    public CustomMessage() { 2
        // Create message with default properties...
    }

    @Override
    public String toString() { 3
        // Return a stringified message...
    }

    @Override
    public CustomMessage newInstance() { 4
        return new CustomMessage( ... );
    }

    @Override
    protected Object createBody() { 5
        // Return message body (lazy creation).
    }

    @Override
    protected void populateInitialHeaders(Map&lt;String, Object&gt; map) { 6
        // Initialize headers from underlying message (lazy creation).
    }

    @Override
    protected void populateInitialAttachments(Map&lt;String, DataHandler&gt; map) { 7
        // Initialize attachments from underlying message (lazy creation).
    }
}

 

       org.apache.camel.impl.DefaultMessage クラスを拡張し、カスタムメッセージクラスクラスを拡張し、カスタムメッセージクラス 
CustomMessage を実装します。を実装します。
      

 

       通常、デフォルトのプロパティーでメッセージを作成するデフォルトコンストラクターが必要通常、デフォルトのプロパティーでメッセージを作成するデフォルトコンストラクターが必要
です。です。
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3

4

5

6

7

 

       toString() メソッドを上書きして、メッセージ文字列をカスタマイズします。メソッドを上書きして、メッセージ文字列をカスタマイズします。
      

 

       newInstance() メソッドは、メソッドは、MessageSupport.copy() メソッド内から呼び出されまメソッド内から呼び出されま
す。す。newInstance() メソッドのカスタマイズは、現在のメッセージインスタンスのすべてのメソッドのカスタマイズは、現在のメッセージインスタンスのすべての カスカス
タムタム プロパティーを新しいメッセージインスタンスにコピーすることにフォーカスする必要があプロパティーを新しいメッセージインスタンスにコピーすることにフォーカスする必要があ
ります。このります。この MessageSupport.copy() メソッドは、メソッドは、copyFrom() を呼び出すことにより汎用メッを呼び出すことにより汎用メッ
セージプロパティーをコピーします。セージプロパティーをコピーします。
      

 

       このこの createBody() メソッドは、メソッドは、MessageSupport.getBody() メソッドと連携して機能し、メソッドと連携して機能し、
メッセージボディーへの遅延アクセスを実装します。デフォルトでは、メッセージのボディーはメッセージボディーへの遅延アクセスを実装します。デフォルトでは、メッセージのボディーは 
null です。これは、アプリケーションコードがです。これは、アプリケーションコードが (getBody() を呼び出してを呼び出して) ボディーにアクセスしボディーにアクセスし
ようとする場合にのみ、ボディーが作成されます。メッセージのボディーに初めてアクセスするようとする場合にのみ、ボディーが作成されます。メッセージのボディーに初めてアクセスする
と、と、MessageSupport.getBody() は自動的には自動的に createBody() を呼び出します。を呼び出します。
      

 

       このこの populateInitialHeaders() メソッドは、ヘッダーメソッドは、ヘッダー getter およびおよび setter メソッドと連携しメソッドと連携し
て機能し、メッセージヘッダーへの遅延アクセスを実装します。このメソッドはメッセージを解析て機能し、メッセージヘッダーへの遅延アクセスを実装します。このメソッドはメッセージを解析
して、メッセージヘッダーを抽出し、ハッシュマップして、メッセージヘッダーを抽出し、ハッシュマップ map に挿入しまに挿入しま
す。す。populateInitialHeaders() メソッドは、ユーザーがメソッドは、ユーザーが 
(getHeader()、、getHeaders()、、setHeader()、または、または setHeaders() を呼び出すことによりを呼び出すことにより) ヘッヘッ
ダーに初めてアクセスしようとすると自動的に呼び出されます。ダーに初めてアクセスしようとすると自動的に呼び出されます。
      

 

       このこの populateInitialAttachments() メソッドは、アタッチメントのメソッドは、アタッチメントの getter およびおよび setter メメ
ソッドと連携して機能し、アタッチメントへの遅延アクセスを実装します。このメソッドは、メッソッドと連携して機能し、アタッチメントへの遅延アクセスを実装します。このメソッドは、メッ
セージのアタッチメントを抽出し、ハッシュマップセージのアタッチメントを抽出し、ハッシュマップ map に挿入しまに挿入しま
す。す。populateInitialAttachments() メソッドメソッド
は、は、getAttachment()、、getAttachments()、、getAttachmentNames()、または、または addAttachment() 
を呼び出して、ユーザーが初めて添付ファイルにアクセスしようとすると、自動的に呼び出されまを呼び出して、ユーザーが初めて添付ファイルにアクセスしようとすると、自動的に呼び出されま
す。す。
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パートパート IV. API コンポーネントフレームワークコンポーネントフレームワーク

    API コンポーネントフレームワークを用いて、どのようなコンポーネントフレームワークを用いて、どのような Java API もラップするもラップする Camel コンポーネコンポーネ
ントを作成する方法ントを作成する方法
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第第45章章 API コンポーネントフレームワークの概要コンポーネントフレームワークの概要

概要概要

     API コンポーネントフレームワークは、大規模なコンポーネントフレームワークは、大規模な Java API をベースとした複雑なをベースとした複雑な Camel コンポーコンポー
ネントの実装に役立ちます。ネントの実装に役立ちます。
    

45.1. API COMPONENT FRAMEWORK とはとは

必要になる状況必要になる状況

     オプションの数が少ないコンポーネントの場合、コンポーネントの実装に関する標準的なアプローオプションの数が少ないコンポーネントの場合、コンポーネントの実装に関する標準的なアプロー
チチ (38章章コンポーネントの実装コンポーネントの実装) は、非常に効果的です。ただし、ここで問題となるのは、多数のオプは、非常に効果的です。ただし、ここで問題となるのは、多数のオプ
ションを指定してコンポーネントを実装する必要がある場合です。この問題は、エンタープライズレベションを指定してコンポーネントを実装する必要がある場合です。この問題は、エンタープライズレベ
ルのコンポーネントになると発生します。これには、ルのコンポーネントになると発生します。これには、数百もの数百もの 操作で設定される操作で設定される API をラップするこをラップするこ
とが必要になる場合があります。このようなコンポーネントでは、作成と保守に大きな作業が必要でとが必要になる場合があります。このようなコンポーネントでは、作成と保守に大きな作業が必要で
す。す。
    

     API コンポーネントフレームワークは、これらのコンポーネントの実装における課題に対処するためコンポーネントフレームワークは、これらのコンポーネントの実装における課題に対処するため
に正確に開発されました。に正確に開発されました。
    

API のコンポーネントへの切り替えのコンポーネントへの切り替え

     Java API をベースとしたをベースとした Camel コンポーネントを実装する経験から、多くの作業がルーチンかつ機コンポーネントを実装する経験から、多くの作業がルーチンかつ機
械的なものであることが分かります。これは、特定の械的なものであることが分かります。これは、特定の Java メソッドを取得して、特定のメソッドを取得して、特定の URI 構文に構文に
マッピングし、ユーザーがマッピングし、ユーザーが URI オプションを使用してメソッドパラメーターを設定できるようにするこオプションを使用してメソッドパラメーターを設定できるようにするこ
とから設定されます。このタイプの作業は、自動化およびコード生成の明確な候補です。とから設定されます。このタイプの作業は、自動化およびコード生成の明確な候補です。
    

汎用汎用 URI 形式形式

     Java API の実装を自動化する最初の手順は、の実装を自動化する最初の手順は、API メソッドをメソッドを URI にマッピングする標準的な方法をにマッピングする標準的な方法を
設計することです。そのためには、設計することです。そのためには、Java API をラップするために使用できる汎用をラップするために使用できる汎用 URI 形式を定義する形式を定義する
必要があります。そのため、必要があります。そのため、API コンポーネントフレームワークはエンドポイントコンポーネントフレームワークはエンドポイント URI に以下の構文をに以下の構文を
定義します。定義します。
    

scheme://endpoint-prefix/endpoint?Option1=Value1&...&OptionN=ValueN

     ここでここで scheme は、コンポーネントで定義されるデフォルトのは、コンポーネントで定義されるデフォルトの URI スキームです。スキームです。endpoint-prefix 
は、ラップされたは、ラップされた Java API からクラスまたはインターフェイスのいずれかにマップする短いからクラスまたはインターフェイスのいずれかにマップする短い API 名名
で、で、endpoint はメソッド名にマップします。はメソッド名にマップします。URI オプションはメソッド引数名にマップします。オプションはメソッド引数名にマップします。
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単一単一 API クラスのクラスの URI 形式形式

     API が単一のが単一の Java クラスで設定される場合は、クラスで設定される場合は、URI のの endpoint-prefix の部分が冗長になり、の部分が冗長になり、URI 
を以下の短い形式で指定できます。を以下の短い形式で指定できます。
    

scheme://endpoint?Option1=Value1&...&OptionN=ValueN

注記注記

      このこの URI 形式を有効にするには、コンポーネント実装者が形式を有効にするには、コンポーネント実装者が API コンポーネントコンポーネント 
Maven プラグインの設定でプラグインの設定で apiName 要素を空白のままにしておく必要もあります。詳要素を空白のままにしておく必要もあります。詳
細は、細は、「「API マッピングの設定」マッピングの設定」 セクションを参照してください。セクションを参照してください。
     

リフレクションとメタデータリフレクションとメタデータ

     Java メソッド呼び出しをメソッド呼び出しを URI 構文にマッピングするには、リフレクションメカニズムの形式が必ず構文にマッピングするには、リフレクションメカニズムの形式が必ず
必要になります。しかし、標準の必要になります。しかし、標準の Java リフレクションリフレクション API は、メソッド引数名を保持しないという制は、メソッド引数名を保持しないという制
限があります。有用な限があります。有用な URI オプション名を生成するにはメソッド引数名が必要なため、これは問題でオプション名を生成するにはメソッド引数名が必要なため、これは問題で
す。このソリューションは、す。このソリューションは、Javadoc またはメソッド署名ファイルのいずれかの代替形式でメタデータまたはメソッド署名ファイルのいずれかの代替形式でメタデータ
を提供することです。を提供することです。
    

Javadoc

     javadoc はメソッド引数名を含む完全なメソッド署名を保持するため、はメソッド引数名を含む完全なメソッド署名を保持するため、API コンポーネントフレームコンポーネントフレーム
ワークのメタデータの理想的な形式です。また、生成が簡単でワークのメタデータの理想的な形式です。また、生成が簡単で (特に特に maven-javadoc-plugin を使用しを使用し
てて)、多くの場合はサードパーティーライブラリーですでに提供されています。、多くの場合はサードパーティーライブラリーですでに提供されています。
    

メソッド署名ファイルメソッド署名ファイル

     Javadoc が何らかの理由で利用できない、または不適切な場合、が何らかの理由で利用できない、または不適切な場合、API コンポーネントフレームワーコンポーネントフレームワー
クは、メタデータの代替ソースクは、メタデータの代替ソース (メソッド署名ファイルメソッド署名ファイル) もサポートします。署名ファイルは、もサポートします。署名ファイルは、Java メメ
ソッド署名の一覧で設定される単純なテキストファイルです。これらのファイルは、ソッド署名の一覧で設定される単純なテキストファイルです。これらのファイルは、Java コードからコードから
コピーおよび貼り付けるコピーおよび貼り付ける (また生成されたファイルを編集するまた生成されたファイルを編集する) ことにより、手動で簡単に作成できまことにより、手動で簡単に作成できま
す。す。
    

フレームワークの設定フレームワークの設定

     コンポーネント開発者の観点からは、コンポーネント開発者の観点からは、API コンポーネントフレームワークは以下のように多数の異なコンポーネントフレームワークは以下のように多数の異な
る要素で設定されます。る要素で設定されます。
    

Maven archetype
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        camel-archetype-api-component Maven archetype は、コンポーネント実装のスケルトンは、コンポーネント実装のスケルトン
コードを生成するために使用されます。コードを生成するために使用されます。
       

Maven プラグインプラグイン

        camel-api-component-maven-plugin Maven プラグインは、プラグインは、Java API とエンドポイントとエンドポイント URI 
構文との間でマッピングを実装するコードを生成します。構文との間でマッピングを実装するコードを生成します。
       

特殊なベースクラス特殊なベースクラス

        API コンポーネントフレームワークのプログラミングモデルをサポートするために、コンポーネントフレームワークのプログラミングモデルをサポートするために、Apache 
Camel コアはコアは org.apache.camel.util.component パッケージで特殊なパッケージで特殊な API を提供します。このを提供します。この API 
は、コンポーネント、エンドポイント、コンシューマー、およびプロデューサークラスに特殊なは、コンポーネント、エンドポイント、コンシューマー、およびプロデューサークラスに特殊な
ベースクラスを提供します。ベースクラスを提供します。
       

45.2. フレームワークの使用方法フレームワークの使用方法

概要概要

     API フレームワークを使用してコンポーネントを実装する手順には、フレームワークを使用してコンポーネントを実装する手順には、Maven POM ファイルを編集しファイルを編集し
て、自動化されたコード生成、て、自動化されたコード生成、Java コードの実装、およびビルドのカスタマイズが関係します。以下コードの実装、およびビルドのカスタマイズが関係します。以下
の図は、この開発プロセスの概要を示しています。の図は、この開発プロセスの概要を示しています。
    

図図45.1 API コンポーネントフレームワークの使用コンポーネントフレームワークの使用
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図図45.1 API コンポーネントフレームワークの使用コンポーネントフレームワークの使用

Java API

     API コンポーネントの始点は常にコンポーネントの始点は常に Java API です。通常、です。通常、Camel のコンテキストでは、リモートサーのコンテキストでは、リモートサー
バーエンドポイントに接続するバーエンドポイントに接続する Java クライアントクライアント API を意味します。最初の質問は、を意味します。最初の質問は、Java API のソーのソー
スが何であるかです。以下である可能性があります。スが何であるかです。以下である可能性があります。
    

       Java API を独自に実装しますを独自に実装します (ただし、これは通常多くの作業を伴い、一般的には推奨さただし、これは通常多くの作業を伴い、一般的には推奨さ
れませんれません)。。
      

       サードパーティーのサードパーティーの Java API を使用します。たとえば、を使用します。たとえば、Apache Camel Box コンポーネコンポーネ
ントはサードパーティーのントはサードパーティーの Box Java SDK ライブラリーに基づいています。ライブラリーに基づいています。
      

       言語に依存しないインターフェイスから言語に依存しないインターフェイスから Java API を生成します。を生成します。
      

Javadoc メタデータメタデータ

     Javadoc (API コンポーネントフレームワークでコードを生成するのに必要なコンポーネントフレームワークでコードを生成するのに必要な) 形式で形式で Java API のメのメ
タデータを提供するオプションがあります。タデータを提供するオプションがあります。Maven リポジトリーからサードパーティーのリポジトリーからサードパーティーの Java API をを
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使用する場合、通常は使用する場合、通常は Javadoc がすでにがすでに Maven アーティファクトで提供されています。ただし、アーティファクトで提供されています。ただし、
Javadoc が提供されてが提供されて いないいない 場合でも、場合でも、maven-javadoc-plugin Maven プラグインを使用すると簡単プラグインを使用すると簡単
に生成できます。に生成できます。
    

注記注記

      現在、現在、Javadoc メタデータの処理には、一般的なネストには対応していないといっメタデータの処理には、一般的なネストには対応していないといっ
た制限があります。たとえば、た制限があります。たとえば、java.util.List<String> がサポートされていますがサポートされています
が、が、java.util.List<java.util.List<String>> はサポートされていません。回避策として、はサポートされていません。回避策として、
ネストされた汎用タイプを署名ファイルでネストされた汎用タイプを署名ファイルで java.util.List<java.util.List> として指定しまとして指定しま
す。す。
     

署名ファイルメタデータ署名ファイルメタデータ

     何らかの理由で何らかの理由で Javadoc の形式での形式で Java API メタデータを提供することが適切ではない場合がありメタデータを提供することが適切ではない場合があり
ますが、ますが、署名ファイル署名ファイル の形式でメタデータを提供するオプションがあります。署名ファイルは、メソッの形式でメタデータを提供するオプションがあります。署名ファイルは、メソッ
ド署名のリストで設定されますド署名のリストで設定されます (行ごとに行ごとに 1 つのメソッド署名つのメソッド署名)。これらのファイルは手動で作成でき、。これらのファイルは手動で作成でき、
ビルド時にのみ必要です。ビルド時にのみ必要です。
    

     署名ファイルについては、以下の点に注意してください。署名ファイルについては、以下の点に注意してください。
    

       各プロキシークラス各プロキシークラス (Java API クラスクラス) ごとに署名ファイルをごとに署名ファイルを 1 つ作成する必要がありまつ作成する必要がありま
す。す。
      

       メソッドの署名では例外は発生メソッドの署名では例外は発生 しませんしません。ランタイム時に発生するすべての例外。ランタイム時に発生するすべての例外
は、は、RuntimeCamelException でラップされ、エンドポイントから返されます。でラップされ、エンドポイントから返されます。
      

       引数のタイプを指定するクラス名は完全修飾クラス名である必要があります引数のタイプを指定するクラス名は完全修飾クラス名である必要があります (java.lang.\* 
タイプを除くタイプを除く)。パッケージ名をインポートするメカニズムはありません。。パッケージ名をインポートするメカニズムはありません。
      

       現在、署名パーサーには、一般的なネストがサポートされていないといった制限がありま現在、署名パーサーには、一般的なネストがサポートされていないといった制限がありま
す。たとえば、す。たとえば、java.util.List<String> がサポートされていますがサポートされています
が、が、java.util.List<java.util.List<String>> はサポートされていません。回避策として、ネストはサポートされていません。回避策として、ネスト
された汎用タイプをされた汎用タイプを java.util.List<java.util.List> として指定します。として指定します。
      

     以下は、署名ファイルの内容の簡単な例です。以下は、署名ファイルの内容の簡単な例です。
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public String sayHi();
public String greetMe(String name);
public String greetUs(String name1, String name2);

Maven archetype での開始コードの生成での開始コードの生成

     API コンポーネントの開発を開始する最も簡単な方法は、コンポーネントの開発を開始する最も簡単な方法は、camel-archetype-api-component Maven 
archetype を使用して初期を使用して初期 Maven プロジェクトを生成することです。プロジェクトを生成することです。archetype の実行方法の実行方法
は、は、「「Maven archetype でのコードの生成」でのコードの生成」 を参照してください。を参照してください。
    

     Maven archetype を実行すると、生成されたを実行すると、生成された ProjectName ディレクトリーの下にディレクトリーの下に 2 つのサブプロつのサブプロ
ジェクトが表示されます。ジェクトが表示されます。
    

ProjectName-api

        このプロジェクトには、このプロジェクトには、API コンポーネントの基礎を設定するコンポーネントの基礎を設定する Java API が含まれます。このプが含まれます。このプ
ロジェクトをビルドする際に、ロジェクトをビルドする際に、Maven バンドルでバンドルで Java API をパッケージ化し、必要なをパッケージ化し、必要な Javadoc もも
生成します。生成します。Java API およびおよび Javadoc がサードパーティーによってすでに提供されている場合がサードパーティーによってすでに提供されている場合
は、このサブプロジェクトは必要ありません。は、このサブプロジェクトは必要ありません。
       

ProjectName-component

        このプロジェクトには、このプロジェクトには、API コンポーネントのスケルトンコードが含まれます。コンポーネントのスケルトンコードが含まれます。
       

コンポーネントクラスの編集コンポーネントクラスの編集

     ProjectName-component のスケルトンコードを編集して、独自のコンポーネント実装を開発するのスケルトンコードを編集して、独自のコンポーネント実装を開発する
ことができます。以下の生成されたクラスはスケルトン実装の中核を成しています。ことができます。以下の生成されたクラスはスケルトン実装の中核を成しています。
    

ComponentNameComponent
ComponentNameEndpoint
ComponentNameConsumer
ComponentNameProducer
ComponentNameConfiguration

POM ファイルのカスタマイズファイルのカスタマイズ

     また、また、Maven POM ファイルを編集してビルドをカスタマイズし、ファイルを編集してビルドをカスタマイズし、camel-api-component-maven-
plugin Maven プラグインを設定する必要もあります。プラグインを設定する必要もあります。
    

camel-api-component-maven-plugin の設定の設定

第第45章章 API コンポーネントフレームワークの概要コンポーネントフレームワークの概要

641



     POM ファイルの設定で最も重要なことは、ファイルの設定で最も重要なことは、camel-api-component-maven-plugin Maven プラグイプラグイ
ンの設定です。このプラグインは、ンの設定です。このプラグインは、API メソッドとエンドポイントメソッドとエンドポイント URI 間のマッピングを生成し、プラ間のマッピングを生成し、プラ
グイン設定を編集してマッピングをカスタマイズできます。グイン設定を編集してマッピングをカスタマイズできます。
    

     たとえば、たとえば、ProjectName-component/pom.xml ファイルでは、以下のファイルでは、以下の camel-api-component-
maven-plugin プラグイン設定は、プラグイン設定は、ExampleJavadocHello というという API クラスの最小限の設定を示してクラスの最小限の設定を示して
います。います。
    

<configuration>
  <apis>
    <api>
      <apiName>hello-javadoc</apiName>
      <proxyClass>org.jboss.fuse.example.api.ExampleJavadocHello</proxyClass>
      <fromJavadoc/>
    </api>
  </apis>
</configuration>

     この例では、この例では、hello-javadoc API 名は名は ExampleJavadocHello クラスにマップされています。つまクラスにマップされています。つま
り、り、scheme://hello-javadoc/endpoint 形式の形式の URI を使用して、このクラスからメソッドを呼び出すこを使用して、このクラスからメソッドを呼び出すこ
とができます。とができます。fromJavadoc 要素が存在する場合は、要素が存在する場合は、ExampleJavadocHello クラスがクラスが Javadoc からから
メタデータを取得することを示しています。メタデータを取得することを示しています。
    

OSGi バンドルの設定バンドルの設定

     component サブプロジェクトのサンプルサブプロジェクトのサンプル POM であるである ProjectName-component/pom.xml は、コは、コ
ンポーネントをンポーネントを OSGi バンドルとしてパッケージ化するように設定されています。コンポーネントバンドルとしてパッケージ化するように設定されています。コンポーネント  
POM には、には、maven-bundle-plugin の設定例が含まれています。の設定例が含まれています。Maven がコンポーネント用に適切に設がコンポーネント用に適切に設
定された定された OSGi バンドルを生成するには、バンドルを生成するには、maven-bundle-plugin プラグインの設定をカスタマイズすプラグインの設定をカスタマイズす
る必要があります。る必要があります。
    

コンポーネントの構築コンポーネントの構築

     Maven でコンポーネントをビルドする場合でコンポーネントをビルドする場合 (例例: mvn clean package を使用を使用)、、camel-api-
component-maven-plugin プラグインはプラグインは (Java API とエンドポイントとエンドポイント URI 構文間のマッピングを定義構文間のマッピングを定義
するする) API マッピングクラスを自動的に生成し、それらをマッピングクラスを自動的に生成し、それらを target/classes プロジェクトのサブディレクプロジェクトのサブディレク
トリーに配置します。大規模で複雑なトリーに配置します。大規模で複雑な Java API を扱う場合、この生成されたコードは実際にはコンを扱う場合、この生成されたコードは実際にはコン
ポーネントのソースコードの大部分を設定します。ポーネントのソースコードの大部分を設定します。
    

     Maven ビルドが完了すると、コンパイルされたコードおよびリソースがビルドが完了すると、コンパイルされたコードおよびリソースが OSGi バンドルとしてパッバンドルとしてパッ
ケージ化され、ローカルケージ化され、ローカル Maven リポジトリーにリポジトリーに Maven アーティファクトとして保存されます。アーティファクトとして保存されます。
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第第46章章 フレームワークの使用方法フレームワークの使用方法

概要概要

     本章では、本章では、camel-archetype-api-component Maven archetype を使用して生成されたコードに基を使用して生成されたコードに基
づいた、づいた、API コンポーネントフレームワークを使用してコンポーネントフレームワークを使用して Camel コンポーネントを実装する基本的な原コンポーネントを実装する基本的な原
則について説明します。則について説明します。
    

46.1. MAVEN ARCHETYPE でのコードの生成でのコードの生成

Maven archetype

     Maven archetype はコードウィザードに類似しています。簡単なパラメーターをいくつか提供するはコードウィザードに類似しています。簡単なパラメーターをいくつか提供する
とサンプルコードと共に、完全な作業用のとサンプルコードと共に、完全な作業用の Maven プロジェクトを生成します。その後、このプロジェプロジェクトを生成します。その後、このプロジェ
クトをテンプレートとして使用し、実装をカスタマイズして独自のアプリケーションを作成することがクトをテンプレートとして使用し、実装をカスタマイズして独自のアプリケーションを作成することが
できます。できます。
    

API コンポーネントコンポーネント Maven archetype

     API コンポーネントフレームワークはコンポーネントフレームワークは camel-archetype-api-component により、独自のにより、独自の API コンコン
ポーネント実装の開始するコードを生成できるポーネント実装の開始するコードを生成できる Maven archetype を提供します。これは、独自のを提供します。これは、独自の API 
コンポーネントの作成を開始するための推奨される方法です。コンポーネントの作成を開始するための推奨される方法です。
    

前提条件前提条件

     camel-archetype-api-component archetype を実行するための前提条件はを実行するための前提条件は Apache Maven がインがイン
ストールされ、ストールされ、Maven settings.xml ファイルが標準のファイルが標準の Fuse リポジトリーを使用するよう設定されてリポジトリーを使用するよう設定されて
いることだけです。いることだけです。
    

Maven archetype の呼び出しの呼び出し

     example URI スキームを使用するスキームを使用する Example コンポーネントを作成するには、以下のようにコンポーネントを作成するには、以下のように camel-
archetype-api-component archetype を呼び出して新しいを呼び出して新しい Maven プロジェクトを生成します。プロジェクトを生成します。
    

mvn archetype:generate \
-DarchetypeGroupId=org.apache.camel.archetypes \
-DarchetypeArtifactId=camel-archetype-api-component \
-DarchetypeVersion=2.21.0.fuse-750033-redhat-00001 \
-DgroupId=org.jboss.fuse.example \
-DartifactId=camel-api-example \
-Dname=Example \
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-Dscheme=example \
-Dversion=1.0-SNAPSHOT \
-DinteractiveMode=false

注記注記

      各行の最後にあるバックスラッシュ各行の最後にあるバックスラッシュ \ は、は、Linux プラットフォームおよびプラットフォームおよび UNIX ププ
ラットフォームでのみ機能する行継続を表します。ラットフォームでのみ機能する行継続を表します。Windows プラットフォームでは、プラットフォームでは、
バックスラッシュを削除し、引数をすべてバックスラッシュを削除し、引数をすべて 1 行に配置します。行に配置します。
     

オプションオプション

     オプションは、オプションは、-DName=Value 構文を使用して構文を使用して archetype 生成コマンドに提供されます。オプショ生成コマンドに提供されます。オプショ
ンのほとんどは前述のンのほとんどは前述の mvn archetype:generate コマンドのように設定する必要がありますが、生成さコマンドのように設定する必要がありますが、生成さ
れたプロジェクトをカスタマイズするためにいくつかのオプションを変更できます。生成されたれたプロジェクトをカスタマイズするためにいくつかのオプションを変更できます。生成された API ココ
ンポーネントプロジェクトをカスタマイズするために使用できるオプションを以下の表に示します。ンポーネントプロジェクトをカスタマイズするために使用できるオプションを以下の表に示します。
    

名前名前 説明説明

groupId (汎用汎用 Maven オプションオプション) 生成された Maven プロ
ジェクトのグループ ID を指定します。デフォルトで
は、この値は生成されたクラスの Java パッケージ名
も定義します。そのため、この値を希望する Java
パッケージ名と一致するように選択することが推奨
されます。

artifactId (汎用汎用 Maven オプションオプション) 生成された Maven プロ
ジェクトのアーティファクト ID を指定します。

name コンポーネントの名前この値は、生成されたコード
でクラス名を生成するために使用されます (よって、
名前が大文字で始まることが推奨されます) 。

scheme このコンポーネントの URI で使用するデフォルトの
スキーム。このスキームが既存の Camel コンポーネ
ントのスキームと競合しないようにしてください。

archetypeVersion (Maven の汎用オプションの汎用オプション) 正確には、コンポーネン
トをデプロイする予定であるコンテナーによって使
用される Apache Camel バージョンになります。た
だし、必要に応じて、プロジェクトの生成後後に
Maven 依存関係のバージョンを変更することもでき
ます。

生成されたプロジェクトの構造生成されたプロジェクトの構造
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     コード生成ステップが正常に完了すると、新しいコード生成ステップが正常に完了すると、新しい Maven プロジェクトが含まれる新しいディレクトプロジェクトが含まれる新しいディレクト
リーリー camel-api-example を確認できるはずです。を確認できるはずです。camel-api-example ディレクトリー内に以下の一般ディレクトリー内に以下の一般
的な構造があることを確認できます。的な構造があることを確認できます。
    

camel-api-example/
    pom.xml
    camel-api-example-api/
    camel-api-example-component/

     プロジェクトのトップレベルは集約プロジェクトのトップレベルは集約 POM pom.xml で、以下のようにで、以下のように 2 つのサブプロジェクトをビつのサブプロジェクトをビ
ルドするように設定されます。ルドするように設定されます。
    

camel-api-example-api

        API サブプロジェクトサブプロジェクト (名前は名前は ArtifactId-api) は、コンポーネントに変換する予定のは、コンポーネントに変換する予定の Java API 
を保持します。独自に作成したを保持します。独自に作成した Java API でで API コンポーネントを指定する場合は、コンポーネントを指定する場合は、Java API コーコー
ドを直接このプロジェクトに配置できます。ドを直接このプロジェクトに配置できます。
       

        API サブプロジェクトは、以下のいずれかの目的で使用できます。サブプロジェクトは、以下のいずれかの目的で使用できます。
       

          Java API コードをパッケージ化するコードをパッケージ化する (Maven パッケージとして利用できない場合パッケージとして利用できない場合)。。
         

          Java API のの Javadoc を生成するを生成する (API コンポーネントフレームワークに必要なメタコンポーネントフレームワークに必要なメタ
データを提供データを提供)。。
         

          API の説明からの説明から Java API コードを生成するコードを生成する (REST API のの WADL 記述など記述など)。。
         

        ただし、場合によっては、これらのタスクを実行する必要がない場合があります。たとえば、ただし、場合によっては、これらのタスクを実行する必要がない場合があります。たとえば、
API コンポーネントのベースとなるサードパーティーコンポーネントのベースとなるサードパーティー API が、が、Maven パッケージでパッケージで Java API およおよ
びび Javadoc をすでに提供している場合がこれに該当します。このような場合には、をすでに提供している場合がこれに該当します。このような場合には、API サブプロサブプロ
ジェクトを削除できます。ジェクトを削除できます。
       

camel-api-example-component

        コンポーネントサブプロジェクトコンポーネントサブプロジェクト (名前は名前は ArtifactId-component) は、新規は、新規 API コンポーネンコンポーネン
トの実装を保持します。これには、コンポーネント実装クラストの実装を保持します。これには、コンポーネント実装クラス (Java API からから API マッピングクラマッピングクラ
スを生成するスを生成する) とと camel-api-component-maven プラグインの設定が含まれます。プラグインの設定が含まれます。
       

46.2. 生成される生成される API サブプロジェクトサブプロジェクト
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概要概要

     「「Maven archetype でのコードの生成」でのコードの生成」の説明どおりに新しいの説明どおりに新しい Maven プロジェクトを生成した場プロジェクトを生成した場
合、合、camel-api-example/camel-api-example-api プロジェクトディレクトリーにプロジェクトディレクトリーに Java API をパッケーをパッケー
ジ化するためのジ化するための Maven サブプロジェクトがあります。このセクションでは、生成されたサンプルコーサブプロジェクトがあります。このセクションでは、生成されたサンプルコー
ドの詳細と、その動作を説明します。ドの詳細と、その動作を説明します。
    

Java API のサンプルのサンプル

     生成されたサンプルコードには、生成されたサンプルコードには、API コンポーネントのベースとなるサンプルコンポーネントのベースとなるサンプル Java API が含まれてが含まれて
います。サンプルいます。サンプル Java API は比較的シンプルで、は比較的シンプルで、2 つのつの Hello World クラスクラス (ExampleJavadocHello 
およびおよび ExampleFileHello) で設定されています。で設定されています。
    

ExampleJavadocHello クラスクラス

     例例46.1「「ExampleJavadocHello クラス」クラス」 は、サンプルは、サンプル Java API からのからの ExampleJavadocHello クク
ラスを示しています。クラスの名前が示すように、このクラスはラスを示しています。クラスの名前が示すように、このクラスは Javadoc からマッピングメタデータからマッピングメタデータ
を提供する方法を示すために使用されます。を提供する方法を示すために使用されます。
    

例例46.1 ExampleJavadocHello クラスクラス

// Java
package org.jboss.fuse.example.api;

/**
 * Sample API used by Example Component whose method signatures are read from Javadoc.
 */
public class ExampleJavadocHello {

    public String sayHi() {
        return "Hello!";
    }

    public String greetMe(String name) {
        return "Hello " + name;
    }

    public String greetUs(String name1, String name2) {
            return "Hello " + name1 + ", " + name2;
    }
}

ExampleFileHello クラスクラス

     例例46.2「「ExampleFileHello クラス」クラス」 は、サンプルは、サンプル Java API からのからの ExampleFileHello クラスを示クラスを示
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しています。クラスの名前が示すように、このクラスは署名ファイルからマッピングメタデータを提供しています。クラスの名前が示すように、このクラスは署名ファイルからマッピングメタデータを提供
する方法を示すために使用されます。する方法を示すために使用されます。
    

例例46.2 ExampleFileHello クラスクラス

// Java
package org.jboss.fuse.example.api;

/**
 * Sample API used by Example Component whose method signatures are read from File.
 */
public class ExampleFileHello {

    public String sayHi() {
        return "Hello!";
    }

    public String greetMe(String name) {
        return "Hello " + name;
    }

    public String greetUs(String name1, String name2) {
            return "Hello " + name1 + ", " + name2;
    }
}

ExampleJavadocHello のの Javadoc メタデータの生成メタデータの生成

     ExampleJavadocHello のメタデータはのメタデータは Javadoc として提供されるため、サンプルとして提供されるため、サンプル Java API のの 
Javadoc を生成し、これをを生成し、これを camel-api-example-api Maven アーティファクトにインストールする必要アーティファクトにインストールする必要
があります。があります。API POM ファイルであるファイルである camel-api-example-api/pom.xml は、は、Maven ビルド中にこのビルド中にこの
手順を自動的に実行するように手順を自動的に実行するように maven-javadoc-plugin を設定します。を設定します。
    

46.3. 生成されたコンポーネントサブプロジェクト生成されたコンポーネントサブプロジェクト

概要概要

     新しいコンポーネントのビルド用の新しいコンポーネントのビルド用の Maven サブプロジェクトはサブプロジェクトは camel-api-example/camel-api-
example-component プロジェクトディレクトリーの下にあります。このセクションでは、生成されたプロジェクトディレクトリーの下にあります。このセクションでは、生成された
サンプルコードの詳細と、その動作を説明します。サンプルコードの詳細と、その動作を説明します。
    

コンポーネントコンポーネント POM でのでの Java API の提供の提供

     Java API はコンポーネントはコンポーネント POM の依存関係として提供される必要があります。たとえば、サンプの依存関係として提供される必要があります。たとえば、サンプ
ルル Java API は、以下のようにコンポーネントは、以下のようにコンポーネント POM ファイルの依存関係ファイルの依存関係 camel-api-example-
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component/pom.xml として定義されます。として定義されます。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
    xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0 http://maven.apache.org/maven-
v4_0_0.xsd">

  ...
  <dependencies>
    ...
    <dependency>
      <groupId>org.jboss.fuse.example</groupId>
      <artifactId>camel-api-example-api</artifactId>
      <version>1.0-SNAPSHOT</version>
    </dependency>
    ...
  </dependencies>
  ...
</project>

コンポーネントコンポーネント POM でのでの Javadoc メタデータの提供メタデータの提供

     Java API のすべてのまたは一部にのすべてのまたは一部に Javadoc メタデータを使用している場合は、コンポーネントメタデータを使用している場合は、コンポーネント 
POM の依存関係としての依存関係として Javadoc を指定する必要があります。この依存関係に関して注意することがを指定する必要があります。この依存関係に関して注意することが 2 
つあります。つあります。
    

       Javadoc のの Maven コーディネートはコーディネートは Java API のの Maven コーディネートとほぼ同じですコーディネートとほぼ同じです
が、以下のようにが、以下のように classifier 要素も指定する必要があります。要素も指定する必要があります。
      

<classifier>javadoc</classifier>

       以下のように、以下のように、provided スコープを持つようスコープを持つよう Javadoc を宣言する必要があります。を宣言する必要があります。
      

<scope>provided</scope>

     たとえば、コンポーネントたとえば、コンポーネント POM では、では、Javadoc 依存関係は以下のように定義されます。依存関係は以下のように定義されます。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
    xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0 http://maven.apache.org/maven-
v4_0_0.xsd">

  ...
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  <dependencies>
    ...
    <!-- Component API javadoc in provided scope to read API signatures -->
    <dependency>
      <groupId>org.jboss.fuse.example</groupId>
      <artifactId>camel-api-example-api</artifactId>
      <version>1.0-SNAPSHOT</version>
      <classifier>javadoc</classifier>
      <scope>provided</scope>
    </dependency>
    ...
  </dependencies>
  ...
</project>

サンプルファイルサンプルファイル Hello のファイルメタデータの定義のファイルメタデータの定義

     ExampleFileHello のメタデータは署名ファイルで提供されます。通常、このファイルは手動で作成のメタデータは署名ファイルで提供されます。通常、このファイルは手動で作成
する必要がありますが、メソッド署名のリストする必要がありますが、メソッド署名のリスト (各行に各行に 1 つずつつずつ) で設定される非常にシンプルな形式で設定される非常にシンプルな形式
です。このサンプルコードはです。このサンプルコードは camel-api-example-component/signatures ディレクトリーに以下の内ディレクトリーに以下の内
容を含む署名ファイル容を含む署名ファイル file-sig-api.txt を提供します。を提供します。
    

public String sayHi();
public String greetMe(String name);
public String greetUs(String name1, String name2);

     署名ファイル形式の詳細は、署名ファイル形式の詳細は、「署名ファイルメタデータ」「署名ファイルメタデータ」 を参照してください。を参照してください。
    

API マッピングの設定マッピングの設定

     API コンポーネントフレームワークの主な機能のコンポーネントフレームワークの主な機能の 1 つは、つは、API マッピングマッピング を実行するコードを自動を実行するコードを自動
的に生成することです。つまり、エンドポイント的に生成することです。つまり、エンドポイント URI をを Java API のメソッド呼び出しにマッピングすのメソッド呼び出しにマッピングす
るスタブコードを生成します。るスタブコードを生成します。API マッピングへの基本的な入力は、マッピングへの基本的な入力は、Java API、、Javadoc メタデータ、メタデータ、
署名ファイルのメタデータなどです。署名ファイルのメタデータなどです。
    

     API マッピングを実行するコンポーネントは、コンポーネントマッピングを実行するコンポーネントは、コンポーネント POM で設定されたで設定された camel-api-
component-maven-plugin Maven プラグインです。コンポーネントプラグインです。コンポーネント POM からの以下の抜粋からの以下の抜粋
は、は、camel-api-component-maven-plugin プラグインの設定方法を示しています。プラグインの設定方法を示しています。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
    xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0 http://maven.apache.org/maven-
v4_0_0.xsd">

  ...
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  <build>
    <defaultGoal>install</defaultGoal>

    <plugins>
      ...
      <!-- generate Component source and test source -->
      <plugin>
        <groupId>org.apache.camel</groupId>
        <artifactId>camel-api-component-maven-plugin</artifactId>
        <executions>
          <execution>
            <id>generate-test-component-classes</id>
            <goals>
              <goal>fromApis</goal>
            </goals>
            <configuration>
              <apis>
                <api>
                  <apiName>hello-file</apiName>
                  <proxyClass>org.jboss.fuse.example.api.ExampleFileHello</proxyClass>
                  <fromSignatureFile>signatures/file-sig-api.txt</fromSignatureFile>
                </api>
                <api>
                  <apiName>hello-javadoc</apiName>
                  <proxyClass>org.jboss.fuse.example.api.ExampleJavadocHello</proxyClass>
                  <fromJavadoc/>
                </api>
              </apis>
            </configuration>
          </execution>
        </executions>
      </plugin>
      ...
    </plugins>
    ...
  </build>
  ...
</project>

     プラグインは、プラグインは、Java API のクラスを設定するための単一ののクラスを設定するための単一の apis 子要素が含まれる子要素が含まれる configuration 要要
素によって設定されます。各素によって設定されます。各 API クラスは以下のようにクラスは以下のように api 要素によって設定されます。要素によって設定されます。
    

apiName

        API name は、は、API クラスの短縮名で、エンドポイントクラスの短縮名で、エンドポイント URI のの endpoint-prefix として使用さとして使用さ
れます。れます。
       

注記注記
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注記注記

         API が単一のが単一の Java クラスのみで設定される場合は、クラスのみで設定される場合は、apiName 要素を空のまま要素を空のまま
にすることができます。これにより、にすることができます。これにより、endpoint-prefix は冗長になります。そのは冗長になります。その
後、後、「単一「単一 API クラスのクラスの URI 形式」形式」 に示す形式を使用して、エンドポイントに示す形式を使用して、エンドポイント URI をを
指定できます。指定できます。
        

proxyClass

        このプロキシークラスの要素は、このプロキシークラスの要素は、API クラスの完全修飾名を指定します。クラスの完全修飾名を指定します。
       

fromJavadoc

        API クラスにクラスに Javadoc メタデータが付随する場合、それを示すためにメタデータが付随する場合、それを示すために fromJavadoc 要素を含要素を含
める必要があります。める必要があります。provided 依存関係として、依存関係として、Javadoc 自体も自体も Maven ファイルで指定する必要ファイルで指定する必要
がありますがあります (「コンポーネント「コンポーネント POM でのでの Javadoc メタデータの提供」メタデータの提供」を参照を参照)。。
       

fromSignatureFile

        API クラスに署名ファイルのメタデータが付随する場合、これを示すためにクラスに署名ファイルのメタデータが付随する場合、これを示すために 
fromSignatureFile 要素を含める必要があります。この要素の内容で署名ファイルの場所を指定しま要素を含める必要があります。この要素の内容で署名ファイルの場所を指定しま
す。す。
       

注記注記

         署名ファイルは、実行時ではなくビルド時にのみ必要であるため、署名ファイルは、実行時ではなくビルド時にのみ必要であるため、Maven にに
よってビルドされた最終パッケージにはよってビルドされた最終パッケージには含まれません含まれません。。
        

生成されたコンポーネントの実装生成されたコンポーネントの実装

     API コンポーネントは、コンポーネントは、camel-api-example-component/src/main/java ディレクトリー下においてディレクトリー下において
以下のコアクラス以下のコアクラス (Camel コンポーネントすべてに実装する必要があるコンポーネントすべてに実装する必要がある) から設定されます。から設定されます。
    

ExampleComponent

        コンポーネント自体を表します。このクラスは、エンドポイントインスタンスのファクトリーコンポーネント自体を表します。このクラスは、エンドポイントインスタンスのファクトリー
として機能しますとして機能します (例例: ExampleEndpoint のインスタンスのインスタンス) 。。
       

ExampleEndpoint

        エンドポイントエンドポイント URI を表します。このクラスは、コンシューマーエンドポイントを表します。このクラスは、コンシューマーエンドポイント (例例: 
ExampleConsumer) のファクトリーとして機能し、またプロデューサーエンドポイントのファクトリーとして機能し、またプロデューサーエンドポイント (例例: 
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ExampleProducer) のファクトリーとして機能します。のファクトリーとして機能します。
       

ExampleConsumer

        エンドポイントエンドポイント URI で指定された場所からメッセージを消費できるコンシューマーエンドポイで指定された場所からメッセージを消費できるコンシューマーエンドポイ
ントの具象インスタンスを表します。ントの具象インスタンスを表します。
       

ExampleProducer

        プロデューサーエンドポイントの具象インスタンスを表します。これは、エンドポイントプロデューサーエンドポイントの具象インスタンスを表します。これは、エンドポイント URI 
で指定された場所にメッセージを送信できます。で指定された場所にメッセージを送信できます。
       

ExampleConfiguration

        エンドポイントエンドポイント URI オプションを定義するために使用できます。この設定クラスによって定義オプションを定義するために使用できます。この設定クラスによって定義
されるされる URI オプションは特定のオプションは特定の API クラスにはクラスには関連付けられません関連付けられません。つまり、これらの。つまり、これらの URI オプオプ
ションをションを API クラスまたはメソッドのいずれかと組み合わせることができます。これは、たとえクラスまたはメソッドのいずれかと組み合わせることができます。これは、たとえ
ば、リモートサービスへの接続にユーザー名およびパスワードの認証情報を宣言する必要がある場ば、リモートサービスへの接続にユーザー名およびパスワードの認証情報を宣言する必要がある場
合などに役立ちます。合などに役立ちます。ExampleConfiguration クラスの主な目的は、クラスの主な目的は、API クラスまたはクラスまたは API インイン
ターフェイスを実装するクラスに必要なパラメーターの値を提供することです。たとえば、これらターフェイスを実装するクラスに必要なパラメーターの値を提供することです。たとえば、これら
はコンストラクターパラメーターや、ファクトリーメソッドまたはクラスのパラメーター値になりはコンストラクターパラメーターや、ファクトリーメソッドまたはクラスのパラメーター値になり
ます。ます。
       

        このクラスでこのクラスで URI オプションオプション option を実装するために必要なのは、アクセッサーメソッドのを実装するために必要なのは、アクセッサーメソッドの
ペアペア getOption and setOption を実装することだけです。コンポーネントフレームワークはエンドを実装することだけです。コンポーネントフレームワークはエンド
ポイントポイント URI を自動的に解析し、実行時にオプション値を挿入します。を自動的に解析し、実行時にオプション値を挿入します。
       

ExampleComponent クラスクラス

     生成された生成された ExampleComponent クラスは、以下のように定義されます。クラスは、以下のように定義されます。
    

// Java
package org.jboss.fuse.example;

import org.apache.camel.CamelContext;
import org.apache.camel.Endpoint;
import org.apache.camel.spi.UriEndpoint;
import org.apache.camel.util.component.AbstractApiComponent;

import org.jboss.fuse.example.internal.ExampleApiCollection;
import org.jboss.fuse.example.internal.ExampleApiName;

/**
 * Represents the component that manages {@link ExampleEndpoint}.
 */
@UriEndpoint(scheme = "example", consumerClass = ExampleConsumer.class, consumerPrefix = 
"consumer")
public class ExampleComponent extends AbstractApiComponent<ExampleApiName, 
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ExampleConfiguration, ExampleApiCollection> {

    public ExampleComponent() {
        super(ExampleEndpoint.class, ExampleApiName.class, ExampleApiCollection.getCollection());
    }

    public ExampleComponent(CamelContext context) {
        super(context, ExampleEndpoint.class, ExampleApiName.class, 
ExampleApiCollection.getCollection());
    }

    @Override
    protected ExampleApiName getApiName(String apiNameStr) throws IllegalArgumentException {
        return ExampleApiName.fromValue(apiNameStr);
    }

    @Override
    protected Endpoint createEndpoint(String uri, String methodName, ExampleApiName apiName,
                                      ExampleConfiguration endpointConfiguration) {
        return new ExampleEndpoint(uri, this, apiName, methodName, endpointConfiguration);
    }
}

     このクラスの重要なメソッドはこのクラスの重要なメソッドは createEndpoint で、これは新しいエンドポイントインスタンスを作で、これは新しいエンドポイントインスタンスを作
成します。通常、コンポーネントクラスのデフォルトコードを変更する必要はありません。ただし、こ成します。通常、コンポーネントクラスのデフォルトコードを変更する必要はありません。ただし、こ
のコンポーネントのライフサイクルと同じオブジェクトが存在する場合は、これらのオブジェクトをコのコンポーネントのライフサイクルと同じオブジェクトが存在する場合は、これらのオブジェクトをコ
ンポーネントクラスから利用できるようにすることができますンポーネントクラスから利用できるようにすることができます (例例: メソッドを追加してこれらのオブメソッドを追加してこれらのオブ
ジェクトを作成、これらのオブジェクトをコンポーネントに注入ジェクトを作成、これらのオブジェクトをコンポーネントに注入)。。
    

ExampleEndpoint クラスクラス

     生成された生成された ExampleEndpoint クラスは以下のように定義されます。クラスは以下のように定義されます。
    

// Java
package org.jboss.fuse.example;

import java.util.Map;

import org.apache.camel.Consumer;
import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.Producer;
import org.apache.camel.spi.UriEndpoint;
import org.apache.camel.util.component.AbstractApiEndpoint;
import org.apache.camel.util.component.ApiMethod;
import org.apache.camel.util.component.ApiMethodPropertiesHelper;

import org.jboss.fuse.example.api.ExampleFileHello;
import org.jboss.fuse.example.api.ExampleJavadocHello;
import org.jboss.fuse.example.internal.ExampleApiCollection;
import org.jboss.fuse.example.internal.ExampleApiName;
import org.jboss.fuse.example.internal.ExampleConstants;
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import org.jboss.fuse.example.internal.ExamplePropertiesHelper;

/**
 * Represents a Example endpoint.
 */
@UriEndpoint(scheme = "example", consumerClass = ExampleConsumer.class, consumerPrefix = 
"consumer")
public class ExampleEndpoint extends AbstractApiEndpoint<ExampleApiName, 
ExampleConfiguration> {

    // TODO create and manage API proxy
    private Object apiProxy;

    public ExampleEndpoint(String uri, ExampleComponent component,
                         ExampleApiName apiName, String methodName, ExampleConfiguration 
endpointConfiguration) {
        super(uri, component, apiName, methodName, 
ExampleApiCollection.getCollection().getHelper(apiName), endpointConfiguration);

    }

    public Producer createProducer() throws Exception {
        return new ExampleProducer(this);
    }

    public Consumer createConsumer(Processor processor) throws Exception {
        // make sure inBody is not set for consumers
        if (inBody != null) {
            throw new IllegalArgumentException("Option inBody is not supported for consumer 
endpoint");
        }
        final ExampleConsumer consumer = new ExampleConsumer(this, processor);
        // also set consumer.* properties
        configureConsumer(consumer);
        return consumer;
    }

    @Override
    protected ApiMethodPropertiesHelper<ExampleConfiguration> getPropertiesHelper() {
        return ExamplePropertiesHelper.getHelper();
    }

    protected String getThreadProfileName() {
        return ExampleConstants.THREAD_PROFILE_NAME;
    }

    @Override
    protected void afterConfigureProperties() {
        // TODO create API proxy, set connection properties, etc.
        switch (apiName) {
            case HELLO_FILE:
                apiProxy = new ExampleFileHello();
                break;
            case HELLO_JAVADOC:
                apiProxy = new ExampleJavadocHello();
                break;
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            default:
                throw new IllegalArgumentException("Invalid API name " + apiName);
        }
    }

    @Override
    public Object getApiProxy(ApiMethod method, Map<String, Object> args) {
        return apiProxy;
    }
}

     API コンポーネントフレームワークのコンテキストでは、エンドポイントクラスによって実行されるコンポーネントフレームワークのコンテキストでは、エンドポイントクラスによって実行される
主なステップの主なステップの 1 つは、つは、API プロキシープロキシー を作成することです。を作成することです。API プロキシーは、ターゲットプロキシーは、ターゲット Java 
API からのインスタンスで、メソッドがエンドポイントによって呼び出されます。通常、からのインスタンスで、メソッドがエンドポイントによって呼び出されます。通常、Java API は多は多
くのクラスで設定されるため、くのクラスで設定されるため、URI に表示されるに表示される endpoint-prefix を基にして、適切なを基にして、適切な API クラスを選クラスを選
択する必要があります択する必要があります (URI の一般形式はの一般形式は scheme://endpoint-prefix/endpoint であることに留意してであることに留意して
くださいください)。。
    

ExampleConsumer クラスクラス

     生成された生成された ExampleConsumer クラスは以下のように定義されます。クラスは以下のように定義されます。
    

// Java
package org.jboss.fuse.example;

import org.apache.camel.Processor;
import org.apache.camel.util.component.AbstractApiConsumer;

import org.jboss.fuse.example.internal.ExampleApiName;

/**
 * The Example consumer.
 */
public class ExampleConsumer extends AbstractApiConsumer<ExampleApiName, 
ExampleConfiguration> {

    public ExampleConsumer(ExampleEndpoint endpoint, Processor processor) {
        super(endpoint, processor);
    }

}

ExampleProducer クラスクラス

     生成された生成された ExampleProducer クラスは以下のように定義されます。クラスは以下のように定義されます。
    

// Java
package org.jboss.fuse.example;

第第46章章 フレームワークの使用方法フレームワークの使用方法

655



import org.apache.camel.util.component.AbstractApiProducer;

import org.jboss.fuse.example.internal.ExampleApiName;
import org.jboss.fuse.example.internal.ExamplePropertiesHelper;

/**
 * The Example producer.
 */
public class ExampleProducer extends AbstractApiProducer<ExampleApiName, 
ExampleConfiguration> {

    public ExampleProducer(ExampleEndpoint endpoint) {
        super(endpoint, ExamplePropertiesHelper.getHelper());
    }
}

ExampleConfiguration クラスクラス

     生成された生成された ExampleConfiguration クラスは以下のように定義されます。クラスは以下のように定義されます。
    

// Java
package org.jboss.fuse.example;

import org.apache.camel.spi.UriParams;

/**
 * Component configuration for Example component.
 */
@UriParams
public class ExampleConfiguration {

    // TODO add component configuration properties
}

     このクラスにこのクラスに URI オプションオプション option を追加するには、適切なタイプのフィールドを定義し、対応すを追加するには、適切なタイプのフィールドを定義し、対応す
るアクセッサーメソッドるアクセッサーメソッド (getOption およびおよび setOption) のペアを実装します。コンポーネントフレームのペアを実装します。コンポーネントフレーム
ワークはエンドポイントワークはエンドポイント URI を自動的に解析し、実行時にオプション値を挿入します。を自動的に解析し、実行時にオプション値を挿入します。
    

注記注記

      このクラスは、すべてのこのクラスは、すべての API メソッドと組み合わせることができるメソッドと組み合わせることができる 一般的な一般的な URI オオ
プションを定義するために使用されます。特定のプションを定義するために使用されます。特定の API メソッドに関連するメソッドに関連する URI オプショオプショ
ンを定義するには、ンを定義するには、API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインにプラグインに 追加のオプション追加のオプション を設定を設定
します。詳細は、します。詳細は、「追加オプション」「追加オプション」 を参照してください。を参照してください。
     

URI 形式形式
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     API コンポーネントコンポーネント URI の一般的な形式を取ります。の一般的な形式を取ります。
    

scheme://endpoint-prefix/endpoint?Option1=Value1&...&OptionN=ValueN

     通常、通常、URI はは Java API の特定のメソッド呼び出しにマッピングされます。たとえば、の特定のメソッド呼び出しにマッピングされます。たとえば、API メソッドメソッド 
ExampleJavadocHello.greetMe("Jane Doe") を呼び出す場合、以下のようにを呼び出す場合、以下のように URI が作成されます。が作成されます。
    

scheme

        Maven archetype でコードを生成した時に指定されるでコードを生成した時に指定される API コンポーネントスキーム。この場コンポーネントスキーム。この場
合、スキームは合、スキームは example です。です。
       

endpoint-prefix

        camel-api-component-maven-plugin Maven プラグイン設定で定義されるプラグイン設定で定義される API クラスにマックラスにマッ
プするプする API 名。名。ExampleJavadocHello クラスの場合、関連する設定は以下のとおりです。クラスの場合、関連する設定は以下のとおりです。
       

<configuration>
  <apis>
    <api>
      <apiName>hello-javadoc</apiName>
      <proxyClass>org.jboss.fuse.example.api.ExampleJavadocHello</proxyClass>
      <fromJavadoc/>
    </api>
    ...
  </apis>
</configuration>

        これは、必要なこれは、必要な endpoint-prefix がが hello-javadoc であることを示しています。であることを示しています。
       

endpoint

        endpoint は、メソッド名は、メソッド名 greetMe にマップします。にマップします。
       

Option1=Value1

        URI オプションはメソッドパラメーターを指定します。オプションはメソッドパラメーターを指定します。greetMe(String name) メソッドメソッド
は、は、name=Jane%20Doe として指定できる単一のパラメーターとして指定できる単一のパラメーター name を取ります。オプションのデを取ります。オプションのデ
フォルト値を定義する場合は、フォルト値を定義する場合は、interceptProperties メソッドを上書きしてこれを行うことができまメソッドを上書きしてこれを行うことができま
すす (「プログラミングモデル」「プログラミングモデル」 を参照を参照)。。
       

     URI の一部をまとめると、以下のの一部をまとめると、以下の URI でで ExampleJavadocHello.greetMe("Jane Doe") を呼び出しを呼び出し
できることがわかります。できることがわかります。
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example://hello-javadoc/greetMe?name=Jane%20Doe

デフォルトのコンポーネントインスタンスデフォルトのコンポーネントインスタンス

     example URI スキームをデフォルトのコンポーネントインスタンスにマッピングするために、スキームをデフォルトのコンポーネントインスタンスにマッピングするために、
Maven archetype はは camel-api-example-component サブプロジェクトに以下のファイルを作成しまサブプロジェクトに以下のファイルを作成しま
す。す。
    

src/main/resources/META-INF/services/org/apache/camel/component/example

     このリソースファイルは、このリソースファイルは、Camel コアがコアが example URI スキームに関連付けられたコンポーネントをスキームに関連付けられたコンポーネントを
特定できるようにします。ルートで特定できるようにします。ルートで example:// URI を使用するたびに、を使用するたびに、Camel はクラスパスを検索はクラスパスを検索
し、対応するし、対応する example リソースファイルを探します。このリソースファイルを探します。この example ファイルには、以下のコンテンツファイルには、以下のコンテンツ
が含まれます。が含まれます。
    

class=org.jboss.fuse.example.ExampleComponent

     これにより、これにより、Camel コアはコアは ExampleComponent コンポーネントのデフォルトインスタンスを作成コンポーネントのデフォルトインスタンスを作成
できます。このファイルを編集する必要があるのは、コンポーネントクラスの名前をリファクタリングできます。このファイルを編集する必要があるのは、コンポーネントクラスの名前をリファクタリング
する場合のみです。する場合のみです。
    

46.4. プログラミングモデルプログラミングモデル

概要概要

     API コンポーネントフレームワークのコンテキストでは、主なコンポーネント実装クラスはコンポーネントフレームワークのコンテキストでは、主なコンポーネント実装クラスは  
org.apache.camel.util.component パッケージのベースクラスから派生します。これらのベースクラスパッケージのベースクラスから派生します。これらのベースクラス
は、コンポーネントの実装時には、コンポーネントの実装時に (任意で任意で) オーバーライドできるメソッドを定義します。このセクションオーバーライドできるメソッドを定義します。このセクション
では、これらのメソッドと、コンポーネントの実装でこれらを使用する方法についての概要を説明しまでは、これらのメソッドと、コンポーネントの実装でこれらを使用する方法についての概要を説明しま
す。す。
    

実装するコンポーネントメソッド実装するコンポーネントメソッド

     生成されるメソッド実装生成されるメソッド実装 (通常は変更する必要はありません通常は変更する必要はありません) のほかに、のほかに、Component クラスの以下クラスの以下
のメソッドの一部を任意で上書きすることもできます。のメソッドの一部を任意で上書きすることもできます。
    

doStart()

        (任意任意)  コールド起動時にコンポーネントのリソースを作成するためのコールバック。別の方法コールド起動時にコンポーネントのリソースを作成するためのコールバック。別の方法
としては、としては、遅延初期化遅延初期化 の設定の設定 (リソースが必要な場合のみ作成リソースが必要な場合のみ作成) を実行する方法があります。実際、を実行する方法があります。実際、
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遅延初期化が最適なストラテジーとなることが多いため、遅延初期化が最適なストラテジーとなることが多いため、doStart メソッドは必要ないことがよくあメソッドは必要ないことがよくあ
ります。ります。
       

doStop()

        (任意任意) コンポーネントが停止している間にコードを呼び出すコールバック。コンポーネントをコンポーネントが停止している間にコードを呼び出すコールバック。コンポーネントを
停止すると、そのリソースがすべてシャットダウンされ、内部状態が削除され、キャッシュが消去停止すると、そのリソースがすべてシャットダウンされ、内部状態が削除され、キャッシュが消去
されることを意味します。されることを意味します。
       

注記注記

         Camel は、対応するは、対応する doStart が呼び出されなかった場合でも、現在のが呼び出されなかった場合でも、現在の 
CamelContext のシャットダウン時にのシャットダウン時に 常に常に doStop が呼び出されることを保証しまが呼び出されることを保証しま
す。す。
        

doShutdown

         (オプションオプション)  CamelContext がシャットダウンしている間にコードを呼び出すコールバック。がシャットダウンしている間にコードを呼び出すコールバック。
停止したコンポーネントを再起動することはできますが停止したコンポーネントを再起動することはできますが (コールドスタートのセマンティクスを使コールドスタートのセマンティクスを使
用用)、シャットダウンするコンポーネントが完全に終了します。したがって、このコールバックは、、シャットダウンするコンポーネントが完全に終了します。したがって、このコールバックは、
コンポーネントに属するリソースを解放する最後の可能性を表します。コンポーネントに属するリソースを解放する最後の可能性を表します。
       

その他にその他に Component クラスに実装するものクラスに実装するもの

     Component クラスは、コンポーネントオブジェクト自体に同じクラスは、コンポーネントオブジェクト自体に同じ (または同様のまたは同様の) ライフサイクルをライフサイクルを
持つオブジェクトへの参照を保持するための最適な場所です。たとえば、コンポーネントが持つオブジェクトへの参照を保持するための最適な場所です。たとえば、コンポーネントが OAuth セセ
キュリティーを使用する場合、キュリティーを使用する場合、Component クラスで必要なクラスで必要な OAuth オブジェクトへの参照を保持し、オブジェクトへの参照を保持し、
OAuth オブジェクトを作成するためのオブジェクトを作成するための Component クラスでメソッドを定義するのが一般的です。クラスでメソッドを定義するのが一般的です。
    

実装するエンドポイントメソッド実装するエンドポイントメソッド

     生成されたメソッドの一部を変更でき、必要に応じて以下のように生成されたメソッドの一部を変更でき、必要に応じて以下のように Endpoint クラスで継承されたメクラスで継承されたメ
ソッドの一部を上書きすることができます。ソッドの一部を上書きすることができます。
    

afterConfigureProperties()

        この方法で必要なのは、この方法で必要なのは、API 名に一致するプロキシークラス名に一致するプロキシークラス (API クラスクラス) を作成することでを作成することで
す。継承されたす。継承された apiName フィールドまたはフィールドまたは getApiName アクセッサーを介して、アクセッサーを介して、(すでにエンドポすでにエンドポ
イントイント URI から抽出されているから抽出されている) API 名を利用できます。通常、名を利用できます。通常、apiName フィールドでスイッチをフィールドでスイッチを
実行して、対応するプロキシークラスを作成します。以下に例を示します。実行して、対応するプロキシークラスを作成します。以下に例を示します。
       

// Java
private Object apiProxy;
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...
@Override
protected void afterConfigureProperties() {
    // TODO create API proxy, set connection properties, etc.
    switch (apiName) {
        case HELLO_FILE:
            apiProxy = new ExampleFileHello();
            break;
        case HELLO_JAVADOC:
            apiProxy = new ExampleJavadocHello();
            break;
        default:
            throw new IllegalArgumentException("Invalid API name " + apiName);
    }
}

getApiProxy(ApiMethod method, Map<String, Object> args)

        このメソッドを上書きして、このメソッドを上書きして、afterConfigureProperties で作成したプロキシーインスタンスをで作成したプロキシーインスタンスを
返します。以下に例を示します。返します。以下に例を示します。
       

@Override
public Object getApiProxy(ApiMethod method, Map<String, Object> args) {
    return apiProxy;
}

        特殊なケースでは、特殊なケースでは、API メソッドおよび引数に依存するプロキシーを選択する必要がある場合メソッドおよび引数に依存するプロキシーを選択する必要がある場合
があります。必要に応じて、があります。必要に応じて、getApiProxy で、このアプローチを柔軟に行うことができます。で、このアプローチを柔軟に行うことができます。
       

doStart()

        (任意任意) コールド起動時にリソースを作成するためのコールバック。コールド起動時にリソースを作成するためのコールバック。Component.doStart() と同と同
じセマンティクスがあります。じセマンティクスがあります。
       

doStop()

        (任意任意) コンポーネントが停止している間にコードを呼び出すコールバッコンポーネントが停止している間にコードを呼び出すコールバッ
ク。ク。Component.doStop() と同じセマンティクスがあります。と同じセマンティクスがあります。
       

doShutdown

         (オプションオプション)  コンポーネントがシャットダウンしている間にコードを呼び出すコールバッコンポーネントがシャットダウンしている間にコードを呼び出すコールバッ
ク。ク。Component.doShutdown() と同じセマンティクスがあります。と同じセマンティクスがあります。
       

interceptPropertyNames(Set<String> propertyNames)

        (任意任意) API コンポーネントフレームワークは、エンドポイントコンポーネントフレームワークは、エンドポイント URI と指定されたオプション値と指定されたオプション値
を使用して、呼び出す方法を決定しますを使用して、呼び出す方法を決定します (オーバーロードおよびエイリアスによる曖昧さオーバーロードおよびエイリアスによる曖昧さ)。ただ。ただ
し、コンポーネントが内部的にオプションまたはメソッドパラメーターを追加する場合、このフし、コンポーネントが内部的にオプションまたはメソッドパラメーターを追加する場合、このフ
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レームワークでは呼び出す適切な方法を判断するためにヘルプが必要になる場合があります。このレームワークでは呼び出す適切な方法を判断するためにヘルプが必要になる場合があります。この
場合、場合、interceptPropertyNames メソッドをオーバーライドし、追加のメソッドをオーバーライドし、追加の (非表示または暗黙的非表示または暗黙的) オプオプ
ションをションを propertyNames セットに追加する必要があります。メソッドパラメーターの完全なリスセットに追加する必要があります。メソッドパラメーターの完全なリス
トがトが propertyNames セットにあると、フレームワークは呼び出す適切なメソッドを特定できまセットにあると、フレームワークは呼び出す適切なメソッドを特定できま
す。す。
       

注記注記

         このメソッドはこのメソッドは Endpoint、、Producer、または、または Consumer クラスのレベルで上クラスのレベルで上
書きできます。基本的なルールは、オプションがプロデューサーエンドポイントとコ書きできます。基本的なルールは、オプションがプロデューサーエンドポイントとコ
ンシューマーエンドポイントのンシューマーエンドポイントの 両方両方 に影響する場合に、に影響する場合に、Endpoint クラスのメソッドクラスのメソッド
を上書きします。を上書きします。
        

interceptProperties(Map<String,Object> properties)

        (任意任意) このメソッドを上書きすると、このメソッドを上書きすると、API メソッドが呼び出される前に、オプションの実際のメソッドが呼び出される前に、オプションの実際の
値を変更または設定できます。たとえば、この方法を使用して、必要に応じて、一部のオプション値を変更または設定できます。たとえば、この方法を使用して、必要に応じて、一部のオプション
にデフォルト値を設定できます。実際には、にデフォルト値を設定できます。実際には、interceptPropertyNames メソッドおよびメソッドおよび 
interceptProperty メソッドの両方を上書きする必要があることが多いです。メソッドの両方を上書きする必要があることが多いです。
       

注記注記

         このメソッドはこのメソッドは Endpoint、、Producer、または、または Consumer クラスのレベルで上クラスのレベルで上
書きできます。基本的なルールは、オプションがプロデューサーエンドポイントとコ書きできます。基本的なルールは、オプションがプロデューサーエンドポイントとコ
ンシューマーエンドポイントのンシューマーエンドポイントの 両方両方 に影響する場合に、に影響する場合に、Endpoint クラスのメソッドクラスのメソッド
を上書きします。を上書きします。
        

実装するコンシューマーメソッド実装するコンシューマーメソッド

     任意で、以下のように任意で、以下のように Consumer クラスで継承されたメソッドの一部を上書きできます。クラスで継承されたメソッドの一部を上書きできます。
    

interceptPropertyNames(Set<String> propertyNames)

        (任意任意) このメソッドのセマンティクスは、このメソッドのセマンティクスは、Endpoint.interceptPropertyNames と似ています。と似ています。
       

interceptProperties(Map<String,Object> properties)

        (任意任意) このメソッドのセマンティクスは、このメソッドのセマンティクスは、Endpoint.interceptProperties と似ています。と似ています。
       

doInvokeMethod(Map<String, Object> args)

        (任意任意) このメソッドを上書きすると、このメソッドを上書きすると、Java API メソッドの呼び出しを妨害できます。このメメソッドの呼び出しを妨害できます。このメ
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ソッドを上書きする最も一般的な理由は、メソッド呼び出しに関するエラー処理をカスタマイズすソッドを上書きする最も一般的な理由は、メソッド呼び出しに関するエラー処理をカスタマイズす
ることです。たとえば、以下のコードフラグメントにることです。たとえば、以下のコードフラグメントに doInvokeMethod を上書きする一般的な方法を上書きする一般的な方法
が示されています。が示されています。
       

// Java
@Override
protected Object doInvokeMethod(Map<String, Object> args) {
    try {
        return super.doInvokeMethod(args);
    } catch (RuntimeCamelException e) {
        // TODO - Insert custom error handling here!
        ...
    }
}

        Java API メソッドが呼び出されるように、この実装のある時点でメソッドが呼び出されるように、この実装のある時点で doInvokeMethod をスーをスー
パークラスで呼び出す必要があります。パークラスで呼び出す必要があります。
       

interceptResult(Object methodResult, Exchange resultExchange)

        (任意任意) API メソッド呼び出しの結果に追加処理を行います。たとえば、この時点でカスタムメソッド呼び出しの結果に追加処理を行います。たとえば、この時点でカスタム
ヘッダーをヘッダーを Camel エクスチェンジオブジェクトエクスチェンジオブジェクト resultExchange に追加できます。に追加できます。
       

Object splitResult(Object result)

        (任意任意) デフォルトでは、メソッドデフォルトでは、メソッド API 呼び出しの結果が呼び出しの結果が java.util.Collection オブジェクトまたオブジェクトまた
はは Java 配列である場合、配列である場合、API コンポーネントフレームワークは結果をコンポーネントフレームワークは結果を 複数複数 のエクスチェンジオブのエクスチェンジオブ
ジェクトに分割しますジェクトに分割します (したがって、単一の呼び出しの結果が複数のメッセージに変換されますしたがって、単一の呼び出しの結果が複数のメッセージに変換されます)。。
       

        デフォルトの動作を変更する場合は、コンシューマーエンドポイントでデフォルトの動作を変更する場合は、コンシューマーエンドポイントで splitResult メソッドをメソッドを
上書きすることができます。上書きすることができます。result 引数には、引数には、API メッセージ呼び出しの結果が含まれます。結果メッセージ呼び出しの結果が含まれます。結果
を分割する場合は、配列タイプを返す必要があります。を分割する場合は、配列タイプを返す必要があります。
       

注記注記

         エンドポイントエンドポイント URI でで consumer.splitResult=false に設定して、デフォルトのに設定して、デフォルトの
分割動作をオフにすることもできます。分割動作をオフにすることもできます。
        

実装するプロデューサーメソッド実装するプロデューサーメソッド

     任意で、以下のように継承されたメソッドの一部を任意で、以下のように継承されたメソッドの一部を Producer クラスで上書きできます。クラスで上書きできます。
    

interceptPropertyNames(Set<String> propertyNames)
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        (任意任意) このメソッドのセマンティクスは、このメソッドのセマンティクスは、Endpoint.interceptPropertyNames と似ています。と似ています。
       

interceptProperties(Map<String,Object> properties)

        (任意任意) このメソッドのセマンティクスは、このメソッドのセマンティクスは、Endpoint.interceptProperties と似ています。と似ています。
       

doInvokeMethod(Map<String, Object> args)

        (任意任意) このメソッドのセマンティクスは、このメソッドのセマンティクスは、Consumer.doInvokeMethod と似ています。と似ています。
       

interceptResult(Object methodResult, Exchange resultExchange)

        (任意任意) このメソッドのセマンティクスは、このメソッドのセマンティクスは、Consumer.interceptResult と似ています。と似ています。
       

注記注記

      Producer.splitResult() メソッドは呼び出しされないため、メソッドは呼び出しされないため、API メソッドの結果を、メソッドの結果を、
コンシューマーエンドポイントの場合と同じ方法で分割することはコンシューマーエンドポイントの場合と同じ方法で分割することはできませんできません。プロ。プロ
デューサーエンドポイントに対して同様の効果を取得するには、デューサーエンドポイントに対して同様の効果を取得するには、Camel のの split() DSL 
コマンドコマンド (標準のエンタープライズ統合パターンの標準のエンタープライズ統合パターンの 1 つつ) を使用してを使用して Collection または配または配
列の結果を分割できます。列の結果を分割できます。
     

コンシューマーポーリングおよびスレッドモデルコンシューマーポーリングおよびスレッドモデル

     API コンポーネントフレームワークのコンシューマーエンドポイントのデフォルトのスレッドモデルコンポーネントフレームワークのコンシューマーエンドポイントのデフォルトのスレッドモデル
は、は、スケジュールされたポーリングコンシューマースケジュールされたポーリングコンシューマーです。これは、コンシューマーエンドポイントのです。これは、コンシューマーエンドポイントの 
API メソッドが、定期的なスケジュールされた時間間隔で呼び出されることを意味します。詳細メソッドが、定期的なスケジュールされた時間間隔で呼び出されることを意味します。詳細
は、は、「スケジュールされたポーリングコンシューマーの実装」「スケジュールされたポーリングコンシューマーの実装」 を参照してください。を参照してください。
    

46.5. コンポーネントの実装例コンポーネントの実装例

概要概要

     Apache Camel で配布されるコンポーネントの一部は、で配布されるコンポーネントの一部は、API コンポーネントフレームワークを利用コンポーネントフレームワークを利用
して実装されています。フレームワークを使用してして実装されています。フレームワークを使用して Camel コンポーネントを実装するテクニックにつコンポーネントを実装するテクニックにつ
いて学びたい場合は、これらのコンポーネント実装のソースコードを調べるとよいでしょう。いて学びたい場合は、これらのコンポーネント実装のソースコードを調べるとよいでしょう。
    

Box.com

     Camel Box コンポーネントコンポーネント は、は、API コンポーネントフレームワークを使用してサードパーティーのコンポーネントフレームワークを使用してサードパーティーの 
Box.com Java SDK をモデル化し、呼び出す方法を示しています。また、をモデル化し、呼び出す方法を示しています。また、Box.com の長いポーリングの長いポーリング  
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API をサポートするために、コンシューマーポーリングのカスタマイズにフレームワークがどのようにをサポートするために、コンシューマーポーリングのカスタマイズにフレームワークがどのように
適応するかも実証します。適応するかも実証します。
    

GoogleDrive

     Camel GoogleDrive コンポーネントはコンポーネントは、、API コンポーネントフレームワークがコンポーネントフレームワークが Method Object スタスタ
イルのイルの Google API をどのように処理できるかを実証します。この場合、をどのように処理できるかを実証します。この場合、URI オプションはメソッドオオプションはメソッドオ
ブジェクトにマッピングされ、コンシューマーおよびプロデューサーのブジェクトにマッピングされ、コンシューマーおよびプロデューサーの doInvoke メソッドを上書きすメソッドを上書きす
ることで呼び出されます。ることで呼び出されます。
    

Olingo2

     Camel Olingo2 コンポーネントコンポーネント は、コールバックベースのは、コールバックベースの Asynchronous API がが API コンポーネコンポーネ
ントフレームワークを使用してラップされる方法を実証します。この例は、ントフレームワークを使用してラップされる方法を実証します。この例は、HTTP NIO 接続などの基礎接続などの基礎
となるリソースに非同期処理をプッシュして、となるリソースに非同期処理をプッシュして、Camel エンドポイントをより効率的に実行する方法を示エンドポイントをより効率的に実行する方法を示
しています。しています。
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第第47章章 API コンポーネントコンポーネント MAVEN プラグインの設定プラグインの設定

概要概要

     本章では、本章では、API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインで利用可能なすべての設定オプションのリファレプラグインで利用可能なすべての設定オプションのリファレ
ンスを提供します。ンスを提供します。
    

47.1. プラグイン設定の概要プラグイン設定の概要

概要概要

     API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインプラグイン camel-api-component-maven-plugin の主な目的は、エンの主な目的は、エン
ドポイントドポイント URI とと API メソッド呼び出し間のマッピングを実装するメソッド呼び出し間のマッピングを実装する API マッピングクラスを生成するマッピングクラスを生成する
ことです。ことです。API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインの設定を編集することにより、プラグインの設定を編集することにより、API マッピングのさマッピングのさ
まざまな側面をカスタマイズできます。まざまな側面をカスタマイズできます。
    

生成されたコードの場所生成されたコードの場所

     API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインによって生成されたプラグインによって生成された API マッピングクラスは、デフォルトでマッピングクラスは、デフォルトで
以下の場所に配置されます。以下の場所に配置されます。
    

ProjectName-component/target/generated-sources/camel-component

前提条件前提条件

     API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインの主な入力は、プラグインの主な入力は、Java API クラスおよびクラスおよび Javadoc メタデータメタデータ
です。これらは、通常のです。これらは、通常の Maven 依存関係として宣言することで、プラグインで利用できます依存関係として宣言することで、プラグインで利用できます (Javadoc 
のの Maven 依存関係を依存関係を provided スコープで宣言する必要がありますスコープで宣言する必要があります)。。
    

プラグインの設定プラグインの設定

     API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインの設定方法として、プラグインの設定方法として、API コンポーネントのコンポーネントの archetype を使用を使用
して開始点とするコードを生成することが推奨されます。これにより、プロジェクト用にカスタマイズして開始点とするコードを生成することが推奨されます。これにより、プロジェクト用にカスタマイズ
できるデフォルトのプラグイン設定ができるデフォルトのプラグイン設定が ProjectName-component/pom.xml ファイルに生成されます。ファイルに生成されます。
プラグインのセットアップの主な内容は以下のとおりです。プラグインのセットアップの主な内容は以下のとおりです。
    

1. 
       必要な必要な Java API とと Javadoc メタデータに対して、メタデータに対して、Maven の依存関係を宣言する必要があの依存関係を宣言する必要があ
ります。ります。
      

2. 
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       プラグインの基本設定はプラグインの基本設定は pluginManagement スコープで宣言されますスコープで宣言されます (使用するプラグイ使用するプラグイ
ンのバージョンも定義しますンのバージョンも定義します) 。。
      

3. 
       プラグインインスタンス自体が宣言され、設定されます。プラグインインスタンス自体が宣言され、設定されます。
      

4. 
       build-helper-maven プラグインは、プラグインは、target/generated-sources/camel-component ディレディレ
クトリーから生成されたソースを取得して、クトリーから生成されたソースを取得して、Maven ビルドに含めるように設定されています。ビルドに含めるように設定されています。
      

基本設定のサンプル基本設定のサンプル

     以下の以下の POM ファイルの抜粋は、ファイルの抜粋は、API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインの基本設定です。プラグインの基本設定です。API コンコン
ポーネントポーネント archetype を使用してコードが生成された際に、を使用してコードが生成された際に、Maven pluginManagement スコープで定スコープで定
義されます。義されます。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project ...>
  ...
  <build>
    ...
    <pluginManagement>
      <plugins>
        <plugin>
          <groupId>org.apache.camel</groupId>
          <artifactId>camel-api-component-maven-plugin</artifactId>
          <version>2.21.0.fuse-750033-redhat-00001</version>
          <configuration>
            <scheme>${schemeName}</scheme>
            <componentName>${componentName}</componentName>
            <componentPackage>${componentPackage}</componentPackage>
            <outPackage>${outPackage}</outPackage>
          </configuration>
        </plugin>
      </plugins>
    </pluginManagement>
    ...
  </build>
  ...
</project

     pluginManagement スコープで指定した設定は、プラグインのデフォルト設定を提供します。実際スコープで指定した設定は、プラグインのデフォルト設定を提供します。実際
にはプラグインのインスタンスを作成するわけではありませんが、デフォルト設定はにはプラグインのインスタンスを作成するわけではありませんが、デフォルト設定は API コンポーネンコンポーネン
トプラグインインスタンスによって使用されます。トプラグインインスタンスによって使用されます。
    

基本設定基本設定
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     前述の基本設定では、前述の基本設定では、(version 要素で要素で) プラグインバージョンを指定する他に、以下の設定プロパプラグインバージョンを指定する他に、以下の設定プロパ
ティーを指定します。ティーを指定します。
    

scheme

        このこの API コンポーネントのコンポーネントの URI スキーム。スキーム。
       

componentName

        このこの API コンポーネントの名前コンポーネントの名前 (生成されるクラス名の接頭辞としても使用されます生成されるクラス名の接頭辞としても使用されます)。。
       

componentPackage

        API コンポーネントコンポーネント Maven archetype によって生成されたクラスが含まれるによって生成されたクラスが含まれる Java パッケージパッケージ
を指定します。このパッケージは、デフォルトのを指定します。このパッケージは、デフォルトの maven-bundle-plugin 設定でもエクスポートされ設定でもエクスポートされ
ます。したがって、クラスを一般に公開する場合は、このます。したがって、クラスを一般に公開する場合は、この Java パッケージに配置してください。パッケージに配置してください。
       

outPackage

        生成された生成された API マッピングクラスが配置されるマッピングクラスが配置される Java パッケージを指定しますパッケージを指定します (API コンポーネコンポーネ
ントント Maven プラグインによって生成された場合プラグインによって生成された場合) 。デフォルトでは、これには。デフォルトでは、これには componentName 
プロパティーの値があり、プロパティーの値があり、.internal 接尾辞が追加されています。このパッケージは、デフォルトの接尾辞が追加されています。このパッケージは、デフォルトの 
maven-bundle-plugin 設定では設定では private として宣言されています。したがって、クラスをとして宣言されています。したがって、クラスを private 
にする場合は、このにする場合は、この Java パッケージに配置してください。パッケージに配置してください。
       

インスタンスの設定例インスタンスの設定例

     以下の以下の POM ファイルの抜粋は、ファイルの抜粋は、API コンポーネントコンポーネント Maven プラグインのサンプルインスタンスをプラグインのサンプルインスタンスを
示しています。このインスタンスは、示しています。このインスタンスは、Maven ビルド中にビルド中に API マッピングを生成するよう設定されていマッピングを生成するよう設定されてい
ます。ます。
    

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<project xmlns="http://maven.apache.org/POM/4.0.0"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
    xsi:schemaLocation="http://maven.apache.org/POM/4.0.0 http://maven.apache.org/maven-
v4_0_0.xsd">

  ...
  <build>
    <defaultGoal>install</defaultGoal>

    <plugins>
      ...
      <!-- generate Component source and test source -->
      <plugin>
        <groupId>org.apache.camel</groupId>
        <artifactId>camel-api-component-maven-plugin</artifactId>
        <executions>
          <execution>
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            <id>generate-test-component-classes</id>
            <goals>
              <goal>fromApis</goal>
            </goals>
            <configuration>
              <apis>
                <api>
                  <apiName>hello-file</apiName>
                  <proxyClass>org.jboss.fuse.example.api.ExampleFileHello</proxyClass>
                  <fromSignatureFile>signatures/file-sig-api.txt</fromSignatureFile>
                </api>
                <api>
                  <apiName>hello-javadoc</apiName>
                  <proxyClass>org.jboss.fuse.example.api.ExampleJavadocHello</proxyClass>
                  <fromJavadoc/>
                </api>
              </apis>
            </configuration>
          </execution>
        </executions>
      </plugin>
      ...
    </plugins>
    ...
  </build>
  ...
</project>

基本的なマッピングの設定基本的なマッピングの設定

     プラグインは、プラグインは、Java API のクラスを設定するための単一ののクラスを設定するための単一の apis 子要素が含まれる子要素が含まれる configuration 要要
素によって設定されます。各素によって設定されます。各 API クラスは以下のようにクラスは以下のように api 要素によって設定されます。要素によって設定されます。
    

apiName

        API name は、は、API クラスの短縮名で、エンドポイントクラスの短縮名で、エンドポイント URI のの endpoint-prefix として使用さとして使用さ
れます。れます。
       

注記注記

         API が単一のが単一の Java クラスのみで設定される場合は、クラスのみで設定される場合は、apiName 要素を空のまま要素を空のまま
にすることができます。これにより、にすることができます。これにより、endpoint-prefix は冗長になります。そのは冗長になります。その
後、後、「単一「単一 API クラスのクラスの URI 形式」形式」 に示す形式を使用して、エンドポイントに示す形式を使用して、エンドポイント URI をを
指定できます。指定できます。
        

proxyClass
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        この要素は、この要素は、API クラスの完全修飾名を指定します。クラスの完全修飾名を指定します。
       

fromJavadoc

        API クラスにクラスに Javadoc メタデータが付随する場合、それを示すためにメタデータが付随する場合、それを示すために fromJavadoc 要素を含要素を含
める必要があります。める必要があります。provided 依存関係として、依存関係として、Javadoc 自体も自体も Maven ファイルで指定する必要ファイルで指定する必要
があります。があります。
       

fromSignatureFile

        API クラスに署名ファイルのメタデータが付随する場合、これを示すためにクラスに署名ファイルのメタデータが付随する場合、これを示すために 
fromSignatureFile 要素を含める必要があります。この要素の内容で署名ファイルの場所を指定しま要素を含める必要があります。この要素の内容で署名ファイルの場所を指定しま
す。す。
       

注記注記

         署名ファイルは、実行時ではなくビルド時にのみ必要であるため、署名ファイルは、実行時ではなくビルド時にのみ必要であるため、Maven にに
よってビルドされた最終パッケージにはよってビルドされた最終パッケージには含まれません含まれません。。
        

API マッピングのカスタマイズマッピングのカスタマイズ

     プラグインを設定することで、プラグインを設定することで、API マッピングの以下の部分をカスタマイズすることができます。マッピングの以下の部分をカスタマイズすることができます。
    

       メソッドのエイリアスメソッドのエイリアス: aliases 設定要素を使用して設定要素を使用して API メソッドの名前メソッドの名前 (エイリアスエイリアス) を定を定
義できます。詳細は、義できます。詳細は、「メソッドのエイリアス」「メソッドのエイリアス」 を参照してください。を参照してください。
      

       Null 可能なオプション可能なオプション  - nullableOptions 設定要素を使用して、デフォルトが設定要素を使用して、デフォルトが null のメのメ
ソッド引数を宣言することができます。詳細は、ソッド引数を宣言することができます。詳細は、「「Null 可能なオプション」可能なオプション」 を参照してくださを参照してくださ
い。い。
      

       引数名の置換引数名の置換: API マッピングの実装方法により、特定のマッピングの実装方法により、特定の API クラスのすべてのメソッドのクラスのすべてのメソッドの
引数は引数は 同じ同じ 名前空間に属します。同じ名前の名前空間に属します。同じ名前の 2 つの引数が異なる型であると宣言されている場つの引数が異なる型であると宣言されている場
合は競合になります。このような名前の競合を回避するには、合は競合になります。このような名前の競合を回避するには、substitutions 設定要素を使用し設定要素を使用し
てメソッド引数の名前を変更することができますてメソッド引数の名前を変更することができます (URI 内で表示されます内で表示されます) 。詳細は、。詳細は、「引数名「引数名
の置換」の置換」 を参照してください。を参照してください。
      

       引数の除外引数の除外: Java の引数をの引数を URI オプションにマッピングする際、マッピングから特定の引オプションにマッピングする際、マッピングから特定の引
数を除外することがあります。数を除外することがあります。excludeConfigNames 要素または要素または excludeConfigTypes 要素要素
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のどちらかを指定し、不要な引数をフィルターリングすることができます。詳細は、のどちらかを指定し、不要な引数をフィルターリングすることができます。詳細は、「除外さ「除外さ
れた引数」れた引数」 を参照してください。を参照してください。
      

       追加オプション追加オプション : Java API の一部ではない追加のオプションを定義することがあります。の一部ではない追加のオプションを定義することがあります。
これはこれは extraOptions 設定要素を使って行うことができます。設定要素を使って行うことができます。
      

Javadoc のメタデータ設定のメタデータ設定

     Javadoc のメタデータをフィルターして、特定のコンテンツを無視または明示的に含めることがでのメタデータをフィルターして、特定のコンテンツを無視または明示的に含めることがで
きます。設定方法の詳細については、きます。設定方法の詳細については、「「Javadoc オプション」オプション」 を参照してください。を参照してください。
    

署名ファイルのメタデータ設定署名ファイルのメタデータ設定

     Javadoc が利用できない場合、必要なマッピングメタデータを提供するために署名ファイルを用いが利用できない場合、必要なマッピングメタデータを提供するために署名ファイルを用い
ることができます。ることができます。fromSignatureFile は、対応する署名ファイルの場所を指定するために使用されまは、対応する署名ファイルの場所を指定するために使用されま
す。特別なオプションはありません。す。特別なオプションはありません。
    

47.2. JAVADOC オプションオプション

概要概要

     Java API のメタデータがのメタデータが Javadoc によって提供されている場合、通常はオプションなしでによって提供されている場合、通常はオプションなしで 
fromJavadoc 要素を指定すれば十分です。ただし、要素を指定すれば十分です。ただし、API マッピングにマッピングに Java API 全体を含めたくない場全体を含めたくない場
合は、合は、Javadoc メタデータをフィルターリングして内容をカスタマイズできます。言い換えると、メタデータをフィルターリングして内容をカスタマイズできます。言い換えると、API 
コンポーネントコンポーネント Maven プラグインはプラグインは Javadoc メタデータを反復処理することでメタデータを反復処理することで API マッピングを生マッピングを生
成するため、成するため、Javadoc メタデータの不要な部分をフィルターリングすることで、生成されるメタデータの不要な部分をフィルターリングすることで、生成される API マッマッ
ピングのスコープをカスタマイズすることができます。ピングのスコープをカスタマイズすることができます。
    

構文構文

     fromJavadoc 要素には、以下のようにオプションの子要素を設定できます。要素には、以下のようにオプションの子要素を設定できます。
    

<fromJavadoc>
  <excludePackages>PackageNamePattern</excludePackages>
  <excludeClasses>ClassNamePattern</excludeClasses>
  <excludeMethods>MethodNamePattern</excludeMethods>
  <includeMethods>MethodNamePattern</includeMethods>
  <includeStaticMethods>[true|false]<includeStaticMethods>
</fromJavadoc>

Scope
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     以下の抜粋で示されているように、以下の抜粋で示されているように、fromJavadoc 要素は、任意で要素は、任意で apis 要素の子や要素の子や api 要素の子と要素の子と
して表示できます。して表示できます。
    

<configuration>
  <apis>
    <api>
      <apiName>...</apiName>
      ...
      <fromJavadoc>...</fromJavadoc>
    </api>
    <fromJavadoc>...</fromJavadoc>
    ...
  </apis>
</configuration>

     以下のスコープで以下のスコープで fromJavadoc 要素を定義できます。要素を定義できます。
    

       api 要素の子として要素の子として: fromJavadoc オプションは、オプションは、api 要素で指定された要素で指定された API クラスにのみクラスにのみ
適用されます。適用されます。
      

       apis 要素の子として要素の子として: fromJavadoc オプションは、デフォルトですべてのオプションは、デフォルトですべての API クラスに適クラスに適
用されますが、用されますが、api レベルで上書きできます。レベルで上書きできます。
      

オプションオプション

     以下のオプションは、以下のオプションは、fromJavadoc の子要素として定義できます。の子要素として定義できます。
    

excludePackages

        API マッピングモデルからマッピングモデルから Java パッケージを除外するための正規表現パッケージを除外するための正規表現 (java.util.regex 構文構文) 
を指定します。正規表現に一致するパッケージ名はすべて除外され、を指定します。正規表現に一致するパッケージ名はすべて除外され、除外されたクラスから派生し除外されたクラスから派生し
たすべてのクラスも無視されますたすべてのクラスも無視されます。デフォルト値は。デフォルト値は javax?\.lang.\* です。です。
       

excludeClasses

        API マッピングからマッピングから API ベースクラスを除外するための正規表現ベースクラスを除外するための正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定を指定
します。正規表現に一致するクラス名はすべて除外され、します。正規表現に一致するクラス名はすべて除外され、除外されたクラスから派生するすべての除外されたクラスから派生するすべての
クラスも無視されますクラスも無視されます。。
       

excludeMethods

        API マッピングモデルからメソッドを除外するための正規表現マッピングモデルからメソッドを除外するための正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定しを指定し
ます。ます。
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includeMethods

        API マッピングモデルのメソッドを含むための正規表現マッピングモデルのメソッドを含むための正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定します。を指定します。
       

includeStaticMethods

        true の場合、の場合、static メソッドもメソッドも API マッピングモデルに含まれます。デフォルトはマッピングモデルに含まれます。デフォルトは false でで
す。す。
       

47.3. メソッドのエイリアスメソッドのエイリアス

概要概要

     Java API に表示される標準のメソッド名に加えて、与えられたメソッドに追加の名前に表示される標準のメソッド名に加えて、与えられたメソッドに追加の名前 (エイリアスエイリアス) 
を定義すると便利なことがよくあります。特に一般的なケースとして、プロパティー名を定義すると便利なことがよくあります。特に一般的なケースとして、プロパティー名 (例例: widget) をを
アクセサーメソッドアクセサーメソッド (getWidget またはまたは setWidget などなど) のエイリアスとして使用できるようにしまのエイリアスとして使用できるようにしま
す。す。
    

構文構文

     aliases 要素は、以下のように要素は、以下のように 1 つ以上のつ以上の alias 子要素で定義できます。子要素で定義できます。
    

<aliases>
  <alias>
    <methodPattern>MethodPattern</methodPattern>
    <methodAlias>Alias</methodAlias>
  </alias>
  ...
</aliases>

     MethodPattern は、は、Java API からのメソッド名の照合に使用する正規表現からのメソッド名の照合に使用する正規表現 (java.util.regex 構文構文) でで
す。パターンには通常、キャプチャーグループが含まれます。す。パターンには通常、キャプチャーグループが含まれます。Alias は、は、(URI で使用するためので使用するための) 代替代替
式で、前述のキャプチャーグループのテキストを使用できます。たとえば、式で、前述のキャプチャーグループのテキストを使用できます。たとえば、1 番目、番目、2 番目、または番目、または 3 
番目のキャプチャーグループのテキストは、番目のキャプチャーグループのテキストは、$1、、$2、または、または $3 のように指定されますのように指定されます)。。
    

Scope

     以下の抜粋で示されているように、以下の抜粋で示されているように、aliases 要素は、任意で要素は、任意で apis 要素の子や要素の子や api 要素の子として表要素の子として表
示できます。示できます。
    

<configuration>
  <apis>
    <api>
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      <apiName>...</apiName>
      ...
      <aliases>...</aliases>
    </api>
    <aliases>...</aliases>
    ...
  </apis>
</configuration>

     以下のスコープで以下のスコープで aliases 要素を定義できます。要素を定義できます。
    

       api 要素の子として要素の子として: aliases マッピングは、マッピングは、api 要素で指定された要素で指定された API クラスにのみ適用クラスにのみ適用
されます。されます。
      

       apis 要素の子として要素の子として: aliases マッピングはデフォルトですべてのマッピングはデフォルトですべての API クラスに適用されまクラスに適用されま
すが、すが、api レベルで上書きできます。レベルで上書きできます。
      

例例

     以下の例は、一般的な以下の例は、一般的な get/set bean メソッドパターンのエイリアスを生成する方法を示していまメソッドパターンのエイリアスを生成する方法を示していま
す。す。
    

<aliases>
  <alias>
    <methodPattern>[gs]et(.+)</methodPattern>
    <methodAlias>$1</methodAlias>
  </alias>
</aliases>

     前述のエイリアス定義では、前述のエイリアス定義では、getWidget またはまたは setWidget のいずれかのメソッドのエイリアスとしのいずれかのメソッドのエイリアスとし
てて widget を使用できます。メソッド名の後半部分をキャプチャーするためにを使用できます。メソッド名の後半部分をキャプチャーするために 、キャプチャーグループ、キャプチャーグループ 
(.+) を使用していることに注意してくださいを使用していることに注意してください (例例: Widget)。。
    

47.4. NULL 可能なオプション可能なオプション

概要概要

     場合によっては、メソッドの引数をデフォルトで場合によっては、メソッドの引数をデフォルトで null にすることは理にかなっています。ただし、にすることは理にかなっています。ただし、
これはデフォルトでは許可されません。これはデフォルトでは許可されません。Java API メソッド引数の一部にメソッド引数の一部に null の値を取ることを許可すの値を取ることを許可す
る場合は、る場合は、nullableOptions 要素を使用して明示的に宣言する必要があります。要素を使用して明示的に宣言する必要があります。
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構文構文

     nullableOptions 要素は、以下のように要素は、以下のように 1 つ以上のつ以上の nullableOption 子要素で定義できます。子要素で定義できます。
    

<nullableOptions>
  <nullableOption>ArgumentName</nullableOption>
  ...
</nullableOptions>

     ArgumentName は、は、Java API のメソッド引数の名前です。のメソッド引数の名前です。
    

Scope

     以下の抜粋で示されているように、以下の抜粋で示されているように、nullableOptions 要素は、任意で要素は、任意で apis 要素の子や要素の子や api 要素の子要素の子
として表示できます。として表示できます。
    

<configuration>
  <apis>
    <api>
      <apiName>...</apiName>
      ...
      <nullableOptions>...</nullableOptions>
    </api>
    ...
    <nullableOptions>...</nullableOptions>
  </apis>
</configuration>

     以下のスコープで以下のスコープで nullableOptions 要素を定義できます。要素を定義できます。
    

       api 要素の子として要素の子として: nullableOptions マッピングは、マッピングは、api 要素で指定された要素で指定された API クラスにクラスに
のみ適用されます。のみ適用されます。
      

       apis 要素の子として要素の子として: nullableOptions マッピングは、デフォルトですべてのマッピングは、デフォルトですべての API クラスクラス
に適用されますが、に適用されますが、api レベルで上書きできます。レベルで上書きできます。
      

47.5. 引数名の置換引数名の置換

概要概要
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     API コンポーネントフレームワークでは、コンポーネントフレームワークでは、URI オプション名がオプション名が 各プロキシークラス各プロキシークラス (Java API クラクラ
スス) 内で一意内で一意 である必要があります。しかし、メソッドの引数名の場合は、必ずしもそうとは限りませである必要があります。しかし、メソッドの引数名の場合は、必ずしもそうとは限りませ
ん。たとえば、ん。たとえば、API クラスの以下のクラスの以下の Java メソッドについて考えてみましょう。メソッドについて考えてみましょう。
    

public void doSomething(int id, String name);
public void doSomethingElse(int id, String name);

     Maven プロジェクトのビルド時、プロジェクトのビルド時、camel-api-component-maven-plugin は設定クラスは設定クラス 
ProxyClassEndpointConfiguration を生成します。これには、を生成します。これには、ProxyClass クラスのクラスのすべてのすべての引数の引数の 
getter およびおよび setter メソッドが含まれます。たとえば、上記のメソッドを指定すると、プラグインはメソッドが含まれます。たとえば、上記のメソッドを指定すると、プラグインは
設定クラスに以下の設定クラスに以下の getter メソッドとメソッドと setter メソッドを生成します。メソッドを生成します。
    

public int  getId();
public void setId(int id);
public String getName();
public void   setName(String name);

     ただし、以下の例のように、ただし、以下の例のように、id 引数が異なるタイプとして複数回表示された場合はどうなるでしょ引数が異なるタイプとして複数回表示された場合はどうなるでしょ
うか。うか。
    

public void doSomething(int id, String name);
public void doSomethingElse(int id, String name);
public String lookupByID(String id);

     この場合、コードの生成に失敗します。これは、この場合、コードの生成に失敗します。これは、int を返すを返す getId メソッドと、メソッドと、String を返すを返す getId 
メソッドを同じスコープで定義できないためです。この問題に対する解決策は、メソッドを同じスコープで定義できないためです。この問題に対する解決策は、引数名の置換引数名の置換を使用しを使用し
て、引数名とて、引数名と URI オプション名のマッピングをカスタマイズすることです。オプション名のマッピングをカスタマイズすることです。
    

構文構文

     substitutions 要素は、以下のように要素は、以下のように 1 つ以上のつ以上の substitution 子要素で定義できます。子要素で定義できます。
    

<substitutions>
  <substitution>
    <method>MethodPattern</method>
    <argName>ArgumentNamePattern</argName>
    <argType>TypeNamePattern</argType>
    <replacement>SubstituteArgName</replacement>
    <replaceWithType>[true|false]</replaceWithType>
  </substitution>
  ...
</substitutions>
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     argType 要素と要素と replaceWithType 要素は任意であり、省略できます。要素は任意であり、省略できます。
    

Scope

     以下の抜粋で示されているように、以下の抜粋で示されているように、substitutions 要素は、任意で要素は、任意で apis 要素の子や要素の子や api 要素の子と要素の子と
して表示できます。して表示できます。
    

<configuration>
  <apis>
    <api>
      <apiName>...</apiName>
      ...
      <substitutions>...</substitutions>
    </api>
    <substitutions>...</substitutions>
    ...
  </apis>
</configuration>

     以下のスコープで以下のスコープで substitutions 要素を定義できます。要素を定義できます。
    

       api 要素の子として要素の子として: substitutions は、は、api 要素で指定された要素で指定された API クラスにのみ適用されクラスにのみ適用され
ます。ます。
      

       apis 要素の子として要素の子として: substitutions は、デフォルトですべてのは、デフォルトですべての API クラスに適用されますクラスに適用されます
が、が、api レベルで上書きできます。レベルで上書きできます。
      

子要素子要素

     各各 substitution 要素は以下の子要素で定義できます。要素は以下の子要素で定義できます。
    

メソッドメソッド

        Java API のメソッド名と一致する正規表現のメソッド名と一致する正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定します。を指定します。
       

argName

        正規表現正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定して、一致したメソッドの引数名とマッチさせます。通を指定して、一致したメソッドの引数名とマッチさせます。通
常、パターンにはキャプチャーグループが含まれます。常、パターンにはキャプチャーグループが含まれます。
       

argType
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        (任意任意) 引数の型に一致する正規表現引数の型に一致する正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定します。を指定します。replaceWithType オオ
プションをプションを true に設定した場合、通常はこの正規表現でキャプチャーグループを使用します。に設定した場合、通常はこの正規表現でキャプチャーグループを使用します。
       

replacement

        method パターン、パターン、argName パターン、およびパターン、および (任意の任意の) argType パターンに一致する場パターンに一致する場
合、合、replacement 要素は代替の引数名を定義します要素は代替の引数名を定義します (URI で使用で使用)。代替テキストは、。代替テキストは、argName 正規正規
表現パターンから取得した文字列を使用して作成できます表現パターンから取得した文字列を使用して作成できます (構文構文 $1、、$2、、$3 を使用して、それぞれを使用して、それぞれ 
第第 1、第、第 2、第、第 3 のキャプチャーグループを挿入しますのキャプチャーグループを挿入します)。または、。または、replaceWithType オプションをオプションを 
true に設定した場合は、に設定した場合は、argType 正規表現パターンから取得した文字列を使用して代替テキストを正規表現パターンから取得した文字列を使用して代替テキストを
作成することもできます。作成することもできます。
       

replaceWithType

        true の場合、代替テキストがの場合、代替テキストが argType 正規表現から取得した文字列を使用して作成されるよう正規表現から取得した文字列を使用して作成されるよう
に指定します。デフォルトはに指定します。デフォルトは false です。です。
       

例例

     以下の置換例は、接尾辞以下の置換例は、接尾辞 Param を引数名に追加して、を引数名に追加して、java.lang.String タイプのすべての引数を変タイプのすべての引数を変
更します。更します。
    

<substitutions>
  <substitution>
    <method>^.+$</method>
    <argName>^.+$</argName>
    <argType>java.lang.String</argType>
    <replacement>$1Param</replacement>
    <replaceWithType>false</replaceWithType>
  </substitution>
</substitutions>

     たとえば、次のようなメソッドの署名があるとします。たとえば、次のようなメソッドの署名があるとします。
    

public String greetUs(String name1, String name2);

     このメソッドの引数は、エンドポイントこのメソッドの引数は、エンドポイント URI でオプションでオプション name1Param およびおよび name2Param で指で指
定されます。定されます。
    

47.6. 除外された引数除外された引数

概要概要
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     Java 引数を引数を URI オプションにマッピングする際、特定の引数を除外する必要がある場合がありまオプションにマッピングする際、特定の引数を除外する必要がある場合がありま
す。す。camel-api-component-maven-plugin プラグイン設定でプラグイン設定で excludeConfigNames 要素または要素または 
excludeConfigTypes 要素を指定して、不要な引数をフィルターリングすることができます。要素を指定して、不要な引数をフィルターリングすることができます。
    

構文構文

     excludeConfigNames 要素と要素と excludeConfigTypes 要素は以下のように指定されます。要素は以下のように指定されます。
    

<excludeConfigNames>ArgumentNamePattern</excludeConfigNames>
<excludeConfigTypes>TypeNamePattern</excludeConfigTypes>

     ここでのここでの ArgumentNamePattern とと TypeNamePattern は、それぞれ引数名と引数型に一致する正は、それぞれ引数名と引数型に一致する正
規表現です。規表現です。
    

Scope

     以下の抜粋で示されているように、以下の抜粋で示されているように、excludeConfigNames 要素と要素と excludeConfigTypes 要素は、任要素は、任
意で意で apis 要素や要素や api 要素の子とすることができます。要素の子とすることができます。
    

<configuration>
  <apis>
    <api>
      <apiName>...</apiName>
      ...
      <excludeConfigNames>...</excludeConfigNames>
      <excludeConfigTypes>...</excludeConfigTypes>
    </api>
    <excludeConfigNames>...</excludeConfigNames>
    <excludeConfigTypes>...</excludeConfigTypes>
    ...
  </apis>
</configuration>

     以下のスコープで以下のスコープで excludeConfigNames 要素および要素および excludeConfigTypes 要素を定義できます。要素を定義できます。
    

       api 要素の子として要素の子として: 除外は除外は api 要素で指定された要素で指定された API クラスにのみ適用されます。クラスにのみ適用されます。
      

       apis 要素の子として要素の子として: 除外はデフォルトですべての除外はデフォルトですべての API クラスに適用されますが、クラスに適用されますが、api レレ
ベルで上書きできます。ベルで上書きできます。
      

要素要素
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     以下の要素を使用して、以下の要素を使用して、(URI オプションとして利用できないように引数をオプションとして利用できないように引数を API マッピングから除外マッピングから除外
することができます。することができます。
    

excludeConfigNames

        引数名の一致に基づいて、引数を除外するための正規表現引数名の一致に基づいて、引数を除外するための正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定しまを指定しま
す。す。
       

excludeConfigTypes

        引数型の一致に基づいて、引数を除外するための正規表現引数型の一致に基づいて、引数を除外するための正規表現 (java.util.regex 構文構文) を指定しまを指定しま
す。す。
       

47.7. 追加オプション追加オプション

概要概要

     extraOptions オプションは通常より簡単なオプションを提供することで、複雑なオプションは通常より簡単なオプションを提供することで、複雑な API パラメーターパラメーター
を計算または非表示するために使用されます。たとえば、を計算または非表示するために使用されます。たとえば、API メソッドにはメソッドには POJO オプションが使用さオプションが使用さ
れる場合がありまが、これはれる場合がありまが、これは URI 内の内の POJO の一部としてより簡単に提供することができます。コンの一部としてより簡単に提供することができます。コン
ポーネントは、パーツを追加オプションとして付与し、内部でポーネントは、パーツを追加オプションとして付与し、内部で POJO パラメーターを作成することでパラメーターを作成することで
これを行うことができます。これらの追加オプションの実装を完了するには、これを行うことができます。これらの追加オプションの実装を完了するには、EndpointConsumer やや 
EndpointProducer クラスでクラスで interceptProperties メソッドをオーバーライドする必要もありますメソッドをオーバーライドする必要もあります 
(「プログラミングモデル」「プログラミングモデル」 を参照を参照)。。
    

構文構文

     ExtraOptions 要素は、以下のように要素は、以下のように 1 つ以上のつ以上の extraOption 子要素で定義できます。子要素で定義できます。
    

<extraOptions>
  <extraOption>
    <type>TypeName</type>
    <name>OptionName</name>
  </extraOption>
</extraOptions>

     TypeName は追加オプションの完全修飾型名であり、は追加オプションの完全修飾型名であり、OptionName は追加は追加 URI オプションの名前でオプションの名前で
す。す。
    

Scope

     以下の抜粋で示されているように、以下の抜粋で示されているように、extraOptions 要素は、任意で要素は、任意で apis 要素の子や要素の子や api 要素の子と要素の子と
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して表示できます。して表示できます。
    

<configuration>
  <apis>
    <api>
      <apiName>...</apiName>
      ...
      <extraOptions>...</extraOptions>
    </api>
    <extraOptions>...</extraOptions>
    ...
  </apis>
</configuration>

     以下のスコープで以下のスコープで extraOptions 要素を定義できます。要素を定義できます。
    

       api 要素の子として要素の子として: extraOptions はは api 要素で指定された要素で指定された API クラスにのみ適用されまクラスにのみ適用されま
す。す。
      

       apis 要素の子として要素の子として: extraOptions はデフォルトですべてのはデフォルトですべての API クラスに適用されますクラスに適用されます
が、が、api レベルで上書きできます。レベルで上書きできます。
      

子要素子要素

     それぞれのそれぞれの extraOptions 要素は、以下の子要素で定義できます。要素は、以下の子要素で定義できます。
    

type

        追加オプションの完全修飾型名を指定します。追加オプションの完全修飾型名を指定します。
       

name

        エンドポイントエンドポイント URI に表示されるオプション名を指定します。に表示されるオプション名を指定します。
       

例例

     以下の例は、以下の例は、java.util.list<String> タイプの追加のタイプの追加の URI オプションであるオプションである customOption を定義しを定義し
ます。ます。
    

<extraOptions>
  <extraOption>
    <type>java.util.List<String></type>
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    <name>customOption</name>
  </extraOption>
</extraOptions>

INDEX
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